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le 日 本 靖 学 会 総会 記事 
昭和 27 年 4 月 2 日 及 3 日 5 大 学府 学部 に お いて 


Proceedings of the 11th General Meeting of the Japanese Cancer Association 


held on April 2 and 3, 1952, at Kyoto University. 








(まっ 
千年 の 古都 , わが 京都 の 地 は , わが 民族 を 表 人 徴 す る 是 本 女 化 を 育成 し た 母胎 で あっ た と 同時 に , また 現 
代 に お ける 最も r 与 する と ころ の 多い , KF * 遺伝 学 ・ 白 学 を は ( 
めそ の 他 の 科学 の 領域 に , 新 分 野 を 開拓 し 来 っ た 学 都 で で も ある の ご あり ます 。 と の 廊 化 的 に 富む 京 
iy ae われ る 機会 2: 与 を た られ た こと 


に に , われ われ は 深 : 





- DE, FH? 


in TE 


Rid, すでに ヒポ クラ テス の 時 代 に は じ ま っ て いま す ぷ が 。 独立 し た 腫瘍 学 の き 
3 4 ws 





あり ae Brit の 


(1838) の こと で ご, J. Müller ©#y: Ueber den feineren 





YLERTKB OKO, わずか に 百 余 4 
Bau u. die Formen der Krankhaften Geschwulste。 の 発刊 に よる も の ご , その 後 Virchow 04% 
Die Krankhaften Geschwulste。 の 肌 版 に よっ て 同学 は 確立 せ られ , 更に Ribbert, Borst, Ewing 等 


SR aS Dale en 
っ て 充実 せら れる に 至っ た の で あり ます 。 


Im a 


ます >*, Hanau 





な ける 華々 しい ぃ 冶 学 の 進歩 は , ic! 





4 a a ae 


MORAL, CCRREELECLE LR oEOCHVYVET,. その 後 Fibiger, jak + HTP 


FED WD TAB TE BRS TE ev As op FF tes Ta 2 REO 





自 の 研究 の 進歩 に よっ て 推進 きれ ん と し , 更に ァ イ ラ ス 研 





究 の 進歩 を { Ganka e 








は いよ い 1 HH せん と し て お り ま 待た 新 浴 療 法 
に 誠 望 の 光 を 投げ か け て , ponoH ct ます 。 

Hee, THAN, 人 類 婦 化 の 高揚 に よる ! 破 し て いま 
+ 5%, 人 3 in Eike e #86 D* or EAR よる Ete ORT Do l 5 に 
大 戦後 に お ける 【 し いた げ ら ちら れ わ ぷ 国民 の 実態 は , BCA HR IT 員 の IA を る と と すら 許 < ? また ny 


x 
的 水準 の 高揚 を も 求め 難い : あ り ま す 。 2LAL KRIEG SAMICH 4 





Cancer Campaign ji, 真 に 全国 B j "3 5 








手段 と な り 来 っ て , HEODZPDLCHFOHRESHELIHHLLABHZOTHBY ETS, air 


PoE MIX, わが 国 の 現状 が 如何 に 困難 を 極め ある も の で あろ うと も , わが 導 学 会 の 使命 と し て , ま 





国 の 再建 を 標 棒 す る わが 氏族 の 新 願 と し て , BR 





a ナー 


で ある と 考え る に 至っ 7 






の で あり ます 。 PLT 本 年 度 を に お いて は , 1 IE oma? Fo = HT RR a 会 の 他 に , 国民 大 率 に また 会 国 医 ERKFU 
か ける た め , HCH RASC LICRBL, わが 学会 の 代表 者 達 は 各種 の 報道 機関 や 診療 機関 と 提携 し 


て , 本 運動 の 呈 頭 に 立っ て その 且 的 達成 の た め 活 躍 し つづ け て 来 た の で あり まし た 。 か か る われ らち の 熱意 





= co PTE LT ee 
RPP ROMER bol, いつ か は か ぶ が や か し ぃ い 希望 の 日 を 迎え る に 至る と , BUCH 


わな い 。 


1. 吉田 肉腫 の 組織 化学 安田 常 男 (0% 5 He) 


Histochemical Study of Yoshida Sarcoma. TSUNEO YASUDA. 





HWS, 吉田 教授 (EMILE, 三 期 大 型 に 分 類 ) 並 に 牧野 才 授 


ISBN FEIT BR A381 po AROS Sazhır = 
(分 像 型 ・ 等 品 型 に ER) の 記載 








ホホ され て いる 。 従っ て , 私 は 両 教授 の 分 類 に 準拠 し て 





g 桁 の 細胞 化学 的 特徴 を , 教室 同人 が 展開 し て いる 系 統 的 な 組織 化学 的 検索 法 で , 追 


究 し て みた 。 その 間 , 意義 の ある 行動 を 示す も る の に は , 酵素 系 と し て , Acid-Phosphatase 
(S-P と 略記 ) neutral medium で 反応 する Phosphatase (N-P), Lipase (L-ase), Sulfatase 
(S-ase), 基質 系 と し て , Glycoprotein (Cytol), RNA 等 が あり , 僅か に 意義 を も る つも の に は , 


Alkaline-Phosphatase (A-P), 殆ど 検証 出 : 





Dehydrogenase (D-ase, 





te), CO, Anhydrase ( 後 か に 検証 ), Basic Amino Acids (BAA, Sti 





ダニー 7. m > I, - LD F338 Zit — To) 
*CM a Tmo OL HORRAR 将 式 は , 同 人 3 ORE IT HE 


as 3 


Zr) med 


研究 ]」 の 一 部 分 を な す も る の で ある ろ 。 
Hid) ck, は じ め 胞 体内 に , 若干 の RNA, Cytol, FA, BAA, N-P, 
S-P L-ase,D-ase ZAHL, Kkıcık, DNA, S-P を 検出 す 





rd tw. un 
だ 現われ て いな い 。 然し や が て , LOA OREO (EA 
BAA, N-P, L-ase, D-ase 等 は, # = (ICZO# 肖 





E 1 I.» Tv Do zn ce リセ Js: {AY he SE 77 Bele IE NZ > > Le hg > ser hte : - Br 
PAUL CMOAo CAL HIST の 一 側 , 所 請 嫌 色 囚 に 相 is る と 思わ ) し る 部 位 に 偏在 し て いる の が 








Alan AH m= SSM 甘 ロ リー 2 Linths AAS 44 Ft 
i KEICHRHTAÄAZOTDHZ3I, COMPDAERORT, 中 期 ,. 
レン 44 f- 41-1) - > っ tt ol 1175 Mct= pte LH poe Se A I Ren ZS 
RE, RE [wR So 即ち , Cytol Beis, 前 期 に 細胞 質 内 に , FR 
レト ョ ー 45 ae hen LE Ym ae テレ ツウ アニ ンー LH リー テ ゴジ Ly 

a {の の つか の >, IN FICE eS RDO >, FRY } Bak b HIT AUT, zn) と 増加 し て GS i E Aa 


N-P, L-ase も これ と 同様 な 傾向 を 示し て いる 。 RNA は , これ と 逆 に , 後期 に か ( 


PTI ES /J>\ 


64 
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+30 S-P, DNA は , Chromosome と 共に 行動 し つつ , 次 第 に その 濃度 を 高め て いる 。 こ 
Of], BAA, FA, D-ase は , 早 色 反 応 と し て の 色 の 深度 に は 余 り 変化 が な い 。 か か る 過程 
くり か え し つつ , 腫瘍 種族 細胞 は その 分 裂 を 重ね て 行く の で ある 。 か か る 腫 瘍 種族 細胞 は , 

ARATE, 紡 鍵 体 異 常 等 に より , 異常 型 細胞 と な た なり, 且つ その 崩 壇 過程 に 入る も る の が 多数 生 


じ て 来 る 。 こ の 聞 の 過程 を , 牧野 教授 は 染色 体 構造 の 異常 化 を 以 て , 吉田 教授 は 六 型 に 分 類 さ 


% 


レム に a ID 


和 れる 形態 学 的 変化 を 以 て 追究 し て いろ る 。 本 細胞 に あっ て の 最大 な 特徴 は , 吉田 教授 こよ れ ば , 
T 詩 嫌 色 疾 の 存在 で ある 。 EF ii 型 細胞 に 嫌 色 略 が 明か に 現われ , その 明 庭 の 拡大 と 共に , 


V 型 細胞 に Azur 頸 粒 が 出現 し , Azurrosette と たり, その 数 を 増し て , や が て 広く 散乱 す 


RL, 


ck, Aras 22S, 諾 種 酵素 の 漠 存 する 部 位 で あろ 。 例え 


t, SP に あつ て は , は じ め 細 胞 核 の 一 側 に 偏在 し (ii 型 細胞 ), や が て 細胞 核 の 了 入 部 位 に 


る と いう 。 然し , HARRIES 





BEL, つい で 明 許 部位 に 相当 し て , 殆 ん ど 全く 限局 性 ! 





7 の 集 塊 と し て 証明 出来 る 。 


ET m HE th» be aed Metering eee: Se By y Souter ft. At 
PBT ORGUE RIED, 次 第 に 散乱 し て , その 染色 性 を 失う 。. 或 は , LOMB 


i, 


Ht) EH な 
ン も (ば 、。 . FE 





MORFRCOT, 共に 行動 を と ろ 場 合 も ある 。 以上 に 反し て , 全 経 過 を 通 
Lf f= IN > TE) —- ZT 7 
HET LO SEX, 本 細胞 


OA eer bbe = Fir HUE 1,2 7 マロ と ホホ 
の 明 庭 部位 ば , | Htié RES WiC SB Os FAS ILS 集 積 部 位 で に ある と いう : ca で ある ろ 。 Ho, その 組織 像 


じ , 明 攻 部 位 に は , RNA, BAA が 貧弱 で ある 。 Dd 


王后 と 
JA 7) 





より 判断 し て , 凡 ら く は , これ ら の 物質 は 核 の 異常 代謝 に 何等 か の 関連 を ぉ もぉ つも ので あろ う 





ede ff. nil Ela yt 、 と ASE o Hts weit ao if 2 sey トコ er 
TTIET; 代謝 異常 Ol 143 DENTZER TER OD CAR CODe Hr AQAA cc NT hog HE 





Re EAARRROFAZTDREOBCÄETF 3 TS 5. 但し , 目下 の 





Ay tts Ym RA ie H 4 rie ‘ Pe pte a care 
細胞 に 特殊 な 形態 像 は , AO 





ーー シャ デム USK} ai 
て は 殆ど 認め HAL IN ‘o | 


マン 。、 < の 


Totten.) 1 MEO AR REE IC LEB RH in. er) ULI 
5E (CSW CHE * FEV EG 7S ROAR REMIT LE bi. 従っ て, 上 記 の 明 ) 





Krk Le be He >. エク FS = ビ mo Ah 
Taw Feb Le E37 な ね 。/ Hele, ri FIA HE 





レ NE x a Fe re 1 ites Wate TE eee rs 代 ” Pr 
- WI ご {Lo 1 ir LA: EA DIE 同 題 は NETZE Pen N (KD \ Ei パフ 4 レブ の 





2. 意 租 織 の 組織 化学 的 研究 ( 皆 一 報 ) 
青木 貞 章 、 大 根田 玄 寿 , 望月 3, 片 見 憲二 (en 


Histochemical Studies on the Cancer Tissues (lst Report) 


TEISHO AOKI, GENJU OONEDA, NOBORU MOCHIZUKI, KENJI KATAMI. 








原 博士 の トキ ツ ホ ル モ ン を , MERRIE H 47 OICH 





に つき 発 郊 母 組織 健常 部 を 対照 と し ら , その 性 状 を 検索 し た 。 まず 載 物 が ラス 上 に て 162 種 


の 色素 液 に 対す る 親和 性 を 栓 し た 負 、 Aniline green, Aniline blue, Azur I 及 II, Meth- 





ylorange, Methylgreen 等 が 有 塵 と 思わ れ た だ が, その 後 の 追加 試験 に て 特殊 人 性 あり と は 認め 





られ な た prot. 7 こっ 次 に : 各 金 IH ICH KAR a tie ee aah Hr 
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クエ ン PEK, ZU RER, 塩化 




















第 一 鉄 , MRK, 硫酸 鍋 , WARK, 塩化 白金 , HIREIHLER Sn, Ipc mare 
部 に て EEE EN 3T3 205 
Haid» 中 原 の 研究 と る 関連 が あり 興味 深い の で , ARE SUR ER, IHNOBHEK 
作用 , 吉田 肉腫 幅 展 腹腔 内 へ の 鉄 塩 液 注入 実験 等 を 行っ た が 間組 織 こ 対す る 特 殊 な 鉄 親 竹 は 


j HH 内 


組織 化学 的 に は 確認 出来 な か っ た 。 た だ Hale-Rinehart の コロ イド 鉄 を 用 ぃ た 場合 閣 用 の 数 
DWR ンー ニー 


CHE Lik 61S LOMA FREER MAT SRE A otco これ と Me Manus oO 
RER Schiff 液 法 (PAS) と を 比較 すろ る と, 両者 は 必ず し ゃ 一 致し な い 。 この 太一 致 部 を 明 
に する た め に Ritter & Oleson に 従っ て この 両 染色 法 を 併用 する と , 両方 共に 陽性 で 青紫 
色 を 早 す る 物質 (な) 204 KR, PAS の み 陽 性 で 赤色 を 早 す る 物質 (9), 及び コロ イド 
鉄 陽性 で PAS が 極め て 能 く 青 緑 色 を 早 す る 部 分 ⑦) の 三 型 に 区 別 出来 ある 。 これ ら の 三 型 を 他 
Ye fr HL HEEL , #—-#HOMS a Rr Mit Toluidine blue metachromasy 陽 


性 で あ Hyaluronidase に 代り 消化 され な い ぃ 。 2 Mucicarmine に 依り 良 染 され ぅ 。 B は 


- 
うる が 


Molybdenhematoxylin (Clara) 及び Best の Carmine で 梁 ら 。 こ の 所 見 か ら こ の gw ER 


た ろ 物 質 は 夫々 < Clara の 記載 し た mukose Stoffe 及 mukoide Stoffe に 一 致す る も る の で あ 


Tite 
ろ が 私 達 の 7 は Bauer #% PAS の 所 見 か ら Clara の a と は 一 致 せ ず , 25: BO 
健常 上 度 細胞 に は 認め られ ず , か な り 特 殊 な る の の 和 様 で ある 。 こ の ge 及 8 型 の 検索 に は ホル 
マリ シン 固定 に て も か な り 明 か に 染色 識 引 し うろ が, 7 型 は ホル マリ ン 同 定 で は 融解 し て 了 う の 


で ホル マリ ン 酒 精 固定 乃至 純 酒 捕 固定 を も 用 いて 検索 し た 。 何 ホル マリ ン 同 定 後 は 水 に 融け な 


\ 





へ マト キシ リン ・ エ オデ ヂ ン 重 染 色 所 見 と 対比 し て a, 6,7 OlFBRAICHO 32h EA > 





と (第 二 表 ), e Mit, 単純 癌 , BRFSS MOMMA ICH Bai, 通常 の 印 環 細 胞 の 如 
く 塗 胞 状 に 認め られ る ら 原 形質 内 の 粗大 粘液 塊 に 一 致し , 双 腺 痛 妥 除 内 に 分 決 さ れ た 粘液 で 一 見 
綱 状 乃至 線維 状 に 不 規 則 に 見 える 部 分 や 腰 様 冶 の 如く 粘液 化 な る 組織 3 ADI De これ ら 


a 4) &b 原形 質 肉 に 湊 溜 U, 更に 腺 腔 J に 分 泌 さ 和 れん た だ も の で 「 分泌 型 ] | の 粘液 と : 考え BA LI 





第 1 表 次 組織 内 の 邊 液 乃 至 粘液 様 物質 の 各種 染色 所 見 


Toluidi- 


Solloi- 5 . ‚“ Molybden 
a p.A.S. 2€ blue Mucicar- Best's Bauer’s hasty pars Hemato- Clara 
Dass で "metachr- mine Carmine Reaction = = xylin- の 分 類 
omasy ンー az Eosin 
伏 ま よ 
” MM ae = + Er 2 müRöse |,, ., = 


oe 7 EM 
St 





と : 14 on 4 4 均質 性 mukoide „, 
= a ; ェ オ ヂ ン Stoffe ™ 

















第 2 表 WUBMMIceIS a, Bt oh 


部 位 種 類 総 数 様 物 質 を 有 す a at+3 7 T+, B 
る も の | 





= x | 16 15 7 5 0 a) 0 
1 | 
| 単純 14 8 7 0 1 0 0 
mm x HE 3 3 3 0 0 0 0 
BR | = | | wae ョ ee 
at | 33 | 26 17 [25) 8 1 9) E) 0 
ft 5 4 3 2 1 1 0 0 0 


( ) Bats と 共存 し た 例 
Bi Ha er - = “ar Butt ee 5 = res 
> a (ENROL ARATE LOC, FE ORRARPICIS HiT LEAT AW HA, 


Hyer’ = Zu Hi a 
Fl ED た 多数 に Cie 妃 い て 認め られ だ 。 7 FAME CHAT 





見 られ , KCEWARBERLONEWRE ML, 縮 偏在 し , 後者 
Cit SRL CHR ASE LC, (ASME RA | の 物質 と 考え られ る ろ 。 の 7 + a が 等 質 状 


LTR LEICHE RAVE OIE 





7 WEE lO Ld. 5 BREA MO 2 例 に 見 られ た に 過ぎ な い 。 RAD 1 例 に も 
見 られ た だ が これ は 上 皮 性 の 7 と 異 り Hyaluronidase で 容易 に 消化 され た 。 特に 胃癌 の 1 fil 


CHR) で は 全 癌 細胞 が 一 様 に 7 型 を 早 し 一 見 特殊 染色 状 を 早 す うろ も の が 店 あら れ た 。 8 型 は 





ルト fin Fe } 
eEmMAE— 


ROMICAICRWCHH bN, a 型 よ り エ オデ ヂ デン に 良 


Ir Ws Ss Withee Pe yen Tas + FINE rBeNnT N ee a ee ルー モタ ノー 
致し て いろ 。 こ の 物質 は 一 般 に a PET MOWMCHEN CHD, c WHT DP SLOB ICH 





すろ ちろ も の と 考え られ る ( 陳 旧型 ) 。 BATA, A ALTE 
閣 の 組織 型 に お ける 粘液 性 物質 三 型 の 分 布 を 見 る と . ぃ いて は 一 般 に a) +B 





で Pe Wr NEL 


Tite PH 


SPY ICHR AL MMIC 7 も 認め られ ら ろ 。 腰 様 績 で は すべ て eg で あり , YREMTIK 


AoA 











rie oo. phe ets EE f- 
L EAS Hai, fil] Er, 





ゅ と 7 が 認め られ た 。 IT ERECT + fit), DEN 


Er — HN] Ha と うす] Ma サン 
nn Lie ri Ma OD) HALTED 19 / こ と う 





以上 の 所 見 か ら 坊 組織 内 の 粘液 乃至 粘液 様 物質 は , ホル マリ ン 酒 捕 固定 バラ フィ ン 功 上 生 に 





Hale-Rinehart の コロ イド 鉄 法 





5 ( 陳 旧型 )、7 (変性 月 協 型 ) の 三 型 に 区 絢 さ れ , その 中 7 は に 特殊 な も の で , 極め て 水 に 融け 


’ i 





SC Rick LABRET CHS FA Y RR Er OPES Bolts CHR AO 


DER 


> 
9 


関係 祭 研 究 を 要 - 


x 
Mt | 
BAR: トキ ッ ホ ル モ ン と 鉄 と の 親 箇 性 と いう 見 地 か ら , その 結合 物質 を 証明 す に は , MMRTOL 


as 








の も よい が , tLARR (HEMWO) の よう な と ころ で 案外 容易 に 成功 する 可能 性 が 考え られ る と 思い 
ます が , 如何 で し ょ う ? 

青木 貞 章 : 私 共 も 肝癌 に 期待 し た の で あり ます が コロ イド 鉄 陽性 物質 を 証明 出来 ませ ん で し た 。 GRE 
に 膨 に つい て と の 方 面 の 研究 を 続け る 積 り で あり ます 。 


3。 P* ri 2 EHRE OF Oo HF FE 


HRA, 杉 石 正司 , SHRI (名 大 第 一 内 科 ) 
Study on the Phosphorus Turnover of Yoshida’s Sarcoma Cells 
with the Aid of Radioactive Phosphorus (P) 
YOSHIHISA FUKUI, MASASHI SUGIISHI, HIROMICHI TERADA 





TEEN OMAN HAT SAMO IC, 吉田 腹水 肉腫 を 材料 





> マン 


と し , Belt: PP を 用 ぃ て 若干 の 基礎 的 実験 を 行い 二 , 三 の 知見 を 得 た 。 肉腫 接種 後 






ミソ ー ダ と し て 和 背 kg 100zc EMBAICEW Ye SAR OMABAES BO 


Specific activity (SA) は , 時 間 内 に 急速 に 低下 し , 細胞 の 酸 溶 性 分 
A, eH, RNA で は 3 時 農 


上 すれ く へ 低く な っ で て いる 。 DNA Is} は PAIN ¢ Rl LB SH Ao 





48 時 間 後 で は 





C ーー ンー 円 お お と だ ル デム ニー J と と 下 を モン = レ ャ = Arr ee EI AR ERDE He ンー 
8 日 目 の 曰 展 に つい ぃ いて 同様 に 行っ 7 < 成績 Crt, 腹 THE ERE, 細胞 酸 溶 焼 に な いて は 殆 ん ど 
BU = fi Kl 52%, A 門 1 く 低 く ぅ る 遅い ODS Ir AIL 48 時 





が 時 盛 な 為 急速 に PS が 細 


VEIT > LBS Werrrkkisıh D32 jee k PL phe oh > Sm 
内 に 播 取ら れ て SA の 上 昇 を み , 次 いで 体液 中 PR 濾 度 の 低下 し た 時 期 に 新生 せろ 細胞 に 


ー oe ae: イロ FE ーー Ic ge! SE 7 > &. Sie =z Patt ee 
E に 1 られ る 程度 も 大 きい た め , そ ( DA UTS. IR ト が 起 る も の で あり , RHCE > っ て か か 
o> / ~ nc,o » 1 た BY ur ems / 4 {rt 2 _ er DR MI 
ろ る 傾 | と すろ こと は は, 主として 細胞 の 合成 機能 の 低下 , 一 部 







思わ れろ 。 更に 之 を 端的 に 示す も の と し て は , P® 注射 後 8 時 間 の 
期 に つい て みる と , WE SA に 比 し , Mila Ro SA は 日 と 共 & 


特に 酸 溶性 分 大 に 比 し 核酸 分 誠に お いて 著しい 。 こ の こと は , PW i 


2H yz 3 — Hi -kr 
期 に いて は 腹水 の 





ar ed: ) + J+ & rd > Q Lee メ ae > 
境 贅 東農 (よっ て 大 きく 〈《 左 石 さ れる こと を 示す もの と 考え られ る 。 
chem 1 Mey tte pha Ae tak > I dr 32 部 te oy eo -ı2323 pn 24: i he RE 

増加 に より 。 腹腔 内 に 注射 せら れ た P? の 濃度 の 低下 する こと も る 考え られ ろ る が , WksEOSA 


uch 
| 









塩 の 腹腔 内 吸収 速度 が , か か る 異常 : 


ルー レセ HEY en Mm. Em} レ I» ル 
Fs UWF , Al N. Cl, #9 


だ 分 た で あり 且つ 時 期 的 に 変化 の 少 い こと を 示し て お り , 腹水 の 量 の 影響 は 少な いも の と 思わ 


この こと は , 接種 後 4 日 , 8 日 , 10 日 月 の 腹水 に つ \ 





場合 , 4 日 目 の も の は , 末期 の ゃ の に 比 し 酸 不溶 性 分 局 え 6 ご 吉 
テー > ュ 人 写生 IT en K/NE-) SAE eee ae 
り る 明らか に れろ 。 之 等 接種 後 種々 の 時 期 に お け る 細胞 一 個 当 り の 織 合 量 は , 核酸 分 嬉 と 
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Such, Ree CHIL Dems L TED, Wirkse eee set BT ko AC 
FI THIMOMMICH 30 即ち 初期 より 中 期 に か け て 細胞 の 大 き さ 乃 至 ば 細胞 構成 有機 成分 
の 密度 の 増 を , HBL り 末期 に か け て の 変性 細胞 の 増加 を 示し て いろ も の と 考え られ る 。 然し 
細胞 成分 の 増加 せる 一 週間 前 後に な いて も PW の SA は 減少 し つつ あり , 細胞 の 信成 機能 中 
必ず し ゃ 細胞 成分 の 量 に 比例 する も の で は な いこ と を 示し て お ぉ おり, 2 PP 所 取 の 時 期 的 法 差 を 
生ずる 原因 と し て 結論 性 細胞 の 増加 以外 に , 明らか に 腹水 中 に お けろ 細胞 の 信成 機能 つの 鞭 と い 
うふ の が 大 きく 働い て いる こと を 推定 せしめ ある も の で あろ 。 初期 よ り 中 期 に か け て 細 物 が た き 
く な る と いう こと は 形態 学 的 に も 認め られ る 所 で あろ る が, これ に 伴い 細胞 一 個 中 の DNA 量 
SL CHM 4 eO5 Lett DNA と 遺伝 因子 と の 関連 性 より 考え ろ る 時 , 極め て 重 妥 な 町 見 と 


いう べき で あら ろ 。 LOWE, 被 検 腹 水 の 細胞 平均 検 数 に は 変化 は 認め られ て いな い < 


\ 内 に いて ET =n# Rh Kyle SHA OPE: HVC An 何 な る Z つ WEL 及 <TD ma を > 3) 


WAS 


べた 。 チト レー ト 加 腹水 を P 及び 諾 種 薬物 と 共に 37°C に 保ち 2 時 間 後 の SA を 測定 し た 。 





Were 4 
KiC# 





BAD Pr BRNO ATI ETETELD, ヴィ ニー ルケ トー は 酸 


CHS. ヴィ ニー ルケ トン に つい て は , 我々 は 赤 血 水 に つい 





imi ICH WT EPI り [rl 求 ? 





と を 認め て いろ が , HERE 
緒 果 を 与え て いら 。 Nitrogenmustard-N-oxide で も る 略 々 NH, に 近い 成績 で , 大 量 を 用 いた 


場合 RNA え の 移 行 と 酢 溶性 類 の エス テル 化 を 若干 低下 せしめ た 。 Polymethylolamide, 2, 


6Diaminopurin は 共に 核酸 え の 移 行 を 陣 害 する 様 で あろ る が, FCAT AICS CICERO 


ェ ス テル 化 ,、 P の 細胞 膜 透過 を 元 つ て 促進 し て いる 点 が 注目 





ーー +} = ャ ーー フラ ミキ レノ に ルカ リル テ Als md) EI m に ふう ゃ ピー & m; Ab m Fr デ ド ビリー 

に お いて は 木 だ 技術 的 に 解決 せ ね ば な ら ぬ 点 が 若干 あり , それ 等 の 解明 (て 
aly Yi See に ラー —$)-¥ 8 Feb ン + ハエ まほ リー no 

の 微細 な 点 ( に つい て は 現在 検討 を 1 T い つつ の ある 。 G EB RY MIR I 4) 


4. P* SPA HHAMOR tH Ome 


MAER AR . RER, 久我 正巳, 島田 信男 , SASH. 落合 彦 人 
Investigation of Phosphorus Metabolism of Yoshida Sarcoma 
with the Aid of P (1st report) 

MASAYA ARAKI, TAKESHI YONEZAWA, SHINTO CHIN, MASAMI 
KUGA, NOBUO SHIMADA, SHIGEO IMAGI, YOSHITO OCHIAI 
(Lepartment of Pathology, Kyoto Prefectural University of Medicie 

The studies on the phosphorus metabolism of the growing tissue and of the 
tumor have been performed in recent years, and especially in conjunction with 


the studies of nucleic acid metabolism and the tracer experiment using radioac- 
tive P®?. We performed the tracer experiment on the phosphorus incorporation 
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of Yoshida sarcoma with the aid of Pas a part of the studies on the phos- 
phorus metabolism in tumor tissue. 

Experimental method: Albino rats, 100-1208 in body weights, were trans- 
planted with Yoshida sarcoma into the peritoneal cavity, and were injected with 
10/xc of PO, into the peritoneal cavity 7 days after ‚the transplantation. 
Animals were sacrificed 1, 2,3, 4, 6, 12 and 24 hours after the injection, and the 
tumors of ascites type and of nodular type were both fractionated in acid soluble 
inorganic P, acid soluble organic P, lipid P, DNA-P, RNA-P and protein P by 
means of Schmidt-Thannhauser’s method. The P-contents in each fraction were 
determined by means of Fiske and Subarrow’s method or micromethod of Beren- 
blum and Chain, while the activities of P in each sample were measuréd as 
magnecium phosphate. 

Results: Relative specific activities of the inorganic phosphate in the tumor 
cells of the ascites type are shown in Table 1. 

Table 1 
Ratio of the activities of cellular irorsaric P to that of super-atart 


irorgaric P in Yoshida sarcoma of ascites type. 


Hours after the injection 2 3 12 24 
Inorganic P3?/ P3! of supernatant 1.0 1.0 1.0 1.0 


Inorganic P* / P3! of tumor cell 1.2 2:7 2.4 0.9 


The ratio of the acid soluble organic P, lipid P, DNA-P, RNA-P and of the 
protein P to the inorganic phosphate in the tumor cells are shown in Fig. 1 


Fig. 1 Activities of phosphorus fraction of ascites type 
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Relative specific activity 








Hours after injection 


Concerning the tumor of nodular type, the specific activities of the tissue inor- 
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ganic P were corrected to the activities of the cellular inorganie P. Assuming 
that the extracellular space (chloride space) of this tumor is 35 %, the activities 
of cellular inorganic P were calculated from the contents and activities of plasma 
inorganic P and of tissue inorganic P, and Tablé 2 shows the ratio of the activi- 
ties of the cellular inorganic P to that of the plasma inorganic P. 


Table 2 
Ratio of the activities of cellular inorganic P to that of plasma 


inorganic P in Yoshida sarcoma of nodular type. 


Hours after the injection 2 3 6 12 24 
Inorganic P%-/ P+! of plasma 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
Inorganic P3?/ P3! of tumor cell 2.1 2.4 1.8 1.4 0.7 


The ratio of the renewal of the acid soluble organic P, lipid P, DNA-P, RNA-P 
and protein P to the cellular inorganic P of the nodular tumor are shown in Fig. 2. 


Fig. 2 Activities of phosphorus fraction of rodular type 
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Hours after injection 

Conclusion: As showed in the results, it seems that inorganic P, acid soluble 
organic P, lipid P, DNA-P, RNA-P and protein P in the tumor cell either in 
ascites type or in nodular type of Yoshida sarcoma has the identical form in P- 
metabolism. Till the intracellular acid soluble P reaches the maximum in about 
4-5 hours after the administration of P?, it shows almost linear increase. Then 
we examine the renewal rate of P3 in each fraction at 2 hour after the ad- 
ministration. Assuming that the precursor of lipid P, RNA-P, DNA-P and protein 
P is intracellular inorganic P or some organic P compounds in equiribrium with 
it, the rate of renewal of acid soluble organic P, lipid P, DNA-P, RNA-P and of 
protein P are 80%, 2%, 5.1%, 6.0% and 56 % respectively. 
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Summary: Yoshida sarcoma showed almost similar modes of the P-turnover 
in both ascites type and nodular tumor type; and the renewal of the P” turnover 
of the P compounds ranged in order of acid soluble inorganic P, acid soluble 
organic P, protein P, RNA-P, DNA-P, and lipid P. 


(昭和 26 年 度 文部 省 科学 研究 費 に よろ ) 


5. 移植 可 性 風間 の 焼 分 戻 に つい て 山下 久雄 , 倉光 一 郎 , 秋山 武 知 


(国立 東京 第 





On the Study of Phosphorous Fraction of Transplanted Malignant Tumor of Mice. 
HISAO YAMASHITA, ICHIRO KURAMITSU, TAKETOMO AKIYAMA. 
- Tracer と し て の 研究 で , 最も 一 般 に 用 いら れる PW を 


IRA FR, RRO 






AST DOREY BALA LT. 








し 研究 方 法 〕 PA AM, ヒノ ン 癒 。 エー ルリ ッ ヒ 冶 の 三種 を 用 いた 。 
}. oe — な と ee ee 7 
ESC -LTI+BRZ of 組織 の 比較 に は 白 尿 を も 用 いた 。 そ 








し て 追跡 子 Tracer と し て 用 いろ P 党 の 放射 能 に よる 影響 を 出来 る だ け 少 くす る た め , 放射 性 


は 体重 1g 当 り 0.05/c と し , KTEHR 24 時 間 で 展 殺 し た 。 移植 悪性 風 瘍 及び 





Ag ETM Yee 7 eR TIS VER De 7 of I AT—HE (Limit ep HH ) 32 と ー = 
rhb armani LOMA UPS eRe 1% 水冷 : = で (ERE RIC に すう リ 示 イ F 2: Tau THA we xX 

=n ( e ルッ ーーー Rh LU 人 へ ルル I A IH ia ante bir Ok Oh Halle と , Ax ot B. ー デ ンプ 
テル (3:1) に て 押出, 総 焼 は 生理 的 食塩 水 に より 均等 液 と し , 之 等 の 一 定量 : ! て 





を Geiger-Müller Counter に て 測定 し , 残り は Fiske-Subbarow #Ic ib Ho 





化学 的 定量 を し た っ HATE CRATER OU KA PRL ORICE DRO. vi 
は その 影響 を 明雄 に 見 る た め 10007 1 回 照射 と 1 各種 臓 震 と 比較 する た め 全 身 照 射 を 行 
こっ 





CHEFS LT, 之 に 反し , 肝臓 で は す 》 
RA FEST, Ld OLEH HORESRNCEU CH EBEN Ae 計測 値 と 略 々 > 比例 I, ra 中 


CBRL, FRCL) RF Pease 





測 値 の 減少 が 克明 で あっ た 。 し か し て そ 





1, (el 


に 減少 し , し か も 化学 的 定量 値 Ps の 放射 1 





の 照射 前 BE (Specific Activity) は 悪性 腫 : 燃 が 最大 で 。 リ ボイド 鐵 





* 同 程度 で あり , FHRTEI RA FE, TEE RC, RABI L/)ChHake 


ES, 肝臓 共に 酸 可 溶性 焼 は 変化 を 受け ず , むし 
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ろ 僅か に 増加 し , IRF FERURFIBERD Lids, EMSC RA BAS, 肝臓 で は リポ 





> 1° Ik 


pe 7s 特に 著しく く 減少 1 し だ っ 




















レ 線 10007 全身 照射 , 動物 は 第 4 日 に 殆 ん ど 死 亡 す る た め 第 3 日 目 迄 の 甘 量 の 変化 を 時 


間 的 に 見 る と , と ノン 冶 に あい て て 化学 的 定量 で 看 白 焼 は 明か に 減少 を 示し た が , 他 は 殆 ん ど 変 
化 せ ず , 又 そ の P 量 で 蛋白 焼 の 瀬 進 的 の 著 明 な 減少 を 示し , VET PRAT, 酸 可 溶 
METEULSBMLTo 

Wa ae RRS , 小腸 , FRM CRAVRDR ES ¢, し か も 小腸 で は 臓器 中 最大 で あっ た 6 





Rp Cit RAE DR KAS RL ico 起 性 腫瘍 の 場合 と 同様 , P\ HeNRE RTH CLARA 
Erler HALTET EL 7 RR HOT AR ICRAARHOR DB, “ME 
RIVE Cl CHE BES ZO CRY LDS, BRITEN FAR ERLE MS KU その 
LEHUTHE ICS Wo THT RAE CBU EGS HBRETDB32, 小腸 上 は 最大 で あっ て , - レ 
線 照射 に より 最も 影響 を 受け て 減少 し た 。 酸 可 溶性 畿 の 多い 骨 科 で は 照射 の 影響 を 殆 ん ど 受 け 
な か っ た > ぅ 

(EHI) 以上 の 実験 に より , RORMHREOMRIC—HT5 4, 肝臓 で は リボ イド 鐵 , 
細胞 分 像 の 盛 な 悪性 腫瘍 , 腸 臓 , NBS CHRAROBRASAL (, Lat EM 


は 略 々 同 程 族 で あり , 小腸 で は その 移動 が 特に 題 閉 で , し か も 之 等 移動 の 盛 * 





の 影響 を 最も 著 明 に 受け て 減少 し た 。 酸 可 溶性 類 は レ 線 照 


か に 増加 を 示し た 。 


6。 吉田 肉 風 の 遊 此 ア ミノ 酸 に つい て 


荒木 正 哉 , 陳 震 東 , SHE 潤 , 賠 田 MH 
On the Free Amino Acids of Yoshida Sarcoma 


MASAYA ARAKI, SHINTO CHIN, JUN MINOWADA, HISASHI OKADA, 


Jepartment of Pathology Kyoto Prefectural University of Medicine 


The free amino acids of Yoshida sarcoma, in which the tumor cell fraction was 
relatively easily obtained, was studied. As material we used Yoshida sarcoma, 
5-10 days after transplantation, and as control we used normal rat blood. For 
the observation of the effect of nitrogen mustard (N. M.) on free amino acids, we 
injected methyl bis (?-chloroaethyl) amine HCl 0.5 mg into the peritoneal cavity 
of the rat, and observed at 3, 6, 24 and 48 hours after the treatment. Free amino 
acids were determined by two-dimensional paper chromatography as in our pre- 
vious studies. 

Experimental Results. i) Normal rat blood; In blood corpuscles, glutathione, 
cystine, aspartic acid, glutamic acid, glycine, alanine, glutamine, valine, leucine, 
isoleucine, and taurine were detected. In blood serum, glutathione, aspartic acid, 
glutamic acid, glycine, alanine, glutamine, valine, leucine and isoleucine were 
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detected. ii) Early stage of ascites sarcoma (5-6 days after transplantation, or 
low grade of ascites retention); In the fraction of tumor cells, aspartic acid, 
glutamic acid, glycine, alanine and so-called ‘‘ underglutamic acid ” (described by 
E. Roberts et al.) were detected, but glutamine and taurine were barely detec- 
table. In the supernatant fluid, the free amino acids were not detected in many 
cases, but aspartic acid, alanine and glutamic acid were detected in few cases. iii) 
Middle stage of ascites sarcoma (7-8 days, or middle grade of ascites retention) ; 
In the fraction of tumor cells, enlargement of spot-area and increase of color- 
intensity in each amino acid, which was detected in the early stage, were recogniz- 
ed, and hydroxyproline, leucine, isoleucine and glutathione appeared. In super- 
natant fluid amino acids were almost the same as in the early stage. In this 
stage the free amino acid level of tumor cell fraction became higher in proportion 
to the grade of ascites. iv) End stage of ascites sarcoma (9-10 days, or higher 
grade of ascites retention); In the tumor cell fraction, besides the all amino 
acids which were detected in the earlier stages methionine, valine and threonine 
appeared and increase of taurine and ‘‘underglutamic acid’’ was remarkable. In 
supernatant fluid glutathion, aspartic acid, glutamic acid, glycine, alanine, threonine 
and hydroxyproline appeared in addition to aspartic acid, glutamic acid and alanine. 
At the stage near to death, in tumor cell fraction arginine, histidine, lysine, 
tyrosine and cystine appeared in addition to the above mentioned free amino acids, 
and each amino acid increased. In the supernatantfluid, the contentof free amino 
acids increased and was remarkably higher than in the tumor cells, while in 
earlier stages it was lower in supernatant fluid. 

v) Ascites sarcoma treated with N. M. (5 days after transplantation): a) Tumor 
cell fraction; After 3 hours glutathione, cystine, threonine, serine and lysine 
appeared in addition to the free amino acids described in non-treated case. After 
6 hours lysine disappeared, but after 24 hours free amino acids content decreased 
remarkably and cystine, glutathione, alanine, threonine and “ underglutamic acid ”’ 
disappeared. After 48 hours it was almost the same as the former, and only 
aspartic acid and glutamic acid were detected. And then in course of time free 
amino acids content recovered gradually. b) In supernatant fluid no remarkable 
change was found in the tumor cell fraction; but after 3-6 hours glutathione 
appeared and after 24 hours it disappeared. vi) Nodularsarcoma; In small tumor 
the free amino acids content was small, aspartic acid, glutamic acid, glycine, 
alanine and “under glutamic acid’’ were detected. In relatively large tumor the 
free amino acids content was greater and proline, valine and glutathione in addi- 
tion to the above mentioned amino acids were detected. 

Tumor with N. M. injection (materials were small tumors); Free amino acids 
content increased after 3 hours and lysine, threonine, cystine and glutathione 
appeared ; after 6 hours lysine disappeared; after 24 hours the content was yet 
high ; after about 48 hours it decreased gradually, cystine and glutathione dis- 
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appeared and then in course of time the free amino acids content recovered 
gradually. 

SUMMARY: Tumor cells or Yoshida sarcoma in early stage after transplanta- 
tion have lower content of free amino acids. In course of time and with increase 
of ascites the free amino acids content increases gradually. In supernatant fluid 
of ascites sarcoma the free amino acids content is generally low but in the stage 
before death it suddenly increases. In nodular sarcoma, when it is small, the free 
amino acids content is low, but increases gradually with growth of tumor. Above 
mentioned result is similar to the case of experimental hepatoma. In fresh and 
growing tumor tissue the free amino acids content is very small because of being 
taken into protein synthesis. However when the tumor reaches the moderate size 
and the disintegration of tumor cells occurs, the free amino acids content increases 
step by step. Thus the significance of the free amino acids can be understood _ 
under two conditions, protein synthesis and proteolysis, but existence of each free 
amino acid itself must be explained separately in further studies. The significance 
of the changes in the distribution of free amino acids after N. M. injection, especially 
the attitudes of cystine and glutathion, which are concerned with oxidation and 


reduction of organism, and lysine are very interesting. ZHAREFHKEICK3) 
Pt = 

吉田 英 : SHEANSEFVFOoR#H (Wistar A) に つい て に 如何 で し た か 。 

BER: 動物 は 岐阜 系 の 雑種 を 用 い ,。- ウ イス ター 系 の も の は 用 いて いま せん 。 


7. 冶 血 清 衝 白 の 「 ボ ー ラ ログ ラフ | 的 研究 


吉田 常雄 , 熊 原 雄一 , BABAR, 福本 哲也 (大阪 大 学 医学 部 第 一 内 科 . 
Polarographic Studies of Serum Protein in Cancer. 
TSUNEO YOSHIDA, YUICHI KUMAHARA, DENTARO FUJITA, 
TETSUYA FUKUMOTO. 
1933 年 Brdicka It 「 ポ ー ラ ログ ラフ 」 RAK (KIBAM) ZEAL, それ が 便 自 の SH 
基 に 起因 する と し た 。 間もなく 血清 除 蛋 白 渡 液 に こも 「 プ ロ テ オ ー ゼ ぞ ] 戒 は 「 ム コ ・ プ ブロ テイ ン ] 
に 起因 する 同様 の 波 が 発見 され , 前 者 を 第 一 反応 , 後者 を 第 二 反 応 と 命名 , 痛 で は 第 一 反応 で 


低く , 第 一 反応 Cy いい PR が 見 出さ れ た 。 ぅ TON SENT: it BE SIDS 近 時 新 し Vata 





BRENOOD 35 REAM MTFOM RISE ARBA, 非 冶 患者 の 夫 れ と 対比 す 可 く , RIOR 
的 関係 を 厳密 に 規定 『 科 出前 後 の 動 江 アル カ J 変 性 に 対す る 態度 久 一 方 血清 [アル ブ ミン ] 


MORE, 蛋白 商 こ 波高 と の 関係 も 併せ 観察 し た 。 
実験 方 法 は O. H. Miiller, ACH FO} BA an っ た っ 第 一 KISTEN CK HENS ie 
XZ G.S= リ jp, 第 二 反 応 で 


4 mg/dl, で は Yo と し た 。 血清 [Fat ミン | 分 割 
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波 を 前 述 の 方 法 で 験 し た が , 第 4 表 の 如く 
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我々 は 第 10 回 日 本 
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8. 閣 軸 者 血清 息 白 に つい て (第 2 報 ) 山 ロ 寿 , 西 本 実 
田中 勇一 , 市 原 xX. FEHR. STi (AMA SOE Me ATIF) 
Studies on Serum Protein of Cancer Patients. (II nd Report) 
HISASHI YAMAGUCHI, MINORU NISHIMOTO, YUICHI TANAKA, 
GEN ICHIHARA. 





PRISON CHB 40 PlOMARACOMT, TORKAEMUT 


注 に 依ら 和 蛋白 分 司 像 及び これ が Radium 治療 に 依る 変化 を 追及 し , 赤血球 








反応 並び に 肝臓 機能 検査 活 と し て の Cephalincholesterin 反応 , Thymol jj 


| A 
WAU 








相関 作 に つい て 述べ た が , 更に その 後 の 症例 を 加え て 計 100 例 と な し , ここ に その 成績 を 第 2 
me LC と o 

: 験 の 対 司 と し た の は 当 母 に な いて Radium 治療 を 施行 し た 子宮 閣 , その 他 少 数 
OG, 皮膚 冶 等 で 専ら 表 在 必 CHD, その 多く は 既に 手術 適応 期 を 逸し た る 者 或 は 術 俊 
PED LOCH Bo 


Aber: ct Radium 療法 を 開始 する 直前 及び 一 定量 の 





ium JERS UR ROM RA ICO TC AIZRA RICK > CRRA, BGK 
on XE get h he +. A. を エー ティ ー . 
2 い ー* L ML で | 1 Sy Hf R l fy Rx OY rt CE けろ DI 赤 血球 { fe KE JX 応 及 び 





Cephalin-cholesterin 反応 , Thymol 潤 濁 反応 を 併 試 し た > 


の 行 


Ry 


VEFTEEITOU TIERE ¢ kb Guthmann, Loeber, Tinozyi, Bursiac, 明石 。 池田 , 





ace LS, RASH ND, 一 般 に は その 減少 の 傾向 を 認め て いる 。 我々 
っ た 100 例 に つい て は 最高 9.2gd1, 最低 6.4gd1, 平均 7.46 gd1i で あり , 健康 人 の 


7.4 gd1 tA ERA BOR. 





6 NE N en en 

Radium jHäft は 増減 相 半 ば すら ゃ 平均 に お いて 和 精々 減少 し て いる, 2 
の co Ir + Vet SAREE Cy HI HR I Er inte EB UNE 
KEHAEICEU TIEFEN BORE, 全身 状態 , 赤血球 沈降 反 の 関連 性 は 


HUT? 


L, Radium Faas Ick 





次 に 血清 蛋白 分 大 に つい て は Albumin は 健康 人 の 61.822 に 比 し て 49.422 を 示 


に な いっ 。 1A (CI 


Haitic the 


て 更に 47.6% と 減少 、Globulin は 健康 人 の 38.2 2 に 比 し て 50.6% 


いり 


Radium 昭 射 に 依り 更に 52.4 22 と 増加 レ た 。 即ち Albumin は 正常 時 の 約 0.8 4, Globulin 


ルキ 系 
i=." 


31.3 倍 と な りこ の 結果 重 白 商 は 正常 時 の 1.62 より 0.98, Radium 照射 に 依り 更に 0.91 





を 低下 し て ぃ いら ぅ 。 Globulin の 各 分 選 中 明らか に 差 の ある の は a—Globulin と 7 一 Globulin 


(の 


ちい て 


) 


あり Globulin の 増加 は 主 に 7 一 Globulin の 増加 に 依る 事 が 判る 。 こ の 傾向 は 上 ゆる ろ 競 に 


て 同様 に 認め られ Albumin に 対す る 比率 を 取れ ば A/G と 共に A/.—G, A7 ケ ーG の 


| Im 
G JAS TE CG ies の の し 


再 れ カミ 当 明 で yy BS (A dy te AE] pelt Ere a T Piel の 
H Axes Hf CHS, LAs や Fi UK El: 1 MICH DILTCHL ] 商 は 子 EACH la いこ VR 判定 ト 上 の 一 つの 


が か り と し て 用 うろ 事 が 出来 る か も 知れ な い 。 
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TIC AF O BA RRAE ICO CCH SDH ICB oO TER OH An Cep- 
halin-cholesterin /Zysic k > CHM 514, し か る も Albumin OF, Globulin 殊 に 7 一 
Globulin の 増加 の 著 明 な た も る の に 陽性 率 も 高く , Radium 照射 に よっ て 更に 陽性 率 の 上 昇 を 認 
D925 但し Cephalin-cholesterin 反応 陽性 の 場合 で も る Thymol 潤 潤 反応 に 訪 いて は 光電 


比 色 計 に よら Maclagan 党 位 は 5 以下 で 陰性 の 成 】 





第 1 表 Tiselius 電気 泳動 法 に よる 血清 蛋白 分 奪 像 
# T.P. AL. | GL. a-G. B-G 7G AG A/a-G A/H-G | Alr-G 
eft 康 人 12 7.4 61.81.32 6.7) 12.7 | 18.8 | 2.62 9.1 1.9 3.8 


a Ra 照射 前 100 | 7.4 | 49,4 | 50.6 | 9.2) 13.6 | 27.8 0.98 5.4 3.6 1.8 


あり Radium 治療 に よっ て 更に 増 





加 す る が , 子宮 閣 患 者 に あい て Albumin の 減少 。Globulin 殊 に 7-Globulin の 内 加 の 著 明 


の に 赤血球 沈降 反応 の 異常 元 進 を 認め Albumin と は 負 の 相関 を , Globulin と は 正 の 


a 





第 2 3. Radium Fé 





以上 要する に 病 患 者 血清 の 電気 流動 法 に よろ 分 析 の 








b & 3-2] と お 
RR OEL TED 


< Ss 
デーーr 








100 
in tert キル キー a kp と トバ 、 マー yf: 
90+ wh も > Tea MACK y る か が 如 < tr KIS st EE ID al YORE FE 
り ト ee sgtm AN レ ・ 一 = Flr fe を クン NET と GE Lf ety Eds Py. = TT 
% aa a > IT 2! WM 4 Er J Bete EF か の 指標 と 7 に る の で 
Pr / re «2 ンタ 
Or jf 3 ンー アセ シュ iz と の KH ) R di von 
NEE な いか と の 希望 は 抱か れろ る 。 Radium lc 5 aw 
6 ト YES 
- / Ps ts Eh mo 7 Ft > 2p I a) FH Hit Yeti yo ーー 
sol / ッ / .% COT BI ER で HAD Ik TI. RC TH cL に 
J F ノ Be 


40+ // es ベロ ナー ル , 4G KX HAIL a-Globulin, 7-Globulin 


コー 








2 上 ye の より 詳細 な る 分 析 と Tibrinogen & 4 4c AN 
\ 
22F Wr) pe RS た に あの ea Cpe 
My - EROTIK TECHN ER D 3 He FRE 
70, 
時 間 yy : West Cw 
N 20 2 





9. TICKET LS ABU Ea Rc I OP As 
ラ ギ ナー ゼ に つい て (予報 ) ee EI 春野 勝彦 WM REE) 
Preliminary Note on the Liver-asparaginase in the Course of Liver 
Cancer Production of Rats Fed Azo Dye. 
SANJI KISHI, KATSUHIKO HARUNO 


xenig 7 Y ta p-dimethylaminoazobenzene (DAB) EHKFOHNKTOU TIME LK 
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SC, TIAI-TO-HTANFFIF-L 





En glycerel 抽出 液 を 酵 





LY: NH; を Folin 氏 法 





aragine 


て Asp. の 活性 度 と し た 。 





き 値 一 普通 食 ( 米 ) 飼 育 の 正常 白 忌 の 肝 Asp. の 





(17 一 20 週 ) DIÄT KH 












A a 6 = , noe LI > Nu 
: Ze AM, MR TRAM) が 表 わ れ て Caps ALT 
DAB 投与 の 中 止 し ,。 % ンー じ た 有 邊 展 に つい て は , H 

変 に 拘わら まず 正常 値 に 近い 値 を 示し た 。 (ALISO Asp. HI OH > Re 

















最低 Pen ら の 事 ら DAB | で 
€ DAB ETF Se ( EE る ま で は 肝 は 本 来 の Asp. 
まっ て いこ と は 中 絶 CH 2 じす j め て Asp. ©#E% 
6 うっ ド ( mA) を 普通 食 Chi FF LIAL 第 企 よ 1 
2 1 Oa Gi. 持 末 と DAB を 同時 ! と 





7 > => 1 

l 。 DAB の i ie - 
A ER だ 
に - INA 
: ihe Py. tr. > SIAN GT pike Le La» 

在 】 こと カ | 用 A PW Omi E753 EGR Bo 











{bar y {ASK o-aminoazotoluene (OAT), p-aminoazobenzene (AB) お 











つい みる と , Asp. 活性 度 を 低下 強 さ は , 
の あっ た 。 ブツ 色素 の 発癌 性 の 強 懇 , Hi MODS 
3 による) 
附 ¥ 
田頭 勇作 : お 話 に な り ま し た 1. Asparaginase Activity Onis と みな し て 








2. Asparagirase Activity の carcer の metabolic cycle に お 








zu > ogi f, Greenstein 等 の マウ ネス, ラッ - つ いて の Asparaginase 
ED fl ちり 
») 





られ て いる : 














] RZ „| = ぞう る ° 
En: は いえ ませ ん が ,。 %7 色素 投与 の 
+ Oe A ら れる と と 。 そし て と の k Fit wee. Sk Ve 3 eo ELIS 
~ yo 
Bam: Pyruvate eV RARRUEPIKAU E Lede 有 と いわ れ て いる 所 語 Aspa 
ragirase II 7: Pyruvate し る と いう こと と で すか ら お 伺い し ます 。 
# Er: われ われ は Asparaginase の 一 つの 皮 活 剤 で ある phosphate は それ 自身 を 緩 街 流 と し て 
>, Greenstein > REI 9 り ま せん 6 











10. HMO i Er iO ーー フィ AF EY Ai rf に お ける 化学 則り ‘care 生物 


ーー Pr WE 放す Eo ka ree 4 
SEROTEC Eee cE RRR - 
Comparative Studies on Three Protein Fractions of Gastric Cancer 


and Gastric Mucosa. AZUMA MASUKAWA 


5) I & 4p ) f > 一 
J ._ の 4 こう 
| = > キテ = PER ) +) > a is 
中 1 > ICH. ん ー 

j - - i Vv 『 Se 4511, Tl ~ = as 

> ォ ーー ya - - 1 
bi 7 を ン 44 . 

し 5) bn A トー u <4) 5 & 14% AH a \ 


DAHECHETS, 
1) p 4.5 不 浴 の 分 居 を 更に pH 2.0 Ais & TIP ICHE ICA = OF 


いて pH 9.0 (Ba(OH),) Ai, 水 酷 可 深 分 等 を 除き 。 鐵 反 応 陰 性 と な ら 迄 精製 し 


STE KOA EH 105mg 及び 白色 粉末 の B 分 厨 510 mg を 得 た 。 


メア ンー 


いう 
ピュ マコ 
‘a 
a 
Ww 
2 

=; 
ry 
Ve 
x 

店 
NM 
= 
いい 

) 
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ーー プー・ 2 J 





と 行い , VER, MRROMKO C apf 105mg Zf47c- 





t5A, Boye ae ere CHL, 








® 
) & =PE, Biuret,, 7 = /%GERXIS, Molisch, Hexu- 
ron で 。 3 分 Lor ES 0 
3) a5: | 385%, Hexosamine, 3JE7 = 788; 胡 分 等 の ype pl ROM < ec, 
月 i DS KES OS} RL IR EA CHARS ARTA ED 3 re DEH 
人 + > f A153» 
4) IRERORERRENLLFEN : MDR — 7p ic OO IEEE ASAT 32° 
MeDSHE 22 Be SESH IL (EAD FAO! PES AT DS, si 
ILOLHLMIH THU 
5) Paper KA 次元 法 に より 検索 せら 結果 15 7 





> FFT HERES LY] 


yrosine ZS}JRGC TRH DORIC BDI. 


f 

っ 

i 
by 


nylalanine 殊 に 


B 分 居 で エ chondrosamine, glucosamine, galactose, methylpentose kritik; © man- 


8] 








nose, C 分 司 で は chordrosamine, galactose, 及び methylyentose に 相当 すら spot が 得 


2 


CAEASHELN 





> de Biyes* LEI} 
bal, HAC H 






6) Tiselius 電気 泳動 曲線 : 





敵 の C 分 厨 は 泳動 曲線 が 極め て 類似 すら が (第 
1), 3 成分 を 示す 所 の B 分 厨 (第 2 図 ) は 流動 曲線 が 相 異 する ぁ 。 こ の B に お けら 所 見 は 


Ken 1 nen tree / し 5 2 hy BA if] マロ エセ ー ズ ch as o ュ ェ な ノバ クー に と 
A, 表 粘 膜 の 相応 する 分 大 が 万 6 ALA YC 7H [AJ —--FH AKC DO ¢ 5 か ら 考 える と , KTOrFKE 





no } > 

あろ と 解 さ れろ 。 

4318 CK BY HR 第 2 図 Tiselius Qo ih tig 
ZB 

SH (pH 2.0 wiz) 


/) 胃 #8 )E# 


I Im Een 











2) 正常 胃 格 膜 2) EHER 








=) AMAR 1 沈降 反応 : 胃 病 , 胃 粘 及 び 胎 毅 % 疫 家 兎 血 済 に 対す る 沈降 友 応 


Mr ソレ 


: 6000 倍 , Suhl 





の 結果 は (i) AEE HMA CAL Cit 


“CIENT sii 2000 fr, PER 3000 4 


TE リー 
ML (CXS | 





HCCI EAM (i) B 分 財 


iJ AD Bic 対 1 と ンプ T bo. - 50 FES yan \ 








ELEND ZITO RNC RIPEN 


ンー【< J 





に 注目 さる べき で ある ろ 。 (iil) CRAM, FRET 


対し て は 100 4%, 撤 胃 粘膜 血清 に 対し て は 50 倍 迄 陽性 で 3 分 選 中 反応 が 最 





RE 
で て 
wl 





BEA, B, COSHERERELIAKE この 問題 に つい て は 多く の 入 





ニニ N テク アー さと ちろ ルリ リー 日 TS HE EEC Pet or > en 
し て いろ が, と る も る 角 人 免疫 学 的 に 胃癌 と 骨 粘 膜 で 相 異 が ある 事 は 認め られ う 5。 





2) 溶血 力 : 胃 粘 胸 の B, C は 400 倍 稀釈 迄 溶血 力 が 認め られ た が 胃 冶 の 各 分 大 に は 殆ど 


OSH AICH ST 3 KA KIS ORIEL OAS AICHE 17 





& 31 mm), B 分 厨 は 壇 吊 者 23 例 中 20 Bl, 対照 例 17 


例 中 3 例 (ist 30mm), CA 





= 14 例 中 12 例 , 対照 例 13 例 中 1 例 GER 27mm), 


純粋 な 炭水化物 で は 痛 愚 者 15 例 中 13 fil, SAMT 例 中 1 例 GEIR 20mm) が 陽性 で , 胃 
HAO 4 分 司 共 頑 患 者 に は 対照 例 に 比較 し て 著 明 に 反応 する 。 し か ら ろ に 骨 粘 膜 の 各 分 選 は 発赤 は 
*。 AOE ER MB OH LT ERS BI e か く 胃 冶 の 種々 の 分 居 が 
- 様 に 早 す る 事 も 本 態 追 求 上 興味 ある 事 と 思わ れ ら る 。 (文部 省 科 学研 究 旨 に よら) 
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1x 定量 分 析 , Le pe BENGE I< [inj Fa HEE BIL (EF. 


A ) Ki RER A 1 B) KH RG i €) Si palit i TA 
(pH 2.0 Sir) (pH 2.0 wy) / u Er 


BE WB BP RAISE | | 胃 % BH 





Nitrogen 12.3 13.0 | 14.2 | 95 9.7 | 10.3 9.7 10.7 9,2 10.5 


Hexosamire 7.9 6.1 | 5:9 | 20.0 | 21:2 | 20:$ | 16.9'| 1061 19:7 13.5 
Non-amino 

sugars as 

galactose | 

By the oreirol > os on の u っ Ra x 

の 88 8.7 $4 | 20. 21.0 | 150, 18:9 | 18:8) té4 16.0 
By the indole’ 14.9 16.5 | 16.8 || 27.1 | 286 27.8) 21.2| 20.0 19.8 20.3 


Es 
By the diphe- 
nylamine r. I 


Ash Wa | Re7 2.6 | 4.2 3.9 2 が 1 IE 


14.3 12.3 10.8 | 35.2 36.2 32.8 22.4 


bo 
wi 
NJ 
bo 
4 
v1 
J 
こり 


SQ 


16.6 5.0 10.7 


[x], (in water -26.8° -25.1° | -41.0° | -50.9° | -51.8° -40.6° -55.0° 
Anti-isoaggu- | 
lutinative 1:4 x 1021:8x 107 1:8 x 10°//1:2 x 10° 1:4 x 108 1:10% 1:4 x 10°11:2x10-1:2x 1031s1。6 x 108 
force | 


附 謙 


2 F f っ お f と A a ar fick BT phe 
武田 騰 男 Io, TORT U ri er DI he PEF SEH 





1. FFAAMOAH SUR, 血液 及び 肝臓 カタ ラー ゼ に 
及ぼ す 影 響 HA (鹿児島 医科 大 学 佐藤 内 科 ) 
On the Effects of Yoshida Sarcoma on Blood Picture, Blood and 
Liver Catalase Activity in Mice KAZUO YUNOKI 


EDEL FIRE O RIC Bl CZ OF HER HH TL So FROH OU 


Wd 2 + 3, ° o Ate 2 sort ale ay TI LE > 
7 FR: “Sit 3 — KEITEN OFF RIT LL て 減少 


“4 


th, カタ ラー ゼ ぜ 。 Faroe, 7 


rar HA 
ELZE 


こ 多 く の 研 究 者 の 認め る 所 で あら る 。 Fl 





て くる 
の 肝臓 内 辞 素 に 


テー LET コニー > HE RL 
隔 の 場所 に あろ 悪性 腫 坦 の 影 


ーー ze, に = + リー ゴス 
徴 感 に 反応 し て 減少 の 傾向 を 示し , 肝 坊 化 の 方 向 に 傾い て くろ 。 即ち 肝臓 は 憶 








風 瘍 約 な 性 質 を 帯び て くろ も の と 言え ろ 。 Gree- 





Py 


ER を 受け て 悪 f 





nstein に よれ ば 肝臓 カタ ラー ゼ の 減少 が 之 等 変化 の うち 最も る 著 明 な 変化 で ある と 言う 。 し か 


も 肝臓 カタ ラテ ラーゼ 活性 度 に 対す る 腫 場 の 影響 は 可逆 的 で あっ て , 生体 に 陣 瘍 が 発生 すれ ば 減少 
> > - 21 In o> sir s ッ ア < ュ - - N „a > E 
る が , し ば 再び 正常 に 復 し て くぅ 5 事 も 確 め られ て いう ぅ <。 我々 は この 可逆 性 の 問 





題 を 廿 日 尿 異種 移植 吉田 肉 隆 に な いて 確 め る 事 が 出来 た の で ここ に 載 告 する 。 
実験 吉田 肉腫 細胞 を 廿 日 尿 腹腔 内 に 移植 する と 最初 2,3 日 間 は 面 場 細胞 の 増殖 が 閉 明 で 分 
殖 像 も 認め られ 腹水 を 生ずる が , 次 第 に 腫瘍 細胞 は 変性 を 来 し 単 球 に 條 食 さ れ て 10 日 以後 の 
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Miller 等 に よれ ば , Butter Yellow #PRAKORFAIIC Azo- 色 素 が 遊 雌 し て 或 は 肝 和 蛋白 と 
結合 の 状態 で 存在 し ,。 これ ら の 色素 は 白 尺 を 正常 食 に か え し た 場合 . 間もなく 消失 する と いう 





Fc な A ビュ た 
i (結合 色素 が 存在 ya 


まる に , HI 群 並 に 第 群 の 動物 の 肝 カ タ 


— Uv 
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ZAL HOR を れ ら うら Butter Yellow :%it 2 O4NRWOFRS 維 に せよ 二 次 的 
(て : ぃ に 関係 が あら の で は な か ろう か ぅ っ この こと ば は 肝 癒 組織 の 場合 , 両 群 の 動物 間 に さ し 
(BHO RIE, Ik Azo- 色 素 が 存在 せ ぬ ね こと に よっ て うな づけ る 。 
区 と ーー 2 el = ょ テテ クビ と は fA tat ’ フェ ュ に 
“2 て 行なわ や われ 完 肝 組織 の 和 全 鉄 量 の 測定 研 究 の 結果 は ( 別 報 ), それ ぞ れ の 朋 
タラ ー ゼ 量 必 すず しゃ, その 組織 の 全 鉄 量 に 比例 し な い 事 を 示し た > ぅ (CAREER RIC 
よる うる) 
Br ER 
heh ac ラー 作 定 の 時 の 流 流 を な さっ た で し よう か 
と は O > 題 な 5 いい 場合 に は 渡 流 1 いと 思わ れ ま す , 】 谷 に 特 
re ERDE: Rın Tr b.oBszHLißz go 
浅野 定 : ー ぞ の 宏 量 方 法 に 関し て , 私 に 酵素 の 反応 法 に Tolles 法 の Sumner > てい 
Sh, HHL O FB ic LCE &BibicHK {dew 0, REI homogenize し て か ら は 速 か に 
HEAT "302: +, Cn CRAZLOUIUHL て -10°C 以下 に 保ち 。 R 
h j に nomogenize すれ ば , 定量 誤差 を 少く で きる 事 を 知り ま 
ae と に yo Katf ら わ し て 30x70, マウ 
> TEE こい ます 。 これ 従来 の 報告 に 比べ ref, 絶対 値 と Cancer-Research 
° ? 1 
195 - Dounce & Shenewise が 同じ 方 法 を 337, AEDS 2 
肝 カ タ と の 関係 が 重要 な 問題 と : EES っ ね ば な ら ぬ 
srr 圧 ヒ )ー Lil ger し RR | 7 = er we 
13. 33 Hei) kc 2 [HA F7-% の 研究 
HARB ( 賠 山 大 学 医 [数 室 ) 
Study of Catalase in Cancer (especially Stomach Cancer) RYOJI IGUCHI 
FT ROT BEER . = テン OT) j Br} na ChE ha? Sh 
AVE ICS lot, ワー ル ブ ル ダグ 氏 検 圧計 を 用 い , FEO, FARE BSR 
CURR, 4 の 「 カ タラ ー ゼ | (以下 「 ヵ | と 略 ) を 測定 し , MIREL そ 
N Fy. It ン 3 le 
1. 9 者 肝 | カ 」 | より 減少 し て いら が , その 程度 は 特に 著 明 で は 
7. \ ‘6 
2. FARE PRR bb fal 量 が 少く , ZAMS EK oc [a] 量 が 少 い 。 
3. POM [al] oe MO ICHTUEICSO SET OF + OFFIC 
- 定 の 関係 を 見 出す 事 は 出来 な い ぅ 








4. 
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eC 


Mea 


FA A a Rit Fs AER kb | 量 が 少く , FAA CIR IK 


(HMZBORO ONS LOBEBORVLOLD [A] 量 が 少 い 。 





血液, は 共に 交 恵 者 に お いて 減少 し , [Al 係数 , 血色 素 「 ヵ 」 係数 も 同様 
ンプ = 
Wi . [3] Eich 前 より 増加 すら 傾 
4 





14. 体液 内 殊 に 胃液 B-Glucuronidase activity の 測定 


芝 & ABK ii BH (大 阪 大 学 徴 生物 爾 研究 所 附属 


surement of the “ 5-Glucuronidase ” Activity in the Body Fluid, especially 


Gastric Juice. SHIGERU SHIBA, SHIZUMA KIMOTO, OSAMU TSUJI 


PLA LOZ WBE AL. Mi 10 例 正常 4 例 | 


Elise] Yen 
TiNIE Di TOES 果 








PANIC AX RENT HEE SAL 7c 2 例 中 その 胃液 内 £ 








EE を 示し た 症例 と 全く 





A. X— HR 72 時 間 で 胃 洗 准 を 行い その 後 20 時 間 で 胃液 採取 を 行っ た も の で は 陽性 


SHE BA Yeu & 2s TER ン の HE ZY pe fs 人 2. EB Si Io N. Pe rampart EHE 
OREN VEWEZTT > TE, TOHHNRECHEN LI B AT OU TH BEE, ZOLL HK 
Kr Wy ZU HI hee Zu er ン Bay petty) Ged Siete WE ーー ae See 
IR NG VEY 7/4] o CH = で の の 12 時 Fii 後に 採取 し た も の Cpa. JR 2 PF | ZN J で ぞ の ! TR 
Gey fees 7m EI. 日 日 Pte ira a TIE SD ‚u 
X 線 撮影 を 行っ た が , その 48 時 間 後 の Ba を 含む 胃液 に つい て ば 陰性 を 示し た 。 


B. COMETS ALICA Re RB 24 時 間 , 48 時 間 , 84 時 間 , 8 日間 放置 し た が そ 


ML’, それぞれ 24 時 間 目 に 減少 し その 後 1 週間 目 に お い \ 





HORM lec に 硫酸 Ba 38 lee を 加え , 


74 て 





FE 陽性 の 胃液 を HC1 で 30 度 及 び 50 度 に 補正 





も の も 水 室内 24 時 間 放 置 の も ゃ の も , 38 SOIR 24 FEAR L 7c SO 



























E. K に 血液 を 1 滴 加 えた も の も , AMICHRE LBMMAKLOLBBEOMT RL > 
A ap 3-G fHollkeıck- TH 9 EO—-DELTIUER 
TS 6 すっ 
15. 閣 則 移 リン バ 節 の カタ ラー ゼ に つい て 
SFA (in, Meran 
On Catalase Activity of the Lymphnode with Cancer Metastasis. 
HIDEO KOBAYASHI 
> に 。 FROF2F7-#% (GS ! = DE 
x z \ ‘a a CH - さ これ ただ た? ie すろ 
(本 の - 関 Cid ] し な いけ いと い めい 
ro Ae = SAIL TWH 40 
4 a こ 。 a の 中 液 カ タラ ー ゼ と 健康 人 の >: の な い 
り 得 た 。 1 ; > CHIF-EIHR = * む 7 ig 
2 ID | DAS SF CUES SF 困 30 従っ 
CH OR Ws = ii 3B Da と つい ぃ て こみ た 。 その 
# LOA ey > - VHT AT AOE LCST 3 れ - 移 陰性 
HRONIF-ERL と 月 まる こと 出来 た 
THAN [OWE 49 7 別 出 され と に 所 の 100 
お 
ン パ 節 を 最 OAM cso CHUL, ZO1HmDWNNENIT Necrose と 
し うろ まけ て 組織 (4D) の 中 心 に 近い 所 , 示 枯 部 , MEEYOR fir, 転移 
HO LOOK a 3 種々 な る re 
分 すり < LX M 15 2 小 
て 1 時間 浸出 し た も の の 上 湾 を 辞 素 液 と し た > wt lO 
すら N/25H.O, に , O°C の 下 に 1 分 聞 作 用 させ , 10%H;SO, Acc を 思 反応 を 傍目 させ た 
2cc の Microburet を 用 いて N/10 KMnO, 液 で 滴定 , 残存 すら H,O, う 吾 に よ 
っ て カタ ラー ゼ 作 E = 
(1) RZ IDP7 - %, tr) ot id, (#8) の カタ — ik 
527 て , 1~3OLOMLS<, 8 it 24 fi (95.8 %) を 算 し た が , これ ら の 値 
に 近づく 程 カ タテ ラー ゼ 作 用 は 減少 す 
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し か し 肉眼 的 に も その 割 面 所 見 が , HSA ICAO Ris io AVI 





Ns J ン ‘GTA AN» 


Wiss 
‚ti 


現象 。 


れ ば な ら 


の 増 た に 








或 は 転移 の 初 





的 検索 に よっ て 初め て 発見 し 得る 程度 の リン 組織 の カタ ラー ゼ エ 6-11 


(2) 転移 陣 性 リン パ 節 の カタ ラーゼ ぞ 。 組織 学 的 に も 転移 の 証明 され な い リ ン バ 節 の 多く は 


Ce. だ 以 ト 上 の ERA く IE Kl. 2.37 TC 


IHK, プラ スマ 細胞 


性 カタ ラー ぞ は は 5-19 を 示し , 7-10 の 5 の 最 % 多 





na . otis a s wee E N aie ate} se) Geos 
だ リン ズバ 部 の カタ ラー ゼ ば 5 以下 の 区 い 條 を 示 レ だが, こ 





IT と 部 ay Hi No 死 傾向 が 認め られ た 。 








に 侵さ れ な い 部 分 の * 








それ と 10 TE> TI その 周囲 の 健常 組 り タ ラー ゼ に 対し て は な ん ら 
>= ae . re 7 ーー to ie (eis ae re Het IL eo’ > \ 
LFZ3ZILEIAIOTDHE &: 5 2 ょ られ る ろ る 。 ( 交 部 省 科 学研 2 >) 





x ot 内 : 


16. Sp SORA PD Ae EE TUT EI IT OUT 
PL AEST RAE, 畠山 耕 吉 , BARS Gio 
On the Anemic Function of the Vaginal Discharge of the Cervical Carcinoma 
to the Rabbit. Ist Report: Reduction of the Red Blood Cell Count. 
KAZUMASA MASUBUCHI, KOKICHI HATAKEYAMA, MASAO UMEDA 








ンー ee nnn ” 
i OAH Ee L CHAT すん と する 研究 は 会 >) る Fh Garn 
< Greenstein に より 認め られ た 「 肝 カタ テー ゼ 減 少 ] OFBEL FED EL TEIC 


Wick) Toxohormone が 抽出 され , この 方 画 の 研究 は 最近 消 く 吐 ん に な っ て 来 た 。 





ET, WADE 


の 度合 を 増大 する こと に より 明か で あら (O. Backofen 1933, Tayler & 






Pollack 1942.),  F VE DOMMBLERELEL, RH 
CAL MULE EATS & Loa ERRTOLTRE TS 
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BIER 1 実験 方 法 . ( イ ) 


“SUE OW FRE 10cc 乃 玉 20cc の 








Ringer 氏 液 で 洗い つつ スポ イ イト で 吸引 し て 採取 し , 之 を 境 沈 し て 沈 汰 物 を 除き , 100*C 5 分 


IANA L BRM LIS Oo (使用 時 再び 100*C5 分 間 加 熱し , pH 7.0 と すぅ ) 。 対照 帯 下 


"こよ る ろ o (Pr) 実験 動物 : 2kg 内 外 の 雌性 家 兎 を 同一 食 錠 で 相当 期間 飼 若 し た る 





Li (SR A ERO FASE CRONE : 362 回 づつ 3 一 4 回 測定 すら 。 





赤血球 用 Melangeur は 各 実 験 例 毎 に 同じ る の を 使用 し , 血 算 値 5 個 の 平均 を 測定 値 と し た 。 


+2.0% を 超え な か っ た 。 RER THU 





Z Warte eh, 
F 均 値 の 動 } 





SETH PENS CHL, 流出 する 初め の 1 滴 は 拭 夫 し 続出 する 血液 を 用 いた 。 (=) 実験 : 


#% 10-15cc (pH 7.0) SH #IRıc 








gs (GQ 3~10 @ 7 こっ 
ple 7 Br BR 
No. 処 ote 3 4 5 6 7 8 H' 9 m 8 
] 697 385 543 553 608 636 
er 14%) (—15%) (—12%) (5%) (—0.1% 
2 46 109 106 457 159 
cal sed -11) (一 12 -0.6) (一 0.2 
3 501 15 132 131 485 502 
u 17) (一 14) (-14) (-3) (+0.1) 
1 518 161 162 471 487 508 521 
(-1) (-1) (-9) (-6) (-2) (+05 
ie 131 121 130 142 166 172 
er 8) -10) -8) -6) (-1) (+0.4 
og pa 573 572 57 583 595 695 630 660 
I A et =11).' (—9 (—8 (—4) (+0.4) 
> | 68 555 548 549 565 583 59 595 599 620 635 
: fig 22) | (一 3).」 (一 3) ' (—11) | (—7). (7 (一 6) (-5) (一 2) | (+0.3) 
+ lee 529 54 5% 559 610 
=. 12) | (一 12) | (—12) | (—9) .(—0.3) 
9 es 571 570 610 633 640 
= 11) (-1) (-4) (-D (+0.3) 
= 502 503 507 530 339 572 
RR | cae) | (aay | (a en | この feus 
11 640 544 543 549 556 592 637 641 
aa -15) | (—15) | (—14) | (13) | (—8) 11-04 _-0。1) 
in 174 473 485 496 517 542 
= | am 
12,58 12) | (~12) | (—10) | 8 | (の) | (46.7 
400 399 405 421 440 162 17 


hae 592 582 581 593 618 
> ( 
oh cee ee ee” eee ee 


16 | 631 539 530 535, 337 0568 5% 62 ) 627 
(一 15) (一 16) (—15) (一 15) (一 15) (一 11 -6) (一 1) (一 0.6) 
17 577  .48) 500 525 560 575 
(-17) (一 13) (-—9) (—3) (—0.3) 
582 570 576 595 607 63) 


I | cm | (1 ん っ 0 | eo (<8) 1 


マコ 》 
19 551 / -8) (—7) u: (+1) 


90 











(7) 


4329: JE 


eg 


Fi PER IC 


- っ ME 
ょ る 影響 


処置 46177 80675 4205 458 77 5187; 42077 421 万 
+ St % B: u ’ = こす の > 
ms ィ ロ 464 608 42) 456 519 421 422 


ys 2 日 465 604 421 517 


ら ) 
Il. #2: 


an 
rad GY 


Ringer 氏 液 (10cc, 20 cc) 





fo Er RUG fs Jue TS Pf 
IE Sa ae H 


Re ae Bee, 
\ る こと が 判っ た の で , 


Wie O 








ッ el lan IL FU ーー 
OAD Ss az Cy .. 変化 を xD 


THe HE AS FRB 














Ate ee bee > AN rt ーー 日 テニ — = ey ne - Pes - 
EI ROM (MHL CHT we = NEL OU TE こっ 
Dr rho 3 ょ さこ 
0 #7 100-160 mg の 収量 が ある 。) 
{2 = Z プル コー & itt 4 fg も 
- sp SA —>f 
F Coit 『 
ーー | f が ー 
x i Ay ies ae ie 5 af 
- 沈 済 
FAKE アル ュー ル 沈 済 物 注 笛 に よる 量 





No. TEHFEk 処置 前 S5H6H7H 8H OHWHIA 12) 
mg H 522 338 545 332 
1.) 160 58 (-11 ig 7 -6 
22 ) 22 ) っ) % . 
32) 522 546 574 
2 1753 |: 666 (-14) (-14) (-10 -5 
356 552 545 550 564 376 
3 100 626 に -11 -12 (-13 (-12 (-10 -8 
170 456 463 485 537 
4 100 570 (-18) 23 (-19 -15 -§ 
42) 424 410 394 430 170 
5 100 1593 (-11)/-10 -13) -16 -9 0.0 
#53: Toxohormone (#4) 注射 に ょ 
No. 1 2 3 4 5 
mg bmg lümg 10mg 2m¢g 23mg 





6U7 77 647 7 54977 


Ss J { 595 645 551 
| an 3 596 652 552 


91 





37 


645 





JER FR 10 例 に つい て は 第 2 表 に 示す 如く , いずれ る 変化 を 認め ず 。 


Orr: 


al 


469 





349 





500cc & 


547 632 
-3) (+1) 
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uf に の ke 
ZA) に くぅ 24 Ff HATE (Cai If 
be ー 
Sod . EMCO TEUER 
hormone り 玉 42mg Dil: 
Hits er 
1 } Am 1! る x CIF 
(2) & DRA MERE MDE Li 
ALIS 9 
me 
HABE K.I.K. E37 Toxohormose : fifa 3 & ka 
° K. = RK: f i て リ ii ドド な と KE F Ms eg oom 
中 原 和郎 f Ke 3 jf: と ト ei に fii D Hy FE 3 
i I. K. 『 に ま に 赤 の ) 0, グロ ビ の 
i LO-FI げ ち れる ら に ロビ ン の 
場 淵 一 正 : loxohormore é D bq 
r Toxohormose 7 は Z 
£ ) STE 1D 
HE < rity 4 WT A 
岡村 BE ・ Hr I id 
pp ルト Eh - 2 - 
= i TK ‘ 
Fi inte Fp Uc Hie 


マウ ス 肝 酸性 》 


igs 


Il | ER A) NE FR 
吉田 長平 だ 8 


The of 


Influence 


upon the Acid-Phosphatase Activity in the Mouse Liver. 









2 ) 1 に 7} Krk: I: ff 
1【 2 4-5 (CHR 293 em Re OS fii AS DH ADD Bs 
1 r ¥ エア オイ テテ < (% て ee Ts メッ 
Er v ほぼ まま が Co , < nan, tial 
hy ie ー Er ーー > フミ チリ アル セー TH Asa ナレ ュ テ ーー ロゴ アフ 
Zu > ルル て いう か IELONRTKINTR 
ン ー tye “rn 2 um = me ww ir. ー 
2 ほ に 含ま れん て いる の で は な いか と 考え て 
i .n 
1) 
ソー アダ 
2) 1( 
f 24 
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DR 10% 以上 # 


E23) IK 
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Some Cancer-Toxines in the Urine of Cancerous Patients 


TYOHEI YOSHIDA 
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DER Peal (Oe al) 
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CHREL, 50 倍 臓器 液 と な る 様 に 蒸溜 水 を 加え て 作り , 之 を 氷室 に 24 FIR TEL TE 
を 計っ た 。 

3) 測定 方 法 は Shinowara-Jones-Reinhard の 方 法 に より , 基質 液 は グリ セ ュ ロ 鐵 酸 ソー 
ダ , farce msg tBxeAu, S. 72 の フィ ルター に より Stufenphotometer を 用 いて 測 
定 し た 。 た お 私 は 基質 液 に 何 も る 加え ぬれ ね も の と , No の 割合 に 硝酸 コ ベ ル ト を 加え た 二 種 の 基 
質 液 に つい て 同時 に 同 条件 の 下 に 操作 を 終始 し た 。 

実験 成績 実験 に 供し 得 た 尿 エ キス は , Milk 37 Bl, 肉腫 5 例 , WHEL CHEE 5 PA, 肺 
結核 症 10 Al, 百 血 病 5 例 , Mh, 貧血 5 例 , 胃 十 二 指 腸 潰瘍 3 例 , 精 尿 病 3 例 , 妊娠 
5 fil, 肝 便 変 1 例 , 胆 間 症 1 例 , その 他 良 性 腫瘍 15 例 の 計 98 例 で あっ て , 総 て 臨床 的 乃至 

理 的 に 推定 乃至 確定 し 得 た も る の で あ 

私 は 硝酸 コ ベ ル ト を 加え ぬ も の と 加え た も の の 両 基質 液 に つい て 得 た 値 を 夫 + A,B と し 
t, PR x100 を 以 て Co イオ ン に よる 肘 活 率 と し た が , LICKS chillen 37 例 中 34 
例 が +20 2 以上 で あり , 最高 +267 CLS BUMRIE MLD, +20 2 以下 は 僅 に 3 例 
で 抑制 され た も の は 1 例 も 無かっ た 。 肉腫 も 大 体高 い 弁 活 を 示し た が , 1 例 が 一 49 2 と いう 
予期 に 反し た 結果 と な っ た が 理由 が 不明 で ある 。 之 に 反し て 無 操作 肝 で は +6 乃至 一 27 %, 
健康 人 で は +4 IE 一 3 2, 肺結核 症 で は 1 例 が +94 2 を 示し た 他 は +14 刀 至 一 11 ¢ 
白血病 は 絵 て +20 ZYME CHE, +54 2, Mei 一 5 TE 16 %, 貧血 は 1 例 が +22 
2 の 他 は +10 刀 至 一 12 %, 胃 十 二 指 腸 潰 瘍 で は 0 刀 至 一 4 2, BRI 一 9 乃至 一 32 22, 
Kir +8 J 一 12 2, 肝 便 変 十 24 %, MRE —35 22, その 他 の 良性 腫瘍 は +18 FE 
ー19 2 で あっ た だ 。 

以上 の 結果 より 結 諭 する と , 1) 悪性 腫瘍 尿 中 に は マウス の 肝臓 内 酸 半 
イィ オン に よっ て 強く 活 され る 様 に 働く 因子 が ある 事 , 2) 白血病 尿 中 に 


が ある らし いと いう 事 が いえ ろ の で あろ が , 之 等 の 因子 が 全く 同一 の ちの で ある か どう か は 更 





) ュー 


ge Ly 42 riper ye, YE Le 
(CP ROMSCEUAET SO 


更に 私 は , HAIECL +10 2 より +267 22 と いう 大 き な 開 き が ある 





所 見 の 二 , =, 即ち 主訴 , 発病 以来 の 月 数 , 一 般 状 態 , 貸 血 の 程度 


DATD SF 





ICDA HAE Ble IOUT, 必 ま し ゃ 平行 は し な か っ た が , 





er Ry i Se See me oe he ener 
FOV LS <<, fEo TRENOPMEL 4RA0ERBGABIUAOTC, HE 


ee eee ーー-- セ レン ュ ビ ノー 上 月 7 を みこ 2 目 > Se it = eu tastes ZZ 
な 定量 操作 に よっ て 牙 区 平行 関係 が 得 ら れる か も 知れ な いと 考え て いろ 。 SHARFHÄR 


神 部 誠一 : A.B.C.C. 化学 部 に お いて , 柳沢 直 士 が 聞 患 者 邊 清 の 柄 駐 解 焼 本 
+ 


NBIIES Hr > Le ーー > TP po ré v ore ee 5 Am 
LURIFINSCLEM THLCHER GEF LE LEMAR A ORS 


し て 得 た 成績 で あり ます が , COR AB.C.C. SCHHRLE LTA, その 反応 ! 
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> > クア 。 と 、 フ 
て la IDo 
, 
する 報告 に つい て は , ‚231, 申 さ れる ね ER 
© RR LER“ トレ ーー ュ ム ot. x, — - As 

eH に 無く , HE IERRACHELTETETE ERS FC V 
= PR I ino} e テ ゃ た と と うほ し いい ロゴ と ルッ ー レレ ーー に 
に Ei は 例 数 が 伸 少 で は に ある が 舌 張 , NWMECHLT RE & As 





18. PR Hines ONE 佐藤 入 郎 , AAR. re 





Verification of Cancer Toxin in Urine. HACHIRO SATO, KAZUO 
YUNOKI, YASUO SEGUCHI. 





実験 に 篤い て マウ 


ス に 和牛 血 , 肝臓 カタ ラー ゼ 減 少 等 の 悪 液 質 類 似 状態 の 起 る 事 を 証明 し, し か る その 変化 は 既に 


認め る 事 が 出来 た 。 か か る 屯 液 質 江 風 瘍 組織 





Greenstein 7°31 


物質 の 影響 に よろ も?: て 肝臓 カク タク ラーゼ 










と 会 に お ない 

て 尿 中 に 排 演 さ れる 事 も 当然 想像 され る 所 で あろ 。 

ナチ ; テウ ン 
Te 


ae = ER > es 2 etl 5 
事実 を 確 め る 事 が 出来 た ぅ 





EF AER Loc を 無 処 置 の まま マウ ス の 背部 友 下 に 注射 し て 4 時 間 後 の 生体 の 
TERRE 10 例 に つい ぃ て, 血液 像 , 
に 有意 の 差 は 認め られ な 
みろ と , AMER, 血色 素 , 血液 カ 
に 比 し て 減少 する 傾向 が ある よう で あ 
が 予想 され る 。 REICH, 




















CHEM L7H ORC UPS 1348 





> Hee [ぼる 
Ao ES ZEICH 
Yes ah ン 
i 


85 2A) サー エム Ica Re ee eae 2 Hi r > Fr + ee 57 
Beard Fe A FLEES ) UCI BR ich ER BH (せしめ 2 や イイ E/ 月 が あら る よ ノリ ビ め る 6 


RICK? 


WH 5 





尿 エ キス の 製法 。 先 に 発表 し た 次 組織 中 B 物 質 の 抽出 法 と 殆ど 同様 で ある 。 Ri N/10 塩酸 
で pH 5.4 と な し , 70 度 , 30 分 間 加 熱し て 濾過 する 。 これ に カオ リン を 1 2 の 割 に 加え 時 


ma? 
1 に 置 ‚9 


MORE CaArIY eM, pH 5.4 Ok 





etki FS 38 度 30 分 計 





と と き ア ン モ ニブ 水 を 滴下 し て pH 9.0 と な し , 


.r ーー 4 デー W~t 
で 2 回 洗 光 する 。 AA IY? 


B 器 内 に 置き 後 と り 出 し て 30 分 間 振 得する ら 。 こ れ を 層 心 沈 湯 し て 上 清 を 集め 


J x 





rar RAMS 6 _LVFIC 3 





REM ya ai pH 5: 4 と zu Ei ID; . 





倍 量 の テア セト ン を 加え 一 書 夜 放置 すれ ば 白色 の 沈 浅 を 得る 。 これ を 尿 エ キス と し て 使用 し た 。 
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注射 量 及 び 注 射 方 法 。 エ キス 量 を 一 定 に し て 効果 を 判定 すべ き で ある が , エキ ス の 収量 が 不 





定 で ある た め 尿 200cc より 0 得 た も の を マウ ス 一 匹 に 使用 し た 。 エ キス を 適当 量 の 生理 


水 に 溶解 し て マウ ス の 背部 皮下 に 注射 し て 24 時 間 後 に 検 し た 。 





thy LE 
4 J SHE 


験 成績 : 対照 尿 エ キス と し て は 健康 者 , 十二指腸 潰瘍 , 肺結核 の 尿 を 使用 し , Mika + 


ALLEN, I, 直腸 彰 の ふも の で 何れ も 手術 に より 確か め 得 た も の で ある ら 。 対照 尿 =: 





ス 注射 群 6 例 , 病 尿 エキ ス 注 射 群 9 例 に つい て 得 た 成績 を 推計 学 約 に 考察 すれ ば , RER 


は 対照 尿 エ キス に 比 し て 赤血球 , 血色 素 を 減少 せしめ 催 負 血 作用 が ある よう で あら うろ 。 A937 


FAZ KL) SEE rl =. WM > っ 7 お こう > >) wbrl> ーー - Amh @ eas 
ー ぞ 係数 も 幾 分 減少 し て いる か ら 多 少 血 液 カ タラ ー ぞ も 減少 し て いろ よう で あろ 。 Fi 


CPRZ 








ー ゼ は 著 明 に 減少 し て いろ 。 FF, PERO RE ICIHB (LITHO Silo 即ち 親 鮮 尿 に 認め ら 
れ た 腫 職 増 大 因子 は 引 個 の 存在 と 考え られ る 。 以上 の 成績 より 冶 尿 エキ ス は 肝 農 カ タク ラー ゼ 減 
S, 催 所 血 作用 等 癌 組織 中 毒性 物質 と 同様 の 作用 を 有 し て いう ろ 。 


尿 エ キス の 性状 は WATS も 漏 固 せ ず 。 水溶 性 で あり , プシ ュー ル 。 エー テル , Fehr 





機 浴 尋 に 不 盗 で , RA RISA BEL ET 3 織 中 の 毒性 物質 と 同様 一 種 の 
Polypeptid と 考え られ うろ 。 
Bre: 病 尿 中 に は 対照 尿 と 異 っ て 肝臓 カタ ラー で ゼ 減 少 , 催 貸 血 作 用 の ある 物質 の 存在 する 


中 毒性 物 


BX! 





BITCH bb, ROR RTF at zo HEMER, (bees SE b ICOM 





質 と 同一 或 計 類似 の も の と 考え られ る 。 MSHS ARE b APRS CAA YALA FH 
に 排 浴 され る も の と 思う 。 
Kin fif= FO HE AA る その 方 法 の 改善 に je x り AO iff, > 後半 ty ES IT. (4 IE 展 し 得 Y る WHEN の あ 


7 


る も の と 信 ま る 。 


19. 避 性 腫瘍 思 者 氷 の 動物 時 エ ステ ラー ゼ 活 性 に 及ぼ す 糞 


椎名 国 調 、 吉田 英治 
On the Influence on the Animal Liver Esterase Activity of Urine of 


Patients with Malignant Tumor. KUNITSUGI SHIINA, EIJI YOSHIDA 





WAL AT SMO TAKS — CURE ASR PTS CHIC ALL TINBANCH5> 


先 に 恩師 中 用 教授 等 ば, EGE RA CMT 7 > — VORDERE LISI, カタ 





fe —j LE oe IT (o> > い Bf er En ギ x = A f°, 


ー ぞ 因子 と 相続 いで 見 出さ れ , 更に 之 等 因子 の 本 態 に 関す る 研究 の 結果 





質 と の 関係 に 種々 解明 する 所 が あっ た っ ぅ WR RL 
有 時 ェ ス テラ テー 活性 度 を 明らか に 低下 させ る 物質 を 見 出し 更に その 企 状 の 一 端 を 明らか に し 得 

an en ot fy, の > he THT eye ん ぷ を ルル に は に テレ な へ は Iren Im Er 
た の で 報告 する 。 この 物質 は , NIRHNTETOMEULFFRN, 化学 的 性 状 を 殆ど 一 に する 物質 
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で あろ の で , 向後 エス テテ ラー ぞ 因 子 (以下 略 エ 因 子 ) と 呼称 する 

実験 方 法 : 悪 性 腫瘍 尿 か ら の エ ェ 因 子 抽出 に は , 従来 当 教 室 に お いて 用 いら れ て いる , BA 
香 酸 吸着 法 を 用 ぃ , 得 た 粗 エ キス を 更に アル ュー ル に て 精製 の 後 , 冶 尿 の 場合 は , 100cc 分 
マウ ス の , 肉腫 尿 の 場合 は 300cc 分 を テッ テ の 腹 叶 内 に 注射 し , 24 時 間 後 断頭 失血 死 させ 。 


RY 


の 肝 を 実験 に 供し た 。 
ェ ス テラ ー ぞ 値 (活性 度 ) (以下 略 エ 値 ) 測定 方 法 は IRR MVEA Tho te BS 
示 液 (グリ モリ ン 抽 出 ) と 基質 液 を 混 じ , 37°C 3 時 間 保 温 し 中 和 に 妥 す る 1/ 20 N NaOH の 


ri 


使用 量 を 以 て エエ ェ 値 と し た 。 

実験 成績 : 1) 悪性 狂 瘍 尿 エ キス を 以 て する 実験 の 前 に , 疾 研 系 移植 韻 マ ウス , 吉田 肉腫 
移 西 テ ラッ テ の 肝 エ 値 の 測定 を 行い , 吉 性 風 瘍 尿 中 の ェ 因 子 の 存在 を 予測 し た 。 そ の 結果 , 移植 
冶 マ ウス の 肝 エ 値 は , 移植 成功 例 に お いて 明らか に 低下 する の を 見 た 。 タ 吉 田 肉腫 移植 テッ テ 
肝 エ 値 は , 自然 治療 を 営 な を まな い 岐 阜 系 , 山下 系 に お いて は , 遂に 死に 至る 迄 低下 する が , 自 
然 治療 の 起 る , ウイ スタ ー 系 に お いて は , 移植 後 一 旦 エ 値 の 低下 を 見 る が 腫瘍 が 治療 する に 人 従 
い ェ 値 も 正常 に 復 す る 。 
2) 冶 尿 エキ ス 注射 マウ ス 肝 エ 値 は , 53 例 中 50 例 に 明らか に 低下 する 。 
3) 冶 を 持た な い 対 照 疾 患 員 者 尿 エ キス 注射 マウ ゥ ス の 肝 エ 値 は , 少数 の 例外 を 除い て 不変 で 


あっ ※ た 。 即ち 41 例 中 自 血 病 3 例 , 肝 便 変 , カタ ル 性 黄 癒 , ME, 肺結核 の 各 1 例 , 計 7 例 





り ェ 値 が 低下 し た の み で あっ た 。 特に 良性 腫瘍, 妊娠 等 は 不変 で あっ た 。 
4) 内 腫 尿 中 に も 閣 尿 同様 ェ 因 子 は 含ま れる 。 即ち , 13 例 の 肉腫 尿 エ キス 注射 ラテ ッ テ の 肝 


Ly 


ェ 値 は 12 例 に 明らか に 低下 する の を 見 た 。 ZICRL CIENT IRA REAR = AE 7 


ッ テ 肝 エ 値 は , 36 例 中 白血病 , 時 ジス トマ の 各 1 例 が 低下 し た の み で 他 は 何れ も 不変 で あっ 


7 こら 

5) 聞 、 肉 幅 尿 申 の エ 因 子 の 物理 化学 交 作 状 は 共通 する よう で ある 。 HS, 熱 , 酸 , プル カ 
ne en ee oRR eaes 
デン 照射 に て 破壊 さ れ う ら 。 


6) RER, 肉腫 尿 の ェ 因 子 は 同一 フラ クシ ョ ン 中 に 含ま れる 。 MEHHORHÄR 


ビー/ ロ ん JN? Ir 


(て 上 と ムー ルビ ー ロ ゴー アッ ル ャ >PipErHT 7 プン ーー モカ 2 est ro dir aaa, 
AIG ROAR CYA, =x [Kj IERISHIT LAL ST 2 PAE | HH! IT ALTO Wo 
以上 を 総括 する と , MARROAMRGICHL ATT - N TIMECHEN SN, し か も 訪 困 


の 物理 化学 的 性 状 , 光 に 当 教 室 か ら 発表 され た だ た, カタ ラー ゼ , プル ギ ナ ー ぞ ゼ , ブル カリ フ 


+ ス フ ァ ター ぞ の 諸 因 子 と 同一 で あり , 化学 的 に も 之 等 因子 と 同一 分 割 中 に 含ま れる よう で あ 








20. bEVARLEY CDU 2 
福岡 文子 , PM (nz) 
Toxohormone and Thymus Involution in Tumor Bearing Animals. 


FUMIKO FUKUOKA, WARO NAKAHARA 


He 


YTS BAS REC UCHR OM LOCH Ae 5 -vombenern 





リ 


ビン の 低下 と が あろ る が, カタ ラー ゼ も へ モグ ロビ ン も 共に 鉄 と 特殊 蛋白 の 結合 し た も の で , & 
の 体内 に お ける 合成 が , 冶 組 織 の 生産 する 特殊 毒性 物質 Toxohormone に より 鉄 の 利用 を さ 


*& Uy} と ern ı > Pd - 
また けら れる 結果 と 考え られ る 。 





この 外交 に お ける 非 局所 的 変化 と し て , 鉄 を 主体 と する 一 董 の 変化 の 外 に , Kl 


曽 の 肥大 と を 挙 ゆ る こと が 出来 る 。 





胸 妥 及 び 副 腎 の 変化 に つい て は 近 来 内 分 泌 学 の 方 で 所 計 Stress 反応 , 或 は Stress に 対 3 
SiS RISO LE LUCHA SITE り , 瓶 研究 者 の 一 部 で も 悪性 腫 韻 の 場合 も そう し た 意味 


て 考え よう と し て いら 。 我々 は 之 等 の 変化 が Toxohormone 





i を 検討 し て 見 た の で ここ を 報告 する 。 


べ て マウ ス を 使用 , 実験 に 用 いた ! 





守 
ont 
3} 
= 
4 
+ 


EER x OH KETH 


ii ie oe 
. jc 





AAW HUT, 胸腺 , 副腎 は 出来 る だ け き れい に 取り 出し , トー ショ ン バ ベラ ンス で 重量 を 測 
db, それ を 体重 100g に 対す る 値 に 換算 し た が , この 場合 腫瘍 動物 は 性 瘍 を 除い た 体重 を 用 い 


い の で 両方 を 合 写 て 光っ た > 





ao mp — Tp 1 

所 載 ) FE: NE] „4 物 の 胸 ERIK ’ bs 0, ス に 比 し \ 5 
vo > x て + ts He fi ァ ァ メン トト Ds て 

じ る し く 小 さく 信 と ん fu ど 正 # 値 の 半数 を ト わり 60 95 IE 常 の 最 ? > 以下 に な つ て いろ 。 AIF 
- 4 // ト イナ に レセ ~_ > 7 + =) * 

a (Ei Cw, EBD! = JE Ra め に くい 。 

oF 


次 に Toxohormone の 影響 で ある が , 正常 マウ ス に 腫瘍 $i] 





HERR fraction 20mg 1 回 注射 48 MEIC CHL eel 


ぞ の 場合 この fraction 10mg 11 24 時 間 有 効 で ある の に 比 し , % 及び 時 間 を 要 し て いろ 。 


化学 的 及び テス ュ ル ビン 酸 の 定量 等 を し て 見 





出 腎 に は 重量 上 で は 変化 を 認め られ な い が , 組織 
た ら 変 化 が ある や も し れ な い 。 


Toxohormone の 対照 と し て Toxohormone % 747 LH PERS 






PEARY, ペ プ ト ン 及 び 正 常 組織 の Toxohormone fraction 等 , 


に 変化 を 三 え な か っ た ぅ 


1 リー ミー 


D Lou RAs DEE A on 3 Batt, 一 応 Toxohormone の 作用 に 帰す る 


事 が 出来 る 。 少な く と も Toxohormone 濃縮 物 に の 作用 が あり , flo TEM WEG |X 4p 32 (ch TE 
iis AKO Toxohormone KAHN LOE DSB wH BILVA DM P= な っ た 。 hill?%2s Toxohor- 
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動物 の 副腎 肥大 は 胸腺 の 退 縮 と 必ず まし も 並行 し な い 事 を 示す も 





は 反応 の 一 環 ささ か 無理 が 








PS) 3) 
Km) 
Ir} 《 て > 
= : a A en ein ope ae. u RN 7 2.) 1 
Wt, 体 旦 白 の 消耗 の 一 つの 表れ で あろ し た いと 考え る 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 (に に よる) 


21. Pr LUKE MEER HAAS CK 





A new Serological Test for Cancer. MASAKA MATSUBARA, 


TOMOTSUNE MURATA. 


ae Ala ee 2 Unt Yee ı aut ee 
TEE 2 OHHH LU SR EAL TA 














: a Aas sia hoa SH 
a b ie HCl, Hl 前 明 し た だ ので, 現在 中 用 
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22. WEAKMBS HHS LTC LS WT REDE te OSE 


大 久保 進 , FH 沖 , 山田 功 , 植竹 公 重 
On the Significance of Immunological Reactions of Rat Sera Immunized 


Against Ascites Tumor of Rats. SUSUMU OKUBO, SHUH KASAI, ISAO 
YAMADA, KIMISHIGE UETAKE (Pathological Institute, Hokkaido University) 


It was reported formerly on the agglutination test of the sera immunized 
against Yoshida sarcoma and it was pointed out that the immune sera against 
tumor consist of several immunological factors, besides agglutinins. In this paper, 
we intend to report on the studies of anti-transplantability, complement fixation 
test, injurious action upon rats and tumor, and skin test. 

1) On Yamashita and Gifu (hybrid) strains: Yamashita and Gifu (hybrid) strain 

rats transplanted with Yoshida sarcoma died from tumor and the sera of those 
rats showed no reaction on agglutination test, injurious action and on skin test. 
When in those rats the intracutaneous transplantation with Yoshida sarcoma and 
its extraction were repeated, the rats acquired anti-transplantability against the 
tumor for 20-40 days, but the agglutination test of its sera was of low grade (-80X), 
even if those rats were intensively immunized. The complement fixation test 
was also slightly positive (40X). The rats immunized with tumor tissue which 
was killed by ultra-violet ray, freeze-drying, etc., acquired anti-transplantability 
for ten days and their sera could hardly . react on agglutination test, but they 
injured tumor cells slightly in vitro. When the rats were immunized with tumor 
extract adsorbed with AL(OH);-gel, their sera indicated positive agglutination 
test (160 X 7) and also they showed the injurious action upon tumor cells a little 
in vitro. Namely, Yamashita and Gifu rats immunized repeatedly against tumor 
and their sera show the slight positive agglutination test and the injurious 
action. 
2) On Wistar strain: When Yoshida sarcoma was transplanted into the ab- 
dominal cavity of Wistar rats the natural healing took place suddenly after 10 
days, and then the rats acquired anti-transplantability for about 100days. The 
sera of those rats agglutinated Yoshida sarcoma cells as well as monocytes of 
Yamashita rats in medium grade (160 X), but they did not agglutinate erythrocytes 
of Yamashita rats (specificity of nucleated cells). The complement fixation test 
was also positive (160 X), and injurious action against tumor in vitro was positive 
in medium grade. 

Wistar rats immunized with killed tumor cells (killed by ultra-violet ray or 
freeze-drying) acquired anti-transplanatbility for 10-30 days and the agglutination 
test was slightly positive (80 X). When the rats immunized with tumor extract 
adsorbed with AL(OH),-gel, agglutination and injurious action in vitro were ob- 
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served intensively. Wister rats immunized with normal organs of Yamashita or 
Gifu rats inhibited the transplantation of tumor for about 2 weeks, and the ag- 
glutination test was slightly positive with both tumor cells and monocytes, but 
not erythrocytes. But, if immunized with organ extract adsorbed with AL(OH); 
-gel, the agglutination and injurious. action were much more intensive. When 
Wistar rats were immunized with normal organs of Wistar rats, their sera showed 
of course, no immunological reaction. 

Conclusively, Wistar rats could be easily immunized against tumor or organs of 
Yamashita rats, because they are heterogeneous to Yamashita rats and Yoshida 
sarcoma which originated in Yamashita rats. 

3) On rabbit and goat: When rabbit and goat were immunized with Yoshida 
sarcoma, their sera agglutinated not only the tumor cells and monocytes of rats, 
but also erythrocytes intensively (species-specificity), and they indicated both the 
injurious action on tumor and the skin test on rats intensively. When rabbits 
were immunized with killed tumor (killed by ultra-violet ray or freeze-drying), 
their sera indicated lower titer in the agglutination test, and the injurious action 
upon tumor and the skin test on rats were also weak. The sera of rabbit im- 
munized with rat erythrocytes agglutinated not only erythrocytes of rats, but 
also tumor cells and monocytes (species-specificity), and their intensity was almost 
equivalent to that of immunizing with tumor cells, and the injurious action on 
tumor and the skin test on rats were intensive, corresponding to their agglutina- 
tion titer. But there seems to be some qualitative difference between the sera 
immunized with tumor and normal organs of rats in their cytotoxic action. 

The sera of rabbit immunized with organs of rats (liver, kidney and spleen) 
had the similar specificity, but their invensity was weak in the agglutination 
test, the injurious action on tumor and the skin test on rats in comparison with 
those immunized with tumor cells or erythrocytes of rats. 

On the contrary, the immune sera against kidney of rats indicated similar 
action to those immunized with other organs in the agglutination test, while the 
injurious action on tumor and the skin test on rats were shown just as intensively 
as those immunized with tumor. 

To conclude, the immune sera against tumor or normal organs possess various 
kinds of cytotoxic antibodies which act not only upon rat, but also on tumor. 
But there were noticed some quantitative and qualitative differences between 
normal tissues and tumor which were used for immunogens, and also between 
agglutination test, the injurious action and the skin test. 

It is assumed that the immune sera against tumor cells involved a specific 
antigenicity as a tumor cell, besides a common antigenicity as a cell of rat, from 
which this tumor originated. 
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示 二郎 


Or the Influence of Rabbit Serum Immunized by Urinary Extract of 





Sarcoma Patients upon Yoshida Sarcoma. JIRO KAKEHASHI 
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24. Virus HST $EpEl- x 2 Ana DMG IC oT 


RIGS EZB BR 徹 , 村 上 育郎 , 佐 々 木 俊夫 , 高橋 正文 . 小 川勝 士 , 佐 藤 18, 種 山 多門 
Studies on the Neoplastic Proliferation of Serous Cells of Animals Inoculated 
with Virus HST. YUKIO HAMAZAKI, JIRO SATO, TORU AOKI, IKURO 
MURAKAMI, TOSHIO SASAKI, MASABUMI TAKAHASHI, KATSUSHI 
OGAWA, HIROSHI SATO, TAMON TANEYAMA 


(Department of Patholey, Okayama University) 


Virus HST (Hamazaki) which was separated in October 1950, is indispensable 
factor for the accomplishment of transplantation with Yoshida tumor (this 
experiment was later repeated three times more), and already underwent 
over fifty generations of successive inoculations. At the beginning of separation, 
as it is subject to special meningo-ependymo-encephalitis, it was reported as a 
neurotropic virus. Afterward, in investigating internal organs, it was found that 
a greater change has happened to those internal organs rather than to cerebrum. 
This is a pantropic virus which gives rise to a chronic, inflammatory granulation 
in milk spots, lung, liver, spleen, kidney, heart, and small intestines. The same, 
in the walls of portal blood vessels, especially centers upon bile duct; with lungs, 
it centers upon interstitial blood vessels as well as small bronchus; with spleen 
within the capsule and all around trabecula; with kidney, about A. arciformis. 
Though there is detected few signs of neoplastic change in these granulations, 
certain trend toward it will be noticeable in epithelial tissues sorrounded by or 
in close contact with these.granulations, for instance, bronchial epithelium, pelvic 
epithelium of kidney and serous cell membrane. Among these, most conspicuous 
is the change that has occurred to serous cells, and this is mest remarkable in 
connection with the fact that this virus has been isolated out of coelothelioma 
of rats (so called Yoshida sarcoma). 

A mouse inoculated this virus intracranially often gives rise to ascites, a fact 
we had noticed even previously; yet in its fluid no abnormal cells could is be 
discovered, and also by inoculation into abdominal cavity of a normal mouse no 
change cculd be discovered. However, lately, 30-50 .ı large serous cells were 
often detected. In Giemsa specimens, those that possess a dull cell edge, with 
a light-bluish, homogenous protoplasm, nuclei dyed pinkish, with small sized 
nucleolus, are recognized as merely fallen serous cells. On the other hand, those 
that bear sharply bounded edges, protoplasm filled with basophilic granules, and 
have chromophobic area on nucleal side, nucleus coloured in reddish-purple and 
hypertrophic, and frequently bi-nucleal, are tumor cells. As we have already 
reported on coelothelioma of rats, there exist every sort of transition types bet- 
ween those hypertrophic serous cells and neoplastic cells, it is often questionable 
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whether it is all right to call it ascites tumor cellor not. Yet, as we had reported 
last year, the cell body of neoplasitic cells are filled with great many minute 
RNA granules. We have therefore investigated by pyronin-methylgreen staining, 
to see if any special granules appear in the serous cells in question. 

In examining peritoneal membranes, there is a striking hyperplasia of serous 
cells of milk spots, as well as of spleen capsule; these cells stand in several 
layers, in a state of exceeding hypertrophy and as a result became disorderly. 
Their form is round in general, but poliangular in part, while the nucleus is 
enlarged : so also are nucleolus as well as chromatin nodule; there is seen certain 
mixture of giant-cells, both mononuclear and binuclear. Such kinds of cells clearly 
indicate characters special to those coelothelioma. Serous cells of milk spots are 
proliferating even under normal state. However, these cells prove small, while 
those around milk spots, ordinally small in size, and looking dense, in propertion 
as they become distant from the milk spots, they are again reduced to normal 
large flattend serous cells, of their own accord. On the contrary in the forma- 
tion of coelothelioma, the above-mentioned transition comes to an end, and neo- 
plastic tissue makes a sharp boundary against normal tissue. That is to say, we 
can discern the nature of independent growth there. Those serous cells other 
than the milk spots show a hyperplasia too, some part of it making two or three 
fold layers. These cells lose their flat angular nature, becoming slightly round, 
most of them in state of isolation from the peritoneal membranes. 

In order to determine whether these cells are of the neoplastic tendency or not, 
the staining for RNA special granules is needed, above all, of the extended speci- 
mens of peritoneum. In omentum of mouse, no RNA can be ascertained except 
in the cells of monoblastic type about the center of milk spots, in a diffuse manner, 
especially, no trace of RNA can be detected in the normal serous cells. However, 
if they should undergoe any neoplastic change, they distinctly show special granules 
(microsome granules). The best method is the neutral red supravital staining of 
omentum ; then certain changes are found to occur in those serous cells that are 
subjected to neoplastic production: their protoplasms stained in pink, with many 
minute neutral red granules, that take flat, polygonal aspect, and they can easily 
be destinguished from other peritoneal cells. Their nuclei are roundish, light- 
coloured and equipped with distinct membrane, some sharply concaved, yet, the 
distinction between monocyte and histiocyte can well be made due to neutral red 
granules, which are special to each. The stained manner and form here described 
are just the same with those that have taken place under the neoplastic produc- 
tion of serous cells distinguished at the earlier stage of transplantation of Yoshi- 
da tumor, about which we have explained at this meeting last year. Therefore, 
it is a misleading objection that these cells are nothing but Yoshida tumor cells 
that were introduced into peritoneal cavity and adhered to peritoneal membranes. 
The above mentioned red-stained cells, when perished, look brown by neutral 
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red staining. Thus, there is a great resemblance between coelothelioma of mice 
and the Yoshida tumor of rats. But at present, its malignancy being still feeble, 
it can produce no big tumor, yet, it is true that it is increasing in malignant 
power. Occasionally it becomes rather malignant ; the cytoplasm changes strongly 
basophilic, sometimes it stains darker than nucleus. Not only normal mitosis, 
but also pathologic mitosis can be found. Tumor cells were heaped making irregu- 
lar masses on the surface and in the meshes of omentum. The pavement like 
arrangement of serous cells changed neoplastic. Nevertheless, they have a pretty 
apparent cell-membrane which here and there combines with each other like 
a cement line. The tumor celles acquired malignant character refused remarkab- 
ly the supravital staining with neutral red, showed no unstable oxidase by indop- 
henolsynthesis and stored a large amount of RNA in cytoplasm which demonstrate 
themselves as microsomal granules. 


It is notable that the parenchymal cell is sometimes transformed in angular or 
stellate shape and arranged in a pattern showing sarcomatous architecture which 
is already known as coelothelioma sarcomatosum in human. Size and shape of 
the tumor cells are rather inclined to polymorphy. In the center of tumor nodules 
sometimes one can find a necrotic focus surrounded by nuclear debris. The milk 
spots generally are remarkably atrophied, rarefied, are scanty of mast cells, or 
are very often fully lost to sight. 


If any inflammatory granulation should happen intensely close to the capsule 
in the lung, the liver and the heart, the upper serous cell produces and shows 
a tendency toward neoplastic change. Especially this can be seen in the spleen 
in a marked degree, next, in case of lungs. We have performed successive inocul- 
tions of emulsion of omentum which had uuderwent the above-mentioned change, 
on account of intracerebral inoculation of virus HST with the purpose of encourag- 
ing a production of coelothelioma ; conducting it once every three or four weeks 
successively, we are now in 7th generation, and the specific inflammatory granula- 
tion within omentum is becoming more and more violent, all the case is ac- 
companied with a strong ascites, with hourly addition of neoplastic serous cells, 
indicating complete characters attached to transplantable ascites tumor. The 
omentum swelled in a diffuse manner giving rise to many circular granulation foci 
0.2~1mm broad. These are based upon mesenchymal cells arranged onion-like, 
with addition of monocytes, the surface of which is covered with those small 
produced serous cells. These serous cells, having infiltrated and produced in 
among nodules, the cellbody swollen, shut the net veins of omentum which, on 
Occasions, becoming short and thick, finally adhered together. But connective 
tissue cells of omentum do not increase and mast cells disappear. In other words, 
this is where a multicentric tumorous production can be noticed most clearly. 

The omentum of mice showing coelothelioma-change was suspended in cell-free 
supernatant which was prepared by centrifuging homogenate of rat-embryo or 
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Yoshida-tumor at 5000 rpm. for 10 minutes and the supension was inoculated 
into rats. In 2-3 weeks there was formed small amount of tumor ascites and the 
omenta of rats showed coelothelioma change which very much resembles Yoshida- 
tumor. We have failed, as above mentioned, to produce a coelothelioma in rats 
through inoculation of virus HST, but finally succeeded to produce it indirectly 
through peritoneal cavity of mice. 

Summary: In 1948, Hamasaki published a preponderant opinion to solve those 
doubts about mother cells of Yoshida-tumor; then, he gave a decision affirming 
this to be induced by virus; since then, 4 years have passed. During those years, 
various objections have been raised from many departments, though none has yet 
testified by experiments. On the other hand, we are ever adding credit by 
descreet experiments. Let us mention some of those achievements here: 

(1) Virus HST is an essential factor in the formation of Yoshida tumor. 

(2) Virus HST produces a specific inflammatory granulation, which in a mouse 
is accompanied by tumor formation in several places. 

(3) Virus HST produces peritoneal coelothelioma in a mouse. The shape of 
neoplastic serous cells seen under such circumstance, perfectly coincides with those 
of rats serous cells at the early stage of Yoshida tumor formation from their 
stained appearances. 

(4) Virus HST alone can not produce coelothelioma in hybrid rats, because it 
is ever a dormant parasitic being inthem. A certain chronic inflammation that is 
indispensable to produce a viral tumor, does not take place by the inoculation of 
this virus into hybrid rats. 

(5) Coelothelioma of rat was finally produced by inoculation of mouse coelothe- 
lioma with cell free homogenate of rat embryo or Yoshida tumor. 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 







附 議 
武田 勝男 : 他 の virus で に その 様 な 大 網 の 変化 に 起 ら な いか ? 出来 た 変化 で 動物 が 腫 場 死す る か 。 
浜崎 幸雄 : HD Ad PT itt Ait, DERE IS as ig の 様 な っ : Borkk 起 ら な い ° 
FEMS FE TE HME LCs tte THLE OL YAMS © PVE EN SER z fit © jit SL te FF 
て 次 第 に 悪性 化 の 傾向 を 示す と いう と と で ある 。 MEHR ZEHN LET. 

25. 吉田 腫瘍 注 二 因子 の 探求 梶山 BS. ERR (岡山 大 学 医 学部 病理 学 教室 ) 

Researches on the Second Factor of Yoshida Tumor 
YUTAKA KAZIYAMA IKURO MURAKAMI 
Virus HST (Hamazaki) は 1948 4 Alf + (EPRICE > CT OES Ni. この 
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は Virus HST は 雑 婚 白 情 の 体内 で は 潜在 性 ビー ルス と し て 証明 サ せら れる た めで あろ 。 Virus 
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HST が 吉田 腫瘍 移植 成立 に 欠く こ と の 出来 な い ぃ 因子 で ある こ 
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因子 の 探求 を 志 し 次 の 如き 実験 を 行っ た 。 
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田 腫 場 の 発症 と 気温 , 温度 の 関係 を 観察 し た が 発症 容易 な た め に は 気温 が ある 程度 低く て , & 
温 対 滞 度 の 比 が 少く と も る 1:2.6 UNE CH SEMEL CHRON 5, 夏期 腫瘍 移植 の 困難 と 
な っ た 際 は 選 を 人 冷蔵庫 に 入れ 5-10°C, 温度 70 2 以上 と する 時 は 移植 は 甚だ 容易 と な る ぅ 。 
以上 の 事実 に 示唆 を 得 て 次 の 如き 実験 を 行っ た 。 試験 管内 に 腫瘍 腹水 を 取り 恒温 槽 中 で 加熱 
し その 移植 仁 の 失わ れる 温度 を 検査 し た > その 結果 45°C 30 分 が 限界 と な る こと を 確 め た 。 
即ち この 温度 で 吉田 腫瘍 細胞 内 の 補助 因子 が 破壊 され る 。 HL Virus HST は この 程度 の 温 
も ろ こ と は た ない 。 従っ て 加 温 腫瘍 細胞 に 補助 因子 を 添加 し て や れ ば 再び 移植 性 を 得 
ら で あ ろう と いう 想定 の 下 に 次 の 如き 実験 を 行っ た 。 冷凍 室 に お い て (-4°C, —6°C) 開腹 せ 
約 4 一 5 瓦 を 腸 を 損傷 し な い 様 に 摘出 し , 生理 的 食塩 水 約 50 HEE IMS, ホモ 
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és 





ゲ ナ イザ ー (ER 25,000 回 転 ) に て 10 ARORA, 出来 た 均等 液 を 毎 分 5,000 回 転 , 10 


分 間 速 心 ) bj fi を 行う o = ORE: ト 澄 を 注 HT で 静か に 吸引 し 針 失 が 液 層 の 2/3 を 越 さ ぬ 様 に 注意 


4 17% Jr 
I 30 か くし て 吸い 取っ た 


上 澄 液 は 之 の み を 頁 の 腹腔 に 接種 し て る 決し て 幅 場 を 生じ な いこ と 


か くし て 出来 た 加 避 腹 水 。 均 等 上 澄 液 を 体重 60-90 ROARIC (AR) 均等 上 澄 液 の み 注 


Sf, (BEA) 加湿 腹水 の み 注射 , (C 群 ) 加 温 腹水 , 均等 上 浴 液 混和 注射 の 3 群 に 注射 を 行い 経 





LOH, 43°C 30 分 及び 44°C 30 分 加 温 腹 水 を 用 いた 時 は いづ れる 移植 陽性 で も っ た が 
C 群 は B 寿 に 比 し て 腫瘍 の 増殖 甚だ 著しく 生存 期間 も 短 か い 。 45°C 30 分 で は A 及 び B 群 は 全 


Lie Fall: 


"i 陰性 で # (の SCH iF ED 2 例 (CV. 派 に ! 揚場 を 建 成 し た Lo 3 46°C 30 ク か で CR: 全 群 陰 i a の 結 時 を と 






待た 。 実験 例 が 少 い の で 未だ 断定 し 得 た な い が , 新鮮 な 吉田 腫瘍 細胞 質 ERBE CEO 
植 成立 補助 因子 の 一 つが 存在 する も の と 考え られ うろ 。 即ち 吉田 腫瘍 因子 を 耐熱 価 と 非 耐熱 性 の 


因子 に 分 ける こと が 出来 る 。( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


武田 勝男 : KRERELRASTITOREIHNLT 33H, AIBEHLB3D, 解剖 し て 腫 交 を つく っ て いる 
。 Virus が 感 5 と 種々 の 細胞 系 の 増殖 ある 事 が ある 。 


26. 吉田 型 族 水 肉腫 病原 の 研究 au Amen, 大 阪 大 党 攻 学部 研究 科学 季 ) 


Agent of Yoshida Type Ascites-Sarcoma. KAZUYA OKUYAMA 


『 田 型 腹水 内 隆 を 接種 し た ラッ テ の 体温 を 測定 する と 発熱 し て いる 事 を 知り 各 生 存 日 数 が 
3.5~4 HOWL Ho TH SRE A oo 

接種 材料 毒 力 が 強い 場合 は 3 日 に 短縮 され る こ の 発熱 が 混合 感染 に よる も の で な いと いう ら 証 
明 を 行う た め D 手 和 付 操作 は 厳密 に 殺菌 操作 を する 。 2) iron, te wee HH 
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た 。 使用 され た 薬剤 は ホモ スル ファ ミン , スト レプ トマ イシ ン , ペニシリン , クロ ロマ イモ 
Fr, オー レオ マイ シン , テラ マイ シン で あり 。 得 た 結果 は 下記 の 通り で あろ 。 

1) 之 等 の 薬剤 吉田 型 腹水 肉 幅 を 完全 に 抑制 する 事 は 出来 な い 。 

2) 和 精 抑 制 的 に 働き 使用 中 良好 な 経過 を 示 ず も る の は スト レプ トマ イシ ン , テラ マイ シン , ホホ 
モス ルフ ァ ミ ン で あり 

3) 之 と 反対 に 働く る の は , ペニシリン , クロ ロマ イセ チン で あり 。 オ キー レオ マイ シン は 注 
引用 を 内 服 在 し め た から 再 検 を 要する 。 
(2) に 属す る 薬剤 一般に 腹水 及び 皮下 の 六 腫 は 著 明 に 減少 し , 使用 中 止 後 2 


ー 3 日 で 急速 に 増加 , 症状 悪化 を 示す 。 


(4 
9 


(3) に 属す る 薬剤 は 使用 中 腹水 及び 皮下 の 渡 風 増 加 が 閉 明 で あり 使用 中 止 後 2 日 位 で 一 応 は 
之 等 の 症状 が 経過 する 。 以上 の 点 か ら 考 えて 前 述 の 貢 剤 の 健常 動物 に 対す る ろ 影 響 計 日 下 詳細 に 
Ser TE cheeses i> さん デア エンテ 
i AS CH 0 交 部 省 ドド 学研 IL HC ESA) 

附 議 
武田 勝男 : 実験 は 細心 の 注意 を 払い , 耳 各 種 の 拓 生 物質 , HMA HH LEO 2, PGR: 

に 防止 し て > と と こら る べき ある 。 





27. 負 閣 好 発 系 ハツ カネ ズミ の 分 離 及 び 閣 組織 の 移 槍 
特異 性 に つい て MER, aM 


Further Studies on the Segregation of High Mammary Cancer Strain 
of Mice and Characteristics of Tumor Transplantability. 
YOSHIHIKO TSUBURA, YASUYUKI AKAMATSU 


(The First Department of Pathology, Osaka University) 


Selection of High and Low Mammary Cancer Strains of Mice. 

Up to the winter of 1952, our strain has reached seventh generation and ninete 
females developed spontaneous mammary cancer. Other types of tumors did occur 
in this strain. Descendants of A strain were not obtained. Offsprings of B strain 
produced a few cancer animals, so the descendants of this strain were selected 
toward the low cancer strain. Descendants of C strain produced mammary cancer 
in each generation (Fig. 1.) 

To obtain the strain of high and early incidence of spontaneous mammary cancer, 
the descendants of C strain mice were selected at first toward the early incidence 
of cancer. C 431 strain has come to show earlier incidence in successive generations, 
and so we are keeping the offsprings of this strain (Fig. 2). 

Transplantation experiments 

It was ascertained that the transplantability of spontaneous mammary cancer 
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tissue was determined only by the strain of transplanted mice regardless of their sex, 
age and site of transplantation. Spontaneous mammary cancer of C strain can be 
transplanted neither to stock albino mice nor to B strain, but only to C strain. 
Even in the C strain, there was C 1 strain that was resistant to transplantation 
of the tumor of C strain. In the third or fourth generation of C strain, rate of 
transplantability increased. This evidence indicates that the C strain was much 
more purified in the later generation. 

This characteristic of transplantability of spontaneous tumor was changed by the 
serial transplantations. After the fourth serial transplantation, tumor tissue 
became transplantable to C 1 and B strains that were resistant to the spontaneous 
tumor of C strain. After tenth successive transplantation, tumor could be trans- 
planted to the stock albino mice. Thirteen serial transplants could not be trans- 
planteded to the C3H strain but after sixteenth transplantation geveration, tumor 
could take in this strain and showed slight growth though it regressed and com- 
pletely disappered one month later. Shortening of latent period of tumor develop- 
ment and the tendency to cause lung metastasis was observed after fourth serial 


tansplantation. (Table 1). 
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Fig. 2. Cancer age and life of mice in each generation 








Fig. 2 


Table 1. Successive trarsplantations of mammary cancer 


Generation of transplant Ll oS ae er ee | SO PEO BET IA 】 14 16 
transplanted to 
C strain 6,6 2/2 4/4 3/3 3/3 |2/2\3'3)3/3 3/3] 3/7312/2| 3/3112 | 3,4 | 4/4 | 6/6 


C I strain 1 1 
B strain 03 11 22 33 


stock albino 
C 3H strain 0,3 03 

Number of takes / number of transplanted mice 
The .histologic features of transplants remained as that of original tumor. 
Filtrate of the tumor tissue could not produce cancer in adult C strain. Serum or 


saline suspension of tumor cell was inoculated in the susceptible mice intra- 
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Di x 


peritoneally. 


After two months, nodular tumor formation was observed in these 


mice but there was no ascites. After the transplantation, clear peritoneal fluid 


was obtained but it could not produce the tumor in other susceptible strains of mice. 


SHAFRFFHTEITKS) 


Pr} ae 
武田 勝男 : 


年 きれ て いる 。 そ の 柱状 は 
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LONOKE ROW ARM TTA CLS TA -— TORIC AS 


その 系 統 を 


好 発 し その 数 系 は 果 代 移 


演者 の それ に 筆 し 固定 し 得る に 至っ て い な い 。 


ERSTE: Cancer Research に Klein が 皮 上 件 狩 提 が 容易 に 腹水 化し た と いう 報告 を みて , 腹腔 内 移 
西 を 試み まし た が , 腹水 冶 は 発生 し ませ ん で し た 。 


28. p-Dimethylamino-azobenzene に よる 肝 閣 発生 に 対す る 
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Effect of Placenta Hydrolysate on p-Dimethylaminoazobenzene 
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Carcinogenesis and Toxicity of This Dye. SADAMU ASANO 


p-Dimethyl-aminoazobenzene (DAB)  fid/#IC kB KMUORPAIEAIS, 
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AAN ら 事 を 証明 し て いろ の で , 進ん で 発癌 に 対し い 
ra < つ 
っ tt i yr.) t Soa % be > uA nt ーー 
1 Br MD LF THREE EF & te EQUATE (125) 
0. 06 DAB) ホホ を ブ =, (26 Bi), ZILICHK ま 今 量 6 2 を 毎日 1cc 
387 2 2 (26 iif) LT, DAB: 3 カリ だ も の 及び 5 カ月 化 
スバ ー ズ 1S fT: ー a Po yy ュー a Ee Res totes ゝ 
RL Te - 有 効 例 数 と し た ぅ > CAUICATST 3 表 に 示し た よう に 両者 に 有意 の 
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や や 異 ら 知見 を 得 た だ の で 以下 これ に つい て 述べ ろ 。 


xt + 


た 動物 の 体重 (第 2 表 ) は 無 処置 の も の に 比べ , 第 1 回 で は 明か に 低い が 
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DICED ils 併 し 紋 毛 水 解 物 , ミル シルク カゼ イン , KERRMONISKERN MA i Le 
“A It > d LAS m sh rer er で 林 ” 
1b R= に 不 拘 そ の 成長 促進 作用 を あら わし , HRERIMAHF IN ZH 
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12-46 日 後に 受 有 





発癌 し な が ら (183-199 日 ) 妊娠 し 1 頭 は 流産 し た ヵ 
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に 到 っ た 。 HERE 4 BL OSM 2 Mech 


その 原因 を 探求 し て , To 
>, 純 品 の 融点 は 117° 


で 再 結 品 を 3 回 行い 融点 


これ を 使用 し て 良い 結果 を 得 て い ろ 。 これから 考え て 先 人 の 実験 1 








DAB 白 米 を 1 日 平均 各 月 10-13 


Lb, 150 日 間 生 存 し た 動物 の DAB 時 は 平均 956 RECH a te 


差 ば な か っ た 。 スズ 全 期 間 雌 動物 26 頭 の 


カ Ai 前 Kar 性 周期 を ! SR As a 4 Ort 17 
こも の の 中 3 頭 


ale Abt hye 
1 1417 


RO DRA ANTS 
知 ろ ち う として, DABHAR 
前 期 に 雄 と 交配 し た ぅ 8 頭 
ATH BE 3 頭 の 中 1 頭 は 流産 し 2 頭 江 分 
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すし た 。 更に 末期 に 胎盤 示 群 の 3 頭 は 


Ati ich- yh レ た , 併 し ff は E 後 2 週間 - 











BEC LiKe INBORKOH EHI E CHAS HIATT CML i. これ は 楠本 或いは 
杉浦 及び Rhodes の 結果 と 著しく 異 る 。 即ち DAB を 与え て る , まだ た 発癌 し て いて る 妊娠 , 
TOMI ZTE SEE Mo ks 又 こ の 際 胎 胡 末 を 添加 する と 良い 影響 と 号 える よう で あ 
Be な お ここ に 生ま れ た 仔 は 生後 170 日 以上 し て も 発癌 し な か っ た > ぅ 


4 回 


変 法 に より 測定 し , 新鮮 肝 1 瓦 当り の Katf で あら わし , これ の 肝 指 数 に 対す 分布 を 見 た 


で 150 日 以上 生存 し た 動物 に つい て , 肝 の カタ ラテ ラーゼ 量 を Tolles 法 の Sumner 





や 3 表 DAB 投与 150 日 後 の 肝 カタ ラー ゼ 蛋 の 肝 指 数 に よる 分 布 
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(第 3 表 )。 これ に よろ と 肝 交 の 発育 が 進め ば 確か (に カタ ラー ゼ 量 は 低下 する が , その 初期 に 
必 ま しゃ 低下 せま , 全 例 の 3 分 の 1 は 正常 範囲 に ある か ら D AB 投与 その も る の が 有 時 カタ ラ 


で CREE F x 4k る と は 考え られ な い 。 





以上 を 要約 する と DB DAB に よる 肝 交 発 生 に 対し て 人 胎 胡 級 毛 組織 水 解 物 及 び 胎 盤 示 の 


添加 飼 与 は 見 る べき 影響 た 示さ な か っ た 。 併 し 合併 する 肝 便 変 を や や 抑制 し 動物 の 成長 を 促進 


Uke OF DARE FISHER ee RHE Lie 

度 に 抑制 され る に 過ぎ な い 。 HDDS DABORHE CICA T 3 AMO 4-3 PKA LE 

える 。 8) DAB の 投 与 に よっ て 上 の 性 周期 は すべ て な く な る ぅ 訳 で な たく, ZIELE U 

哨 育 も な し 得 た , な か に は 発病 し て か ら さ え 妊 販 分 學 を 行っ た 。 LOMICOW CHE KORN 
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は 良い 影響 を あたえ た 。 (4) DAB 投 与 5 ヵ月 後に 寺 カ タラ ー ゼ 量 を 測定 し た と ころ , 発癌 し 
た も る の は 多く 低 値 を 示し た が , D AB 投与 だ け で は 必ず し る 低下 し て いな か っ た 。 (文部 省 科 


ムー や 


学研 究 費 に よら ) 
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29. チオ アセ ト ア ミド お よび バタ ー イ エロ を あたえ た 


た 


ダイ コク ネズ ミ の 肝臓 の 組織 学 的 変化 


‘ 


= 一 郎 , 川井 一 男 、 植 村 富 士 男 北村 B, RUSS 
Pathologie Changes of the Liver in Rats Fed Thioacetamide and 
p-Dimethylaminoazobenzene ICHIRO TAKI, KAZUO KAWAI, FUJIO 
UEMURA, HAJIME KITAMURA, YOSHIO SAYAMA 


Ist Pathological Institute, Osaka University) 


Much has been said about the correlation between hepatoma and liver cirrhosis. 
In the human cases, some definite correlations seem to exist between these two 
lesions. There are numerous experimental investigations on the liver cirrhosis 
which is induced by various substances in laboratory animals. Various agents are 
capable of inducing cirrhosis. The majority of these agents, however, is not 
capable of giving rise to hepatoma. On the other hand, carcinogenic substances 
which are known to produce hepatoma induce liver cirrhosis frequently. p-Dimethy- 
laminoazobenzene (DAB) is one of the good examples. 

Medical literature contain records of many observations that the combination of 
agents was more effective than either of the same agents alone to induce liver 
cirrhosis. The same can be said on the hepatoma production, since it has been 
reperted that double application of o-aminoazotoluene and coal-tar or benzpyrene 
hastened the development of hepatoma as compared with single administration of 
o-aminoazotoluene. There are, however, no experiments attempting to observe 
the effect of combination of DAB and any other substance which causes liver 
cirrhosis or hepatoma. 

Present communication deals with the histological studies of pathological changes 
of the liver produced by the administration of DAB and *hioacetamide. Thioaceta- 
mide is known to produce liver cirrhosis and malignant tumor of the liver in rats. 

One group of 50 rats was fed the basal diet (Table 1) supplemented with 0.06 
per cent DAB; another group of 140 received the basal diet supplemented with 
0.035 per cent thioacetamide ; and a third group of 50 rats was fed the basal diet 
supplemented with 0.06 per cent DAB and 0.035 per cent thioacetamide. The second 
group was divided into two subgroups after feeding of 6 and 8 weeks respectively. 
These two subgroups were maintained on the basal diet supplemented with DAB, 
instead of with thioacetamide. Autopsy of the animals were performed immediately 
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Table 1 





Rice Powder 16.2 kg. 
Casein 2.0 kg. 
Brewers’ Yeast 0.4 ke. 
Salt Mixture 0.8 kg. 
CaCO, 240 ©. 
K,PO, 30  g。 
NaCl 140 sg. 
MgSO, I g. 
FeNH, (SO,), 0: g. 
Cora Oil 0.6 kg. 
Liver Oil 0.01 ke. 


after death except for unusual instances. Autopsy material were fixed in dilute 
formalin and other fixatives. Hematoxylin and eosin stain of paraffin sections of 
the liver tissue was used mainly for the histological study. 

Brief description of the liver changes in rats of each group is given as follows: 

1. Since the histological changes of the liver in rats fed DAB have been rather 
completely studied by Maruya and other investigators, the microscopic findings of 
the liver in the first group are not descrived, but only referred to in analysis of 
the changes of the liver in the third group. 

2. In the second group, degeneration and necrosis of the liver cells appeared 
early in the experiment. The changes became quite distinct within one week, and 
seemed to appear mainly in the central area of the liver lobules. The nuclei were 
enlarged and became vesicular. The nucleoli were enlarged very prominently. By 
4 weeks the degenerative changes extended toward the perimeter of the liver 
lobule. The remaining liver cells in the periphery, however, still have basophilic 
cytoplasm and nuclei with abundant chromatin. Nucleoli were not prominent. 
Large cells accompanied by large nuclei often appeared among these cells. Small 
focal necrosis appeared at random in the lobules. The foci were then replaced by 
groups of small cells which might be originated in mesenchymal constituents of 
the sinusoid. Between these cells fine collagenous fibers were laid down. Pro- 
liferation of the fibrous tissue in the portal area occurred early in the experiment. 
The fibrous tissues, which developed within lobules and in the portal area, extended 
gradually in strands and communicated with each other so as to give microscopic 


evidence of cirrhosis. Well established cirrhosis was found at the end of the 
10th week. 

3. In rats of the third group, degeneration of the liver cells occurred more 
intensely and more extensively as compared with the other two groups. The 
majority of liver cells, except for those in peripheral area of the lobule, showed 
severe degeneration. The degeneration was similar in quality to that seen in the 
second group. Proliferation of the cells of portal and perilobular bile-ducts became 


apparent by two weeks and extended very rapidly. The proliferation developed 
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more prominently and grew more quickly than in the first group. In the 4th and 
5th weeks, the liver parenchym seemed, at a glance, to be composed only of masses 
of degenerated liver cells, proliferating bile-ducts and remaining mesenchymal 
elements. However, small islands of liver cells which have normal arrangement 
and basophilic cytoplasm were present even in a small number. The cells of the 
islands were rather small and the nucleoli were not enlarged. Proliferation of 
the mesenchymal constituents in the lobule was not so prominent as seen in the 
other two groups. 

The mortality of the third group was so high that only two rats survived 8 
weeks. The rats which survived 54 and 56 days showed remarkable changes of 
the liver. Bile-duct proliferation reached an intense grade. Not only the extensive 
area of the parenchym was replaced by the bile-duct proliferation, but the 
parenchym was separated into many islands of various sizes. The remaining 
parenchymal cells showed distinct atypical proliferation. Such distorted and atypical 
figure like this was observed only in rats fed DAB over 11 or more weeks. 


Table 2 
DAB TAA DAB+TAA 
Degeneration of liver cells 
Central area of lobule EN RAS En 
Peripheral area of lobule + | + ++ 
Hyperplasia of liver cells in perimeter of lobule ++ | En 
Bile-duct proliferation cs = +++ 
Fibrous proliferation in portal area + ー ++ 
+ { uy 
++ ++ e+ 
Hyperplasia of R. E.S. of sinusoid ーー ++ 
+ + + 
| | 
. . . er . . 4 . 
Cirrhosis Cirrhosis Cirrhosis 


+ ト ++ 


A comparison of the histological findings among the three groups in several 
important points is given in Table 2. 

Precancerous lesions developed earlier in the liver of the third group than in 
the first group. Rats of the second group showed typical cirrhosis, but no 
precancerous lesions. The changes of the liver in rats fed thioacetamide for 
weeks and then DAB will be reported in the future. 


( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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30. パター イエ ロー 肝 冶 発生 に お よ ぼ す 網 内 系 閉塞 の 影響 
に つい て 川井 一 男 , 滝 一 郎 , 西村 富士 男 , ME. 北 HE 
The Effect of the Blockade of the Reticulo-Endothelial System of Rats 
on the Cancer Production by p-Dimethylaminoazobenzene (1) 
KAZUO KAWAI, ICHIRO TAKI, FUJIO UEMURA, YOSHIO SAYAMA, 
HAJIME KITAMURA (First Pathological Institute, Osaka University) 


The rats fed p-dimethylaminoazobenzene indicate marked swelling of the spleen 
at the initial stage of experiment and also the hyperplasia of cells belonging to 
the reticulo-endothelial system in the spleen, the liver and other organs. It can 
readily be imagined that the reticulo-endothelial system in general may have some 
effect on the metabolism of p-dimethylaminoazobenzene. 

We investigated in the present study the effects of hypofunction of the system 
on the liver of rats fed p-dimethylaminoazobenzene before the occurrence of hepatic 
cancers. 189 hybrid albino rats weighing 80 to 130g were used in our experiments. 
They were divided into four groups: 1) control rats fed basal diet, 2) rats fed 
DAB diet, i.e., the basal diet containing 0.0624 p-dimethylaminoazobenzene, 3) rats 
fed DAB diet associated with the intraperitoneal injections of trypan blue solution, 
the dose of which was lcc of 122 aqueous solution every four days, and 4) 
splenectomized rats fed DAB diet. The basal diet used was semi-synthetic nature, 
composed of starch, casein, yeast and some fat and mineral salts. 

Group 2 showed far higher death rate than Groups 4 and 3. The mortality of 
each group on the 30th experimental day was as follows: 

Group 1 15.0%, Group 2 59.6%, Group 3 80.54, Group 4 25.024 

The differences in the histological findings of the liver of each group are given 


in Table 1. 





Table 1 
7 6 Group に Group 2 Group 
Histological Findings (Trypan plue、 DAP Splenectomy) 
\ + DAB AB. \ に DAB ) 
iferation of bile ducts a 
Proliferation < earlier \ + EN 
and canaliculi ( See) \ 
“tal areas occurence 
Portal areas 
Proliferation of fibrous 
tissue 2 
S; ae Cellular infiltration and に Bo 
Sinusoids ee rere to 
proliferation diffuse) (focal 
Regressive changes ESE ays 
Liver cells 
Hypertrophy and hyper- 
plasia : 
. . | 
A typical nodular hyperplasia — (69th day) — (44th day — (89th day 


119 








The spleen of the rats of Group 3 showed remarkable hyperplasia of reticulum 


cells, but no proliferation of myeloid cells. 

The death rate of experimental animals was so high that we could not ascertain 
whether the incidence of liver cancer by butter yellow would be changed by above 
treatments or not. But we presume that the function of the reticulo-endothelial 
system might have an intimate correlation to the metabolism of p-dimethy- 
laminoazobenzene iz vivo and also the mechanism of its carcinogenic action. 


( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





31. Rhodamine B に よる ラッ テ 了 肉 星 の 実験 的 成 生 (第 1 報 ) 


梅田 眞 男 


Experimental Production of Sarcoma in Rats by Injections of Rhodamine B. 


First Report. MASAO UMEDA (Ca:cer Institute) 


Rhodamine B is a kind of xanthene dye stuff, a basic hydrochloric acid salt of 
diethyl-meta-amino-phenolphtalein, forming green crystals, the watery solution of 
which has rose color with a strong fluorescence. O 
The substance is said to be used in Japan for (CH.)N-7 \ / .N’C H,)Cl 
coloring various food articles and for the prepara- 
tion of rouge. Our recent experiment demonstrat- C 
ed that this dye stuff manifests a certain degree oun 
of carcinogenic effect when repeatedly injected RER 
into the subcutaneous tissue of rats over a pro- 
longed period cf time. Rhodamire B 

Yao, and later Okamoto, Furukawa and Kawaji fed rhodamine B mixed with the 
usual laboratory diet to rats for over 200 days, but they failed to find any notable 
pathological changes either in the liver or in other organs. Warabioka, in our 
Institute, carried out similar feeding experiments for 14 months, using hamsters 
as well as mice, also with negative results (unpublished observation). In view of 
Schillar’s report that sarcomas were produced by repeated injections of light 
green F.S., we have undertaken the subcutaneous injections of rhodamine B, and 
it was by this method that we succeeded in producing sarcoma at the site of 
injections in rats. In a similar experiment mice failed to produce sarcoma in the 
course of 15 months. 

Experimental methods: 20 normal adult albino rats of a mixed Saitama strain, 
each weighing about 150g, were given subcutaneous injections, at as nearly the 
same site as possible on the back, of 1cc of 0.5 gdl. watery solution of rhodamine 
B (Tokushu Chemical Co., Ltd., Tokyo) two to three times a week. The concen- 
tration of the solution was increased to 0.75 gdl. after 1.5 months, to 1 gdl. after 
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3 months, and to 1.5 gdl. after 9 months. After about one year of repeated injec- 
tions, when the rats tended to become weak, the concentration of the solution was 
gradually decreased. During this stage of the experiment, injections were discon- 
tinued for a period of about 1.5 months, being resumed again after that period of 
interruption. 

Results: In the course of the experiment 10 rats died early without showing 
tumor. Out of the remaining 10, which lived 450 days or more, 5 or possibly 6 
rats produced sarcoma at the site of the injections. Data on these 6 rats may be 
given as follows: 

Rat 1. Female. Received in total 900 mg of rhodamine B in the course of 450 
days. Fibroblastic and spindle cell sarcoma at the site of injections on the back, 
with metastases in right axillary and right inguinal lymph nodes. 

Rat 2. Male. Lived 485 days, receiving during this time 945 mg rhodamine B. 
Fibrosarcoma at the site of injections, without macroscopic metastasis. 

Rat 3. Male. Lived 505 days; total amount of rhodamine B 980 mg; fibrosar- 
coma at the site of the injections, without macroscopic metastasis. 

Rat,4. Male. Lived 532 days; total amount of rhodamine B 1040 mg; fibrosar- 
coma at the site of injections, with metastasis in the left axillary lymph node. 

Rat 5. Female. Lived 631 days, total amount of rhodamine B 1165 mg; fibro- 
sarcoma at the site of injections; no metastasis. 

Rat 6. Female. Survived 525 days; 1020 mg rhodamine B. A tumor of the size 
a little finger tip was found at the site of injections, and with it a small spherical 
tumor in the axillary region. As the tumor on the back reached the size of a 
middle finger tip it was eaten by the rat and was lost, and from that time the 
growth of the axillary tumor stopped. Histologically, this axillary tumor showed 
parenchymatous hyperplasia and fibromatous proliferation of stroma. It was impos- 
sible to obtain tissue of the tumor on the back for examination, and we were 
unable to decide whether the axillary tumor was of spontaneous origin or not. 

As described above, with the possible exception of Rat 6, all the five rats 
developed sarcoma at the site of rhodamine B injections, and these sarcomas were 
of the same general characters. These tumors have smooth surface, sometimes 
with an ulcer formation with evident border on the circumference, and are closely 
adherent to the skin and muscular tissue. They are elastically solid, cut surface 
evenly pearly white with hardly recognizable necrotic areas. There is no evidence 
of the inbibition of the dye in the tumor tissue. 

Histology: All the tumors are diagnosed as fibrosarcoma, being composed chiefly 
of fbrincplastic spindle cells, showing mitotic figures frequently. The lymph node 
metastases found in the two rats coincided with the prima'y tumors in every 
histological feature. 

Transplantation: Sarcoma of Rat 1 and of Rat 4 were successfully transplanted 


to normal rats of the same mixed strain. The first tumor gave the positive 
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‘transplantation rate of 100%, 2224, 20%, 80°, 3022 and 60% in successive genera- 
tions, and the second, 80%, 67% and 70%. ‘Transplanted grafts usually produced 
palpable nodules in three or four weeks, and the rats died of tumors in one to 
two months on an average after transplantation. 

Comments: The gross process of the tumor formation is easy to follow. It is 
from 13 to 14 months after the beginning of the injections that tumor is first 
noticed as a hard nodule, when 760-810 mg of rhodamine B had been delivered. 
The repeated injections of the dye cause the subcutaneous tissue at the site to 
harden, and this gradually progresses to assume the form of a hard disk of tissue, 
which after one or two months grows into a tumor of from 5 to 6cm in diameter, 
when it kills the rat. 

The exact mechanism of this sarcoma producing proc2ss is not clear at present. 
There is no doubt that the sarcoma is preduced as a result cf some stimuli coming 
from the repeated injections of rhodamine B solution, but we have as yet no 
indication even to tell whether physical or chemical reactions play the deciding 
role. It may be pointed out that the same obscurity prevails as to the mode of 


sarcoma production by similar injections of glucose, fructose, or light green F. S. 


32. ZI. NS OF banyHEae CD-R) 
川村 民 次 郎 BARA) 
Experimental Studies on Testicular Tumors (Preliminary Report I) 


TAMIJIRO KAWAMURA 
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で の を 見 ,。 又 その 発生 年 令 志 活動 の 盛 な 青 壮 年 期 で も あるこ と が 多い 。 
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Tumor and Internal Secretion. (1) OSAMU MIDORIKAWA, 
RYUSUKE TOMITA, OSAMU HIRAOKA 
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し て Methiocil を 選び 之 が Azo MERKE TRACH TUT 


IM 投与 潤 こ し て 3’methyl dimethylaminoazobenzen (3’DAB) を 与え る 外 に methiocil 


と し て 3DAB (0.06 2%) 単独 投与 GHEE 3 匹 宛 4. 














を 経口 経 皮 に 
8, 12 CH 3 匹 宛 必 殺し 特に 肝 及 び 甲 状 月 の 状態 を 中 心 に 学 約 検索 を 行っ た ? 

で の 1 に 示す 如く で 肝 重 量 , 肝 指 数 , 肝 韻 発生 の 有無 , Mit DAB kHz 
慮 する と 明 』 cM が 3’DAB に 対し て 抑制 的 作用 を 有 し て いろ 。 FZ = 的 に も 天 張 り 同 じ く 
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夫々 展 殺 し て 甲 寺 腺 を Lebrond & Gross に よら Radioautograph の 方 法 に 依っ < 
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その 精 果 は O. A. T. 投与 時 で は 正常 より 早期 に し か も より 多量 の 1 を 甲状腺 に 証明 し 甲 状 
腺 は 明らか に 機能 元 進 像 を 示し て いち 。 
方 M 投 与 の 碧 最 甲状腺 の 1 は 極め て 微量 し か 認め BILE > TO. A. T. の 甲状腺 上 皮 増 
殖 作 用 と MO それ と は 機能 的 に 見 て 全く 反対 像 を 示し て いろ 。 
更に O. A.T. 投与 白 必 の 脳 下垂 休 を 見 て も M の 時 の 如き 中 系 増殖 像 或いは 前 葉 の 好 塩 基 任 
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的 で あろ 。 Butter yellow (D. A. B.) タ は DAB 投与 時 の 甲状腺 は O. A. T. の 場合 の 如く 
さり 著 明 た 増殖 像 を 見 , な し ろ 核 濃縮 , 原形 質 の 空 胞 形 成 等 の 所 見 よ り 推し て 退行 性 変化 が 


fio TEIL Azo 色素 で も 甲状腺 に 対し て 増殖 的 に 働く も の と し て は O.A.T. 又は その 誘 


ぼ 殊 性 に よる も の と 考え 現在 その 本 態 を 追究 し つつ 種々 の Azo fAHoOH yp 


O.A.T. Butter yellow 等 で 飼育 する と その 動物 エ 遂 に 培 素 因 を 獲 得 する と い 
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シキ エ オ ジン 嗜好 性 の 増強 , 核分裂 像 , 開 質 血管 の 増殖 及び 充血 等 で ちる が 時 に ょ っ て 





生化 生 像 を も 認め た 。 ス DAB, M 混 合 投与 7 ヶ月 の 例 の 如く 普 明 た 明 用 形成 を 見 う 事 


5 あり 一 方 O0.A.〒T, M 混 合 投与 7 ヶ月 例 の 如く 一 部 に 転移 を 娠 わし め る 所 見 に も 接し た 。 


し か し この 事 に 関し て は 更に 時 日 の 経過 を 追い 駐 例 数 を 増加 し 試 薄 の 投与 早 に る 種々 検討 を 


4 > + Xf z > 
7M lea Ake el Cll 


RAT 3ZERZON Ar PARE BIC TAL B25n5 Azo 色素 こと M と 
の 混合 投写 は 夫々 の 単独 投与 例 に 比べ る と 甲状腺 に 対し より 強く 増殖 作用 を 示す と 考え られ ら 。 
更に 白 応 に O.A.T. を 投 与 し た 際 放 瘍 性 増殖 を 暗示 する ! 
採 は 然 ら まこ の 辺り の 原因 と し て O. A. T. 投与 が 甲状腺 細胞 機 


+ 肝 及び 甲 状 腺 で あり この 際 








を 来 し 得 な た い の で は な いか と も 考え られ 更 ! 
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34. 腹水 肝癌 の 実験 的 生成 吉田 富 三 , 佐藤 春 郎 , BREE Our, x, ve 
Experimental Production of the Ascites Hepatoma. 


TOMIZO YOSHIDA, HARUO SATO, TOMOHIKO ARUJI 


昨年 の 学会 で , 吉田 肉腫 の 発生 に 関し て , 7 IRRE Oo I BERNIE? 7~ ree 
細胞 の 増殖 が , 吉田 肉腫 の 発生 と 関係 が ある の で は な いか と 予想 し て 実験 を 行っ > て いる こと を 


y 


TREU TORI ERTL ORKRHICH O IKE KPH ER TINO ERANT 


#0 


NCO CREAN RCE BE CHE SILI ESHER, 生存 期間 , 移植 方 法 等 この 腫瘍 








実際 面 。 及び 二 三 の 研 究 事項 に つい ぃ て は 協同 者 佐藤 , 有 路 が 別 報 し て いる 。 

1. 実験 の 動機 : 肝 韻 組織 中 に は し ば し ば 大 単 核 細 胞 の 増殖 集団 が み ら れ うる 。 Zita 
の 内 皮 細 胞 の 局所 的 増殖 で あり , この 内 皮 細 胞 は 上 皮 性 の も の と 共に 腫瘍 体 を も っ て いう ろう の で 
は な いか と 引 の 根拠 か ら 考 えら れる 。 よっ て この 細胞 を 腹腔 内 に 自由 に 繁殖 させ る 方 法 を と れ 


Ieee im AI LE 
WAR HIPC 


知れ な いと 想定 され る 。 
交 を 弟 状 に くだ いて 之 を 腹腔 内 移 西 する こと を 反復 する だ け 


Ey 


物 に は 著 明 な 腹水 を 生じ 腹水 中 に は 大 小 種々 の 細胞 集団 








> さや tec Ra ーー N 全 2747, > > = リー ら る に ん [トト “res / thy 
A Pile FIL TWOSL EBA SM io 同時 に 多数 の 結節 状 肝 癌 も る 生じ た 。 腹水 は 無数 の * Sure 


He Zo. CHL th hb, この 腹水 を も っ て 容易 に 移植 が 出来 , 同じ 状態 を 生じ , BRB Fis 
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Ust» m At AEH I PH x = 半 ク ルー 7 22. 本 と うみ 、 2 } レン 招い 本立 is 
出来 る 。 細胞 集団 は 種々 の 大 さ , 形 を も っ て いろ が , 詳細 に みろ る と, COAVMICNH EMIS 


を か ぶっ て いろ も の が あら る 。 内 皮 細 胞 を 認め あえ な い 集 団 % 決 し て 少く な い 。 し か し 肝 閣 細胞 集 


団 が 内 皮 細 胞 に よっ て お お われ て いる こと は 肝 褒 の 組織 構造 の 本 質 と よく 一 致す る 所 で ある カ ヵ 
( 


aha 4 wes or = EF A? が Ole KP 用 FAO AEF | uk 1 も Se he 








よっ て か か る 構成 物 を 仮に “FR IH EB? と 呼ぶ こと に すれ ば 腹水 肝 敵 と は 島 ヵ 腹水 中 に 遊 見 aS 


ンー ト 合 ヒ ーー tik > エク 本 ー- へ キン メア ー I 
し て いる 状態 で , この 腹水 の 1 滴 で 果 代 移植 で きる も の で ある と いう こと に た な る 。 





3. 腹水 肝癌 の 作り 方 : 以上 の よう に し て 腹水 時 韻 が 出来 る こと が わか り , この も の は 要 


Cie tae お ろ も の と いう こと が わか っ た の で , 実験 的 肝癌 動物 の 末期 


Bahn Zoo 





陸中 に 自然 
合 に 六 細 胞 が 播種 作 と な る の と 同一 の 事 と みな され ろか ら で あ る 。 D.A.B. 飼 与 150 日 以上 


の 肝 導 動物 37 頭 の 腹水 を 検査 し た 所 16 例 に 鳥 の 遊 見 し て いる こと を 確認 し た 。 150 日 以前 


c 
ご 


と こ で か か る 腹水 を 以 て 移植 し て みる と 容易 に 移植 性 の 腹水 肝 痛 を つ 
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ry 
\4 






m 3 ふぐ HH と テー All +. HG he eee に ュ ニ ーー fhe - 7 Wisk 2-7 
くる こと が 出来 る 。 色 ち 腹水 時 瘍 に 肝癌 結節 を 背 】 大 に し て 島 を 遊 ま せ て 作る こと ゃ も 負 来る し レ > 
又 自 然 に 遊 葉 し た 島 で つく る こと も 出来 る 。 








4. FEROS Pair に つ ぃ て: 島 は 肉眼 的 に 大き な 者 か ら , 足 微 鏡 約 の 数 個 の 細胞 集団 
(に すぎ ない 者 まで , あら ゆる 段階 が な ある 。 従っ て , 結局 は 1 個 の 肝 細 胞 と 1 個 の 内 皮 細 胞 と の 
結合 体 と な る 。 事実 , 肝 冶 腹水 中 に , 細胞 2 個 の 結合 体 が 無数 に 認め られ ろ 。 我 * は 之 を 
Pair と 称し て 島 の 最終 的 形態 と みな し て いろ 。 大 き な 島 は Pair の 成長 し た 状態 で あり , 肝 


Hh CIB ZT Al cc の 鳥 の 集合 MAL 考え る の で あろ 。 fl ent Pair (tH OFC ARE Rg BK HAT. に 他 


吉田 肉腫 の 単 一 細胞 移植 と 同じ 技術 に より この Pair 1 ケ を つり 上 げ け て 移植 を 試み る と , 之 


> て 肝癌 を 生ま る 。 即ち この Pair 1 ヶ か ら 腹 水 時 癌 が 生じ 大 き な 肝 韻 結 節 も 生ま る 。 





劉 論 や や た きた > 1 ケ ヶ ケ に よう 移植 は 更に 容易 で あ a8, この こ と に つい て は 


5. 腹水 肝癌 中 の 自由 細胞 : 島 の 表面 に ある 内 皮 細 は し ば し ば 分 裂 像 を 示し 且つ 表面 か ら 





FINE 性 * In Oe Ro CORED EE REPAY 


E 2 


Url ク ブ つ 和 遊離 性 に な る と 認め られ る 状態 も ある 。 SET 





こ 両 種 の 細胞 が 多数 存在 し て いろ わけ で あろ 。 この 中 前 者 


状態 が 起 れ ば 吉田 肉腫 と 同じ も ゃ る の に な りう ろ と 予想 し た の で ある が , 








中 に 生じ て 来 な い 。 更に 細川 は 絢 報 に お いて , か か る ろ 自 由 細 胞 
(NEE, 上 皮 性 の 区 別 諾 困難 ) を も っ て 移植 する こと を 試み て いろ が , 自由 細胞 の 移植 は 常 


a 


に 陰性 で あり , 腹 IK AF Fa る 生 じ た な いし 吉田 肉 隆 様 の 腫瘍 も 生じ な い 。 この 追 Bite x の 最初 か 





> HAT mA R ァ ー SH IiE 
fy OBIE CF >) る か ら 更 に 1: 





中 で ある 。 
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Ts) IS テー ニー 7 ザ ルー ー と ーー テン 5 ur Cx Cir ie rete Hy > Im 
6. 腹水 肝癌 は どこ で で も 自由 に 之 を つく る こと の 出来 る る の で 各種 の 研究 に 応用 され る 価 





ヴー ET ンー 
(て 用 いて 


値 の あら 3 と チッ Aula 1 tb — an 2% eo kK 
HOD LLOEGR Bo MAILRZAIAKLOLEHOWME HHA 





it 共に 化学 が 


拘 検 索 計 塗 抹 標 本 で 行わ れろ が ギュ ム ザ 染色 は 


いう 。 AIC AKIFMOM fe 






ics っ ヴィ オォ レ y b EO 





27% 8%, 1951. (2) 佐藤 : 日 本 病理 学 











の 上 ae Bel Fan 
関し て , りな と 思わ 
as ae 8 め て を LSP Gz 
BZ ちる か る 
と 試み た 点 で す 。 論 婦 は 
ぶ あ る か と いう 事 は 随分 議論 に な る ea GHZ, と と か ら 
と いう ゃ の が ぷ 軸 て 来 た 事 で 問題 は 具体 的 な 材料 を も っ て 来 た と 思う 。 今後 大 い に 研究 し て みた いと 思い ま 





FL, し て 頂き 度 い と 思い ます 。 Hose» Bra io Analogie は Chorionepitheliom に 
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KD ft tee KM ICHKLET 


ou Hf eer ae 
ご 前 者 の 何等 か の 影響 に よる 増殖 と は 








た の で す 。 之 を 否定 し た 立場 か 
= 4 も と Era u ie en Be Le ae u Se SS eo = = y 
中 原 和郎 : 移 年 ぶ で きる と いう と と は それだけ で 必 ら ず し も ゃ 悪性 だ と いう こと と に ぱな ら な いと 思う の で , 
- 所 に と も の と し て も , それ 直ちに 同時 に 








2 a ee Pry a ee 
レ た ゃ も の た だ た VY Og tik.’ OO KV 


e ner m Hi yes ェ rt を ロ ein Pe aef te ee ee ee 
= hie BET ORAM 52352, Hit—-tich fbn sie 








FAA THO BBR & IBY RIS 





L, た だ ees 見 きせ て 頂い た Couple の * 


















よう に 思う ら も の で は 両者 の 分 に Disse FE ど あ る が , BE ans MeNiERrRT EHE 
LEWSRERTO—fl CdS 時 SM 
吉田 軍 三 : Hepatom Ofer aero k, こと に Sinusoid DH, FRE 
し て も 割り 切れ ん なく な り ま す 。 と れ に つい て 3 年 ほど 前 の 病理 : 
を 述べ まし た 。 THEMEBA FISZL ECT. RER D> ら 腹 水 
ee » Hepatom の #* Pm CTE, J 
ret ey i を ジラ ーー - な nv ま > 
浜崎 幸雄 : HM > Luan Viras HST. z= v7 20min 
に 接種 し て % Virus HST. は latent の 状態 で 正常 折原 に 証明 リア ゾ ヅ 色 素 を 投与 





する と Virus が 増加 する 。 そ と で Virus HST。, 吉田 腫瘍 及 へ パト ー ム は 
る 
佐藤 隆一 : ELK As 


の 個体 : 移 


な い ) 組織 が 自分 の 個体 に 移 丁 で きる か どう か , を し て , 同種 動物 の 他 
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35. 吉田 内 性 に 類似 せる 新 腹水 肉 駐 (弘前 系 ) に 関す る 研究 ( 不 


Beh 


ei 


FAZ) 





Aik 3 AEH-— RARE. 小関 哲夫 (引前 大 学 医学 部 
A New Strain of Ascites Sarcoma (Hirosaki-strain) Similar to the Yoshida 


Sarcoma (Continued). ISAMU USUBUCHI, SHOICHI OOHOSHI, 
TOSHINORI IIDA, TETSUO KOSEKI 














- 般 に 体重 の 少 い 幼 若 テッ テ を 使用 する と き は 死亡 ヨ 数 も 短く , KROB OWA I FEE 


用 する と き 史 死亡 日 数 が 長く な る が , 全体 より みて , 同時 期 に 大 体 同 大 ラッ テ に に ついて, 吉田 


で 行っ た 腹水 累 代 例 よ り 計 策 経 過 が 長い 様 で ある < 








培 奪 期 に エ 分 像 が 多く , BOBBIE, 末期 に は 再び 分 裂 減 2 
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を 区 中 3 + 困 難 で ある 。 ペル オキ シダ ー ゼ 反応 及び 墨 


m” an ) He ym (どう 
YUNG CHS CAT も 中 (ーーP 革 に 


tr i . Mer 
Jit Aw CRE CHS. 


AiR に 





ァ ノン ロ 


・ ズ ダン 帳 染色 後 電 燥 させ な いで , 直ちに 封 人 する と き ば 枠 色調 に 染色 され っ る ら の で 





FEN! 
PRE CH45 +B bN3, 吉田 肉 種 に つい て も 同様 の 

I) 吉田 肉 隆 の 腹水 所 見 に な いて も る 末期 に は 幅 ) 
佑 っ て くる の で ある が , この 傾向 は 特に 弘前 肉腫 
~150g) を 使用 し た 場合 は 経過 入 割 合 に 長く 


を 伴い , 腫瘍 細胞 は 少く な り , 定型 的 の も の は 死後 割 栓 に 依 て みっ ら と , 


2.42 Ar I ears の - be = > Fi ーー < ut Be a a u. 
を 析出 し , Sli iz 2 HE GUtDa 幼 若 = y J A 使用 し CHEM DEN ws ガ Er # HA CI ENDS, 本 





この 際 に 腹水 に は 特別 の 病原 菌 は み ら れ ず , 我 





が み られ うろ っ > 












KL, 高度 に 血行 に 現れ , 白血病 様 所 見 を 時 する る の が あら 
7027) 。 SAIC MILT ICE AL 3 Nii jit BE も 種々 
が , この 様 に 高度 の 白血病 像 を 早 し た も の 革 , mds - 小 , た き 法 枝 小 体 を 有 す 
n 型 の 核 の 周辺 に 僅か に 好 遂 を 有 し :, AREA TED ARRIC Ih ‘TIT 
ALD 5 
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Shiche, 肝 , 肺 , 心 , BE A, 腸 そ の 他 の 臓器 に 或 は 限局 性 に , RICCI Mat 


RIC EA SN Ro 特に 経過 の 長い も る の で 人 は 光 巴 腺 の 腫 岩 は 高度 に 達し て , 人 


細 網 肉腫 症 と いわ れる も の に 近く , 末期 に 血 中 に 高度 の 腫瘍 細胞 を 現 わ し て 
白血病 様 所 見 を 早 す る と き 計 正 に 人 体 光 巴 肉腫 症 の 末期 を 思わ せら ろ 。 


> 


V) 以上 の 所 見 に 依 て 弘前 肉腫 は 吉田 肉腫 と 同一 系 統 の も の と 考え られ る が , 腫瘍 形成 , 血 





素性 腹膜 導 の 高度 に 達する こと に 依 て 積 程度 の 異 る る の で あろ 。 


RI RER FICKT, 約 前 肉腫 は 吉田 肉腫 と 共に 光 巴 肉腫 と 呼ば る 可 き も る の 





36. FIR OBA GEM) OPEWK & GEA O Ji ak EY 
( 埋 田 , MTK 1, 2, 弘前 ) と の 関係 武田 勝男 , 相 沢 幹 
今村 哲二 . 棒 ZA. BABS, RTIE— 

On the Nature of a New Ascites Tumor of Rat (Takeda) and Its Relation 
to Ascites Sarcoma of Yoshida, MTK 1-2 and Hirosaki Types 
KATSUO TAKEDA, MIKI AIZAWA, TETSUJI IMAMURA, SATSUKI 
SASAGE, KATSUO MATSUMOTO, SHINICHI KANEHIRA 


Pathological Department, Hokkaido University, Sapporo). 


It became very convenient to study the several changes of each cell of tumor, 
since the discovery of ascites tumor of rat named Yoshida sarcoma. But it was a 
problem whether the special nature of Yoshida sarcoma indicates a kind of general 
characteristics of all tumois or not, because there was no other tumor of ascites 
type in Japan, which can be compared with this tumor. Recently some new ascites 
tumois of rat were discovered in Makino’s Laboratory of Hokkaido University 
(MTK 1-2) and in Usubuchi’s Laboratory of Hirosaki University (Hirosaki type). 
However, these are the same type as Yoshida sarcoma, except some variation in 
chromosomes. 

Last autumn a new ascites tumor of rat was discovered in our institute, which 
has different characteristics trom those of the Yoshida type. 

On the original tumor: This tumor originated in a pure strain of rat (Yama- 
shita strain) (280g °) spontaneously. It was found subcutaneously in chest, and 
broke out again after excision. 6 months later the tumor came out in abdominal 
cavity accompanied with ascites tumor. The original subcutaneous tumor was 
inoculated in animals subcutaneously or intra-abdominally every time when it was 
excised. However, the transplantationwas always negative in other animals. 
Only in the rat having the original tumor the tumor developed in ascites 2 


months after inoculation, and it could be transplanted intra-abdominally to other 
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animals in form of ascites tumor and continued successively 18 generations up to 
date. So it is a question whether the ascites tumor originated spontaneously or 
came out from transplanted subcutaneous tumor. 

The rat with original tumor showed at autopsy 2 large solid tumors in abdominal 
cavity and many small nodules disseminating in abdominal wall, besides free 
haemorrhagic ascites tumor in a large amount (18cc). Histologically, large, old 
solid tumor showed endothelium-like spindle cell, lining up like capillary vessels, 
surrounded by well developed fibrous and fibroid tissues. 

The small fresh solid tumor was a type of spindle cell sarcoma, lining up in a 
bundle or flowing in whirls, having much lattice fibre without connetive tissue 
stroma, and had a tendency to make vessels or sometimes many hyperemic 
capillary vessels with small development of capillary endothelium 

In some parts of spindle cell arcoma a large number of free spindle and round 
cells with many mitosis are falling into necrotic focus in solid tumor. These 
round cells, growing in abdominal cavity, should have became the ascites tumor 
of Takeda’s type. 

Successive transplantation: In Yamashita rats this ascites tumor showed a 
marked increase intra-abdominally with many mitosis. 7 days after ascites became 
haemorrhagic and many large solid tumors were formed in abdominal wall, and 
some free tumor cells agglutinated in a clot form. All the animals died of tumor 
15 days after inoculation on an average. 

Unclassified hybrid rats (Gifu strain) showed almost the same attitude as Yama- 
shita strain toward tumor transplantation, except some cases of natural healing 
after a certain development of cells. 

When tumor cells were inoculated in rats of Wistar strain all the animal healed 
spontaneously with vacuolar degeneration of tumor cells and cell reaction within 
10 days after a certain growing, just like in the cases of the transplantation of 
Yoshida sarcoma in the same strain 

In general the growth of this tumor is weaker intra-abdominally, stronger in 
subcutaneum, the cell reaction is stronger, and appearance of cells in blood and 
metastasis in organs were found less, comparing with those of Yoshida sarcoma. 

This tumor (Takeda) has a strict tendency to grow especially in Yamashita 
strain, while Yoshida sarcoma grows in some strains of rat. 

Morphology of ascites tumor: The cell of this new tumor has large round 
oval or various sized few neutral red granules by supravital staining and no azur 
granules by Giemsa staining in any stage, which are shown very apparently in 
Yoshida sarcoma. 

Nucleus of this tumor cell has a round or oval form with rich chromatin and 
DNA. Chromatin shows many irregular granules, lined up in axle type, with 
almost no apparent nucleolus. In the later stage it become large, irregular in form 


and sometimes polynuclear. 











of them chromosomes were 75-85 in 





Mitosis was found in 2%; and in 90-95% 
number which are just double those of Yoshida sarcoma. . Normal figure of mitosis 
came up to 40%, abnormal C type which is specific to this tumor amounted up 
to 30%, and that of degenerative type about 30%. 

Tumor cells generally showed fat gianules, few carbo-hydrate (with Hotchikiss’s 
method) but without oxidase reaction. It is very apparent that these cells phagocyte 
India ink and colloid silver in some quantity. Trypan blue, lithium carmine and 

ther vital staining dyes were also positive in light staining. These granules 
became apparent after post-mortal staining with dahlia. 

The morphological changes: of tumor cells during development of tumor are 
the most interesting attituede of this tumor. As described in original tumor the 
round cells of tumor change directly to spindle cells making incomplete blood 
vessels within 10-20 days, and at last to endothelium-like cells surrounded with 
proliferation of fibrous tissue, during 1-2 months of tumor growth in subcutaneous 
tissue. These spindle cells could change to round cells reversely by means of 
mitosis. 

In general the proliferating ability is strong in round young cells, weak in 
spindle cells and no mitosis in old endothelium-like cells, while the necrosis of 
tumor can be seen only in round cells, and never found in stable spindle cell. 

When the subcutaneous tumor within 10 days after transplantation was inoculated 
in abdominal cavity of other rats (that is round cell tumor), ascites tumor developed 
apparently in the cavity accompanied with solid tumor in abdominal wall, as in 
the transplantion of ascites tumor. But when subcutaneous tumor 10-20 day after 
the transplantation (that is spindle cell tumor) was inoculated intraperitoneally in 
other rats, there developed only solid tumor in abdominal wall without increase 
in ascites. Transplanting old solid tumor (fibroendothelioma-like tissue) there 
occurred no development of tumor even in abdominal wall, just as in the transplanta- 
tion of sclid original tumor. 

These facts showed that this tumor has a characteristic to change its form and 
proliferative potency according to the process and milieu during the growth. But 
it is a question whether this process is based upon the ability of maturity or 
differentiation of tumor cell itself or due to only a morphological alteration 
according to the decrease of proliferative ability, or due to the proliferative cell 
amount at the time of inoculation (Klein). 

Immunological studies: As described before, Yamashita strain and its hybrid 
died of tumor by transplanting of Takeda sarcoma as well as Yoshida, MTK 1-2, 
or Hirosaki sarcoma. In Wistar strain, purified in Takeda’s institute, not only 
these ascites tumor healed spontaneously but also Takeda sarcoma 10 days after 
an increase of cells. It means that these tumors originated from Yamashita 
strain or its hybrid, and that the species (strain)-specific immunity is common to 
these tumors. As a matter of fact, the sera of Wistar rat, in which each of these 
ascites tumors healed agglutinated not only these tumor cells, but also agglutinated 
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other ascites tumors in the same grade (160-640 X). This means the existence of 
common antigenicity among these tumors. 

On the contrary the sera of Wistar rat, in which Yoshida sarcoma healed showed 
a high titer in complement fixation test with Yoshida sarcoma and very low with 
Takeda sarcoma. The sera, healed from Takeda sarcoma, indicated a high titer 
only with Takeda sarcoma and. less with Yoshida sarcoma. 

From these facts it can be imagined that there are different antigenicities belong- 
ing specifically to each tumor, besides the common strain-specific antigenicity. 

The Wistar rats, in which Yoshida sarcoma healed, inhibited its retransplanatation 
during 100 days, while the transplantation of Takeda sarcoma in this animal 
indicated positive result within 40 days after healing. Reversely Wistar rats, in 
which Takeda sarcoma healed, inhibited its retransplantation for a long time, while 
that of Yoshida sarcoma was not so long restrained. 

As mentioned before, Wistar rat inhibited the transplantation of Yoshida and 
Takeda sarcoma during 10-30 days after immunization against normal organs of 
Yamashita strain, because Wistar rat was immunized against the common antigen 
between normal tissues of Yamashita strain and sarcoma cell, which originated from 
Yamashita strain. 

Yamashita rats in which Takeda sarcoma healed by therapy, restrained the 
transplantability of the tumor, but they showed positive transplantability of Yoshida 
sarcoma even in short interval after healing of the former. Reversely the trans- 
plantation of Takeda sarcoma in Yamashita rats was also successfull after healing 
of Yoshida sarcoma, regardless of the negative result of retransplantation of Yoshida 
sarcoma 

As described above, the:'e can be no considerable action of species (strain)-specific 
immunity between Yamashita rat and Yoshida sarcoma or Takeda sarcoma, there- 
fore the difference of immunity between these two tumors in Yamashita rat should 
be based upon a different antigenicity specific to each tumor. 

If “a” is the common antigenicity to tumor and Yamashita strain, and “y” 
and ‘‘t’’ are different antigenicities specific to Yoshida sarcoma and Takeda sarcoma, 
respectively, then: 

ay= Yoshida sarcoma, MTK 1-2, Hirosaki sarcoma. 
at= Takeda sarcoma. 

It is a problem from row on to determine whether these y and t factors belong 
strictly to the specific antigenicity of each tumor or to the small genetical difference, 
which can be considerable in the two individual rats of Yamashita strain in which 


those two types of ascites tumor originated. (SHEHFHTEICK 5) 
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埋 田 肉腫 移植 に よる 白血病 像 に つい て (第 IIHI 報 ) 


Leukemic Picture Produced by Transplantation of Yoshida Sarcoma. 
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れ に 一 致し て 強い 百 血性 変化 を 示し た 。 殊 に 肝 の 静脈 洞 内 の 腫瘍 細胞 は , BAB EENE 
め て 多く 肝 細 胞 は 高度 の 圧迫 葵 縮 に 了 っ て いる 。 肺 で は 大 量 の 場合 も 少量 の 場合 で る 腫瘍 細胞 
の 栓 塞 並 びに 周囲 へ の 浸潤 は 強い が , 唯 骨 峡 で は 骨 航 内 移植 の 時 の 移植 さん な か っ た 部 位 の 肖 
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し め 得 る こと が 明らか に な っ た 。 そし て その 血液 像 の 白 血 性 を 支配 する LOM, BHOREC 
あろ と 言え る 。 これ は 肖 丹 と 肝 , 腸 の 解剖 学 的 構造 の 相違 に 一 つの 理由 を 見 出し 得る と 思わ れ 
So つま り 肖 航 に 少量 移植 する と 。 流 血 中 に 入る 腫瘍 細胞 は 極め て 少 い が 。 SI SIAMCH ¢ 
栓 子 と な っ て 捕 促さ れる 。 その 人 後 家 航 の 腫瘍 細胞 の 増殖 と 共に それ が Herdinfekt と 同様 の 
播種 源 と な り , 獲得 性 免疫 の 影響 と を 受け な が ら 少 量 づ つ 血 中 に 入る が, SAL SIRWIRA Elio 
捕 促 せら れろ る 。 従っ て 肝 。 腸 の 腫瘍 細胞 の 増殖 は 殆 ん ど な く , 肺 で の 浸潤 が 高度 で ある 理由 と 
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胞 移 植 に 相違 を ふ び 7 こと aT) 原因 で あろ る と 思わ れる 。 


に 思わ れる ろ る 。 我 さ の 実験 中 或 る 動物 群 は 組織 学 約 に みて 失敗 し た も る の と 思わ れ 除 外し た も の だ 
が , CORPCIAS LE 3 匹 迄 心 へ の 転移 が あり 腎 。 肺 で も 同様 結節 を 作り , EHE 
か か わら ず 。 肝 は 無 変 化 で あり 血液 像 は 亜 白 血 性 で あっ た 。 これ ら 結 偶々 5 
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折 血 性 に 大 し た 影 
響 は た なく 。 む し ろ 肝 の それ が 大 きち な 役割 を 注 じ ろ も の と 解せ し め る と ころ の 事実 で ある 。 
何 吉 田 肉腫 移植 の 際 末 栓 血液 中 の 隆 瘍 細胞 の 増加 と 好 中 球 の 増加 を し ら べ た 所 。 両 者 は ほぼ 


相 平 行 し 。 そ れ 故 或 程 度 迄 の 腫瘍 細胞 の 増加 は 骨太 に 刺 戦 約 に 働き 得る も の 





38. 胡 郊 状態 に つい て (特別 講演 ) 久留 BR CORK, AD 
On Precancerous Conditions. MASARU KURU 


冶 に 対し 100 2% OUR LBS GRORWOE A » 前 癌 状態 に 対す る 認識 の 普及 は 際 床 家 に 


課せ られ た 新しい 大 きた 任 落 で ある と 信ずる 。 LL ICM TAA RUC RIBS 7 FASER 


医科 大 学 11 ヶ年 の 経験 を 基礎 と し て 。 前 痛 状 態 の 直す 特異 性 を 。 病理 組織 学 約 並 びに 陣 床 的 
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村上 夏 は この ょ うな 前 冶 状態 と し て , 立体 的 に 他 と 独立 し た 小 癌 巣 を 連続 切片 に より 追求 し た 結果 , 貴 
重なる 一 個 の 敵 巣 を 得 て , その 発生 点 を 見 出し た 。 そ の 一 つ に 充実 性 問 で , Indifferent cell と Foveolar 
Epithelium と 丁度 中 間 の 性 状 を 供え た 細胞 か ら 発生 し , 宮 基 性 に 染 る 細胞 と 核 中 位 を 示し た , 仮り に 再 
生 上 度 と 呼ば れる も の と の 連絡 を つき と め て いる (小竹 例 ) 。 

fh D Fit CHRO Foveolar Epithelium か ら 発 生 し て いる の が 明か に な っ た も の で , KID 

400x500 ミク ロン , 独立 し た 結節 で ある と と を 連続 切片 で 確か め て いる (ERG) © 
cock UV, BET Indifferent 





な お 完 は 他 と 独立 し て いる 証明 は 充分 で は な い が , 多数 の 連 
cell より 出 た も の , X) -7'cikPjito Foveolar Epithelium が 長く 
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¢ Cuticula, Paret 細胞 , Becher 細胞 を 有 し , 腸 粘膜 の ある 部 分 と 連絡 し , HE 
分 で 敵 巣 と の 連 り が 明か に され た 。 


と の よう な 胃 上 度 の Metaplasie に つい ぃ いて は 一 昨年 太田 教授 に よっ て 1 つの 体系 が 与 を られ て いる 。 と 
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証拠 を と り 上 げ て みる と 胃炎 か ら 敵 が 発生 する と いう と と も る も, 
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旧 の 切除 ラッテ 同 利 一例 に お 





た の で あろ が , 3 日 目 , 4 日 目 , 5 日 目 の 背 前 











健在 で あり , 腹 際 内 殊 に 大 綱 に は 何等 異常 を 記 め な い の で あう ろ <、 他 の 例 は 早期 に 死亡 すろ た め 
ROBBING A Thao tes 更に 背 痢 友 下 ! ※ し て ,。 そ ぞ の 動物 に 陽水 を 腸 只 内 に 
注 人 すると, 2 例 の 中 一 例 は 全く 健在 っ 一 例 は 早期 に 死亡 1 IW RSA IC 
“EHE Ur 

すう っ 

BH: ト の 諾 成績 及び 別 報 背 部 腫瘍 の 切除 じ て , Rxit, 背部 に 風 瘍 を 作り , 大 
網 上 に 瘍 細胞 が 現われ る 状態 に テッ テ を も っ て いっ て も , その 個体 に お いて は , Kibo 


抱 を 中 心 と し て 腹腔 内 に 定型 的 吉田 肉 幅 の 像 は 現われ な い 。 し か し この 様 な 大 網 を 和信 の ラテ 
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移植 する と 。 陽 仁 例 を 得る の で ある 。 更に 大 網 上 に 腫瘍 細胞 の 現われ る 時 期 に 背部 腫瘍 


を 切除 する と , その ラッ テ は 健在 で ある 。 従っ て 背部 の 腫瘍 を 可 及 的 お そく 切除 し て , 動物 の 


生存 を 計り » 腹腔 内 に 腹水 を 注入 する な ら ば , その 個体 に は 何等 か の 抵 挑 が 現われ る で あ 
ろう 2 の 示唆 を 受 と け る の CHADDS > 少数 例 の 実 LER IC: お いて 新 る 事実 が 認め られ る の で こ OfAle =) 


を 更に 追求 し た い 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よろ) 


AO. 可 移 植 性 腫瘍 に 対す る マウ ス の 感受 性 (素質 ) に 関す る 研究 


Ly Ae AP FZ A) 


Yeh 


後藤 寿 作 
Studies on Susceptibility (Diatheses) of Mice to Transplantable Tumor. 
JUSAKU GOTO 


は 昭和 4 年 以来 本 問題 を 追究 し 部 分 的 に 報告 し て きた が 最近 吉田 肉腫 に つい て これ に 関 


AR AyeR 218 


row HE YD +S 1+ tr HH He o 
E79 < KEıB3OoTTinkot HZ と め CRT Se 


腫瘍 を 移植 し て は 100 22 陽 倫 他 ! 


ま 用 し た マウ ス は 予 て 吾 々 が 1 及び の 可 移植 性 用 





0 2 を 示す 2 群 (iA, 後者 B と 仮称 ) の 百 毛 台湾 産 南京 叉 に て 形態 的 に 両者 の 区 別 困難 , 


研究 中 両 群 中 に 発生 久生 成 し た 8 種 で ある (後述 ), Me 





使用 風間 株 ! ほ ベツ シオ ー ド 交 を 除き 34 
ERSTEN ABHETT AZ は 生理 的 食塩 水 に て 剤 乳 と し 接種 





f= Et > 


し て る 同様 の 被 移植 態度 を 現 わ す や , 





a) AB 両 知 マ ウス は 何れ の 腫瘍 
の 事 考 を 検 す る た め に 吾 々 が 研究 中 偶発 又は 生成 し た 星 瘍 及び ベツ シュ ホー ド 閣 の 8 種 を 夫々 


A, B, 両 群 マウ ス へ 移植 実験 され 果 A 群 マウ ス に 原発 し た 睡 瘍 は A 群 マウ ス の み B 群 て 


パ ツ シ ュ ホ ー ド 閣 は 両 群 と も 際 性 で あ 





HEBERT AICOAL 








っ た 。 GE CH xk [aa BA 性 ) LAT SAS Y APL BOWEL 
た マウ ス 群 に 限る ] と 考え て いろ 。 

b) 感受 性 (素質 ) EMT Ae. この 事実 を 確か め る た め に 1 腫瘍 を 以 て F 5 代 ま で 
We LLC FRE Chie A ~ 7 AR 557 匹 ,B 群 638 匹 , 後 者 A 群 157 匹 ,B 群 210 
匹 に つき 夫 ぇ * 移 和 糖 実験 が な な され た 結果 極め て 僅少 な 例外 (0.7 2 以下 ) を 除き A 群 は 殆ど 100 
陽性 。B 群 は 0 2 に 近い 成 富 を 得 た 。 即ち 「 感 受 性 (素質 ) は その 子 玉 に 確実 に 逆 伝 され る 
er Zr 


HR 7 455 匹 に 及 
Hees LLLORH 
Ut ( ZOBORL ¢ 


ウス が : 如 何 に 不適 














YEE 


CREDLE EE 


pen 





当 で ある か を 証する も の で ある 。 又 か か る マウ ス は 比較 的 容易 に 何れ か (BEM, 陰性 ) に 純化 
する こと が 出来 る 。 
c) 自然 治癒. 腫瘍 の 自然 治癒 は 従来 る 論議 され て 来 た が 吉田 肉腫 に つい て も この 問題 が 
て いろ る 。 そこで これ に つい て 吾 々 の 経験 を べ うら 。 
FAC | 及 腫瘍 移植 に 際 し B 群 マウ ス は 凡 て 陰性 を 示す こと を 述べ だ が この 大 部 分 の も る の は 
oe ii ee 
て 2 一 3 週 前 後 で 吸収 され 治療 する 。 こ の 経過 と を マウ ス の 生後 日 数 (21 H-240 日 迄 ) 絢 
に 移植 実験 の 結果 交 細 例 得 発育 よく 従っ て 吸収 治療 日 数 も 延長 され 特に 1 ヶ月 以内 の 例 で は ば 稀 


WEILER ee 





> 492 例 中 2 ~ 3 週 の 問 に 吸収 され た の が 90 2 あら 。 LIN SEV ICO & 2-5 回 
OH Al 成績 は ] N EERE 753 回 。 I] ig 327 回 。 何れ る 2 ep 3 EIE で 自 1AR; bs ata 示し た 例 
S あ っ た が 陽 倫 例 は 全然 な た い 。 即ち 自然 治療 は 感受 価 マ ウス 群 に は 発現 し た い 。 従っ て 異種 移 


植 の 場合 に お けろ それ と 同意 に 解釈 され ら 。 


d) A, B, WHY Y ALRL CREME MENS 吾 々 は これ に つい て 3- 








で の 一 , 寺 述 の 如き 自然 治 疹 動物 に 特発 腫瘍 の 発生 すら こと は 古く 欧米 学者 に 依 て 斑 告 され 


4 回 移植 陰性 B 群 マウ ス に 最後 移植 61 HACK A REICH 





回 の 発生 し た 1 例 と 腫瘍 3 回 移植 。 最後 移植 後 16 日 目 に 腹 
To 特に 後者 よ | li IE 


その 二 , 11952 回 移植 陰性 マウ ス 及 び 無 処置 マッ ス 各 3 例 MU LBED Ica-nz-n 


L (Bil テン ZIEL 
2 例 を 経験 し 





BL 反対 に B 群 マウ ス に の み 100 2 移植 | 


郊 の 生成 を 企図 し 期間 3 月 塗布 日 数 62 一 64 日 塗布 中 止 後 風 瘍 移植 例 エ 48 一 75 日 目 無 処置 


例 は 119-124 日 全 例 に 問 の 生成 を み 之 等 の 或 も る の は 肺 。 光 包 腺 に 転移 あり 移 西 も 可能 で あっ 
サー 
/ー う 


CO, C 項 2 一 5 回 両 移 植 自然 治療 マウ ス 群 の 生存 し た も る の に つき B 群 マウ ス 発 主 の 目 MW 


OMG DSHS IL 2 OM OWS も 実験 され た が LT 100 2 移植 陽 








Kam 1 或 風 場 に 対し 感受 作 を 有 す ら ぁ 被 移 西 マウ ス (AR tal SL ves 
YT AORRICHES » 2) CORACHE KH) は その 子孫 に 完全 に : itt 伝 さ れ FERRARI 





う 感 受 仁 マウ ス 群 中 に は 殆ど 発現 し な いで 素質 を 異 に し H 
MOM AICO STIEMMCMSN 3. 9 PRISER O JE: 


NUD A THAD AE RL FRE IC IG LPT FSK EOS BEB HU か な いく 


AMIE: ARE, B 群 は 如何 に し て 造り まし た : 
RRB: |, 
分 けた が これ は 各々 











A®, BEZZEUIZ TREO EBRE CBT 3 L 023 L Ron za 


え 六 の 平均 寿 舎 は どの 位 で すか 。 
Li SOF MOB MBE AK 2 週 乃至 3 BOM cS So, 併 し 雑種 群 へ の 移 西 の 
『 に 長期 に 芋 る も の が ある 。 


: 腫 瘍 移 西 取 ち 発育 死 で も り 際 性 と は 全然 発育 し な いも の は 勿論 自然 治 疹 例 を も 含ん で い 








41. 肉腫 発生 に 関す る 半 種 移 西 の 影響 滝沢 邊 次 郎 , PERLE, 

HERR BR RE (千葉 大 学 医学 部 聞 

Influence of the Heterotransplantaiion on the Production of Sarcoma. 

NOBUJIRO TAKIZAWA, HIROMITSU ITO, TOMIJIRO UEKUSA, 
TAKASHI SHIMADA 





= 
RY 
zZ 
N 
She 
> 4 
X 
wi 
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SS 
= 
os 


ER HD SH 3 BS BRE 
得る こと に つい て は 多く の 報告 が ある 。 一 昨年 の 本 会 に お いて る 教 宣 の 篠崎 は 二 -F 日 尿 に 発生 
し た 果 稿 肉 風 を 白 長 に 異種 移植 する と 第 1 回 よく 増殖 する が 第 2 回 目 の 移植 で 結 第 1 回 目 と 
の 開 隔 が 2 週 乃 玉 2 月 位 の 聞 は 移植 肉 風 組織 の 増殖 が : 抑 制 さ れ , その 間 嘱 が 3 ヶ月 以上 経過 
する と 心 移植 可能 に な る こと を 報告 し た 且 そ の 際 の 周囲 組織 の 反応 も その 聞 隔 が 2 週 乃 至 2 ケ 
月 の 開 は 極め て 強く 。 移植 肉 腫 組織 の 変性 。 填 死 が つよ い ぅ 

演者 等 さか か る 発育 績 止 作用 が 移植 腫瘍 で な く 腫瘍 の 発生 即ち 原発 幅 間 に 如何 に 影響 すう 
を 検 す ら た め 次 の 実験 を 行っ た ぅ 

Eh: 120 OR 20 匹 の 実験 群 に 対照 群 で 緒 西 山 氏 の 方 法 に 従い 20 
2 衛 谷 柄 次 0.6cc を 右側 春 部 の 皮下 組織 に 連日 注射 を 行い , 実験 群 に は 日 展 果 酔 肉 睡 を 約 


2 EPO CEU BIC FMR DK LG, 同時 に それ と 反対 側 の 右側 春 部 に 2506 Fi 


‘jh O0.6cc の 皮下 注射 を 連日 行っ て 両 表 に お けろ る 肉 種 形成 の 差違 を 比較 し 





は 20 匹 中 17 匹 に は 第 1 回 異種 移植 で 陽性 の 結果 を 得 た が 他 の 3 ET 


は 移 西風 場 池 超 米 粒 大 に 達する の み で それ 以上 発育 し な か っ た 。 約 2 財 聞 後に 行っ を 第 2 EIN 








OAR AE aL 発育 と みな か っ た っ 以後 実験 終了 迄 の 間 に 15 乃至 44 WOR 
PRES HM OR に 行っ た が 肉 : 計 全然 み られ ず , 但し 実験 辞 の 1 匹 CV. 2 ) 
と 14 ja fo: と 移植 CHE | ee AL LALA: MAN CA ISO HER 
RD LOD 1 個 発生 し た 。 LL LOU -HoRFHTINEITE RICK RR T > 
た が 陰 っ 結局 2 適 聞 位 の 聞 忠 で 異種 移植 を 行う と 移 西風 瘍 の 発育 は 完全 に 阻止 され 
で お る こと に か る 。 

Lena: [部 位 の 所 細 抱 の 増 疾 と 懇 原 線 紅 の 増殖 が 起り その 結果 











WEHORFRDd, 一 部 の も ゃ の で は 線維 芽 細 胞 の 増殖 に より 結節 状 の 線維 腫 性 肥厚 を 示す も 
の が あり 。 他 の 例 で は 線維 性 報 痕 性 に 硝子 化す る 像 が 見 られ 衛 散 糖 波 と 言う 同一 の 外因 に 対し 
て 個体 の 反応 の 差 に より 腫瘍 性 増殖 か ら 肖 根性 線維 性 肥厚 に 至る 色々 の 段階 の 変化 を 示し て お 
> し か る に か か る 所 見 は 対照 群 の 例 に お いて る 同様 に 認め られ て 両者 の 問 に は 異種 移植 の 有 
無 に よろ と 思わ れる 差違 を 形態 学 的 に 見 出し 苑 か っ た 。 ぅ MAL ERICH 3 NEAR 
種 移植 を 繰り 返し た 実験 群 の 方 に 著 明 で あっ た <+ 

次 に 肉腫 の 発生 に つい て ば 実験 群 で は 実験 日 数 306 日 (異種 移植 回 数 15 回 ) と 560 日 (異種 
移植 回 数 34 回 ) の 2 例 に お いて 肉腫 の 発生 を みた 即ち 102 で あろ る 。 LOAM 20-30 H 
後に は 召 卵 大 こと なっ た , そこ で これ を 他 の 白 民 に 移植 する と 何れ も 雛 卵 大 と なり, 殊 に 306 H 
で 発生 し た 肉腫 果 代 移植 に より 現在 13 代 に 達し て お り ま す 。 これ 等 の 肉腫 は 組織 学 的 に は 
主として 紡 鍵 形 の 線維 形成 性 の 細胞 か ら な り , 一 部 に は 多 形 性 細胞 が 混 じ し て お る > ぅ 

更に 対照 群 に お いて は 実験 日 数 662 日 と 748 日 に 肉 種 と し て 増殖 し , 大 さ は 超 難 卵 大 に 達し 
た ぅ DHEA, 正良 に 移植 し た が 何れ も 陰性 で あっ た >。 又 組 織 学 的 に は 線維 肉腫 で あっ 
た 。 即ち 対照 群 で も 1022 に 肉腫 を 発生 し た 。 

以上 の 所 見 か ら 濃 厚 衛 訪 糖 疲 の 連続 注射 に よる 肉腫 の 発生 は 対照 群 と これ に 二 十 日 最 果 橋 肉 


腫 の 異種 移植 を 合併 し た 実験 群 と の 間 に 着 し い 差 違 よ は な く 返 っ て 実験 群 の 方 が 実験 日 数 が 少く 
て 肉腫 が 発生 し て お り 。 そ の 可 移 植 性 も 実験 群 の 方 の も る の に 明 膝 で あっ て , これ に 反し て 実験 


群 に お いて ニナ 日 最 果 精 肉 星 の 移植 増殖 が 第 2 回 以後 完全 に 胃 止 され て お ろ る こと と は 全く 対 
貴 的 の 所 見 で ある 。 

即ち 肉腫 組織 の 頻 回 異種 移 丁 に よっ て 惹起 し た 移植 腫瘍 に 対す っ 発育 旬 下 作用 叶 睡 瘍 発生 の 
状態 に な い 個 休 に お ける ろう 腫瘍 の 発育 は 阻止 する が 和 世 薦 精 注 笛 に よろ 肉腫 発生 状態 に あろ 個体 の 
原発 腫 場 の 発生 並び に その 発育 対し て は この 難 正 作用 は 有効 で な いこ と を 示唆 し て お う 。 


( 婦 部 省 和 学研 究 費 に よろ ) 


パー 
ーー 


42. 悪性 風 移 西 に 対す る 化学 物質 の 影響 に つい て (第 一 


滝沢 延 次 郎 , ADH, 植草 富 次 郎 (生葉 大 学 較 学部 病理 学 教 宣 ) 
Influence of Chemical Substances on the Transplantation of the 
Malignant Tumor (Report I) NOBUJIRO TAKIZAWA, 
MITSUKANE OTA, TOMIJIRO UEKUSA 


1941 年 に R. Kuhn は 水溶 性 の Tetrazolium 塩 が 水素 を と っ て 還元 され ら る と 紅色 の 脂 溶 





性 の Formazane に か わら こと に より Tetrazolium tice l CHS TES 
提唱 し ニス ズ 1948 年 に Siegert は この 性 質 を 利用 し て 二 十 日 局 の 腹水 敵 に 作用 させ て 交 細 胞 
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還元 部 位 を 示し 得る こと を 報告 し 。 同年 Straus は これ を 人 体 腫瘍 に 応用 し , 3 Meyer 

Arendt は これ に よっ て 腫瘍 細胞 を 証明 し 得る と 主張 し て お る , 2 1949 年 に Holscher は 
Glucose 等 に より 酸素 供給 を 充分 に する と この Tetrazolium 塩 に よっ て 弁 瘍 細胞 中 の Dehy- 
drase の 証明 が 可能 で ある と 提唱 し て お る 。 

演者 等 は 千葉 大 学 医学 部 医 化 学 教室 の 赤松 教授 より 分 与 さ れ た Triphenyl tetrazolium 
chlorid, 及び Hydroxytriphenyl-tetrazolium chlorid を 二 二 日 選 ヒ ノン 冶 の 腹腔 内 移植 例 
(に お いて その 腹腔 内 に 移植 前 , 移植 直後 , 癌 性 腹水 発生 後 と に 分 け て 注射 し , MENON 
織 に 対す る 影響 を 検査 し た 。 

使用 方 法 は Triphenyl tetrazolium chlorid は 0.5g を 50cc の 生理 的 食塩 水 と Puffer 

し て KH.PO, 5 cc, Na,HPO, 45 cc を 加え た も の 即ち pH を 補正 し た 0.522 次 を 更に 10 fF 
ICHRL 0.0522 の 溶液 と し その 0.1cc 宛 を 腹腔 内 に 注入 し た 。 (毎日 乃至 2 Ai 置き に ) L 
Hydroxy-triphenyl-tetrazolium chlorid は 同様 に pH を 和 補正 し た 0.12 液 を 更に 20 倍 に 
稀釈 し 0.00522 溶 液 を 0.2cc 爺 毎日 駐 隔 日 に 腹腔 内 に 注射 し た 。 

に 験 結果 は ヒノ フン 癌 の 腹腔 移植 後に 韻 性 腹水 が 現われ て か ら 注 射 を 開始 し た も の は Trime- 
thyl tetrazolium chlorid 例 で は 3 群 あ り 実 験 例 数 25 We, 対照 12 匹 で ある が 腹水 の 程度 及 


腫瘍 の 出現 に つい て は 著しい 差 は み られ な い が そ の 内 2 例 に お いて 生 偉 の 延長 が み られ , # 
通 は 12 乃至 14 日 位 で 死亡 すべ きも る の が 40 乃至 50 日 生存 し た , この 例 に お けろ 用 腔 内 腫瘍 組 
織 は 対照 に 比 し て 核 の 濃縮 像 が 区 し くそ の 外 瘍 の 発育 が 遅延 し た 像 を 志 し て お う 。 次 に Hy- 


25 匹 対 照 12 匹 で ある ろ が, IN 





droxytrimethyltetrazolium 0237 44 

瘍 の 発生 。 腹水 の 程度 等 に は 大 差 な く , 僅か に 1-2 日 の 生命 の 延長 の 傾向 を みた だ のみ で あっ た 。 
に ヒノ ン 玉 移 西 と 同時 に Hydroxyl-trimethyl-tetrazolium chlorid 注 対 の 例 計 実 験 例 

数 6 UL, 対照 数 2 匹 で ある が 培 性 腹水 出現 の 時 期 が 2 乃至 4 HERL PEN 2 - い る の 


se Weal ee chr ic EEE 2 . 
Git ASE Hs (CSI RX 2 PAT 





fi 
\ 
9 
8 
に 


で は Trimethyl-tetrazolium chlorid で は 移 
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Cc 





(て S いい て 腹 水 の 3 nt 生 rt Eur pu rs 2 [ 克 UT (3 xp IK 
6 Wh 3 UE) で 生々 少 く , ORTEN TE DATE RRC SC 2 HN 


上 延長 し (実験 の 都合 で 途中 で 解剖 し た * の 方 が 多い ) て お る 。 3 Hydroxy-tri- 





methyl-tetrazolium chlorid + HE 25 PUG 7 v RARSHET TC 


の 注射 回 
13 回 で あろ が 注射 回数 が 11,13 回 の 場合 は 力 消耗 の た め 対 照 群 と の 問 に 革 違 が み 
1 て Di : 





られ な い が 10 AL FOR Ar KO HA 一 般 に 著しく 減少 し 。 腫瘍 形成 も 概して 少く 

な り 。 生存 日 数 の 著しく 延長 せる も の 100 日 に 達する LOMLIGGOP KORY AN 40 

例 が 生じ , ヒノ ン 病 腹腔 内 移植 に 対し 抑制 的 に 作用 - 
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次 に 腫瘍 組織 の 組織 学 的 変化 に つい て は Trimethyl-tetrazolium chlorid 注射 例 で は 腹腔 
内 に 注 遊 る 冶 細 胞 は 一 般 に 核 濃縮 に 傾き , 原 形質 の 塩基 性 が 減少 し , 且 原 形質 中 の Pyronin 
陣 人 性 頼 粒 が 減少 し 。 腹腔 壁 の 腫瘍 結節 に お いて も 核 の 変性 壮 縮 。 原 形質 内 の 空 乃 形 成 。 Pyro- 






nin [oe ROMY 2D られ る 。 

3 Hydroxytrimethyltetrazolium chlorid 注射 例 に お いて は WEA IC PRES SD 
変性 更に 強く , 核 の 高度 の 変性 壮 縮 , 原形 質 の 塩基 作 の 減退 の 外 に 敬 明 た 境界 鋭利 な 空 胞 形成 
が 原形 質 内 に 現われ , 殊 に 核 の 周囲 に 集 る 傾向 が あり Hydroxytrimethyl tetrazolium chlo- 
rid に より Reductionsort に お ける 化学 的 変化 を 示す 所 見 と 考え られ うら 像 が ム られ ら 。 ZL 
Pyronin SH OBEN IBOTIT, 殊 に 核 の 周囲 に 著 明 な 消失 が 認め あら れ て お る こと る これ 


と 関係 ある 所 兄 と 考え られ る 。 腹壁 の 腫瘍 結節 に お いて も 痛 細 胞 の 貴央 。 OR, 


周囲 の 著 明 た 空 胞 形 成 。Pyronin FARORML ASN. 





以上 の 所 見 か ら み る と 未だ 実験 例 数 が 少 い が ヒノ ン 冶 の 腹腔 内 移植 の 如く 直接 に 


作用 せしめ 往 ろ 場合 に ば 上 述 の 如き 睡 瘍 細胞 内 の Dehydrase に 作 


し 


is 


ductionsort に 変化 を 起 さ し めそ の 結果 , 腫瘍 細胞 の 増殖 能力 の 消耗 を 若 起 : 


D, 化学 療法 に 応用 し 得る 根拠 を 得 た と 考え ます 。 交 部 省 科 学研 究 費 に よろ 


43. RE PEME DY DO SER bie BA 移植 こつ いて 
田村 潤 (名 斉 屋 大 学 医学 部 # 
On the Heterologous Transplantation of Malignant Tumors into the 


Anterior Chamber. ZYUN TAMURA 





種 移植 に お いて 。, 眼球 前 房 を 用 うる 方 法 は , 古く より 試み られ た が , 特に Gree- 





ne は 1941 年 以来 。 人 体 悪 性 腫瘍 を 家 兎 及び 海 狼 の 前 房 に 移植 する こと に 成功 し 。 これ に よ 


) 除 片 の 密 微 鏡 的 検査 





ン IERIE. HR VY. Hr le osuTabyn oe > L 3 ム ay - ー に ント ラマ で! 
り ? で の ② の i 場 の 悪性 度 の 前 = DSAY HET v= てこ を 強調 し > の i 法 カ 


ar 


に 騰 る も の と 称し て いる 。 し か る に 一 方 Towbin, Morris 4, Lushbaugh 等 も , この 方 法 を 


AT] 応用 し ? =O Shi ne も i の 極め - て 不定 75. う 事 を Ary この 診 DIRT B yf 





各種 の 人 体 及び 動物 悪 
(RICHER) ZF TW Bo 
HR x Ho AHEM 


Ais ARGUE lo, 眼科 手術 + 式 に 従い , REO R, 





Re OS ONE IC ST LAL RAK ORE (i 


の 














て 切開 を 加え 。 TH KDE 1-2mm の 腫瘍 片 を 挿入 。 角 膜 面 を 軽く 提 C, これ を 前 房 6 
7 リー イン a oe NIZA he ee Sate NLZ で と 1 oe ~~ LEY She AVE hy デミ テレ 
則 に 移動 させ た 。 以後 これ を 鉛 察 し 適当 な 時 期 に 眼球 名 出 を 行い , 組織 学 的 検索 を 施し 
7 こっ 


En] Ei EA ye TZE 3 EET ES 日 REELS en we 
HE ATKOFNICCHECHM, FU, A SRR EDR CREM, RURBAM, FER 
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AM Hi, 24 例 に 施行 し た 。 材料 採取 より 移植 完了 迄 の 時 間 は ,20 分 時 間 で ある 。 

肉眼 的 観察 1 例 に お いて , 材料 不潔 の た め , 全 了 眼球 炎 を 生じ た ( 落 沢 肉腫 )。 3 例 は , それ 
ぞ れ , 8 AACN), 10 FACAANMD, 35 日 目 (乳癌 ) に 完全 に 吸収 消失 し た 。 BHR 
し た の は 。 3HAC3 MD), 4 日 目 (4 例 )。 5 日 目 (2 例 ), EEE 


i 





日 目 (2 例 ), 90 日 目 (1 例 ) - o 腫瘍 片 挿入 後 , 前 房 内 の 潤 濁 及び 経度 の 眼球 突出 が 生ま 


al FIR) CHR 


し た が 。 4 日 目 に は 多少 縮 少 。 鮮明 と な り ,。 以後 余り その 


> 





る が 3 一 7 日 で 大 体 消失 する 。 HRAIRZAX LOM. 90 日 観察 





初音 瘍 片 の 周明 が や パ 









al ORLY. ※ の 肥大 js 








た 30 HEA ED HY A Fr BA FEB IS E13 
ヵ i は 白色 と た な っ た が 急激 Mam bm 





管 始 著 明 な 血管 新生 は みみ られ な か っ た っ しかるに, 吸収 消 


Tit tL Gt tte eo oe 7 <b — fete nase? Oy NE eee に 
Aik O, PRAM E & 7 THREE OD TGA IC Inj 
TE = =: ル し ルー シン に We Ae? u. ノ Til jaw bay ーー Nasir ble 日 目 占 た 
の 周 0} 0D, 急激 に に 縮小 消失 し た 。 全 例 に におい て, 腫瘍 片 の 肉眼 的 





原 組織 構造 








り , の 配列 叶 乱れ て いう ろ 。 特に その 中 央 部 で 剛 各 と 共に 多く の も の ば 核 崩壊 、 核 濃 
Le Base OS MIB) ょ cmT マ クト nh BR ET EA po LY om 2 otter es IH AT 
WACTS Ao 同 辺 1.7 - れ に 接 ! た だ 虹彩 よ りう が カバ He も だ ナル lds EPS, HNIT 人 て 1 LAL 





は な い 。 95-10 日 で は 。 
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FE 増加 し 内 部 に 侵 人 


fis レセ A 7 7 Im iil or ar Al FE] eet pm I. 
明 り 。 B の 構造 江 全 DOOF, 既に 湯 痕 化し , Misch 
ry 
/ ~ + » 「 ゴ オク ん 





Til i bE Anta HN FLSA Ici = 
NOTRE CD Oy FIAT 








テ ビ ルー K グ ie > ー > AR Me ES nun Le LS kr 
し (て PF (+2 54135, Greene ば iD 月 の 好適 な 場 で ある と ええ 。 これ DIT 


有効 で ある と 述べ て いろ が , Towbin, Morris 等 。Lushbaugh 等 ほそ の 成績 の 低 率 な た こと よ 











デュ ルキ エキ oe fn 2 
INT DUNS » 


Ay +7, PN 7 ur Aal と MER? 1 =. ry, 17 SL I Ae 
IDE APABGIVF, 3, PANO PAM EE Ke WERT, で の 吸収 経過 が 





臣 だ 緩慢 で め る こと より みれ ば , 適当 な 条件 下 に お いて は ,。 前 房 せ 腫瘍 疹 育 に 有利 な 点 の あ 


( 婦 部 省 科 学研 究 容 に よろ ) 














附 講 
武田 勝男 : 動物 の 前 眼 房 移 西 は 結局 異種 移 征 で ある が その 成否 は 直接 の 条件 と 異種 組織 に 対す る 個体 の 
免疫 の 発生 が 関係 する , 前 妥 房 移 柄 が と き に 成功 する の は と の 部 の 免 商 発現 が 他 組 織 に 比べ て きわ め て 低 





ども は 癌 の 租 


TG 


旬 に 時 期 に より 変っ て いく と と が ある と 考え て いる 。 

る と 始め あな つか な く て も , 後に つく よう に な る と と が ある と いう 

私 は か ね が ね > この よう な こと が 叙 二 原 睡 揚 の 組織 像 の 変遷 と 関係 ある の で に な v 

ちよ っ と 前 有 眼 房 内 異種 移 丁 実験 を 始 あ か か っ た が 失敗 し た 。 そ れ で , 移 西 の 結果 と ! 
卸 覧 に な っ て お られ る か と いう と と を 御 訴 ね 致し た い の だ が:。 


田村 潤 : 現在 の 所 , MRR LE OMRicx Se eae 見 て い な い 。 
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4. AMEKEKEHOMNEFE BERBZ. 森脇 三郎 , 橋本 基 KAW) 


On Cultivation of Human Skin Cancer in Vitro. TOKUJI FUJINAMI, 
SABURO MORIWAKI, HAJIME HASHIMOTO 


\ FAME NEE @ [ASS FE AME CH 5 fe Ic Carrel a. Barrow を 初め と し て Maccarruni, ak 


HORE DEH ( DRICIED, AMOS TRML EN Tits 周知 の 








ンス 


LED GACH MMS AL, 転移 を 営み 自己 に 固有 な ら ざ : 








し うる 能力 を 有 し て いう 。 逆 に 細胞 の 多い 実質 性 の 如 


皮 細 胞 よ りな むしろ 容易 に カレ ル 引 中 に 発育 する の で な いか と の 想像 の 下 に か よう な 条件 を 具 え 


た 最初 の 一 例 と し て 41 才 男 子 の 左 類 部 に 生じ た 発症 以来 3 月 を 経た 





(hits 次 で 第 二 例 と し て 59 FH T- DIN, 





瘍 の 体外 載 養 に 成功 し た 。 RLF SRC RE: 





UL BLreeEz lmm? OH て 切り = これ を カレ ル REICH] as 


イィ ルッ ーー ツー 7 > お へ 
(し (上 さき =f 2, FE 


» 37°C RISA ICHIRS 35 REE ROSE RIC 





PAE ICR XR IE 


1 支柱 : HENS Dv EL COL FN m+ ALR Amat, 1: BR: 3 1437 41 u FRR 


? 


HE Ne FEIERLICH FED + ATR TEL. OD 支柱: BEN AE 1 + ALR] SAE 1 ER : OG 
胎 液 @ HEE: 人 疾 へ 血 毅 , RRR: 稀 胎 液 ③④ 支柱 : ANA, HEA 8 倍 タ イロ ー 
RRA AE 5 支柱 : RENE, HER: 319 I en - ANGE @ 支柱 : HE 
NR, ER: Mii, WhO @ 及び (5 を 除く 外 は 培 枚 陽 作 で あっ た 、 特 : こ © の 如 


く 全 く 軸 種 策 白 の 二 地 で 発育 が み ら れ た が 7 日 月 か ら 増 殖 し 初め た こと か ら 必 二 し IHR 





bye 7 L Na » と 、 >» 2257 ı > a 3 a. 22 pas tyr G@ pot a っ Le 
Lt ゎ $ の と 過言 し えい 。 Fk て DIIRK も よい と 思わ れ S ぅ も の は 及び 2 で DIRT, I = HLS 


FOOTER 48 EN IE 72 時 間 後 か ら 発育 し 初め る 。 そ < UL LCM, 肉腫 を 





同 わ 体外 培養 に み ら れ ら 特徴 的 な も の で あら 所 の 母 組織 片 の 周 胃 を 遊走 し た 円 形 細胞 が 囲む 
MOCOCIMUE ① Cho CTHBS ties POMEL Cie 
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KK, ZERERTISKOHHG Ed ES RE HEUOHET - TCHALTID, PERS 
BITIES LOHR SFR RI A LET, 発育 の 中 心 点 が 各所 に 存する こ 
と を 指示 する も の と 思わ れる 。 カレ ル 角 中 の 欠 察 の た め 細 胞 内 の 微細 構造 は 強 拡大 で は 乃 うこ 
と は 不可 能 で ある が , 根 棒 状 。 膜 状 の 新生 細胞 の 相互 は 厚 形質 。 核 共に 大 小 不揃い で 。 核 る 円 
形 本 円 形 等 に 久 校 小 体 も 1 一 2 個 あ り , 且 細 胞 聞 橋 に より 相互 に 連絡 し て いろ る 。 核分裂 を 生 
きた 委 で 追求 する こと は 至難 で ある が , 数 個 の 有 糸 分 像 と 思わ れる も の を 認め た 。 AH 2 
し 較 的 笑 明 で あろ が 人 後期 に な る と 色素 頼 粒 と 
む 様 に な り , 一 般 に 褐 大 色 を 早 す る 。 次 で 閣 細 胞 の 悪性 度 の 強い も の は 
その 運動 ? うと の 想像 の 下 に 3 日 2 聞 時 間 開 隔 で ヵ カ レル 氏 中 で 冶 細 胞 の 運動 を 追求 


し 写真 に 収め た っ 即ち 2 個 の 遊 見 せ る 細胞 が 初め 相 重 る 如く 見 える が 遂に 両 原形 質 が 融合 せる 


SZ At 






DROFDRAZMHTRRHOHUEFEL, ZI ILo 1 個 の 細胞 ろ る も の 。 母 組織 に 近 
遊 其 せる 細胞 の 円 形 を 早 せ る も の が 核 原形 質 共 長 く 延 び 。 両 者 と も くびれ を 生じ 


に 連絡 し た まま 母 組織 片 に 近づき これ に 附 着 す る も の 。 dert 





fal CHARS RULE 1 個 が 遊 見 し て 円 形 細胞 と な る も の 。 最 先 端 の 細胞 が 


割れ 目 を 生じ , 縦 の 方 向 に 深く な り 分 裂 し 。 一 方 が ずれ て 一 直線 に 並ぶ 。 そ し て 衝 端 の 細胞 が 





分 離し 円 形 の 遊 苑 細胞 と な る も の 。 多核 の 巨大 細胞 は 分 裂 こ そ 示 さなか っ た が プア メー ボ 様 の 
突起 を だ し て : ン 婦 新生 細胞 群 の 母 組織 も 静止 し て は お ら ず 絶え ず 少 レ し づつ 変形 し て いろ る 。 


以 FR: 々 人 f ABE 7 He AM AR RO RFE JUN ae Wee CHE 胎 圧 搾 液 を カ レ ie a CER EL E 
の まま で 病 細 胞 の 動き を 検 鏡 し た 。 更に その 増殖 を 吉田 肉腫 , ANHOHR HL CHE 


今 迄 考え られ て いた 得 困 難 で な いこ と を 確 め 得 た 。 ( 婦 部 省 科 学研 究 費 に よろ ) 


45. アゾ 色素 に よる 実験 的 肝 導 形 成 過程 に お ける 細胞 学 的 研究 
田中 達也 (北大 動物 ) 
Cytological Study of the Azo Dye Hepatoma of Rat Through the Course 
of Its Development. TATSUYA TANAKA 


腫瘍 細胞 に お ける 核 学 的 変化 。 及 びそ の 行動 に 関す る 研究 は 冶 の 起 原 に 対し 極め て 重要 
義 を 有する ろ る も の で あろ 。 最近 牧野 (1951, 1952) は 吉田 肉腫 の 細胞 学 的 研究 を 行い 。 腫瘍 の 増殖 
の 主体 を な す も の は, 40 内 外 の 染色 体 を 有 し , 特有 た な 核 型 (22 一 24 個 の 棒状 染色 体 と 16~18 


HOV た ら び に 本 型 染色 体 ) を 有する 一 群 の 種 笑 細胞 Strain Cells) で ある こと を 明らか に 
し た 。 腫瘍 細胞 に お けろ かく の 如き 核 型 の 変化 は 。 如何 な る 時 期 に 如何 な る 理由 に 基 い て 生ま 
る か は 冶 発 生 機 構 解明 の 上 に 最 も 重要 な 半 題 で ある 。 この 問題 の 解決 は 当然 発癌 過程 に お ける 
染色 体 の 変化 の 階段 的 追求 に 供 た ね ば な ら た な い 。 著者 は 牧野 教授 指導 の も と に シロ ネズ ミ 
156 

















(Ratius norvegicus) LTYHBEELRHL, 
果 を 得 た の で 。 ここ に その 結果 を 報告 する 。 

) 正常 ショ ネズ ミ の 体 細胞 染色 体 数 : 先 ま この 研究 の 前 失 と し て , シロ ネズ ミ 胎 見 の 体 
細胞 染色 体 数 や 分 像 時 に お ける 末 色 体 の 行動 を 各種 の 妖 視 に お いて 調査 し た 。 そ の 結果 大 部 分 


の 細胞 ( 約 802) は シロ ネズ ミ の 正常 基本 数 を 有 し , 残余 の 細胞 は 36-49, 79-84 の 2 群 に 


ZENA ICE] 3AHo rer Ar 7 行い Sk F Py ARE 
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St 


HSRABAHKOFROBZZETLHSPLCLT (田中 1951)。 し か し たがら 発 : EN 


日 fw 2 っ 
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a5 4 itd Lee IDG. 年 人 EE fee 77 La HA 
胎 見 の 発育 過程 と は 異 る る の で 。 #9, BHEGERULOCMEE L HRICHALAT SLO 


と BZ DA る の で > 分 理 促 進 Hulk CAT FA 成熟 N Ti 物 の 体 冶 AiO fh, 


1 フー デ ーー テー デ 


やこ と 





が 必要 と な っ た 。 こ の 目的 の た め と 肝臓 の 部 分 的 切除 を 行い その 再生 過程 に お けろ 肝 細 胞 の 
浴 色 体 数 を 調べ た 結果 。 観察 細胞 絵 数 1165 個 に 対し 正常 基本 数 を 有する ろ も の が 327 個 で あ 
染色 体 数 の 変異 36-46, 59-64, 78-89 の 3 群 に 区 別 さ れる 。 そ し 


! 変 を 示す 群 は 。 基 本 数 42 を 前 後 す る 1 HF 





中 期 に か け て 分 裂 L , 末期 に は 殆ど 観察 され な い 。 従っ て 肝臓 再生 に 直接 装 
は 。 基 本 数 42 を 中 心 と し た 1 群 の 細胞 で ある こと を 明らか に し た (田中 1952), タス シロ ネズ 
ミ の 染色 体 は 生殖 細胞 な ら び に 体 細胞 いま れ も す べ て 棒状 3 
染色 体 は 全然 ふく まれ な い (牧野 1942, 1943, 田中 1951)。 

2) 肝癌 形成 仙 程 に お ける 人 染色体 数 の 変異 : 動物 は 当 教 室 で 

Wistar 系 シロ ネズ ミ を 用 いた 。 動物 に 対す る 発癌 剤 o-Aminoazotoluene (O. A. T.) の 投 
法 は 佐 < 木 及び 吉田 (1935) の 原 法 に 従っ た 。 O. A. 投与 後 
り 。 主として 押し つぶ し 法 (田中 1851) に よっ て 標本 を 作り 観 有 









E り 比較 検討 し た 。 BERNER BIC 














X Heidenhain 鉄 へ マト キシ リン で 染色 観 

胸像 を 観察 する こと が 出来 た の は 15 HACH 4S. ZOWRICE 
SALSA SM Lis 観察 され た 細胞 31 個 に つい て 染色 体 数 を 測 
本 数 42 を 有 し 。 残余 の 9 Na 39-49 © 
O.A.T 投与 日 数 の 経 









3 と 共に 次 第 に 増加 し , 約 1008 
方 heteroploid, semitetraploid の 細胞 も 次 第 に 増加 す 


で は 分 像 の 主体 を な す 細 胞 は , HARK AZ の 染色 体 講 成 を 有する 細胞 で 





38-49 の 1 群 の * nl FONsB3 ra 





で < 
Ss 





le SbOCH 4M, CORRECT 


て 正常 肝 細 胞 と 異 る 所 が な いと いえ よう 。 





| 前 後に な る と , 肝 細 胞 の 分 像 更に 盛 に た り , それ と 同時 に 





に た なろ 。 こ の 様 な 状態 に ある 細胞 は 好 塩 基 人 性 の 原形 質 と 桜 
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“HEF 異形 核 の 出現 も 次 第 に 増加 を 示し 的 に 細胞 の 大 小 不同 が 頭 著 で ある 。 この 時 





数 を 有する 細胞 結 依然 分 裂 の 主体 を な し て いろ る が, それ と 同 





期 の 染色 体 数 を 








時 に 40 一 46 Ic. CHF fa (KH 
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堂 基 本 数 42 を 有 す ら 細胞 で あろ が , 120 H-165 日 に な る と hyperdiploid DH FAHRT 


Cs 


た っ SUT 1208-135 





プー ッッ マル tt. 


oo eae ee 
BIRD る ゃ も の と 支え られ る の で 





3) 腹水 肝 冶 の 形成 : 上 述 の 如く 肝 冶 に は 吉田 肉腫 。 MTK 肉腫 に 見 る 如く 特有 た な 染色 





EBK oF L 28H. L 9 
体 構成 が ある こと が 明か と な 














て , 連続 的 調査 を する 必要 が ある 。 こ の 目的 の た め に 。 も し 肝 冶 を 腹水 系 に 置換 する こと が ! 
た れ ば , 移植 操作 。 な ら び に 肝 六 の 染色 体 構成 調査 の 上 に 極め て 2 
E 衝 し て 腹水 系 へ の 置換 実 


の 染色 体 数 を 調べ て みろ と , 





と め 。 BPH 
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の 方 の 専門 的 な 人 の 仕事 が 必要 な の で 田中 理 の 研究 に 期待 し - 











1 + ーー ー nu 3 HABA ies 1 に er ” 22 pr RE < cae a as BE 
SRV, と て とれ で 同 題 の 決定 と いう わけ に は 行か な い 。 ZROWROEREMU ET. BOMAÄRFTE 
に わた っ て いる の で 。 内 た の 専門 の 人 が 。 夫々 の 回 の 立 5 事 が 最も 大 きい 意味 を も つと 思 
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廣 野 9 # 
Cytological Study on the Cycle of the Morphological Changes of 





Yoshida Sarcoma Cells in Intraperitoneal Transplantation. 
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8-0.05cc 用 いた <- 
[1] 第 ッッ デ 腹腔 内 に 移植 せ ば 移植 後 
約 2 時 間 に し て 幅 瘍 細胞 は は 核 細胞 質 共に 好 塩 基 任 強く 7? 核 は は 緊 満 し 4 時 間 目 頃 よ り 塗 抹 ギ 


ム ザ 染色 標本 で 細胞 質 に 無 雪 の 小 : 


ミレ シース 状 或 い 江 不正 島 





er 


Ty Er fm Add まま mr), LAY WAnictan 
の 形 の 如何 に か か わら ず 。 殆 ん ど 腫瘍 細胞 に 現れ て くる 。 


スト カー ミン 染色 法 。 過 活 度 酸 シ ッ フ 染色 法 等 に より 強 陽 作 に 染 り , 





An EI ち 移植 直後 F 0 糖 ) gu ff, ‘ty を 施行 し て て みろ に IT. 移植 eA > 時 
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すろ に 到 ろ 。 16 時 間 目 頃 よ り 滞 次 精 原 減少 し 。 移植 後 時 間 目 に は 未だ 殆 / 
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的 少 い 。 更に 移植 後 48 時 間 目 に 到 れ ば 約 3 
移植 第 4 日 目 こ は 時 々 糖 原 合 有 細胞 が み ら れ 以 f 25 Tl 








常に 稀 に 少数 の 細胞 に み ら れ うろ 。 毎回 移植 時 に み BIS 精 原 の 閉 
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に お 5 角 完 全 に 静止 核 に 到達 せる も る の で は 分 
ERCitiws 一 方 。 # キル ゴー ル 氏 液 0.2 
ー0.3 cc 注入 し 腫瘍 細 RATTE & PDA UC Ha ET HH ER 


シン 。 ep pane 「 FT at 
よる が で の 中 (て 分 葉 


お ける al も 


14 


1 目 の も る の で は 腫 








ur A 112, En Her 2 et Tp 
LHL CH by j か ら 第 Mj へ の 過程 














MIETPRIT OU TA ER RER it ALS KH AU LP FROH EMS NE CHR 

っ ICA UCH AUT HMO HIN FR EN & Ze DRI IH TSB PIC AHOPE Er MR 
有 し アプ ズー ル 頼 粒 も 散乱 し た 状態 と な る 。 RIYVKOM OF EKOWMBHFM LED, E 
細胞 の 変性 乃至 填 死 も 多数 に み ら れ る 。 即ち 細胞 の 物質 代謝 産物 , 月 壊 産物 蓄積 に よる 腹水 の 
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47. UL Wii WOK IA ED YE (4 TK MAT, 牧野 佐 二 郎 


“es 


A Preliminary Study on the Chromosomes of the Hirosaki Sarcoma 
KYOKO KANO, SAJIRO MAKINO 


‘Zoological Institute, Hokkaido University) 


Some observations were made on the chromosomes of the tumor cells in the 
Hirosaki sarcoma which is a strain of transplantable ascites-tumors occurring in 
white rats; it was established by Dr. Usubuchi of the Hirosaki College (1951). 

Karyological studies of the Yoshida sarcoma made by Makino (1951, 1952) led to 
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the conclusion that there is present a strain of tumor cells which contribute: 
primarily to the growth of the tumor, and further that these cells possess a 
peculiar chromosome constitution, not only in the chromosome number but also in 
the morphological character of the complement. In the Hirosaki sarcoma here 
concerned, it was found that there occur several types of strain tumor cells which 
are characterized by certain numbeis of rod-, V- and J-shaped chromosomes of 
varying sizes. These strain cells invariably contain the prominent V-shaped 
chromosomes of large size which vary in number from two to five by the cell. 
Based on the numbers of large V-chromosomes, the strain cells were classified into 
the following four types; ‘‘2V-type’’, “3V-type”, “4V-type” and “5V-type”. 
Though the number of chromosomes approximates 40 in every cell type, the 
strain cells possess their own characteristic constitution of chromosomes which is 
clearly distinguishable from one another. The chromosome constitutions of these 


four cell types are represented by the following formula :— 


Chromosome formula 


Cell type 


2V-type (23—26) R + (14-17) V & J 
3V-type (20-24) R + (16-19) V & J 
4V-type (19-22) R + (17-20) V & J 
5 V-type (18—21) R + 7-19)V & J 


Evidence was presented that the total number of chromosomes tends to decrease: 
with the increase of the number of the large V-shaped chromosomes; for instance 
the number of chromosomes was 39-41 in the 2V-type cell, 38-41 in the 3V-type 
cell, 37-41 in the 4V-type cell and 36-39 in the 5V-type cell, respectively. From 
this fact it may be deduced that the mutational change of chromosomes has occurred 
independently at least in four cells. 

The frequency of the metaphase figures of the tumor cells was observed in four 
cell types, based on the daily observations throughout the duration ranging from 
the 2nd day to the 8th day after transplantation in the material from two tumor 
rats. The results indicated that tumor cells of the 4V-type showed the highest 
frequency in occurrence and those of the 3V-type ranked second, being followed 
by ‚those of the 2V-type and the 5V-type. This fact suggests that there is difference 












in activity among the strain cells of four types. SCE BLE DTIC IT E 5) 

Bt 講 
吉田 富 三 : 1LHOMMD bier somit CHMOREEFICRMHUT OE Cit, V 型 染色 
体 の 致 を 以 て 一 つの 固定 し た 核 型 と きめ て か か る 事 は 危険 だ と 思い ます 。 WS 2V 型 , 3V Homo 
系 続 を きめ て か か る の 和 危険 だ と 思い ます 。 
佐藤 春 郎 : 1 個 の 吉田 肉弾 細胞 を 移 征 し て , これ か ら 増 攻 し た 子孫 の 細胞 に つい て 観察 し た 結果 , や は 
り 染色 体 枯 成 に 変動 の ちあ る と と を みた 。 BENESDH ck, か な り の 貼 を 有 っ た 変動 が ぶ 許 され る 
の で は な いか と 忌 う 。 
Aid 3: Dit BkARA HHA 常に 類似 し , 同一 系 続 の も る の と 考え られ る の で あり ます が , 
解剖 学 的 に に 生 竹 過 の 長い も の に 禁 液 PWIA MAA DHSCL, KEINER mT O 
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強い こと が 程度 的 の 差違 と し て み ら れ まし た 。 細胞 学 的 に は 発見 当初 に 生々 異 っ て いる と 思わ れ た 点 も 系 
代 移植 中 に 次 第 に 和 失わ れ て 吉田 肉腫 と 区 別 す る こと と は 困難 と 思っ て いま し た 。 R Ak し は 
提 見 は 累代 移植 中 に 他 の 諸 特徴 と 異 っ て 変化 し な いも の で し よ ょ うか 。 
き と 有 弱い と き と で 差違 が み ら れ な いも の で し よう か 。 
AL: 2V Hee 5V 型 ま で に 属す る ※ す すべ て 種族 細 有 的 の 店 の 系 統 を 
に 細胞 1 ヶ 移 西 実験 に より 確 め て > 4 り ま す 
佐藤 氏 に 対し :* が ある 巾 を も つこ と と に 対し て 。 
数 系 統 を 含む 形 の も の で ある か に 戸 言 出来 な い が , 弘前 系 内 
に 区 別 し う る 系 統 を その 中 に 一 つ は 含む な こ 
抽 現 する 分 死 像 の 染色 体 の 調査 が 必要 で ある と 考え られ ま 
臼 淵 教授 に 対し : 果 代 移 年 に よる 変化 が み ら れ た の は 現在 の と と ろ で は , 各 細 胞 型 の 出現 疾 諾 に 関 レ 
て の み で あり ます 。 
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48. 用 状 放 射 性 物質 に よる 避 性 腫 間 の 実験 的 研究 
山下 久雄 , 鈴木 勝 , 藤田 順一 , 木下 文男 (Km, 国立 東京 第 二 岩 芝 ) 


« 
Experimental Studies on the Treatment of Malignant Tumors with 
Colloidal Radioactive Substances HISAO YAMASHITA, 


MASARU SUZUKI, JUNICHI FUJITA, 
FUMIO KINOSHITA 





KAD CALHRET AY P-L SEES REO LU SER TOR RE 





を 組織 内 に 直接 注入 する 方 法 で ある 。 LOB, その LOMERICHECH 5 C, 放射 能 の 寿命 
TEMBHEL WY, この 意味 で , 目下 の 処 An® が 最も 理想 的 の 様 に 考え られ て いろ が , 
期 が 余り 短 か 過 ぎる の で , 我が国 で は 未だ 使用 不能 で ある ろ ぅ 。 そこ で , CrP®O, Zn650, 


F "a 


TuAg SOMBRE lo CRRL to MB 





1 ラン VHA, iA 
Ehrlich 等 を 用 い , 皮下 移植 せる これ 等 笛 瘍 の 内 部 及び その 周辺 部 に 放射 性 肥 状 液 を 大 約 30 


5 の を 0.1 一 0.3 cc HH, WHOM CHL. 場合 に よっ て は 一 定 の 期 





> 腫瘍 の 著しい 縮 少 を 認め 。 都合 の よい 時 江 そ の 消失 を 見 た だ 。 
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ar AS CO VE 


とけ て いら ぅ 。 Ehrlich Kr zoHälchh +30 放射 能 の 強 さ が | 


3 Te ンー aa > Ih re tl 
J E C あろ る から, これ は 放射 線 


2 [ a 4 EE ae: eee . > ぶる トリル ラー = Tv ーー ft be SY nie >. J In = Im 
IX : の 相 EDITED OD u SZIFITID C CHE 32 を 加減 し な けれ ば N な いっ o 





ae a se ee re a cet 
CrP”O, と Zn®O と の 作用 を 比較 する と 。 Zn O の 方 が 作用 が 強く 。 し か も その 作用 香 囲 
IR Ue ST ロロ 日 月 っ ェ ES “nn クコ 85 WARP ay Fla L ] ン Le bee oe か で OD 
が 広く 。 作 用 期間 が 長い 。 これ は Zn5?O の 半減 期 の 長い こと と 。7 線 を 放射 する た めで ある 
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EEE > tHe Dee = Lie Ha eos トロ ER 
= AG の つえ オレン つう 6 KZAMI DL EAATDONR F 減 期 の 長い 
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エニ ティー 1 PR T181 AaB RG. dm BEE ae eed 
iWOuUC ) P ? I r E 減 期 の 短い DY» 臨床 的 効果 が 19) 
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牧野 佐 二 部 , 田中 達也 
Preliminary Experiments of Growth Inhibition by Podophylin in the 
Ascites-Tumor of Rats SAJIRO MAKINO, TATSUYA TANAKA 


‘Zoological Institute, Hokkaido University) 


In the former studies by Makino (1951, 1952) it was found that in both the 
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Yoshida sarcoma and MTK-sarcomas there is present a definite strain of tumor 
cells which have their own characteristic chromosome constitutions and multiply 
with regular mitotic behavior. For instance the strain cells of the Yoshida sarcoma 
contain+40 chromosomes which consist of 16 to 18 V- and J-shaped elements and 
22 to 24 rod-shaped ones: on account of this peculiarity they are markedly differen- 
tiated from those of the host for which 42 rod-shaped chromosomes are typical. 
The growth of the tumor is primarily caused by the proliferation of these strain 
cells. In the course of multiplication a part of the proliferating cells undergo 
aberrant mitotic processes. 

Podophyllin has been known to act as a poison damaging the cells especially at 
metaphase. By the application of this drug, cell division is generally arrested at 
metaphase and the chromosomes swell and fuse into irregular masses, leading to 
death of the cells. In our experiment 0.1, 0.05 and 0.01% solutions of podophyllin 
were used ; for preparation 0.1, 0.05 and 0.01g of podophyllin were dissolved in 
isotonic glucose solution consisting of 6.73g glucose and 100cc of dist. water. 
About 1 cc of the podophyllin solution was injected into the peritoneal cavities of 
tumor rats, about 100g in body weight, on the 6th day after transplantation when 
the proliferation of tumor cells is most active. The following descriptions may 
be made concerning the results of a 0.122 podophyllin experiments only. Within 
15 to 30 minutes after injection, disturbed mitotic figures were observable in tumor 
cells. The number of disintegrating cells increases with the advance of time. 
The majority of disintegrating cells are of large size. At about 1.5 hours after 
treatment, 2 major part of tumor cells was destroyed. At 10 to 12 hours after 
injection there are present in the tumor ascites a large number of degenerating 
cells, and together with them a certain number of tumor cells at the resting stage 
which are characterized by a small amount of cytoplasm and single, well-defined 
compact nucleus. At about 24 hours after injection, most of the degenerating cells 
become invisible in the ascites; probably they are absorbed by certain phagocytes. 
But there are in the ascites at this stage the tumor cells of small size which have 
remained unaffected or free from the action of the drug. Then these small tumor 
cells begin to divide by normal mitosis, and become active in division about three 
days after injection. At that time the great majority of the dividing cells was 
found to belong to the strain cells with approximately 40 chromosomes showing 
the characteristic constitution (Table 1). At about five days after podophyllin- 
treatment, the ascites tumor showed its characteristic development. At this stage 
the podophyilin injection was made again. The disintegration of tumor cells 
occurred in a similar way to the former case, and after about five days the tumor 
became developed again into its characteristic feature. Thus the podophyllin 
injection was made successively three times in the same tumor rats. The experi- 
ments resulted in a considerable prolongation of the life span in tumor rats, each 
living for 41, 42, 47, 49, 51 and 56 days. The evidence presented is very striking 
when we refer to the fact that nontreated control tumor rats died in 9 to 12 
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days after the transplantation of the tumor. 

Finally, it may be said that a part of the strain cells remain unaffected or free 
from the action of podophyllin. These strain cells are able to resist unfavourable 
conditions of the surrounding medium. Probably they have acquired in their 
surfaces protective properties. In other words, the surface of these cells may be 
provided with a structure not permeable to noxious substances of the medium. 
Thus pıotected, the strain cells can remain alive in the presence of unfavourable 
conditions by transforming themselves into the small-sized resistant form. The 
regeneration of the tumor is made through multiplication of the resistant strain 
cells. 

The authois are greatly indebted to Dr. I. Cornman of the George Washington 
University Cancer Clinic for supplying podoyhyllin with helpful advice. 

Table 1. Results of observations on dividing cells in the tumor ascites, 


on the 4th day after injection of 0.1% podophyllin solution. 


% of strain cells 


ith. AG San % of abnormal cells 


95.41 % 4.6 % 
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50. 各種 薬物 の 吉田 肉 放 に 対す る 増殖 阻止 作用 (第 4 報 ) 
特に 鉄 化合 物 の 吉田 肉腫 に 対す る 作用 に つい て 
TER (東京 大 学 医学 部 柿沼 内 科 ) 

Screening Test of the Chemical Compounds which Inhibit Yoshida 
Sarcoma (IV) With Special Reference to the Action of the 


Iron Compounds Against Yoshida Sarcoma. 


TSUNESHIGE ROKUJO 





鉄 に 生体 内 に お いて 各種 の 重 妥 た 生理 作用 を 有する の で ある が :, 鉄 化合 物 と 吉田 肉腫 の 増殖 
こ l の { Yo 

体重 80-130 gm OAIRZ HAIL, 鉄 化合 物 は 10mg を 0.5cc OFNICHAKICIAMEL, 腹 
腔 内 注射 を 行っ を ぅ 効果 判定 は 腹水 塗 抹 標 本 。 割 検 所 見 及び 生存 期間 を 対照 と 比較 し た っ 。 

Bbq Ft 及び 壇 化 第 二 鉄 10mg HBAS 日 目 よ り 連 日 投写 する と 。 腹水 中 の 腫瘍 細胞 は 

I ip DEREN TATRA ED られ な い が , EINATERLIU, 
上 上 1 

壇 化 第 二 鉄 10mg を 1 回 腹腔 内 注射 し, その 後 2-5 日 に 移植 する と 腫瘍 の 増殖 は 著 レ く 








Bika, 腹水 中 の 腫瘍 細胞 は 少く , 腹腔 内 腫瘍 浸出 も 少 い が , 生存 期間 の 延長 に み ら れ た な い 。 
この 作用 は 塩化 第 一 鉄 で は 策 却 く , くえん 酸 鉄 。 くえん 酸 鉄 安 門 。 矯 酸 鉄 安 門 及 び 能 鉄 加里 
HELEN 

RT FAÄNAILNTWEICERE (0.1 cc Lit 0.2 cc, 1-2 回 度 下 注射 ) で 肝 傷 害 を 起 レ し , A 


rt 


RIC IRA RICHER CMLL CHT 3, BION ST SHARE (EAU ESF 








し , RKENEERIE UR FMOHACHLHIAL AP BB 
カタ ラー ぞ と 関係 付け る 意味 で , 微量 の 硫酸 銅 (0.1mg, 0.2mg, 0.25mg, 又は 0.4mg 


1 回) と 地 化 第 二 鉄 を 同時 に 併用 する と ,。 胃 正 作用 は 策 減 到 レ し , 腹腔 内 腫瘍 浸潤 も 増 た の 傾向 


チト クロ ー ム 系 辞 素 及び カタ ラー ゼ ぞ 系 酵素 を 増強 する と い ぃ われ て いろ る チロ キシ ン (0.1mg 
毎日 , 0.2mg HH, 度 下 注射 ) を 併用 し た 場合 も 。 阻止 効果 は 幾 分 減 到 の 傾向 に あろ ぅ 
d.1 メチ オォ ニン (20mg. 毎日 ) 及び 葉酸 (7.5mg 毎日 又は 嘱 日 ) の 併用 は 塩化 第 二 鉄 の 効 


5 テッ とみ 1; 
ダー チズ な い o 





SUCH 
塩化 第 二 鉄 (10 mg 1 KID) と Bye (7.57 又は 157, 1 回 又は 4 日 毎 に 1 回 ) を 併用 
し , 第 1 回 の 塩化 第 二 鉄 投 与 後 。 2 一 5 日 に 移植 する と , 阻止 効果 著しく , 鉄 半 独 の 場合 に 比 し 


sa Ze RY pene? 
BIRD の 投与 回 数 が 多い 場合 は か えっ て 生存 SHB tRER L ie 





腹水 の 腫瘍 細胞 は 持 減少 し て お り , 細 胞体 に は 粗大 な 空 泡 を 有する う 場 合 が 多 
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“ 
op 


30 全 例 45 の うち 移植 陰性 例 11, 20 日 以上 生存 し た 例 7 , BT 18 





例 で 4022 に あっ た り ,。 投与 回 数 は 少く し た 31 例 で は 移植 陰性 例 9, 20 日 以上 生存 し た 例 TG, 


ある 。 但し 移植 際 





合せ て 16 例 で 5122 と な り , 同期 間 の 無 処置 対照 群 57 例 の 7 2 に 比 し 大 


レル に リー テン ドム Hig ki ガル トー 地 yy AE HI) ユン 人 ん | つて ツア Ne 
性 に 終 -9 例 の うち 3 例 を 除き , # 移植 も 陰性 で ある 。 B,。 を 併用 し た 例 で も, 硫酸 銅 。 チ 


ロキ シン 及び クロ ロフ オル ム を 併 用 する と 革 正 効果 計 は 減 細 する 。 








以上 の 如く 鉄 の 前 処置 に 依り 吉田 肉 種 の 増殖 を 阻止 で きる が , ZONE IR) 
強く , 塩化 第 OD, MOREA ITH CHS, 遊離 する 鉄 イ オン の 存在 が 必 
要 で ある こと を 示し て いる 。 

4s4rä LOH AIMICYT 3 EFF HIMOEHT, TORRE To CHIL 
Tb, 直正 され , By の 併用 に 依り 鉄 の 作用 計 強 め ら れ , クロ ロフ オル ス 。 
sik Bey YOPIICK)D BMOSNS5012, KOVR + ン と 





AS 2 関与 o> 7 = テニ と ょ と ーー ar Wiest chine A 
し レ て の 記 接 作用 の み と は 考え られ ず ,。 肝 機 能 の 関 し て いる こと も 考え られ る ろ る 。 Lakh Ce 


I 
en ee ・ tl ps4 : tenes Lm iiZ 4,3 = »»- ı&rnNY rent Sr Se sere 
FA MFROBMNDSEHEL, 腫瘍 細胞 の み 減 少し て いる こと 等 より も , 生体 内 に 入 つ た 鉄 が 弾 場 


細胞 に rl NS; FR WCE} 173 も の と 思わ れろ 0 
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クロ ロフ オル ム 。 四 塩化 炭素 。 MRA RUF oer vy ON 
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用 は 塩化 第 二 鉄 の 吉田 肉腫 に 対す る 作用 を むし ろ 減 弱 せ し め , この 作用 は 鉄 の 重金属 イオ 
し て の 腫瘍 細胞 に 対す る 直接 作用 と ば か り は は 定め られ な い 。 

Pt 議 
中 原 和 郎 : 鉄 の 影響 に つい て トキ ッ ホ ル モ ン と の 関係 に ね ける 興味 か ら , FeCl, 溶液 を 皮下 に 移 征 し た 
肉腫 を 有する マウ ス に 注射 し ・ NKK 


ン と 


き 影響 は 見 ちら ん れ な か っ た 


する 。 


A: 吉田 肉腫 の 皮下 騨 井 に 対す る 鉄 の 効果 は あま り 著 し く な い 様 で す 。 


51. GK AEG SEA RENT 田中 伸一 , 清水 俊雄 
WEE, HAH, ER X 


こっ Te Pe He hy BS Ar Fe HEL ) 
THER J-IX 3:9 こっこ た イニ テッ 日 比 野 ly TIKIT Ft) 


Enzymatical Studies on Some Anticarcinogens. SHINICHI TANAKA, 
TOSHIO SHIMIZU, MASAHIKO KOIKE, HIROMITSU 
SHIMIZU, FUTORU ISOGAI 
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メチ ル -5- クロ ロビ ニー ルケ グ ト ン (以下 VK) る 103M で 殆 ん ど 呼 吸 を 阻止 すら 
F (以下 NM) は 





Do グン シグ クジ 


レア レラ 
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7%, ATP, DPN, チト 





っ 前 記 
紋 因 性 呼吸 の 場合 と 同じ く VK, AP は 非常 な : NM, UT,X 線 の 順に 


Een 26 チア ミノ プリ サリン 





チロ ー ル アミ ド ( 以 下 AP) LE 


し て いろ 。 三 こ で 呼吸 紙 害 が 電子 伝達 系 の どこ に あろ る か を みろ る ため に 先 づ プア スコ ュ ル ビ 


し 





ン 酸 チト クロ ー ム C-> チ トク ロー スム オキ シダ ー ぞ 酸素 の 系 | 





er EORICOWT Potter の 反応 系 で こ 
れ を 観察 すら と VK, AP,NM,UT,X 線 , 何れ る 全く 上 な い 。 し か し DP, AP mE 
く こ れ を 抑え ろ る 。 INCH] 


Ho これ に 対し て コハク 酸化 を 同じ く Potter の 反応 率 で 検索 ずる と f 
れれ もこ れ を 抑 > ら 。 故に VK, AP,NM,UT,X MoM Site 


sé FSS fr] 
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系 に あり , DP,PA は 脆 水 
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Gere BIC a > ARLE 

つい て は NM, DP, PA, (CA.%& b OH#2338 Yo BICMRBRB ICOM TcIKATPase に 対 
し て は 著 変 た く phosphatase に 対し て は Acid-phosphatase/c%} L <PAZSH#F 3 2:Alka- 
line-phosphatase (Cit #ABE 4272100 解 糖 作用 に つい て は in vivo で 薬剤 を 使用 し た 時 の 
解 本 中 間 産 物 た ろ 薦 世 精 6 ORR, HORE 6 RRR, 果糖 1.6 焼 酸 等 を 計測 し た が 有意 と 思わ れる ろ 結 
果 は 得 ら れ た か っ た 。 in vitro の 実験 で 解 積 作 用 を Mg, ATP,DPN, 4:44 1.6} 
た 反応 系 で 観察 する と VK tt M/500 で 嫌気 性 。 好 気 性 共に か た なり の 大 害 作用 を 


Xi DEREOHEL AT し か る に AP は 低 濃度 で は 却 っ て 促進 する と いう 抽 味 ぁ 





関し て は 前 記 の 通り で ある が これ と エネ ルギー 的 






エス デメ {| fe Ge KR = BE Ie 近 え な いよ 1 cj あら る 。 同位 ICH と や PP ォ を と 使 


DEND incorporation に る 貴 閉 な る 影響 ば 与え > て 
と VK,AP,NM,UT,DP, PA は 呼吸 四 害 が あり 。 
つい て は VK は 阻害 状 し く NM,X 線 は 軽く 折 ぇ , AP は 促進 する と いう 結果 を 得 た 。 








92. ナイ トロ ジエン マス ター ド N オ キサ イド (ナイ トロ ミン ) の 
linn VS OF 完 田坂 定 孝 BRAT, HRS, Bessa, 
APS, ASB, 玉置 8 (FREE SORIA NH) 

Clinical Studies on Nitrogen Mustard N-oxide. SADATAKA 
TASAKA, YASOICHI TOMIZUKA, JITSUO NITTA, 


SHIGETOMO SHIKAMA, YUTAKA KAZATO, 
AKIRA OTANI, TSUTOMU TAMAKI, 





i: tt: z Th ey っ ー ーー ニ fry de S41 HE od 
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ISON S YS BIE Fi 2 FR 止め る と いう こと で あろ う 。 HROTA bu Yyrr vr FR 


種 誘 豆 体 の うち 最も 量 みく 臨床 的 に よく 使用 さ 入 た も の は Methyl-bis (jj-chlorethy1) 
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amine (M. B. A.) CH 5% INE MEMBRIC RIES 
Ro SOCIM COMME SAK LOOREICHS ST SHAT DINO CH 52° Stah- 


man & Bergman は 1946 年 に マウ ス の 致死 量 に 関し て 報告 を 行っ て いろ 。 Fi RBB 





分 析 化 学 数 室 に お い ぃ いて Methyl-bis (3-chlorethyl) aminoxide (M.B.A.O) の る 
Dil, 既に 吉田 肉腫 に KL TIER a Bank ips ES され て いろ >。 


RLU: © M.B.A.0, な M.B.A. に 比較 L て 分 配 系 数 が 極め て 少 い こと 
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M.B.A.O. EL て thiosulfate 消費 が 少く 。 こ れ は M.B.A.O. 7:5 0- 






Atom が : 除 あら ろ い は M.B.A.O. © immonium 形成 が 抑制 され っ ろ た め 


45 ET っ ょ ロロ T 合 ヒー en 2“: 
使用 が 可能 で あろ うと いう こと ! 
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E 来 の Tris (3-chlorethyl) amine 
て いろ 。 MARAIEKORI- FIERF SV, MM 


対し て は 無効 で あっ た が , 【 








pal こ ゎ ゃ の が あり I 
カ て 対し て 如何 た 
か が 興味 の 舘 点 と な っ た 訳 で あろ る 。 
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月 る ? IT 





使用 量 に 主として 10 mg~50 mg 


ーー ゴー - 





他 7 例 計 30 例 で 








ver 100 m 1 減少 し た も の 。30 mg 約 1 7} Hic kD ALE = 
レ じ た も の Bo @ MACHR MBAS LD Dy ERC 





を 示し た も の が 12 ある 。 © 





化 は な たい 。 次 で M.B.A.O. の 特異 た 性 格 と し て 鎖 色 作用 を 
bs, その 後 1 回 10mg 
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Weick DUES, Pr, RIED END CO3. ZO MRCOU TIAA TR 





され われ は 外部 に あら 民 れ 7 

















DSW AKE HO 20-50 mg を 約 2cc CAEL CHEE AL Healt & SOM MR 
を 認め て いろ 。 その 組織 学 的 検索 は 後に ゆま る 。 これ を 要する に Nitrogen Mustard N-oxide 
に 関す る 現在 迄 の 臨床 成績 を 概観 する に , ある 程度 の 胃 症 状 は ある が その 他 特 こ 人 造血 職 器 に 対 
未だ 明確 で な い 俳 L 


ft YE レフ < 有朋 ヶ & ETEK Fir 2 isp - Sb = A IB 7 
X «| R 態 の 改 療 を 認め る こ と が 間 RHO, IHREN EAM ぎす ろ る 効果 も 


Ly +04 


ンー (438 7407 Bee Ss d BEE Ls ユー 
すら 侵 組 は 確 に 軽減 され た が われ われ の 最 も 期待 し た ヵ 








) め ろ 処 で あり 使用 方 法 の 工夫 , 長期 の 注意 深い 投与 。 又 投与 中 目 後 の 観察 , 等 の 必要 を 感じ 


て いら 次 第 で ある > (文部 省 科 学研 究 費 に よろ) 


53. 吉田 肉腫 に よる 化学 療法 の 実験 的 研究 (IIL) Nitrogen- 
mustard A N-oxide の 抑 市 効果 Beeps. 櫻井 鉄夫 . 
吉田 富 三 , 佐藤 春 郎 , 小林 好 吉 
( 革 理 研究 会 研究 所 ・ 東 北大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant Growth Employing 
Yoshida Sarcoma Animals. (III) The Effect of N-Oxide Derivatives 
of Nitrogen Mustards. MORIZO ISHIDATE, YOSHIO 


SAKURAI, TOMIZO YOSHIDA, HARUO 
SATO, KOKICHI KOBAYASHI 


前 直り に お ぃ て Methyl-bis (3-chloroethyl)-amine-N-oxide (MBAO) |: Nitro- 


en 致死 量 (LD) 最小 有効 王 
mo,kg ラッ テ me/kg 


1. CH,-N(CH,CH CI), | 2.5.3.0 | + に 
. CH,-N(CH,CH,Cl), | 30.0 5.0 En | + 





i) 


O 
3. N/CH,CH,Cı), 2.5~3.0 > も 
4. N(CH.CH.CI), 3 
| 
O 
5. H.,C。-N-(CH CR CD, | 3.0 0.5 + rf 
6. H,,C,-N-(CH CH,Cl), 30.0~ 3.0 + m 


O 


7. Cl-CH CH -N N-CH CH C1 0.7 4 
8. CI-CH,CH.-N N-CH CH CI 100.150 7.0 * + 
O 


1) 第 II 報 Prco. Jap. Acad. Vol. 27 (1951), 49. 


作用 bit HMMS SME ECM BORK, MIAO REA SNSLD 
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ト は 接種 動物 の 明 に 














IE» 
Kl 


5。 Gall 


16. C,H,C 


gen mustard (MBA) より 毒 力 が 閉 し く 低下 し 反対 に 腫瘍 細胞 に 対す 


り 選択 的 で 1 
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(こつ き 


ee > el 
PICS 6 5 2 (ffl 


IDEE] 


CH 


CH 
CH 


ae 
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18. O—S 


CH 


CH, 


CICH,CH 


CH 


て とれ ん ら と で れ ら の 


nee ree tm Ban 
VEIT IE N is 


-N(CH 








































化学 療法 係数 は 大 と な る 


> 1 > Jr 
is. 7% な ろ る こと を 見 


ul 


吉田 肉腫 に 対す る 作用 を 比較 検 


この 種 化 


N-oxide 類 の 
個 の -chloroethyl 基 を 有する 化合 物 で ある , 
明 と ら カ (ご 抑制 ir WE 








用 を 有 し て いろ が 何れ も 毒性 は 


- 3-chloroethyl 共 1 個 を 有する 化合 物 の 系 列 で 


E つ て 抑制 作用 江見 


FL > 


=iL50 N-oxide Uf られ な い 結 果 を 得 た 。 


N CH,CH C1 


N CH,CH,.Cl 300 


N CH.CH Cl 30x50 


N CH CH CI 


N CH CH Cl 70~100 
N CH CH C1 500 
O 
3 # 


Im: 
mg/kg 


te AA! 


En: (LD) 


mg kg ラッ テ 
CH CI), 60.0 
H.-N/CH CH CI), 10.0 30. 
CH_CH Cl), 80~100 
(CH_CH Cl 


-Cl- 
CH, 


NCH CH Cl). 
~ \CH,CH,CI.C1,- 

N CH, 

| 0.05 

CH 


ちあ る ちろ が その 原型 も 


討 し た 。 
合 物 の 原型 (3.5,7) 





る 抑制 乃至 破 圭 効 果 エ よ 


。 今回 は 他 の Nitrogen mustard 系 化合 物 数 


第 1 表 は 分 


MBA より 改善 さ 


この 事実 は は 作 





の は 無く 。 こ れ を N-oxide と し た も の (4.6,8) の 中 4 以外 は 壮 力 は 著しく 低下 し 


Ih: Hera Oe = | 
作用 殆ど 見 


作用 


. て いら うら 。 その 中 Amyl-bis-(jp-chloroethy1)-amine-N-oxide は 優れ た も の で あら 。 


E 


SW 


Fl JE 




















第 3 表 に お いて 15,16 は 芳香 環 を 有 す ろ bifunctional の 化合 物 で ある が これ ら は 抑制 作用 


は 保持 し て いろ が 全体 と し て 作用 は 極め て 級 い も の で ある ろ 。17,18 の 中 殊 こ 17 の 化合 物 は タ 


ロ ル の 活性 は 可 成 り 強 いも る の で ある が 特定 の 作用 は 見 られ な い 。 19,20 の 如き 第 四 級 ア 


ゥ ュ ス 仁 素 に 作用 基 を 有する 化合 物 は 無 作 用 で あろ 。 か か る 形式 の 化合 物 ク ロ ル は 全く 安定 人 


れ て いろ る こと と 相関 連 す か る で あろ う 。 21 の 化合 物 は 米国 に お いて SKK 1133 (TEM) と し - 
験 され 注目 され て いろ る も の で あろ が 吉田 肉腫 の 実験 に お いて も 有効 の 成績 を 得 た > 
- MBAO は 水溶 液 と し て pH 7 附近 に 調整 放置 すれ ば 除 々 に 次 の 第 1 図 に 示す 如 
CH CH .C1 .CH,CH C1 CH CH Cl 
CH,-N: — CH。-N cy + CH,-N< 
( NORCO a | ‘il < 
: "Cm, 


O 
| I N 
HS-R 


'O-CH.-CH Cl 


‘ \ 
x “ 


CH CH Cl _ CHCH,-S-R _.. し CH -CP CI HS-R CH,CH 


u og CH 


CH,-N 


【 \ M MI 
第 1 図 





き 極 


-SR 


£ «CH, 
CH.CH.OH ; \CHCH OR CH CH -S-R : CH CH -SR 


まで 体内 で 大 大 態 と な る と 考え られ ろ る 。 TEILE ATERE (ポー ラテ ラロ タク 
ーー を eS Lee ー ヤ pe Ba. nt ee レベ ョ > ニッ マン ぶち か ヤ の th Py 
フィ ー に よる ) EC FAFA YLHSOHUEP TS: CK II ALT AT E LV APELALSF 





DIS EGRAOTRYORIC R146 > PH=7.2 常温 に お いて MBAO £4254 vik 


BETAS HUTTE ICAE BR (N) と 同時 に V, VV の 結合 物 の 生成 が 推定 され た 。 TS TAR 


1A 3) ome STE ae wat 
の 3 i = 5 略 同様 の 変 {LZ の > 推定 < され た た 。 


MBAO RER し て 極め て 特徴 の ある 作用 を 及ぼ す 。 こ の 細 見 は 








be > > fib 民 モ ご マシ 。 EN fa Sp og ae + tr. Pe. と 1 ロ / ュ 
‚N u! - 供 覧 すろ っ な お ぅ この 作 用 は 2 CTE < ? 上皮 : の 】 Ab 


いて る 全く 同様 で ある 事 が 。 腹水 肝癌 の 実験 に より 確認 され て いる (CSIR: HEH, HR 





定 の が 存する に みて ナイ トロ ゼン マス ター ド の 改造 研究 





き を 要望 すべ き 


人 に 


2 で あろ うか 。 特に 





WIE: 石 館 教 授 の 諾 種 合成 化学 研究 の 発表 を 伺い その 化学 構造 の 表 に みる に S 原 子 を 有する も の に 


FAYE, 及び プ ミ ノ 酸 類 と 容易 に 結合 する 事実 と か ら 見 れ ば MBAO は 。 EAA CBT | 


1 


PS EE EE ROT AEE NE TO FIC HU Ee er 


pee 当 加 が 不能 と な た な り ? 徒 っ て 細胞 リ の 消失 す 射程 を 納得 せ し め る も の で , BH (1) に = 


ャ 
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Ww 


on 


ih 





林 BR: BEOHARXKRFY/VERSHRKFNITEAKDS, TLONHRÄKRTIHER 
New York Memorial Hospital SAY CHP URE AB LE CT I EHEN KENT 9922 効果 あり と 








いい ウラ 。 

上 記 に 日 オ 下 教授 の 紙 と の 報告 等 を 合せ 日 本 人 の 治療 上 の 活躍 成績 を 日 を 衝 て 喜び 見 ん と 
.. 
3 
武田 勝男 : われ われ は に 吉 すす る 免疫 血清 の 効果 を 研究 中 で ある が こと の 血清 の 小吉 に ナイト ロミ 
ン を 混合 し て これ を 注入 す 例 に 吉田 肉 睡 を 完全 治癒 せしめ た 。 





r4 送 2 号 中 に Memorial Center for Cancer and Allied Diseases 所 属 


藤岡 小太郎 


の Burche:] 





の 研究 第 三 報 に Ethy1 bis (2-chloroethyl) amire oxide hydrochlo- 


ride の AK : Chloroleukemia AK 1394 及び lymphoid leukemia AK 9417 に 対す る 


Im Li r 


全 導 効果 に つい て 述べ , methyl bis (2-chloroethyl) amine に 比べ て , 








? = @ Hy 1/20 程度 に 低い が 治療 効 
i ら に 特に す と 述べ て いる 。 OXide に な ける methyl と ethyl の 違い は 
ちり ます が :。 と の 点 に +3 


72 methyl bis (2-chlosoethyl) amine oxide の 抑制 効 








54. Nitrogen-mustard N-oxide DEREK wart 
名 古屋 大 学 医 学部 ) 


Clinical Application to Cancer Chemotherapy oi Nitrogen-mustard 


N-oxide. SEIZO KATSUNUMA 


びそ の 門下 は NM © ‘N-oxide % litt 










SOWA Rach, (Eko NM £0 Leni SAF 


ap Sot By isd コー \ 1/13 


変化 する こと (2) 
ッ テ に 就き て 100 KAEIIKTL 3.0 mg の 致死 潮 で ある か ら 在 来 の NM の 0.28-0.3 mg に 


— グル 


ある 。 さて 存 来 の NM は 





ie Ei EEE RR 
AR 致死 量 は 約 10 倍 に 的 っ て いる と いう 点 で 


10 





JEL CO #51 


人 体 に 対し て 大 体 1kg 当り 0.1mg & RAE ANCHO SBE BAAN CHAAR 量 
1 kg 当り 1.0mg を 仮り に その 用 量 と し て 了 臨床 実験 を 行い 填 重 に 白血球 致 に その 効力 の 


示 標 を 求め て その 効力 を 追求 し その 副作用 の 発生 する 時 間 的 関係 及び その 種類 と 程度 に つき 観 


窪 を すす め た が そ の 有効 量 (に + り と 考 ER  bI3 Ole 人 に よ Le | CH お 人間 が あ a ら Ls © 1 kg = 0 


in 





0.5-1.1 mg CH3 LOOR CH I ZOREFTATE 確定 出来 な い が こ れ よ り ず まっ と 少量 で 舟 刺 
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BEHLEBZSTEHRINTNTLLOBZSZHILERL IKB ERTIG 


閉 通 一 回 量 50-30 mg 20% 7 Fv HERR 20-40 cc RL CR CHET SB DREIER 





5 用 を 見 る けれ ども NM に 比 し 造 か に 軽く て 時 間 も 短 か い , ZU TO Kb IK 





WTI, Art, HER, RETR, Fol VEC ROORER, FELON, 3 
>=, REF Hee, 3624 (時 に - 時 的 ) 血尿 を 見 た こと も あろ る 。 (これ 等 副作用 は 婦人 に 強 


を た 今 永 教授 中 動脈 注射 を 田坂 教授 ば 光 巴 販 星 問 に 直接 注入 を 試み 縮 少 を 報告 





て いろ ら 。 余計 肺 内 転位 ( 韻 叉 は 悪性 脈絡 膜 上 皮 腫 の ) に 静 注 に よっ て 著 明 な る 縮 少 乃至 叉 線 写 





に て 略 消失 と いつ て も よい 程度 の 効果 を 見 た 事 。 ROH 


nr ul し ォ イ に {4 Fin > : 2 ra ツア ュ - ュ ttt へ ムズ 
閑 薬 注 身 より? 気持 よく 効く と 患者 か ら 喜 ば れ た 事 が 一 皇 で な いこ と か ら 昨 年 十 一 月 の 集会 で 


= か Ed En eg as ner ginn oe ni daten 
式 を 本 剤 試用 の 諾 君 に 依頼 し た こと で あっ た っ ぅ RADI OR IE TER TFT ZONE 
儀式 で 自律 神経 系 に 密接 な る 関係 を 有 す と 了 臨床 こ 将 く な いし 閣 の 了 臨床 対策 上 に Ol 


ie 2 丁目 - で ある う — 
AKO OPT rh OW 4 295 Fz md, 


LEA 


N-oxide (tO MGS (FM ty) に 対し て 相当 の 効果 が あろ 場合 が 少く な 





> Sp oH, さき N = u 、 > 7 HH af > ' ロ 
L ZA fit DHE FED u 待 せ SILA) カ re iR fe] Te & oT LH H 別 は j の 
5 必要 と し 未だ 経験 し た ない ,. 然し セミ フー スム 。 ヒ ヨリ オン エピ テリ オー ふ ム , 急性 白血病 


を 息 の 形 を と っ て いろ る 例 は ある 。 (何れ も 初期 の 使用 ) 





(2) 軸 や 放射 線 探 法 の 不可 能 の 例 に も 試用 の 価値 が あろ う 。 
(3) 在 来 の NM に 比 し 副作用 が 造 か に 少な いか ら 了 臨床 上 使用 し や すい の と 効果 に 戒 福 度 


の 期待 が 持て る の で 更に 進歩 し た も る の に 育て 上 ゆら れる こと を 切 応 す る 。 





m in + “ a - 17T iS sy? 
N に 対す る 作用 の 視 話 が あり まし た か D VFL IS DEE & [AERO BA 
- 3, に er クサ ェ リ be: soflte 

- み られ ます ~ AEF あり ます 。 


55. Nitrogen-mustard N-oxide の 避 性 腫 聞 に 対す る 


臨床 si 應 用 ABB, 岩井 芳 次郎 
国立 東京 征 一 病院 外科 ) 
About the Treatment of Malignant Tumor by Nitrogen-mustard 
N-oxide [methyl-bis (3-chloroethyl)-amine-N-oxide 


hydrochloride]. KIKUO OTSUKI, YOSHIJIRO IWAI. 


我 え は 当 院 外科 に お いて 昭和 26 年 10 月 か 、 ら Nitrogen-mustard N-oxide (Methyl bis (3- 


‘chloroethyl) amine N-oxide Hydrochloride) (Nitromin) を 外科 領域 に お けろ 悪性 風 瘍 患 








pe © aks ーー 3 ュー テ ーー テリー 7 > 473 
CHERLTT-T TLICZOMALRET 20 
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て 手術 前 後 を 通じ 














症 例 ai 14, PUM 4, WR 1, REEL, 肉腫 4, 計 24 例 で , 性 別 男 16, 8, 


FA 


令 12 乃至 76 HE. BED 30 死亡 10 (内 6 AR). 残り 14 Pa 


E 例 21, 局所 注入 例 7 (直接 腫瘍 内 注 人 4 , 胸腔 内 2 , 腹腔 内 1 ) で , Tori 





注射 5-14 日 間 行 い , 


ca 





weet IC IS C1 A 1 25~50 mg (Hikt 0,64~1,4 mg), 連 
注 量 1500 mg で ある 。 





ere Eee eae er 
Cab TBRAIENZITOT Ka 


腹腔 内 ) は 1171 25-40 mg と し 喘 日 乃至 1 週 1 回 。 現在 10 








In ly 330 mg , - 及 及 ん だ ちの が あら る 。 


be SE: 1) 胃癌 14 例 中 12 例 は 晩期 胃 冶 で ( 胃 切 除 後 再 発 3 。 胃腸 胸 合 5, # 





ZLODH Bo. 





CHEF ILO ARCH 





他 の 2 例 は 1 





DENE ら か Vie He vst する も の が ある 。 に a th 1 





Nitromin OHM. LT 
4 


変化 が 著しく な い 。 ROMA CBRE 1.2mg 5 日 間 静 注 後 。 





漁 化 縮小 を 来たし た が , 急性 骨 出 血 を 来 し , 10 ARO BRE 0.6 mg 3 回 


MER LIRTZUTIA% ar 


TER „ re LITER 時 ラミ Hr TER 9 
た 1 例 が ある 。 WRLETAS LIM た 質 の 其 だ し い 軟 化 崩 壊 。 組 織 像 で ER 


IX 





Oki DS ae 15 られ た ぅ 





is Ws I 








Pe a ree ee . a We ae ee ie ee ee 
LIA EB ORPLT 3 も の が あろ 。 注目 すべ きこ と は 上 腹部 , PROENAFLL 


or me 
2 du Don 
EM De 17 Mi DE - 
ran yt MaKe FF ( こ 
a = で ” 
FEV bk | IM XL 








細胞 の 著しい 増加 が 





更に 腹腔 内 25mg 4 回 同 注入 後 , 








人 後 , 乳房 切 斬 を 行っ た 。 FI 10 還 (330 mg) 注入 例 で は - 








LY だ を み こ が バ > 滞 次 “fl 化 。 Mire みて いろ る 。 20 mg 3 A} = 11%, 急 除 し た WALK “ng 





- la Ph ze AES OY fk a 
「 ヵ 消失 。 PHIE ED BASED AN 












WC 24:0, Ali al 








EIERN ee 
SHO, NEE DER 








DEMME, AMIN BO SI 





iD ZRICL I BO 


An 1 I t >» EL ,I2 3 1. 3% ふ 、 ム 、 プ fh 田 み 2 目 > poe = 
2 例 で 。 他 の 晩期 の 2 例 は 投与 量 少 な いた めか 全く 効果 が 得 られ ず 死 亡 し た 。 






5) i seo Nitrogen-mustard と 同じ で あろ る が, これ に 比 し 和輝 か に 軽度 で 3 
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を 来たす も の 殆 ん ど な い 。 HULFREHER, REE, 悪心 が 約 60 22, 静 注 4~S 時 間 後 の 
ト 上 202 に 認め られ た が 。 何れ も 1,2 日 中 に 軽快 し た 。 又 手 足 の し びれ 感 。 頭 部 の ぼ せ 感 等 

を 訴え る こと あり , 男 に 比べ 女 に 強く 副作用 が み られ ろう ろ 。 
局所 注入 例 で は 静 注 例 に 比べ 副作用 は 軽度 で あろ 。 乳 閣 局 注 で 路 吐 の み ら れ た も の 2 例 あ っ 
kp 25mg 注入 で は 全く 副作用 が 認め られ な い が , 胸腔 内 25 mg で は 初回 に 呼吸 促 迫 


I 20% } 
ash Ur 
- ご が の っ つ / こ 9 





人 術 後 の 創 内 に 注入 し た と ころ 0.522 渡 度 で 局所 充血 。 腫 帳 , YM, 一 部 の 壊死 


: み られ た が , 0.122 で は 壊死 は 起 ら な か っ た っ 。 


は 本 剤 静 注 に より 5-7 日 以後 に お いて 減少 する も る の が 多 v 





LECH So 血液 昼 で 常 核 細 胞 の 減少 が 認め られ た 。 肝 機 能 





ほか が み られ な か っ た 。 


6) 要する に Nitromin は Nitrogen-mustard と 同様 に 悪性 腫瘍 細胞 を 死滅 に 





その 副 征 用 は これ に 比 し て か な り 有 細い 。 悪性 腫瘍 の 治療 は 木 だ 見 な い が , 腫瘍 の 縮小 , JO 


ONE 水 の 減 D == カ が 認め Dil’ BK 上 は 主 し て 晩期 , 17 Kol 5 の 用 is いた 成 





だ が 。 も っ と 若い 初期 に ある い は 前 壇 状 態 の 多 は し いも の に 用 いた な ら 一 層 有 有効 で ある だ ろ 


5, 果して そう で 負 後 た 多数 に 早晩 起 っ て 来る 再発 を 予防 する ろ こ と が で き 





っ て その 分 耐 の 研究 に 着手 し て いろ 。 


56. jZOPIH AMI RIE FR 吉崎 & 


(SIR EK BERR 8 


(REX Ft) 
The Effect of Lacca japonica on Yoshida Sarcoma 


MAKOTO YOSHIZAKI 





美的 疾病 な し , (EO ey A DET 





ei Ar EE 
as Fie CTL 





ko fg Ike I’ - + 470 1 - 2m 2 he 3 PLB へ 、 ツ な テン 9 (Fr En と の 
吉田 肉 星 結節 小片 を 超 生 体 せ し め 漆 オ リー プ 油 混合 液 を 2 倍 量 加え 12 0 





Raf トー ビッ ンー Le ne 7 Mare が ーー 
0.5% J u ee BA 回 HE /3.@ bd the SCP 行 e - 


EO HEL RIM DEAL ZIP & Ari 











BREE x OWET 1 MOA Lee 注入 すろ < 


2 に 腫瘍 細胞 を 得 害 すろ 。 核 破壊 が 先行 し 原形 質 破壊 が 次 ぐ , 


5 





x FEN STS LAKE 





シオ ー ル 及 ウ ル シ オ ー ル Eke AmMmE 50-205 WERT 372 らら 漆 





5 生存 期間 は 延長 され な い 。 
結 争 腫 場 に 対し て は 75 日 聞 経 口 投与 群 に 僅 の 変化 を 認め た 。 
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57. — rere Mic owCT BB wE 弘 
(A bi dt He HO Be) 
On A New Anti-Cancer Substance. 


SHIGERU WATARI, HIROSHI WATARI. 







CHA ADE © AFTEIS OW TER EN LENZ PAL LIL 





多い 物質 で な けれ ば な ら た な い 。 し 





x 幼 青年 3 

ELKO iD SFA SITS, EBHOS 

E 物 質 の 存する こと あり は せめ ぬか と の 構想 下 に , 種々 分 離 抽 出 を 企 
て 白色 鱗片 性 結 品 の 一 物質 を 得 た 。 該 物質 は 毒性 な た く 明 ら か に 一 定 抗 冶 性 を 有 し て いろ 。 

融点 略 245 HE, され ど 未 だ 一 定 融 点 を 有する 物質 な りや また は た な お 他 の 物質 存 す ろ や に つい ぃ 

ェ ン ヒド リン 反応 を 与え る が ペパー クロ マト グラ スム は 何れ の アミ ノ 酸 に も る 属 


Br 


ドリ ペ ベ プ チー ド と 異 り ビ ウ レツ ト 反 応 を 与え な い 。 その 詳細 は 近く 薬学 会 に 幸 


Tr, 今後 の 検索 に 侯 た ね ば な い が , 興味 多き は 微量 た が ら 温 血 


> 












HM LRSM SI LICL TAI Hr ey HERA ARMED EL CENTS YL 
の の 如く ,。 RENTEN DB 3m AA S-2 30 
し か も 。 WHORES TRH ELABORTCNM, K に 早期 に お いて は 至難 





人 EGG の あ 多く の 場合 次 第 に 悪化 し 死 の 転 hir を と る ろ る 





お り 。 今 仮り に 一 薬物 に て 治癒 し た と すれ ば それ は 恐らく 痛 で な か つた で あろ うと いう こと と 





fr 
な る ろ 。 よっ て 余 等 は 診断 に 紛れ な くし か も 経過 を 直 tA HATS BON Ar 
何れ も よく 著しい 軽快 状態 に 達し 。 © CIC PAOD b COM EHI ATILE TO 
U Do 






次 SEO AB 
2 fie L ohren. H > ー ペ テー > 
明 ら 募 の 部 位 と 密接 BASF ART a 有 AG の 2 の の の の 





BML BS, これ 





i ニュ フー Pe +s 5 u 7 
に きく 是 病 変 の 進ん を だ も の で あっ て # 


- 反 し 上 腹部 胸部 頭 部 と 上 身 部 に な ろ る に 従い 治療 困難 で あろ る 。 例え ば 表示 の 如く (第 2 類 人 W), 






x = „> NE ) 一 } } Yay heb) st) 7H 
E 例 が 内 服 に より よく 治療 状態 













RR I it: CH = 
«PR Maa 


= Ket & ELF Bt 


7 Tale» ミッド れ = 6 22 - A 
LOCHBEWOLZAL., ZOEN 


その 他 不 虐 の 出血 時 陸 等 臓 
























ぁ 不慮 の 出血 や 孤 水 を 防ぐ 目的 を 似 て ヴィ タ ミ ン KEY, また 余 等 の 抽出 に か か る ろ 三 百草 
科 植 物 ど くだ み の 一 有効 成分 ビレ スチ ン 及 び 紫 歳 科 植物 の タン スリ ン を 殆 ん ど 毎 常 併 用 し た > 
ee びに 胃潰瘍 の 治 
療 を 促進 する も の な る ろ を 以 て 殊 こ 潰 瘍 ある 塩 治療 に 甚だ 有利 こ 作用 し , BHC BU 
ーー 
に は 蛋白 代 # る こと は 必然 に し て これ を 軽減 し 経過 を 可 良 に する <。 


以下 訪 反 性 物質 こよ る 治験 例 中 診 新 に 確実 性 少 き も の 上 は 仮 信治 癒し た も の で あつ て 凡 て 除 
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外し , 奏効 例 (第 一 類 ), 奏効 し た が 不良 転 帰 を と っ た も の (第 二 類 ) OF 
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os 
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診 断 症 候 手術 基 間 及 び 効果 経 過 
F BZ Ai 
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と 月 fe WIE IG 7k 
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. FEO = ci =... し も 不能 63 FH 中 25 月 大 
1 58 才 HM 3 SEH Mm PEM KOR, TE 61 (業務 に 





症状 pi > 


















> HERE, 第 1 CH 2 iin 
オ 次 人 工 肛 門 。 

OS m aye 狭 容 症状 貧血 Mille X pare 
+ 月 vr Age KB 門 ees ‘ THE 





食欲 体 Ei, 12 ヶ 月 後 健在 異常 





IR X(RICTH HE, PARSE 
54 + BE URAN, A sis DIRE ARTA 不能 
3 数 触 知 


第 二 類 (次 効 し た が 


CHEK EPA RE IS 
vb Hi Be L & 






THE 


v 1% : Ef FAY - 




















と また 常に mp が 変更 ある と いう と と を 意味 する の で し ょ うか 。 


B 8%: 抄 昧 を 御 宮 願 いま す 。 


58. 吉田 肉腫 の 増殖 を 完全 に 抑制 する 條 件 tee 
Complete Inhibition of the Growth of the Yoshida Sarcoma. 
RIYUICHI SATO 


(Sato Hospital, Koizumi-Machi, Gunma-Ken) 


The Yoshida sarcoma is a kind of ascites sarcoma, if it is transplanted into the 
abdominal cavity of the white rat (Rattus Norvegicus). The successive transmission 
is made from rat to rat by intraperitoneal introduction of a droplet of the ascites 
tumor. The tumor cells rapidly proliferate in a rat after transplantation bringing 
about increase of the ascites and the deseased animal dies in 12 days on the average. 

Saitama-strain (S) (a mixed strain of white rats). 

All the rats of S died of tumor in 8~12 days, when the Yoshida sarcoma is 
transplanted in the abdominal cavity. 

The percentage of the tumor death (Yoshida sarcoma) of S is 100 per cent in 
my laboratory (186 cases died of tumor).‘') 

Wistar-strain (W) (a pure strain of white rats of the Zoological Institute, Hokkaido 
University). 

When the Yoshida sarcoma is transplanted in the abdominal cavity of W, the 
percentage of tumor death of W is 94 per cent (among 32 cases, 30 cases died of 
tumor and 2 cases are spontaneously cured) in my laboratory. 

S was united in parabiosis to W (the suture of the skin of the side of the body, 
does not involve the abdominal cavity), and the parabiotic union was separated 
after 8 days and Yoshida sarcoma was transplanted in abdominal cavity of W and S. 
All the S rats died of tumor growth in 8~12 days, while, on the contrary, in all the 
cases (28 cases) of Wistar-strain Yoshida sarcoma fell suddenly into spontaneous 
degeneration on the 4th day after transplantation, and all the cases were com- 
pletely cured. SEVERE BPSTHEIC EB) 

References: 1) R. Sato, H. Kudo and S. Sato: Kagaku, vol 21, No. 11, (1951). 2) R. 


Sato: Medicine and Biology, vol 21, No. 3, (1951). 3) R. Sato: Medicine and Biology, 


Kiazik: 4 系 特記 に は 我々 の ぃ いう latentvirus が いる が W KOM Kitvevr, そこ ご Parabiose 


eo as a a nT ee ー 4eo Wie Stes ee =f, PR 
- あ - W ¥.2: latentYiritS に よっ て 吉田 種 揚 に 対す る 人 刈 疫 を 受け る の STEWS Do 




















59. ESS A He era Ma vac 
海野 源太 郎 , 武田 進 ( 京 大 病理 ) 
Cytologic Studies on Malignant Tumor. About Adenocarcinoma. 


GENTARO UNNO, SUSUMU TAKEDA 


Wide RBAS A PEAR CARLES L, 屋 ぇ 封入 体 の 出現 を 見 出す 。 封 人体 に も 色々 あ 


32%, ここ で 問題 と する の は ビー ルス 性 疾患 に 現われ る も の と よく 似 た も る ので,。 核 の 横 に 現 ゎ 





a, 嗜 酸性 に 染 り 。 KOR CHEML TH So 今回 よこ の 封入 体 の 問題 と これ に 関連 し て 隊 
冶 細 胞 に つい て の 1.2 の 所 見 と 考察 に 就 い て 述べ て 見 た い 。 
我々 の 集め た 409 例 の 塗 抹 標本 材料 か ら の 統計 か ら 見 る と 封入 体 の 出現 は 殆 ん ど 腺 癌 に 限 


腺 上 友 と 関連 の ある も の と 想像 され る 。 そ れ で 先 ま 正常 腺 細胞 に つい て 形態 





材料 こ は 人 間 朋 下 の ア ポタ ク リネ 朋 細 胞 を 用 いた 。 こ れ 法 細胞 が た きく 内 部 構造 を 栓 する の に 
部 合 が よい o 細胞 は 大 体 3 層 に 分 れ て ぃ て , 管 腔 側 に 接し て 細胞 緑 が あ り , WIC KHOI 


Do’ she 


IL ti A, oy “gr Bee 』 1 HERE 4: 9 a Age A ped wo - ーー bd <3 
AD) Ra LS 第 1 層 : り > ある ろ 。 次 に 核 の 守 腔 側 に 比較 | 的 無 構 造 の 層 第 層 が ある ろ る 。 —~ OBIE 





ALTVAMCHETS& Golgi 装置 が 染 出 され , KPHMORMANSHCH5. 基底 膜 に 


を we 


接する 部 分 に は に 粒 の そろ つた 割合 小型 の mitochondria の 集合 し た 第 目 層 が あう っ 。 各部 の 機 


能 を 推測 する と 。 第 由 層 は 血管 内 か ら 吸 収 し た 材料 か ら 素 材 を 合成 し , Beit Ost kb 
す た お わ ち 分 泌 物 





分 泌 物 を 産生 し , SRERORTH TEC HL, In 


ト sie; っ イナ ロコ ビュ ー 2.22 ーー の LS モモ ン へ 日 = she テル テー ニー あっ - FIA TERS 
LIMES SME, CODWOCEYST SRE LHOWMMDD SbD0 CHS. ©5105 TRRERE 
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を 研 索 する に 当 つ て , TOTER SWL HO CWS EHER ZI 


v2 


わけ で ある が 。, これ に 該当 9 54289 RE B HE vehi Si Do 先ず 組織 学 { 





fot な 


人 内 に 粘液 を 分 決し て いろ 普通 の 円 桁 上 皮 閣 細胞 を 位相 券 


ッッ 加古 に [リーン た に < 
WHR OAR ice SS 





0 に 





者 こ 限局 し て 存在 レ 。1 正常 腺 細 胞 と く 似 Th Do Thpt 5 Er | EHE Wie 
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粘液 分 泌 能 を 持っ て いる と いえ ろ 。 次 第 に いわ ゆる Anaplasie が 進む に つれ て , BH 


AACR LCE T, 最後 に は 印鑑 細胞 冶 と な る 。 そ の 内 容 ば ムチ ン 染 色 で 勿論 赤 染 すら 谷 ほ 


u +’ 


進 : め に LGBT IAP JA (Rif FAIRY oe HA L CBRE L な ろ わ け で 分 泌 型 葉 か らい えば ア 示 グ リ TR 
か ら ホ ログ クリ ネ 腺 と な っ た も の と いえ る 。 


\ ~ ff - 7 WIV Sb rh az se-Sbof-sb } 11 Au 
LL EOP An BIBRA O ITI BE EIR Of » TOFWHEO PEALE HE DSH bb, 排出 能 





BEAL SALTO HMDS LARP CUT Loic BURMOBE Lb ohh Beatin 
ぬ も の が あら ろ こ と を 指摘 し レ たい 。 


FORE ERMC 2 MALS LBC LOA SOCH oT, Bio 
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LORE LRM ARE COWRA LTS 5 腺 様 構造 が 不明 瞭 と た り , Ai 
胞 が 仮 在 価 と なっ て 来る と 。 円 桂 上 皮 六 の 所 で 述べ た と 同様 に 排出 能 が 間 嘆 され 。 EOWA 
体 が 出 て 来る 。 先 直正 常 腺 細胞 と 移行 関係 の あら と 思わ れる 封入 体 例 を 挙 る ぅ 。 これ は 骨 閣 例 に 
現われ た も の で , 馬路 形 の 核 も 持ち 。 SOMBCKD MOM, RRO WEE 
皮 に 現われ る ろ と いう Astrosphara そつ くり の 封入 体 の 出 た 例 が ある 。 これ に 似 た も の が コ ホ 
ロ ギ の 卵 壮 上 度 に も 出る と いう が , その 出現 する の は 繁殖 期 の 分 泌 機能 の 一 番 久 盛 な 時 期 で あ 
る と いわ れ て いろ る ので, や は り 分 泌 に 関係 し た 一 種 の 封 人 体 と 考え て よい と 思う 。 これから 類 
推す る と 日 の 丸 型 に あら われ ろ る 封入 体 の 黒点 は Zentriol か も 知れ な い 。 胃腸 粘膜 杯 細胞 に 
Zentriol が 出る と いう 報告 が ある が , Zentriol 7% Zentrosoma の 様 な も の が 分 泌 産 生 能 
に 関連 し て いろ の か も 知れ な い 。 

最後 に 胃癌 の Limitis plastica の 光 巴 腺 転移 業 か ら 採取 し た 標本 を 供覧 し た が , 組織 学 的 
に は 交 細 胞 は 全く 拡 在 性 で 何等 の 組織 像 も 示し て いな い 。 ギュ ム ザ 呆 色 標本 で も 后 細胞 で ある こ 

と は 解ら が , 何等 の 特徴 も 上 えな い 細 胞 で 。 ここ まで いわ ゆる Anaplasie が 進む と その 閣 本 

の 診断 は 困難 で あろ 。 併 し これ も 細胞 学 的 に 位相 差 頭 微 鏡 で 精査 すれ ば 。 核 の 一 側 に 小型 の 簿 
の そろ つた 団 粒 が 小数 集合 し て いる の が 起 め られ, その 側が 管 腔 側 で ある と は いい 切れ ぬ が , 
腫瘍 細胞 に 方 向 が あり ,。 Pie DERE BEZ AH BET AWCHSZEBDN3,5 

DEOMALRRGL THEIR £ SICIE2OOREHALYECHSZEW250 腫瘍 細 
胞 が 同一 方 向 に 分 裂 し て , 一 定 方 向 に 2 配列 する と いう 事 と , その 腫瘍 細胞 に 分 泌 能 が 残 つ て 


いろ る 2 い >53 CH Do WE A (23 3 IR ST HALE mith ae BE の 分 化 を 持っ て いら と い ょ ら So 


fy 


併 し な お Anaplasie が 進ん で 分 泌 排出 能 を 失い , MUG FLOMBEBIRE A o THREE & & 
り 得 た く な っ て も , 分 泌 産生 能 は 最後 を で 残る の で ある か ら 。 今 迄 の 様 に 腺 瘍 の 診断 の 指標 を 
REES, 細胞 学 的 に 分 腺 産 生 能 に お く な ら ば より 広範 囲 に 腺 癌 の 診断 を 下 し 得 ら れ 


2 SVE RSE DIMES £3) 


60. AIAN O AEN (第 2 報 ) Aue 
(新潟 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Cytological Studies on Reticulosarcoma (Report II.) 


KANICHI OSAKI 


Be acne ee a ae See [ 21] ds AN A EEE と NEN ER : 
sane AIO MAE a LL, 組織 学 的 診断 に 資 せ を ん とし, WIMItKCORMAAKEE RO 

Golgi % = Ff AICOWTe て 報告 し た 。 S (Alt May-Giemsa Yu A, 今 氏 銀 反 広 。 ee 
eo. pee IN EIER) KOn TEN Z 

tA > ター デビ (以下 フ と 略記 ) に つい て 述べ る 。 


May-Giemsa 染色 所 見 : 手術 的 に 名 出さ れ た 幅 瘍 及び 解剖 例 に つい て, 割 耐 を 載 物 硝子 上 
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iA Stamp AEE OD MomT YH Lv, Aare May-Giemsa 
こ 大 絢 出 来る 。 BIER RAR TÜR TS CCR EL, 細胞 密 在 する 部 


位 で は 核 の 間 は 懇 塩 基 作 に 染 っ て いう ぅ ら 細 胞 が あけ DNS. LC OVKAIC RIC PROGRAMMER 








ル 


UT ¥ — MAR ORD 51145 LORDS. 核 計 比 較 的 大 きく 15~25 en で , 形 は 椿 円 形 叉 計 類 
円 形 の も ゃ る の が 多い が , 他 に 括 れ を 有する も の や 分 葉 形 成 を 見 る も の 等 も あり 一 様 で は な い 。 K 
> 細 Hark HET ウイ 】 核 小 体 江 概ね 1-5 個 認 め DAL, ARBEIT 境 さ れ て CH < っ る の 。 


境 具 の 不鮮明 な た もの 等 症例 に より 異な る 。 多く は 淡 青 色 に 染まり , 大 き さ も 種々 で 1.84 か ら 





5.54 I LETS LORD), 数 の 多い 場合 は 概ね 小型 の も る の を 見 る の が 常 で あろ 。 形 は 通常 
類 円 形 あ る い 夫 権 円 形 を 示す が ,。 時 に か な り の 不 規則 形 も 認め られ る 。 次 に ほぼ 円 形 の 辺 緑 明 
瞭 た 塩基 好 性 の 胞体 を 有する 細 網 肉腫 細胞 が 見 られ る 。 大 き さ は 12~25 / HET, 胞体 は 辺 
緑 部 が 幾 分 濃 染 する 傾向 を 有 し , 核 周 に 僅少 の 明 庭 を 認め る ふる の も ある ろ 。 Bit 9-27 u, 形 は 
ほ ぶ ゞ 円形 の ゃ る の が 最も 多く , 又 種 々 の 不 規則 形 を 早 す る も の ふも あろ 。 BETA 
MAOH の も の と , BMAAHNAICIELAAKCHMMORK 3 LOLRDS6 後者 は そ 
の 比率 が 小 で 全く 認め あら れ な い 例 も ある 。 核 小 体 の 所 見 は 胞体 の 不明 瞭 な 細胞 の それ と 異な る 


所 が な い 。 以上 の 明か な 肉腫 細胞 に 混 じ て 4.5~7 u の 測 染 する ほぼ 円 形 の 小型 核 を 有 し , 胞 体 





ば 殆 ん ど 認め られ な いか あろ いけ 核 周 に 極 く 僅 か に 塩基 好人 性 の 胞体 の 見 られ る 細胞 が 殆 ん ど 営 
に 認め られ る が , その 数 的 比率 は 症例 に より まち まち で あろ 。 こ の 細胞 の 核 で は 核 網 構造 全く 
出 出来 ず , 核 小 体 も 又 認 め ら れず , 正常 細 網 細胞 の 核 と は 閉 し く 異 な る 像 を 早 し て いろ 。 演者 
OBL, MBIT IAOK LOL AML clon 核分裂 像 症例 に より 多少 


PER 


RB TE 


ei 





OEFDIRERLNERDSS, 以上 の 肉腫 細胞 に 混 じ て 毎 常 少 数 な ヵ 


rt. 


に 全く 一 致す る 細胞 を 認め る 。 本 細胞 に は 層 < 閉 明 な 貧 食 像 が 見 られ , A KOT7T /- 1 





を 保有 し て いう る 事 も あら 。 これ 江 細 潮 肉 腫 組織 中 に 基質 と し て 細 潮 細胞 の 存在 する 事 を 物語 


て いろ 。 AYA EEE Re JON WL FF F シ ダグ ダーゼ ぞ 反応 は 常に 陰性 Eo 


APE: 10 POM AMO EMEC ED: AH, 内 5 例 こ は B 法 を も 実施 し た 。 





六 内 で 最も 強い 反応 を 時 する の は 基質 と し て 存在 する 正常 細 絶 





細 網 内 
礼 色 微細 






Kim 両 レ て いる の を 見 る が , こ 衝 区 細 fatale 173 





も の は 無 処置 の 2 例 CA1 PITH) OAT, 他 は 





8 冬 を 認め た に 過ぎ な い 。 検索 材料 中 勇 了 憂 価 を 示す 例 が か く の 如 くそ で 


ヤム 


= 
実験 例 が 上 記 の 2 Bixbeedyn %, Nitrogen mustard 注射 ある い 





は 他 の 検索 法 で も 多 か 





rs & = "4 Ate | 
ご あっ た だ た だ と 思わ A130 こ 和 れ 等 の 症 


り 


a ーー & 3 ー Seely ーー クタ 
れ た も る の で あら 。 KRNCRBIC N. M. を 注射 し て 後 の 網 内 系 細胞 。 


認め と つう 





ko: それ の < a; ft BCs DS * ノ メッ な 





rar 











ち に 細 網 肉腫 と の 診断 を 下す こと は 出来 な い 。 

テル カリ 性 フ 反 応 : 検索 方 法 と し て は 高松 。 Gomori の 原 法 及び これ の 前 田 氏 変 法 ,。 直良 
の 報告 し た 方 法 を 用 いた 。 検索 し た の は テア ルカ リ 性 フ 反 応 の 中 グリ セロ 酸 ウー ダ を 基質 と す 
ろ る モノ フォ ス フ ァ ター ぞ で ある ろ 。 実験 材料 と し て 10 例 の 細 網 肉腫 を 使用 し た 。 細 網 肉腫 細胞 
の フ 反 応 は 5 例 で は 全く 陰性 で あり , その 他 の 例 で 上 は た 部 分 の 肉腫 細胞 に は 陰性 で あら が 。 板 


一 部 に フ 反 応 陽 性 の も の を 認め た 。 新 る 細胞 に は 毛細 血管 の 周囲 に 存在 する も の と 毛細 血管 と 


は 全く 関係 た なく 散 在 性 に 誰 め られ る も の と が あろ 。 その 他 肉 風 細 胞 が 結合 織 及び 筋 組織 の 聞 に 


SEEM E | - HBA] ur AB rn 4 Le : rs en 
浸 滴 性 に 増殖 し た 1 RT FOR HERE 7 RISGECH oto 5 例 で は 


J 





r% nen eHlkısh +22 Haile So eee 7x hy At ir EM ち 

< 結 られ ら 部 位 だ あっ た が 。 新 る 部 位 で は フ 友 応 絆 陽性 乃至 中 等 度 弱 性 で あっ 
du Ste J Ur Beit) pte Fie) 

a HOE HAM ch 





中 及び 内 今 報告 し た 以上 の 如き 細 


May-Giemsa 染色 所 見 





Ft ER 4 AZ is rly TAM: ペル オキ ン ダ - ぞ 反 応 隊 性 等 


YEE ry Heh Alte 5 
HIEDIFHEAED: 


On Le TS 





明か で LH SOMADOPLO AME ORS ASH FECH 





“> i + op テー エリ ノラ アウ 
る と 考え る 。 交 部 省 科 学研 究 





61. 湧 葛 性 胸 腫 場 の 病理 組織 学 的 体系 化 所 安夫 , 図師 二 雄 


Systematization of the Patho-histology of the Diffuse Brain 
Tumors. YASUO TOKORO, TSUGUO ZUSHI 





isi に 
4 か _n 
t 1 > un 
= 4 ee 
A Zero aS 
u 2 ; hy 
t に ジン 
グ ~ 1 デル トク 
ゲ リ プ 性 の 

7 ノ ト っ 

my ql, 
FH £ 144 
IE 本 

ーー ーー I + ory Aa J A 1-3 = IL av Say br fat? bE 
{iis 3 D の [Al - 和 を 7H I 5 の ie 1 り 学 NT 及ぶ っ ぅ za PER: (BT bk 
- 1 Em - {rh nyte eae hate ze tee ye エア ンマ 【- my Ff L Hy hen tt と m ノバ 
“SEW EL SOMM LICL, 前 者 に あつ て は 。 ま づ KPC EH CICMItL, 
Ye r ェ ル に - ババ に ihe It m > LL—Ye 
Ar Aid I =f Mi: 2 分 つた っ ig aba ; これ 3 を 次 性 と 次 





- roy sw wır = 2 


ro PAIL DH > TERROR E 
Einer, Tic @ilsbiweyy & Lc Hassin-Weinberger その 他 の encephalitic form of 


diffuse metastatic carcinoma が あけ られ る ろ に すぎ た い 。 BRETT 3 RIS RA EF 7 
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性 に 限ら れ 神 経 細胞 や Schwann Hifi 5A EST BORA TRITT ART SOA EL 

て 神経 価 と 問 葉 性 と の 混合 潮 墓 型 は 類型 観 の 理論 産物 こす ぎ な い 。 こ の 類型 表 か ら え られ た 成 
績 の 枢 要 な る も の を 摘 多 す る と 次 の 如く な る ろ 。 第 (1)ー(3③) 型 す な わ ち Gliomatosis cerebri 
は 3 型 共 興味 深く 。 (1 ) (2) 型 は その 渡 剛 型式 に 偉 彩 を 放ち と り わ け そ の 成り 立ち に 関す る 
Ventrikel matrix の 意味 を Ostertag 的 こ 浮 彫り させ る が , ぃ いづ れる も る 稀有 で ある ろ る (3) Ur 
比較 的 多 く < その 代表 は diffuse hypertrophy of brain-stem で あら 。 組織 学 的 に は Glioblas- 
toma 乃至 Astrocytoma で あり むし ろ 異 型 性 に 乏しい ぃ 。 Gliomatosis meningeae す な わ 
ち (4)(5) 型 の 神 で は (4) 型 が その 大 半 を 治め (5) 型 す な わ ち primary meningeal 
Gliomatosis 計 の ち に の べろ 如く むし ろ そ の 存在 が 疑 注 し い 。 


Lye poy Bite S$ ET) SE we 
EAM ese FIC So 





換言 すれ は diffuse meningeal Gliomatosis FHA © 4 CHIH WoOP 


(4) 型 の 組織 像 は 大 部 分 が Medulloblastoma で 例外 的 に Glioma 及び Paraglioma の 


+ 


ある 型 で も よい 。 CUE EY. 別 の 視野 か ら も れ ば dr: 有 の 脳 ION 





Ogio 
きず , 事実 Glioma © intradural metastasis は 殆 ん ど ず まい 膜 に 限ら ん れ て いろ 。 Medullo- 


blastoma © = OPER IEE J に つけ びろ が いわ ゆら Glioblastoma multiforme 








が 予想 に 反し て 受 々 た る 脳 内 転移 能 を 示す 事 は 一 見 奇 暴 感 を よぶ けれ ど , それ 


け と れ た な い 。 IK, 固有 の 神経 性 貴 】 








募 謀 点 の 転移 を 殆 ん ど 惹 起 し え ず , よし intradural Of¢ 





的 浸潤 の Close up HL (HIE 


(6)(7) BER, PROMI LMICHACH 5S. と り わ け (6) 


FLUORES XI. (7) WitAt Sarcomatosis と Melanocy- 





. て いち が , この 他 に Lipomatosis (Baker-Adams) や Angioma- 





tosis が 真 に 稀 生 ら 認 め ら れ , 更に 珍奇 な Meningiomatosis 75% 0744.5 POMBE 


HINGE Lk LOAN CHA 50 ME(D.H.T) に つい て 一 応 








DROPS UO HEHE IETS o 

[ | 1 5 (1.2.3.6. 各 型 )】 の 絵 括 肉眼 的 に は , 具 光 沢 や 色 や 人 硬度 に いさ さか 
な みな た なら ぬ ニ ュ テ ンス を 漂 は せる が , 腫 岩 肥 大 は 部 分 の み を 犠牲 に せ ず 極め て 平衡 を 保つ 。 組 
織 学 的 に 理 的 細胞 - 多少 と 活 的 に 進行 し 。 8% Jagr: (Local- 








生 を 要約 する と それ 
BI INTE WiERIC ES 3 A 
[i . 1 の Au HEN HF $8 ¢ DE 異性 , 他方 if 相 5 し し る Induktion 【 12 Ei 





III BEREITETE (4.5.7 各 型 ) OK 


J 





Wh Gliomatosis OFTEN, Muri io Gliomatosis + Sarcomatosis の 識 引 の 問題 
に ヵ かみ : わ ろ 。 STHMOMMTMABCARL IN, 現在 第 5 MORE TD CHL EWS 


oa て 
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結論 に 達し た 。 KEAFOME, TibSRRANOZ ) Tine (Wohlbach, 所 その 他 ), 胎生 


骨 後 末 時 小脳 表 在 性 頼 粒 層 が 脳 虹 ヤ わ 内 に 保存 さ 和 れ る 事実 (Schmincke), Neuralcrest の 脳 膜 形成 


区 の 理論 的 可能 性 を つけ ろ 。 然し Mahon が 


as 





へ の 関 よ (Harvey-Bur 三 の 他 ) Bre 


92 file> aE ZD 70 FL ET ら か に 二 次 性 Gliomatosis 





で 9 fil! 第 (5 ) HOMME. AAR Connor-Cushing 


の 例 $ Mahon の 例 る 二 次 任 格 を 完全 に こ 和 否定 され な い 。 最後 の 問題 すなわち 暗 腫 症 と 肉 狂 症 


fy 


DENE WRARIEL LCM Lo 5 Be, FERC RO ST UTE OAT 脳 膜 
や 黒 芽 細 胞 や Hortegaglia の 由来 等 が 考慮 され ね ば な ら ぬ っ > な お Achromatic の Melano- 


cytoblastosis 4: Sarcomatosis と し て 出現 する 可能 性 も あり ,。 余 も また 1 例 経 験 し た > 


62. 口腔 周辺 特に 貴 液 腺 の 所 諸 内 皮 腫 に つい て BZ AU 

SABR (新潟 大 学 医学 部 : 

On the So-called Endothelioma of the Oral Cavity and 
Salivary Gland. YASUHIRO TANIUCHI 





# けけ 


Sete fy.) we he Ar 』 に ぷと Zur と ょ > ーー Fil eat Er Baal = 535 2 2378; NE Ara テ ! - ば プン ナマ 
演者 昨年 の 本 学会 こ に お いて 73 例 の 口 遇 周 辺 特 に 嘩 浴 腺 の 所 調 内 皮 纏 こつ いて 報告 し た が , 





RN 4 例 を 追加 検索 し 得 た の で , 今 





7 ı ma fare > ーー ミ ーー Rn» 
a u 7 ri YOR a I OIAF に “つう 
1} > - - 181 = fy hae 1 = リーン マミ Ae を = tA Hye Pk - WI-4 HAR 4% Um 
Ke > 月 ト 』 の 所 ily Bo] いい に に - ぅ > G の 年 } AZ HUSTERBIIR> 19;:- 





85, 731, 3209, AB Ho J 5 ヶ月 一 20 46, 平均 6 年 。 





発生 の 分 布 : 左 22 Bil, H 23 Pl, 





2 en: pA FE tS Ory ge ee Ayre FQ op tr 多 . た っ へ グミ イレ)ー 宮 " す 
i TRA SEO HARE MPT HI RD T SEE BRC Bi at 
— za, ee ae : oy Ye» 
Ai, Wi よう な も の が ある ろ る 。 1) 上 度 組織 : a) 


‘Eth ee (+) b) 脱 様 組織 C+) 
f) 色 款 組織 (一 ) g) 内 度 組 織 (一 ) 


iii) 光 巴 組織 (一 ) iv), BEE) vo 





も リー セ HEAR か 分 で あら る が 部 Spit les い 被膜 ) に 依 





境界 の な いも の を 誰 
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に 包ま ぎれ て 混在 し て いる 





こと HEY fe っ tp ノー by) ep 2 > I» 
め ナ L MEH TE EOFS RIL DAE 5 大 多数 の 例 で は 移行 
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inzaMei: FEAEKELTCAPFEREE ES DB TI, 過半 数 の 例 で 見 出さ 
れ , そ の うち 3 例 に 明瞭 な ケラ ト ヒ ヤリ ン 雌 粒 を 認め た 。 腺 様 組織 は 大 部 分 胎生 期 の 腺 組織 と 
似 て いろ が 。 少数 例 に 成人 の 排 浴 管 と 同様 な 構造 を 有する 上 組 織 が 認め られ た 。 ・ 


帝 に 角 粒 で 。 細 胞 成 分 こ に 乏しく, 胎生 期 線 維 組 織 と を 思わ せる 。 
SHHTHRUNDE, 眼 喰 部 の 所 謀 内 皮 腫 に つい て も 上 述 の 耳 下 明 『 
FR, 口 医 及 び 顎 骨 部 附近 か ら 発 生 し , GERI 
の 名 で 呼ば れ て いる も る の に は , 所 謝 内 度 腫 に 見 られ る よう な , 
ょ 向 め ら ず 。 双 腫瘍 細胞 に ば 多 形 性 な く , 円 形 又 は 多角 形 性 の 略 同様 2 


ら な っ て いろ 。 了 つ 本 腫瘍 の 発生 が 発見 され る まで 
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均 4 ケ月 で あり ,。 再発 し 易く , 悪性 ! 





ABA HES bc + 明 に 区 別 さ れる ny き で ある 。 
考 接 及 び 絵 括 : 耳 下 腺 及 び 他 の 口腔 周辺 に お けろ る 耳 下 腺 の 所 席 内 度 睡 と j を 





# 生 に 関し て は 。 従来 胎生 的 迷 芽 説 及 び 後 天性 発生 
it, DEFOR ROME 








。 粘液 様 組織 。 BCP REE DORR 


ぁ を 認め な い 事 等 か ら 人 否定 出 








2 壮年 3 者 に 多い 。 2)# が ない 。 3) 


“WAGE ROMMICS 1 5) ERRETBTTRDRA Ein 6) ME 








NOS ALBANIEN) 以上 の 事 か ら 本 





に こ 耳 下 吾 叉 守 器 下 月 と な る 口腔 領域 に お けろ 外 有 葉 手 原 共 の 発育 障 得 及び 及 芽 迷信 に 


アバ 





依り 発生 し , その 発育 障 尋 の 時 期 な ら び に 迷 芽 の 種類 に 依り 種々 の 垢 






& BEA BIEEL, GER IBS i 
T 発現 まで の 時 間 , 再発 し 易く 且つ 





品 の 所 諸 内 皮 上 種 と は 明らか に 異な る も る ので, Aa いら 発 2 
A. Toh 2 sya stort / 
か で ある ろ 。 (HER 
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63. AN D ALBRIE LE ICO V3 T 
島田 義弘 , 太 田 邦夫 
On Histogenesis of the So-called ‘ Mixed Tumor ” of the Salivary 


Glands YOHIHIRO SHIMADA, KUNIO OOTA 


Department of Pathology, Tokyo Medical and Dental College) 


gy, 

The histogenesis of the so-called mixed tumor of the salivary glands are still 
obscure. The obscurity is mainly concerned with the interrelation between its 
epithelial and stromal components. The present study aims at solution of this 
problematic point. Special attention should be called to the fact that essentially 
similar neoplasms have been found at various sites other than the salivary glands, 
i.e, in the skin, lacrimal glands, breast, nesopharynx and bronchus. 

Material studied are roughly classified as in the table below. Purely epithelial 
tumors and malignancies are included, because their histologic features furnish 
good materials for the study of stromal development. 

Perctid | Submax.| Subling. | Palate | Alveolar Lip ' Other Total 


15 Jjegion sites 
upper | lower 


RER 
rypical 16 2 0 15 2 3 0 0 2g 
mixed-tumor 
A oma nnd E 
Ade: nn 6 4 2 9 4 0 0 0 25 
epithelioma 
Low malig- 
nant epithe- 3 3 3 8 5 ( 1 6 29 
lial tumor 

Total 25 9 32 23 11 3 1 6 92 
Methods: Serial sections from paraffine blocks were stained with various stains, 


including fat stain, silver methods, mucicarmine, Best’s carmine and periodic-acid 
leuco-fuchsin method (Lillie). 

1. Epithelial elements are either adenomatous-tubular or solid-alveolar. There 
are continuous transition between these two types. In most examples they assume 
lobular feature. Accumulation of secretion causes micro- or macro-cyst formation 
intraductally and also intraepithelially. Cystic contents often differ from each 
other in their staining characters. Intraductal contents shows usually more marked 
mucus reaction than intraepithelial one. 

Intra-epithelial cystic accumulation of secreting material causes degeneration of 
the epithelial wall and the mass flows out, breaking up the basement membrane. 
Thus the material comes into direct contact with the stroma. After break-down 
of basement membrane neoplastic cell groups are settled among the homogenous 
masses spread in the spaces where there has been forme-ly stroma. Neoplastic 
cells may undergo regvessive changes, and show pycnotic appea ance. Finally the 


epithelial cells disappear and only nuclear debris remain. 
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In some solid epithelial alveoles similar processes occur without cyst formation ; 
diffuse intercellular accumulation causes loosening of the epithelial masses. In- 
dividual epithelial cells become suspended in the secreted mass, and in the end 
they fade away, leaving mucin. 

2. Primary stroma: The capsules are fairly well developed. They may be 
broken relatively often by expanding tumor growth. Original character of the 
stroma does not differ from that of other benign epithelial tumor in general. The 
connective tissue stroma varies in amount. In densely packed cellular areas they 
are mostly delicate and have rich vascularity. Clusters and cords of epithelial 
cells may not necessarily have definite basement membrane. However, generally 
speaking, stromas are considerably rich in amount, and distinct basement mem- 
branes are formed. Distribution and quantity of blood vessels are very variable. 

3. Stromal reaction owing to epithelial secretion: Modification of the stroma, 
which characterizes this type of neoplasmas, occurs principally as organizing 
processes of perivascular stroma upon the epithelial secretion masse3, often includ- 
ing degenerating epithelial cells. Extent and further metaplastic differentiation 
of this organizing stroma depend much upon the nature of the secretion and 
vascularity of the reacting tissues. 

In most cases mesenchymal cells migrate from perivascular spaces into the 
secreted masses directly in contact with the stroma. These cells are spindle-shaped 
or round, and sometimes they show stellate shape with several processes. Although 
they resemble in the first appearance the neoplastic epithelial cells, especially 
when they are round in shape, their relatively large vesicular nuclei, a few pro- 
minent nucleoli and pleomorphic transition from the perivascular mesenchymal 
cells make it possible to distinguish them from the epithelial elements. These 
stimulated mesenchymal cells may be fibroblasts or histiocytes. 

Sometimes remarkable proliferation of blood vessels takes place. Young capillary 
buds extend themselves into the secreted mass followed by spindle-shaped peri- 
vascular mesenchymal cells. Delicated bundles of argentphilic fibers are newly 
formed as the capillaries advance into the mucinous masses. Thus the fibrilloplastic 
organization has always direct connection with the original stroma. With the 
advance of time, basophilic secreted masses will be changed into eosinophilic 
colloid-like substances. Some of them do not elude an organizing process and may 
be regarded as relatively harmless substance. Epithelial cells will be packed in 
the gel to form a temporary cartilage like mass, but, in time, they fade away, 
and fragments of the homogenous gel will be scattered in the stroma. They never 
form a definite chond oid mass. Usually, the neoplastic epithelial cells and some 
of the mesenchymal elements undergo regressive change, while some others of 
the latter cells consinie to proliferate. Argentphilic fibers are increased and 
hypertrophied. Mesenchymal cells become hypertrophic, storing glycogen, pericel- 


lular area becoming dense with fibers immersed in the secreted masses. Thus a 
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sort of pseudo-cartilaginous appearance is established. 

If the original connective tissue stroma is diffusely immersed in the secreted 
masses, collagen fibers are separated from each other. Sol-gel conversion of the 
masses causes also another kind of pseudo-cartilaginous feature. 

Metaplastic cartilage may also be found in the mesenchymal proliferation proper 
in the adjacent areas, independent of the organization of the secreted masses. 

In one tumor of adenoma type, such organizing processes are entirely missed. 
A diffuse mucinous infiltration makes up an appearance just like that of an 
adeno-carcinoma gelatinosum of the stomach. Particularly prominent mucus reaction 
of the secreted masses is notable. In general, extent, type and differentiation of 
the organizing tissue vary much from case to case. The more the secretion is 
mucinous in character the less in:ensive is the organization process, and the highly 
mucinous masses remain independent in the stroma, while the more serous the 
secretion is, the more vigorously occurs the organizing stromal reaction. 

In the so-called mixed tumors their epithelial secretions may be variable in 
considerably wide range in character, although in most cases they tend to be rather 
more albuminous than mucinous. Epithelial neoplasms originating in various parts, 
other than the parotid region, may be modified by way of organization of their 
secretion in similar fashion. 

Fibrous stroma, long immersed in mucous secretion often undergo hyalinous 
change. Tnis process seems to develop almost a-cellularly. 

Occasionally we have examples of the so called ‘‘ hyalinized adenomas or epithe- 
liomas’’ which are composed mainly of hyalinized masses and a little epithelial 
growth. Their histogenesis may be as follows: epithelial cells undergo degenera- 
tive process by their mucus-secretion in the earlier stage, and organizing processes 
occur strongly, but without completely disposing of the mucus, which latter im- 
merses the newly formed collagen fibers. The collagen fibers become swollen and 
after a long course make a densely hyalinous mass. 

Rarely adipose and bone tissues may be found. Adipose tissue should be regarded 
as normal one entrapped inthe tumor. The bone tissues are either found in the 
capsule and regarded as extension of adjacent maxillary bone or metaplastic for- 
mation developed in the organizing tissues. 

Discussion: Ehrich (1906), Bottner (1921), Ewing (1940), Allen (1940), and many other 
adherents of the theory of simple epithelial origin of the so-called mixed tumor 
of the salivary glands understand the myxomatous and cartilaginous parts of the 
tumor as products of the epithelial components only. Weare definitely against them 
because we could demonstrate production of aigentphilc fibers in these parts by or- 
ganizing emigrating mesenchymal cells, originating from the perivascular stroma. 

Sheldon (1943) has laid weight on the epithelium and basket cells, particularly 
the latter, and regarded the so-called mixed tumors as organoid tumors. But his 
* myoepitheliums’” are mesenchymal fibroblast-like cells, which have peculiar 
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relation to the argentphilic fibers. They may really bea frankly mesenchymal cells. 

Ogata and Mitamura (1931), and Helpert and Tool (1947) believed that these 
tumors originated from certain pluripotent ectodermal cells of early embryonal life. 
According to them true transition exists between the epithelial and mesenchymal 
elements. This view has long been discarded by many. We also see no such 
transition; the epithelial cells are neoplastic, while the mesenchymal ones are 
derived from the stroma. 

Thoma (1944) thought them as true mixed tumors. But, the mesenchymal tumor- 
like parts are not found alone, and their development as definite organizing 
tissues has been made clear in our present study. 

Ono (1937) and Hirano (1938) described that myxomatous featuree of these tumors 
were formed of secreted masses and emigrating mesenchymal cells, and that chon- 
dromatous parts developed from immersed connective tissue stroma. We agree 
with them principally, but their materials and analysis are rather inconclusive. 

Conclusion: So-called mixed tumor of the salivary glands are epithelial neo- 
plasms which have fairly characteristic secreting activity, and their secretions 
tend to be more albuminous than mucinous. The myxomatous parts are formed 
mainly by mesenchymal organizing cells, and sometimes of degenerative secreting 
cells. The chondromatous parts are either products of degenerating process in 
the myxomatous parts or transformed connective tissue stroma immersed in the 
secreted masses. 


’ 


So-called ‘‘ mixed tumors”’ originate, in the majority, from the secreting parts 
or the ductlets of the salivary glands, but, epithelial neoplasms originating from 
the other parts of the body can be transformed in the same manner, provided 


that their secretion have similar character. 
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Studies on the Maxillary Tumors. (Second Report). SHIGERU 
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第 7 表 31 例 中 28 例 の 組織 型 と 予後 と の 関係 


1 年 以内 死亡 者 





年 以内 の 者 


2 


1 ーー 


oO 


= 


N 





= 
‘eS 7) 


Reo 
6 つ や ん 


Erf 


2 Le 
{pac 


切除 の 難易 に 





a 


< つう 








ーー へ 者 人 リー キュ ルキ 
> [oP ay - 20 


tt 





ET. 
カミ ゴー ィ 
sam 





SBOP BRE 





Ara, 





> 


SER OR FE EN TER GB 0D 7 























cer - Fe eke 
ROR S KZ に > 反 \J 側 っ 
wy ert 
第 8 用 F HE i 
i 
( 1) N bi 
あ り 
な 【 ix f 計 移 な 【 
な Ke V 
25 1 : a 
1 ー N, ' 36 126 
29 
’ = wa b nt c 
第 9 iR EIG NE SIRE A ie 
‘ 4 
1) $f (2) WE: 
| な 【 a nl 1 に 
4 2 2 1 * 側 6 
0 1 4 xt 32 
2e 
ii 2 6 8 nl oo 
I 51 +} 510 En = 因 - ル ネム いい i} ; 
F I IH HUN TH マフ つつ 」 を 3 ロト Vy \ 
し | 








ER 
En: 


Horb». ~ 
wLEODLAO? 





eier 3 
ur; 





簡 沼 に ラチ ウ 


= Li veit た に 


j 抗 部 倍 に よ う 分 類 


人 W 型 の 2 群 に 分 ける と 略 


ee Sar etal oe 
この に の の / ヽ の タ ぁ 





S 
m 
or) 
Ww 








gs 本 症 の 36; 23 hr. の 関係 ヵ A, 


jw; N 


y 


Ho, 


#4 


期 Rt 


eS 4 DA0 


| 


= 


事 や 3 KLAR: 


a 


Ah WE > } 7 
悪性 度 と 治療 の 難易 と 





第 10 & 


AF ATA 


5 その 他 
ラ ヂ チ ウ ュ ム の 治療 効果 に つい ぃ て 前述 し し 


Be > 
ツ いか ふら 。 





jun 





FUTFEO RIGS £ 


EN 


態 学 的 変形 が 加 は り 易 \ 
の 成績 7 » ら 推す と x 


まる 


MILO 


予後 良好 と の 


FEi EI KAM vl 
I Aube 2s WV Bic LE 


ie, HD Be (CARR 


RUE » 


w 


ER? 


UY 


する 所 が ある o 


治療 の 難易 に 関係 する 基子 


* の 難易 





こ o 
り 殆 ん ど 除 去 さ れ 得 る と 思 は れろ が,。 そ 


田 


の 後 の 再 鯉 上 農 に は 徹底 し た 脚 済 と 放射 線 療 法 が 要求 され る と 思う 。 
ト 割 の 腫瘍 が 切除 困難 で ある が , これ に 関連 し て , 該 部 


こ 予 知 す る 事 ヵ 

















が 必要 と な る 。 この 目的 に 。 レ 線 像 より LIRR 


— 














AS - ゴリ ー セ Ax; = gee 
を 有 や (= As j— FR S 少 ULF RL, TOR. FAR 
か Ar) i ae 
UBER ER ICBRLIDS, その 成績 を 要約 す 
第 11 表 眼 案 下 神経 の 知覚 クロ ナ キ シー 検査 成績 
(1) 4. 3 At He a (2) LWW + HRA SH 
9 2 e 術 & 
値 it Fl 前 ー u al 
1:3) 1 年 以上 
0 10 0 10 0 0 2 2 
1 lig 2 7 12 5 0 17 
0 1 0 1 0 0 0 0 
12 2 5 D】 
4 
14 12 7 19 
Rheobase 
C, RICK N Aft ets eo と に ラ 3 es 
eee N KIWETA HD EL CHE 
ナニ ュ ュ の 2 - TASH 1H 2 AZ “Te ee ee Toe a Er ‘ 
2 * > Do x A Pr IT | % AN r ‘ [ie i RAG x hae > & /^+ BD 
へ ー fiz 7 1 > > へ in 2 UTE Ltr hele) = 9 +f ) Er ig rs ay 
の 一 拍 針 と も し た い の で あろ る 。 上 頸 六 特に 晩期 の も る の の 中 に は 相当 数 に 眼 修 内 
7 Fr ン In: - Me’: => っ イト » フェ チエ 日 プー シー リー eS a sa i. 
4 : DOGMA AD, 我々 が 現在 迄 に 経験 し た 6 PAOD DBDs i BAT, 
ram, ャ クー イィ El) Py & Wh é 
Qa め > / > f ノム みう て 54 ノ の 


194 








65. Fon ook 木村 哲二 , 木村 隆 吉 
(東京 意 束 会 医科 大 学 , 木村 研究 室 ) 
Comparison of Histological Features of Giant Cell Tumor of the Bone 


and Haemangioma. TETSUJI KIMURA, RYUKICHI KIMURA 


Sc: T (ih, GC は 巨 細胞 , GCT SF, OS MBH, GE は 
格子 状 (又は 嗜 銀 ) 線維 。 

r GCT の 主体 部 は 長短 紡 鍵 形 細胞 集合 部 (細胞 部 と 略 ) と 多数 の 混在 で ,。 その 部 の Gf は 
MEK, 輪状 配列 ( 管 像 と 略 ) を 示す 所 が 多い ぃ , この 管 像 は 血管 腫 で は 著 明 に 見 られ 又 GE は 
細 血 管 右 に 接着 し ある い は 血管 腔 内 に ある , これ 等 の 点 か GCT に 血管 腫 的 性 格 が 考え られ る 
事 を 以前 に の べた 。 今回 は GOT 細胞 部 に 似 た 組 幾 像 の 線維 胞 や 内 非 の GE を 比較 し た < LIF 
通 の 血管 用 で は GC は 殆 ん ど 見 な い の に CCT で 多数 に 出る の は 。 骨 に 伸 か 特 絢 の 性 質 が あ 
っ て 咽 管 性 で な く て も Cf の @ 管 像 が 出る か の 抱い が ある の で , 2,3 OF T に つい て 比較 レ た っ 

私 共 の OS は 所 詩 Osteogenic Sarcoma 乃至 osteoblastic S. と すら 。 こ の OS の 細 移 部 
は 一 般 に 中 等 大 不正 紡 鍵 方 形 細胞 の や や 粗 開 配列 で 相当 多 形 性 も ある 。 この 部 の GE は や や 
少く 不正 で 管 像 は な い , 唯 不 全 団 骨 部 周辺 の 幼 軟 骨 部 で は 軟骨 細胞 を 囲み ふ 淡 黒 褐 染 状 像 が ある 
が , これ は 判然 た る 黒色 線維 で な く 履 ょ 点 状 に 見 られ 空中 に 軟骨 : 
血管 腫 や GCT で は 管状 輸 状 GEf に や や 膨大 し た 細胞 が 内 度 様 に 接着 し 中 心 に 多少 の 腔 状 部 が 
ある 。 OS の 線維 腫 像 部 は GE 出現 は や や 多く 太く 細胞 問 を 直 走 を た は や や 直 曲 する が 衝 
像 は な い , Ewing RTo Gf は 其 だ 少 い か 殆 ん ど 無 で 無論 管 像 は な い 。 す な わ ゎ ち GCT 以外 


の 上 記 の 骨 T で は GCT や 血管 腫 の 様 な Gf の 管 像 を 見 な い , 





一 杯 に つま っ て お Bs 





PII ORO AHEM Ct ARI BET sR, GE は 多く 太い が 管 像 は な い 。 MAF 


組織 Ak C JA +. fi i Ali Al (に こと + 無 論 管 (Rit F > る カ aS, その 他 は 細く b SG く DIE» WS 5 En ば に た に 多 く な る ろ る 


た な い 。 容 血管 性 肉芽 部 の 管 條 は その 閉 明 で 血管 姓 に 類似 する が 鼻腔 で は 履 ェ 見 られ 





3, 血管 腫 や 肉芽 の 所 見 か ら 管 像 は 細 血 管 集 合 の 特徴 で わり, GCT TER HH Ar IL 
出る 事 は その 血管 腫 的 性 格 の 現われ と 考え ざる を 得 な \ 

次 に 私 共 は 骨 〒 の GC に 就き の べた だ たい,。GCT の GC は 多数 の や や 小形 の 均等 和枝 を 持つ 所 
計 Epulis 型 GC で , その 殆 ん ど 像 部 は 管 余 を 示す GE に 接着 し ある らい は Gf HEN epic 
出 ら 事 か ら , TORO GC の 血管 由来 を の べた 事 が ある 。 所 で OS ice * 13 GC は や や 小 
形 で 核 数 も 少く (5,6 ヶ 位 まで ) ASWIGtSREOS LOBEL FER ARTAL, この GC 
像 の 相 異 は 履 xGCT と OS と の 判別 に 注意 せら れ う ら , 私 共 は た 部 分 は GCT で 定型 的 の Epulis 
#) GC が 多数 に 見 られ る 切片 の 1 部 に 相当 広く OS CHSHRFE GC 出現 が 少く な い の を 見 


た , も し この 部 の み を 見 た 何人 も GCT を 否定 し OS と する だ ろう 。GCT & OS は 混在 出現 


= る 
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すろ か あろ い ぃ は GCT が 悪化 すれ ば OS ある い ぃ は OS 類似 像 に な る の か , この 問題 は 多く の 材 
料 を 検査 し て 後 判定 し た い , われ われ が 驚く の は この 巨核 性 GC が Epulis U GC と 同じ く 重 
管 避 に 接着 し あろ い は 腔 内 に あっ て , 血管 由来 と 認め られ る 像 で ある 。 私 共 は ば OS CHAR 
PE GC it 細 有 移す な わ ち 骨 芽 細胞 の Syncytium 性 ある ぃ は Plasmodien 性 の 者 と 考え て い ぃ 


パス ぅ 


捕 格 し た い 。 し か し GCT の 多核 性 GC の 外 に 結核 病 梨 の GC。 所 講 物 人 性 GC 等 も 血管 由来 と 


た 。 今 そ の 血管 由来 像 を 見 て 骨 に 見 る GC は 過 て 血管 由来 で は な いか と 思う た が , これ る 今後 


思う 私 は 。 少く 共 多 核 性 の Epulis GC は 血管 由来 と 見 た いと 想像 じ た 。 所 が この 想像 は 起ち 


に 破 ら れ た 。 最近 Riedel's Struma で 腺 胸 内 に た 小 多数 の 多核 性 GC 出現 を 見 た , 現在 種々 





の 点 か ら こ の CC を 血管 由来 と 見 る 根拠 は な い , 従来 の 所 説 の 如く 腺 上 度 融合 と 認め ざる を 得 
ない っ 


記 に 全く 同形 と 思わ れる GC で さえ 由来 同じ で な たい, 細胞 の 形態 の みか ら 組 織 発生 的 


OEL OD Lu, KT 細胞 の 如く 千 変 万 化す る 細胞 に 対し 私 自身 の 知見 の 乏しい 


KES. MET RICATK T の あら ゆる 多数 の 材料 と 取組 ん で 必死 の 努力 を する 事 の み が , 
少し ずつ で る 人 体 〒〒 に つい て の 正確 な 判断 に 近づか し め て くれ る 事 と 思う 。 
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66. ZI IA, FAL eH TI KARO GS CS D 
iL OMS ビー・ プ ラッ クシ エフ ァ -, TRB 
Seminoma, Dysgerminoma and Related Tumors. 


B. BLACK-SCHAFFER, SEIICHI KAMBE 


(Path. Dept. of Hiroshima A.B.C.C.) 


It was established from a study" of 922 tumors of the testis collected at the 
Army Institute of Pathology in Washington, D.C., U.S. A., between October, 1940 
and May, 1946 that 96 per cent could be classified as seminoma,embryonal carcinoma, 
teratoma or teratocarcinoma. One pei cent were interstitial cell tumors and three 
per cent were rare or unclassifiable varieties. 
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Of 3,261 biopsies sent from various hospitals in Hiroshima during the past 3 - 


years, nine revealed primary testicular and thirteen ovarian tumors. These do 
not include the cystadenomas. 

In this paper there is briefly set forth the histogenetic relationships: 1. Be- 
tween seminoma and dysgerminoma. 2. Of seminoma to embryonal carcinoma, 
3. Dysgerminoma to choriocarcinoma (non-placental). 

Ewing” stated that (1) all the common testicular tumors arise from tevatomas 
and (2) that histologically uniform neoplasms represent a one-sided development 
from teratoma. Chevassu,” on the other hand, taught that the seminoma does 
not arise from a teratoma. 

Current opinion in the United States of America holds that the seminoma does 
not arise from the seminiferous epithelium, but from primordial gonad cells as 
does the dysgerminoma. 

Seminoma and Dysgerminoma. Seminoma and dysgerminoma are similar in the 
following histologic aspects: 1. Round or polyhedral, certrally located nuclei 
with evenly dispersed chromatin, and sharp cell borders with clear cytoplasm. 
2. Absence of differentiated glandular structures. 3. The cells are arranged in 
unorganized masses or cords divided by trabeculae of connective tissue stroma. 

These two tumors are thought to have an identical origin and should be called 
“germinoma.” Their clinical behavior reveals that they are relatively benign 
in nature compared with the embryonal carcinoma or teratocarcinoma. 

Seminoma (2 cases) and Embryonal Carcinoma (2 cases). One seminoma was 
typical, the other somewhat atypical. The second tumor metastasized to the 
inguinal lymph nodes. A testicular biopsy of this seminoma revealed in some 
areas typical structure, except for numerous mitoses, and in other areas a tendency 
to form glandular structures. 

Friedman ard Moore suggested for this type of seminoma the term ‘‘seminoid 
carcinoma.” This type gives a poorer prognosis in respect to longevity than the 
typical seminoma. 

Embryonal carcinomas have been confused with seminomas, despite a distinct 
difference in the fundamental cell type, and clinical behavior. ‘‘ Embryonal car- 
cinoma ” includes, among other types, ‘‘ embryonal adenocarcinoma and “ papil- 


, 


lary adenocarcinoma.’”’ Even choriocarcinoma (non-placental) belongs as a sub- 
group in this division. 

We present two cases of ‘‘embryonal carcinoma,’” one adenocarcinoma, and 
the other papillary. 

Choriocarcinoma (non-placertal). Recent study” disclosed that foci of chorio- 
carcinoma may occur in seminomas, dysgerminomas and embryonal carcinomas 
of both testis and ovary. Because of this, it is proposed that choriocarcinoma 
should be considered a sub-variety of the embryonal carcinoma. The common 
secondary sequelae of choriocarcinoma: gynecomastia and related changes in the 
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endocrine glands are associated as often with embryonal carcinoma as with 
chorioepithelioma. 

Our single case arises from a dysgerminoma of ovary. The tumor metastasized 
to the omental lymph nodes, which grossly were hemorrhagic. Microscopic study 
of a metastasis revealed a characteristic choriocarcinoma. Syncycial trophoblastic 
cells were prominent. The patient died two days after the operation, and clinical 
data are inadequate for presentation. 

Summary: 1. Seminoma and dysgerminoma are histogenetically identical. 
2. Seminoma and embryonal carcinoma are histologically distinct tumors, except 
for an occasional transitional type. 3. Non-placental choriocarcinoma is one of 
the sub-varieties of embryonal carcinoma. 

References: 1. Friedman, N. B., Moore, R. A.: Tumor of the Testis, A Report on 922 
Cases, The Military Surgeon, Vol. 99, pp. 573, Nov., 1946. 2. Ewing, J., Neoplastic Diseases. 
3. Chevassu, M., ‘thesis of Paris, No. 193., 1906. 

附 講 
木村 哲二 : = エミ ノー ム ュ (S) は primordial germ cell か ら で き る の で 缶 精 管 上 度 か ら で は な いと の 

2°, 


御 話 こし た が, 私 も S は primordial germ cell か ら で き る と は 思う て いま し た (2) この p.g. cell 





DASHA IC BALAI て お る 者 で すか , Re (b) HERDS yp. g. cell 2-czctHEOMBe? ど 
ちら ご し ょ よう か , も し (9) と する な ら ば 残 在 pg.'cell 群 を 見 出さ れる 者 で すか お きき し ます , RSH 
ich * も 混在 する と 思わ れる の で , REHLRABEASOBTTL BB O THE LEHE TAT 
お り ま す 。 こ の 点 に つい て 御 教示 を 顕 いた い 。 

ZS Dysgerminoma は 同じ 組織 発生 的 の 者 と 私 も 思い ます が , 私 は S の 悪 度 が 強く Dysgerminoma 
武 だ 弱い 事 に つい て 何 か の 御 意見 を き 
武田 教授 に , 墨 丸 肉 腫 中 に は 確か に 且 組 胞 性 と 見 られ る 者 を 見 出し 得 な い , REAAMCHER ICR 





た 
た いい o 


nye 





の 悪 度 ? 





発生 と 思う て いま す 。 
武田 勝男 : 志 の 間 細 胞 が 著 明 な 銀 反 応 を 現す も の ご 二 広 の 精 肛 腫 中 に も 区 明 な 銀 反 応 を 示す も の ヵ 


3, と の 点 で 先 MPN 存在 を 主張 し た 事 が ある 。 今 是 - 3 [ii SABE ES © FF fe 
は な いと いう 事 に な っ て いる の で し よ ょ よう か 。 


神 部 誠一 : ——* Seminoma と glenduler structure を 有する Embryonal carcinome ¢ +: 





に 存 し , MILT OB Me BbonNSLOKPMIELe, Seminoma cell が Primordial gonad cell か ふら 


Seminiferous tubule の epithelium か ふら - こ な いこ と に, その 組織 学 的 構造 。 及び この 細胞 4 





Spermstoconia と 類似 性 を 持 が ミュ を 根拠 と する こと と が 出来 ます 

Sate ee Seminoma で 多い と いう 質問 に 対し て , 私 の 見 た Seminoma で は その よう 

な も の に な か っ た Seminoma の 好 殖 する 年 齢 に Embryonal Ca. の averege より も 更に 年 の 老 
た 人 に 多い , (384 才 前 後 が その peak を 示し て いる )* 


- ーー < 2 int >, Axe >» 


Interstitiel cell ふら 出 た と 考え られ る sarcoma に つい て は , CIWS AMLEBRYO CreKZ MK 


SOLS! OAS ZUBE ( 全 沢 大 学 医学 部 . 爾 理学 教室 ) 
Classification of Testicular Tumor. RYOZO YONEDA. 


io} 
“I 


PS OI EEA OBR IA, Bart TAN RT E, その 特価 に 基 い て , 判断 する 





管 組織 と し て 眺め る と 。 FLU CORM BAS RUGS L, 
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I ツ Hi みこ - ち 、 っ = 73 PA 交 ・] 
必 妥 が ある 。 そこ で AL R% 

















RAE COBAKKAD D, TOMCIMET SMB ELC LC, BAMRO MEE 
位 を あげ 得る 。 徒 来 よ り 教 室 同人 は , 腺 管 の 潤 管 部 を 系 統 的 に 検査 し て 来 た が , そこ に 特徴 あ 
ゥ 一 般 的 性 格 を 見 出し 得 た ぅ 腺 管 潤 管 部 は 一般 に 血管 系 の 血行 調節 部 位 (濃厚 な 血管 運動 神 
CERES) と 対応 レ て 位置 し て いう が , この 事 エ 内 丸 系 に つい て も 認め る 事 が 出来 うふ 、。 す な 
わ ち 小 動 脈 壁 こ は 豊 富 な る 血管 神経 支配 を 見 ,。 これ に 対応 レ , 潤 管 部 上 度 は 知覧 終末 租 維 及び 
濃厚 な ろ 自 律 神経 系 繊維 の 支配 を 受け て いろ ぅ か か る 潤 管 部 的 な 部 位 こ あっ て 結 。 一 般 に , R 
FL MERFZSUKHERLONT, 履 々 吸収 ・ 排 港 等 の 物質 移行 像 が 認め られ る の で あろ が > 
塁 丸 系 に お ぃ て る 同様 な 事 が 考え られ る 。 色素 を 血管 内 に 注射 する と , 潤 管 部 上 位 部 に お いて 。 
血管 -> 吉 管 内 へ の 移行 像 が 認め られ る 。 この 事 に よっ て , 障 旭 因子 が 経 血管 性 に 来る と , RE 
は 上 記 部 位 に お ける 血管 っ 勿 管 へ の 排 浴 機 転 に 基き , その 粘膜 下 織 あるいは 暑 出 に 渡 
く 過 程 を 理解 し 得る と 考え られ る 。 BE, BAROREC, この 型 の も の (BEN 
内 膜 炎 … 屋 閉塞 性 ) が 多い 。 次 に 腺 管 つ 血管 光 巴 管 系 へ の 物質 移行 の 可能 性 で ある が , X 
的 に は , 腺 管内 へ の 注入 は , 高度 の 実質 内 圧 の た め の 現 在 は 証明 困難 で あろ 。 次 に , BER! 


19 


h5 


レ て 行 


be 


= 


一 般 に 末 分 化 性 に し て 。 再生 能 に 富ん で いろ 。 SABERLKROILEREr C532%, 更に こ 
の 部 位 を 基盤 と し て 腫瘍 化す る 事 も 束 く な い 。 遇 丸 腫瘍 の 大 部 分 は , BROT TORE 
系 に 原発 する ろ が , 全 46 検索 例 の 内 , a) 所 調 精 上 度 腫 26 Pl (内 1 例 . Ser tili 細胞 増生 型 ) . 
b) HERER (BARE) 由来 性 の も の 9 Pl, GEEK (BALK) 由来 性 の も の は , 

私 共 の 例 こ は な か っ た 。 a) 型 腫瘍 の 組織 像 は , 既往 文献 と 詳 述 され て いろ る の で 省略 する 。 b) 
型 の 潤 管 部 上 皮 由 来 性 の 組織 像 は , 基盤 部 位 の 上 度 は , YER LRA Sertoli 細胞 を 含む ) 


と の 移行 部 位 で ある の で , 基 盤 部 位 の 母 型 を 保ち つつ 。 導管 又は 実質 へ の 移行 像 を 混 じ つ つ 。 


腫瘍 化す る 事 が 多い 。 従っ て 私 は 。 この 部 に 原発 する 腫瘍 を 。 LBM LOL, 何れ か 


へ の 移行 像 を 伴う 混合 型 と に 分 け , ある い は 腫瘍 化 の 成 部 度 か ら , 分 化 型 と 比較 的 末 分 化 型 。 


- リー 1 ィ ー 
N 1 こ 更 (て 混合 型 と に 2 分 類 し た 。 
hi; r eter 





お 


腺 管 洋 管 部 こ 対 応 レ て , 血管 一 神経 系 が 客 に 位置 し て いろ 。 RE ROME (tEHIC, ある い 
は それ に 誘導 され て , 聞 質 糸 も 腫瘍 化 , 乃至 増生 の 傾向 を 示す も の が あろ る が, LOREOMS 
神経 糸 が 周 題 に な る 。 血管 系 の 腫瘍 化 へ の 増生 傾向 は , REITEN, HL 
か し て その 外 膜 細胞 ヵ ig 盛 に 分 像 ・ 増 生 レ し 。 あ る ろ い は 形質 細胞 に 移行 する LO 


BX RK CRT SIH CHS), ME 





ORALZES LO, MEMEO 5 Q- 細 胞 化 (大 型 ・ 円 型 ・ 極 め て 吸 調 た 胞体) 
LC, 集団 を 形成 する も の 等 が それ で ある 。 あ ろ い は 管 系 腫瘍 と 共に (誘導 され て )。 小 重 
( 静 ) 味 内 膜 下 に 幼 着 な 組織 球 性 細胞 が 増生 し て , 小 集 団 を と ろ 事 も る 稀 で な い 。 AICS, 


MED SCR LC, 小 動 涼 周囲 に 極め て 容易 に , RO 
(HEX CHI, 神経 系 の 悪性 腫瘍 化 は , 私 の 検索 例 に は 認め られ な か ヵ 
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と 共に , 反応 性 に 若干 構造 乱 せ る も の は 基く な い 。 
CAME LARGO Ct, 勿論 全部 を 理解 する 事 は 不可 能 で あり , 高度 に 末 分 化 な る の, 問 
細胞 ,。 SPAY TV ty Bx OMAR SA, 私 の 検索 例 中 に それ 等 を 経 
Hp, HX, Teratom は , 加 丸 系 の 機能 的 な 構築 単位 の 腫瘍 化 に は , 
: を 略し レ た 。 以 上 私 の 全 観 察 例 の , Bi 


キト 





関与 し な い の で , 検索 例 数 の み を 記載 し , 5 


表 の 如く で ある 。 











Me eee a nenn nen nennen nen nenne nassen sense nennen nn nennen nee 23 cases. 
i— KELRE-tiı I - BE tw 
i Hee 『 系 増生 現 < Y 
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計 46 cases 
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Argyrophil Fibers in Gastric Cancer. MICHIO MOROOKA 


Gomori 氏 及 び Negerin ICHYERH:T 


Fer 


こと ころ 。 MEHO! 
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KerHOoOn HEE BIC AR MIG Ole DB OREO N FRE A OH: 
を 伴う 場合 に は , その 部 に 種々 の 大 き さ の 嗜 銀 繊維 が 網状 ある い ぃ は 樹 枝 状 と た な し て 現れ , 
mM ORE CHS, 走行 も 不正 で 。 諾 所 に 繊細 な も の を 混 じ , 明らか に 新生 増殖 せる も の な る ろ こ 
と が 窪 知 され ろ 。 閣 実 質 が 中 等 大 の 嗜 銀 繊維 に て 囲 続き れ る 像 も $ 情 < 々 認め あら れろ 。 HARAOW 
及び その 局所 的 発育 型 如 何 に より 上 述 の 嗜 銀 繊 維 の 所 見 に は 著 差 は 殆 ん ど 認 め 得 な た い が , た だ 


PER EUR ER の ーー LH ー To od ‘KK nr, 
KIA LT 8 AMC SEE 5 BBC Br EBB 








し に 徒 っ て 嗜 銀 織 維 の 出現 も 著 明 で あろ 。 BIC MEH 3 AA 
に 会 * 





NESE HED SMS LCI HARE TD, 且つ 賠 原 繊維 化す ろ も の が 増し , な お 該 肉 芽 









組織 の 織 維 化 が 高度 な 部 で は 。 疾 実質 に 直接 する 部 に の み 細 線 状 の 嗜 銀 繊維 を 残す の みか , X 
は これ さえ 認め な い 場 合 も ある 。 

次 に 骨 長 固有 筋 層 に お けろ 所 見 を 述べ る に , 導 実 質 が 無 文広 性 に 進む 場合 SOMO 
rit % = PES 物 財 格子 GAS. Sho 
ant, MEER HMB PEO ESA. HA 


— BA j- 


> 
HNC 


ALDI Bat 


= ir A - 5 - 2) nme Oe CH em ple oh. ) Br >. ナン ミ メ 1 U In うう 、 テ ラース 
圧迫 の た め 集 着 す る の を 見 ろ る が , 嗜 銀 繊維 の 新生 せり と 思わ れろ る も の を 認め な た い 。 レ し かろ に か 
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69. RRO FETT EN OSE oT Oc 


SH BR, 久保 田 重則 COMA HH) 


Growth of Stomach Cancer and Isoelectric Point of Cancer Cells. 


TAMAKI IMAI, SHIGENORI KUBOTA 





浦上 。 Laves. B3, で は 。 そ の 等 電 点 
人 一般 に 酸性 側 に 傾 Ze, MAMA 
ぼ ぽ 同 様 の こと を みて いろ 。 此 判 検討 に 応用 
L, 次 の 成績 を 得 た 。 

FENSTER PAD OR FA 3 例 で 。 劉 出 応 後 96 2 テル ュー ル で 固定 し 。 Pisc- 








り 7.8 迄 の 15 EH KHL ROMEO 3 FO RMIT X Se 


関 の 方 法 に 準じ , & pH の 染色 標本 ど と に , HAAAH RS 


t 





iD} ki EIch, 





ELE FT FEM COWT, TRNSEDOLDORBELMEL, AREER 


DB FH LE—-HLS SPE EOBERRICHLAL, & PH に お ける 色 度 の 平均 値 を 求め , 





SM た アド] 
FATERO 


平均 色 度 の 急落 する 2 点 の 算術 平均 を 以 て 当該 部 の 





町 見 を 総括 する と ^ 胞 の 等 電 点 ( 核 。 原 形質 と も 。 DFR) oma, MRA 





AD hy & BH: 





MRA, OFS AR 


する よう に 見 える 。 し か し て , WMC RU KUN TG, GREER 
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+ RE FY こ 抑 Flees x れる と いい 4 : 


で ある 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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70. VER PAIS EU 2 N ORE IC BIT 2 DEE 
> 6c re 


A Study on the Determination of Gastric Resection Line at the Operation 


of Gastric Cancer. MASATO HORI 
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EROBERTE DS RTS Leo 


A IR 


UHR と 1 = HET n - る 関係 を 有する カ ヵ 8 * 後 : "EI ち ! 





に関する 研究 は 余り 百 り みれ て 





よう で ある 。 
稚 査 材料 。 昭和 25 年 1 月 より 昭和 26 年 7 月 迄 に 痴 研 外科 





5 119 例 の 六 由 に つき 次 の 様 た 検索 を 


Lf 腫瘍 の 部 佐 1 表 ) 


= Sc ゃ FA EIS LEI の へ ・ 
- し 主として 骨 切 除 線 の 決 
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の 他 45 AY NEE D HE RR pe = LAA 


3. 次 に 切除 月 を 出来 る 


IRB 








BORN 








AY Fe te Hr の ハ Halt pe eh) 、 ーー マロ eh ae oe tT に 天 ER 
fee rH RO 3 割 面 に 就 い て 組織 学 的 検索 を な し た > ぅ 


検査 成績 。1. A) ES Ree ー 


IS 





HUME Ds SE ZANE SIAC ET Bor 


MORDES TEM TEE OR MD I 





EL FH eb a 


て いる DB: あ っ CEI HE} =a 
TZ bog Ft (CIPHER OHNE FEE NET DA. (第 2 表 ) 
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& KABA IS 9 CBM EAL SE 1cm 以内 の 差 に 止 を っ て いる 。 中 間 型 淫 潤 型 で 
+ 肉 眼 的 境界 と 一 致す る も の 少な く 大 多数 が 3cm 以内 の 差 に 止ま を っ て は いる が 稀 に 数 糧 も 癌 
れれ た 相当 遠隔 の } 潤 を 認め た (第 3 表 ) 

SA 肉眼 的 境界 と 組織 学 的 境界 の 差 (NE) 型 と の 関係 








Xi N“ 


側 =; 側 
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募 周囲 に 限局 する 傾向 を 認め る が 浸潤 型 で 


ば か か る 傾向 少な く 限 局 型 に 比 し 閉 レ くそ の 拡がり 方 は 不 規則 且 広 い (第 1 図 ) 
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界 を 赤 分 に 確か め な けれ ば た な ら た な い 。 

2. 腫瘍 品 側 に お ける 病 細 肪 の 拡がり は 限局 型 で は 肉眼 的 腫瘍 端 よ り 2cm 以上 に 及ぶ も の 
は 甚だ 少な た か っ た が 中 韻 型 及 浸 韻 型 で は 多数 に お いて 肉眼 的 腫瘍 境界 を 可 成り 越え て いる 故 そ 
の 切除 線 決定 に は 慎 電 な る を 要 し 疑わ し き 場 合 は 進ん で 骨 全 名 出 が 行わ わる こと が 芝 ま し い 。 


3. 幽門 問 の 27.6 2 に 十 二 指 場 浸 を 認め た 故に 十 二 指 喝 も 出来 る 限り 広く 切除 せら る 


4. 逆行 性 光 巴 行 岐 移 の 存在 も 可 成り 認め られ る か ら 噴 門 部 癌 に 対す る 単なる 噴 門 の 部 分 的 


切除 は 根治 手術 法 と レ て に な お 一 考 福 ら る べき で ある 。 ( 廊 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


71. 幽門 部 小骨 駒 に お ける 潰瘍 冶 の 百分率 


村上 忠重 (昭和 医科 大 学外 科 ) 
Percentage of Ulcerocancer in the Small Pyloric Cancers. 
TADASHIGE MURAKAMI 
月 の 瘍 癌 の 組織 学 的 診断 に は Hauser の 基準 が 最も 信頼 され て いま す が , Ink 


zy? 


HASH IKL ICC MWIO LODAERUOM TI LICKDET, iho THROM LE 


GOFAL OLE CHIE ROSES LC, PAID RARE RAR AED U] 
BRAS ij 354 例 の 中 で は 6 2% に し か 当り を せん 。 AB ENODMDOHFFLRED ALT AO 
艇 が 両 の 成長 : こ よっ て 未だ 破壊 され て いな いで 残 つ て いる 様 な 初期 の 胃 交 の 中 の み に 求 め る 
必要 が あり きす 。 上述 の 350 HO A Ao HCH AAA EI S2.0x2. Of, Kt 2.5x1.5 HAT 


GIG 8 





DE ATAMAS 20 HH = Lt, BWHMOpIRt, Hauser の 基準 こよ る 確実 な 


例 (4024) EMA Se BILD 5 の 5 別 (2522) SOMO AMS LD 7 例 (352) で あり ま 


こう 


と - x を ニー フル ャ 折 千 FE — Hae — Ayr sg Le ee ee > on 
す 。 Hl EIA D B 隔 床 的 て 潰瘍 と し て 診 断 さ れ て 手術 を すす め られ て いま す の で , 
ン 。 FT ルー sit fda ou cer 2 E > ーー KA 7 HZ Pers oe) ee 
ZO ANCHE LAG DRS AH SAU LO ED CHA ODYRCHALRRZET © 





AMOR SEK & VSO St OBE HS THLE 
-, WOH ODS aid» 5 2A CALARTS LOK, AS TU CHP PRIME REEL, 
SHED LORIRA ERST HD ELK, 上 述 の 20 HO ICID A» 5 2 PELL 
NOVOPNUU4PHVOET, LOBOR CL, ABENOMOATER ST ZAHN the Ce 
DCH OMBALE ILS CLIC D ET, 14 MOWNRAKOM CCAM Hauser の 基準 に 
ORS SHEL TTY 4 fil (29%), B 群 潰瘍 起源 か と 思わ れる も の 5 例 86%), CHG 
の 痕跡 の な いも の 5 例 86%) で あり ます 。 結局 半 題 上 は B 群 の 5 HOME CRSBCE DET. 
以下 に A 群 の 1 例 と B 群 の 5 例 の 組織 像 を スラ イド で 供覧 し た いと 思い ます 。 

〔 第 1 例 〕 K.K. 58 +: 幽門 部 の 小 潰瘍 (Bin) CL OMPRIC MAD DET. 潰瘍 
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tah CRE PCE TH 2 EEE (BIA) GC, その 噴 門 側 辺 縁 は 癌 化し て いな い が ( 図 示 ) 幽 
門 側 辺 縁 は 拘 化 し て いま す 。 (図示 ) 即ち 単純 性 潰瘍 の 癌 化 像 と 云え を す 。 

第 2 例 〕] S.1. OF? 幽門 上 の 小 潰瘍 (図示 ) で 潤 く 粘膜 下 に 達する 浅い 症 瘍 が あり まほ 
す ( 図 示 ) 。 そ の 噴 門 側 辺 緑 は 癌 化し て いま す ( 図 示 ) が ZUERST 
が 見 られ ます (図示 ) 。 併 し 潰瘍 の 反対 側 。 即ち 幽門 側 辺 緑 に は 冶 化 し な い 粘 膜 が 存在 し 。 そ の 
英 筋 層 は 消失 し 。 粘膜 下 計 強く 繊維 化し て い を す 。 し か も その 灯 膜 に は 正常 の 幽門 腺 は 
た なく 。 再生 に よっ て 生じ た と 到 え る 不 規則 た 化 生 し た 上 腔 が 群がっ て いま す ( 図 示 ) o Gio TR 


瘍 性 病変 HD EAE の FACES KA お 3 替え られ ます 。 


HR 部 の 粘 』 





39 例 〕 K.I. 175 幽門 に 小 潰瘍 (図示 ) が あり ます 。 断面 に ば 粘膜 下 に 達する 浅い 
BERN) 28H DO STo 噴 門 側 の 潰瘍 縁 に は 痛 の 発生 像 (図示 ) が 見 られ ほす 。 幽門 側 で は 非 閣 
EO ER DREGE ERL EG ELTHE TS VERLIEHEN 
2S (AA) o TRC HE TREE CHRLO, その 上 を 全く 不 規 則 た 形 
を し た 骨 小 高 上 度 性 腺 腔 が 被 つ て いま す ( 図 示 ) 。 

と が 見 られ ます 。 な お この 標本 で は 閣 性 潰瘍 と ば 引 に 賑 六 化 
す ( 図 示 ) 。 
(Ham) A.S. 2949 陣 門 上 に 小 潰瘍 (図示 ) な あり ま 断面 の 粘膜 及び 粘膜 下 の 
科 い 部 分 に 極め て 初期 の 便 性 痛 ( 図 示 ) が 見 られ ます が , SOIC, 粘膜 筋 層 の 消失 。 固有 筋 層 
DEL REO BME, ROVE OPERAS SH, 財 肛 性 注 瘍 が 先行 治療 し た 事 を 
物語 つて いま す 。 丈 に 背 膜 下 の 由 肛 形 成 は は 図 の 様 な 初期 の 胃痛 の 為 と は 考え られ きせ ん 。 以上 


の 様子 ば マロ リー 染色 (図示 ) で 一 層 判 然 と し ます 。 





即ち 此 所 に も 早く に 漬 瘍 性 変化 の 経過 し た あ 


見 され て いま 








#5) K.Y. 735 細 門 部 に 小 洲 瘍 (図示 ) が あり ます 。 TU See 
され て いま す が ( 図 示 ), 固有 筋 層 の 濱 瘍 上 席 に お ける 断 裂 と きれ 上 り (図示 ) は , 典型 的 な 授 性 沖 
場 の 断面 と 同じ 像 を 示し ます 。 冶 が 先 に 発生 し て , それ が 潰瘍 化し た と 仮定 し て も 。 この 様 に 


Xe 3 h 22H ve > E ob 
きれ 上り が 出来 上 る と は 思わ れ ま せん 。 
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〔 第 6 例 ] Y.U. 66-2 幽門 の 小濱 瘍 (図示 ) で す が 渡 瘍 庶 
(LE DP, EKD Bike ct sah 





所 見 を 示し て いま す 


= % a o 
DEDBEFSRICHUT, THRACE D, AI INEEBRELT, MAD bl 
応 め られ ま す な ら ば 幽門 に お いて は 満 瘍 起源 の 胃 冶 の 百分率 注 A, B 群 合計 9 例 即 ち 64 2 と 


I 7 -d>7 


う 高 率 を 示す こと に ます 。 





勿論 この 百分率 を 胃 全 体 に お し ひろ め る 時 に は , (a) HPRREK BOER L OME 
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傾向 の 差 の 有無 ,(b) 潰瘍 を 作ら た ない Borrman | KUN HoOMOMESAFS 2 ano 
な た なり ませ ん 。 及 党 純 性 潰瘍 の 様 な 浅い 潰瘍 の 辺 縁 に 瘍 化 像 が 見 られ た 事 は 一 応 Konjetzny の 
月 敵 説 の 一 つの 証左 と 考え る こと が 出来 る と 思い ます 。 
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72. BANG XD SLE VTA D MURR FE MEIC OT (第 2 報 ) 


村上 忠重 , 中 村 暁 史 , 鈴木 武 松 (昭和 医科 大 学外 科 教 室 ) 
On the Histogenesis of Gastric Cancer Based on Observations on Cancer 


of Mucosa (The 2" Report). TADASHIGE MURAKAMI, SATOSHI 
NAKAMURA, TAKEMATSU SUZUKI 
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いる 像 が み ら れ ます 。 41 迄 縮 少 し た この 種 腺 腔 は 1 当り か ら 再 び 大 きく な り 初 め 64, 68 
次 第 に 断面 が 拡大 し , 且 各 腺 腔 の 形 の 乱れ が 目立つ て 参り を す 。 68 の 一 部 で は ー {ID Fl NES 
腔 が 目白 押し に 並び , 他 部 で は 被 蓋 上 度 
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の 一 都 に 数 條 の 細胞 索 が 収 伏 し て い を す 。 レ か も これ 等 の 2 個所 へ 収 欲 し て いる この 種 珠 腔 群 
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* 互 に ハン モツ ク 状 に 連なっ て いま す 。 こ の 様 な ハン モッ ツク 状 の 連なり は 





“EC ERMA ICA = 見 られ る 所 見 で , 時 に は これ が 高度 と な っ て , Kara 





連なっ た りす る 像 が 見 られ る 事 が あ 





た お 不 完全 征 ら 全体 に を つわり つい て いま す 。78, 88, 100 と 次 第 に 拡大 
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73. }f の MM 突 FR 太田 邦夫 , 田 中 HR Coren) 


Colliding Carcinomas of the Stomach. (A consideration of histogenesis 
of a single malignant tumor in general). KUNIO OOTA, MAKOTO 
TANAKA (Cancer Institute) 


Generally speaking, a developed cancer makes a single tumor at its primary focus. 
In spite of pleomorphism among the cellular constituents is has, at least, a 
characteristic histological pattern. In case of animals a cancer maintains a single 
character, both in morphology, biochemistry and behavior, through hundreds of 
generations of serial transplantation. These are the findings considered to be 
consistent with Hauser’s hypothesis, regarding a cancer as a new tribe of cells. 

On the other hand, multiple malignancies, involving many organs or a single 

one, are well known both in human and animal pathology. They can occur 
simultaneously as well as successively. Even in an area of microscopic dimension 
multicentric primary cancerization has often been observed in experimental animals. 
Analogous findings are not very rare in human pathology. Multicentric canceriza- 
tion appears to be common so far as the conditions for cancerization are given to 
a field,rather than to a single cell. 
_ How the multicentric origination of malignancy ends usually in formation of a 
single tumor? In the consideration on histogenesis of a cancer no one pathologist 
has even paid attention to these seriously controversial facts. Our tentative warking 
hypothesis of cancer as mutation product compells us inevitably to give answer to 
this question. 

In the course of experimental carcinogenesis of liver in rats, fed with azo-dye 
stuff, we have frequently encountered such findings as suggestive of two neoplastic 
foci, arising in a microscopically restricted area and colliding against each other 
(unpublished data of Matsumoto and Oota). In some examples, the two different 
carcinomas are quite easily distinguished, especially when the one is a hepatoma 
and the other a cholangioma of malignant nature. 

Morphological relations between two neighboring malignant neoplasms might be 
more clearly recognized in the organs with wide-spread surfaces than in parenchy- 
matous ones. Our present study aims at presentation of data positively represent- 
ing interference of two or more simultaneous human cancers with each other in a 
restricted area of one organ. Papillary malignancies of the urinary bladder or the 
large bowel, which are very frequently multicentric, are not fit for this purpose, 
because of close similarity of histology between them. The stomach was thought 
to offer the most adequate source for such observations. 

The total number of stomachs with carcinomas used in the present study was 354. 
Twenty-six of them were diagnosed as having ulcus-carcinomas. Among 328 of the 


remaining cancer stomachs we found, by rough screening, twenty-five of them as 
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more or less suspectable of having malignancies of multicentric origin. Five of 
them had clearly separated nodules with different morphology, and the other 
appearantly solitary tumors. After reviewing the remaining twenty tumors, only 
the following two cases were selected as representing colliding carcinomas of the 
stomach. 

Case 1: 0-435: A single tumor nodule exists at the prepyloric area. It measures 
6.5x4.5cm, with its longitudinal axis making an angle of 15° with the lesser cur- 
vature. On the cut surfaces, following two parts can be clearly distinguished from 
each other: one part is markedly medullary and the other characteristically 
gelatinous, with a thin layer of stable fibrous tissue seperating the two nodules at 
the level of the muscularis propria. Two walnut-sized ulcers, one for each part, 
have been formed and seperated by a bridge of non-infiltrated mucosa. ‘The regional 
lymph-nodes examined are twenty-seven among which three contain medullary 
metastases. Histologically the former represents an adenocarcinoma microtubulare 
medullare and the latter an adenocarcinoma gelatinonodulare. No transition be- 
tween the two histologic types is notable. 

Case 2: 0-893: A single tumor nodule exists at the prepyloric area. A single 
semicircular ulcer is formed appearantly by confluence of two originally seperated 
ulcers, coming into contact at an angle. The oral half makes a sharply defined 
medullary lump with a characteristic histology of adenocarcinoma papillare, and 
the anal half represents an infiltrating adenocarcinoma microtubulare. In the 
central parts the two tumor elements are mixed up, without any definite seperating 
wall. Appearantly the lattes type of cancer infiltrates into the stroma of the 
former, rendering the former elements markedly atrophic. Twelve regional lymph- 
nodes examined contain no metastasis of either histologic type. 

Unpublished data of experimental azo-dye cancers of the rat livers show clearly 
collision of two originally different carcinomas, i.e. hepatocellular and cholangioe- 
pithelial carcinomas. At first the two carcinomatous nodules are seperated by 
intervening liver parenchyma. Later, these two cancers may, either contact each 
other in a rather stable state, being seperated by a thin layer of connective tissues, 
or collide with each other. In the latter case, one of them replaces the other can- 
cerous epithelium or infiltrates into the stroma of the other. Thus the more 
energetic cancer gradually conquers over the other less potent tumor. There is 
a possibility that in the end the former completely replaces the latter and con- 
sequently there may remain only a single carcinoma in the field of cancerization. 

In contrast to the experimental observation in the liver above mentioned, the 
first difficulty in this study on human gastric cancers lies in the recognition of 
independence of the colliding tumors. Accumulating experiences reveal a surpris- 
ingly wide range of variation in histology of a single adenocarcinoma of the stomach. 
To exclude absolutely any possibility of transition between certain two histological 


types on an adenocarcinoma is probably be impossible for the presert. A. single 
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gastric carcinoma of denocarcinoma tubulare medullare type may well develop a 
metastasis in the adjacent area with gelatinonodular type, and an adenocarcinoma 
papillare may develop into an adenocarcinoma microtubulare. Such a diversity in 
histologic features in a single cancer is, though, gradual and many transitional 
features appear usually between the extreme types. 

The complete absence of histologic transition in the two types observed and the 
secondary infiltration of the stroma of one type of the colliding cancers by the 
other, suggests here strongly of the validity of the conclusion. Additional features 
attributable to colliding carcinomas in the stomach are as follows: a) an elongated 
shape of the carcinomatous focus; b) different types in histology of the metastatic 
foci in the coordinate lymph-nodes regional to the respective component of the 
carcinomas ;. c) simultaneous presence of the other multiple malignancies in the 
stomach. 

Although many gastric cancers may oiiginally be multicentric at the earliest 
stages of cancerization, a single established carcinomatous tumor of stomach may 
probably not represent, in general, a congregate of multiple carcinomas. A cancer 
is usually not a complicated mass consisting of many tribes of malignant cells. 
Competition among the multiple malignancies, in the earlier stages and in a very 
restricted space of cancerization, should result in collisions of the multiple tiny 
tumors against each other, a single dominant tribe among them conquering over 
the others and capturing the entire field in the end. In this manner, a single 
established tumor of an organ become in general consisted of a single new tribe 
of malignant cells. 

The phenomenon of the so-called standardization of histology of an animal tumor 
during repeated transplantations might be so explained that a dominant cancer 
conquers over the other in the course of growth at the newly transplanted area. 

Also the so-called assimilative growth of a cancer should be interpreted from 
the same view point: an already established carcinoma collides upon a neighboring 
carcinoma in statu nascendi. It might not be called assimilation but invasion of 
a young cancer by another more strongly proliferating one. 

If we regard a cancer as a new tribe of malignant cells arising from the adult 
somatic tissue, especially by way of mutation, the only possible interpretation of 
the natural history of a cancer should be as above mentioned. Further observation 
both of human materials and of animal experiments should be required for more 


concrete evidences for this view. 




















74. 子宮 癌 に お ける 基底 膜 の 態度 に つい て 
武藤 幸治 。 山田 豊 , 梅村 慣 一 郎 , 青木 忠夫 , 室田 利男 (上 日 本 大 学 医学 部 央 理学 教室 ) 


On the Behaviour of Basement Membrane in Cancer of Uterus. 
KOJI MUTO, YUTAKA YAMADA, SHINICHIRO UMEMURA, TADAO 
AOKI, TOSHIO MUROTA 


我々 は 年 来 , 細胞 問 物質 の 研究 に 着手 し て いる が , FMITO-HELTERKOH EZ & 
りあ る こと と し た 。 
一 般 の 通念 と し 被 杉 上 度 或 は 腺 上 度 が 腫瘍 化す る 場合 に , その 基底 膜 を 破る こと を 以 て . 





病 腫 化 え の 一 歩 を 踏み 出す 標識 と され て いる 。 即ち 古く は BORST (1924 年 ) ED BEE 


in 187 買 に お いて ,。「 例 え , 高度 に 分 化し た 癒 腫 と 難 も る , 上 皮 と 結合 織 と の 定 





WANE Alka, 基底 膜 (Basalmembran), 固有 膜 (Eigenmembran) は 浜 し て 形成 さ 
na] と 記述 レ て いる 。 SCHRODER (1926 年 ) も また 彼 の 婦人 科学 教科 書 析 563 一 564 に 
BUT, 子宮 体 壇 の 組織 学 的 記載 の 項 で 。「 冶 化し た 部 分 で は ,。 SF ETROMARE (Membrana 
『 年 の 文献 で は NOV 


AK (1947 年 ) が 彼 の 婦人 科 産 科 病 理学 84 買 に お いて 「 閣 性 に お いて は 悪性 上 皮 が 基底 膜 
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が 基質 中 に 生ずる 」 と 述べ て いる 。 なお 





propria) か: 破れ て 光 


(basement membrane) の 関門 を 破っ て 侵入 像 が 出現 する | と 説い て いる 。 


be SEB 





牙 と の 関係 を この よう に 記述 し て いる 廊 献 は 枚挙 に 暇 が な い 。 併 し 年 ら 個 え の 
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が か なり 不明 礁 で あっ て 。 COR HNL PIC IED RY 2D 20 


Serie bay ュー FE LI II ER TrSbZ” リキ ツテ He ee He 2 pear 
抑え 正常 組織 学 に お い ぃ て, 基 克 膜 の 実像 と 名 称 が を ち ま を ち で ある こと は 次 の 挫 威 ある 成 書 の 
mk Z 
>/ ュ に (の る や oo 





Möllendorf, W.: Lehrbuch der Histologie (1933) 
1) Basalmembran, Grenzmembran, (Grundhäutchen der Blutkapillaren)=Gitte- 
rfasernetz 
2) Grundmembrar (Bazement membrane), Membrana propria=Glashaut 
Schaffer, J.: Lehrbuch der Histologie und Histogenese (1933) 


’ 


1) “ Basalmembran ”’=Membrana propria=strukturell homogene Membran 
2) Oberflächenmembran (Fettgewebe) 
3) Membranellen (glatte Muskelfaser) 
4) Grundhäutchen (Blutkapillaren) 
Maximow, A.: Handb. d. mikr. Anat. d. Menschen (1927) 
1) Membrana propria, limitans oder terminans oder Grenzhaut (Basalmembran) 


=dünneres oder dickeres Hautchen 
武藤 は 邊 て (Virchow’s Arch. Bd. 300, 1937), 2 OES INCH A, 基底 膜 に 
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場 か ら , INKOUTREEMDODZ- OHR BAL HS RE Lite 


( 皮 と 結合 織 と の 境界 ) 並 に 内 表面 Eme, UAE, Beck, IRD 
維 綱 と その 銀 線 維 半 に 介在 する 液 訣 。 ゾル 状 乃 至 ゲ ル 状 基質 (Grun- 
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大 乃 玉 ゾル 状 基質 を 有する 銀 線 維 網 ( 例 : TER) 
( 例 : 表 度 ) 





た ば 子宮 採 に お ける 基底 膜 の 


て Ir 一 組織 。 


この よう た 基底 膜 の 知見 に 立 脚 し て , 山田 が 間 集 し た 38 例 の 子宮 褒 手 術 材料 に お ける 基底 





先 人 の 説く と ころ の 病 化 と 基底 膜 と る 一 般 通 





5 。 従来 の 研究 者 の 如く 基底 嘆 を Hämatoxyl- 





く 根拠 の な いも の で あ 
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bE oy WIE I と ER Se, = tte He I 、 . 1 
に 買 の 増 殊 を 伴う る の で ある 。 そ を し て 舞 腫 の 実質 と 基質 と 








の 境界 面 に は 色 * た な 階 に お いて 基底 虹 が 形成 され て いる こと を 実像 と し て 確 め 得 た 。 痛 細 有 
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で 差 が 生ずる の で は な いか 。 
即ち zellulares Wechstum と みる べき 状 みえ たら, 
Dkk こと いう 事 は い を な いか 。 
3) = > 後 ) Mae する 様 な 状態 の 角 > その 時 











武藤 幸治 : を 3 型 に 大 別 1 子宮 月 
OPM ERO Fasernetz な る 


Netz +72, 一 種 の Membran 


- 衝 の Glashaut ごち あっ て 。 Fasernetz ¢ 











2) 少く と も 子宮 冶 に 関す る 限り , [基底 膜 が 破る 」 Lud cee RRL TE! 
を ば, 子宮 頸 問 の 初期 像 と し て の “Carciromainsitu” (CHKAVTORRE 
こ お い て 粘膜 上 度 の 
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, 大 体 判っ て いた だ ける と と を 嬉し 《 思い ます 





く 見 ちら れ る 点 は 私 ども 全く 同感 さも る 。 こ の 点 件 説 に 敬意 を 表し た い 。 し 
と 欠 で も の も あっ て FE も 近く お開き - 
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考え は 大 体 私 共 と 同様 と 思い ます 。 た し か に まお 
て FS 以外 の 材料 に EA UTG Rs ま 


で , 本 研究 の 場合 と 同じ 立場 で 見 解 を い ぃ い 得 ませ ん が , 

















g と ライ キー + > 2 Ar. tHe Hy th ER + ee re 1 
Re Dit Tv す 。 どう みか 今井 教授 に お か れ ま し て も 。, ED AMZOE 
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は その よう な こと を 思考 の 上 で は 充分 
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On the Histogenesis of Cancer of the Portio Vaginalis Uteri. SHICHIRO USUDA 
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と し て 表面 発育 型 に つき 述べ る 。 
表面 発育 型 の 組織 発生 次 の 過程 を と る 。 
SAUDIS, この 増殖 は 通常 敵 症 性 被害 に 対す る 修復 的 
> 時 に 何等 の 英 症 性 所 見 を 伴 は ず に 増殖 し 居る も る の あり , 恐らく ホル モン , 
こ に 依る も る の と 思わ れる 。 

増 殊 が 限局 性 増殖 と な る (増殖 性 の 限局 ) 即 増 殖 性 は 平等 


と 
くぅ 所 人 に 限局 する 。 増殖 性 の 限局 する 所 は 上 皮 の 下部 に て 意 細 胞 層 の 下部 たり 。 この 際 基 底 









限局 し た 増殖 部 は 球状 に 膨大 し て 基底 膜 内 に お いて 固有 大 に 向い 突出 
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見 られ た か っ た 。 し か し Erosio OREIRHEREIEITBLDBDe 

H) 失 症 と の 関係 > 関係 あり , HBL EBON ETH AES (RITE CORR D 
それ 故 燃 化 の 第 一 歩 は それ に 存する IDERHN Do 

2») Leukoplakie と の 関係 。 Leukoplakie より 発生 せり と 思わ れる も の あれ ど 。 Wage 
唱 程 の 増殖 期 が Leukoplakie 様 所 見 を 早 す る DA» 
DER TERHMOREIIEHTRA SEPIA DHMAETSIL ED, 5 
る 役目 を 演ずる も の と 思わ れる が 確実 な る 事 は 未だ 分 ら な い , その 点 に つい て 











ELWNTEREAN ETF, 
AH: SERB と し て 私 は bi 筒 < 細 胞 
TEN ,T: 


は や や の ろく , 2) は 早い ぃ 様 に 思わ れる , X a) の 方 に は Basalzellenkrebs 型 が 多く (2) は 
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思わ れる , (1) cee 
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FLRERESOO CAROL, と れ は 私 の 想像 で ・ 





只 全 悪性 化し た 」 と いわ れ た 部 以外 の 上 度 部 2 で な いと は いえ な 多く の 問 の 辺 縁 部 
の 所 見 (昨日 の 特別 講演 附 議 この べた 延伸 


こ あ る が が, WHOCTOL う Tei is Grau? 
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武藤 幸治 : 今井 環 才 に )。 Carcinoma in situ に つい - 





だ きま す 。 多く の 人 ぶ が Carciroma in situ を Schiller の ぃ う Karzinomatöser Oberflichenbelag ェ と 


同様 に 深部 へ 向っ て heterotop に 増殖 し て いな いも の と 





て いる よう で す が 。 Carcinoma in situ 


+e 6% = 


47 Tytler Broders oRIHoZFEHED Carcinoma in situ の 組織 像 























に 深部 増殖 の ある も の を 記載 し て あり ます 。 従っ て Carcinoma in situ GES V5 MICMI~E PLY 
く と も 形態 学 的 方 面 だ け で も 問題 で あろ うと 思い ます 。 

大 田 邦夫 : (1). Carciroma in situ Kis a3 Tank: {だ け を 重 き で な は な 
Wo YN A ae ret 置か れ ね ば な ら な い ぃ 。 私 LD eS CA ReB Dic 
Bowen EINT を 見 て いる 。 

(2)。 ヨ の に つい て , R | 胞 交 の 少 い こと ょ 。 及び 出来 上 っ た あめ る 位置 は 高い と 
と の う 11 I. Re} の SR pat BE D> DO Fase F る の で な Ks IV ッ ノ プレ の Ni Fi 4 A 2 
BIBCERErR, Ir を 退 及 し 待て いる TRO ORG OO Hee 
te Fi > 
細川 勉 : =). 73 番 の 図表 の 如き も の は 所 計 Cain situ と いわ れる も の と 思わ れ ま す 
カ RAE UT さあ る か な いか と itv S いて f RZWMEHVDBLET 








Sehnen. Pa tee Dr es と “re, 4 ae. ae ae ) FT ties 2 a oe - >.» 2 
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DRS 72 Careiroma in situ な る も の の 見 解 が まだ 不安 定 な 状態 で ちる よう に 思わ れ , 私 自身 まだ 見 
解 が 確定 し て いま せん 。 い ずれ と の 問題 に つい て は , 私 共 の 手持 の 材料 6 fir 的 に 追 完 し て 私 共 の 見 
解 を 述べ る 機 を 持ち た いと 考え て いま す 。 HUGS, Lt, 4H ト 上 Manz i>% j 
Carcinoma in situ の ra ZAKTCTHEBELLTAHTDTE ELWEHR a os 
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About the Difference between Precancer and Cancer Depending on 


the Histo-cytologic View. SHIZEN KAWANAGO. 


痛 が 正常 組織 か ら 発 生 す る こと は 今日 舞い な い 事 実 で ある 。 Lt LM LIEMMMA HER 
びに 生ずる 場合 は 先 づ 無く 。 多く は 両者 の 聞 に 前 癌 性 変化 の 時 期 を 経過 する の が 普通 で ある 。 
し みか 、 し て 正常 組織 か ら 前 韻 性 変化 へ は 洋次 移行 する が , 前 冶 性 変化 か ら 志 へ は 突然 変異 に よる 
と 云う の が 現在 一 般 に 認め られ て る 学説 の よう で ある 。 私 ふ こ の 説 に 賛成 し て いる 一 人 で ある 。 
し か し この 笑 然 変異 を 起こ す 直 前 


直後 の 組織 像 を 形態 学 約 に 明示 し て 異 れ た 学者 は 今日 迄 私 
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Fi Pap HS ae ERR LET OA:, WAAL ORE UW DICTA 
LATE RER LR ORTAMHMOMCH DIS. 徒 っ て 上 皮 の 異 所 異型 増殖 だ け を 
判 引 の 目 当 と し た の で は 両者 の 区 別 は 出来 た な れ ば 鏡 下 に 扇 平 上 皮 の 異 所 異型 増殖 を 見 た 
PHL, 常に これ が 果して 培 で ある か 前 意 変 ト は けれ ば な ら な い が , TON 





ine Al) > ーー 7 ィ 2 ri BET = Ary L. Fr [ 重 zz A ee 
HJ ワウ = Fe i-Doo 両者 の x 引 を 深 el PER u HD 4 FA : ARE ELDER REICH り i REE き 過 き 
と 誤診 に 了 る 。 前 韻 変 化 で も 高度 の 深部 浸潤 性 増殖 と 示す 場合 が ある か と 思え ば , 逆 に 交 で 


殖 の 著 明 た な ら ざる 場合 が ある 。 結局 両者 の 本 質 的 差異 は も っ と 深い 処 に ある の 





で , 外観 は 浸出 性 で 如何 に も る 増殖 力 が 竹 盛 の 如く 見 えて も , その 増殖 が 協調 的 で 可逆 性 で ある 
ま 深部 増殖 を 欠き 所 調 正常 位 或 は 





治療 ぉ 可能 で ある 。 レ か る に 外観! 





by その 変化 に 自律 性 不可 逆 性 増殖 の 徴 を 認め る な ら 最 早 自然 治療 の 
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月 込 +4 RE jh 定 す き で ある 。 
! ば 組織 に 現われ て る 増殖 が 果して 協調 可逆 的 前 冶 性 変化 で ある か 。 或 は 自律 不可 逆 的 


知性 変化 で ある か の 判定 は 何 を 標準 と し て 極め る か 。 BILMRA, 千葉 医大 の 産婦 人 科 地 方 
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PS MIL RK OFPLER PMG AS CIE FSR ER DAR FEIL ON TEN TH そ 
れ と 略 同様 な た こと が 本 L4R De その 要点 は 有 系 分 像 像 の 有無 と 細胞 の 異型 多 形 性 如何 





性 変化 と 自律 不可 逆 的 閣 性 変化 の 相 い は 次 の 如き も の で ある 





と 思う 。 即ち 靖 聞 性 上 皮 の 先進 部 は 主として 叶 調 核 を 有する 効 若 杯 熟 の 鞍 層 系 小 細 胞 か ら 成 る 


上 皮 に 比べ 異型 約 で ある だ け で 。 組 胞 の 成長 分 化 に 伴う 形態 変化 は 矢 張り 正常 上 皮 の 


如く 滞 進 的 で 順序 と 秩序 が 保 た れ , 組織 全体 と し て の 統制 が 本 だ 認め られ る 。 KANNE TE 


SEMA HEC ORR, 有 系 分 抽 像 に 遺 遇 する こと は 殆 ん ど あ り 得 た ない 。 以上 の 如 
く 細胞 分 多 が 室 期 性 を 保ち 細胞 の 形態 変化 に 統制 が 認め られ る なら ,.- 上 皮 の 増殖 が 外観 上 は 如 
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INCERTBEM BATS, HRBSRUI ENTE CHAS TANZ EL TH ERS 
ZNIZKOKEN it LFF 2 A BEPEDSD A DHF LIU 

LA (CSM LPR CITE AS BAMA CS ERM LR ome, IIS BE Me 
BD SILRWIEN HER ERA OHARA RMAC, ARFTARPEDER, 
Re HO MATRRLUE ISR, ROM L SHA Fr 5 BEBRHEE Re 2 FAND 
多角 大 形 明 調 細胞 が 乱雑 無秩序 に 現われ , APA Bt AR ds BS ER & eA 
は 飛躍 的 の 変化 と 思わ れる 多 態 性 を 示す 場合 に は 。 親 か る 明 調 細胞 辞 と を 部 分 的 に 前 玉 性 変化 
ょ り 突 然 変異 を 起 し 冶 性 化し た 最初 期 痛 性 変化 像 と 診断 を 下 し 得る 。 何 ん と な れ ば る 多角 
大 形 明 調 成熟 細胞 群 は 細 胸 分裂 が 不定 期 に 了 つ た と 思わ れる の みな ら ず , 細胞 の 発育 分 化 も # 
HOD SAML, 成長 分 像 共に 自律 性 を 獲得 し た 単細胞 性 新種 の 細胞 集 団 と 思 は れる か ら で 
ある 。 灯 か る 細胞 群 の 変化 は 恐らく 恒久 不可 逆 性 で 増殖 を 促し て る 刺 戦 が 例え 取 除 か し ん て も 一 
度 獲 得 し た 非 協調 的 独自 性 増殖 力 は 永遠 に 継続 せ られ 再び 元 に 戻る こと な く , 従 つて 自然 治癒 
KEARAUNEDS, 上述 の 鑑別 目標 は 独り 組織 検査 に 限ら ず 。 塗 抹 検査 決 に も 略 当 区 る ? 

新 く し て 私 は 前 瘍 性 変化 と 閣 性 変化 の 形態 学 的 区 引 を 明か に し た ば か り で 無く , HAND AL 
発見 早期 治療 上 極め て 大 切 で ある に ゃ 不 拘 , これ 迄 形態 学 的 証明 は 至難 と され た 両者 の 開 に 介 
在 す る 突然 変異 を 起こ す 直 前 直後 の 組織 像 を も 解明 出来 た も の と 信ずる 。 私 は 以上 の 論旨 を 更 
に 徹底 し 立証 する た め 多 く の 症 例 を 挙 け た い の で ある が , 本 文 に は 紙面 の 制限 と 写真 の 掲載 を 
許さ れ な い の で 遺 憎 生 ら そ れ は 省略 する 。 


Mt 議 
田中 良 : FARR AROM BeBe o HE ic 
滴 の 存在 する 可能 性 を 考え る 時 連続 切片 に よる 精査 , その 他 の 和 観察 も の ぞ ま し いと 思い ま ぅ 
川中 子 上 正 著 : 1. 洲 か 大 か の 決定 は 有 糸 分 裂 像 の 有無 以 ヶ + 上 上 細胞 の 発育 分 化 も 統制 ある 変化 に も ゃ 注 


er 


FLURNZETERLET, KPHWRORD HRY 








意 し て 行っ て る 
2). 頸管 腺 の 下 に 入り 込ん で る 1 MR 2 個 或 は それ 以上 の 細胞 群 は 局 平 皮 系 細 処 で 桜の 増大 , BR 
化 , Hts HOMAM RID DAMME DS, MOMMICLEKEOMMMs BY S 


3). OCR LB 1 例 は 試験 的 切除 標本 で ある か ら 連 続 標 本 で は な い 。 RABEN RO 


反 過 な は 非 常に 良好 現在 健常 状態 に 復 し て る 。 


77. 子宮 頸 交 思 者 の 氷 路 病変 に つい HIE, 天神 美 夫 
( 繕 研究 会 附属 病院 , MAR 
On the Urinary Tract Changes by the Cancer of the Cervix Uteri. 
KAZUMASA MASUBUCHI, YOSHIO TENJIN. 


ED > TRAREII ICH IE ER, ENDET ER SLC RERBYEO 
多い こと は 知ら れ て ぃ た (Williams, 1895 等 ) 。 そ し て 頸 癌 死亡 原因 の 大 部 分 は 尿 管 閉塞 に 基 
く RiGE CH S (Ewing, 1919) と 考え られ た 。 Herger 及び Schreiner (1926) は 割 検 で 53 
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RER Ad, Graves 及び Kickham (1936) は 75 2 に 証明 し た 。 2, 
De Alvarez (1947) は 40 2 が 尿毒 症 で 死亡 する と 言っ た 。 了 臨床 的 検索 で は , Everett (1934) 
は 第 1, Pct 0, BPM Cis 57.1 2 に 尿 管 閉塞 を 認め , Pomeroy (1947) は 16.2 2 に 





yj N 
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iehl (1948) は 加療 前 に 27 2 に 展 路 拡張 を , Aldridge (1950) は 34 nı Bi 
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私 共 は 1951 年 1 月 より 1952 年 2 HET IE LEHE 135 例 全 例 に つ 





YENI RESO ARE ICL tee 検 査 方 法 は 。1) WHPESEMAE 2) Indigocarmin Heil 

















I) Bi を 俳 用 し た 。 以下 , その 成績 する 。 
13 tot 3 WR 1. F-HSURICEO 2 REIS 2 if 
Br . E | BIG .r Aly = > = 
i ETERS > PL OBRICOMT, BIRIORLICHN 
除い た も の 例 中 42 例 に 腎 ER As) eRe 
135 FH 4 Le > 及び Es WTA Se 
0 3 ( 0 
7 。 を 認め た が , 既往 尿 路 疾 誠 又は 先天 的 異 
! 2 Gimp ee 2 0 ) 
m We — — と 除外 すろ 33 lt 
ı 2 _>z 2 sg CHUR ei 
| | & 1 18 27.3 
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第 3 表 進行 期 と 病変 側 



















































ann m ご 側 革 及び BUBRU SO it arm 例 機能 不全 の み 
0 3 0 0 0 0 0 3 0 
I 0 ee eh 0 i 14 we 
1 32 1 1 0 2 I 32 2 
| eo; 38 | ss 0 18 ı 66 3 
N 20 7 3 3 13 N 2 2 
+ 135 21 és 1 ‘ 3 a Ey 9 at 135 u 7 
第 5 表 BHI AOE sl 示す る と , 第 5 表 の 如く で , BY] Mic 
aa a rune? 7.1 0, 第 上 期 15.5 %, #19 54.5 
rp ne Se IN 100 に 所 見 を 認め た 。 レ 
aR “al | Tata. Bun l 期 で は 著しい 所 見 は 
3 >  。 Bw, BY, 1W 期 に な る と , KK 
na +  : VT, PP, I, 壊死 。 腫瘍 形成 等 
oH OH OR | 41 8,4 DESAHMADEr 見 られ る 。 
2.0. 2 2707 以上 の 如き 成績 を 得 た が , これ を 要 
人 1 4 6 4 5 SSK, RhRe A LROP RA 
bye 44 4 | 16 12 32 (der hate Tr 
Kom 4 7 。 」。 。 に 且つ 高度 に 病変 示し, これ は 病 浸 
"Se SE 。 。 。 に 基 因 する も の と 判断 きれ た 。 加 誠 
eo 以 FR) | 前 (に お いて これ 等 病変 の 有無 を 詳 知 レ 
天変 を 示す 例 0 1 5 36 20 62 
% 0 7.1) 16:51 54:6 1100.0 45.9 賢く こと は その 後 の 診 誠に 極め て 有利 
Reese 3 | 18 27 30 0 RB で ある と 考え る 。 
toe a 14 | s2 | e820 135 (なお, Be, Bf Cancer 


in Situ を 第 0 期 と し て 別個 に 取扱 い 。 
その 他 は 1929 年 eps 連 明 分 類 に 従っ た ) 。 


78. 各種 の 腫 間 組織 に お ける 桜 酸 の 組織 化 NTR 
MARA, 土井 甲子 郎 , 平山 雅生 , GRABS (大 阪 大 学 医学 半生 二 央 理 ) 
Histochemical Studies on Nucleic Acids of Various Tumor Tissues. 


AKITOSHISUGIMOTO, KOSHIRO DOI, MASAO HIRAYAMA, SAKIO ISHIGURO 


〔 材 料 〕 手術 に よっ て 得 た 各種 腫瘍 組織 322 Pl, うち 良性 108 Pl, 悪性 214 例 : 乳腺 75, 
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子宮 65, リン 上 腺 23, 9 24, 皮膚 22, 1513, 甲状腺 12, 口腔 11, G9, Si RAR 
8, 腹膜 7 , $A6, 4, HARBRERFI, <: その 他 11 BE 27 例 を Carnoy 固定 , バラ 








し た 1 


フィ ン 切 片 と し て 核酸 の 組織 化学 的 検索 を 行っ た > 
FE) ピロ ニン ・ メ チル 緑 染色 で ,。 リボ ヌ ク レ ア ー ぞ セ 処 理 に より 除去 され る ピロ ニン 着色 





り ボ 核 酸 (R NA), メチ ル 緑 及び フォ イル ゲン 反応 で 着色 する も の を デ ソ キシ リボ 核酸 (D 


6S) FUMES: KY — 7, ARE, FL, BRIE, 筋腫 , 軟骨 腫 , 血管 腫 , 神経 線維 腫 , 
ie LEVEE ERE MEL, 核酸 染色 は その 母 組織 と 大 差 が な い 。 Rt 





の 他 分 泌 機能 を 有する 細胞 は 一 般 に R NA に 富み , 大 体 に お いて 細胞 の 背 の 高 さ に 平行 する 
の 細胞 も 多少 と も 映 細 胞 に 平行 し た R NA 是 を 示す 。 問 質 は 一 般 に R NA に し 
染色 る 一 様 で な い 。 上 皮 性 細胞 は 中 等 量 一 大 量 の R NA を 有する 核 小 体 を 示す の が 多い 。 FE 





Pa 


KErEDEEHTIRETRNAKZLLT. 染 り も diffus TREE LOR 
DNA は 何れ の 核 に も 必ず 証明 され る が , その 濃度 は 区 * で ある 。 BECEREO Iemma 
が 濃 染 する 。 非 上 皮 性 の 円 瘍 細胞 は 母 組 織 の 反応 に 近い 。 
Re A: 局 平 上 皮 冶 は その 形態 の 複雑 な る 如く , 核酸 量 も を た 大 きく 変動 する 


一 般 的 に は 正 営 選 平 上 度 の 紫色 像 の 原則 一 一 基 庶 層 に 核酸 の 中 等 重 を 含み 。 角 化 層 に 向っ て 次 


第 に その 量 を 減ずる ー 一 を 保持 する よう で ある が , ERSETZT, また 浸潤 性 増殖 を 示 


もら の で は 核酸 の 変動 が 大 きい 。 核 小 体 に ピロ ニン の 漠 染 を 示す も る の が 多い が , その 量 は 必ず 
細胞 質 の RNA と 平行 し たい 。DNA は 概して 核 に 中 等 量 に 含ま れる が 。 閣 を 作ら ぬ も 


の に 増量 する 傾向 が ある 。 





RAG 語 様 に 細胞 の 背 の 高 さ に 応じ て 増減 する も の が 多い が , 例外 多く, 
大 きた 上 腔 を 有する 背 の 高い 円 柱 人 多 で も ピロ ニン に 染 ら な いも る の も 相当 ある 。 腺 構造 の 乱 





和 れ た も る の で は RNA 時 は 不定 で , 殆 ん ど 殺 等 の 規則 性 を も る 認め られ な い 。DNA は 構造 の 不 規 
則 な も の 程 強く 現れ る よう で ある 、 

帆 子 細胞 井 は 大 体 明 捕 に 準ずる <+ 

肉腫 : リン バ 芽 細胞 肉 看 で ま は RINA は 宜 
DNA(LH ARI SEE, PRAIA SRE UCD, BRC ZL, Jy NAME 


LMS xARCHS. WE LDNANOBMAAS Mr OILBVE ICS, ホ ヂ キン 氏 


ず , 核 小 体 に 中 等 度 に 染 る 。 








病 の 大 型 細胞 に は 中 等 生 の RNA が 認め られ る 。 多 型 リン バ 肉 性 で は 細胞 質 に 中 等 度 の RNA 


1c に は eo 


2...) * る 
ZING ぉ ゎぁ の が No 


a4 


5: Merk LA icit Langhans 巨 細胞 の 核 小 体 の み が RNA 陽 人 隆 で , DN 


1 ナチ 


KEPRIS MER 
は 巨 細胞 及 合 胞 細胞 の 核 に 中 等 量 存する 。 BUA CL RNAILIRE TEC, DNA が 
大 量 に 染 る 。 精 上 皮 腫 。 Disgerminom で は RNASE, DNA は 大 量 で ある 。 吉田 肉腫 
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の 核酸 像 は 別に 詳し く 発 表す る 。 

〔 考 投 及び 結論 〕 1. 人 体 各 種 組織 より 得 た 腫瘍 322 例 に つき 核酸 の 組織 化学 的 検索 を 行っ 
た 。 約 言 す 寺 ば 。 良 性 腫 場 で は 母 組織 と の 類似 性 を た 示し, 悪性 腫瘍 で は 極め て 雑多 で 殆ど 規則 
性 を ボ さ な いと 言え る 。 強い て 言う な ら ば 癌 の 場合 は 分 化 の 低 度 が 低く , 無 構造 性 の も の 程 R 
NA, DNA と も 増加 を 示し ,。 一 般 に 腺 韻 に RNA を 多く 含む 傾向 が ある 。 

2. 貴 瘍 組織 の 形態 学 的 構造 より 見 た 悪性 度 と 核酸 の 含有 量 と の 関係 に つい て は , 例え ば 正 

線維 組織 。 線維 腫 , 神経 株 維 腫 。 線維 腺 星 線維 肉 腹 きた 筋腫 と 筋肉 性 な どの 系 列 で は 核酸 
は 和 悪 性 化し た も の に 増加 レ て いる よう に 見 える が , 上 皮 性 腫瘍 の 系 列 で は 必ず し も る を そう で は た 
i, むろ 減 少し て いる も の る 多数 あり , 判然 と し た 結果 を 示さ な か っ ※ た 。 

3. 腫瘍 組織 の 核酸 は その 発生 乃至 は 転移 し た 蔵 器 に よ つ て は 。 余り 明瞭 な 差 が な く , 同種 
の 腫瘍 は 略 共通 し た 核酸 像 を 示す 。 

4. RNA 陽 性 の 核 小 体 が 或 種 の 肉腫 細胞 に 明瞭 に 記 あ られ る こ と ,。 HMC LRNAX 
DA 
ゅ し て , 核酸 の 態度 を 以 て 吉田 肉 幅 細胞 の 起 原 を 指向 する こ と は 出来 な いと 考え る 。 

な お 腫瘍 組織 に お ける フォ ス フ ァ ター ゼ 及 び 核 酸 と の 関係 に つい て は 目下 検索 中 で ある 。 


79. 吉田 肉腫 細胞 の 脂肪 に つい て Spe ( 東 挨 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


On the Fat Substance of Yoshida Sarcoma Cells. TAKAHIKO ASANO 


吉田 内 腫 は 。 腫瘍 細胞 が 一 個 宛 自由 細胞 と な っ て いる の で , 腫瘍 細胞 の 周 肪 晶 。 成長 の 時 期 
に よる 量 の 消長 , 脂肪 滴 の 細胞 内 の 位置 等 に 関す る 研究 に 最 も 適し て いる 。 

私 は 吉田 肉腫 細胞 に つき , 主 と レ て 中 性 脂肪 を 中 心 と し て 研究 を 試み た 。 染色 法 は , BAR 
本 , ホ ル マ リ ッ 蒸 気 固定 , 川村 氏 法 に より 多少 の 修飾 を 加え た 。 Cesaris-Demel 氏 法 ぁ 併 用 し 
た 。 観察 事項 は 次 の 五 項目 に 分 れる 。 

1. 腫瘍 の 成長 が 正常 に 経過 し て 約 12 日 で 訪 瘍 死す る 場合 。 (正常 経過 )。2. 自然 治癒 す 
る 場合 。 3.、 + ACBL IA. (異種 移植 ) 4. TESTER Ly 
fo (BREI. 化学 療法 試験 を 行っ た 場合 。 (化学 療法 ) 。 

1. 正常 経過 移植 後 9 時 間 位 を で 細胞 胞体 周辺 部 に レー ス の 和 館 り 様 の 空 胸 が み ら れ る 事 が 
ある が , これ は 脂肪 で は な い 。 2 日 目 か ら 8 日 目 を で は , 腫瘍 細 胸 に 購 肪 は み られ な い が ,。 9 
日 目 に なる と 細胞 胞体 周辺 部 に 細か い 脂 肪 滴 が 出現 する 。 後に この 膨 肪 滴 の 聞 に や や た 大き な 空 
Wx ASD» 

2. 自然 治療 する 場合 。 腫 瘍 細胞 が 盛ん に 増殖 する 5 日 目 頃 ほ で は 腹 肪 滴 ほ は み られ な い 。 € 
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DREI KE OMG AMIGA CHL, pp Sie iiMassHML, 大 空 胞 も 交え , 2~ 
3 日 に し て 細胞 は 腹腔 内 か ら 消失 する 。 自然 治療 が 速やか に 起 る 場合 に は , 大 脂肪 滴 の 細胞 | 
出現 も それ だ け 早 い 。 

3. 異種 移植 。 マ ウス に 異種 移植 後 3 一 6 日 目 を で は 非常 に 細か い 脂 肪 滴 が かみ られ, 7 日 目 
に な る と や や た き な 滴 状 (自然 治療 の 場合 より 常に 小さ ぃ ) と な り , BIERASo KABA 


目 に は 腫瘍 細胞 は 消失 する 。 自然 治療 の 場合 も この 場合 も 滴 状 脂肪 を 主として 細胞 体 の 周辺 部 






























































に ある 。 

4. 角 角 実験 。 移植 後 直ちに 鍋 僚 に する と , 4 日 目 ま で は , 胞体 周辺 部 に 細か い 脂 肪 滴 が み 
BAL, 増殖 は あま り 盛 ん で な い 。 し か る に 5 日 目 以後 に な る と 。 こ の 脂肪 滴 が み ら れ た なくなり 。 
却って 盛ん な 増殖 が 起り 。 普通 より は 少し 早く 8 日 目前 後に 腫瘍 死す る 。 

5. 4, Aminopterin, Cacodylic acid, Arsenic acid, Nitrogen mustard N- 
oxide 等 を 作用 させ た 場合 を 観察 し た 。 一般 に これ ら の 物質 に よっ て 起 る 核 , 原形 質 の 形態 学 
的 著 変 に 比較 し て 。 脂 肪 所 見 に 乏しい 。Nitrogen mustard の 場合 に 。 細胞 消失 の 前 に 細胞 
の 空 胞 化 と 共に , 細か い 脂 肪 滴 が み ら れ る 。 こ の 脂肪 滴 は 核 の 周辺 部 に 比較 的 多い 。 

以上 の 実験 か ら 次 の 事 が 分 か る 。 

1. 腫瘍 細 胞 に は , 増殖 の 盛ん な 時 期 に は 脂肪 は 現われ な い 。 IE, 滴 等 の 出現 は 座 性 

過程 の 所 見 で ある 。 

2. 脂肪 の 現われ る 腫瘍 細胞 に は 。 二 つの 型 が ある 。 一 つ は 脂肪 滴 の み を 有 し , 他 は 脂肪 滴 


プ テ 


と 空 胞 と を あわ せ 有 する 。 後者 は 前 者 より 常に 後に 現われ 前 者 より 変性 の 程度 が さ ら に 進ん だ 
$ も の と みな され る 。 

3. 余 租 実験 の 場合 は 正常 経過 の 未 期 肥 ち 7 一 8 日 目 頃 に 起 る の と 同一 の 脂肪 所 見 が 非常 に 
号 く 移植 後 2 一 3 日 目 で 起 っ て くる 。 こ の 二 つ の 場合 の 脂肪 化 (Verfettung) は 全く 同じ 意味 
の も の で , 腫瘍 細胞 の 一 種 の 鍋 角 状 態 に 起因 する も の と 解 さ れる 。 ARG, 異種 移植 の 場合 
に も ,。 同じ 様 な 脂肪 所 見 が ある が , 前 二 者 と は 同じ 意味 の も の で は な いで あろ う 。 後者 の 場合 
に は 最初 の 細か い 脂 肪 頼 粒 が た きた な 滴 状 と な つて くる 。 

4, MREROUAIC, 最初 増殖 性 が 乏しく 。 そ の 時 期 に 脂肪 滴 が あり , 後に 脂肪 消失 し て 
この 時 期 に 増殖 が 盛ん に な り , つい に 腫瘍 死す る 現象 は 甚だ 興味 が ある 。 こ の 問題 を 追 来 し た , 
時 恒 細胞 脂肪 化 と 瘍 細胞 増殖 と の 関係 は 病理 学会 の 方 へ 報告 する 。 


腫 間 細 胞 に 核 の 脂肪 化 は み ら れ な い 。 化学 物質 が 強い 核 の 破壊 を 起 し た よう 場合 に 3 





桜の 脂肪 化 は み ら れ な か っ た 。 
um LDONIEKDOMS TEA 1 腫瘍 細胞 に は , 増殖 の 盛ん な 時 期 に は 脂肪 は 現われ な い e 
変性 の 過程 に お いて の み 現 れる 。2. 脂肪 の 現れ る 腫瘍 細胞 に は ,。 二 つの 型 が ある 。 一 つ は 脂 

肪 滴 の み を 有 し , 他 は 脂肪 滴 と 空 抱 と を あわ せ サ 有 する 。 後者 は 前 者 か ら さ ら に 変性 の 程度 ヵ 
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TAPLOLAMSN Sos 3. 腫瘍 細胞 に は 核 の 脂肪 化 は み られ な い 。( 交 部 省 科 学研 究 費 に よ 





80. 吉田 肉腫 細胞 に お ける フ + ス フ ァ ター ゼ 並 びに 桜 酸 の 
組織 化学 的 研究 一 一 圭 に え 線 照射 の 影響 に つい て 
REHR, 杉本 旦 俊 AMAL EM PA) 
Histochemical Studies on Phosphatases and Nucleic Acids of Yoshida 


Sarcoma Cells, especially after X-ray Radiation. 


TATSUO YASUDA, AKITOSHI SUGIMOTO 


か 法 〕 吉田 肉腫 移 丁 ラ テッ テ 約 100 匹 を (1) 双 線 一 時 照射 群 (800-500 7 








を 1 回 ) (2) Xi (100-300 7 ZEHN) (3) 対照 群 に 分 け 肉 腫 細胞 


の 核酸 


(RNA, DNA) >” と 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ (Ac-ph) の この 織 化 学 的 に 検 し た 。 ( 術 式 


B 








性 に 関す る 
Op I DH 





NA) 9 


Cake) Hee 肉腫 細胞 は 一 般 に 細胞 質 及 び 核 小 体 が ピロ ニン で 染 り 。 共に Ribonuc- 


ash 








lease で 除去 され る 。 核 は メチ ル 緑 で 湊 染 し Feulgen 反応 陽性 で ある 。 MidHORNADY 
色 像 は 次 の 三 型 に 大 別 され る 。 WIM: id Tr LAURA Bie TEE Eh 
に 充満 し 。 非常 に 微細 な 網目 状 の 聞 際 を 有する の み で 空 泡 や 粗大 な 裂 際 を 作ら な いも の (MA, 


内 に RNA 陰 性 の 比 





9 粗い 網目 状 の 聞 際 が 所 調 明 庭 部 に 一 致し て 現れ 
核 と 一 定 の 位置 的 関係 を 保持 する も の (RC, D) 。 #IE: LRA Rare KE 


網目 状 の 不 染 部 が 核 や 明 双 と 殆ど 無関係 な 位置 に 不 規則 に 現れ 。 た 小 不同 で 。 或 は 1 ~ 24, 





eT) HUTA) Ate yeas „or ジュ マー ご 1H#0)-) 76 -ELy 4 CHT FEIT? LL hs Ay Sl hr tt 
SIO HEMIAM OWA LAS GC, 早期 に は 1 型 が 最も 多く 型 。 目 型 は 比較 的 少数 中 期 





幼 若 期 , 』 型 は 増殖 期 , ie 
\ で 和 精々 淡 染 し 略 え 均等 に 分 布 す る 。RNA 吾 粒 の 大 小 。 ED FEINE 


» 自 型 で は 粗く て 不 均一 で ある 様 に 思わ れる 。 








さく 渡 楽 し , Mei 


一 般 に 他 6 記 ( に て 人 衝 か 1? に 人 往 細 , ROSE Z Be を 充 3 o fy WAR 
よ 他 の 細胞 に 比 - Ka, ELBEH を Bar 





ナ ャ 
is 
+ 


ORE BT, ZONE, RRO SANT MUTA 


ub z t Eee). <= oie ee of FF fit HERD) Zr ya 4 27 imtaklı>ı 
ぇ 濃 染 する 。 MECHTZABIHORE, RIULHERT 2 Miah oS (MH). 細胞 質 に は 





Feulgen 陽性 の 物質 は 認め られ ず 。 分裂 等 に は 染色 体 の み が 濃 染 す る 。Ac-ph 反応 の 所 見 は 
MH 10 回 癌 学会 で 発表 し た 。 
he: 一 詩 照 射 群 の RNA 染 色 は 2 時 間 俊 で 遇 型 が 温 加 し 。 頼 粒 も 網目 $ 粗 く ( 図 
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BRAY /| MA DSEE 


Jit hk, 
っ 濃淡 


























VIDOHWERZSEETA (RO), FAHRT EDEN CLD BME 
以上 の 変化 は RAR HBS 後 72 時 F 国 頃 を 峠 と レ THANK 司 復 し 照射 後 #5 | 日 頃 に は 対照 に rUM Fr 


Feulgen 反応 で は 粗大 な 頼 粒 の 不 規則 た 配列 と 23 





Vex 
pat 
{ 
『 


て 認め ち れ る ( 図 P こ R) 。 
Ac-ph 反応 に 対す る XX 線 の 形 響 を 要約 れ ば 吾 + の 所 調 第 邊 型 の 増加 で あり , それ は 1: 上 : 


の 比率 の 変化 で 示さ れる 。 し か も これ ら 各 型 の 推移 が 対照 で も 叉 株 照 





レ く 類似 し て いる と いう 事 は 注目 に 値する 。 





: は 一 時 照射 の 場合 と 本 質 的 に 同じ 座 化 が 除 々 に 且つ 持続 約 に 起り EG REIC 


Re OR ee m 12% = Er “ae 時 
BETA L 上 の 効果 FPR ICHAT TA Bi i EG ご め る 


Ki) (1) 吉田 肉 星 細胞 を 核酸 の 組織 化学 像 か ら 3 型 に 分 類 し て 考察 し た 。 (2) 組 





nz k - HERE 
i の ) 4, ) 1 か っ TER を 
Hi ミュ ー よこ 妥 ーー ジー 
AT) >| fei kn FL 





R.E., Albers, V. 
M., Stain Technol., 18; 57 (1943) 3. Shimzu, N., J. Compt. Neur., 93: 201 (1950) 4. Lillie, 


R.D., Histopathologic Technique, (1948) 5. Rabirovich, M. et el, Stain Technol., 24: 147 (1949) 


stk) 1. Brachet, J., Compt. rend. soc. biol., 133: 88 (1940) 2. Stowell, 


81. EHE ORME GE 
飛 岡元 彦 , 上 岡 和夫 (名 古屋 大 学 環境 医学 研 完 


Nucleic Acid Metabolism During the Development of Yoshida Sarcoma 


MOTOHIKO TOBIOKA, KAZUO UEOKA 





DN Alk HHROR 








っ て , &l し た 結果 は } i! ! : ) 10° ~ a 
DNA 1 X は 各個 体 間 で 比 2 個体 Ha ) { 
Fehl い ] で は ! I) DNA 移植 後 長い 個体 下 J 


—ECHD, LMG BITS FAV 4 fe D MUM BMasie GL SH CUS REO MS 2 Be BRE 
2 た a ee 2rd rk 香る Im In な r N -i> Pee Cp x oe > ry om pl ng 
cy $4 / HF I Do ff AAS RE Fr IN Cik fal RR Schneider と) HER jL~V CRIS Re 


OER ICON Cae 10 に 含 き れる DNA 量 を 定量 し た 結果 は 大 体 一 致し て 0.297 9 








に な っ た 事 か ら も , AMMIGHICRCH4 OARS られ る 事 は , DNAFrkı fan 
贅 的 な も る の が ある 様 に 思わ れる 。 双 吉田 肉腫 細胞 の 形態 学 的 な 異型 肥 ち 染色 体 数 の 異常 や 分 列 
障 如 に よる 異型 に 伴う 核 内 模様 の 変化 が その 條 件 に 考え られ る か も 知れ ぬ 。 又 移 植 後 経過 日 数 
が 早い 時 期 取 ち 移 植 後 普 通 第 3 日 乃至 第 5 日 頃 迄 と , 移植 第 10 日 前 後 或 は 動物 が 風 瘍 死す る 
前 頃 と を 比較 する と 腹水 中 の 腫瘍 細胞 に は 種々 の 退行 変人 性 と 思わ れる 変化 又は 細胞 或 は 核 の 形 
及び 大 き さ の 異常 が 多く 認め られ る 。 こ の 事 は ギー ム ザ 染色 標本 で 観察 し て も 大 体 判明 する 。 
細胞 の 分 裂 像 が 多く , 又 細 胞 数 が 移植 後 早 い 時 期 に 増加 する 事 は 腫瘍 細胞 の 繁殖 速度 が 
叶い と 考え られ る 。 反対 に 移植 後 経過 日 数 が 長い 個 休 中 で は 風 瘍 細胞 の 繁殖 速度 は 遅 く 。 又 細 

- 諾 種 の 退行 変性 が 現われ て いる 事 か ら 察 し て 繁 殊 する 力も 平均 的 に は 有 静 い と 孝 え た い 。 さ 
て これ 等 の 細胞 も 大 部 分 は 生き た 細胞 で ある 事 は 趣 生 体 観察 に 際 し 比較 的 簡単 に 認 め ら れる 。 


概 粒 の 出現 Ei 重政 ( Lam Ü EIER OTH! KEE く 認 め る 。 これ 等 の 事 か ら 替え D 
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に Feulgen 反応 を 施し た 標本 と 定量 結果 を 照合 する と Feulgen 反応 で は 全 経 
8 
Re TÜR TER. IED AT TIC RIAA 5 TWEE ARTSIDNA 


> my ne 3th > > ER Tre ES KU き Be iz te fee Le tt — hen TH ご フ 
る 決っ 到 値 を 示 レ て いる 様 に 考え させ られ , この 定量 値 と 一 定 し な い 点 は 検討 を 要する 。 


RNA の 消長 に つい て . RNA に つい て も DNA 同 様 個体 間 の 値 の 不 揃 と 経過 に 伴う 量 的 ヨ 
られ, 経過 に 関し て は 初期 に 高く 未 期 に 低い 値 を と る 傾向 が 認め られ, R N A が 腫瘍 


細胞 の 繁殖 の 礎 な 時 に 強く 合成 が 起 っ て いる と 考え られ る 。 且つ 吉田 肉腫 細胞 の R NA 量 は 他 
の 正常 腹水 成分 中 の 細胞 の それ より 10° 個 中 に 含ま れる 換算 値 が 高い 値 を 示し て いる 。 

1 ち 移植 後 の 経 明 に 対し 前 期中 の DNA 量 の 平均 は 15 例 に お いて 0.767, 後期 10 例 に お 
ぃ て 0.547 を 示 レ , RNA 時 は 夫々 3.387, 1.017 と な り RNA/DNA は 前 者 4.21 @ 


+ 2.02 程度 で ある 。 (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 


82. 吉田 肉 幅 の 呼 吸 及 び 無 酸 来 解 糖 . その 後 の 研究 
ZABHAB, $B 寛 , RRB (大 阪 大 学 医学 部 第 一 病理 学 教 宝 
Further Studies on the Respiration and Glycolysis of Yoshida Sarcoma. 


JUNTARO KAMAHORA, HIROSHI TERASHIMA, TSUNEAKI SENOO. 


田 肉 隆 の 呼吸 値 QO。,-22.0 と 発表 し た が これ は 可 成 変動 する 。 FRE FICHE 
< 吉田 肉 風 の 発育 経過 の 非常 に 早 いも の 及び , 遅い も の に つい て 呼吸 値 を 測定 し た 。 


HERE & UC Warburg 氏 間 接 法 を 用 いた 。 動物 は 雑 系 大 黒 ネズ ミ 体 重 約 50 Ob 
228 











の に 腹水 肉腫 0.4cc を 皮下 に 注射 し た 群 と , 他方 体重 70 瓦 の ゃ の に 0.1500 を 注射 し た 群 
に お いて すべ て 測定 し た 。 前 者 は 肉腫 の 発育 は 極め て 早く 注射 後 約 15 日 間 で 動物 は 死に 至っ 
+, 又 肉 腫 の 発育 レ し きら ぬ 間 に も 死ぬ も の も 多い 。 後者 は 肉腫 の 発育 は 除 々 で 動物 は 約 1 ヶ月 
或 は それ 以上 生存 し て いる し , 移植 陽性 率 も 低 か つ た 。 

朱 者 群 中 で 呼吸 値 の 最低 の も の を 示す と 


移植 後日 数 呼吸 値 QO。 
7 日 —22.8 
sH —17.1 
11H — 5.1 
12 日 — 3.2 
13 H — 9.1 





14 日 — 9.2 で 
#7 14 日 頃 で 死亡 し た 他 の も の に お いて 

11 日 aw 

12 HA ー 5.3 で 上 述 の 値 と よく 似 て いる 
wi 『 群 で は 

9 日 ー33.0 

11 日 mt 0 

26 日 ci iDok. 


BANC IS TIERE A RES SAS, (AL LIMPED LH 





PEK D % QO, は 一 般 に 低下 する 。 MPU AO BM 


に つい て 又 そ の 因子 等 に つい て は 今回 の 実験 で は 説明 し 難い が 。 ENEUDDr- EDIE QO, 


7% fates 2 ott tote hr 
fi SANS! 








可 成 似 て 一 定 し て くる 様 に 思わ れる 。 吉田 肉腫 は 他 の 肉 隆 に 比 し て 非常 に 悪性 で あり 。 その 動 


CS ORICA 
F TR . TA: EA 3 ~ Ka beg ME Sn #7 anne AL 1 ア a en 
物 に ー Di NE», MER 1 GA RA の 個 eS Hf IS ON LER TUADTZ 


ey 12" 


MWPATA & OG b140 
ZANT? TI IE Wy: Fh, 7 EL tft > br Ae Z 
回 は 呼吸 値 の 変動 と その 最低 値 を 報告 する 。 


関係 は 明らか で な く 寧 ろ 前 回 発表 し た M/A 百分率 に 多少 の 例 





ーー 


か + pomir > [.L sil oes... . vey 7 _s ba 
MID ZA IEG ThA 次 に その 値 を 示 3 


eR AMER QU", ERREGER, TEEPE HT 


+ £0.3 5。2 9% ) 
+ 19.3 5.4 % 12 


+ 19.6 2.6 9 9 日 
- &2 2.5 2 12 | 
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83. 


MANA O K 量 及び その 意義 





荒木 正 哉 , 藤田 樹 夫 , BERS 





に つい て 


The Amount of Potassium and Its Significance in the Tumor Tissue. 


MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA, MASARU EBIHARA 


Department of Pathology, Kyoto Prefectural University of Medicine) 


This is to report the result obtained by statistically investigating the data of 


quantitative analysis of the amount of potassium (K) in tumor tissues by employing 


an intermittent arc spectrograph, in refering the datz on the amount of calcium 


and its weight rate previously reported by Araki. 
100 speceimens are used for the experiment, in that 71 speceimens are malignant 


tumors, 12 benign tumors, and 17 speceimens normal tissues. 


arc-spectrographic method is employed for the experiment. 


table is used as the line for the quantitative analysis. 


The average values are as follows: 


I. Specimen 
All speceimens 
Tumor tissues 
Malignant tumor 
Carcinomata 
Sarcomata 
Benign tumor 
Normal tissues 
II. Gastric cancer 
Medular cancer 
Scirrhous cancer 


Primary malignant 
tumor of the ovary 


Metastatic tumor of 
the ovary 
Prymary cancer of 
the liver 
Metastatic cancer of 
the liver 
Cancerous foci of 


the liver. 
Central part 
Marginal part 


Malignant chorionic 


No. of 


specimen fresh tissue 


100 
$3 


> 


tbo 


mg/kg in 


1063.3397 
1221.7903 
1358.9183 
1322. 3506 
1982.4260 

401.4491 

427.9969 
1377.2900 
1515.7189 


1216.4318 


1361.6902 


1765.8705 


1338. 5592 


1379.3494 


Specimen 


epithelioma 


The intermittent 
4044.2A H. Kayser’s 


No. of 


mg kg in 


specimen fresh tissue 


Prymary focus ia the 


uterus 


Metastatic focus in 


the liver 
III. Ovarial cyst’45 
Wall 
Content 
Atheroma 
Wall 
Content 
IV. 


mor of the animals 


Malignant tu- 
Chicken sarcoma 
Flexner’s cancer 

V. Sex difference 

Male 


Female 


VI. 
Up to 30 
30—50 


Age difference 


Above 


1 1789.3167 
1 795.0281 
1 515.0316 
1 283.6558 
1 393.7153 
1 208.9158 
i) 1489. €805 
1 2058. 8349 
37 1303. 4712 
41 1055.4019 
6 1301.5&82 
36 1146.3445 
33 1335. 8344 








Statistical study on the group I and II revealed as follows: 

(A) Notable difference is seen at the level of significance of 0.01, between: 
(a) Normal tissue and tumor tissue. (b) Benign tumor and malignant tumor. 
(c) Sarcomata and carcinomata. 

(B) Notable difference is seen on the subject listed below at the level of signi- 
ficance of 0.05, between primary malignant tumor and metastased tumor of the 
uterus. 

(C) No notable difference is seen at the level of significance of 0.05, between 
(a) Benign tumor and normal tissue, and (b) Scirrhous type and medullar type of 
the gastric cancer. 

Fig 1 shows the correlation between malignancy of tumor and average amount 
of potassium. 
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Metastatie eancer of the liver デーー 
Primary malignant tumor of the ovary a 0 
Primary eancer of the liver 2 st > 
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Normal tissue 


It is obvious that more K is found in malignant tumors, especially in sarcomata 
(app. 4 times) than in normal tissue. 

Yet not much difference in the amount of K is seen between the normal tissue 
and benign tumor 


Weight rate of “Ca (Reported by Araki) and K” is as follows: 


No. of 
Speceimen K Ca K,Ca 

Tumor tissue 30 1163.9 367.4 31 
Malignant tumor 23 1400.0 421.8 3.3/1 
Sarcor ata 1 1855.8 2612.5 1/1.4 
Carcinomata 22 1378.8 3222 4.2/1 
Benign tumor 7 388.1 188.7 2/1 
Normal tissue 1 443.1 1233 3.61 

‘average of 9 Spec. 

for K) 


From the above results, Clowes-Fribie’s hypothesis, which says that a rapid 
growth is seen when the value of K/Ca shows 2/1 or 3/2, is not uniformly appli- 
cable. 

For the carcinomata, on the result of statistical study of the correlation between 
the amount of K and advancing age, (a) 31—50 and above 50 and (b) up to 30 and 
31—50, does not show any notable difference even at the level of significance of 


0.05. It is impossible to find any rational result between advancing age and the 


231 














amount of K through this experiment. 
Summary: (a) K exists remarkably more in malignant tumors than in normal 
tissues. A correlation may exist between malignancy of tumors and the amount 
of K. (b) More K gnd Caare found in more malignant tissues, but we could not 
obtain the result which is uniform with the result reported by Clowes and others. 
(c) For the age, it could not be said that the amount of K in tumor tissues varies 

with rational difference, especially for the persons of advanced age. 
(SB EPEDPITAIK £ 2) 





84. PHAR lc 2 EB OF AHA Ove T 
森 和雄 , 川井 三郎 , EHER (Mar, 医 動物 学 教室 ) 
The Determination of Iron Content in the Liver of Rats in the Course of Liver 


Cancer Production. KAZUO MORI, SABURO KAWAI, YOSHITERU SIGETA 


AC PHRICGE, Albiic Butter Yellow 白米 食 を 与え 。14 LERCH, 正常 円 米 食 に か え し 。 


更に 2 週 乃至 3 員 山 杖 し た 。 こ の よう な 白 展 を 出血 死 せ し め , 肝 病 変 を 肉眼 的 正常 。 表 面 不平 


yf PCT DR Jat ts g ト ア ノバ ベッ ラーズ て 了 チ A BR — RIC EEE) HEA 
Wit, 肝 側 変 乃 至 肝 問 の 4 区 分 に 分 ち , その 各々 を デシ ケー ター 中 で 減圧 乾燥 衝 量 し た 。 RCRA 


KSCN で 早 色 せしめ 光電 比 色 計 で 比 色 し , その 全 鉄 量 を 





料 100 mg 宛 を 採り 。 硫 千 
が の (Kennedy te 
を 験 結果 を 百分率 で 表 1 に 示 レ た 。 対照 と し て 用 いた 15 例 の 正常 時 の 全 肝 鉄二 は 0.0129 
mg % (新鮮 材料 と し て 換算 し た 場合 は 0.0039 mg %) で あっ た 。 こ の 値 を 100 EL CHR 

る 肝 鉄 量 を 比較 する と 。 それ ぞ れ 肉眼 的 正常 。 表面 不平 滑 。 肝 便 交 並 に 肝 次 の 場合 著 位 


材料 で は 231, 173, 113 並 に 58 2 を , 新鮮 材料 で は 218, 182, 113 ic 41 2 で あっ た 。 


TSAR FR HIT) a, ら 月 rth ド 成 過程 ko “DHT EX は の 消長 
生生 a ee ects age eae 
TR RE 新鮮 材料 は 乾燥 ・ 新 鮮 材 料 共に 同じ ょ うな 傾向 を 示 


15 100 100 L+ 


た 。 し か し て 肉眼 的 正 党 肝 の 全 鉄 量 は 最 
= 231 or fay に 正常 肝 の 2 heh EIIEL, x MAY 


il 173 182 エー ンー 


時 で は 173 WE 183 4 Chr, 更に 肝 


) 113 11 ee ara 
MAE OI; LIE ES LE b Ble A 
10 ES 41 wry We Br N me rt 
BR 肝 カ ij OD PS (LIE SHED i* SD all (こす さぶ な い 。 
この の 1 に 近い 数 字 を 示し て いる (el pi: Wj, 31, 1, 1937), 





4 2 


F 行 し て 行なわ れ た 時 カタ ラー セ に 関す る 実験 と 比較 する と, Ki 7 3 > —- TIER DOSE 


『 


い 点 は 完全 に 一 致し て いる 。 し か し 肝 痛 生成 過程 中 の 肝 鉄 旦 の 消長 は 必ず し る 肝 カ タラ ー ゼ 作 


ゴナ ヘア アレ et i LE ies, ーー ee) ee HT FIX fe PIB pe 寺 
用 の 変化 と 平行 的 関係 を 示さ な か 、 > た 。 ZHHFPFIÄI EA) 





23: 








85. 瀬谷 部 反応 の 改良 法 並 びに 本 態 に 関す る 研究 CHT HO 
瀬谷 五郎 (横浜 医科 大 学 病理 学 教室 ) 
An Improved Procedure of Jeya’s Cancer Reaction with Some Considerations to 


Its Essentials (II Report) GORO SEYA 


BHICHO THIEAPAMCHS LL, 滴 数 で 試薬 用 量 を 示し た が , これ を 容量 (cc) 
に 改め 。 本 態 に 関す る 実験 か ら ビ タ ミ ン B」 ビタミン C を 加え る こと に より 何人 に る 判定 を 明 
確 に , 容易 に , 短 時 間 に し 得る 様 に な っ た , 

1) 実施 方 法 ・1) チト テー ト 或 い は 生理 的 食塩 水 で , 減 菌 注射 筒 。 針 。 スピ ツ ッ グ ラス を 
洗い , それ を 以 て 6cc 採血 し 。 2 回 (8000 回 転 ,10 分 づつ ) IidBL, 完全 に 血清 を 分 
BELLS lee を 用 意 す る 。 次 に 下図 の 如く 施行 する 。 

第 1 表 
it 薬  %# Fiz (cc) 備 
1/2 ARS ROU KUEN C, ビタ ミン を 滴下 し , 正確 


5mg ビタ ミン B」 (Lec) 1 (i) 38cC に 60 分 保ち 。 後 室温 に 30 分 放 証 し , 次 の 試薬 


Sng veer fle) 2 (| DE VERRAT 
定 に 影響 ETS, 


Re FT 


ii ア ル コ — A 0.1 1cc。 メ スピ ペッ ト 使 用 
| 
10 WEI MH 0.15 | 1cc. メス ピペット 使用 
e と = lee. メス ピペット 使用 , BI FH AB OHR 
(=< 4 Tr er ぐさ . > ICH Ri AA ZN 35 $5) 
522 he ME HH TR HK 0.1 7 2: > ? 
a m m 7.829 % Aik 100 cc = し た も の 


0.02 22 7 7 vv RF 
(高田 反応 用 ) HE we 0.12 1 cc。 メ スピ ペッ ト 使 用 


EHRE EEE NIT oS, 対照 を 必ず と っ て 反応 を 施行 する 。 

な お , 夏季 気温 上 昇 に よる 不利 な 条件 は 。 氷水 使用 に よっ て 補正 出来 る 。 冬季 気温 10°C 以 
FO &, 10°~25°C OR CHAT TB 血清 は 採血 後 24 時 間 以 内 に 使用 する 。 溶血 血 消 
は 用 いら れ な い 。 

2) 判定 。 反 応 施 行 10 分 後に 判定 する 。 陰性 は 朱 紺 色 。 陽 作 は 。 こ れ に 赤 の 色彩 を 混 え る 。 













第 2 表 
人 例 数 陽 性 RE RE 性 的 中 率 (%) 
組織 学 的 検査 , 前 検 に より 敵 と 診断 され た も の 100 91 4 91.00 
RER UBS VAS TRV 10a 4 1 99 95.19 


£ : び に 健康 者 
た も の は 的 中 し な いも の と し た 。 と この 内 。 健康 者 及 
} と 公 na HEHE © PE ht BR Vs 1h SRI Ay i Ho LHR O PEE 


上 > 2 
と 用 い 7 た め -~ ぶ あ る 。 





(3) 本 反応 の 本 能 に 関す る 実験 


AEEIRÄE, 陽性 は , これ に 赤 の 色 靖 の 加 は っ た も の で ある が , 


AR 








本 反応 に # 








= > ー ィ 
いで て は 。 > 
> の と 考 を 





19°C 








ヨク 

p —~) と 
oe ie 
9) # 





sien sp near pe 
AR OAT 


Pt OE 
瀬谷 五郎 : 





える こと に より 反応 施行 後 10 - 











の が" 











フク シン が 還元 され な いた め 赤 色調 を 加味 レ し て 
フク シン の 還元 及び TEALIC RD SMA ERD, SCHRIT 


B」 十 ビタ ミン CC により, BAR L 


LICR DREI CALE ess vy Bi, 
分 で 明確 に 判定 出来 る 様 に な っ た 。 な お , 硫酸 
$ ブ ル ギ ナ ー ぞ 活 低 値 を 来 す と 牧野 氏 は 報告 し て いる が これ を 使用 し た 実験 で は 明 


BP. tte) て 
確 な NKR A 


商 温 度 で 。 27°C 以上 で は 絵 て 陽性 を 早 


Fo ZIEHENKERE EBENE 4 例 が 給 て 陰性 を 


る の で は な いか と 考え , 靖 患者 5 例 に つい て 


こと を 確認 し た 。 


ar 0 12.8 PIR 6 
"ナー セ 或 い は これ に 類する 酵素 の 性 状 の 変化 が 本 反応 起 


し あり 日 下 検索 中 で ある 。 

<, 肝臓 機能 が 腫瘍 に ょ より 大 
: 臨 朱 3 (5) 昭 . 25) これ が 
80 LL kA THAD SUA, WHEE 


成績 を 得る 様 に な っ た 。 本 反応 は 簡便 で 


/ “Hy, 広く > INA に 応用 され 得る と 信 ず Deo 


Bins BV REA Cie VD ETD, と と に 原因 と 


判定 を 

















86. THY ISIC OPT ML, 梅田 眞 男 ,。 藤岡 小太郎 (Km) 
Seya’s Plasma Reaction for Cancer. ARIYA FUCHIGAMI, MASAO 
UMEDA, KOTARO WARABIOKA. 


MTHRHFRICKUNTEERERT LPH な る MÄRZ x So ELKEL, F HIELT, 
88.6 5, Zoos 10 2 に 近い 的 中 率 を あけ, 又 非 二 患 者 に お いて も る 殆 < 





康 者 に 91.3 2 の 的 中 率 を 挙 け た と 報告 し て いる 。 他方 原 氏 の 追 護 例 で は , Hic 68 2, IER 


78.8 2, 健康 者 81 2 の 的 中 率 で あり 他 の 導 診 斬 法 と 比 し 特に 優れ て いろ と は 思わ れい 


「y 


= ん 


a mL Tl Se = x も 昨年 6 月 よ り 本 年 Boe ic OTH, ASF UiSOjiBRE GT oP DOT € の 結 RER 


3 Qo 





か 法 及 判定 。 実験 は 瀬谷 氏原 法 に 隊 っ て 行っ た が 


し た 通り 滴 数 を 正確 に メス ピペット を 使用 し cc. で 計測 し 実施 し た 。 


CMA RIL, 反応 実施 後 5 分 以内 で 蒙 紺 色 に 赤 の 色彩 を 混 じ た も の を 陽性 と し , RHE 





DA 7 > NI fi | 定 の LOA ent Ar “foe Han“ 2 - 日 
の み を 早 せ る も の は 陰性 と し て いる 。 又 筐 朝 判 定 の 場合 は 赤 味 の 強い 小豆 色 を 時 せ る も の : 


。 iit ts ASHE, 中 間 色 を 北陽 付 と 


rl 








BUT, 反応 の 異 っ て 判定 され た も の が 3 例 あ っ た と 述べ て いる 。 吾 そ 6 いて は 。 
ung om Meets) a y REL Mans ae. a っ lc 
5 分 以内 で の 判定 は その 色彩 の 変化 で 陽性 , FAME hae ayy. oF で あっ て 判定 





f 
iu u 


ト ま ぎら わし い 場 合 が 多い の で 色彩 の 安定 せる 王朝 の 変化 に より 判定 
例 , 非 毅 及 健康 人 13 例 ) に お いて 判定 時 間 の 相違 に より 結果 の 異な る る の が 11 例 (HHS 
例 JENA 6 例 ) あっ た 。 そ の | AT CHAD 5 例 に お いて は 。 5 FIPICERREE aAarzaın2Pl, A 


CH DRE KRIS RX MH edo teas, JPME 例 に お いて は 。 


朝 判定 で は 2 IBGE, 1 PURE 





5 分 以内 で は 6 例 と る 陰性 反応 を 早 し た が 翌朝 で は 1 BIDSRERBEE, 5 例 は 陽性 反応 を 早 し た 。 





却 ち 非 表 の 場合 は 5 分 以内 の 判定 の 方 に 的 中 率 の 上 昇 が 認め られ た 。 


RR 人 &::6Y I 1 
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降 の 反応 成績 











kB = 110 1| 0 wm # 1 0 
結核 性 腸 狭 容 1 0 0 1 ae 32 8 


| 
| ole 
ay 


68 22 


cs 





LER GEM) if 
+ | 陰性 奉 i 名 AK + 





1x ( 非  #) 6 
Me + — + Mi FPP 
HR 59.0 81 y @ 16 5 
Be 3 1 1 1 a Ex 
if % 4 1 3| 0 x * #16 ole 
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8 9 1 i # 33 12 18 
= 6| 4| 1 1 食 道 9 7 1|1 
| 2) 312 ih mh ® 3 2 a} o} 
F ME を | 2/2100 # 2 2 ® 












常習 便秘 定 1 1 0 0 子 宮 fF 6 0O 6 
‘ui ENE SEA 1; 0 0 ュ EBE 3 0| 2| 1 
FF £| 11|1|01 © * m # 1 0 1 0 
Azaaı0o1ılo| 計 57 22 30 5 
} ii 1 0 1 0 7 
mE A 15! 7!6| 2 
52 | 28 | 24 6 40 % 
Ve # 績 
57 22 (38%) 30 (53%) | 5 ( 9%) 
健康 / 52 , 25 (48%) | 21 (4035) 6 (12%) 




















物 実験 (第 V 較 





動物 実際 
7 (正常 ラッ テ 


fF 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ee Tt | a 134 14° 15. 16 17 
Ba Soh Ste | ニー BE S N B 
ar ee ee Ai A £ BAT ee 3 R 2. 
( 移 he 腫 IH ッ ツ 
r ググ 1 2 3 4 5 & CZ 8 
5 時 側 一 一 一 - 
u wi = ma = 
Cysticercus Sarcoma ORhodemin B Sarcoma 
H + ier oe phe ae EI Atte Spanien ry Pert a} Z = 
fs KA HR AR BEZ A be L BPR WE: th び 手 術 Bi 見 HD EC 4 う 和 を Fl 


\ ま 的 検査 は 全て に 行 


if デュ レ テレ ュ 2, 
は 出来 な か っ 


Renker (第 1. | | . VB) o 成績 


de 
En 


生 の 傾向 を 早 し た 。 





ラッ テ を 使用 レ て の 本 反応 ラ は 二 者 の 間 に 
は 1 例 も な か っ た 。 
vHRZ/D FT Fer ie Mp cts ptt, > 
T Mr fF EG ESD 4A wi} ASF El A VATA 
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os CHAZ 


Parc | る ) 


87. 


THAWED Bez 
om 博 


生 、 被 移植 性 )| 





4b で 


断 反 応 と し て 使用 コ 


KT 


放置 の 時 間 が , か な り 長 い 聞 で ある の で 比較 上 


ト より 1 月 迄 の 分 と を 別に 集計 し た 。 温度 の 高い 時 は 意 


参照 ) 。Cysticercus Sarcoma, Rhodamin B Sarcoma の 移植 同 














Hereditary Observations on the Susceptibility of Rats to the Yoshida 


Sarcoma (II) HIROSHI S 





(17AH GR 


434 Se) — — (174 HUA 
— (174 日 日 心 


Clk Fy 所 の 成績 を 発表 し た 。 そ の 成績 中 PF, に お \ 
cal BYE (183 175 HB, 108 日 , 174 
14 — (173 HH Aw 








hh ツ 
を 品 い (の や f N 1 APO 72” 
li 57 例 中 38 5, JE EA 52 
『 る に 適当 と は 思わ れ た な か っ た 。 (第 
if SL 
ana (ID 
SATOH 
CG] BEIN 64 例 中 
148 日 ) この 中 174 日 で 死亡 
—> 5331 2 日 で 
i) 一 > 5334 (18 HCHEa$3E) 
in) —» 5335 (35 H CIEHS3E) 















THB), (p) の (3) と (4) の 合併 し た 型 で ある 。 こ の 動物 ょ 







胞 移 植 の 場合 の 経過 を 示し た が 


ハー ん 




















7 eee es 
Rut »? * oe mi 
F, ix 50 - 
+7 マチ 3 
VJ 4% と ー へ 
ー -f# フ ur. - リキ > BERN: 
-ILIIIKA CHEF に こ お ( け 町 次 増加 し て いる 。 
第 2 表 
有 fe ネモ N 
F 149 1 9 (33.39 
F 149 68 (45.625) 
F 45 24 (43.396) 7 (15.625) 14 (31.1% 
1921 161 128 (79.535) 6 ( 3.735) 27 (16.8%) 
3 HE 246 222 (90.2%) 12 ( 4.925) 12 ( 4.99% 


ete i) 1 1 170 152 (89.49) 6 ( 3.596) 12° (7.196) 
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LT 23.9 日 , 20.1 日 と な る 。 LPLINZF5KOMILLTIHMELE-TAZL, 











10-13 日 の 風間 死 が 最も 多い 事 が 分 る 。 今 迄 吉田 肉腫 の 平均 寿 谷 は 12 日 と いう 事 に な っ て い ぃ 

る が , 1951 年 52 年 の 統計 を 見 る と 。8-11 日 に 腫 瘍 死す る も の が 最も 多い 。 し レ しか し 12 日 と 

いう 平均 は 多数 動物 に つい ぃ て 比較 的 経過 の 長い も の を も 合 め た 平均 で ある か ら , 以上 の 事実 だ 

ig Hat 
て みる 予定 で ある 。 

要 移 西 性 と 体重 と の 関係 は 第 6 表 に 示し た 。 従来 体重 の 増加 と 共に 移植 率 が 低下 する と いわ ゎ 

れ で て いる が , 今回 の 成績 で は 体重 (年 令 ) に よる 差異 は 閉 明 で な い 。 特に Fı Fe, Fs に お 


いて は 30g, 40g 等 の 小動物 に お いて も 自然 治療 する も の が 高 率 に 現われ て ,。 年 令 よ り は 体 


Wr eee Oe I プー a ma: apes Ae py PSE + 
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38 マウ ス の 吉田 肉 風 細 胞 に 対す る 先天 性 及び 獲得 性 抵抗 性 
熱海 明 , 細川 国 次 郎 
Inherent and Acquired Resistance of Mice against Yoshida Sarcoma Cells 
AKIRA ATSUMI, KUNIZIRO HOSOKAWA 
(Department of Pathology, Tohoku University, Sendai) 


In the heteroplastic transplantation of the Yoshida sarcoma into the peritoneal 
cavities of mice, tumor cells proliferate actively for a certain period (5 to 6 days) 
and arrive at a state of almost pure culture of tumor cells (initial proliferation), 
and then they suddenly begin to degenerate and disappear within about 8 days 
after the transplantation. 

However, it has been shown by many experiments that a certain large number 
cf tumor cells was necessary in order to realize the initial proliferation ; other- 
wise, the tumor cells disappeared at once after the transplantation. 

On the other hand it is also known that when such spontaneously cured mice 
were transplanted again with the same tumor the cells disappeared at once with- 
out showing the initial proliferation. The latter phenomenon seems to be owing 
to an acquired resistance of mice against Yoshida sarcoma cells. 

The following experiments have been done. 1) Number of tumor cells neces- 
sary for the initial proliferation: 79 mice were inoculated with various numbers 
of tumor cells ranging from one to 12 millions (Tab. 1). As indicated in the table 
5 to 6 millions may be regarded as the boundary-line number. By above 6 mil- 
lions the initial proliferation was always observed. 

2) In mice which received various numbers of tumor cells in the above experi- 
ments re-transplantation was tried. Results are indicated in the right half of 
Tab. 1. It was demonstrated that in cases pure culture state of the tumor cells 
(initial proliferation) was not gained at the first time, the tumor cells proliferated 
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Table 1 
Results of Heteroplastic Transplanatation of Various Number of Y.S. 
Celis ranging from 1 to 12 Millions and Results of Re-transplantation of over 6 Million 


Tumor Cells 2 Weeks after the First Transplantation 


a Results of First Results of Second 
IE RER REN Number : h ま 
Number 0 = Transplantation Transplantation 
Tumor Cells Sones f | me EPs ee ae Days ; . sale Days 
N 4 6 
| 
1 1 ー| 一 ニー|- - ー ー ー 
| 
100000 14 = | ー ーー リー ーー エキ |] キリ エリ キリ - 
| 
1 ー| 一 一 一 | 一 . ü 
300000 | 
em 6 ー| 一 一 一 - ! キト | 二 | を 7 
é 
17 +/+ - -j- - +} ー 一 一 ー 
5 Millions 
18 +/+ + +|+ - | a | — | - - | - _ 
6 Millions | 
22 ++ + + + + ーー| 一 -|)-ı- 一 


/ + ! a 
12 Millions | | 


actively in the re-transplantation and arrived at a pure culture state. On the 
contrary, in cases the inital proliferation was evident in the first transplantation 
the animals showed strong resistance against the second transplantation. Moreo- 
ver, in cases of the slightly positive initial proliferation at the first transplanta- 
tion the animals demonstrated correspondingly weak resistance against the second 
transplantation. 
Table 2 (Control) 
Results of Heteroplastic Transplantation of over 6 Million Y.S. Cells 2 Weeks 


after the Preliminary Injections of Various Materials in the Table 


Number Results 
Materials of 
Cases と Days 
1 2 3 4 6 6 
時 2 5 で io a 3 = & 
Normal Liver 
£ 
Cells of Rats 1 + re re as =, =. 
Normal Blood . sa z = % _ 5 
Cells of Rats 1 BS + = 本 ep Zz 
Normal Spleen 1 af = i 4, 5 Br 
Cells of Rats 
Upper Clear Part 2 . 5 ‘a ‘ E a 
of Tumor Ascites ka 7 
Cured Mice Ascites 4 + u + > + oe 
Normal Mice Liver 2 + + + + + + 








Table 3 (Control) 
Results in Cases Tumor Ascites heated at 60°C for 


20 Hours was injected before 


. Number Results 
Materials of 
Cases 1 9 3 4 し Days 
う う 
Tumor Ascites heated at 4 = re He. a = = 


60°C for 20 Hours 


It may be safe, therefore, to say as follows: 1) Mice have an inherent resis- 
tance against the Yoshida sarcoma cells originated in the rat, but it is not strong 
enough to suppress at once the proliferation of very many cells (more than 6 
millions). However, they acquire soon a strong resistance and the spontaneous 
regression of the tumor occurs. 

2) For the “ acquired resistance ” it is necessary that the tumor cells proliferate 
for a while actively in the animal body. 

As control we performed following two experiments: 1) 2 weeks before the 
transplantation of over 6 million tumor cells, liver or blood or spleen cells of 
normal living rats, liver cells of normal living mice, supernatant of tumor ascites 
and cured mice ascites were injected once (1 to 2cc) into mice respectively (Tab. 2). 
2) Similarly tumor ascites heated at 60°C for 20 hours was injected (2 cc) (Tab. 3). 

As the results it was known that the ‘‘ acquired resistance ’”’ was obtained to a 
certain extent by liver or blood or spleen cells of normal living heterogeneous 
animals (rats), but it was not obtained at all by other materials. 

SCHARF IT X 5) 


89. FAN O TERROR EAN Fv Fo RT EL OBIE: 
梶原 E 


Complete and Incomplete Regression of the Yoshida Sarcoma and Their 
Relations to Hereditary Constitution of Rats. KYO KAZIWARA 


(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


It was pointed out that the Yoshida sarcoma developes sometimes in a different 
way from the typical course of growth (Haruo Sato: Gann, Vol. 41, Nos. 2, 3, 4. 
238-239, 1950) and the hereditary observation on the susceptibility of the rats to 
this tumor was also reported (Hiroshi Sato: Gann, Vol. 42, Nos. 2, 3, 4. 1951). 
It is of interest to classify practically the growth of this tumor and to examine 


the relation between the type of growth and hereditary constitutions of the animals. 
The growths of the Yoshida sarcoma intraperitoneally transplanted are divided 
into three groups from the following two points of view, whether the malignant 
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cells continue to increase in the ascites or not, and whether animals die of tumor 
within a certain number of days or not. 

(a) Normal course of growth: The tumor cells develope well attaining the 
state of pure culture of them in a few days and the rats die of tumor invasion 
within a certain days. (1. in the Fig.) This type of growth can be observed by 
almost over 90% of rats of non-pure strain. 


Fig. Classification or the growth of the Yoshida sarcoma 


a) Normal course of growth (b) Complete regression 


2 + (2) (3) 
と の N Fe 3 
I X; ei 


‘c) Incomplete regression 





(4) + (5) a 
3 I fF 
+ DT sh 


(b) Complete regression: Tumor cells increase somehow in the beginning after 





transplantation but soon they degenerate and disappear completely so that animals 
do not die of tumor. There are many steps of growth between the typical 
spontaneous regression (2. in tne Fig.), in which malignant cells attain the state 
of almost pure culture with the following abrupt decrease as well as final comp- 
lete disappearance and the faintest growth (3, in the Fig.) that the cells cannot 
be found in the ascites already on the next day after implantation. 

(c) Incomplete regression: Although tumor cells decrease in number soon after 
their development, either showing the state of pure culture (4 in the Fig.) or not 
(5 in the Fig.), and at times disappear in the ascites, they appear and increase 
once again after a certain days and the animals die of tumor invasion with the 
prolongation of life. There are various steps of growth as showed in the figure. 
I have experienced a few cases in which the tumor cells faded away completely, 
the rat surviving far longer than usual, and seemed to belong the type of ‘‘com- 
plete regression,” but when the animals died of pneumonia after three months, 
the autopsy revealed some very small nodules remaining in the mesentery which 
could produce the typical tumor growth in another new rats. The types of growth 
(a) and (c) correspond to “take” and (b) to “‘non-take.’’ It is noteworthy that 
tumor ascites which originate from the animals of ‘‘ complete regression ’’ as well 
as ‘‘ incomplete regression ’”’ can produce usually the normal course of growth of 
this tumor in the abdominal cavity of the newly implanted rats, so long as the 
ransplant-ascites contain normal undegenerated tumor cells. It is also worth 
mentioning that the rats in which the tumors have regressed completely show 


the same phenomena by the repeated several re-transplantations. 
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In order to ascertain that the abnormal growths are due to the constitution of 
animals, and to examine whether these characters are hereditary or not, I have 
implanted the Yoshida sarcoma into the offsprings of the rats in which the tumor 
has completely regressed. I performed the inoculation when the young had grown 
for 66-103 days and attained 60-80 g. body weight. I have acquired 103 offsprings 
up to the F-4 generation through brother-sister bleedieg starting from a single 


pair of insusceptible animals and examined them. 


Table (1) 

Number of Normal Incomplete Complete 

offsprings development regression regression 
F —1 23 10 (43.59) 3 (13.022) 10 (43.5%) 
F — 2 39 23 (59.0%) 6 (15.496) 10 (25.69) 
BE 7 3 (43.0%) 1 (14.02) 3 (43.0%) 
F — 4 34 16 (47.0%) 6 (17.6%) | 12 (35.4%) 
Total 103 52 (50.59) 16 (15.5%) 35 (33.99%) 


The results are shown in the Table (1). The tumor grows in the normal course 
in about 5022 of these offsprings, and regresses completely in 35% or so, incomp- 
letely in about 15%. There are no fundamental differences of the rate of each 
growth between F-1, F-2, F-3, and F-4. Comparing these data with the fact that 
this tumor grows usually in almost over 95% of animals in the typical course, 
I can surely mention that the complete and incomplete regression of the Yoshida 
sarcoma are related to the constitutional element of rats that is transmittable to 


their posterity. 


Table (2) 
Parents Number of | it Je 
Male Female offsprings | 2 
+ en 6 | 2 (33.3%) 3 (50.0%) 1 (16.6%) 
ー 13 5 (38.4%) 1 ( 7.7%) 7 (52.9%) 
一 + 11 6 (54.7%) 1 ( 9.0%) 4 (36.396) 
> — 39 23 (59.0%) 6 (15.4%) 10 (25.6%) 


+: Normal development of the Yoshida sarcoma 
Incomplete regression 
Complete regression 
I have also examined the growth of this tumor in the offsprings, in one of 
those parents, male or female, the malignant development showed the normal 
course, in the other complete or incomplete regression. Table (2) presents the 
result, indicating that the mode of heredity is not simple for analysis. 
Summary: (1) The growth of the Yoshida sarcoma intraperitoneally implanted 
was classified into three types instead of “take” or ‘non take”: (a) normal 
course of growth, (b) complete regression and (c) incomplete regression. (2) Jt is 
ascertained that the complete regression as well as the incomplete one depend 
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upon the individual constitution of animals which are surely transmittable to their 
offsprings. Consequently the type of growth is related closely to hereditary con- 
stitution of the rats. (SCHR AE DIT IC E35) 


90. THAN OAS AINTOE 酒井 2 Vorerst 





On the Immunological Studies of Yoshida Sarcoma. SUSUMU SAKAI 


SAUCIFG HCA & iG IT SBE HAAN TREU L ES ES 


し た 。 今回 は か か る 異種 移 西 せしめ た マ ウス 腫瘍 細胞 と ラッ テ の 吉田 肉腫 細 移 と を 以 て 夫々 家 





兎 を 免疫 し て 得 られ 血清 に つい て 二 , 三 の 介 疫 学 的 研究 を 行っ た の で 報告 する 。 
KR 10 密 を 用 い 両 材料 を 食塩 水 に て 洗 浴 後 均等 な 渡 流 液 を 作製 し て 2 ~ 9 inte 
Lite 該 血 清 に つい て 着 集 反応 。 沈降 反 応 。 吸収 実験 , 予防 治療 実験 , 毒性 
(凝集 反応 ) 両 材料 を 以 っ て 免 間 レ し た 各 血 清 は 共に 著 明 に 腫瘍 細胞 を 凝集 し た 。 そ の 淫 集 価 
は 600 倍 前 後に な り 反 表 免 間 と を レ し て も る それ 以上 は 高く は な ら な か っ た 。 一 方 対照 の 家 更 正 営 血 








vate) + fay APB es ミ さ な カ 
{FIN KR) Rt HR AWC H oy) ee To 


(沈降 反応 ) BEE > > FN OF KANG RAR FT Oe OE 


BEET Als, HOARSE RC CHER F WML CHRL AE D HELA 1 KO hn 
く で ある 。 


ーー ee ee — HH). Se BRT EEE 
ca IKI ED LTE TIER D IKT 





更に 抗 元 を 24 WETS ERR ET OR HU TEI 


は 第 2 表 に 示 ~ す 如 く で ある 。 


1 | 2 | $@ 2 6 2 6 8 
th ES | 


No. 1 (R 3 4 2 u at = = ei be 





No.3 MB = Zi) << 1 —- Fe wet の 
23 


RER 


No. 4 (M 9) En 所 ロー + 


(吸収 実験 ) 187.72 PIC 2 NET FELL EL CORES S iF 
共 殆 ん ど 吸 収 さ れ た 1 例 を 挙げ る と 第 3 表 の 如く な る 
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10 20 40 80 160 350 640 1280 2360 
it 
No.9(R 5) wea + に に に + に + 
1 回 吸収 + - - os = - 
2 [RL en . ロ 3 Me 
ul ー a u 2 . en ‘ 
Ri‘ お = = a = = == = > で 
Ibn mer ZO AACE ARH, TER MLPA ITIL LF 
し くそ の 発育 TMD EU 核 濃縮 核 融 解 が 認め あられ, 令 小 型 汗 球 中 好 革 の 


増殖 が 目立っ た が 充分 に は 抑制 し 得 な か っ た 。 





(毒性 実験) RMAF RL, マウ ス 及 び ラ ッ テ の 静脈 内 腹腔 内 に 注射 し た 場合 
ea 1) TH だ も 20 の So 

Mas LD 1) + Alc PARRA LD fe EL > て 免疫 せる 
ARM y FO RIEL A RLMIFOMIN 4 7 » FORAAM AMG RER 
Bue, } CRE Bos AC ff HOS Do (2) NZ mild ff HR Shoe Ie F At KE BE 本 FH AN 
て 吸収 し 得る 。(③) 両 血清 共に 吉田 肉腫 移 種 初期 に は 閉 明 に その 発育 を 抑制 する 。 レ し か し 中 期 


以後 は 抑制 し 得 た い 。(④ 又 何 れ の 血 済 も ラッ テ , マウ ス に 毒性 を 示し その 少量 


91. 員 の 腹水 風間 及 正常 組織 久 疫 血清 の 各種 組織 に よる 吸 改 
LE OMI lc RIES HHL) Cytotoxin 用 の 変動 


An 


戸沢 iE, 安 信弘 昌 , 細川 5h, SH 沖 
On the Changes of Cytotoxic and Immunological Effects of Immune 
Rabbit Sera against Yoshida Sarcoma or Normal Rat Tissues Absorbed with 
Normal or Sarcoma Tissues. TADASHI TOZAWA, HIROMASA ABE, 
HIROSHI HOSOKAWA, SHUH KASAI. 


Ist Department of Pathology, Hokkeide University). 


It is distinctly observed from the results of the agglutination test or the im- 
munological therapy that the immune sera against Yoshida sarcoma have species- 
specific antibodies against normal white rats possessing the common antigen to 
Yoshida sarcoma. And therefore we started to investigate how to absorb these 
species- specific factors by means of rat tissue-albumen and to prove the factors 
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against Yoshida sarcoma after the absorption. 

The method of absorption was carried by the following procedures: Mixing of 
anti-sera with absorbent in equal amount, letting alone for two hours in the 
incubator, stirring several times in the meanwhile and leaving as it is in the ice- 
box for 24 hours thererafter and then centrifuging. 

As absorbent the following materials were used: blood cells of white rats as 
non-nucleated cells emulsion of many organs of white rats (liver, kidney, spleen, 
etc.) and organs fixed by formol, pulverized freeze-dried organ, organ extracts, 
and tumor and its extract. 

Above all, when the absorption was perfoimed by using such absorbents as. 
organs or tumor albumen adsorbed with AL(OH),-gel previously arranged, the 
anti-sera were easily and sufficiently absorbed. 

Injurious action of these sera against Yoshida sarcoma, in. vitro. 

Rat sera of Wistar strain healed naturally effect the vacuclar degeneration of 
tumor cells, and rat sera of Gifu (hybrid)-strain or Yamashita strain sensitized 
against tumor induce more slight vacuolar degeneration. When rat sera of Wistar 
strain healed naturally are absorbed with rat organs of Yamashita strain or with 
tumor, their agglutination titers against tumor descend to zero (Ox) and the injuri- 
ous action against Yoshida sarcoma, in vitro, decreases, and above all, those sera 
absorbed with the tumor have the weakest injurious action and they have a 
similar character to that of white rats of Gifu-(hybrid) strain and Yamashita strain. 

As described before the sera of rabbits and goats immunized against Yoshida 
sarcoma or normal tissues of rat agglutinate not only Yoshida sarcoma but also 
normal cells of rat, when they were absorbed with rat blood cells, and the titers 
against red cells showed Ox, but those against tumor still remain somewhat. The 
injurious action against tumor, in vitro, and the skin test by means of these sera 
are shown very weakly and they stand similarly to those of normal rabbit serum. 

When anti-organ-sera are absorbed with blood cells, their titers against blood 
cells descended down to zero but those against tumor cells did not descend. But 
the injurious action upon tumor decrease while the skin test was weakened but a 
little. 

When those sera were absorbed with normal rat organs, their titers against 
both tumor- and blood cells indicated Ox, and the injurious action in vitro and 
the skin test in vivo were shown very feebly. 

Being absorbed with rat blood cells, anti-tumor-sera titers become Ox against 
blood cells but they remain invariably against tumor cells. However, their injuri- 
ous action against tumor cells in vitro decreased obviously but produced vacuolar 
degeneration. 

The skin reaction was weakened somewhat in comparison with the native sera, 
but it was stronger than those sera absorbed with organs. When anti-tumor-sera 


were absorbed with normal organs, above all, with organ albumen adsorbed with 
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AL(OH);-gel, their titers became zeio against both blood cells and tumor cells, 
but there still remained the injurious action against tumor cells in vitro in the 
same grade as the sera absorbed with blood cells, while their skin test was slight- 
ly shown. 

On the other hand, when the anti-tumor-sera were repeatedly absorbed with 
the organ albumen adsorbed with AL(OH)。-gel, their titers descended gradually 
according to the times of absorption and finally down to zero, but the injurious 
action upon tumor was steadly shown equivalently in every absorption. When 
anti-tumor-sera absorbed with tumor and tumor albumen adsorbed with AL(OH);- 
gel, their titers became zero against both blood cells and tumor cells as similarly 
observed in anti-tumor-sera absorbed with organs, but the injurious action in 
vitro remains very siriflingly. It is assumed that the foregoing immune sera 
have a certain common nature and some independant properties, among the in- 
jurious action against Yoshida sarcoma, against rat tissues (skin test) and the 
agglutination test against tumor cells and blood cells. (2084 #A4RF97## IC £3) 


92. # AUR 77 7 Ti A Maes IC PATTER 
本 山 朝 光 , 戸沢 正 , 相沢 幹 , 今村 哲二 
Therapeutic Effect upon Yoshida Sarcoma of Immune Sera Against 
Yoshida Sarcoma of Rabbit Absorbed with Several Methods. 
TOMOMITSU MOTOYAMA, TADASHI TOZAWA, MIKI AIZAWA, 


TETSUJI IMAMURA (Ist Departmect of Pathology, Hokkrido University) 


Formerly we reported that the immunological therapy with the sera of Wistar 
rats healed naturally from Yoshida sarcoma and that with the sera of rabbit and 
goat immunized against Yoshida sarcoma, and also with these sera absorbed with 
erythrocytes of rat was successful. However, the rats died from intoxication or 
emaciation by the therapy with the sera of rabbit which were not absorbed or 
even absorbed by organs of the rats, after a certain period from the disappearnace 
of Yoshida sarcoma from the abdominal cavity. Now, we studied the therapeutic 
effect of sera absorbed with several antigens upon Yoshida sarcoma comparing 
with the injurious action upon the rats. 

1) Though rabbit sera immunized against erythrocytes of rat with high grade 
of immunity injured the tumor cells intensively, their toxic effect upon rats was 
also intensive and rats died from intoxication. The dilution of the sera weakened 
the injurious action on the tumor cells, but still injured the rats to death, and it 


could not succeed to cure the rats. 
2) The effect of the rabbit sera immunized against kidney and spleen of rat 
was almost similar as the former, and when the sera were diluted and absorbed 
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with AL(OH), gel for the purpose of making their action mild and chronic, it 
could not cure the tumor-bearing rats, though the tumor cells were degene:ated 
continuously and the rats were not injured so rapidly. 

3) Rabbit sera immunized against Yoshida sarcoma, when used without being 
absorbed with rat organs, both tumor cells and rats were injured extremely, and 
the rats died from intoxication. The sera were diluted or absorbed with AL(OH), 
gel, and then their injurious action became chronic and continuous, but the rats 
died from intoxication in the end. 

The sera immunized against Yoshida sarcoma and absorbed with liver extract 
previously adsorbed with AL(OH);-gel showed reduced injurious action. Though 
rats died from emaciation after 2-4 days after a complete disappaerance of tumor 
cells, the tumor cells degenated and disappeared in the end. On this occasion, 
when these absoreed sera were adsorbed again with AL(OH)s;-gel and were injected 
into the rats, in a large amount, the tumor cells degenerated and disappeared 
chronically in the abdominal cavity, they could cure 1ats completely. 


The sediment neutralized with liver extract that were adsorbed with AL(OH);- 
gel had also antibodies. And this sediment had some injurious action upon tumor 
cells, though weakened in the injurious action on the rats, but the rats died from 
tumor. The sera absorbed with extract of Yoshida sarcoma which had been ad- 
sorbed with AL(OH);-gel previously had little injurious action on rats, but the 
injurious action on the tumor remained a little, the vacuolar degeneration was 
indicated somewhat apparently, and the survival time of the rats could be pro- 
longed. On this occation, when these sera were adsorbed again with AL(OH);-gel, 
the tumor cells degenerated intensively, and when they were used in a small 
quantity, it could not prevent the recidivation of the tumor, though the death 
could be delayed for over 3 weeks. When the sediment of the sera by absorption 
with tumor extract which was adsorbed with AL(OH)s-gel was used, the tumor 
cells degenerated chronically and continuously, and finally they disappeared, but 
the rats died later. 

4) The sera of rabbit immunized with killed Yoshida sarcoma (by fieeze-thawed, 
freeze-diied, ultra-violet irradiated showed the injurious action upon the tumor 
with weak toxic effect upon rats. In some cases of therapy using the se:-a immunized 
against the tumor cells that were exposed to ultra-violet ray the sa:coma-bearing 
rats could be cured from Yoshida saicoma. 

Conclusively, it was assumed that the anti-tumor-sera could be f:actionated by 
the absorption of the injurious action on rats and on tumor with ce ‘tain an:igenS。 
and by immunizing against tumor cells with several treatmen: on sarcoma the 
affinity to tumor could remain much more than the inju‘ious accion upon rat. 

When the sediment after the absorption of sera with live‘ ex: act combined 
with AL(OH);-gel, that is anti-rat-factor, was used for the t ea:ment, the rats 
died of tumor, because of the injurious action upon tumo~ cells and rats was 
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weakered. We have been studying the methods of absorption and p:ecipitasion 
of effective substance from the sera against tumor cells. (ZHAFFFHTICK 3) 


93. MULAN SEA RUZ ic HE LT eH Le AIO 
治療 試験 FRED, 本 山 朝 光 , 相沢 8 
Studies on the Therapy of Yoshida Sarcoma with Chemicals and Those 
Combined with Immune Sera. MASASHI YOSHIO, TOMOMITSU 
MOTOY AMA, MIKI AIZAWA (Pathologica1 Department, Hokkrido Uxiversity). 


Recently it was announced that some chemicals are effective in therapy of 
tumors, especially of ascites tumor. But when they were adminis‘ered to ascites 
tumors, they gave not only sharp influence upon tumor cells, but also certainly 
injured the rats at the sametime. It can be said that the therapy of ascites 
tumors with chemicals only is generally difficult. 

On the contiary, as mentioned before, administering healed sera of W-rats, the 
therapy of Yoshida sarcoma was successful, but it needed a large quantity, about 
50-70 cc, to cure one rat of tumor-death-strain. 

When urethan, colchicine, nitrogen mustard or nitrogen mustard N-oxide was 
administered, the tumor cells were injured showing the special form of degenera- 
tions under the influence of each chemical, and they decreased and disappeared 
in abdominal cavity, but rats could not be cured completely and died of intoxica- 
tion or of recidivation. 

On the other hand, administering nitrogen mustard-N-oxide alone, tumor cells 
were injured chronicaly, and the toxicity on rats was weak and the survival time 
of iats was prolonged, though they died of emaciation inthe end. It was interest- 
ing that there was no recidivation in this process. 

When each of these chemicals was administered along with healed sera of W-rats, 
the therapeutic effect was more evident than the case of solitary use. 

Injecting small doses of chemicals and healed sera of W-rats alteinately into 
the abdominal cavity of tumor-bearing rats, the therapeutic effect was found, but 
many cases did not cure completely. 

But when each of these chemicals which was diluted with healed sera of W- 
rats were injected into the abdominal cavity of rats, that is, each of urethan, 10- 
20 mg, colchicine 0.01-0.02 mg, nitrogen mustard 0.05-0.2 mg, nitrogen mustaid 
N-oxide 0.5-1.0 mg, diluted with 1.0-1.5cc of healed sera of W-rats, in spite of 
very small doses of both chemical and healed serum of W-rats, the therapeutic 
effect was evident and the tumor cells were injured strongly and then disappeared, 
but toxicity against vats was very weak. 


By this therapy many cases were healed completely 5-8 days after beginning of 
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therapy, without leaving the so called “small resistant form of cells” which 
were the cause of the unavoidable recidivation in other types of chemotherapy. 

Above all, cases of combination therapy of nitrogen mustard or nitrogen mustard 
N-oxide and healed sera of W-rats weve very effective, the tumor cells were 
injured showly and they decreased, and many cases (9 of 11) were cured of tumor 
completely. 

In these healed rats the retransplantation was prevented up +0 40 days, but 
agglutination-titres of their sera were zero against tumor cells. 

Administering nitrogen mustard-N-oxide (albumen-poison) with egg albumin toge- 
ther, the effect as combination therapy was not observed, but when the rabbit 
immune sera, instead of egg albumin, were administered the effect was found and 


the survival time of rats could be prolonged, although the complete cure was no‘ 


obtained. 
Incomplete Groisseed the 
Complete cure ard then Tied of intoxi- Died of PR u jae 
. . . ua cia て て x 
cure. died of emacia- cation. tumor. of life of rats 
tion ‚f life of rats. 
Urethan. 1 4 
Colchicire 2 8 7 6 
Nitrogen mustard 6 4 5 9 
Nitrogen mustard = 
+ . 6 ‘ 
N-oxide 


Combination 
therapy of chemi- 


cals. 


bo 
w 
w 


Combiration 
therapy of chemi- 11 10 2 1 に 1 
cal ard healed sera. 


9. Virus HST の ビー ルス 学 的 研 完 浜 崎 幸 雄 , 佐藤 二郎 , 谷 弘光 , 
Pig A, AR BE Akt, ER 博 , 三宅 一 男 cou 
Virological Studies on VirusHST. YUKIO HAMAZAKI, JIRO SATO, 
HIROMITSU TANI, HIROSHI NAKATSUKA, ISAO ARIKI, 
TAKESHI OMORI, HIROSHI SATO, KAZUO MIYAKE 


Virus HS Tis 1950 年 10 H HEBEN BOE L te BO TBHE ABR ER ABR 
MICHEL FFU x 60 代 と 51 代 に 及 ん で いる 。 EOFS ARASUCHEE NEL, 
20 代 に 及 ん だ も の (近藤 良一 ) 及び 分 離 後 脳 内 時代 接種 5-10 代 で 実験 の 部 合 上 中 絶 せ し め 
に も の 数 株 に 及 ん で いる 。 現在 まで に 試み られ た 分 離 の 方 法 は 陸 揚 陣 水 の 脳 内 。 BRA ROR 


251 








WEE CD So DAML AH TE- N TO IC HEERTE LDC UTS © HS TE 


r 


腹水 の 0.01 >> AaRNICHELDMIHBZER BEE Dr 30K に これ を 殺し て 。 
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いか ゝ ら 症 状 の 強い も る の を 選 ほん で 7-10 H の 間 


TE He の fot HH Z IN 


ETT OE OPE AT SR OICILE — WAPI NEID SA, 





A, FABMOSCHIKA, SA RONG 
種 を 行っ っ 静脈 内 准 種 は 10 ERAAD 0.2~0.3 を 尾 静脈 に 注射 を 行っ た が 累代 接種 は 困 





難 で ある ( 丘 藤 ) 。 沿 丸 を 用 いて の 累代 接種 は すぐ れ た 方 法 で は な い が と も 角 成 功 する 。 接種 部 
臓 に は これ が 現われ る (EM). ialkk 


fg f— LADO LH BS hg, MMSE LK ORFRUZL OVE RO 開 葉 性 細胞 の 











殖 普 に 白血球 の 肖 潤 を 起 し 状 の 病 業 を 現し 又 鶏 胎 肝臓 に も 壊死 業 を 形成 する 。 本 ビー ルス 








は 約 50 2 グリ モリ サリン 水中 に 入れ 冷蔵 庫 中 に 貯え る と 5 週間 を 経て も 50 22 以 上 の 1 

















o FARE RET 5 £107 で な お 50 22 の 握 患 率 を 示す 。 MER: 

まな) と fA 4 LK 8; a $ で 接種 Ay WE I HA We を HI っ だ が > 
この ビー ルス な お 長期 間 生存 し 得る の で な いか と 思わ れる 。 ETRE 
に よる ょ 本 ビー ルス に 適当 な 精製 諸 の 選定 が 十分 で な い の で i 
CEP. PLT an UES CHNFLALE BR L2H CURA SHG 30-40 my 
CH APU 3 まほ 合 レ し た も る の も る 稀 れ に 認め られ る 。 形 は 類 円 形 塊 伏 で 大 き な も の は 
5 6 個 の 類 円 形 の 粒子 か ら 組み た て られ , 小形 の も の は 2 AO FIO ELF DSB ABE HR 
LTE ー ル ス 中 に 類似 を た 求 か る な ら ば この ビ 
= ビー ルス に 似 た と ころ が ある 。 LV 





- =<] am Aya a it Oe nd) - ay Si レン リキ 2 fete y ml あ ) とら 1 ェ ケ ンー 、 了 [ 
こと ルン いい = DELL DF る こと は ある が こ 和 れ BI BE The f & ORE > ゆめ る £24 TVD 
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われ る HR), ALL — A Rich & BA Brit OROPICE KE > CAS HMREIC 


Hipp: Sree ET pantropie Virus TBAT LDA aie, Halte 





に モッ ー + Z Bey 5 Er een seht: PR Ne 
EBLAFHEIKZIELI on FECAL CHS SIENA が 認め られ 時 に 気 
Af に キー [ + arte fs JL 1. ーー ツア と に ジッ fy a. 7 19 ze Key of fr- STA ASO 
Be SCD i704 Bk ee FR ath One fe を je | > て いる LD, BL Lie HELO) ITE 2 LE 1b thE DE 
因 と し る 1 め られ た 。 


た ビー ルス で 雑 婚 帳 忌 を 免 商 す る こ と は 非常 に 困難 な と ころ か ら 正 常 白 忌 の latent Virus 


Te 


4 2 = 7 iE’ ue rs | i a Virus の ) Spine: を 企 て マウ AW PI PERE CE te 形 ! HID A 
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どーよ っ っ Eo -rır? , a tee ie _ > Alla. Fr テー 才 に コ ー 4-8) Y 
> edie a > 9 44 he A] LGR tH ※ こ れ を 固定 する と は 非常 Pt に ある 。 この 病 毒 は 池 
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され る 。 (本 年 病理 学会 報 斉 





併 し 吉田 腫 場 は 所 処 に 発表 し た も の か ら る 同様 に Virus が 分 
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参照 ) 特筆 すべ き は Wistar RI BIER RK OR BL FEN LA TI I BRT YET 

MESA ROD SIR OR IE NR IE LE, これ ら の こと か 、 ら Virus 

HST は latent Virus D—f€CH5,C7Y Mic £5 CHS DNA FRE I RT 
っ しく 考 えら れ 又 肝癌 発生 と も 一 定 の 関係 が 想像 せら れる 。 


総括 : Virus HST が 果して 吉田 腫瘍 か ら 分 離さ れ た も の か 藻 か に 穫 


J 





, 固定 され た Virus HST で 起 る 組織 変化 と 本 似 する 変化 が 吉田 腫 揚 赴 水 Seitz RT 
種 し て も 。 又 腹水 その まま を 接種 し て も 現れ, この 組織 で 累代 接 竹 を 行え ば Virus HST 接種 


分 は 


o-ti- pork > 日 7. キン 
1 ) FE 


で 現れ る と 同じ 組織 変化 に 移行 する 。Virus HST は 分 難 及 び 困 代 接 種 が 甚だ 容易 で 抵抗 の 著 
し く 強 い Virus で ある 。 これ に よっ て 実験 室内 自然 感染 の 強い こと も 易く 衣 衣 さ れる 。 KS 
約 ma で 類 円 形 塊状 の 粒子 と 思わ れる が な お 循 来 の 精査 で 決定 され る 。 こ の Virus 類似 
の 病 毒 は 正常 白 尿 腹腔 内 に latent の 状態 に 証明 され る が , Wistar 系 か ら は まだ 証明 され な 
い 。 注目 すべ き は アテ ヅ 色 素 飼養 に よる 肝 冶 か ら は 測 厚 に 証明 され る 。 徒 っ て Virus HST 吉 
田 睡 揚 及 び 肝 癌 と の 関係 を 我々 は 興味 ある 問題 と し て 目下 探求 し て いる 。 (文部 省 科学 研究 費 


95. Virus HST を 接種 きれ た マウ = Hi Hite ま 化 に つい て 
(岡山 大 学 医学 部 





ご 教室 ) 
On the Neoplastic Growth of Lungs of Mice Inoculated with Virus HST. 
YUKIO HAMAZAKI, TOSHIO SASAKI, RYOICHI KONDO, 
HIROSHI FUSHIMI, MASAMORI SHIRAISHI, TAKESHI OMORI 


Virus HST. & fei Sr v9 RISK ( APE RHE TE 
ELT ERA EDR ESCHER, SRM. 腎 十 上 度 , AEE BESS 


HRD ALT Cg 現在 な : お 数 月 iR JD Be F8 (itd & Topaz eae ed) Be OS SCE | 





認め られ た だ ので, ここ で は 後者 に つい て 報告 する 。 
肺 の 変化 は 気管 支 及び これ に 伴う 血管 を 中 心 に 最も 強く 現れ , NER RO 
囲 に 材 状 位 を 取っ て 開 葉 性 細胞 の 増殖 及び 単 核 球 の 集積 が 甚だ 級 密 に 起 る が 外 方 は 肺 実 買 と 明 





x EPS REPSIC 


Bic hie SA LheCHE IC RA ACID RI LIE REN LT DB LASZICNEXE 
は 多少 に 拘ら ず こ れ が 侵 人 し て 筋 線維 癌 に 増殖 し 更に 粘膜 下 に 侵 出 し て 皮 組織 に る 浸潤 の 及 
ぶ の を 認め る 。 か か る 例 で は 時 <. 上皮 細胞 が 増殖 を 起 し 乳 汰 に 現れ 上皮 細胞 校 に 大 小 を 生じ 
その 並び が 乱 礁 に た なり 又 核 の 粗 密 に 規則 が 失わ れる 。 併 し 最も 注目 すべ き 変 化 は 類 症 が 第 三次 
BK ATHO MEV RA TENE CH Se TORNIGEH EH ROPER EES RL CPR EE 
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的 に 気管 支 炎 を 起 し 白血球 の 疹 出 を 伴っ て くる 。 ECOROICMRE RE FONT AO hist 


や や 広く 合 気 性 に 乏しく なり 浮 性 を 生じ , 肺 胞 内 に は 騰落 腫 大 し た 肺 胞 上 皮 が 散在 する 。 気管 


婦 に 接する 肺 胞 中 | 連 い 韻 葉 性 細胞 の 増殖 と 単 核 球 の 浸潤 を 起 し 益々 肺 胞 を 圧 





Be OWE ORY FB pS BRUSH XU WE BEI 
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HET Do 呼吸 
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> ーー も > We = AN 2. tied fem Be 1, At: ! - 
胸 内 に 向っ て 栓 子 状 に 箱 入 す る の が 特有 で ある 。 こ れ 等 増殖 の 聞 は 核 の 
在 安 状態 も な く ジン に 良く 上 染 る が , 原形 質 に 甚だ 乏 










<> ち に な D:;, 明か 7 Wal は 認 め られ - すず 核 は 千 省 ET 














N が 生 細 気管 族 か ら 個々 の 肺 胞 腔 
を 栓 子 状 に 去 す の みた 編 中 に 侵入 し て 開放 性 の 増 殊 を 示し レ 明 か に 光 性 化 を 思わ せる 
$ る の が ある 。 ax Dip] CHIE 肺 胞 中 隔 を 圧迫 

Fah > | この 様 ? 
ELLI る 1 に は な 
レ て いる こ 目立っ て いる 。 い ずれ に 1 











1 と } 四 4 い バ o 
ト 皮 の 増殖 を 起 し た 気管 支 又 は 邊 胞 内 に は 少量 の 分 泌 物 や 脱落 月 填 し た 上 皮 細 胞 が 見 られ る 
り で た く , 時 < 可 成 多 青 の 帳 血 球 の 痛 出 を 見 る こと が ある 。 
a た で は - 風 瘍 の 自然 発生 は 甚だ 稀 れ な よう で ある が , Kin 
r i いい の っ 
l 4 =D || ョ ナ あ テア Leg る A > Te SCHE CHE ED 係 は DD» し て 7 Rive i a 





eo Hal > IE フ Uhr mM Z z で ym Hebe BA me fa HUE YC oie ea TE 
Fx DEG CLA OL RB AZ Virus HST. に 特異 な 肉芽 性 燃 定 が 極め て 強く 趣 
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96. Fr FRONT (| ) cepts, FREE a | 


Studies on the Ascities Hepatoma. HARUO SATO, TOMOHIKO ARUJI 


Dept. of Pathology, Tohoku University, Serdai 


1. Experimental production of the ascites hepatoma. We were able to product 


the ascites hepatoma by following two methods as we have reported," viz., 
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(1) Intraperitoneal transplantation with minced hepatoma mush. 

(2) Transplantation with free hepatoma islands, which are suspended and 
increase in the peritoneal fluid of animals with hepatoma at the end of the 
disease. 

At present, we maintain three strains of the ascites hepatoma. Details of the 
producting methods are indicated in Table 1. Strain 137, in which the condition 
was not be attained till the 4th generation by repeating the first method, was 
derived from a hepatoma of 145 days (butter-yellow feeding). Strain 108 was 
produced from a hepatoma of 185 days by the first and second methods. Strain 
130 was taken from that of 227 days by the second method. 

2. Method of transplantation and microscopical control. Effective transplanta- 
tion of the ascites hepatoma is done very easy using a small pipette just in the 
same way as that of the Yoshida sarcoma. It is the best for the microscopical 
control of this tumor ascites to use the aceto-gentianviolet solution”. Giemsa 
stained smears do not present a fine view of the islands. 


3. Growth of the transplanted tumor. On the 5th or 6th day after trans- 
plantation, the ascites hepatoma presents a good deal of white milky tumor 
ascites, in other words, the state of pure culture of the hepatoma islands in the 
peritoneal cavity. Suspended islands are visible with the naked eyes. 

Within 2 or 3 weeks after transplantation, the large number of tumor animals 
die of increasing ascites which sometimes amounts to 40cc, intense infiltration of 
tumor cells in the tissue, and massive solid tumors. Details of the survival days 
of tumor animals are indicated in Table 2. 

4. Transplantation rate. We have sometimes a few cases of tumor animals 
surviving for so long as upwards of 30 days.after transplantation as shown in 
Table 2. They are also regarded as positive transplantation. We regard the 
animals as negative transplantation, when spontanous regression of transplanted 
tumor and complete healing occurred. The transplantation rate of the ascites 
hepatoma is considered as about 9274 as indicated in Table 3. 


5. Cytological architecture of the ‘‘ hepatoma island’ and the “pair.” We 
can see a layer or cells with long and narrow nuclei covering around the islands. 
We are able to be considered them as the endothelial layers. It is to be noted 
that the islands are covered by endothelial layers in themselves, while there are 
many islands or clumps of hepatic tumor cells without endothelial layers. 

The smallest one of the hepatoma islands is the so-called “ pair,’’ consisting of 
two cells, the one being hepatic and the other endothelial in origin. From the 
visible basis, these two cells of the pair are not in the state like the cytophagia, 
but seem to be symbiotic with each other. 

In the experiment of injecting of India-ink solution, we are able to observe the 
phagocytic activity of one cell of the pair. 

As to the successful transplantation with a single pair, Hosokawa will report 
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his results in this general meeting. 
6 Infiltration and metastasis. The ascites hepatoma cells proliferate as an 
ascites tumor, while, on the other hand, they infiltrate into the tissue of the hos‘, 


Table 1. Schematic representation of the ascites hepatoma 
production from amino-azo dye hepatomas 


Strain Term of exp. Schematic production of the Ascietes Hepatoma 


ine Rute” 


137 145 に . 
oe A x “ny Bowens 


days u. 


Me BG ean 
"ee, 
Tone » 


139 227 G20 Guo Boars 


Rat with noduiated hepatoma 


Rat with ascites hepatoma 


—> Transplantation with minced hepatoma 


se) Transplantation with (tumor) ascites 
x Transplantation (—) 


Table 2. Survival days of animals died of tumors 


Survival : 
eer 1 w 2w 3w 4 w After | 
days (g /15_ o (29-98 (29. ” | Total 
ER 1—7) 14) 15—21) 22— 25, 29— ) 
118 0 23 57 19 11 | 110 
137 0 70 22 3 5 100 
130 0 54 22 10 6 | 92 
| 
Total 0 147 101 32 22 | 302 
1 
Table 3. Transplantation rate of the gscites hepatoma 
r Positive trasplantatio: Negative tra:spla: tation 
re a nf Positive trasplantation Negative tra:spla 
„train 
animals Number % Number % 
108 120 110 91.7 10 3.3 
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especially forming a nodular mass in the hilus of liver and spleen, mesentery, 
retroperitoneal tissue, etc. It is characteristic of this tumor that the tumor cells 
invade the peritoneal surface forming solid nodules, large and small, especially 
in the diaphragma. Invasions into various organs are not so intensive. 

Distant metastases are sometimes found in the mediastinum, often producing a 
good deal of pleural fluid with tumor cells. 

Histological findings in these coincide with those in the spontanous hepatoma. 
Details will be reported later. 

7. Mitosis and chromosome. There are abundant mitotic figures in the tumor 
cells in ascites. As to the chromosome of this tumor, our studies are going on. 
Results of examining 11 nuclear plates of the ascites hepatoma cells showed that 
number and structure of the chromosomes are various. We do not distinguish 
between the nuclear plates of the hepatic and the endothelial cells, but it is very 
important to know whether there is any difference between them or not. 
References: 1) Yoshida, T., Sato H., Aruji, T. Proc. J. Acad., 27 (8), 1951. 
2) Sato, H. Trans. Soc Path. Jap., 40 (Ed. reg.), 1951. 


97. N- ア セチル -2ー ア ミノ フル オレ ン 投 興 ダ イコ ク ネ ズ ミ の 
CHR SAMPARA, 松尾 晴夫 (大 匠 大 学 第 一 央 理学 教室 ) 
Rat Carcinoma Induced by Feeding N-Acetyl-2-aminofluorene 


JUNTARO KAMAHORA, HARUO MATSUO 


1941 年 , 1947 42, Wilson (VA Iw) SIRAAND—H 2-73: 7/72 7rıvr (AA 


Pe, \/N-NH.COCH, 
u, 


F) が ラッ テ に 対し て 発癌 力 を 有する こと を 発表 し た 。 我 は , イー スト マン 会 社 か ら こ の 薬 
me lay AAI, まず , 発癌 力 の 有無 に 関す る 予備 実験 を 行い その 発癌 力 の 強力 な る 
こと , 各種 臓 二 に 原発 痛 が 同時 に 起り うる こと , 発癌 に 要する 日 数 , 必要 量 等 に 関し , 一 通り 
り 知見 を 得 た の で , ここ に 発表 し , その 標本 を 展示 し よう と お も う 。 詳細 に わた っ て は 未だ 検 
装 を 加え て いな い 。 

か 法 : 動物 は 雑種 ダイ コク ネズ ミ , 体重 は 80-90 瓦 位 の 強健 た も の を 選ん だ 。 LIL) 
トド を 主 と し AAF の 百分比 は これ と の 比 を と っ た 。 その他 , 新鮮 な 野菜 。 ぢ や こ , 鮮魚 の 調理 
し た も の 等 を 日 々 与え , 夏季 に は ビタ ミン Bı を 加え た 。 貢 物 の 量 は 。 ウ イル ソン の 結果 を 参 
な に し て ,。 0.004 %, 0.04 2 の 二 種 類 に 分 け , 経 日 的 に あたえ た 。 徒 っ て , 動物 は 三 辞 に 分 


f 


>, 0.004 , 0.04, 対照 と , それ ぞ れ 50 匹 づ つ あ て が っ た 。 


結果 : 生存 日 数 , AAF 全 消費 重 、 動物 の 体重 , 死亡 率 , FE, 等 の 訟 化 は 別表 (展示 ), 
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の 如く で ある 。 0.04 %, の も の は , 345 日 を 最後 と し て 全部 死亡 。 その うち , 16 fil, 0.00422 の 


LO LIBRE CAEL, その うち 8 例 の 臓器 に つい て , ホル マリ サリン 固定 。 ヘ マト キシ リン エキ 


ジン 染色 を 施し て , 組織 学 的 検索 を 加え た 。 ま すず 死亡 状況 は , 0.004 の 方 は 10 日 迄 に 10 
匹 , そ の 後 は 10 日 毎 に 平均 4 匹 位 た お れ , 100 日 迄 に は , 41 匹 が 死ん だ が , その 後 は 110 


H, 121 日 , 130 日 , 198 日 , 319 日 , 362 H, 378 日 , 477 日 , 478 日 , と 各 一 匹 づ つ 死ん 


。 0.04 の 方 は 60 日 まで に 31 WHI „zo IHOEAIT 345 日 まで に 死ん だ 。 概括 的 io) 
KR UMDES, 死亡 率 は 案外 少な た い の で ある 。 BRO EI 


言え ば , この 様 な 少量 投与 で は , 
AR 


» 肝臓 は 最も 顕著 で , 0.04 で は , 150 HT, WH, TORILA EIS THALAMIC, 


Jt Ur 
b M7 T-o 


0.04 4%, 46 日 の 肝臓 に , HERAT, 結節 増殖 を 認め た , この 部 分 は 





で , 細胞 質 の 色 は , 周囲 の 肝 細 胞 に 比 し て , REO, expansive に 
増殖 し て いる 。 94 日 の も の に は 核 分 像 が 認め られ , 180 日 を 越え る と , 全部 肝 如 と な っ て い 


る 。 240 日 の 一 例 で は , 胆管 の 増殖 , 拡張 が 高度 で , cholangioma を 見 る 様 で ある 。 一 般 に 。 


(変化 は 末期 に 近 ず くに 従い 消失 し , 肝 細 胞 の 冶 化 及び , 胆管 の 明 星 様 増殖 が 主体 と 


LN 





MD 
な る 。 180 日 の 一 例 に お いて , 肺 臓 内 気管 支 の 異常 増殖 が 見 られ た が , 肺 臓 癌 と し は いえ た な い 。 
314 日 の も る の は この 一 匹 に 最も 特異 な 変化 群 を 示し た 。 すなわち , 肝 痛 と 同時 に , 腹腔 内 に , 


と 発生 し , MBB Sr, 無数 に 転移 席 が あり , 隆 騰 は, 原発 性 の 用 騰 痛 の 像 





20.2 
a 


を 示す 。 こ れ を 騰 臓 痛 と 決定 する 理由 は , EDLER TER O NETRL TUT, それ 
と 連続 的 に 冶 化 が 起 っ て いる こと , 腫瘍 化し た 細胞 が , 肝癌 に 比 し て , 甚 し く 悪性 で , 


ある 。 345 日 の も る の は 肺 に 肝 冶 の 転移 を 認め た , 一 般 に , 肺 転 


ブス 、 ダリ $- EH ie テ a 
KY I Bes fy FR Hi aed SPDrb- こ で 


多く の 


Bir, 相当 日 数 を 経た も の に 限る 。 出来 上 っ た 肝癌 の 形 は , 組織 学 的 に は , 種々 で あっ て , 中 


Wit Bibs る も の も る も: ある 。 0.004 2 の 場合 も むぅ 末期 の も の は , FEL TUN do 


結論 ・ 0.125 SIIHURORATIS 何れ も 21 日 以内 に 死亡 し た の で , 中 止 し た 。 0.04 


2 で は 肺 , 時 , 隊 , 腎臓 , リン 節 等 に 異常 増殖 乃至 癌 を 発生 せしめ る 。 


0.00422 で は 生存 日 数 が 著しく 延長 せら れる が , 結論 は 発癌 する 様 で ある 。 0.04% の 150 H 


の 肝臓 の 重 さ は , 0.004 2 で は 300 日 位 の も の に 比 敵 する 。 米国 学派 の いう 様 に , 今回 は , 
伴わ な か っ た 。 死亡 率 は バター イエロー 等 の テ ヅ 色素 に 比 し て 低い 様 で ある 。 FF 


ROCK | 
KOHL EB THI EBA TU D2 46 日 目 以後 に 明らか に modular hype- 


rplasia を 発生 し た 。 FHOBRKMETADLA, 典型 的 な 肝癌 を 作る こと が 出来 る 。 








98. Azo 色素 飼 奥 マウ ス の 白血病 様 変 化 に つい て 
中 村 久 也 (東北 大 学 医学 部 爾 理学 教室 ) 
Leukemia-like Changes in Mice Fed Amino-azo Dyes. KYUYA NAKAMURA 


Azo 色素 を 飼 写 し て 270 日 以上 生存 し た o-Aminoazotoluene 群 の うち 27 Al, p-Di- 
methylamiroazobenzese 群 の らち 2 例 の 末 栓 血液 像 及び 組織 像 を 検索 し て , FRAG, IR, 
汐 包 曜 の 網 内 系 細胞 の 増殖 を 認め , 同時 に 血 中 に 大 上 単 核 細胞 の 増加 を 見 た 。 

o-Aminoazotoluene ff, ドイ ツマ ウス ¢ 50 頭 , ° 40 頭 。 o-Aminoazotoluene 1 gr 
を 大 豆油 19gr に 溶かし , 980gr ORFAICHM, これ を 基本 食 と し , 少量 の 野菜 及び 水 を 与 
えた 。 270 日 以上 の 生存 者 は 27 例 。 こ の 27 例 に つい て 飼 与 を 続け な が ら 約 30 FOC 
尾部 より 採 箇 し て 血 六 像 を 検索 し, 死後 組織 学 的 に 検索 を 加え て , 第 1 表 の 結果 を 得 た 。 第 1 
表 の 大 型 単 核 細胞 に つい て 述べ る と, すべ で て ペル オキ シダ ー ぞ 反応 (東北 小児 科 法 に よる ) は 
除 性 で あり , ギー ム ザ 染色 で , 直 衝 は 赤面 球 の 2 倍 前 後 , 原形 質 は 極め て 少く , 光 包 球 或いは 
漆 巴 芽 細 胞 を 思わ せる が 核 形 は 光 巴 球 と 異 り , 単 球 に 最も 類似 する 。 即ち , Bir, see, 


三叉 状 等 の 切込み 或いは 分 葉 を 有 し , BEST, 単 球 芽 細胞 の 核 に 近い も の , LZ, 更に セ 


N 


a 


込み 或いは 分 葉 が 高度 と な り , 環状 と な り , BE SIRL, 単 球 の 核 に 近い も の 等 が ある 。 こ 
の 対照 と し て 無 処置 マウ ス の 旦 部 採血 に a 上 述 の 単 球 芽 細 
胞 に 近い 核 を 有する 大 型 単 核 細 胞 は 存在 し な か っ た 。 白血球 数 その 他 は 第 3 表 。 こ の 第 3 Hic 
よれ ば , 大 単 核 細胞 ( 単 球 ) は 15 % 以下 , 光 巴 球 65 2 以下 , Hılı 


第 1 表 に お いて , 以上 の 点 に 関し 異常 を 早 す る も る の を 見 れ ば , 第 4 表 の 如く で ある 。 





数 2 万 以 下 で ある が , 


組織 学 的 検索 。 肝 に お いて は 。 量 細胞 の 増殖 著しく , 細胞 は 遊 見 作 円 形 と た り , 血管 腔 内 に 
In] o CHET So EICHMLT, FRIENL, Zi, 壊死 に 四 ら し め , 白血病 様 浸潤 像 と な 
る と 共に , 局 在 性 に 増殖 の 強い 部 分 は 円 形 細胞 の 小 集団 を 作る 。 こ の 小 集団 が 洋次 増大 し , FB 
大 な る も の は 細 網 肉腫 類似 の 像 を 早 す る も る の も る 見 られ , 又 内 被 細胞 の 増殖 が 紡 鍵 形 を 以 て 終始 
eS 内 被 細 胞 腫 と な る も の も る ある 。 (一 例 に お いて 血管 内 被 腫 が 移植 され た ) 。 HL REVERE 
に お いて も 網 内 系 細胞 の 増殖 が , 肝 の 変化 に 略 々 一 致し て 見 られ る 。 骨 詳 に お いて も , FED 
変化 の 高度 の も の に 単 核 細胞 の 増加 が 認め られ る 。 

以上 に 述べ た , AML, ROBIE, 単 球 白血病 に 類似 する 。 こ れ 等 の 秦 化 を 示す も の 
の 数 的 関係 を 相関 的 に 第 4 表 に 示す 。 

肝癌 発生 と の 時 期 的 関係 。 第 1 表 に お いて , 生存 日 数 400 日 を 境 と し て , 二 群 に 分 け て 見 れ 

第 5 表 の 如く , 白血病 様 変 化 を 示す も の は 270~400 日 の 群 に 極め て 多く , FPR AR 
る も の は 401-462 日 の 群 に 多い 。 


p-Dimethylaminoazobenzene 群 。 20 gr 前 後 の 市 販 雑 婚 マ ウス , 3 70 頭 , < 50 5B, 
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第 2 表 
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mm 液 所 見 組織 学 的 


大 型 単 核 小 型 単 核 分 葉 核 
白血球 


(%) HE 





細胞 (22) 細胞 (2) 


TT 
72.8 6.2 21.0 tt 
26.0 13.0 31.0 + 
22.0 49.0 29.0 tt 


10.0 76.0 14.0 - 
6.0 23.0 56.0 + 
4.0 230 63.0 - 
24.0 59.0 17.0 + 
21:0 42.0 31.0 + 
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第 3 表 AY TY AACRA MLE p-Dimethylaminoazobenzene0.3~0.6gr 


物 番 号 © HERE nian (90) # oe FE 時 を 19 gr の 大 豆油 に 溶かし , BER 980 gr に 
D15765 11.300 10.0 | 51.0 ry 混和 。 初 1 月 間 0.3gr の も の 。 次 の 3 
D15772 13.600 6.4 | 61.6 | 32.0 
D157 9.200 11.0 | 51.0 | 28.0 
D157993 | 9.700 4.8 | 50.4 | 4.8 


D1580 6.600 7.2 | 48.8 | 44.0 同様 に 飼 写 し た 。 270 日 以上 の 生存 者 2 例 


い 





月 間 0.6gr の も の , 以降 は 再び 0.3 gr 


の $ も の を 以 っ て o-Aminoazotoluene 洋 と 


>53 10,080 7.933 2.633 39.633 の み 。 こ の 2 例 中 1 BNEEND SH IES 
? I fey ze VS tore 4el 


820 5、 
9:43 


A it BR Re 
2 LEE 


A im FR RX 15 BI a BR HL 
Sauer” 2 万 以上 
白血球 数 


Fg es 
KH LAY AA 
15 96 DE 


た BY 
3 BE Ay, 3 
[ng 4 8 2 12 


( 秋 症 性 奏 化 3 例 除 外 ) 


化 を 認め た 。 (第 2 表 )。 こ の 変化 は 全く o-Amino- Er 肝 交 発生 と の 時 前 的 関 余 
azotoluene 和寿 の 変化 と 同質 で ある が , 組織 学 的 に 生 存 H 数 270x400 101x462 
は より 高度 で , 腎 その 他 に 高度 の 浸潤 を 示し た 。 er ” 


総括 。1) Azo 色素 飼 与 270 日 以上 の マウ ス の PLL eR FIG (6 463%) 1 (106) 


: ar a aan tlic Ry: je l (2: ) } o, 
ALI ICO RSM, Krisen 9 m4 (237) 10(100%) 


最高 75000 (大 党 核 細胞 72.82) - に 達する の を 認め た 。 


2) この 変化 と 共に , 肝 是 細胞 を 主 と し , 網 内 系 細胞 一 般 に 強い 増殖 だ あり , EIS 


[755 2 
の 像 を 星 す る 。 


3) 1) 及 2) の 変化 は 270-400 日 に 最も 多く , 400 日 以後 に 多い 所 の 肝 燃 の 発生 に 先行 


し て いる 。 (文部 省 お 学研 究 費 に よる ) 


99. 家 卿 可 移 西 性 粘液 繊維 風 の 家 兎 直接 種 に よる 繊維 量 様 
新生 物 の 発生 に つい て sede (Erw KREMER 
Experimental Growth of a Fibroma-like Tumor on the Rabbit Ear by the 
Inoculation of Suspension of Transplantable Myxomatous Chicken Fibroma. 


FUMITOMO WATANABE 


Efi 7h EA, BR, 筋 胃 表面 等 に , AVEO SS DASE 
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HET COREA O HERRN BASE KO PB ED, この 0.5cc LER 








0 REERAPNIHEH LU CHR SCHACHT 5 AR A SH OPPMEME feo C, > 
れ を 紙 ヤ スリ で CRE Li. RRO CH 

1/5 1D Ss ぃ いて 2 回 塗布 し た > 

RE HE HK DAA L CHET Sas, 接種 後 10 





AWTS ECO ABE (FELL C44, 12~138 目 頃 に は 隆起 が 急 に ピラ ミツ ド 状 に 或 は 角 


に 突起 し て 大 き な も の は 2mm に も 達し , Kira CHE, 触れ る と 容易 に 充血 又は 


RHE BT, その後 2 一 3 日 する と この 突起 状 隆起 の 根部 が 収縮 し て 先端 が 大 きく た な り 間 


状 を 呈し て くる 。 こ の 時 表面 は 平滑 に た る が 容積 の 増大 は 起 ら な い 。 か か る 更 状 隆起 は 3 LO 


RRO HH 2 匹 の 一 側 の 征 に 生じ た 。 そ の 中 の 1 例 で は 摘出 後 雪 日 に 又 同 じ 部 分 に 策 小 さい 隆起 
> ナン nell DY Ur a7 YS Wet Ke 3 7 
ys) ote. 0 EN nat e UBBERLIED, 2 と DE y= 





個 現 われ た 。 


5 


最初 の 家 建 の 肖 が 索 状 の 配列 を 示す と ころ が 多く 一 見 









以 っ て に 連絡 し Mesenchymal の 


mo 7 だ カカ 
Mi CHS = EAB SAC, 核 は 円 形 又 は 椿 円 形 で 「 ミ トー ゼ ] Ex ID, 色 質 に 乏しく 大 小 


> 


不同 。 Siegelring 状 を な する もの も ある 。 問 質 は 僅少 で , EAN も 稀 に は 存在 する 。 


: じ た 腫瘍 で は 粘 流 化 が 極め 





夜 化し た 家 興 肉腫 を 幼 若 家 建 の 関節 部 に 接 





細胞 か ら 成 り ,。 [so koe] は な く , エ オ デ ヂ ン 嗜好 細胞 が 可 な り 増 加 し て いる 。 





邊 4 代目 の も の か ら 作 っ た 浮遊 液 を 家 兎 耳 に 接種 し て 発生 し た 前 記 交 状 の 腫瘍 は 家 和 吊 の 





GEE kim + が 7 Wy) Sm tAy 2 ~ of に た ) キア エッ ーー っ op > ムー > = a RN 
肉腫 細 忌 よ りゃ も は る カ か に 大 き EN の 細胞 か ら 成 り , は 色 質 に 富み , 走行 が 索 状 を な a 


いる 所 も 見 られ ,「 ミ トー ゼ 」] は 稀 で 遊走 細胞 も 極め て 少な く 粘 液化 の 傾向 は 明瞭 で な い 。 腫瘍 





を 夫 っ て いる 再生 し た 上皮 は 薄く 腫瘍 組織 が これ を お し 上 けけ て いる よう に 見 える 。 特異 な 所 見 
と し て は 。 腫瘍 の 中 心 部 に 核 の 形態 は 周囲 の も の と 同様 で ある が , は る か に 大 き な 核 を も 
ATF AR O He 当 丈 し て , か か る 細胞 徐 の 周囲 に ある 細胞 層状 の 配列 を と ら レ 





め a いる |B カ Eh DIT い る cs & ‘ & 12) る っ 





対照 て 非 可 移植 性 の 家 半 肉腫 を 同様 に 家 兎 に 接種 し た が , まだ 一 例 も か か る 碗 状 の 
E し 得 な か っ た 。 及 単なる 擦 過 操 作 の み で も か か る 結節 状 隆 超 は 作 られ な ce 上 





E 物 は 単に 機械 約 LAF MD LOMA CH SD» 


May - N ADPERN Ko THC THEME CD 23, に わか に 判断 出来 な い が , 





ま 可 移植 性 の 傾向 を 示 レ て いる こと か ら 考 えれ ば , 1932 4 Shope が 野兎 
MOSM, 組織 像 
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OD Wes > BIC FER CHALK - N AULK AL u OD ARR AANA 
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100. FAYTVANREEOTMECH, um ( 東 贅 大 学 聞 理 学 教室 ) 
Six Cases of Mamma Carcinoma in Mice AKIRA KAISE 


f ツ マウ ス の 繁殖 中 に , 生後 1~1.5 年 の 雌 に 乳 痛 の 自然 発生 を 6 例 見 た 。 


年 例 と も 同じ ドイ ツマ ウス に 移植 を 試み 。 1 例 だ け 1 代 陽 性 で , 他 は 全部 陰性 だ っ た 。 
1 J Rs 2 第 3 f 第 4 yi 第 5 D; 6 


年 令 1^1.5 年 。 1^1.5 年 。 1^1.5 年 OND BONS HON 年 
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ER | ne | ee RD SI de Sn pa 
pt is Ar 9 HB FL AR 胸部 乳腺 


転 移 (—) (—) (—) (に の 
ALE, EICHE, 


RE Hd 2558 Wve 
出血 が 強い Ei Ds 






腺 AE 


IE i? 
ae rites ii の 





u 1 
m<, FH 強い , 核分裂 





斬 は 少く 狗 液 は 比較 的 乏 し 
組 # を wi om て い いっ 
的 所 見 る 部 ! こ 真 


こ 有 出血 あり 電 Fr 化 性 
わせ る と 


Hert 1202) 珠 状 を BL, 
hice 
を 思 

ろ も ある 。 


= 


lel, MOD emer rich, KERERNSHKZMZ, 全量 約 lee と し , 
AK CHE LBK Lieb, その 0.1~0.2cc を 注射 器 に て , 46 MDR 0.5~144OTY 
ス の 腹腔 内 に 移植 し た 。 BHR, EMA SAP MIC LD EIKE, ギ ム ザ 及び テモ ト 
FIFTFERTY PRICED, 細胞 の 消長 を 検索 し た 。 

第 1 例 の 移植 成績 移 和 西 し た 6 頭 中 1 頭 の み 陽 性 の 成績 を 示し た 。 他 例 は すべ て 陸 性 に 絵 っ 


„Zeit > M 


た 。 こ の 陽性 例 の 腹水 並び に 死亡 直後 の 腫瘍 を 前 述 の 術 式 に より , 第 2 代 移植 し た が 全部 陰性 


> 


KrmorA 1) 腹水 : 移植 5 日 目 か ら 腹水 は 増加 し 軽度 に 潤 濁 , 林 期 に は 出血 性 と な 
っ た 。 初期 に は 大 単 核 細胞 , 中 好 性 販 血 球 等 の 増加 が 著しく , 次 第 に 減少 し 死亡 2 週 前 項 よ り 
HO, 主として 大 単 核 細胞 の 増加 が 閉 し か っ た 。 移植 21 日 目 の 腹水 中 に 大 単 核 細胞 と 略 ネ 同 
大 の 寿 井 基 符 の 細胞 の 小 は 20~30 個 より , 大 は 十 数 倍 位 迄 の 集団 が 見 られ た 。 愉 も 腹水 昨 
の イン ゼル に 似 た 感 が あり , 胞体 は 淡 塩 基 性 で 思 粒 を 欠き , 核 は 略 々 円 形 で 核 小 体 , 核 構造 と 

に 不明 瞭 で 強く 塩基 性 色 に 定 ん で いる 。 細胞 の 配列 は , 中 心 に 向っ て 放射 線 状 を 示し て い 
る の も 見 られ た だ 。 か よう な 集団 が 末期 まで , 多少 の 差 は あれ 見 られ た 。 併 し 一 箇 づ つ 遊 見 し た 
細胞 で , 駐 瘍 細胞 を 疑わ し め る 様 な 細胞 の 出現 は 最後 を で 見 られ な か っ た 。 前 記 腹 水中 の 細胞 
集団 は 腫瘍 細胞 の 腹水 中 遊 見 と 認め られ る 。 
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2) is: 1 月 目 頃 より 下腹 部 皮下 に 米粒 大 の 軟 い 腫瘍 を 認め , 発育 も 比較 
Yoo 40 日 目 頃 に 腹腔 内 に 表面 凹凸 , 大 豆 大 の 軟 い 風 閣 を 触れ た 。 両者 と も に 次 第 に 増大 し , 
移植 後 80 日 目 で 死亡 し た 。 

3) 肉眼 的 剖検 所 見 : 腹水 は 血性 , 少量 , 下腹 部 腹膜 に 抽 指 頭 大 , ARR CAaTA, 1 


間 膜 に 超大 豆 大 , FARRIS EO PBICHA—KIGGEM, COMMA, AeA, 


IHJFRTI- KEIN AL I/NY に 


側 着 膜 等 に 米粒 大 前 後 の 数 箇 の 腫瘍 浸潤 を 見 た 。 各 浸 潤 と も 表面 は 凹凸 に し て 団 , hea, 一 部 
HILL, 周囲 組織 と の 高度 の 疹 着 を 見 た 。 割 面 は 淡紅 色 で 騰 細 , 随所 に 黒褐色 の 箇 性 浸 


= dn +. Jr 
らら れ な か っ To 


(みき また コー it > ge fA: 
VEOMAD—CH S60 RRL ON AHS 





FOR u 





sds IE 0 72° it) 1. 
\ 腫 を 思わ せる が , ENTE 





| Lie viz i OF 
ij HHI Dodo 


HE “イツ マウ ス find Fy 中 , 6 例 に 乳 換 の A 然 発 生 を 見 た 。 組 織 学 的 に は Kap & と も , TUR 


OH を 有 し た も の と いう べき で ある 。 






EEE ss Scho et dst oo ote Pe 陰 ~ に ッ ー る 2 zoe 
1 PAZES HS RESET Do 28, 第 2 代 は 陰性 。 他 の 5 例 は すべ て 移植 際 性 に 終っ た 。 


以上 6 例 の 発生 率 は , 明らか で は な い が , 多数 の 動物 中 GARTH) PoC LOT, 


101. ABl NE) の 流行 性 腫瘍 楼 表 度 増殖 に つい て CD 
太田 邦夫 (HOH) 
An Epidemic Occurrence of Tumor-like Hyperplasia of Epidermis in a 


Species of Fish, Acanthagobius flavimanus. (I) KUNIO OOTA (Cancer Ixstitute) 


Schlumberg (Cancer Research 8, 1948) has reported tumor-like hyperplasia of the 
epidermis frequently appearing in a species of fish, Iridio bivittata, captured in 
the Mexican Bay. Its incidence was at about 0.522 among 6000 samples. The so- 
called small pox disease is said to be common among carps and gold-fishes kept 


in aquarium. On histologic ground no sharp distinction could be drawn between 


those lesions and neoplasms. 

In early summer, 1951, K. Hamada collected 72 samples (or 14.4%) of tumor- 
bearing fishes among 500 of Gobias, Acanthagobius flavimanus, captured by hook 
at the mouth of the Tsurumi River near Yokohama, Japan. The lesions consist 
essentially of opaque gray-white and flat elevation of the surface of various parts 
of the body. Frequently coarse granulations protrude as much as three millimeters 
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from the surface. Usual lustre of the superficial covering of fish is lost over the 
lesions. Fins, especially the dorsal and breast fins, are most commonly affected, 
but other parts, such as flanks, head, lips may be the site of lesions. In a few 
instances lesions were seen over the gills. Similar change was neve seen in the 
visceral organs except gills. 

Microscopic appearance of the lesions is unique. In the central part of the 
hyperplasia masses of large polyhedral cells with eosinophilic cytoplasm and 
slightly atypical nuclei make up a considerably thick layer, with delicate strands 
of connective tissue projecting from the deeper layers of the corium. The outer- 
most layer of the epidermis, which initially covers the hyperplastic lesion, falls 
out in the time, so that the polyhedral cells will come out to the surface. An 
ulceration has never been observed. Toward the deeper layer the pathologic cell 
masses occupy the whole corium with scattered remnants of falling scales and 
come almost in direct contact with the lateral flank muscle group. But an invasive 
growth or a metastasis was never seen. A thin layer of connective tissue with 
various grades of round cell infiltration usually separates the epithelial growth from 
the deeper structure. Ina few cases diatoma and other foreign bodies were found 
embedded among the hyperplastic tissues. 

At the margin of the epidermal lesions scattered groups of such large cells 
appear in the basal layers. The basement membrane is well preserved. It presents 
certain likeness to pagetoid lesions in human epidermis. Large ballooned or poly- 
hedral cytoplasm is remarkably eosinophilic and finely granular. No pigment is 
detected in the cytoplasm. The nuclei appear slightly hydropic in general, but 
sometimes they are remarkably pycnotic. Mitotic figures are very rarely encoun- 
tered. The cytology seems to predict a virogenic affection of the epidermis. Be- 
cause of their resemblance to human molluscum contagiosum several attempts to 
demonstrate possible inclusion bodies were made, but they failed so far. 

As to its assumable causation it was supposed, at first, that some kind of chemi- 
cals which might be contained in the sewage from a nearby chemical factory may 
be responsible. But, scattered informations have been coming in, reporting single 
or a few specimens bearing such tumor-like lesions captured in remote sea waters 
such as Japanese Inland Sea, etc. 

Attempts to inoculate tumor emulsion in normal fish of the same species were 
made, but were discontinued because of an accident. 
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WEAKER O CRS) 1 個 に よる 移植 細川 国 次 郎 (東北 大 学 


Transplantation of the Ascites Hepatoma with a Single ‘ Island.” 
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彼 鏡 的 に 小さ な 鳥 1 個 だ け に よる 移植 は , 5 例 中 1 例 だ け 陽 価 で あっ た だ 。 こ の ER 
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陽性 例 で 腹水 中 に 肛 韻 が 出現 する 迄 の 日 数 は 14~20 


ーー 
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する 以前 に 死亡 CARATS)» 1 例 は 腹壁 に 巨大 な 肝 冶 結節 を 作り , 水 な く , 
現在 88 日 目 で 生存 。 LOMAS BL 日 目 に ) 2 例 の 動物 に 移植 し て 2 Bl 





を 生じ た 。 (この 移 丁 に は 次 の 様 な 方 法 を 用 \ 
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は 人 烏 の 密度 の 寺 に 週 ぎ な い 吾 を 加 実 に 示す も の と いえ よう 。) 


以上 に より , Pair 1 個 の 移植 に より , 








(3) BRU Pair を 全く 含 を な い 自由 細胞 の み に よ る 移植 は , 15 例 生 


た 。 但し この 実験 は 。 現在 な お 継続 中 で ある 。 充分 ヵ 
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103. 吉田 肉腫 及び 腹水 肝 靖 の ウイ スタ ー 率 ラッ Fe 


Tr に お ける 


PHI BEC OV 会 藤 博 (Wi 





Studies on the Transplantability of the Yoshida Sarcoma and the 


Ascites Hepatoma in Rats of the Wistar Strain. HIROSCHI SATOH 


SAMUS HOMME » FICBLK LOTS 
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以上 の 成績 を 兄 る と , 第 1 群 は 移植 率 が 1 >. SHE CILF rT EAE OAD 





な い 。 笑 に 第 3 千 に お いて て は 100 4% Kite 9 性 IER と びている 。 な お 第 2 , 3 FEY 4 EDA f 











EHARZD, その も と を 調査 し た 所 , 米国 ウイ スタ ー 研 究 所 より , 昭和 2 年頃 東京 大 学 
直 輸 入 さ れ , 教室 中 自身 で 繁殖 させ , その 中 より 各 飼 育 場 に 分 譲 され た 同 








ウイ スタ ー 系 (第 2 群 を 主 と し 少 数 の 第 3 群 を 補充 す ) を 用 いて 吉田 肉 風 果 代 移植 を 試み 
13 代 迄 行っ て ラ 欠 亡 の た めこ れ よ り ド イツ マウ ス に 移し 異種 果 代 移植 7 代 30 日 で 雑 婚 ラ 


と に 導 移 西 し た が , 移植 性 を の 他 の 点 に お いて 腫瘍 自体 に は 何等 特 絢 の 変化 は 見 られ な か っ 


WE KFEER 2, MRSS yp FICHEL OK LOCH SR, ウイ スタ ー 系 に お ける 移植 成績 第 2 表 の 
通り 。 や は り 第 3 FEDS 100 2 陽性 を 示し て いる 。 第 1 群 は 例 数 が 余り 少 い か ら , これ だ け で は 


Ae rive = 

中 と SR - いっ 
SS > = 
17 623 
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Hl 使用 動 和 物 数 HILFE 有 ni ii ae AR 38 _ 
腫 He 死 自然 治 ! 


He 3 iE Ci) 8 1 7 7 (100.0%) ーー に 


ウゥ イス ター 系 (第 2 群 を 主 と し 少数 の 第 3 群 を 補充 す ) に よ る 腹水 肝癌 の 累代 移植 は 15 代 
ET FRED VA YA HEEENMTBSHEL SAU 31 A CHEN I » 7 CHEE 


巡行 い , 7 






て 
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措 募 自身 に は 特別 な 変化 を 見 な い 。 


以上 同じ く ウ イス ター 系 と 称す る も の に も 吉田 肉腫 或 は 腹水 用 交 の 感受 性 ( 被 移植 性 ) 


#452. 使用 動物 の 年 令 は 。 第 1 群 は 2 ヶ月 一 12 7H, 第 2, 3 群 は 2 ヶ月 5 月 で あ 

科 は 年 令 の 差 も かなり 著しい も の を 使用 し て いる 。 し か し 年 令 に よる 差異 は 著 明 で は 

な い 。 27H (50g 前 後 ) の 動物 で も つく も の と つか な いも の と が あり , 12 グ 月 (800-3508, 
DHA EDL 20-30g 多 い の が 普通 ) の 動物 で も , よく つい て 15 日 位 で 幅 瘍 死す る も の 

も ある し , つか な いも の も ある 。 


上 の 成績 か ら 次 の 2 KREME WL BS, A) 単に ウイ スタ ー 系 と いう 名 称 だ け で 特殊 


的 に 取扱 う 事 は 注意 を 要する 。 殊 に 少数 例 の 実験 で 移植 性 の 碁 を ウイ スタ ー 系 に 帰す る 事 は 注 


B) ウイ スタ ー 系 動物 内 に 10 数 代 困 代 移 西 し て も る 腫 揚 自身 の 性 質 に は 変化 が 誰 め あら 和 れれ な い e 
これ は 内 風 の 場 合 も 上 皮 性 の 肝癌 の 場合 も 同様 で ある 。 又 こ の 事 は これ 等 の 腫瘍 を マウ スズ 異 種 
体内 で 10 HAL (吉田 肉腫 の 場合 に は 30 代 以上 の 経験 あり ) 果 代 移植 し て 後に ラッ テ に 逆 移 


ROE LIBR So (文部 省 科 学研 





植 し た 場 今にも , 何等 変化 を 認め られ な い 事 実に 徴 し て 当 婦 

















104. BKKIFHO TV ARHPRÄUITOVr TER EHRE 
(東北 大 学 医学 部 病理 学 教室 , 佐々 木 研究 所 ) 


On the Heteroplastic Transplantation of the Ascites Hepatoma of Rats 


into Mice. HIROSCHI SATOH, KYO KAZIWARA 


ァ ッ テ の 腹水 肝癌 を マウ ス に 移植 試験 し て , 別に 報告 する 吉田 肉腫 の マウ ス 異 種 移植 と 全く 
同様 の 成績 を 得 た 。 即ち マウ ス 内 で も 3-4 日 間 は 盛 に 増殖 を 続け て 純 培 養 其 態 に 近く を で な 
る 。 こ の 増殖 の 盛 な 時 期 に は 腹水 が 出血 性 を 帯び る も る の も ある 。 但し 増殖 の 極 妃 に お いて る , 
中 性 好 性 白血球 及び 単 球 等 の 反応 細胞 の 混在 が 比較 的 多い 。 一 般 に 肝 冶 島 は 小さ く 所 調 Pair 
と な っ た も の が 多い 。 細胞 に は 約 1 週間 で 変性 が 現れ る 。 即ち 中 性 好 性 白血球 が ふ . え や が て そ 
れ が 肝 提 島 の 中 に 侵入 し 島 に 変性 が 現れ る 。 変性 は 肝 性 細胞 の 方 に 早く 現れ る 。 又 党 球 も 増加 
し て くる 。 一志 腹水 は 非常 に 粘 秀 に な っ て くる 。 

移植 後 4 5 日 目 , 即ち マウ ス 腹 腔 内 で 盛 に 増 殊 し て いる 時 期 に 次 の マウ ス に 西 え れ ば , x 
ウゥ ス 内 累代 移植 が 出来 る 。 打 代 移植 は 8 代 35 日 で 打 切 っ た が , 吉田 肉 性 の マウ ス 上 異種 移植 と 
同様 理論 的 に 無限 に 移植 出 : 来る る ふ ので ある 。 

中 に 島 が 存在 する 限り , ラッ テ へ の 逆 移植 も 可能 で あり 最高 10 日 目 迄 逆 移 征 抽 


来 た 。 我々 < は 肝 拘 島 の 変性 が 肝 性 細胞 の 方 に 早く 現れ る 現象 を 利用 し , 内 皮 細 胸 の み を ラテ ラッテ 





に 逆 移 西 する 実験 を 試み た が 内 皮 細 胞 だ けが 増殖 する 状態 の も ゃ の は 得 ら 和 共 な か っ た 。 
マウ ス は 原則 と し て 腫瘍 死 し な い 。 死亡 例 は 雑 系 マウ ス に 多く , ドイ ツマ ウス に は 少 い 。 FE 
に する も の は (1) 肝 に 特有 な 病 葉 性 圭 死 を 多発 し て いる も の が 多い 。 (2) 腹腔 中 に 多量 の 


HGME LoTChS ID, (3) 大 網 に 僅か の 浸潤 を 残し て いる も の 。 (4) BRREELRR 


て いる も の 等 が ある 。 この (3) (4) は 殆ど 壊死 に お ちい っ て いる 事 が 多い 。 以 上 の うち 





時 の 秦 化 は 大 小 種々 な 限局 性 の 肝 実 質 の 填 死 で や や 特有 な も の で ある 。 購 韻 細胞 の 油 湯 に よる 
る $ る の で は な い 。 これ を 次 の 如く 追求 し て みた 。 

A) Wookie ~ DAR Fic RRL (28), 夫々 5 日 及び 15 日 目 に 死 記 し た 。 前 
各 は 米粒 大 で 終っ た が 後者 は 約 大 豆 大 迄 一 応 は 騨 大 し て 後 縮 少 し た 。 こ の 2 例 に お いて 肝 に 同 
じ 変 化 が あっ た 。 即ち 腹腔 内 移植 に よる 変化 で は な い 。 

(g) 次 に 妥 腔 内 移植 に お いて 移植 量 を 種々 に か えて みた 。(a) 0.1-0.2cc 移植 例 (4 Pl) 
は 8 っ 11 日 で 死亡 。 何れ も 肝 載 死生 じ た 。 (b) 0.02cc HAIL LM (31) CREPE 
が な か っ た 。 但し この 動物 か ら 次 の マウ ス に 移植 し た 所 2 例 の 内 1 Pic HEX ALK 

(へ) 0.1cc 及び 0.5cc を 移 本 し た も の (2 例 ) を 移植 2 日 目 で 殺し て みた が 時 壊死 は 起 
っ て いな か っ た 。 
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ME (2) 


f 了 っ た マ ウス 1 頭 は 10 日 で 死亡 肝 幸 死 を 認め な か っ た が , 5 回 行っ た 1 頭 は 14 日 ~ 





か わ ふる っ o レ カ ゝ Ls て 幸 死 を 起す た め に は 本 FSB E の 組織 が 必要 ター ょ で ある 。 肝癌 の 場 合 に は 


ま 以 上 の 量 を 移植 する か ,. 少量 移植 の 場合 に は 一 定 度 の 増 医 を する こと が 必要 で ある 。 








Studies on Simultaneous Mix-transplantation of Two Kinds of Tumors: 


CHAT Se 但し 31 APL PCO TRICK > CH OHAAMOM ASAI HR TD, 


GE TEE 














( ハ ) の 成績 を みる と 





肝癌 組織 が 一 定量 以下 で は 壊死 が 起 ら な い 事 が わか る 。 (7) 
成績 は , 少量 移植 で は 壌 死 を 起す 迄 に 腫瘍 の 増殖 は 起 ら な い が , これ か ら と っ て 次 に 
場合 に は それ が 多く 増 殊 し た も の と 認め られ る 。 


正常 ラッテ の 肝 を すり つぶ し た 浮 流 液 を 0.5cc 宛 毎日 マウ ス の 腹腔 内 注射 を 試み た 。 


行っ た 2 頭 は 共に 16 日 で 死亡 , 何れ も 肝 壌 死 を 証明 した 。 
に よっ て ラッ テ の 正常 肝 も その 悪性 星 場 化し た も の も る に 共 マ ウス の 肝 に 壊死 を 起す 


qe 7: 





テ 腹 水 有 時 痛 を マウ ス に 異種 移 西 す る と 一 定期 間 は マウ ス 体内 で 増殖 する が 原則 


場 は 退 縮 レ マウ ス は 死亡 し な い 。 但し 増殖 期間 中 に 次 の マウ ス に 移せ ば マウ ス 体 内 累 
(が 続け られ る 。 マ ウス に は , WA, 横隔膜 Ads, 腸 聞 膜 等 に 米粒 大 迄 の 幅 瘍 結節 な い 
を 多発 する こと が ある が か か る 場合 で も その 円 瘍 組織 は 著 明 な 壊死 を 示し て お り 増 殖 性 
て 真 の 意味 の 腫瘍 死 (細胞 の 無制限 な 浸潤 増 殊 に よる 死 ) と は 認め が た い 。 ラテ ラッテ 肝 


直さ れ た マウ ス は し ば し ば 肝 に 特有 な 幸 死 巣 を 多発 する が , これ と 同じ 現象 は 正常 ラッ 


= eur tH A) HE テン を > 
に 反復 正信 し た 場合 6 こる 起 る こ と を 知っ o 肝 WAR 15 
強く この 変化 を 起す も る の の 様 で ある 。 (RARER 





に つい て 


に > 
Ste 


LOS. FPA ASME & WKH OBEREN Fe 


佐藤 HUCK RK RA 





The Yoshida Sarcoma and the Ascites Hepatoma of Rais. 


HIROSCHI SATOH 


- ーッ うー Wu 月 > FTIEI maz = I t171 Alk し We + IT. 
The BHL: - |) で だめ る eo - の 吉田 AH EHE INH 





時 移植 を する 実験 を 試み た 。 MEMO in HEART 


ie Lohr 


腔 内 移植 を 行い 次 に 可 及 的 速 に 
共に 純 培 養 伏 態 に ある も の を ほぼ 等 量 f 


a 
に ある 。 両者 共に 純 


一代 (有効 移植 31 Bi) (1) N 





K に 上 か ら は ど 消失 し た 場合 が な ある 。 こ の 例 は 生存 期間 長く , 18 日 生き た 。 








浸潤 部 所 見 : 混合 移植 の 浸 漏 部 は , 腫瘍 死後 の 剖検 所 見 で は 吉田 肉腫 細胞 が 殆ど 全 
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AEDS HD の ( は 横隔膜 に : お ける 





て いる 。 MORNE LORI Wo § xi CDOS Ti 
JEM ORG Cid, 横隔膜 に 浸潤 を 見 る 事 は 極め て 稀 で ある 。 これ に 反し 腹水 肝癌 単 
痛 移 西 の 場合 に は 最も 請 々 横隔膜 に 浸潤 を 来 す 。 両者 混合 移植 の 場合 に は 横隔膜 に 浸潤 強く , 


し か る その 細胞 は 殆ど 全部 吉田 肉腫 細胞 で ある 。 し か し よく みる と その 浸潤 部 の 中 に 肝 葬 組織 





が 散在 残存 し て いる の を 見 出す こと が ある 。 こ れ に よっ て 案 ず る に , 横隔膜 に は 最初 両者 の 混 
Sen ave, 後に 洋次 に 吉田 肉腫 の 細胞 が 強く 増殖 し て 単独 の 結節 の 如く に な る の で あろ う 
LES られ る 。 最初 肝癌 結節 が 出来 た 所 に 二 次 的 に 吉田 肉腫 の 浸潤 する 場合 も 否定 出来 な い 。 

な お 両 種 瘍 が 夫々 独立 の 結節 を 作っ て 相 接 レ し 又は 一 方 が 他 を 明瞭 な 境 を 以 て つつ むと ゆう 如き 
現 依 は 見 られ な い 。 結節 の 中 で 両者 は 相 混 合 し て いる 。 吉田 肉 風 だ け 独 立 の 結節 と な っ て いる 
こと が ある が , これ は 前 述 の 如く 混合 結 人 節 と し て 出来 て 後 か ら 吉 田 肉 隆 だ け と な る の か , 最初 


な の か 現在 明 贈 で な い が 大 部 分 は 後者 に 属す る と 思わ れる 。 何れ に し て も 着 栓 時 の 所 





見 で は , 吉田 肉 隆 の 浸潤 の 方 が 強く 見 られ る 。 

(3) 平均 寿命 : 混合 移植 第 一 代 に お いて 腫瘍 死 し た も の 26 WO Pe HL 9.4 日 で あ 
Do これ は 吉田 肉 星 の 生存 日 数 と ほぼ 一 致す る 。 (第 1 表 ) (第 11 困 日 本 韻 学 会 . 示説 10. 第 
5 表 参 照 . 及び 示 19 参照 . 佐藤 博 , SAMO RABEL ICE TB bee 学 的 検討 (MM | Rea 
MLS » THEIKPHAO BIZ (1)) 
異常 例 : 自然 治療 #13 


し た も の が 5 頭 あ っ た 。 こ れ 等 は 
20 


(4) 





(TL OT ANE OK O I 

ADU LIC O4 H Tal 10 
た 態 と な り , その 後 約 1 週間 で 両 

腫 場 共に 消失 し た 。 何れ か 一 方 だ & u Ze が 33 18 / 18 2 oF aS 


> B26 Ane Ze I> Fa 2. >> 
INH た DE Clee oe Te 





B. 混合 腫 】 ERDE 代 移 植 。 ZUR; Kar 移植 BRUCH TEN 
て いる 所 の 混合 腹水 を 以 て 次 の 恨 に 移植 し , 更に その 腹水 を 以 て 第 三代 に 移植 し , 以下 これ を 
綻 け る 実験 で ある 。 この 昌代 移植 で は , 三代 一 一 代 に 到 る 聞 に 腹水 中 の 腹水 時 問 は 次 第 に 減少 


leer 7 —Ee FR 


= 5 6 > J t,t t: 32) +. プア - 4 
> が 膝 り , 結局 吉 E HAM こけ と な っ た っ ぅ ? ZIsRAp © TH 肉腫 だ け と な る 。 ~ OBE 





移植 は 一 代 で 打 切 っ た が , 五代 以後 に お いて 腹水 時 交 は 再 出現 し な か っ た 。 ZH SHE 


Rd 

“ 
bho 
w 


使用 動物 数 事故 死亡 数 HAMM MH UM 死 (平均 寿命 ) 自然 治癒 
Ue BHR TE 35 4 31 26 (9.4 H) 5 


Sheth tots 18 2 16 14 (13.4 Ff) 2 










































迄 の 平均 寿命 は 13.5 日 。 二 代目 に お いて 自然 治療 し た も の が 2 頭 あ っ た が ,. 第 一 代 の 場合 と 
同様 に 両 腫瘍 共に 消失 し た も の で ある 。 

C. 異常 所 見 : 上 述 の 通り 困 代 移 西 する と 潤 次 に 肝癌 の 方 は 退 縮 し て 結局 吉田 肉腫 だ けが 
残る 様 に な る 。 又 1 個体 で も 長く 生存 する と 潤 次 に 吉田 肉腫 の 方 が 勝っ て 来る 傾向 は 明 で ある 。 
即ち 第 一 代 で は 両者 平等 に 繁殖 する が , 長 ぃ 開 繁殖 を 続け る と 結局 肉腫 細胞 の 方 が 肝癌 を 制圧 
する も の と いえ る 。 然るに (恐らく は 個体 的 の 例外 と し て ) 肝癌 の 方 が 強く 繁 殊 する 様 な 場合 
が あっ た 。 次 の 如 し 。 第 四 代 目 の 一 例 (No. 5393) は 移植 後 約 1 週間 で 両 腫 場 共 妥 水 中 より 消 
失 し た が , その 後 再発 増 殖 を 起 し た 。 こ の 時 に は 腹水 細胞 は 大 部 分 肉腫 細胞 の み で あり 16 日 
目 に 死亡 し た 。 この 例 の 15 日 目 の 腹 水 (即ち 肉腫 細胞 を 主 と す る も の ) を 植え た 一 例 (No. 
5399) は 移植 後 約 1 週間 を へ て 始め て 腹水 中 に 腫瘍 細胞 が 増 殊 し 始め た が , この 腹水 は 予想 に 
反し て 肝癌 を 主 と す る も る の で 肉腫 細胞 は 僅か 存在 し た に 過ぎ な い 。 13 日 目 に 死亡 し た が 多数 


‘to 因 に 先 の (No. 5393) lag, 肺 , 肝 , RINGE, 腸 問 





出場 を (4 っ て いた : HZ x 付記 す 9 Do これ に 関連 て 第 一 代 の 一 例 (No. 9428) ae 
『 見 み : 正 目 さ れる 。 即ち この 例 で は 敗血症 様 の 強い 感染 が あり , 腫瘍 腹水 中 に も 大 量 の 中 性 好 
PERIL ALY cast (4~5 0A) LOR, 肝癌 細胞 に は 著 変 な く , 肉腫 細胞 の 変性 ( 主 と 


LEW) が 強く 見 られ た 。 MMiL7AACHEL Ko HES b Hie AMER 


207-0 
以上 に よる と , RYIcHL CHM HB OF EI THE I OD 
な いか と 考え られ る 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


106. 吉田 肉 風 及 び 用 水 肝 冶 の 移 丁 に 対す る 動物 の 抵 抗 性 に 
b mee 研究 (1) 佐藤 博 , eR (東北 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Studies on the Resistance of Rat against the Transplantation of the Yoshida 


Sarcoma and Ascites Hepatoma. (I) HIROSCHI SATOH, KOKICHI KOBAYASHI 


吉田 肉腫 (Y.S.) の ラッ テ 移 西 率 は 約 92 2% で ある 。 同様 に 腹水 肝癌 (A.H.) の 移植 率 
5 92 2 前 後 で ちっ て 両者 の 移植 率 は ほぼ 一 致す る 。 即 ち 自 然 に 分 布 す る 雑 婚 ラッ テ 中 約 10 % 


坦 の 移植 に 対し て 抵抗 性 を 先天 的 に 持っ て いる ( 之 が 移植 に 際 レ て 自然 治療 の 





が 2 つの 腹水 
現象 を 早 す る ) Y.S. の 場合 , 極少 数 例 に お いて 移入 され た 細胞 は 最初 か ら 全然 繁殖 を 
ぬ 。 A. H. で は 未だ この 現象 が 見 られ な い 。 即ち 全部 が 一 た ん 繁 殊 し て 自然 治療 する 。 


Dp» DSPACE, 先天 的 に ある の み で な く , 腫瘍 の 移 西 に よっ て 後天 的 に も 獲得 され る で あ 
ろう と ゆう 事 は , 多く の 研究 者 の 興味 で あっ た が , 我々 は 化学 療法 研究 中 に この 獲得 性 抵 拓 人 
(免疫 性 ) に 関す る 興味 ある 数 字 的 根拠 を 得 た 。 
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- 自 然 及び 獲得 性 の 抵抗 性 が Y.S. LAH. と の 両者 に お いて 別々 の 物 で ある か ーー 致す 


な ある か と の 問題 に つい て る 検討 レ 一 応 の 成績 を 得 た 。 今 還 は この 2 つの 点 に つい ぃ て 大 要 
を 7 ET As 


1. Y.S. に よる Nitrogen-mustard 系 物質 の 抑制 試験 中 , 物質 に より 完全 に 治療 せしめ 
た と みな され る も の 62 例 に 2 一 4 月 後に Y. S. の 再 移植 を 試み た 。 この 処置 は 我々 の 
screening-test の 術 式 り に 従う る ので, 再 移 植 が 陰性 に 終る る の は 本 来 先天 的 抵 撤 性 を 有 ほ し 
て い ぃ た 動物 で ある か ら 物 治療 例 か ら 除 外す べき で ある と ゆう 考慮 に 立脚 し て いる 。 し か る に 
再 移植 の 結果 は 第 1 表 に 示す 通り 69.4 % に お いて 抵抗 性 を 示す 。 こ れ は 自然 の 抵 撤 性 10 2 に 
比 し 背 し い 高 率 で ある 。 BS GO x) の 動物 は 腫瘍 の 移植 に より 抵 性 を 獲得 し た も の と 


みな す の 他 は な い 。 ( 之 等 の 動物 絵 べ て は 第 1 表 
最初 Y.S. を 移植 され 細胞 が 盛 に 繁殖 し , 使用 せる Y。 S・ 再 移 ff 


を Ya ロリ ルン #4 7 
NADIR | (2) use (一) SERED 


HEERES o Ch BEN Bad L Hild 
が 消失 し た 動物 で ある )。 

Y.S. 自 然 抵 拓 性 動物 は 再 移植 に 対し 100 RHEL AT DS, 薬 治 の 場合 に は 69.4 22 で あ 
る 。 こ の 獲得 性 の 抵 拓 性 と 見 られ る 物 $ も お, か な り 頭 閉 な も る の と いわ ね ば な ら め ぬ 。 

術 得 抵抗 性 が どれ だ け 持 続 す る 物 か どう か は 現在 明らか で な い 。 少く と も 4 肪 月 は 続く 。 

2. Y.S. 自 然 治療 動物 49 例 に 1 一 3 ヶ月 後に A. 丁 . を 移植 。 成 績 第 2 表 (A) の 通り 。 
9 例 に お ぃ て A. H. 移植 陽 性 で 腫瘍 死 し た の に 81.6 2 は A.H. に 対し て も る 抵抗 性 を 示し た 。 

次 に A. H. 自然 治療 動物 24 例 に 同様 に し て Y. S. の 移植 を 試み た 。 結果 は 第 2 表 (B) の 
通り , 83 22 が 抵抗 を 示し た 。 

2 OD RROD MILLET So 即ち 寺 天 的 に Y. S. MILA. H. CHE A 


62 13 (30.6%) 43 (69.4%) 


第 2 表 


有効 例 数 腫瘍 死 CEM 


(A) ET 動物 に 49 9 (18.4 9%) 40 (81.6 %) 
m BER 24 4(16.7% 20 (83.3 %) 
(C) YS Kit, ee eee 21 2(95%) 19 (90.5 %) 
(hh BEER 23 6 (26.0 %) 17 (74.0 %) 


する 動物 は 二 者 の 内 の 他 の 腫 場 に 対し て も 82 LU ROUMELATSHEALTH So 今回 
の 実験 で は 100 2 一 致す る 事 に は な っ て いな い が , この 程度 の 一 致 は 注目 され て よい と 思 < 
3. Y.S. を 薬 治せ し め 2 一 4 用 月 後に Y.S. を 再 移 西 し , この 再 移植 が 陰性 に 終っ た 動物 
21 例 に 対し 更に 1 一 2 ヶ月 を お いて , 今度 は A.H. を 移植 し て みた 。 結果 は 第 2 表 (C) の 通 
り 。 90.5 % が A. 丁 . に 対し て 抵抗 を 示し て いる 。 こ の 抵抗 性 の 率 は 第 2 項 に お いて 述べ た 自 
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PROBE OIG HE DDN Mo 
次 に Y.S. を 薬 治せ せしめ, Y.S. の 再 移植 を 試み る 事 な し に , その 時 期 に A. 耳 . の 移植 を 試 
。 23 例 。 こ の 場合 A.H. に 対す る 抵 拓 性 は 第 2 表 (D) の 通り 74 2 で あっ た ぅ 
ト 記 の 2 つの 実験 と 第 1 表 の 成績 を 合せ て みる に , Y.S. の 移植 に よっ て 獲得 され た 抵抗 性 
k 撤 性 も ほぼ 同じ 巾 に お いて A. 是 . に 対し 共通 の 抵 挑 性 に な っ て いる と みな し 得る 。 





換言 すれ ば , Y.S. BHMIC EL > CHESS 1B -・ に 対し て 100 96 FER: Cid ie I, 


LEED HAD BRIO LT CS TCAMICHMCHS #2 Alk 逆 の 場合 即ち A. 
H. £ 3 SHEATHED Y. S: の 移植 に 対す る 有効 性 に つい て は 目下 実験 進行 中 で ある 。 

4, 上 の 実験 中 に 我々 は 次 の 如き 興味 ある 事実 を 経験 し た 。 a. Y.S. が 完全 に 治療 し た と 
認め て 2 一 4 月 後に A. 是 . の 再 移植 を 試み た 所 , 肝癌 が 増 医 し な いで Y. S. が 礎 に 増殖 を 開 
始 し 結局 Y.S. に よっ て 死亡 し た 場合 が ある 。 自然 治療 と 認め た 場合 に 7 例 。 薬物 治療 と 認め 
た 場合 に 2 例 。 

b. 同じ 処置 を し て 腫瘍 死後 判 検 検索 し て みる と , Y.S. と A.H. と 両方 の 存在 が 証明 され 
た 場合 が ある 。 自然 治療 と 認め た 時 に 9 例 。 薬 治 と 認め た 時 に 4 例 。 

c. A.H. 自 然 治療 と 認め て 2 一 4 月 後に Y.S. を 移植 レ た 結果 か えっ て A. 是 . が 急速 に 


” 


繁殖 を 始め て 死亡 し た も の 2 例 。Y. S. 移 植 後 直 に 今 迄 認め あら れ な か っ た ん. 是 . が Y.S. 移 丁 


誘発 され た 様 に 急 に 繁 殊 し は じ め た が や が て 終息 し て 自然 治療 し た も の 6 Filo 

以上 3 つの 場合 は 実験 的 に は 治 疹 (自然 或 は 薬 治 ) と 認め る の 他 は な か っ た が 他 の 円 瘍 を 移 
植 し た 結果 前 の 腫瘍 細胞 が 残存 し て いた 事 が 実証 きれ た の で ある か ら 今 回 の 報告 の 計算 か 、 ら は 
除外 し て ある 。 し か し これ 等 の 事実 は 了 腫 瘍 の 成長 の 問題 に 関し て 極め て 暗示 的 な 興味 ある 現象 
Ch), か つつ 自然 治療 及び 薬物 治療 の 場合 共通 に 「 治 療 ]】 RS ZEIT EHRT 


する か を 示す も の で ある 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


107. 単 一 細胞 に よる 吉田 肉腫 の 移植 実 愉 補 遺 (3) He FRAT IE 
細川 国 次 郎 (東北 大 学 病理 学 教室 ) 
Further Research on Transplantation of the Yoshida Sarcoma with a 


Single Cell (3) Subcutaneous Transplantation KUNIZIRO HOSOKAWA 


SAAMI EA, LE MORRABMOLE RECOM TIL, 昭和 25 年 り 及び 26 
年 う OHPPER IER LIAS, 今回 は 単 一 腫瘍 細胞 を 皮下 に 移植 し た 場合 の 実験 成績 に つい て 報 


っ ペー 


ET Dio 
実験 方 法 : 実験 方 法 は , 前 回 の 場合 と 同様 で ある 。 即ち , FAAMOML TV aK 
を 採り , 腹水 添加 食塩 水 で , メラ ン ヂ デュール を 用 い , 約 20 DECHRT © 腹水 添加 食塩 水 


’ 
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i, 正常 テッ テ の 腹腔 内 に 約 10cc の 0.85 22 食 塩水 を 注入 し , 約 5 分 後に これ を 逆 吸引 レ 
て 得 た 液 (注入 量 の 172-138 量 ) を , 選 心 レ て 細胞 を 分 離 除去 し た 上 清 液 の こと で ある 。20 
万 倍 に 稀 秋 し た 腫瘍 販 水 は , EL TO IH ELL, その 小 滴 を 載 物 が ラス に 取り , 
顕微 鏡 で 検査 し て , 細胞 1 個 を 含む IM, あらかじめ 腹水 添加 食 壇 水 を 極 く 少 量 吸 い 上 げ て 
トク ロビ ペッ ト に 吸い 上 る 。 こ れ に 更に 前 記 腹水 添加 食塩 水 を 少量 加え て , ミク ロビ ベ 
ッ ト 内 の 液 の 全量 を 約 0.01ec と な し , この ミク ロビ ピペット を 以 て その まま 正常 テッ テ の 腹 璧 
注射 する 。 LOR, 刺 入 せ る ミク p ど ペッ ト は 約 2 cm 皮下 を 潜行 せしめ て 吹き 込む 。 
注 身 部 位 を 腹壁 度 下 と な し た の は ラッ ズ 度 麻 申 最も 薄く ミク ロビ ピペット を 折る こと の 少 い こと 
と 。 ラッ チ 保 持 に 便利 で , 本 操作 に 都合 の 良い た めで ある 。 
成績 及び 考案 : 1). 41 例 の 有効 実験 の うち 8 例 が 陽性 で あっ た 。 成功 率 は 19.3 2 と な 
bo MS, 
方 法 に より ミク ロビ ピペット 内 に 探っ た 細胞 1 個 を 含む 1 滴 を , ラッ テ 腹 壁 度 下 の 更 り に 載 物 が 
, その 中 に 細胞 1 個 が 出現 し て いる 比率 か ら 計算 し た 数 で ある 。 FIC 100 


腹腔 内 移植 の 場合 の 13 強 で ある 。 有効 実験 数 と は , 動物 に 実験 する 場合 と 同様 の 


A 


ater B 


回 この 実験 を 行い , その 内 3 回 細胞 を 発見 し た の で , この 率 を 83 22 と し て 計算 し た 。 即ち 
今回 は 50 例 実 験 し た の だ が , KR 1 個 の 細胞 が 注入 され た の は その 83 22 で 41 例 と 考え 


る の で ある 。 但し この 率 は 決し て 決定 的 の も の で な い の は 当然 で ある 。 最近 腹水 肝癌 で 同様 の 








実験 を し て いる が , 有効 率 は 略 々 で あっ た 。 この 実験 は 後 報 する 。 
MWR PERO 10 例 別 成績 

seven s| be Bam % 

3 | 数 (Pokey の 10 20 30. 40 50 60 70.80 90 100 
1-10 0 0.0 1 T ・ T T Fe T T T u. 
»20| 4) 48.2| ! 1 1 

~ 30) 7 12.0) ! ı 

-40| 2| 24.1| : ・ 

wit 44 2a の eg 

> at 5| g| /9.3 /93 多 (皮下 桶 値 ) 554%( 腹 礎 内 移植 ) 











2). 8 例 の 陽性 例 中 2 例 は 腫瘍 死 し , 1 例 は 腫瘍 を 持っ た まま 事故 死 し た 。 他 の 5 例 は 一 時 
成長 し た 腫瘍 が 退 縮 消 拓 し て し まっ た 。 ERE SARAH ARES I Lido wey 
移植 に お いて は 全然 見 られ な か っ た 現象 で ある 。 巡 , 多数 の 細胞 を 皮下 に 移植 し た 場合 に る か 、 


+ 


か る 高 率 の 退 乏 は な い ぃ 。 MERTO KON BORNINSE BTS BE LMS 
係 が ある か と 考え られ る 。 | 
3) ・ 友 下腹 瘍 を 確認 し 得る まで の 日 数 は 移植 後 14-20 CIPO AO 12-13 日 に 比 
し 数 日 の 遅延 が 見 られ る 。 し か し その 成長 は 速 か で 上 瘍 死 廊 る 2 例 の 生存 日 敷 は 25-36 HT, 
一 粒 の 腹腔 内 移植 の 場合 (平均 30 日 ) より 少し く 延 びている が 大 差 は ほな \ 
4). NEE S 2 例 の 解剖 所 見 。 36 日 生存 例 . 腫瘍 は 限局 性 に し て 中 心 協 六 を 起 し 最後 迄 
PSP YELM SEER, ' 他 臓器 へ の 転移 等 が な く 亡 弱 死 し た 。 25 日 生存 例 GMO Mee 
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WM UBSHICIAS TI EZ, A, 縦 隔 膜 に 転移 し , 胸腔 , DEREN TE A 
ず む 痛 出 液 が 多量 に 認め られ た 。 

党 一 腫瘍 細胞 反 下 移植 不 成 功 例 の 再 移植 成績 は , 妊娠 の 一 例 を 除い て は ぇ 
た 。 し か レ し 一 時 腫瘍 の 成長 を 見 た 5 例 に お いて は , LOAD, 正常 経過 
ょ 陰性 に 終っ た 。 腹腔 内 移植 し た 場合 に も , 風 瘍 が 一 程度 成長 し て か ら , 
VLERMEELHO SL, 再 移植 に 対し て 強い 抵抗 性 を 生ずる (ER, AR 28, 神崎 参照 ) 又 , て 
ウス に 異種 移 逢 し た 場合 に も 全く 同様 の こと が ある (BE, RL, 熱海 , 細川 参照 ), 即ち 皮 








トド 移植 の 場合 に も これ と 同じ 現象 が 見 られ る の で ある 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
1) AAI ERE “MG RURMABKMICKS FRARMOBMRRAM HH, 41, 236, 
1950 (3 ) ATI -HHICkLSHRAMOBMERAMA (2) HH, 42, 343, 1951 


108. FFA O AREA AIR Ic Os CRRA PEL OTETE) 
eR OH HIRE, 阪井 敏治 
On the Transplantation Rate of the Yoshida Sarcoma Intraperitoneally 
Transplanted. Some Technical Aspects on the Successive 
Transplantation. KYO KAZIWARA, HIDEHIKO ISAKA, TOSHIJI SAKAI 


(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo.) 


The Yoshida sarcoma was discovered at Nagasaki in 1943 and it was transplanted 
successively there up to August, 1944, that is, to the 38th generation ; then it was 
kept in our Institute to March, 1945, before it was brought to Sendai. In this 
period Sakai was in charge of successive transplantation and could succeed to 
preserve it in spite of many distressful conditions during the War. The record 
of this period is not yet reported, and therefore in the former paper of H. Sato 
about transplantation rate of this tumor (Gann, Vol. 41 Nos. 2 3, 4, 1950) it was 
missing as to this period. Kaziwara received from Sakai the records and examined 
the rate of transplantation. 

Since May, 1949, Kaziwara and Isaka have been in charge of successive-transplan- 
tation in our Institute. The first animal was inoculated from the rat ‘1591 ’ of the 
laboratory of Prof T. Yoshida, Sendai, and corresponded to the 218th generation 
from the beginning of the discovery. Up to the end of 1951 the tumor has been 
carried in our Institute through 126 generations from 218th to 343th. Kaziwara 
examined also the transplantation rate. 

All the animals we employed were of nonpure strain, bought from dealers. 
Sakai used the syringes for the transplantation procedures and implanted perito- 
neally 0.5-1.0 cc. of the ascites, but after 1949 the simple technique using the glass 
capillary pipette and inoculating 0.02-0.03 cc. of the ascites has been introduced 
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into our routine work. 

The results are indicated in the Table. In the present table the cases of sub- 
cutaneous transplantation as well as the intraperitoneal inoculation of the tumor 
pieces and gruels are excluded in order to examine the intraperitoneal implantation 
of the tumor ascites. Also excluded were the animals which died soon after the 
transplantation i.e., within a few days or a week because of pneumonia, enteritis 
or some other dissases or accidents because it was impossible to estimated whether 
the tumor “took” or not. The cases which received some treatment or of un- 
satisfactory record were also left out. 

The transplantation rate of the Yoshida sarcoma is about 95.074 in concurrence 
with Sato’s report. It is confirmed that the transplantation rate of this tumor 
can be said to be fixed from the beginning of the discovery through the serial 
passage of 343 generations during about 9 years in the Wartime and post-War period. 

Although the technique of the routine successive transplantation is simple as 
already described (T. Yoshida, Gann, Vol. 40, No. 1), some notes of our experiences 
for successful carring of this tumor may be of some use (1) Before the transplan- 
tation the microscopical control of the material to be implanted is indispensable 
in order to confirm if the ascites have already attained to the state of pure culture 
of the tumor cells. (2) It may be desirable to confirm immediately after the ino- 
culation if the ascites of newly implanted animal surely contain tumor cells. (3) 
It occurs sometimes, in about 5% of rats, that the tumors regress completely. 
Therefore in the routine work for carring this tumor we always inoculate into at 
least two animals every 5-7 days, so that we can maintain two generations in our 
laboratory. 


Trersplartation rate of the Yoshide sarcoma, intraperitcreally transplsnted 





Year |  1944-1945* 1949** 1950 1951 
Animal No. 1-334 “FE? 1-49 *T? 50-165 ‘T’ 165-296 
Gereratio-S 39-67 218-243 244-289 290-343 

(29) (26) (46) ・ 54 
Total animals 334 49 116 131 
Exclusives 119 2 24 11 
Valid 215 2 92 120 
“Take の 206 41 87 116 
“Non take’ 9 1 | 5 4 
Rate of transplantation | 
% 95.8 97.6 | 94.6 96.7 

* From Aug. /‘44 to Mar. / ‘45 ** From May to Dec. 


(文部 省 科 学研 究 費 に よろ ) 
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109. FFA AMR OKI FH O HEN (血液 内 ) 移植 に つい ぃ て 
神崎 一 吉 (東北 大 学 医学 部 病理 学 教 節 ) 
Transplantation of the Yoshida Sarcoma and the Ascites Hepatoma 
into the Blood Through the Left Ventricle of the Heari. 
KAZUYOSHI KANZAKI 


1. HAMOWSA. 腫瘍 細胞 1000 万 個 前 後 を 心臓 be NÄHEALT, 細胞 の 
販 中 シャ ワー の 状態 を 起 さ しめ, 各 臓 器 の 幅 瘍 形成 を 検 し た 。 注入 方 法 は 皮膚 切開 等 を 施す こ 
と な く , 直接 注射 針 を 心臓 内 に 注入 し た 。 注射 針 の 先端 が 左 心 節 内 に 如 入 っ て いる 確証 は , 注 
射 器 に 逆流 する 血液 が 鮮 紅色 な る こと と , 注射 器 の 内 筒 が 律動 的 に 押上 上 げ られ る こと に よっ て 
得 られ る 。 注入 に 際 し 注射 針 が 完 状 動脈 を 人 貫く こと に より 心 本 上 血 風 を 生じ 動物 が 急死 する こと 
も ある が 稀 で ある 。 腫瘍 死 迄 観 窪 せ る 動物 敷 は 29 例 内 14 例 で 平均 生存 日 敷 は 10 日 (6~ 
20) で ある 。 肉眼 的 確認 可能 の 腫瘍 好 発 臓器 は 心 , fi, A. 腸 殊 に 十二指腸 , 腎 , 副腎 , 卵巣 , 
胸腺 及び 光 包 所 で ある 。 肝 , 子宮 は 肉眼 的 腫瘍 が 甚だ 乏しい 。 A IHREN AEDR 
HEAD Do 有 に は 腫瘍 細胞 は 認め られ る が 増殖 は 一 般 に 著しく く な い 。 LALECHHEDE 
Le CWA SD 3 例 に お いて は 鯉 瘍 細胞 の 増殖 が 中 等 度 に 認め られ た 。 RUE 29 Bla TE 


に お いて 肉眼 的 星 瘍 の 認 め ら れ た も の は 1 例 も な く , FRAU EEE RD ID 1 Hi 





に よる 諸 臓 器 の 腫瘍 形成 状態 は 概ね 次 の 三 辞 に 分 類 出来 る 。 
1. 臓 器 表面 に 大 腫 冶 を 形成 する も の 。 心 , 腎 は これ に 属し 屋 々 小幅 交 が 表面 に 多発 す 
『 率 は 少 い が 29 例 中 2 例 に お いて 念珠 状 浸潤 が み られ だ 。 子宮 全体 と し て は 腫 





大 な く 腫 揚 部 の み 数 所 球状 に 肥厚 する 。 二 指 腸 に は 19 日 及び 20 日 生存 せる 2 例 に お い 
留 を 形成 し , 十二指腸 全体 と し て も 著しく 腫 大 し た 。 

2. Wk Ze PST CR BSBA Sc AR BE RK EES ATS も の 。 胃 , 腸 は 一 
Wicd DSTALBMBKCMWCOSD.S Wi GEBMOBWS™ CLR HEBEL SEHR So 





時に は 4 例 に お いて 小 円 形 暗 赤 色 班 を 数 個 認 め た 。 EG ESIC RU TREE LE 


3. 臓器 全体 が 腫 大 る も の 。 JN, 光 包 腺 , 胸腺 は これ に 属し , 多く は 表面 に 暗 赤 色 斑 を 


NA 
中 する 。 BLRORM SA 6 14 BAAR EANKLOKIMLIL, 鏡 検 的 に も 
性 瘍 細胞 の 確認 され た も の は 1 例 も な か っ た こと は 特異 と すべ き で ある 。 1 Picts Cit 
班 が あっ と の で 連続 切片 で 検 し た が 腫瘍 細胞 な 
胸水 及び 心 凌 水 は 平均 移植 6 A RICE CTD LOSS, 末 栓 血液 及び 腹水 で は 末 殴 に の 


み 風 瘍 細胞 の 出現 を みる が , 末 栓 血液 中 の 腫瘍 細胞 数 は 最高 12 2% に すぎ ず 。 心臓 内 移植 直後 
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2 日 後 。 5 日 後 の 末 栓 血液 の 移植 で は , 直後 の も る の に お いて 3 例 中 1 例 , 2 日後 の も の 6 例 中 
1 例 、 5 日 後 の ゃ の 8 例 中 3 例 に お いて 移植 が 成功 し た 。 

1. 腹水 時 部 の 場合 実験 方 法 は 吉田 肉腫 と 同様 。 現在 まで 15 例 の 観察 を 行っ た 。 脳 (MK 
2), 了 眼球 に 肉眼 的 腫瘍 が 好 発 する こと が 吉田 肉腫 に 比 し て 特異 と すべ き 点 で ある 。 GHA 
腫 に お いて は 眼球 に は 肉眼 的 に 腫瘍 の 認め られ た も の は 1 例 も な か っ た 。 この 点 は な お 検索 中 
で ある が か が, 肝 六 の 場合 に は 左 心 徐 に 確実 に 入っ た 場合 は 殆ど 全 例 に 眼球 に 腫瘍 形成 あり , 10 
例 と を みて いる 。 5 日 後に は 既に 角膜 の Pannus 様 の 変化 を 認め る 。 常に 両側 に 来る 。 

le, 卵巣 は 吉田 肉腫 に お ける より る ゃ る 衝 か に 高度 に 腫 大 し , 好 発 臓器 に 属す る 。 こ れ に 反し 
辱 , 胃腸 に は これ 迄 肉眼 的 腫瘍 は 1 例 ゃ 認め られ な い 。 

本 栓 血液 中 に は 腫瘍 細胞 の 確認 され た も の は これ まで の 所 で は な く , 腹水 に お いて は 僅か に 
1 例 に お いて 末期 に 腫瘍 細胞 を 認め た の み で ある 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





110. 吉田 肉腫 に 関す る 癒 理解 剖 学 的 知見 補 遺 
宮本 BS ( 阪 大 第 二 病 理 ) 
Several Pathological Considerations of the Study on Yoshida Sarcoma. 


TADASHI MIYAMOTO 


1. 中 腫瘍 細胞 に 関す る 事項 。 こ れ に 関し て 論議 が 色 ぇ 存する 。 閉 者 は , BRENCHS 
親 仔 同胞 30 EL AUT, 腹腔 内 注入 (A 型 と 略す ) 。 FRNER (L-SP 型 と 略す 。 こ れ は 同 
時 に 腹水 型 変化 を 伴う ), 皮下 移植 (S 型 と 略す ) に よっ て 生ずる 血 中 腫瘍 細胞 の 出現 を 検 し , 
微量 頻 回 採血 を 行い 充分 末期 迄 観察 を 続け た 所 , 次 の 様 な 結果 が 出 た 。 


. KINO RR 2. FECA 4 HBO KRG 

Par . A | Rell Be. a | bor 3 

0.0 | 0 1 0 a 3 7 14 
0.1~1.0 2 0 3 5 2 2 6 10 
1.0~10 1 1 4 6 1 2 3 6 
10~20 0 2 0 2 0 0 0 0 
20~30 3 2 5 10 0 0 0 0 
30~40 0 0 1 1 0 0 0 0 
4050 0 0 1 1 0 0 0 0 
50.60 1 1 1 3 0 0 0 0 
60~70 | 0 0 1 1 0 0 0 0 








計 














この 表 の 1 項 ( 





森 期 と は 死亡 当日 を も 含む , 3 出 現 率 の 頻度 を 示し て いる , この 表 か 、 ら , 動物 
DPT AA 日 以前 に 検 血 を 中 止 する と , 約 半 数 が 血 中 腫瘍 細胞 陰性 と いう 事 に な る 。 L, I 
瘍 細胞 血 中 2 は 各 型 に お いて 差 が な い 。 Ric, S 型 の 如き 経過 の 長い る の に お いて も る, Ar 
示す の は 末期 的 な 現象 で あり , 血 中 腫瘍 曲線 を 観察 し て も , 数 % の 持続 的 な 血 中 出現 を 示す も 
の は ある が , 10 2 を 超え た 細胞 が 1 週 以上 持続 し た 例 は な い ぃ 。 曲線 に 10 2 以上 の 平坦 部 を 示 
す 者 は な か っ た 。 血 中 腫瘍 細胞 の %% 値 の 多少 より も る, 出現 の 仕方 に 意義 が ある 様 に 思わ れる 。 
即ち 血 中 腫 場 細胞 率 曲線 に 次 の 様 な る の が ある 。1. 持続 的 に 数 2 の 腫瘍 細胞 が 未 椅 血 に 低い 





波状 を 早 し な が ら 6 過 以 上 持続 し た も の , 2. 上 記 状 態 が 4 財 持 続 し 5 週 目 に 30 % に 急 昇 し 
た も る の, 3. WACO 乃至 数 の が 2 週 目 に 数 10 % に 急 昇 し た も の , 4. 上 記 状 態 で 3 週 
目 に 数 10 2 に 急 昇 す る も の 等 に 分 け られ る 。 勿論 これ ら の 例外 も 存する 。 折 血球 数 最高 70500 
で あっ た 。 次 に 血 中 腫瘍 細胞 を 塗 抹 染 色 標本 で 観察 中 , その 原形 質 が 分 離し , 赤血球 大 乃至 そ 
れ 以 上 の も の が 多数 存する の に 気付 いた 。 腫瘍 細胞 原形 質 と 同 構造 を 有 し , MERKT, 内 
に 粗大 ア ヅ ー ル 頼 粒 , 小 空 胞 を 含む 事 が だ が ある 。 人 工 的 か 生体 内 所 産 の も ゃ の か 審 で な い が , 本 症 
の 血 毅 性 状 の 変化 な ど に 関係 ある の で は な いか と 思わ れる 

2. 皮下 肉腫 に 関す る 事項 , 吉田 氏 に よれ ば 大 体 1 ヶ月 或 は それ 以上 生存 する と 言わ れる 。 

今回 親 仔 同胞 30 匹 , 他 の 8 匹 で 皮下 移植 を 行っ た 成績 を 要約 する と , 次 の 様 で ある 。 

生存 期間 2 過 迄 上層 …ー ビ ドド oe 動物 数 8 

ク 3 所 ii の 10 


„ 4 mi ooooooeseeoeoeoeoeeeoeoeooeoeeeeeoeeeoeee 7] es ...... 他 に 2 匹 殺 


„ aie oeoeeooeeee る eeee „ 4 
” 本 NAStoyskeetwensSsy ” 3 
y 14; ~ 1883 6 0: esse 7 Ob 4 匹 殺 


それ 等 の 病理 解剖 的 な 所 見 は , 2HECPN LOL, 心肺 肝腎, BM, 傍 胸 椎 結 締 織 , 胸 
採 及 附近 汐 巴 腺 に 強度 の 腫瘍 細胞 浸潤 が あり 肝 脂 肪 変性 強度 で , 又 特 に それ 等 の 内 , HE 
細胞 が 数 10 2 に 及ぶ も の は , 消化 管 に 出血 を 認め 急性 幅 血 病 様 所 見 を 早 し た 。 2 過 以 後 の ぁ 
の は 各所 の 汐 包 装置 に 存 し た 腫瘍 細胞 が 増殖 する た め に 胃 幽 門 部 , 十二指腸 , Er, 小 大 腸 , 
Va RAE SS td, 消化 管 腔 で は , 潰瘍 , 感染 , AL, 癒着 に よる 障 三 を 来 し , 
PTR De GL CAL CHR cl, Mit, その 部 より 沿 潤 性 転移 が 起 っ て 来 た 
Do 胸 朋 及 び 附 近 の 縦 隔 光 巴 腺 の 腫瘍 は 増大 , 強 回 と な り 重 要 器 管 を 圧迫 する 。 か よう に 
直接 生命 に 重要 で な い 臓 器 の 妖 隔 転移 が 致命 的 と な る 。 一 方 何 時 で も 腫瘍 細胞 の 血 中 出現 数 増 
ML (これ が 本 症 の 病勢 の 躍進 を 意味 する 一 つの 示 標 で ある と 思わ れる ), 白血病 様 変 化 を 伴 
い ぃ 得る 。 こ れ は 田頭 氏 等 が 報告 し た 主要 臓器 , 殊 に , 肺 時 に お ける 腫瘍 細胞 の 状態 か ら 力 い 利 
られ る 。 これ は 腫 痛 状 と な っ た 内 臓 の 転移 を 有 し , な お 且つ , OMT OFC HBR OM ii 
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KWIETFTZIDE, これ を 伴わ ざる も の が ある か ら で あ る 。 MISINRERB LE Bich» 
っ た 動物 で は 皮下 腫瘍 は 増大 し 表 朋 死 を 遂 け る 

病勢 の 暇人 誰 を 来 す と 償 と は 本 症 の 免疫 と 関係 が ある か , 或 は 転移 内 の 腫瘍 細胞 が 血 中 に 動員 
せら れる 事 の 難易 に 係る か 不明 で ある が , 非 重要 器 管 の 転移 腫瘍 は その 大 小 に 比例 せ ず 致命 的 
と な り HH 数 を 左右 する の は , 解剖 学 的 な 差違 に 基く も の と 言え る 。 な お 22 日 目 に 展 殺 し レ 
2 例 は 上 記 の 説明 を 裏付け , 14 周一 18 HERD も の は , 外見 上 一 応 治 疹 例 と 認め られ る も 
の で ある が 章 見 に より 副腎 及び その 周囲 の 腫瘍 化 , 肺 の 結節 状 腫瘍 , 育 腸 腔 に 腫瘍 に よる 栗 粒 





大 潰 揚 を 有する 3 例 と 組織 学 的 に 自然 治療 例 と 認め られ る も の 1 例 が あっ た 。 こ の 所 見 は 腹水 


再 接種 の 結果 判定 に 役立つ と 思わ れる 。 





111. 吉田 肉腫 皮下 腫 務 の 切除 実験 に つい て 
ZEHER, 長谷 川 悠紀 夫 , REIFE (大 阪 大 学 第 二 替 理学 教室 ) 
Extirpation Studies of Subcutaneous Yoshida Sarcoma 


TATSUO YASUDA, YUKIO HASEGAWA, HIDEHIKO KIJIMA 


吉田 肉腫 に お ける 大 網 の 変化 に つい て は 昨年 春 (第 一 報 ) と 今 学会 (第 二 報 ) に 発表 し た の 
で ある が , その 裏 付け と し て 背部 皮下 腫瘍 を 生じ た ラッ テ の 四 瘍 を 切除 し た 場合 , その 動物 は 
どう いう 状態 に な る か と いう 事 を 角 察 し た 。 

: 験 成績 A). 皮下 腫瘍 切除 実験 1) 3 日 目 に 腫瘍 を 切除 し た 動物 の 所 見 No. 1 体重 


80g の * で 皮下 腫 撮 の 大 き さ は 0.4x0.3cm で あっ た 。 こ (6 ヶ月 目 現 在 な お 





2) 4 日 日 に 腫瘍 を 切除 し た 動物 の 所 見 共に 80g の テッ テ で 切除 時 の 皮下 腫瘍 の 大 き さ 
it, No. 2 (0.7 x0.5 cm). No. 3 (0.4x0.4). No. 4 (1.0x0.3) No. 5 (0.7 x0.3) で あっ た 。 
切除 後 18 HH, 19 日 目 , 29 日 目 , 34 日 目 に 死亡 し た が , いずれ る 腹腔 内 及び 大 網 に は 変化 


が な か っ た 。 た だ 34 日 目 に 死亡 し た No.3 は 切除 部 位 に 腫瘍 が 再発 し , 死亡 当時 (2.0x 





2.0cm) Olli. 7%, TuT, 腸 開 膜 光世 腺 の み 腫 央 し て いた 。 い ずれ る 死因 は 寒さ の た め と 


3) 5 日 目 に 睡 瘍 を 切除 した 動物 の 所 見 No.6 80g 。 で 切除 圭 の 皮下 腫瘍 の 大き さ は , 
(1.1x0.5cm) で あっ た 。 こ の 動物 は 全治 し 5 ヶ月 目 現在 な お 健在 で ある 。 

4) 7 日 目 に 円 瘍 を 切除 し た 動物 の 所 見 No. 7 , No. 8, で ぃ いずれ る 体重 80g で あっ た 。 
7 日 目 の 皮 下 腫 瘍 の 大 き さ は (1.5x1.2cm), (2.0X1.3cm) で あっ た 。 共に 切除 後 8 AAI 
FELL, 内 腔 内 及び 大 網 に は 変化 が な か っ た だ が, No. 8 で は 胸腺 の 部 位 が 騨 場 化 し て お り , 


多量 > Ha 7} hee Aaa, HALT, 
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で あ 


9 日 月 に 幅 瘍 を 切除 し た 動物 の 度 易 6 例 で お 
は No.9 (3.5x1.6) No.10 (3.1x1.7) No.11 (3.1X1.6) No.12 (2.5 


HA, 21 日 目 に 死亡 レ した の で ある 


DD VIGGO HIRE BO. 胸腔 も 胸 明 の 部 位 に 腫瘍 が あり 多 


を 切除 


を 切除 し : 


0x2.0), 


ン た 動 


> っ た 。 4 日 目 に 死亡 し 大 網 ! 


で 動物 の ) 馬見 





E に 体重 808 の テラ ッ テ を 使用 


し た 








x1.5) No.13 (2.5x1.7) No.14 (1.8xX1.8) C&2ZOrB3WRMBELLY, HED} 
が , いずれ も 大 網 は 伸展 可能 の 竹 謀 に 2 
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niet 


No.15 体重 80g で 切除 


xf ae aT 


物 の 所 見 
E で ある ヵ 
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co No.16 は 自 
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22 グ 月 目 に 皮下 腫瘍 再発 し (2.0X1.0) と な っ た が 潰 場 を 形成 し 
在 で ある 。 

) 除 後 腹水 注入 1) No.18. 8 日 目 の 皮下 腫瘍 切除 後 禄 日 ir 
注 人 後 4 日 目 に 死亡 し , 腹水 Ds KES 


HD 





be FIEBEBIER 














(274 A vk 0.2cc 腹腔 内 へ 注入 し た 。 
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に 思わ れる 。 
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* 腫 瘍 細胞 は 出現 1 


で 20 日 | 


切除 腫瘍 は 治 
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細胞 が 


の 大 き 


健在 で 
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< 0.2cc 


の 女 腫 





し , 腹水 (一 ) で , 20 日 目 現在 な お 健在 で ある 。 
* u 腫瘍 ラッ テ の 大 網 で は 9 A ACMI Midd bISAS, 31 
7 日 | 考 揚 細胞 は 出現 し な い 。 併 し その 時 期 の 大 網 移植 に より 吉田 玉 
i x ALS BIL, REIHEUTREINETKRÄLIITTDHADS, Steet 
へ すでに 1 TOT > て ぃ いた だ と す る か な 勿論 移植 可能 と な る の で ある が , その 
SLI ORL 典型 的 な 吉田 肉腫 像 を 早 せ ね ば な ら な い 。 し か る 
に だ 我 で は 切除 後 全 く Lotte 9 日 目 以後 の 切除 で は 大 網 の 円 瘍 細胞 出現 
見 られ た だ が, 大 網 は 伸展 可能 で あっ た 
a ら た に 腹水 を 腹腔 内 へ 移植 し た 実験 で は 移植 陽性 は 見 られ な か っ た 。 これ 














112. FFA AMO AREAL OT (77 ARBRE) 
熱海 WH am 博 
On the Heteroplastic Transplantation of the Yoshida Sarcoma into 
Mice (Results of Successive Transplantations in Mice) 
AKIRA ATSUMI, HIROSCHI SATOH 


Depaertmezt of Pathology, Tohoku University, Serdai 


In the heteroplastic transplantation of the Yoshida sarcoma into mice, tumor 
cells proliferate in the peritoneal cavities as actively as in rats for a certain period 
and continue increasing, but soon they begin to degenerate and disappear within 
about 8 days after the transplantation. However, when the tumor cells in a pro- 
liferating state (in 3 to 5 days after the transplantation) are transplanted into other 
mice, successive transplantations in mice are possible for many generations (Tab. 1). 


Table 1. Results of Heteroplastic Successive Tra::splantatio-s 
of the Yoshida Earcoma in Mice 


Swiss German Mixed 
mice mice breeding y 
A B Cc D 

Number of Generations 31 27 31 12 10 19 
Continued days of successive | 101 91 | 99 50 26 81 
transplantation | days 
Date of successful back-trans- 101st 91st 99th 47th 23th 20th 
plantation from mice into rats day 


Mice employed in these transplantations do not die. In rare case death occurs in 
weak mice. In these mice slight necrotic changes in the liver and slight infiltra- 
tion of tumor cells into pancreas or into greater omentum are observed. 

During these successive transplantations in mice back-transplantation into the 
rat results positive at any time, i.e., the rats transplanted died from tumor in- 
vasion as usual. As indicated in Table 1 back-transplantation was successful even 
on the 101st day of successive transplantation. Any change in the character of 
tumor cells by long running passage through heterogeneous animal bodies was not 
recognized. Mice, in which the tumor cells proliferated once to a state of almost 
pure culture and then regressed, acquire very strong resistance against the re- 
transplantation of the Yoshida sarcoma. As mentioned above, in the first trans- 
plantation the tumor cells increase for a few days and then begin to disappear, 


but in the re-transplantation after several months the tumor cells disappear at once. 


(区 部 省 科学 研究 費 に よる ) 
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113. FFA AMOUNTS ERST, 森脇 三郎 ( 京 大 皮膚 科 ) 
On Cultivation of Yoshida Sarcoma in Vitro. 


TOKUJI FUJINAMI, SABURO MORIWAKI 
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発育 を 示し た 。 ASH 4 時 間 後 に は 母 組 織 片 端 断 か ら 外 方 へ 遊動 し 初め 24 
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- は 最高 の 発育 を 示す 。 但 レラ ッ テ 血 毅 の み の 培 地 で は その 発育 は 遅れ 72 時 間 後 に お 


25 





する 。 そ の 比較 成長 価 は 2.0-3.0 (24 時 間 ) で ある 。 発育 する 細 
引 は 殆 ん ど 円 形 で 腹水 の それ に 比 し て 知 か に 小 で ある が 時 に は 権 円 形 た を な すこ と が ある 。 FL 
時 に は 和樹 枝 の 和 突起 を 有する 分 枝 細胞 , 或 は 円 形 細胞 より 造 か に 大 きち な 不正 形 細胞 の 出現 を 認 
め る こと が ある 。 こ れ は 二 要 材料 が 皮下 腫瘍 の た め に 結 締 織 が 増殖 し た ふも の で な いか と 思わ れ 
IETS もの で ある か は な お 考 究 中 で ある 。 これら 三種 の 細胞 

剛 名 で は アプ ヅ ー ル ロゼ ッ テ に 一 致し て 色素 を 播 取 する が 分 枝 
+ に 勾 を 見 る が 後に は 原形 質 一 ば い ぃ に 色素 を と る 様 に な 
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s か 無 示 分 像 か は 不明 で あっ た 。 そ れ ら の 標本 を フォ ル モ ー ル 





リン ゲル , 無水 プル ュー ル 固 中 FAP, へ マト キシ リン エ オ デン , 核酸 。 ボ リサ ツ カ リ ド , 
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る こと を 確 め えた 。 DI TER IB EFUER U HETT # 

















CARD fit 1 D 中 に 注入 し た 所 , 第 7 日 目 に 死亡 し た 。 死 直前 の 腹 
水 申 に は 中 等 証 の 腹水 滞 汐 を 認め 放線 核 2 核分裂 像 等 に 内 用 細胞 を 認め た 。 次 に 皇 地 に 吉 

前 の > く 及 抽 出 液 を 添加 し た が 発育 増殖 を 抑制 する 像 は 認め られ 
ず , 特に 後者 で は 対照 に 比 し よき 発育 を 示し た 。 次 に 吉田 肉 ! SE RPE LEO IFO 
AIEEE RIES 即ち カレ ル 急 中 に 培養 と 同時 に 免 商 血 済 を 1 滴 添加 の 場合 
は 殆 ん どど 増殖 を 見 な いか , 或 は 極 く 少数 の 細胞 と 見 る 程度 で し か も る それら は それ 以上 増 
RET SPE, 凌 縮 変形 し て いる 。 対照 と し て 健康 束 血 清 丘 加 で は , 加え な いも の に 





L し て や や 増殖 が 劣る が 相当 の 発育 (成長 係数 2.0) を 示す 。 丸 細胞 の 変形 , BO MILLS 
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次 に 叉 線 及 び ラ ヂ ウ ふ ム , 及び 放射 性 Co. を 鍋 外 か ら 照 射 し て その 影響 を 老 究 中 で Co. の 





み は 結 論 に 達し て いな い が , X# 1/2 H.ED の 照射 は 刺 戦 重 の 如く 非常 に To 
た お 1 H.E.D 照射 後 も 発育 を 抑制 し え ず , AMIE ART SO Lin, FF UA 





t30 mg 30 分 , 50 mg 30 分 で も る 増 殊 を 抑制 し え ず , 細胞 の 





更に ナイ トロ ヂ ン マス ター ド , ウレ タン , コル と チン 等 の 添加 も 未だ 結論 に は 達し て いな たい の 


で 後 刻 詳 細 発表 予定 で ある 。 な お 比較 の た め , 人 体 肉腫 の 培 杖 写真 , MERRION SERIE 


Pen ee =f} Br 


HI + t よ 、 し こと TI Dr hs | Z EZ 
i tL 7 こ o (本 研 {AR ns CERES F j "学研 究 費 ( Li SA, る 所 大 に [HI MR と 表す る ) 


114. TF HE し の | 19% Paty LH (の う 実 験 的 研 : 完 伊藤 弘 完 , Er 
(FRRFRFEIE 
The Experimental Study on the Spontaneous Mammary Cancer of the Mouse. 


HIROMITSU ITO, FUMIO KISHIZAWA. 





市 販 雑 系 廿 日 選 に 乳癌 の 自然 発生 を み , LHOBRS AAT 
張 い 腫 場 で , 組織 学 的 に 腺 癌 の 像 を 示し て いた 。 一 般 に 移 西 率 は 平均 4522 で 。2 3 選 閣 で て 
RICA ICE L 4 IEE CD BAD BM FAILS SDs, 移植 代数 が 重 た る に 汗 い 傘 育 は 迅 


軸 に 生存 し (100 日 以上 ) 悪態 穴 の 度 は 軽度 の 


く な っ て き て いる 。 RFLPEAHEOAT A BRL AT pe 








rs tan ter Hl. 5 aa ーッ と の カロ キル クー Ja。 
訪 め られ な い 。 こ の 乳 頑 の 原則 を も る と に し て 次 の 如き 実 KLIT > To 
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より 護 雄 別 へ の 移植 YL) 雄 の ふみ へ の 更 代 移 西 IPS) 両側 卵 業 除去 
KARAOKE OOH WW) 両側 卵生 除 夫 廿 日 長 へ 雌 よ り 移植 し 同時 に 男性 ホル モン (Te- 
fel 
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PEACHES Tid, 腺 腔 形成 著 明 , 


Jacob Heiman, Otto F. Krehbiel (1936) の 円 
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RrEevOSOTKHZBERTLOL SZ GBH, 錯 巣 除去 実験 及び これ に 男性 ホル モン を 注射 
する と, 滞 組 織 の 変性 及び 間 質 の 反応 に より 被 包 像 が 著 明 に な る 点 は , AAS Re vy 
の 欠乏 と 更に 男性 ホル モン の 作用 に より , その 浸潤 性 発育 が 細 め られ , 変性 に 傾く こと を 示し 
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115. AFkUALYF T2VAML FAA L OHR MT O1» T 
HK RB 


Compound Inoculation of p-Toluylendiamine Sarcoma and Yoshida Sarcoma. 
HIDEHIKO ISAKA (The Medical Institute of Sasaki Foundation) 


A. The following experiments were done to make clear if any mutual inter- 
ference may take place when two kinds of tumor inoculation, employing p- 
toluylendiamine sarcoma and Yoshida sarcoma, are given into the same animal 
simultaneously or at some interval between the both tumors in respect of their 
growth. For this purpose, the pieces of p-toluylendiamine sarcoma tissue and 
the ascites of Yoshida sarcoma containing the tumor cells proliferated in pure 
culture state, were transplanted in rats of non pure strain both intraperitoneally 
at various intervals. 

Simultaneous inoculation of the both tumors. 6 rats in which the both tumors 
were inoculated at the same time took and died without exception 12 days in 
average after the treatment like those bearing Yoshida sarcoma only. At autopsy, 
it was confirmed that a solid tumor of the size of a hen’s egg or so, macros- 
copically of reddish brown aspect, had developed on the grand epiploon of each 
animal. Histologically, the tumoral tissue consists of greater part of Yoshida 
sarcoma and smaller part of p-toluylendiamine sarcoma. Invasion of the Yoshida 
sarcoma cells was so remarkable even in the mesentery ard the retroperitoneum 
where those of the p-toluylendiamine sarcoma cells were not found at all. 
Furthermore, the Yoshida sarcoma cells revealed the active proliferation as usual 
in the ascites which contained a few p-toluylendiamine sarcoma cells. 

Inoculation of the one following the other. 3 rats to which the transplanta- 
tion of Yoshida sarcoma was given 5 days after that of p-toluylendiamine sarcoma 
took the both tumors and died too. But their life days were prolonged 3 to 5 
days longer than those which were simultaneously inoculated. The growth of 
Yoshida sarcoma was more prominent not only in the ascites but also in the 
intraperitoneal tissues. 

3 rats in which the Yoshida sarcoma was inoculated 10 days after inoculation 
of the p-toluylendiamine sarcoma died of the nodular p-toluylendiamine sarcoma 
filling their abdominal cavities, 30 days in average after the first inoculation like 
those bearing p-toluylendiamine sarcoma only. In the ascites of these animals, 
the Yoshida sarcoma cells were observed in a condition of pyknosis for several 
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days after its inoculation but disappeared swiftly thereafter, being followed with 
severe leucocytic and monocytic reactions. Any infiltration of the Yoshida sarcoma 
cells to the intraperitoneal tissue was not found in these cases. 

From these experiments it may be safe to summarize as below: the animals to 
which the transplantation of the Yoshida sarcoma was given simultaneously or 5 
days after that of p-toluylendiamine sarcoma took the both tumor and died of the 
Yoshida sarcoma. No mutual interference between the two in their growth was 
found. But the animals in which p-toluylendiamine sarcoma was inoculated 10 
days before that of Yoshida sarcoma has come to resist against the growth of the 
latter. 

B. The successive transmissions of p-toluylendiamine sarcoma are possible with 
the transplantation rate of about 77%* Then, the following experiments were 
tried in the remaining animals of some 23%, to ascertain whether they are 
invariably insusceptible to repeating inoculations of the tumor 

In 11 rats to which the inoculation of p-toluylendiamine sarcoma was given 
subcutaneously or intraperitoneally without success, the retransplantation of this 
tumor was tried hypodermically 19 to 38 days after the first inoculation, but all 
in vain. Moreover, the Yoshida sarcoma was transplanted intraperitoneally 14 
days after this retransplantation in these animals, but it revealed the complete 
reg:'ession in all cases. To other 2 rats insusceplible to p-toluylendiamine sarcoma, 
the intraperitoneal inoculation of the Yoshida sarcoma was given 59 days after 
the inoculation of the former tumor only to fail to succeed. 

Fiom these findings, it may be imagined that the animals insusceptible to p- 


toluylendiamine sarcoma have always resistance against the retransplantation of 


this tumor as well as to the Yoshida sarcoma. (3024 BEDI IC E 5) 
* Cf. “The successive transplantation of p-toluylendiamine sarcoma’’ in this Jourzal. 


116. BSNGEPENEIS (マウス 閣 及 び 了 肉腫 ) の 同時 移 本 に つい て : 
六 内 臣 の 問題 に つい て の 実験 的 研究 ARS. 田中 R (in) 
On Combined Transplantation of Malignant Tumors (Carcinoma and Sarcoma 


of Mice): A Contribution to the Problem of Carcino-sarcoma. 


MASAO UMEDA, MAKOTO TANAKA 








) 本 態 に つい て は 一 応 R. Meyer の Composition, Combination, Collision 
等 の 概念 か ら そ の 説明 が 求め られ る の で ある が , その 形態 学 的 分 析 は 「 韻 隆 及 び 肉 腫 両 要 素 の 
HARES | に 関す る 幾多 の 根本 問題 を は ら み 難解 複雑 で ある 。 現在 保有 する 可 移 西 性 マウ ス 冶 
腫 及 び 肉 幅 の 同時 移植 , 即ち 人 工 的 衝突 悪性 風 瘍 の 方 法 に より , どの 程度 この 問題 に 寄与 し 得 
る か の 観点 の も と に 実験 を 進め た っ 実 BS し て は 移植 腫瘍 が 自然 発生 腫瘍 , 殊 に 人 体 例 と 比 
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著 出 来生 物 学 上 の 差 の ある こと を 念頭 に 置き , 各 株 の 人 性質 , 特徴 , 二 次 的 変化 等 を 充分 考慮 

に 人 入れ, 判定 は 一 応 成 式 期 に 行う こと を 原則 と し た 。 (使用 マウ ス 100 匹 , 判定 に 供 せ られ た 
61 vet) 

1 的 の 実験 に は 腫瘍 株 の 選択 が 必要 で ある こと が 分 っ た 。 HER Fu 7 4G LA 


人 の 宜 合せ で は 何れ る 紡 鍵 形 細胞 か ら な り , 判定 が 困難 で あっ た 。 銀 線維 状態 の 観 宗 に よっ て 
3 不 完全 な 等 腫瘍 株 の 使用 は 板 め て 不適 当 で あっ た っ 

我々 は 主として 病 研 系 偶発 乳 痛 (EER RATE SEH RO RR), これ に 配 す る 肉腫 と し て は 

滝沢 率 果 糖 肉腫 及び 中 原 ・ 福 岡 系 肉腫 (細長 紡 鍵 形 細胞 性 : 線 維 形 成分 化 良 好 , 発育 緩徐 ) を 

使用 し た o 之 等 の 組合 せ で は 両 要 素 の 判定 は 容易 で , 且つ 肉腫 は 何れ も 乳 病 の 間 質 と 区 別 が 出 

E し か る 幾 分 聞 質 細胞 に 類似 し た 形態 学 的 特徴 を 示し て いる 。 

成績 : SL AMOUR UO, 之 等 の 衝突 部 の 明確 な 境 具 被 肌 を 人 工 的 に 

破る と 肉腫 が 冶 腫 中 に や や 伸 出 る が 境界 は 明瞭 で 修飾 は 殆ど な い 。 一 定 度 発育 し た 乳 頑 の 中 央 

部 に 果 精 肉腫 を 刺 入 する こと ゃ 成功 し た ( 他 の 株 の 組合 せ は 壊死 を 来 し て 不 成 功 ) 。 

乳 培 と 果 精 肉腫 の 混合 同時 移植 は 7822, 乳 交 と 線維 形成 性 (中 原 ・ 福 岡 系 ) ATI 93% 

の 率 で 痛 狂 と 内 腫 の 併存 革 育 を 認め 得 た 。 

組織 学 的 観察 : 以上 の 結果 か ら 一 応 冶 腫 と 肉腫 が 共 在 する 事実 を 認め た 。 WIECH 

腫 と 肉腫 は 夫々 * ば ら ま か れ た 場 に お ける 成長 発育 , 取 ち 大 小 の 結節 性 発育 又は 之 等 の 衝突 部 の 
た な 咽 合 を 早 し て 併存 し て いる 。 RBG O BRIEF し て は 夫々 の 固有 聞 質 が 開 題 

に た な る 。 肉腫 に お ける 間 質 は 複 維 で ある が , 使用 し た 肉腫 株 で は , 血管 を 主 と し , 血管 内 度 は 

原則 と し て 肉 狂 細 胞 と 区 別 さ れ て 別個 に 存する 。 交 腫 と 肉腫 が 互 に 結 分 状 に 接する 時 は 夫々 回 

AVE AU LEER CH So し か し 同時 に 複雑 な 咽 合 を 早 する 所 も 多く 見 られ その 局 地 的 分 





析 は 次 の 如く で ある 。 
肉腫 は 発育 速度 に よる 差 こ そ あ れ 頑 腫 に 対 し て 間 質 的 位 占め ん と する 性 質 を 示す 。 肉腫 
の 発育 が 緩徐 で 冶 腫 が 優勢 な 時 は , 冶 腫 は 肉腫 の 線維 束 の 方 向 に 溶い , この 聞 を ぬっ て 伸 出 す 。 
ー 方 肉腫 は 開 質 的 位置 で 発育 を 示す た め , 閣 巣 は 圧迫 され 繊細 樹 枝 状 , 突起 状 に な り , 所 に よ 
り 更 に その 失 端 が ほぐれ て 肉腫 中 に 点 在 する 。 FLAG % HS TCHR LE AD LS oC Hi し て 形 
成 さ れる こと が 多い が , 之 等 の 際 は 固有 の 間 質 を 伴わ ず , 肉腫 が その 代り に 場 を 占め , 血管 は 
乳 痛 自身 か ら 誘導 随伴 する か 又は 血管 を も 伴わ ず 閣 腫 実 質 の み が む し ろ 肉 腫 中 の 血管 を 誘 党 方 
至 は これ を 求め て 伸 出 すか で ある 。 全体 と し て は 後者 の 形成 が 多い 。 時 に は 肉腫 中 の 血管 に 世 


Naar 


DO THE MET し 更に その 成長 の た め 。 HB RU “HO RBEET So BEIN 
BORN TAT と は 少 い 。 ZEMADLNCBBERET, 両者 に 分 布 する 幹部 血 
ERENTO PEN So 
RER] TEE [RYE I RR DSAS ESS CE OBR EDS ANA ZUER LBS CT 
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引 は 依然 と し て 可能 で ある 。 以上 の 如き 像 は 線維 形成 











朗 を 呈す る 暇 を 字 え な い 。 肉腫 が 積極 的 








e 之 等 は 果 精 肉腫 と の 組合 せ で 目立つ 。 
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な 休 を 通じ 極 く 狭 局 地 に 血管 の 帰属 不明 , LOWMERO RROD SMe Baz 
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- こ と が か がめ る o —-OONME ぎの 本 旧記 利用 の た め の Ver Cc F えら れる が , FLACHER ay J 4S) 人 の 例 , 


時 合 移植 初期 の 例 等 の 血管 造成 誘導 方 式 に 照 し , 時 期 的 地域 的 に 極度 の 限度 が ある よう に 思わ 
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和 れ , 完全 持続 の 共存 共栄 の 徴 は 見 られ な 00 









能 の 獲得 保持 に 始 り , 相 石 本 来 の 性 質 の 発現 と 血管 ト の 実験 
例 か ら 我 々 Bit 
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117. SF ,n AL v FT Ir AED AI. gE 
Successive Transplantations of p-Toluylendiamine Sarcoma. 


HIDEHIKO ISAKA (The Medical Institute of Sasaki Fourdation) 


The p-toluylendiamine sarcoma*, a transplantable rat tumor experimentally pro- 
duced with p-toluylendiamine, has been transmitted successively in rats of non 
pure strain since December, 1950. It is now in 19th generation. In these succes- 
sive inoculations the following results were obtained. 

Trarsmissibility. The transplantation has been performed by introducing pieces 
of the tumor into the subcutaneous tissue or the abdominal cavity, occasionally 
into the both in the same animal. 

Transplantation rate of this tumor is so far 77.1% (182 “takes "out of 236 valid 
inoculations). 78.5%, (51/65) in the intraperitoneal transplantation appears some- 
what higher than 73.3%, (85/116) in the subcutaneous one, while no significant 
difference between sexes has been observed. In the combined subcutaneous and 


= cf. “On the myosarcoma experimentally produced with p-toluylecdiamire in the rat.’ 
Gann, vol. 42, p. 352, Dec. 1951. 
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intraperitoneal transplantation the rate is so high as 83.324 (46/55). 

In the subcutaneous tissue develops a single solid tumor at the site of inocula- 
tion arriving often at the size of hen’s or goose’s egg, while in the peritoneal 
cavity usually develop multiple tumors. Increase of ascites, often bloody, which 
accompanies the latter contain a few free tumor cells. 

The tumor bearing animals have come to die without exception. Life days are 
on an average 37 days in the subcutaneous inoculation, 19 days in the intraperitoneal 
one and 16 days in the both combined. 

Histological findings. By the microscopical examination of the successively 
inoculated tumors, the following facts were confirmed. 

The tumor is principally made up of spindle-shaped cells. Sometimes, they 
form broad bundles which run in various directions. Among these principal 
cells, multifarious kinds of tumor cells in shape such as round, elongated and 
irregular ones are frequently met with. The nuclei of tumor cells are elongazed 
or irregularly ovoid. They vary considerably in size. The nuclei usually contain 
a prominent nucleolus but occasionally several. Tumor giant cells or huge cells 
of stellate or spindle shape, with several nuclei of various sizes or with a single 
particulary large nucleus, are seen here and there. One or more mitoses per high- 
power field are usually seen. The wide variety of cell type is so remarkable in 
this tumor. The cytoplasm is stained lightly in general with acid dyes. Some 
of cells have tapering cytoplasmic processes and are united with the others by 
them. Some blood-containing sinuses are seen among the tumor cells, being 
absolutely deprived of endotheliums. They are especially conspicuous in the 
fascicular part. The characteristics of the tumor cells, above mentioned, have 
been maintained with fidelity during the successive transmissions. 

The stroma is thinner in this tumor generally. It is formed by bundles of very 
fine, wavy argyrophile fibrils and collageneous fibrils lay among the tumor cells, 
separating each cell and forming a complex meshed network throughout the 
tumor. In the intraperitoneal growth which is the most cellular, this network 
is less prominent. Besides, the fascicular arrangement of tumor cells is not so 
remarkable in it as in the primary tumor or as in the subcutaneous one. 

As to the beginning of growth, the following was observed. In the transplant 
newly introduced into the host tissue, tumoral tissue cells show necrotic changes 
in 24 hours after inoculation in almost entire area of, it except its periphery, 
where a few tumor cells containing the giant cell situate in a condition of pyknosis. 
Though the giant cells degenerate soon thereafter, other tumor cells recover the 
lively conditions and begin to divide actively there. With the striking prolifera- 
tion of them in this peripheral area, new tumoral growth usually begins. 

The histological findings of the successively inoclated tumors, above enumerated, 
make me find difficult to distinguish clearly the tumor of the spindle céll sarcoma 


from a polymorphocellular type. ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よろ) 
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118. ESCHER OR ehe DUC (第 1 報 ) 


河原 三男 (名 古屋 大 学 医 学部 請 理 学 教室 ) 
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On the Transplantation of Transplantable Animal Tumors into the Hard 


Tissues. (Ist Report) MITSUO KAWAHARA 





て , APIGEGOR FS 





ay - お ける 
2 Lt des 2 a = per ーシュ . > > 。 = e = つて 
と る 良く 比較 検討 され て いる 。 し か る に な お , 未だ 一 定 の 所 見 に 到達 し て は いな い 点 が あり , 


と も る 。 牙 は 初期 に 崩 圭 に 至る と ふも ふい われ て 





て 形成 され , IHR 腺 組織 等 々 を 多数 に 配置 され て いる 





口蓋 等 の 組織 を 選ん で , RHAMROHA AME Hx FO MAINE EH RS 





EC, ALE っ の 部 分 に お ける 便 組 織 の # 車 瘍 増殖 に 対す COW THR 索 を と 試 


< ス 了 こ o 
家 旭 肉腫 を 用 + 30 例 , 吉田 肉腫 を 用 いた 実験 は 30 例 で あり , 各々 移植 3 日 よ 





最長 12 日 に 至る 聞 を 近 日 的 に 撲殺 し て 各々 その 組織 学 的 検索 の 材料 と し た 。 
西 に あり て は , 3 日 目 頃 より 移植 部 の 膨 隆 を きた し , 中 央 は 圭 死 し つつ 洋次 発育 


var 


fore ーー the 
た の ) HH Ae 作り り 内 a 目前 f IL 2, TEIL To 











ff AAMOM 附近 へ の 移 西 に あり て は , 4-5 日 目 頃 より 移植 部 膨 隆 を きた し , Hi 
早急 に 増大 し て , ば , 14-16 日 頃 迄 存命 する 。 LA th Lit HD 
BIRNZELT, PACS ON CHV LEA LHoks か か る 移 西部 位 を 選 も 公 時 に は 。 
皮下 に 移植 せる 場合 に お ける より る 移植 後 の 発育 が 比較 的 遅く , 吉田 肉腫 の 如き 腹 ko 


ECT, 鼻腔 内 に 移植 し た 場合 は 鼻腔 内 に お ける より も , Wo CHORES SRO ECA 





物 を 和 務 く 組織 学 的 に 検索 し た の で ある が , RHBNCH DO Tid, 粘液 肉腫 を 形成 


し , 鼻腔 附近 の 組織 内 に 浸潤 f WL, 時 に は 多少 は 繊維 性 と な る 傾向 を 示し た 例 も あり , 


大体 に お いて 粘液 球 の 発現 は 多く , 光 思 球 は 私 の 例 で は 僅少 で あっ た っ 。 KAM 


ー は 


の 骨組 織 は 吸 an て 細く w な り , 3 表面 は 粗糖 = な っ て いる 。 殊 に 写 





ET 5 le vA タマ 
と 場合 に お いて は 最も 高度 な 月 壊 を 来たす 。 骨 の 破壊 に 当っ て は 各 





が , Halisterese, Volkmann 氏 管 形成 の 所 見 等 を 見 , 一 般 に 骨 脆 弱 の 組織 像 を 示し , COA 


ミュ ず に , 腫瘍 組織 の 中 央 に 埋 波 され 

















て ぃ て も た なお, 殆 ん ど 正 常 構造 を 保っ て いた っ ぅ 





吉田 肉腫 に お いて は , 鼻腔 内 に お いて 円 形 の 幅 瘍 細胞 は 甚 し く 増 殖 を 示す も , 


zZ _ t336h 
ED II 





少 で , 従っ て , PEOMORRCHY UCI, 初期 に は 比較 的 変化 を 示さ ず , 


央 態 は 一 般 に 骨 の 巾 が 減少 し , 表面 は 粗 入 と な っ て いる 例 や , BERREH 











た っ て 腫瘍 組織 の 宰 に 点々 と 破片 を 認め る もの, 極め て 不正 形 を 示し て , LUE 


E の ある 例 を も 認め た 。 






に 湊 明 稚 の あら われ て いる も の が あり , 又 骨 組織 の 内 に 血管 新 2 


し か し 最も 多い の は , 表面 が 粗 稿 と な っ て , BKRMOY 











が 侵 人 する 所 見 で あっ て , この 場合 に も , 破 骨 細 胞 を 証明 する 事 は 殆 ん ど 出 来 な か っ た 

EI OB DSH AA LTA LGD られ な か っ た た 。 一 般 に 骨膜 が 正常 に 保 た れ て いる 場 
Pick, MAMAS, それ を 取り 囲ん で いて も , 骨組 織 内 に 侵入 せ ず に , MENICE を 
退行 せしめ る の み で ある 。 Mill, 家 凌 肉腫 の 場合 と 同様 に 骨 に お ける より ゃ も, MALES 
vee て は , ERM ZEIT RE ER OR DL 





(APC Tih, MRDRERICHUO ZT AFTER AL TH FIC RU, 私 の 例 で は 歯 
ERA ICRA LC, ABS DMRS, KIC RF ROME CHC 





LEFO SA E DIAL TC, BIECK LANDIS 720 





VANES AIC k > CAME ROS OAPI RRORBERYT, 且つ 他 の 


自 血 球 も 多く は 出現 し て いな い 。 
上述 の , 家 肥 肉 風 と 吉田 肉腫 の 鼻腔 附近 へ の 移植 所 見 を 総 =, 軟骨 








ま に は 類似 性 を 認め る 点 が : ある が > 
PRERO ENA DSSSOiC, HHAMOPMIcb TH, 多少 の 多核 白血球 は 認め られ て ふ , 
音 明 で は な い 。 し か し て 吉田 肉腫 の 特徴 た る 腹水 形成 は 


に 増 多 する 性 内 を 現 わ し て いた が , し か し 組織 内 浸潤 の 性 状 は 高度 に 発揮 され , Hic 





プ _。 ケ 





比較 的 永く 保 た れ て いる が , 一 鹿骨 の 周囲 の 結 締 織 が 破 表 せら れる と , 


背 明 に 侵入 増殖 し て , Ar BIROBUTA LH, Halisterese, 骨組 織 内 血管 の 新生 等 を 
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と な る 。 REAMIcCeV. Cit, Halisterese を 著 明 に 見 る 例 が 多い 。 以上 の 





こ は 殆 ん ど , 907 


2-2} a } に > デー 2 te 2.38 ip Ss ner 
認め な いよ うに も な る が , Re 





明示 統 共に 殆 ん ど 認 め 得 られ な か っ た 。 
E 《 Bhi も? 


守 に お ける が 如き 帝 状 月 志 





RAL, BRCM SLMSo 
DL EO bn RP RZ © FABRIC dy Zeit, | 
HEBER NH EAU RICO ES. それ に 比 し て 軟骨 は 良く 耐え 
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MBIT SZRoRRECATSLAROTG, 参考 と し て , RK 





だ ルキ リリ LNHtn? Ia, 
Fl LJ i ト 上 の 如 Ch i 


















処 の 皮下 に 移植 し て , 120 日 一 150 日 を 経過 
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119. ARSED SRDS UG AL 
Eh 牧 富士 乃 武 , 都築 正志 (hier 
On the Heterologous Implantation of Chicken Sarcoma. (3rd Report) 
FUKUZO OSHIMA, SHIRO ITO, FUJINOBU KANEMAKT, 
MASASHI TSUZUKI 








Al san t | RD ー 
烏 類 , 及び 全く 移植 1 





家 直 内 性 の 異種 族 鳥類 へ の 移植 





SL 












Fi a) 
Lg 
| HY 0) 
4 = +} 
np ; 
“~) し = * 
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18 1 Ke Hels 困 ナ 。 Kr 
月 o Virus i > | SR | „> TF Be 75 [ryt Zy Hr 0 DAR 
en Z Fh. > Sew っ 5, Br 
る ( /) ) Tre か か る 見 地 か ら Re AN OD FR RHE ESTSTRERAIC HT | ix 
HRD A “6 


Il, 61 AIC, O5 SH 10~14 HOR 








RUNES U7 5 回, 33 Gl, Sc 5 HRA Best LOE 21H, 25 BODEH 





BK NRE AMM 2c BRAT OF 








} hir 本 er st ed: 

= a Sc Ze = で ある が, 下 へ 返還 移 丁 し , 
と て ん rte 3 ran ute 内 us Be ~ ou の BR 

NUL PASH AIEO LHRH 2 RIO. PARAS ARRHCBIY Tih, 私 共 の 実 


DREH と し め て いる か ら , REAMD 





に , 粘液 肉腫 を 形成 


(or 





25 例 中 , 
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Virus は 殆 ん ど 消 滅する こと な く , 腫瘍 発生 能力 を 有 し つつ , RIBAK UR SAT 
る 事 は 明らか で あり , その 経過 日 数 は 私 共 の 実験 範囲 内 で は , BOL OL 月 以内 は 確実 で あ 
る 。 又 か か る 家 鳩 に 各種 の 異物 CARB, HER, REIT) AL, 或 は 骨折 を 形成 せしめ 


ぎー 





F 下 に ある 家 建 に お ける が 如く に は , 粘液 肉 隆 を 形成 せしめ る 事 は 出 





隊 に 骨折 治療 の 須 延 , 共 性 秦 化 発現 等 の 対照 例 よ り 増 強 す る の は , あ 








Hr Be REIS D BE 下 に 移植 する 時 に お いて は , 








の まま 認め 得 て , 移植 片 の 周囲 に 強い 導 仁 論 化 を 発現 記し め る が 


=? Ls 
7, 


し め 得 な い 。 10 日 以上 経過 の 例 に あっ て は , Mr EBEN L 





に よっ て 置き 換え られ , 好 酸 球 の 多量 を 有する 結 締 織 ら る が 
と それ の 濾胞 様 集積 を 多量 に 認め , RGAROCMCROW ACB OM! 








共 の 実験 例 で は 1 ケ月 以上 , この まま の 状態 で と ど ま っ て , 全く 消失 する に は 至ら な い 。 私 共 


ッ fr 3 行 エク Jo 2,7. と 。、 ぇ や 
iD BZ ト へ 再 1 A 行っ だ か の, A 






RIL o た 移植 局所 を , さ ICRI 鳩 の ) FFL と 5 





‘tye 2 ーー Wes ites am = キュ 十 白 7 wns > tr 4: 177 ye > 
ij こ あ っ Ch ト 。 粘液 肉腫 を 形成 l ? RR IO 谷 に お い Cid; 再び lal EOF KA kD S| rl を 作 2 7 


> EE 


$ ぉ の と 洒 巴 球 , 好 | PER Ae Wet る 結 締 織 増 ? da し た 例 と が ある 。 Fl} 様 に uti MHz Ln Z RE 


HEIZ, [nlf ド ( の 像 を 得 7 fe cD, 終 に は 殆 ん ど Kai 局所 (ご 変化 を 認め 得 な \ ko に こ な To か か る 世 
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し て も る , 再び 粘液 肉腫 を 作り 得 な か っ た 。 











即ち 家 鳩 に 対し て は , 粘液 肉 性 の 主 成分 と し て の 紡 鍵 形 細胞 を , 家 鳩 に お ける が 知 くに は 増 
殖 せ し め 得 な か っ た が , 一 種 の 肉芽 性 炎 の 形式 を と - RISER, 結 el 
て 反応 性 に 局所 に 増加 せしめ 得 て , Le LEDS DICRGEAM Virus を 有 し て いた 事 は , 家 

DIE PN: > RT ES HIC X = も EA E 得 fs AL た 3 回 の 22 例 の i 








ERHREDNMERCKHU RA KD, 











Kite 0, 好 酸 球 。 結 締 織 の 増殖 が 多く , ENDOERITIMENCKOZEDEL CEL Ko 家 
ET: で は 27.396 (実験 22 PH 

ト 上 の 2 el 

その 組織 成分 並び に 生物 学 的 属 


ze  JsIEE N YE IM か に / Ky EY hifi y- Ns ーー リヤ 
KENIEDKREE, J, 1D ESEIND FERS j> に ! よ ぅ 





7 DATE ZAL hye reas m Ba ce = Sanita a ae aay el os L + Yrı 
る の が ちる が , WUC RISHRAM RAC, ENG re SEMI ORDA & 7s り , He 
> inh be 2 HT + に ZUR ET ET en ET, 
球 の 浸潤 , vA Bate EST: き の 増 強 を 来たす こ 1%; IR HF ドカ カ SH itt CA o> TRAG l ILKA CAD DD» 


= DBE Ae TUCH RT, これ を 所 調 異 種 動物 移植 の 成績 





扱っ て 未 た が , KEANE HK, 腫瘍 性 細胞 増殖 の ある 一 方, Virus 性 央 に 相当 
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任 反 応 が 加味 され て いる と 見 る 立場 か ら 観 察する 時 に は , © O RARBG BH L Chk 











の 肉芽 組織 は , 同じ く Virus に よっ た 特異 な 組織 の 発現 反応 で あ っ て , 単に 移植 を 不可 能 た 
らし め て いる も の で は な いと も る 思考 され る 。 困 代 加 を 観察 し た 今回 の 家 鳩 へ の 移植 実験 及び そ 


あな が ちこ れ を 定 し 去る こと は 出来 な い の で は な か ろう か 。 RK 






3 を し て 増殖 し 粘 流 化 を 形成 せしめ る 一 方 , HERERT ONO RS 
8g め 得る が , 家 仙 以外 の 鳥類 に あっ て は , 基 倫 反応 形式 が 強く 発現 し て , 編 縁 形 細胞 の 増殖 
を 換 起 する に 至ら な い の で あっ て , 両者 共に た だ 形 D% ERDADATHALLER: 
異種 族 鳥類 移植 の 場合 に 往々 有 牌 臓 の 腫 大 , RRO, 好 酸 球 の 増 多 を 認め る の も を た これ を 


+. £2 ki ー +» - J こと し イカ 7 
た 移植 動物 た る 家 半 に お いて は 認め られ な い の も る , 対象 と する こ 
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区 
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と が 出来 よう 。 私 共 が 家 鳴 に 家計 肉腫 組織 片 を 長計 間 試食 せしめ た 実験 の 際 に お いて も , 肝臓 








結 締 織 増 生 , 肝 細 胞 の 増生 を 認め た が , これ ま 





『 の 発現 で あっ て , REAM Virus 





Er 
rer Ni-Y fds ı SI Ab tn reich ia: エク — ar: = > = 
Za ERED SEH Ete o 特殊 な 病 PA} K Ls FIBIIIED Ke FH に お いて 


形式 を と る の で あっ て , 敢 て 直ちに 異種 族 島 類 





E と し て 発現 層 し め る 弄 
て 陰性 で あぁ る か ら と l mG. Be i 1% hi Virus の 感受 性 6 DA KIND Al, 


- 7eE JE iif mW ンー 


不可 を 決定 する 事 は 早計 で あり , 反応 形式 を か えて 現 わ る る 種族 の 差 で も り , KE 





お いて は 反応 せしめ 得 な いと 称す 可 き で あろ う 。 ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 
9° er た er A eS id ee ae つ 
120. 家 発 肉 風 の 各種 臓器 内 移 丁 に よる 組織 の 反 鷹 Ferm 
(名 古屋 大 学 医 学部 病理 学 
On the Reaction by Transplantation of Chicken Sarcoma Tissue into 
Several Organs. TANETAKA CHIBA 
FLILUESE REO AER ICB CHOL BHLITKEAN AM (名 大 千葉 系 ) の 生物 学 的 性 
大 に つい て 報告 し , 本 了 腫 瘍 は ウッ イール ス 性 風 瘍 と し て の 特徴 を 有する こと を 述べ た が , COW 
隆 系 統 は 現在 40 tht Bia CH x HET BAe RL Cl So 私 は 既に 昨年 度 の 本 学会 で 本 和 


EAT hh fink Cb, 皮下 移植 の 場合 と 全く 同様 の 粘液 肉腫 を 形成 する 事 を 実験 し 





た が , 今回 は 各種 職 器 内 に 同一 材料 の 同一 覧 を 接種 する こと に よる 腫瘍 の 形成 と 周囲 反応 
を 的 に 検索 し た 。 

ま 用 し た 家 得 肉 三 は 名 大 千葉 系 第 26 世代 並 に 第 38 世代 の 発育 の 極め て 時 選 な る 材 
] 食 塩水 乳剤 と し て , その 注 液 の 0.5cc を 健康 











料 を 選ん で , その 肉腫 の 一 片 を 劉 出 し , 48 
te BRB 10 例 に 腹 避 を 開い て 各々 肝臓 , P,P, RIK, 肺 臓 , 囚 丸 等 の 組織 内 に 注入 し 
て , 13 日 後 , 14 日 後 , 15 日 後に 必殺 し て 該 臓 器 内 の 腫瘍 形成 の 程度 を 検 し , 肝臓 に は 実験 10 
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例 中 6 例 , 腎臓 で は 2 例 中 2 例 , Erz 6 Bld 6 Fl, 肺 騰 で は 5 例 中 4 例 , SAL Cid 2 Hilt 
al, TREC 10 例 中 3 例 に 腫瘍 を 形成 し て いる の を 認め た 。 肉眼 的 に は 肝臓 に お いて は 注 
人 部 並 に 形成 芝 る 腫瘍 に 近接 し て 出血 が あり , 腫瘍 は 大 豆 大 , 小豆 大 , KEK, RABEL, 


3.40 
> エク 
1 a 77 
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成 し た る ゃ の が ある が , か か る 例 で は 肝臓 内 に も 侵入 増殖 を 見 る 。 F 
友 白 色 の 腫瘍 が 騰 組 織 内 に 形成 され て 
卒 の 表面 に 球状 の 米粒 大 の 遮 明 な る 腫瘍 
(KICE, 3 CHUA CK & 7 HAA を 








小豆 大 結 師 大 を な す 。 肺 騰 で は 助 膜 面 より 接種 し た 例 





い ぃ が, 尊 種 部 は や や 硬く 肺 組織 内 に 友和 白色 の 肉腫 





し た 例 で は 表面 に や や 不正 形 の 透明 な 米粒 大 の 結 飾 が 集合 し て 形成 され ,。 集 を っ - 


要 状 に 存在 する 。 時 丸 内 接種 例 に あっ て は 接種 側 





を その うち に 形成 し , 境界 は 明瞭 で ある 。 BMC CLR 豆 大 の 肉 聴 を 形成 し 所 々 





に 出 箇 を 見 る 例 と 有 臓 内 に 小豆 大 の 睡 瘍 を 形成 し , 周囲 の 組織 と 明らか な 境 : 








BALE ナミ En 7 陸 
* ド ノバ の つう や Na いす 和え し ゃ 月 


FE っ て この 周囲 に 米粒 大 の 結節 # と 人 ED Bil 








ieee t IF =f ie & > て 得 た ai 場 の 組織 ) Ar 見 LEW wi 








細胞 を : 休 と する が , こ 和 れ に 好 叶 WERE! HER Be BE る っ o 臓器 JB a] 





Ft 4 o> vI> 1 vas 
EAP HER LA いか >, 





AKD {di [A] D> 4 





BILD IA BO fice 





モッ ー 上 しき ロー ZS は エセ ケ i, 
tS a oe ea x IWAN N PRELERO 72 





TEERTZHEFROMN E, EHIME, LER 


EWC Do LAS 161 例 に あ っ CILIATE ICH KK 









pty tee 


ーー リーダ 








BR SL, 第 157 BIT IR & RATE TH, 





きき に 光世 球 の 集団 も 形 





C.F - 
Ari 


ーー メ hex 


ルー ity] 2 }- の だ)。 z お 本 本 うー よ ゃ 1 - Te u za» 
KAI AL て いる 。 R TRIS UN CQ & ARR 2? Hr 





ルー UN > す 2 me vrh 
W i? 0 Fl ) っ FL - 作 
られ た 在 し て いる 。 

SPECS Do PHAKIC FS E に 増殖 ずる 。 © ORBGIC 
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5 部 分 で は , FVELICIRRI CIPRO MEE LL, DL) DEN DTFTET 2 > 


接 す A) Tip 分 ~ Sr | 
BERECHNET EHEL CWO SBS, これ と 近接 する 組織 内 に は 特に 認 む る べき 変化 
は 壮 小 が 強く , 少し 許 り の 好 酸 球 を 認め る 程 許 で ある 。 ABBKOETEPMICS > 





> 





CN. 特に 認 む べき 変化 は な い が , や や 好 酸 球 の 増加 する 例 , HERD 


る 例 が あり , IERIE Lic yo 
許 内 移植 に 伴う 周囲 組織 の 反応 と し て , 若干 の 浴 選 球 浸潤 、 時 に 好 酸 球 の 






組織 の 中 に 発現 する 好 酸 球 と の 間 に は , 同一 意義 を 有 


1, JHE 


ー ァ ー に エエ fede ケ m か ン こ H - sp ro 2 
ぃ で な い 。 皮下 移植 の 例 に お ける , 発育 が 不良 の 場合 に は , PERMORBL 





に 7 J. fel F J—-ER Eas 
つ © Slime ER, AR TI> 

















ヒレ が っ さく > Tr y Heb: BAF Hr 7 x 
ia, SOR が 不良 な 騰 器 な の で ある が , IE と 行う と 特 突 な 反応 を 示 
I ati ァ ィ ki] > 7) Hr) > ¥ jr ee = 
4 | GH I TaAL ry V + a AZ > u > し 
od “7 fl; + foto ・ マ <i Tr. > a ア = 
iroanfr, TAPEROLAO hac BRT SO ULEAD 9 try 
; p22 ote の =e Se - a > 2 中 
Vs i 3 HR 2. FMA : 新 ら し く 得 
> =~ eh た た = ER BR ュー fy ~ € ba の OF sr 
た る ! f ヽ 腫 系 続 について, BROW 26 = な 2G, ii 26 Fo 








(AH Oi 2 SCBA BAA O FEW IK KO) 


ae + ーー ーー デコ PR 
- FF YLFDER 高橋 康之 助 
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The Glycogen and Its Significance of Yoshida Sarcoma Cells. 


KOUNOSUKE TAKAHASHI 























1] に お ける グリ コー ゲン に つい て 吉田 (1949) は | グリ コー ゲン の 存在 る 染色 的 
6 
に は 殆 ん ど 証明 し えな い 。」 と 述べ , PRINS (1951) は 若い 細胞 に : - る 絹 胞 
る 知見 を 得 た の で ここ に 報 符 する 。 
IK 後 時 間 を 追っ て 腹水 を 採取 し , HER 
Ds me 以下 「 グ 」 と 略す ) の 柴 色 を 行っ た 。 
PSH 2 IR AVIS し , 個体 に より 多少 の 差 Ant ws 
~6 9 9 >. ! ERAS LJ» 【 1 —48 
IF iS ‘ 9 べべ て の か ら [7] 柄 粒 は 消 KR 3 や っ 人 2 ‚Do 
HAB EIBDIDL [7] Ban, [7] Bi x ) 加 
する 。 現在 迄 の 染色 に お いて この [7] BH SEL RT LOI Sich. 
MLL O [7] PRCA LU CRNA IMA Ke 私 は 移植 当初 の 肉 弁 組 EF | 
始め , これ が 消失 する 迄 の 時 期 を 仮り に 「 グ 」 発 [7] 人 失 し 始め る B 
5 [71% な り 頃 に は 多く に 分 像 像 が み ら れ て くる 。 分 裂 中 の 細胞 に は 「 グ 」 Bi 
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有する も の も , FELKWEDOLED, [7] ERKHTZFAHNICHUTIR, その 前 , 























中 , 終期 の いずれ の 時 期 に お いて も 「 グ ] Bi EL, H [7] 頼 粒 の な い 場 合 と , そ 
DBI よ 殆 ん ど 差 異 が 認め られ な い 。 これら の 事実 に よる と EDS 
BUMS UCRAE 影響 が な いと も 考え られ る 。 BR ORAICZe b WERD HINTS ic fk 

[7 J 消失 し , 細胞 は 小形 と な る ぅ > これ は 「 グ 」 BAB RKOKDLOS Edit, FAR: 
相続 いて 繰り 返 え され る た め と 考え た 方 が よ か ろ う 。 

過 を 追っ て メチ ー ル 緑 ピ ロニ ン 染 色 . Frans, 酸 作 フォ ス フ ァ タ 

_ MIC LOR, ナチ 反応 等 を 行っ た が , LH DOMBX [7] OFT 
ょ うな 所 見 は 認め られ な い 。 EL [7] 頼 粒 の 発現 が 細胞 死 の 兆 師 で ある と する な ら ば 「 グ 」 








直後 に 変性 境 死 に 了 つ た 細胞 が 相当 数 存在 し な けれ ば な ら 汰 答 で ちあ る が , か か 






1 a; ge Fe HH だ) 2 ra! ite tots 2 
4) 4 re a す に て の Ald He if en 17 a の ) 革 積 を 
tn] + eee 
AN | こ 参 加 す る と ハ か つう っ 


























\ ま 
Ws tery Ws A PER 
IIEPNII VF MYRNA FA Rz RL, — 
+ = | = 2 
‘i V‘o ef 
© Eu 
7 ft & #7 ERS 
2 ] 17-77 | 
7 j : 明 回 | ] 
1 < + 区 3 > に ユー プ te te r on : 
日本 y の ) yet に し た 後に は 消失 する 。 ZEN (1951) は LY i Va ミ DAL 
, NY ) / が | マテ 日 つ ェ る ifr テ ビブ に 2 PR 
[ の 発 | は 外見 ト [ * | 発現 が 細胞 2 fis ) 3 2 
2 2 が | - x Br 
ry し の の > I % AW BEL 
HH し 処置 > ~ r ht 
| rei Ze 
(LALOR panes, ee 
A =4 ル 7 た [7 の ) と r] Do 
「 J oe 8 er 2 8 
= 4) Hl »} 2 >t? If = a ; 
CHEV SER ay ay im) a (KIRA と E で ある 。 し か る に 塗 洲 1 
3 エル ロ exe 
m rl | TEN BN 
) | fe SIL, = 
ZT 日 ー 4h 
> KEIL A et 
ee: Br: 
{Loa 
B Er 
本 は 本 リ の) か TC, 


ths 3 ィ Jo \ wr So? 2 = Liye Be ee FE と = Snes a Cae Hrn“ et wo 
ELTA DS RCOTHES IMCL, TOMB 7) B 





TUb2.ER ». HN > HF osiltshe v 内 no he っ - oe テッ 4 + hace 2k 4 . tape. 
DER SLATE ASUS a 吉田 肉腫 腹水 を 凝固 せしめ て それ を カル ノア 固定 を する と , [iE 
っ 7 な 2-2 ティ ッ ルー Het. o4 ER Sh = "a ki tT が 2 ruf ® ret! 
TOD tet AG HOSTED LP BAL, 双 遠 心 力 を 働か せ て , [7 る 事 が 出 














き 移動 が み ら れ る と いう 事 は , 「 グ 」] BRUORKETHTELTUO AD Tike g, 




















<*。 沖 胞 液 と は 異質 的 な も の で ある 証左 と も いえ よう 。 了 且つ 乾燥 固定 だ け で ナル ュ 
ー ル 固定 を し な く と る, 全く 同様 に 染色 され る 事 も , TOR BRR BL CHANT FE 
| ; DETTE D7oOG-FE AA.» 
滝川 等 (1951) は : ッ フ 染色 に より 液 反応 除 性 の 酸性 多糖 類 の 存在 を 報告 し て い 
Do 光一 (TF | の 無い 得 の 核 階 入 部 近く の 細胞 質 に 朋 く そま る 不鮮明 7 
LA's 必ず し る RD Like Biel > MER RIDE: Ch SHS 1 ENDETE 
じ て い る ji た する 傾向 が ある 。 TALIA RAC AAO FY — AAR EM CU Aap, 発現 
時 期 及 び 僅 か の 条件 に より 染色 され な か っ だり, 染色 され た だ りす ずる と いう 点 等 は ,。 TY-ıH 
粒 と 酷似 す の 末期 の 像 の 様 に 散乱 し た 像 が み られ ぬ 許 り で な く , こ 
oD Ha =] C, TY — NBR LILGIO LOL GAXER LM 350 
AMAA ORILS Ye fh (ASIC L CHAS o PRL し これ に リボ ヌ ク レ ア ブー ぞ (8 
が ー ) =} 
一 ) EUs と 考 





122. 吉田 肉腫 の 多 桜 細胞 に つい て EBER, As 明 
On the Multinucleate Cells in the Yoshida Sarcoma HARUO SATO, 
AKIRA ATSUMI (Depertment of Pathology, Tohoku Universit ,Se-dai) 


On the genesis and significance of multinucleate cells in various tissues disputes 
have been made for a long time. We observed their genesis under the phase- 
microscope and in smear preparations. Multinucleate cells have sometimes many 
nuclei, for instance, the Langhans’s giant cells. But in the Yoshida sarcoma bi- 
and trinucleate cells are the majority among the multinucleate cells, though those 
of more nuclei are not very rare. Their genesis is as follows: 

A) Genesis of binucleate cells. i) By phasemicroscopic obse vations we surely 
recognized in 5 cases the production of binucleate cells by cy.osomic re-fusion of 
once separated 2 daughter cells (Diagram 1). 

ii) Similarly, we actually observed in 2 cases their produc‘ion by interruption 
of cytosomic division in telophase (Diagram 2). 

iii) Although we could not surely recognize the production of binucleate cells 
by nuclear amitosis under the phasemicroscope, we often met with figures of 
direct nuclear division in smear preparations (Diagram 3). 

iv) As shown in Diagram 4, in smear preparations we may recognize a figure 
that a cell in tripolar division seems to be just dividing into 2 cell-bodies in spite 
of its complete karyokinesis into 3. 
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By phasemicroscopic observations we could 


i) 
truely recognize in one case the trinucleate cell formation by nuclear amitosis 


Genesis of trinucleate cells. 
Moreover, in smear preparations we often met with amitotic figures 


B) 


(Diagram 5). 
of nucleus which seemed to be dividing into 3 
These cells will be pro- 


production when a cellin the course of tripolar division accompanies no cytokinesis 


As indicated in Diagram 6, we believe the possibility of trinucleate cell 
i) 


11 ) 
in spite of complete karyokinesis into 3. 
Genesis of cells having more than 4 nuclei. 
duced by the disperision of chromosomes and their re-fusion into more than 4 


A cell in the course of more than 4 polar division may become a multinuc- 


C) 
groups in prophase or in metaphase. 
ii) 
leate cell when it has a complete karyokinesis, but has no cytokinesis. 
D) A large group of cells which somewhat resembles a multinucleate cell. 
Very rarely an abnormally giant group of cells which somewhat resembles a 
multinucleate cell is produced by cytosomic fusion of degenerated cells in which 
tumor cells or macrophages may be involved. 
On the mitosis of each nucleus of multinucleate cells. Each nucleus of 
The 


binucleate or rarely trinucleate cells is seen sometimes undergoirg mitosis 
prophase is overwhelmingly often found and accurate figures of metaphase, ana- 


ざし て 


phase and telophase are scarcely recognized. 

In our above phasemicroscopic observations we could never confirm that the 
binucleate cells produced by re-fusion were divided once more in two cells. 
Neither have we observed, in smear preparations, any figure of cytosomic division 
Moreover, multinucleate cells may hardly multiply by mitosis 

stages of the tumor 


of binucleate cells. 
of their each nucleus. In addition, they increase in the later 
growth. Therefore, it may be safe to say that they have rather a regressive 
ignificance and that they are produced by abnormal cell division. 
(RAFFHTRICKS 
Diagram 1 Bisucleate cell formation 
by re-fusion of once completely separated Diagram 2 By interruption of cytosomic 
daughter cells. divisio.. 

N : - / N ~ 
©-0-9-3-2-3-8-9-© 9-0 -8-8-9-0-€ 
VW (SOQ O & < “ One a eS 

Diagram 3 By nuclear amitosis. Diagram 4 By dividing into 2 cell-bodies 

in tripolar divisio 
ia / 
6-@-@-@-@ 9-0-9-9-@ 
nd N Pr US © 
Diagram 5 Trixucleate cell formation Diagram 6 By tripolar division without 
cell-body division. 
-@-@-@)-@ 
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牧野 佐 二 郎 , 中 原 AS 

Observations on Cell Division in Living Tumor Cells ef Ascites-Sarcomas 
of Rats. SAJIRO MAKINO, HIROSHI NAKAHARA 


Zoological I:stitute, Hokkaido University, Sapporo) 


The process of the division in living cancer cells, through from interphase to 
telophase in the same cells, was traced with a phase-contrast microscope, in both 
Yoshida sarcoma and MTK-I sarcoma. For observation, a small amount of the 
tumor ascites was droped on a cover-slip applying no medium. The cover-slip 
was inverted over a hollow-slide and sealed with liquid paraffin. The temperature 
was kept at 26°, 30° and 35°C with an electric warmer. The successive mitotic 
stages were recorded in serial potomiciographs taken at adequate intervals with 
the aid of a Leitz-Mikas. 

The mitotic events were continucusly observed from interphase to telophase, 
directing special attention to the change and movement of chromosomes and the 
behavior of the spindle, in order to consider the mechanisms involved and dis- 
tinguish between events particular to cancer cells and those common to normal 
cells. The duration of each mitotic phase was measured through the course of 
the division of the same cells, from prophase to metaphase. The duration of each 
phase decreases as the temperature rises. At the constant temperature, the dura- 
tion of the mitotic phases is longer in the cell of a laige dimension than in that 


of a small one. 


able 1. Time relatiocs in mitotic division. 





Temp. Diameter of cell Pro. Meta. Aza. Telo. Total 

MTK-I 2°C Wu 12min. min. Smwin. 95min. 104min. 
, 35°C 13 15 4 18 9] 
Yoshida 30°C 15—16 5) 5 3 155 
sarcoma 35°C 7 
















19 t ZI a + nr に 日 = 1 4% u . 
1A. TAA DH RATE FICE ST SUP, SEN Leaf 
体 藤 春 郎 , 熱海 A. 佐藤 SH. PHA 
fime Necessary for the Compleiicn of a Mitosis in the Yoshida Sarcoma Cell 
(Mathematically Estimated Value and Actually Measured Value). 
HARUO SATO, AKIRA ATSUMI, HIROSCHI SATOH, KYUYA NAKAMURA 
‘Department of Pethology, Tohoku University, Serdei 
In smear preparations of the Yoshida saicoma we find abundant mitotic figures, 
the maximum rate of them to total tumor cells being 5 to 67,. We attempted 
to know the time necessary for the completion of a mitosis and the mitosis cycle. 
At first, Atsumi estimated them mathematically. Afterwards we measured mitosis 

time actually by phasemicroscopic cbservation:. 


Mathematical Estimatien. 1) At every 24 hours after the transplantation the 


number of mitotic figures in 5000 cells in smear pieparations of the tumor ascites 
was calculated. This was continued until the death of cumer animals (5 cases) 
As vesults it was found that the percentage of mitosis begins to increase 





2 


the transplantation and arrives as indicated in Fig. 1 at the maximum on the 3id 


oi 4th day and then it continues decreasing 


Fig. 1. Chance of Percectage of Fis. 2. Change of the Number of Tumor 
Appearance of Mitosis after the Cells i 105 m3 Ascites after the 
Trarsplantatio: ansple-tatioz. 


a a | ; - 


Ders after ti traznsplatation. 


Lays after the trasplastation. 


2) According to the method of blood cell calculation, the number of tumor 
cells in 1mm® tumor ascites was counted every day after the transplantation 
until che death of <umor animals (5 cases). The results are indicated in Table 1 


and Fig 2. The actual number of tumor cells in the ascites increases remarkably 


in early stages and the increasing almost stops at later stages. 


3) It was confirmed that the percentage of mitosis to the total tumor cells is 
almost constant during one day (at least in the daytime). 
According to the results mentioned above the following approximate expres- 


2N2 
Vo 








Table 1. Mathematically Estimated Time of Mitosis ard Mitosis Cycle 


Tumor cell sumber The percentage of Mitosis time Mitosis cycle 
on the mitosis o+ the between the between the 
: 2nd 3rd 2 nd 3rd 
2 ad 3rd 4th 2rd 3rd 4 th eas = 
と ö and and and and 
3rd 4th 3rd 4th 
a day day day day day day day day day day 
Animals = 8 : と x : 
No 28) 1672 % % 
の 5.15 2.1 2 ans 
4032 103 103 62.4 16°3 
17:3 8).5 103 
4033 x 5.60 3.45 3.10 46’ 3’ 10°50’ 10°21” 
103 103 103 
121 3.8 
4024 X 4.15 33) 57’ 17°54 
103 1( 3 
51.3 166 351 
4101 x x 5.75 4.30 4.20 60.9 T4548" | 14210’, 1223212 
108 103 103 
105 225 
4102 x < 7.55 5.60 120° | 2)°50° 
: 103 
Remarks: |”—_| These data were unemploved on account of bleeding in the ascites or 


the smear preparations being badly stained. 
sion may be allowed: Q = P/ 14 A+B “ In actual calculation we think it is 
1 > 9 
eo 
better to employ the data in early stages (2nd to 4th day after the transplanta- 


tion). Then P is the number of tumor cells in 1mm? ascites on the 2nd or 31rd 


or 4th day after the transplantation. en = is the average percentage of mitosis 
between the 2nd and the 3rd day or between the 3rd and the 4th day. m 
indicates the average time of mitosis. The meaning of this expression is that P 

ee : と . A+B 
tumor cells will increase approximately to Q by increasing at the rate of „ 2 
every m during 24 hours. 

The estimated values of m are indicated in Table 2. The arithmetical average 
value of m is 65 minutes. 

The mitosis cycle was estimated as follews: Q-+Px2"T! In this approximate 
expression p is a resting period of nucleus, that is, a time that a daughter cell 
just constructed by mitosis requires to grow and then begin to multiply by mitosis. 
Then m+p is a time length of a mitosis cycle. Estimated values of m+p are 
shown in Table 2. The arithmetical average value of m+-p is about 16 hours 

Actual Measuring of the Mitosis Time. A droplet of tumor ascites of relatively 
early stage of tumor growth was put on a thin glass and lightly covered with a 
coverglass. All sides of the coverglass were sealed with melted paraffin and then 
the progress of mitosis was observed under the phasemicroscope placed in a box 


kept at about 37°C. 
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Table 


Phase 
: Prophase 
Cells 
A 5’-++X, 


Ren.arks: Re 
daughter cells. C 


n* 


‘og 
time of metaphase. 
telophase 


Table 3. 


Phases 


Prophase 


Animals 

No. 4003 
40C6 
4007 
4008 
4014 
4101 
4162 


Average Values 


Cases of attempted division. 
Cases remained divided. 
of the prophase to the moment when the observation was started. 
po 


Actually Measured Time of Each Phase of Mitosis 


Metaphase Araphase Telophase Total 
7°30” 9:10” 4°50" 36°30"? +-x, 
l’-+y, 1730” 28°30” 

11’+y, 2’ 21 

12’+-V3 11 24° 

9 3° 1 49' +-x, 

Ya 2 3’ A330’ +-x 


26’ 35”’ +-w, 
33°30”? +-w 

22’ +W; 
42°30" +w, 


6’ +z, 50710’ 
11’30”’ +-y, 230 32 


830” +-y; 4°30”? 
4°30” 3’ 31’ 
4°30” 


290"? 


32’10”’ 


DB: 
x 


Cases of re-fusion of once separated 


Unmeasured time from the begian- 


Y。: Unmeasured 


Unmeasured time of araphase. w,,: Unmeasured time of 


The Percentage of Appeararce of Each Phase of Mitosis in 


Smear Preparations 


Metaphase Anaphase Telophase 


22.94% 27.2825 3.81% 45.9425 


24.15 27.66 11.07 37.12 
27.43 29.02 5.07 39.48 
25.50 24.70 7.00 42.60 
26. 70 27.70 7.0 38.90 
26.66 23.15 3.51 46.68 u 


26.23 


44.10 


25.66 41.96 











It was impossible to catch the moment when a resting nucleus entered the pro- 
phase: However, we could actually measure in 5 cases complete courses of mitosis 
from a moment during prophase to the finish of telophase. Measured times were 
36.5, 45, 49, 49.5 and 55 minutes respectively, the average being 47 minutes. 
Therefore, the time necessary for the completion of a mitosis may be presented 
as 47+xX.: x. means the unmeasured time from the very beginning of the pro- 
phase to the moment when the observation was started. As is seen from compa- 
rison of Tables 2 and 3, the percentage of the 4 phases of mitcsis in smear pre- 
parations corresponds to the time which each phase needs for its completion, i.e., 
the longer a phase continues the oftener we meet with it in smear preparations. 
In this relation the prophase is one which is passed through in a relatively short 
time. Therefore, x, may not be estimated very large. It may be safe to say 
that the mitosis completes its entire course within about an hour. 
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125. PAWN 2 Zr FF —- Zn OH, Fie | “4 
Studies on the Golgi Apparatus of Yoshida Sarcoma especially on Ascites. 


TATSUO YASUDA, YORIO AMANO 


We の = 
YIKIT IVC 





202 x < し し クア る mg た ンー 3 a. ur J 2 1-7 
1898 年 に Golgi が 神経 細胞 に お いて , PDT] ち て 以来 JRA LTD 
と ー Ei 3 と 
f 1 3 - / の {if | is 3 
ン — 4 = > 4 , 
ci まで ご いや の 
eo a E ァ 2 STINE I > の 
= ze rı A や の > A= 7E (HGS SFL iu 


70-140 g 0111,22 匹 を 用 いて , PHAMOMK 0.1-0.2ce x iH 


AL, En oOhikeeyeizAz, Ramon Cajal 氏 法 。 及び Da Faub 氏 法 を 用 いて , A 


rye N : = ュ マ を ? Bey m? HL = LE ' -—-+—{ 
(S, BMP NCSULILS ZI ERSTEN, 殊 に 桜の 切れ 目 に 二 三 区 
> Y 9) m ト 来 ん | 
% : 7 EX の , ) | (IO OMPFICY He ET | 1 N し LD “0 
Jy al 5 Do 
ch Lat te? ; gan R と R Nt Pet : PAE de 
I, FHA, 3 の も る も の が 見 られ , アゾ ヅ ヴー ル ロ ゼ ッ 7 OD PEWS LE ES 似 


9 RE ae 
- い る 集 な 感じ の も 




















9 の っ Ts FEHR, H WE DIKE 5 ur K&L < く し 1 > 1 る > lo] 
- 期 に お ける ゴル デ ヂ デー 装置 の 所 見 は , 単 球 の それ と ら 以 て いる 様 に 思う 。 
期 に 人 る に 従っ て ,。 生 に 現われ る ー xX At yi 
ほな る も の が 多い 様 に 思 は 入る 。 
NZ FHANF-HEBITOU Tih, SBR: 5 
| 
| SaAw GH /F-RE 
| 
! 
& こと S 














a ng 

















Phosphatase 反応 を 試み , 


BAR Li A| 
x LLPHA TL 


OG 


ave 
いし 全品 PRA fre 


On the Cells of Chickensarcoma. 


染 抹 標本 及び 組織 切片 を 作り , その 夫々 に 


> 


Aint kin = Set 2 
A 肉 牌 細胞 内 に お け る, 


的 の 観察 を 試み た 。 
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PHS AY ME DAs vse 


De we: 


CHISATO YOKOYAMA 


Oxydase fds ie coin Alkaline 


ン 7 ~, 0) AF THE ya; + fe Ach St 
し の j ) 








SHR: Oxydase 反応 の 実施 に 除 し て は , 新潟 医大 病理 教室 小鳥 氏 の Oxy- 





dase 反応 の 改良 法 を 参照 し た 。? 


#518 





HERO Oe EEA ED, すばやく 空気 乾燥 し , Formalin 蒸気 及び Formalin- 





① 
に 4 
> 
ie) 
3 
oO 
ーー 
\ 
\ 
= 
& 
1 
SD 


MHEG Let. 両者 の 固定 





REST 両者 聞 に さ し て 成績 に ぉ 2 





履物 ガラ スト 上 に 1% a-Naphthol と 1% Dimethylparaphenylen- 


ChE CTR, 約 2 分間 作用 せしめ た 。 か くし て Oxydase 反応 を 行 











いて , その きき た に し た が , Oxydase の 存在 の 細胞 内 外 の 位置 の 分 絢 が 困難 で あぁ 
っ た の で , 0.5% Pyronin で 後 染 色 を し た っ 検 鏡 す る に 周辺 部 に お いて は , 
£ HAO Hix IS KE Teg (HVT, 或 は 一 側 性 に 認 zu: 








nl 7 [Oe ロゴ スナ きた 24 a 
ト 割 合 に 円 形 を 呈す る 大 き な 青 変 滴 状 物 が 認め られ た 。 I 





: 騰 沼 教 授 の [Oxydase の 研究 ] に ょ 


れ ば , Oxydase 反応 を 行う に 際 し , 脂肪 球 が 二 次 的 に 染色 せら れる こと の ある を 記述 せら れ 





脂肪 で ある と 所 そ 推 定 さ れる 。 Sudan III に ょ 





JOULE, BARR ROME AL. 腫瘍 の 周辺 部 





LOMO BSS, Sudan IT 可 染物 質 の 量 が 多く 滴 扶 を な し て いる の が 多 





- 思 は れ た っ 次 に Formalin 固定 に よる 肉 了 組 織 の 周辺 部 , 中 心 部 及び 培 死 部 の 夫々 を 凍 








結 切 片 と た 1 場合 と 同様 に Oxydase 反応 を 行っ た が 肉腫 細胞 の 殆 ん ど 絵 て に 青 
PED SRR SD Bilis 核 を 残し て 原形 質 全 体 に , RIED Aha ara 7 
或 る 部 で は 塗 抹 標 本 に 見 る 如く の 脂肪 球 と 推定 され る 大 き な 球 状 物 も 認め られ た が , BERN 

= われ た っ 次 に 辺 緑 部 を 中 心 部 及び 壊死 部 と の 関係 を 見 る に , R 








- Al » ーー 太后 っ ミタ ia 
大 体 数 =. cr Ein rohr 上 多 4 ’ 中 , DEB, ょ だ 





7 モ 。 EycHare) Zar 7 = j ee a 
3 る の AAR も それ に 比例 L て 全体 NO FR Tan Do El 


z41] \ =A = の or デリ | ; + HY 
D> られ る 所 に は , 5 





如く これ 等 青 変 果 中 の 或 る る の は 脂肪 球 も 混在 し て いる と 言 は ね ば な ら な い 。 Ad Sudan 
III 4c KAUITWIGEPIC HS CLARA & CHER ROE © APA CR ha 


> LHI BS BIRLA ETE LCL Seo なお, M/100 NaCN を 組織 切片 の : 








AK + BY et) 
みわ (こぅ iW Hye Sy 


] さ せ た 後 , Oxydase 反応 を 








土日 日 アーF 日 で っ ナブ | 9-3 en) > He ests 7 are x 5 as m 
EE 用 させ る と , Whee ET Ta くっ Kar ERBE I FE で は 未だ ここ 
な た = bby ) > ial aa cae Du es 
PRE LTW SDS, 全体 的 の 量 は 少く 同様 の 所 見 で も っ た の で , この 





時 に お いて 。 その 両者 に Sudan III に よる 染色 を 行 へ ば , 前 者 の 無 構造 た 青 変 部 , 更 死 部 の 
締 は 。 い づれ る 黄 赤 色 に 染色 せら れ た 。 次 に Oxydase 反応 の 二 試 業 を 混 じ て , 既に 自己 酸 


化 に より Indophenolblau の 合成 せら れ た 青色 液 を 作用 させ て 見 る に , 肉腫 細胞 内 に は 青 変 





い id の られ と I く ER CRD Er: あ る Di CH 3:2 Sea Alkaline Phosphatase 反応 に こつ つい 
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BAND JER HER LB DALS 辺 縁 部 の 新鮮 な 組織 片 及 びそ の 部 の 塗 抹 標 本 を 作り 


Formalin, Aceton, Alkohol 等 に よっ て 固定 し Gomori 氏 法 , て Phos- 





phatase 反応 の 有無 を 観察 し 下記 の 結果 を 得 た > 


組織 切 に ょ る Alkaline Phosphatase 準 抹 丁 本 に よる Alkalice Phosphatess 


ee et may 3 Phosphatase - ee Phosph っ tose 
定 法 及 び 切 片 の 種類 デブ I na 法 の 有無 


ZA LE DR ee 


ser) R ial ‚E 





Ea OME Ta 
Ok 


Formalin 蒸気 同定 
Paraffin (52°C) 


Formalia 固定 


Ag Jit) He 2 

un) Alkohol 固定 

Celloidia tj # 3 ar 
Aceton 同定 Celloidin i+ = 46 WERE 
Aceton-Alkohol [il3£ | Celloidix + # es Formalin-Alkohol 固定 


結語 : MED RBAMAMIGICIL, 緩徐 な が ら も NaCN の 作用 に ょ よって, FA 





減少 し て いる こと や , Hic Indophenolblau 合成 に よる 青色 液 を 作用 させ た 場合 





見 な い 所 より し て , Cytochrome C の 存在 に よる Oxydase 反応 


する と 共に , Sudan III 染色 に よっ て , 





ぶ 仔 在 





壊死 部 の いづ れ に お いて る ふ , 相当 量 の 脂肪 






及び 滴 状 物 の 共存 し て いる こと が 推 





され た 。 又 Alkaline Phsophatase に つい て は 


HACC, 未 固 定 , Formalin R&A 





定 , Alkohol 等 々 種々 の 固定 法 を 試み る に, 多少 
DEL OD, 編 鍵 形 細胞 の 原形 質 は 黄 福 色 を 呈し て お り ,。 組織 切片 に お いて は Formalin fal 
凍結 切 訂 に お いて , Phosphatase 反応 の 陽性 を 記 め る こと が 出来 た 


iz i—9 


Levert i> 5 LT. Ze BE - u 2 \ 
(PARE TICK £ SH) 


127. HHO WUT NBES (452 AH) 西本 Fra AU 猛 
(大 阪 大 学 微生物 内 研究 所 附属 爾 院 ) 
Statistical Observation on Cancer Patient MINORU NISHIMOTO, 
NARAZI TERASHITA, TAKESHI YOSHIKAWA 





私 共 は 昭和 21 年 4 月 より 昭和 27 年 1 月 に 玉 る 聞 に , 当 病 院 の 外来 , 
1377 例 と , その 中 で 比較 的 詳細 に 家族 膝 , 既往 病歴 を 誕 査 し 得 た 692 例 の う 記録 を 根拠 と し て 
痛 の 統計 的 観察 を 企 て 次 の 如き 小 括 を 得 7 

1) 遺伝 関係 に つい て (第 1 表 及 び 第 2 表 ) 親子 の 聞 に お ける 遺伝 関係 は 同一 臓器 開 遺 伝 4.8 
%, 同系 臓器 聞 遺 伝 1.422, 準 系 及び 近接 臓器 開 遺 伝 2.02, 計 8.22 で も る が , NEED 
税 何 れ か が 租 癌 者 で も っ た も の は 16.2%, 同一 家系 三 親 統 内 の 容 冶 者 28.022, HRI 23.4 
2 で あっ た eo 如 ち 所 詩 異 所 的 遺伝 を 含め て その 範囲 を 拡大 すれ ば , 家族 的 或 は 家系 的 素因 と い 
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上 BE 
5 BE Be 
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5 Fe 

7 る 














2 I» ん ハ fet nA» 7 F 7 ba ps 
し Bei TE 5 ty 7 し we 伯父 ば 7’ i ba OE IN FRE 
/ 1 の 4 5 y 9 QO に 1 ワ 
U 1 と + 4 = 0 13 32.8 il 4.9 
>? Q ‘ + ‘ 
692 18 > 5 28 3 2 194 28.0 152 23.4 











7 
の 
の 
LE 
7 
U) 
BL at, 2 >. 7 ts } 
い 。 徹夫 Rew > し る も の は 方 と 
Lt? 
(は 
4 
カ i 
4 
2 a 数 #E FE Ri Ee AR Ht tet Br AcE RPE i 
3 © £ 5 BER 
183 167 16 3.7% 1.6 
66 52 14 21.2 3.9 
Ei 23 22 ーー ies 1, 
3 4 ay 4 or 94 
: 14 10 r 20.0 ook 
っ = 
" 12 10 2 16.7 5.4 


ft 9 6 3 33.3 2.3 
o m 1 の に 
S { 1 12,5 1.0 


me 2 の 


Ib; bt り 3 


© 
cS 
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en 
QQ 
- 
JI 


=> 


1 6.3 3.1 
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13.3% 4.6 








関係 (第 4 表 ) 子宮 癌 は 経 産婦 に , ANHIEB ED [ED 





法則 は また 過 ゆ る 場合 に 適用 せら れる が , 性 別に 依る 差異 も 相当 顕著 で あり , 男 




















一 致す る 所 で は あっ た が , 外陰 部 冶 , En, TH, 


ELC, SAME KA LHS THD, EA, FINN, 


頻度 は 年 令 の 進む と 共に 増加 する と 





vy yer Wey 
O SE aN a 


wee, 更に 6822 が 46 歳 よ り 65 歳 の 問 に 発癌 
* ま 計 で は 34.222 が 41 歳 よ り 50 RE, 更に 65% が 41 歳 よ り 55 ROM 
tx 10 年 の 差異 を 見 る 。 特に 子宮 坊 に お いて は 70% 以上 が 36 RED 


MICH Tit 5922 が 36 歳 よ り 50 歳 の 聞 に 発生 し , その 発癌 平均 年 齢 は 


Ante Sts LL tte ye m 
EHEN 32732 2/ sf 7 


FAM LBED DOMME DS, 男性 





る 事 は , 女性 の 性 的 活動 能力 が 男性 の それ に 比 し て 著しく 


Bs 


52, 内 分 泌 殊 に 性 モル モン の 影響 する 所 誠に 大 な る を 思 ほ に しめる 。 





に 依っ て : に 特徴 附け られ る 所 で ある か ら 。 そそ の} 


4 4 10.22, 胃痛 9.490, THA 9.02, MEDEA 7.922, 食 


En (第 8 表 略 ) 平均 し て 最短 2 月 , Ik 





第 9 表 ko と の 関 係 






























































平均 45 月 で あり , これ は 一 に 自覚 症状 の 軽重 に 因 る 。 

6) 発 交 職 器 と 性 と の 関係 (第 9 表 ) ORK, 局 桃 腺 韻 (共に 100%), 喉頭 癌 (9322), 耳 
FRE (924), 肝臓 韻 (89%), 食道 冶 (852) は 男子 に お いて 圧倒 的 多数 を 占め , FLA (100%), 
HI 5 (100%), 生殖 器 冶 (96.72%) が 女子 に お いて 絶対 的 多数 を 示し て いる 。 MHODBALND 
PRCA LIL, 或 は 女子 に 好 発 する か は 発 痛 の 原 困 が 不明 で ある 限り 早急 に 解明 され 得 べ く $# 
な な 子 に お いて 生殖 器 系 或 は 関連 有職 器 に 好 発 し , 且つ 甲状腺 拘 も ベ モ ドウ 氏 病 が 女子 に 
WOE TARE & Het, 内 分 泌 が 腫瘍 と 密接 な 関係 に ある 事 を 如 実 に 下す も の と 考え られ る 。 

7 生 部 位 的 関係 (第 10 表 ) 第 10 表 に 掲げ た 如く 舌 癌 (80%), FL (67%), 

(602 LAPIS, EBK SSE (65) は 右側 に 好 発 し て いる 。 
第 10 表 7 fr ay Ag 

Hr Re ke PF 2 

140 47 33 93 67 

ト 147 58 40 39 60 

if 129 25 20 104 80 

MR 34 22 65 12 35 

128. EP EN OA PEICIOST OME er. AB 
Clinical Studies on the Treatment of Malignant Growih. 
YOSHIYUKI KOYAMA, YUZO TAKEMASA 

ロジ ェ ン スタ ター ド (HN) 治療 を 行っ た お 11 例 で 肺癌 5 例 , FA 
3B, A 及び 慢性 る 。 HN2 は 1 回 量 5 Se 

H 4 it LC (Ari 20 mg) 1 7 例 で 明 に 有効 で 
eal 腹水 等 の 減少 , 全身 状態 の 改善 を 見 た 。 胸膜 疾 を 1 ORTE 
HN2 5mg を 胸腔 内 に 注入 せ る に 第 3 ABT EDER OR, Tee, 会 身 状態 の 改善 
Mark! ) 著 明 な 遅延 を 見 た 。 副作用 は > 2 a thy 次 で Er, IE 
ey dy aa 

HN2 E44 EAR GRD CASSEL 1-3 RR ょ っ た 。 白血球 の 減少 と 
時 - 計 する 治療 効果 は 平行 する と いわ れる が 我 え の 例 で も 減少 率 8022 以上 の 2 例 で は 

TO ERAT ERE 











50mg で 連続 5 日 聞 使 用 1 







250 mg) 1 





129. Nitrogen mustard N-oxide (Nitromin の 実験 的 研究 (第 1 江 
田坂 定 孝 , 富 坦 入 十 一 . SRS. AMA. AP 新 田 実 協 、 土屋 =, 

KF AW AR EB 9 (千葉 天主 医 学 
Experimental Studies on Nitrogen-mustard N-oxide. 


YASOICHI TOMIZUKA, SHIGETOMO SHIKAMA, TSUNEHISA OMI, 
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と 4 
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SADATAKA 





YUTAKA KAZATO, JITSUO NITTA, YUTAKA TSUCHIYA, 
AKIRA OTANI, MITSUGI UCHIYAMA, TSUTOMU TAMAKI 


iT BREE ICR LC 4 FR Nitrogen mustard 
mustard N oxide (リド MBAO) を | 情 果 糖 肉腫 GHIRA) CSL, SOR Jay 
10-15gr OPEN H Az BHI L, Phi, Fey 


Bi kh Dil #5 IE EST 


| MBAO nt: &- 244 & Feulgen 反応 こ 依 


Fri-phenyl tetrad chlorid FT.P.T,), ZH TAB し た 。 体 洲 に つい て は 別 
So (1) 移植 後日 数 引 , 移植 後 3.5, 9 日 月 より それ ぞ れ Tris (f-Chloro- 


ethyl -amine (J X Tris) 及び MBAO を 投与 し , MOBO MIMICS Dc EH 


BEI: っ (2) Beez Tris 及び MBAO を 比較 し た が Tris PEt AR 
4~7 Hic cepizgec Uta, MBAO Fete Ela 
25-34 日 の 生存 日 数 を 示し , 対照 に 比 し 延長 し て いる 。 Self Tris, MBAO 


FFIR: im ziHFEL, Tris は MBAO ょ より その 穏 度 が 強い 。 (3 

| Tris は ー 可 0.01 mg 及び 0.005mg. MBAO は 0.1mg 及び 0.05mg を それ ぞ れ 度 下 
及び 内 に 4 4 Hiller? Lt, Tris は 0.005mg で は 腫瘍 の 発育 に 対し 軽度 の 抑制 効 
rf 


死亡 し , 0.01 mg TRASH IRA AT AS 4 A 


県 を 示し た が , 次 第 に 衰弱 し , 7 日 


な 例 死 亡 し た 。 MBAO は 0.05 mg 


$+ 


っ ら ロイ 人 7 カ 、 alien Y 
oh VIER HiT 2) 


oy 

(‘ 
+ 
Oe 

“ 








v> ' 


Eve 0.1 mg で は 前 者 よ 1 *v よ 上 
Le LSA HIN HR 
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„A H aller MAR と 
- し 『 A ~ ae an N プ 
To ree» 2 = を ve rine Ihe ye > eLttrz ー 
内 注入 例 で は 縮 少 する 例 が 多く , 一 般 に RP 
o 
(1) AM 4, EET チイ Ka Sf fic = ¢ HB 
re ce 人 例 で ト り 更に # ト \ | 
> 1 we. 1 
fj 4 > っ (2) HH 1 ト \ be 
DEE BL Vera の こも も ; 
hey or r - RK 
RS 3 の っ い i 
CLARITA & Ze D PRED O HEED HH ^ 
mpm mprn he 97 201 ニン] Si, te, PACH 4 
PT 反 TPT 液 る eek Hiv, MBAO 
= EN の 8 
) 3 2 ni at til し ー 
> 人 は 削ぐ な る 。 
の : BERN 3 5 P 
1 Ke rie 中 等 量 及 び 大 MBAO ご : < i 
= * a 4 rit See See eb A " 
My | ol a "IL LOA ye MBAO { 
24 u. 


及び 0.01mg で は 15-30 


0.005 mg 
. PN Fri 


2 3 
4 Th vr. u nn 
> に 月 i 1 リ = ) WIA UX T ibe 
A cz Sr SR ) { ) 
に 減少 する 。 (2) Feulgen 反応 本 反応 i © Desoxy-ribo 
ド DNA) の Vv tS T Ac, Harz MBAO ic & b hears DNA I: ff! 
a4 構造 は 1) と 同様 に 時 FLA RARE Le A(T 
4 ) 4 ] 
に み 【 っ 
t ) 事 性 Tris if; 


hy 


MBAO は その | に 
nn: さる TPT 


3 J 
73 MBAO の 作用 ら に , 体内 注 人 人 
化 > 時 早 色 反応 の 1 844 Cig So 
























HERE: Ai WIRE kD AE, 
Cb OMS 2 FES x Sic 


:* あ る の で , BHR WM firs 
を 用 いて も 防げ ぬか ら 単 純 な 








CH OOMpsH Fe ( 度 下 移植 ) の 平均 寿命 は 約 20 日 で ある が , 
故に 薬物 を ょ た 腫瘍 動物 の 寿命 は する と と に より 効果 の 判定 ( 生 





常に 同一 の 株 より 移 西 され た 誠 て いる 。 
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SRI nes, 腫 場 の 大 き さ も 大 体 同 様 な も の を 用 い ぃ 数 多く の 対照 動物 を 用 い 





DRAM: 私 の 場合 , 今 ま で 200 匹 以上 に 移 征 し て j ぉ り ま す ぷ が:。 全て に 陽性 で あり ,。 HOG 








て ね おり ませ ん 。 従っ て 移植 後 1 週 断 以内 で 同一 株 より 累代 移 和 西 を し た も の 
に つい て の る 。 騨 揚 に 対す る 治療 効果 の 判定 は を 合せ ので, 可 及 交 同 - 一 条件 の 
2 に L 7 = Er し て ある 


130. Nitrogen mustard を 使用 し た 肺 臓 癌 の 6 例 suet 
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(Hi Oh MT JS pg e VS Fr) 


6 Cases of Pulmonary Cancer, Treated with Nitrogen-mustard. 


SEKIZI MIYAZIMA 


AED AAR 21 年 9 月 に 再建 され て か ら 昨 26 4E 10 ) で に 当 科 に 入院 加療 さ 





Enz 10 例 で も っ た が , その 中 Nitrogen mustard (Methyl-bis-(#-chloroethyl)-amine 


hydrochloride) (N.M. と 略す ) を 使用 し た の は 6 例 ( 男 5。 女 1) で ちっ た 。 


1 例 (U.C. 53 歳 *) は 昭和 21 Er Ben, Rex KH 





5mg 宛 7 回 注射 を うけ , 次 で と 線 照 妹 を 3200r うけ た 。 NM. で 治 
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ce ) 7 は * つ / こ @ TE 


2 ml (T.G. 68 5°) RAE 26 4A 1 月 より 手足 し びれ 感 , 関節 痛 , 時 ぇ 胸痛 が あっ た 。 


GHA DMI, EE, 大 声 が 現われ , 7 月 より 胸 反 増 加 , Met. 入院 来 N.M. に より 
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> © 
wv 
と 診断 さ 
5 f L T 2 ん 4 L ‘ ARE 
し た 。 AGED ı Gf N.M 略 々 併 施し , f 1200r 完了 後 は と 





AIO 1800r つづ けた が 邊 壊 折 の 症状 が 現われ た た め 中 止 し た 。 その 後 次 第 に 肺 壊 下 の 
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131. Wr XA。 物質 (N.M.O.) ZU CHAE LE AR PER IE 


v Baas 3 AA] 村上 和 充 , 橋本 典 秋 , 田代 正道 (RE 本 た 学 医 学部 寄 生 Lee ES 
A Dissected Case of Lymphosarcomaiosis Treated by XA-2. KAZUNORI 
MURAKAMI, NORIAKI HASHIMOTO, MASAMICHI TASHIRO 

















42 His, 及び ) は 特記 す 可 き ) 
こっ 
ite i OBE HEL 5S > Ht, TAF BR? 
wirt, M37 KRONOS ae’ 
MUAICIRIEX tot, ARICA ikea, この た め , Nitrogen- 
mustard - る 所 , 第 3 日 目 
Eo 一 般 状態 $ 好 技 し た 
HERO | 及び 一 般 状態 の 悪化 を 
co ES, 投与 1 HH 6 日 日 よ り 皮 膚 着色 。 BPEL CIRC, Hi 
j DO SERIE BRISA] れこ っ RHE LR 1 
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ショ マチ ン に 富み 核 構造 は 余り 明か で な い 。 As SILER E VAAL に 達する も の 
2 これ fg) oe 4 ち て 多い x, Pizae97)J: ) ‚Al 
)o >» BID. Kels j KR Tin Sir (LOD, 1 
Fre | ws 7 は さっ AR fi ) 出 i STEN ‘9 格子 fa] > a Ar 
2: ee 休 イ NN Va さん gp ェ ッ 9 いる 。 A] NEO) A i] 
侵入 は 余 iL wo MEOMLE DAIL Alt & Pw SM 72 de Do 
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vo, RIM LMI L, HARNIERKERO ER AZ ID ZZ ANZ. 著しく 硬く 不 


あり て , HIHNEHRROK HER ERROR ER FELL THOS, これ 


WHC IED ti OH 





は 全体 と し て 塊状 を な し 硬く 。 特に 大 き な 血 管 の 分 布 , 出血 。 色素 沈着 等 は な い 。 





五 共 頸 部 新生 物 の 小さ く 且 つ 克 白 黄 色 丈 部 の 少 い も の で ある 。 Hirt, SER 
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の 増加 も 著しい 。 Eis 
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Sa Wir 2A PM - オ <・F ビ ュー >» + £F slr ı 
Oe EPLADOAMN 本 (に お いて は 多少 と 





臓器 に は , XA, (N.M.O.) ici HH Apr 
XA, (N.M.O.) の 使用 量 は 適当 で あっ た と 考え 





132. 吉田 肉 風 白 和 の 生存 期間 と 所 請 各 種 化学 疲 法 議 と の 関係 
滝川 清治 , BARB, 猿橋 よし 子 (ern 
Survival Time of Yoshida Sarcoma Rats Treated with Various Chemotherapeutic 
Agents. SEIJI TAKIKAWA, SHUNICHIRO YOSHIDA, 
YOSHIKO SARUHASHI 


中 制作 用 を 認め た X Miles (200r100 gm) 及び aminopterine 


0.003 mg 100 gm), colchicine (0.075 mg 100 gm), urethane (4 mg 100 gm), nitrogen 
mustard (HN,) (0.02 mg 100 gm), vinylketon (0.07 mg 100 gm) Orit, }f¥8PF ecko 


HN, 使用 例 に 贅 明 な 生 A ( 延長 を 見 た の で EB ANERZAHHEN ED HN, ETE ZT > T 
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Ik 0.05 cc 














m ++ 
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Mick 0.01, 0.02, 0.03 mg 

















0.5 cc な し 。 40~60 BIR 内 に 注入 し 維 量 1.8, 1.2, 0.6 mg に 及 ん だ 。 
体重 は 一 詩 策 IS ODS, を 下痢 の 発 3 は 減 
と た どり 。 治療 する も の は 3 述 移 西 詩 の 体 
10 日 目 位 に 腹水 中 に ス il 4 
9 を ER + 
‘> 
u > : か っ た 。 25 日 以上 生存 し た 死亡 例 の 大 者 
Mid J. た 7 = fi 7 エロ テ ー ィ ー 
I ae : av 0 Zr Oe ~ - HO) Zorter rN 7 さ 
> = Yin i し ama hi \! 7) $73 ae. Lee. DIE AS att, 
1 ni > テ ミ £ TE ココ に } > 
an, | | ; 3 ae. D> Hy 7} り 。 x 7 
レ て いた だ 。 [4 る に 計 を は じ CM AMD SB; AL’. 
f t> 1 ¢¢. Vs 77 14 Coy ゼア f Q 
un NER ER ec, 1 14 PLO RAE 4 11.8 日 に 
1 18 目 : Ki? ト 44.45 治療 , その 死亡 例 の 平均 生存 日 数 30.2 
9 ) ) 18.5: 生か ur 2 = ) FE zy E. 存 4 25 1 日 2 fe % an 
HARZ = 1] ) A203 8 OA. z ) は それ 
1212) D PEATE (ROE b Cy CAL BK OGUEILAMS A Ri 
o 3.150 | DEAL T EX IUNDOTAHERTOLEMDSGE Kr Di 
i , rite 48 RE ALAS NE] fy Geisse N. C. & A. Kirschbaum 
> pre-proliferative periode に ある - 思 は れる 。 
2 ii) ba KPRAICO & と 行っ て みた 。 50 ) Fi ji 22 匹 を 
HN, 0.03 mg を に 最長 18 レ た 結果 。: | ) う 如何 を 




















133. Nitrogen-mustard N-oxide MBAO) の 吉田 肉腫 に 対す る 
VA RRC OVC 梶原 EEE 





On the Minimal Effective Dose of Nitrogen Mustard N-oxide (MBAO) on 
the Yoshida Sarcoma. KYO KAZIWARA, KOKICHI KOBAYASHI 


The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo; and the Dept. 


of Pethology, Tohoku University, Sendai) 


It was reported that a single dose of 1.0—2.0mg of MBAO is some times suf- 
ficient for durable inhibition of the Yoshida sarcoma intraperitoneally trans- 
planted. It is of interest from the therapeutic point of view to determine the 
minimal effective does of this substance. 

Effects of single injections of 7507, 5007, 2507, 1007, 507, 107, 5y and 17 per 100g 
body weight upon the Yoshida sarcoma animals were examined. For the judge- 
ment of effects the following two points were taken into considaration: (I) Life 
days of animals: if greater number of tested animals survive about 502, over the 
average life days (12 days) of untreated tumor animals, the dose in this concerned 
experiment may be said to be able to prolong the life days. (2) Cytological 
changes of tumor cells: The typical changes of tumor cells after injection of 
this substance were recently reported. They are: I) decrease in the number of 
mitosis within first 24 hours, 2) striking changes in chromosomes in 48—72 hours, 
3) appearance of enormously large tumor cells, and later degeneration of these 
cells. 

Results are indicated in Table 1. The injections of 7507 as well as 5007 of this 
substance have surely the inhibiting effect but those of 57 and iy no effect. It is 
noteworthy that notwithstanding definite cytological response to 1007, the life 
days of animals is not prolonged by this dose. The minimal effective dose may 
be, therefore, 2507 一 5007. Since the maximum tolerated dose (M.T.D.) of this 


rs 


substance is 3.0mg, this minimal effective dose corresponds to 1/6—1 12 of MM. Tt. 
D , and the minimal dose to produce typical cytological changes is 1/30—1/60 M. 
TD. 

Further an examination of effect in vitro was performed by Kaziwara. As 
indicated in Table 2, 360,000 tumor cells suspended in 0.5cc. of saline-solution 
was mixed with various doses of MBAO dissolved in saline solution, and each 
mixture was transplanted into the abdominal cavity of two rats. Two control 
animals that were inoculated with the same numbers of tumor cells died of tumor 
invasion within 10 days. Smaller doses than 3.17 could not prolong the life days, 
nor cause cytological changes of tumor cells that grew in the animals after trans- 
plantation, while 1007 of the substance could prolong the life days and cause the 


microscopical changes. 
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Reference: Ishidate, M., Kobayashi, K., Sakurai, Y., Sato, H., & Yoshida, T. 
Experimental studies on chemotherapy of malignant growth employing Yoshida 
sarcoma animals. Proc. J. Acad. 27 (8), 1951 


Table 1 Mirimal effective dose of MPAO in vivo 








it ーー 
De a 2 3 
モロ +: ” ざ SS E 
ae gee Life days of Animals = & & 
ン で aS 3 ££: er 
> > Oo 
Zs Ö 
750 7 1 2 60, 24 + “x 


t 


5007 1 6 50, 24, 22, 22, 18, 16 > H = 

2307 1 2 18,14 H 

1007 1(2)* 10 #5413, 13, 13, 12, 12, 14, *14, #21, *16* Ht 
1 8 #2%, #5418 13, 12,12, 12, 10 + 

wr 3 6 12, 12, 12, 12, 11,8 as : 
1 2 18,#*10 a ov 
1 


2 15, 10 po 


Notes: 1.—: The animals recovered completely from the turror。 and are living now. 

2. Underlined life days irdicate prolongation of 5022 over the averege life days 
of untreated animals. 

3. *: Ia these animals the number of injections are two. 
4°": This animal was reinjected with 5007 of the substance 48 hours after the 
first injection of 57. 

5.***: All these animals were transplanted again after more than 60 days and 
there occurred complete regression without any treatment. 


Table 2 Minimal effective dose in vitro 





F of a € 5 Prolongation Cytological aye 
os 1R / > AVS Animals = ae” sa = Effects 
Dose of MBAO Is Life days of Animal of Life days changes C 
1( 7 = “>, 20 
23.07 2 20, 18 " 
te * う oy 1 
12.57 2 23: 12 
6 7 2 16, 1 ) 
7 2 i 8 
67 ら 10。 6 
0.8) 2 1S, fi 
0. 47 2 14, 12 
0.23 2 li, 
( ; 2 12 11 
Control Z LU, 1( 
Notes: 1. Each dose was mixed with 850,000 tumor cells in vitro. 


>The animals recovered completely from the tumor acd livise row. 





134. Nitrogen Mustard N-oxide MBAO) HH My "hic 
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Details of Inhibiting Effect of the Nitrogen Mustard N-oxide (MBAO) 





upon the Yoshida Sarcoma. KOKICHI KOBAYASHI 


Nitrogen Mustard (N.M) &U-2 O28 SAU O FH STECKT TFT AH 


j 5 He it, 1) Methyl-bis (3-chloroethyl)-amine と Tris-(5-chlo- 
roethyl)-amine + STI! PAH Ud TEHET が 。 TESTE } 
A > 2) NM ) ) 
= を っ oe Ste are は 


N.M に つい て 同 撲 が 述べ られ て いる 。 そ 
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5 FAR HH IR A l じ 
27, 1951 の Han 52] ie PR 
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] いら at 1 12 { ‘FL, fe 14.4 9% 
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- 15 { 5 | 
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Nitrogen Mustard N-oxide - 一 回 注射 後に な ける 
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Inhibiting Effects cf Various Compounds upon Small Number of Yoshida 


Sarcoma Cells. KAZUYOSHI KANZAKI 
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18 fil, 更に 全 実 験 中 の その 他 の 事故 死 8 AE AU. ARMOKHEIK, これ 迄 の 我々 の 教 
3 結果 最適 量 , 或 は 最大 耐 量 に 近い 量 で ある 。 成績 は 別表 に 一 括 し て 
i ki a 

rn % CGH [A] RG ; 
1G 100 500 1900 1 万 10% 100% 10007 

ン 300mg 1 3/5 05 0/3 

PAO ee 60mg 1 1,5 05 0,3 

4 OF fe 60mg 1 1,5 05 0,3 

Eee > 0.05mg 1 5/5 3,5 0,5 

ン 150mg 1 5/5 05 

f ER img 1 5,5 05 


Ss 2mg 1 05 05 


A, Ue 2mg 3 5/5 15 05 5 
と F に 0.02mg 3 55 10/10 35 05 05 
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3 中 に この 占 に 注意 1 : 100 万 個 の 移 西 で は , ら こ 沿 療 


- い こと は 略 え 確 宏 で ある 。 1000 万 個 以上 に つい て : ま 今回 の 
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On the Inhibitory Effect of Nitrogen-mustard N-oxide (MBAO) unon 


u 


Subeutaresus Solid Tumors of the Yoshida Sarcoma. KYO KAZIWARA 


c 


Among the numevous related compounds of Nitvogen-mustard, its N-oxide deri- 
vatives, espicially methyl-bis-(7-chloroethyl)-amine oxide hydrochloride (MBAO) 
was reported by T. Yoshida, M. Ishidate and others as interesting for its lower 
toxicity and greater inhibitory effect upon neoplastic growths. (Proc. J. Acad. 
Tokyo, 27(8), 1951 In this series of experiments I took charge of examining its 
effect upon the Yoshida sarcoma subcutaneously implanted and presenting hypode- 
rmic solid tumcıs, in comparison with the reported effects upon the ascitic form 
of this tumor. The substance was supplied from Dr. Y. Sakurai of the Jatrochemi- 


cal Institute of Pharmacological Research Foundaticn. 





Methods of experiments: I inoculated hypodermically with the syri 
of the Yoshida sarcoma ascites on the right side of back of albino rats of non- 
pure strain. When the subcutaneous tumor grafts had grown for 4-7 days and 
ained a size of about 10x10x5 mm, the substance was subcutaneously injected 
in the other side of the back. The compound was dissolved in saline solution and 
the dose injected was 1-2 mg in a single treatment, which was repeated 2-5 times 
eveiy other day, and therefore the total does reached 4-10 mg. After the treat- 
ment the solid tumors were measured every day in three dimensions. In another 


series of experiments histological changes brought by this substance were also 
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examined in the sections of the nodules that were extirpated at various interval 
after the injection. 
Results: As a control experiment 43 rats were implanted with the tumor on 


タタ 


their backs. 40 animals of them “took” the tumor, and 3 did not “take”. 
Their life days are presented in the Table; about 907; of them died within 3 
days and on an average 17.3 

Animals that were treated with this substance were 42 in all. In 21 of them (5022 ) 
the tumors regressed completely, each of them being observed over 60 days. 9 rats 
died of emaciation with manifest decrease of body weights. The remaining 12 rats 
which were not cured completely of the tumors indicated the prolongation of life 
days, as showed in the Table, the average survival period being 26.2 days, about 
10 days longer than that of the untreated. It is worthy to mention that a single 
dose of 2.0 mg is sufficient for this regression. Moreover it is pointed out that the 
intraperitoneal or intravenous application of this substances bring about the same 
effects as that of subcutaneous injection. It is remarkable that in the case of 
recidivation of the tumors which have once regressed by the administration of 
MBAO, the relapsed ones also respond io the second treatment as clearly as before. 
I have observed the effectivity of the second injection in 2 cases and the process 
was showed in the Figure. 

Histological changes were observed in the sections that were stained with hae- 
matoxylin-eosin. The subcutaneous solid tumor was removed from the animal at 
24 or 48 hours after the treatment and the section was made from various parts 
of that tumor. The control solid tumor of the well grown Yoshida sarcoma 
presents itself under the microscope typical features of round cell sarcoma. In 
the tumors treated necrosis as well as hemorrhage are striking, and the enormously 
large tumor cells, often multinucleated, which always appear after the intraperito- 
neal application, can be also often seen. Abnormal mitotic figures, even if not so 
often as in ascites, are also found in these sections. Therefore the basic cytolo- 
gical changes brought about by this substance in the subcutaneous solid tumor are 
confirmed to be the same as that of intraperitoneally implanted tumor, but they 
seem to present somewhat modified appearance in tissue as follows. The compact 
histological aspect of tumor infiltration becomes a little loose, when the enormously 
large tumor cells begin to appear, and as they degenerate fibrocytes and monocytes 
belonging to the connective tissues invade between the tumor cells, and each of 
the large degenerated tumor cells is surrounded solitarily by them in the connec- 
tive tissues, then falls into necrosis. 

Summary: The inhibitory effect of MBAO upon solid tumors of the Yoshida 
Sarcoma was examined, and the substance was found to be strikingly effective 
upon them, accompained with the cytological changes of the tumor cells which 
were principally the same as those of the ascites tumor cells. 
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Figure. Effect of MBAO Table. Life days of rats with 
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作用 後 の Vitamin C 量 の 変化 に つい て 柴田 正 衛 , 柴田 義 衛 
KR, Br =F) 


The Change of Vitamin C Content of Yoshida Sarcoma due to X-ray 


Irradiation and Nitroger-mustard. MASAE SIBATA, YOSIE SIBATA 
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で あり ます 。 KTABoLKi3 日 値 で 初期 の 8022 も 減少 し て いま FRIST 
で は 。 僅か に 減少 する が , 3 日 値 で は 著 明 に 減少 し て 90% も 減少 し て いま を す 。 し か も N.M. 
2.0mg, 3.0 mg, 4.0mg で は 著 明 に V.C. の 減少 あり , 局所 と の も の に は 壊死 な ども 認め ま 
せん 。 肝 , Back V.C. の 減少 は ある が , そん な に 減少 は し ませ ん 。 HE, 骨 に も V.C. 

と えな い 。 MIA, MIC LMA. 


- より 皮 上 下 肉腫 の 腫瘍 内 に 直接 N.M. を 注入 す る 方 法 は 適量 な ら ば 肉腫 は 著 明 に 縮 少 


1 
T 


する と 共に V.C も 1/10 に も 減少 し て 来 ま す 。 そ の 副作用 と し て 局所 の 壊死 を 恐れ られ て い 
で は 認 む べき 壊死 も な く , LEW OMY V.C. 学 的 に みれ ば 大 し た 和 傷 





宣 7 fe 4 ab A /vo z tL aL, N. M. D Wey’ JA Eh: AEN AICS FB 可 能 た ーー ど 法 x ¥: 2 と Be 


138. NERITFDZHRE (OS 1 AO ARE, AUG), Ka 

(千葉 大 学 医学 部 

Studies on Tumortemperature. SADATAKA TASAKA, MITSUGI 
UCHIYAMA, SHIGETOMO SHIKAMA 








一 新 面 を 観察 せん と し て 種々 の 薬物 を 





ぃ 未だ 交 献 に 見 さる 成 柄 を 得 た の で 今回 は その 一 部 を 簡 常に 報告 する 。 
3) 体重 914 g の 廿 日 尿 に 滝沢 系 廿 日 展 果糖 肉 隆 これ 等 





- Nitrogen mustard N-oxide, Adrenalin 及び Pseudomonas fluorescens Hrn 
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日 或 得度 迄 快復 し 再び 除 々 に 下降 する が , LORD PREAE DO KILL HERR 
(Il) Adrenalin 投与 圭 の 場合 健常 廿 日 選 に お いて 種々 の 量 を 以 て Adrenalin を 投与 し 
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#21, Prokg 0.4mg に て 著 明 に 発 





TEL, 各 群 ど ご と に 移植 後 第 3 日 , 第 5 日 , 第 8 日 及び 第 10 日 の 順に Adrenalin Pro kg 
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場合 の 各部 体温 上 昇 は 健常 廿 日 必 に 比 し て も 極め 
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139. Nitrogen-mustard N-oxide (MBAO) の 腹水 肝 冶 に 


対す る 抑 市 効 洲 佐藤 春 郎 , 有 路 知彦 , 梶原 
On Inhibitory Effects of Nitrogen Mustard N-oxide (MBAO)* upon the Ascites 
Hepatoma. HARUO SATO, TOMOHIKO ARUJI, KYO KAZIWARA 
(Dept. of Pathology, Tohoku University, Sendai, & Medical Institute 


of Sasaki Foundation, Tokyo) 


After establishing remarkable inhibiting effects of MBAO upon the Yoshida 
sarcoma’, effects of this substance upon the ascites hepatoma”) was examined. 
Experiments were performed after the formula of our screening test employing 
ascites-tumor animals”. Details of the experiments are indicated in Table 1. 

In a group of single dose experiment of 5 tumor animals, each received 1.0— 
2.0mg. of MBAO intraperitoneally. One of them was completely cured of tumor, 
while in two their survival days were definitely prolonged. 

So far in 16 animals intraperitoneal injections of 1.0—2.0mg_ were repeated, 
each animal receiving 4—9 injections. Total dose reached 4—10 mg. 6 out of 16 
(3824) have recovered from the disease. In the remainders evident prolongation 
of the survival days (30 days in average) was obtained, i. e., they lived 23—43 
days after the transplantation, while the average survival days of untreated tumor 
animals is 17 days. 

It is notable that the same cytological changes described as typical cytological 
effects of MBAO upon Yoshida sarcoma cells were also observed in the cells of 
the ascites hepatoma. Main findings are: (1) remarkable decrease in number of 
mitosis within 48 hours after the injection, (2) abnormal mitotic figures in 48—96 
hours, i. e., scattering of lacerated chromosomes, coagulation of chromosomes, 
interruption of mitosis, etc., (3) appearance of enormously large tumor cells 
(polyploidy) and later degeneration of these cells. 

The cytological changes are observed at first only in those cells forming the 
“‘pair’’ or smaller colonies of cells (“ island ’”’ of the ascites hepatoma”) and later 
the changes extend to those of the larger islands. 

It may be emphasized that MBAO is definitely effective upon the tumor cell 
of epithelial origin, the hepatoma, as well as that of mesenchymal origin, the 
Yoshida sarcoma. In this connection it may be added that Sato, one of the 
authors, has recently confirmed the same effect of MBAO ina case of human 
ovarial carcinoma which presented ascites containing unusually large number of 


free carcinoma cells 





MBAO: methyl-bis-(:-chloroethyl)-amine-N-oxide hydrochloride 





336 





Table 1 Result of the inhibitory experiments by nitrogen mustard N-oxide (MBAO) 
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Experimental studies on chemotherapy of malignant growth employing Yo- 
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M, et al. Experimental studies on chemotherapy of malignant growth using 
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140. 文 貢 中 の 或 種 駒 耳 止 物質 中 の 不明 有効 因子 に 関す る 一 新 條 説 
BRE 

A New Hypothesis Concerning Unknown Active Agents of Certain Cancer- 

Inhibiting Substance Reported in the Literature TETSUO FUKUSHIMA 


(co Mr. Kiguchi, 4. Nishikuboshiroyama-cho, Shiba, Minato-ku, Tokyo) 


Last year (Gann 42, 144) the author proposed the possibility of mucopolysaccha- 
rides (M. P.s) with amino sugar being cancer remedy. With the suspicion that 
the unknown active agents of some of the cancer-inhibiting substances reported 
in the literature might be M. P.s (very often in the form of glycoprotein), the 
following cancer-inhibitors as well as other growth-inhibitors (omitted here) have 
been surveyed and the following new hypothesis carefully constructed in order to 
explain the major part of the facts described in the literature concerned. Because 
of the restriction of space only the conclusion is presented without any detailed 
explanation or discussion. 

Cancer-Inhibitors Surveyed: List (J) effective by parenteral administration (1) 
Chondroitin sulphate, R. Oestreich. (2) Umbilical Cord-POU, T. Ishihara. (3) 
Egg White-POU, do. (4) Cancer Tissue X (X=extract), S. Okada; Cancer-Tissue 
Autolysate, various authors. (5) Placenta X, Murphy & Sturm. (6) Embryoskin 
X, do. (7) Mammary gland X, do. (8) Chicken Tumor X, do. (9) Spleen X, R. 
Lewisohn, etc. (10) Connective Tissue X, Morton & Beers; H.S. Bhker. List (IT) 
effective by oral administration: (1) Umbilical Cord-POU. (2) Egg White-POU. (3) 
Egg White, du Vigaeaud. (4) Egg Yolk X, S. Ugami. (5) Liver Powder, W. 
Nakahara. (6) Blood Powder, do. List (III) Inhibitors whose active agents are 
supposed to be other than M. P.s with amino sugar; (1) Beans-POU, T. Ishihara. 
(2) Brown Rice-POU, do. (3) Yeast X, R. Lewisohn. (4) Polished Rice X, do. (5) 
Pearled Barley X, do. (6) Wheat, Barley feeding. (7) Injection of living Yeast, 
G. H. Jacubson. (8) Yeast feeding, K. Sugiura. (9) Malt X, T. B. Heaton. (10) 
Autolysate and hydrolysate of heart muscle, A. H. Roffo. (11) Glycogen, Ball, 
Amano & Ito, etc. (12) Starch, Chambers & Grand. (13) Gum Arabic, Hassel- 
green. (14) Liver, X, A. Brues et al. (15) Unsaturated Fatty Acids, O. M. Hel- 





338 











T mer. (16) Hydrogenated Coconut Oil, Miller, Kline et al. 
es The New Hypothesis: (1) The material tissues of the inhibitors in Lists I and 
id II contain or seem to contain M. P.s with amino sugar in relatively large amounts, 
ji, and those in List I contain or seem to contain therewith the depolymerases of the 
es corresponding M.P.s. (2) At least a part of the active agents of any one of the 
te inhibitors in List I and II is a M.P. or M.P.s with amino sugar. (3) In order 
ne that these M.P.s can be most active by parenteral route (List I), they must be 
5 depolymerized beforehand principally by the depolymerases co-existent in the 
material or by those present in the body after injected, into “ suitably ’’ small 
molecules so as to be able to penetrate the cancer cell membrane. ‘Too far de- 
graded molecules and also too large ones unable to enter the cell will be ineffective 
or insafficiently effective. The range of the effective molecular size is conceivably 
very narrow. The determination and preparation of the molecules of the most 
“suitable ’’ size, though perhaps not easy, must be the center of the future study. 
(4) The necessary conditions that the M.P.s in List II can be effective by oral 
route, lie not in their molecular size, but rather in their concentrations in the 
material ingested, in the degree of easiness with which they are digested and 
a- resolbed in the digestive tract, and perhaps also in the degree of readiness with 
at which they are re-synthesized into M.P.s of ‘‘suitable’’ molecular size after 
od resolbed. (5) The Mode of Action: In the more acid medium of the cancer cell, 
16 containing less enzyme reserves than normal cells, acid M.P., as negatively charged 
ve colloids or semi-colloids, will co-precipitate or chemically combine with biologically 
to essential proteins, especially enzyme proteins of the cancer cell, thereby interfering 
” with their biological functions. (Neutral M.P.s with amino sugar may also be 
od able to combine chemically with proteins). Too far degraded M.P.s have not 
this capacity. The experiment of H. Terayama and T. Yamaha that negatively 
0 charged colloids in general inhibit in vitro the activity of catalase (tested as an 
ツ example of enzymes) affords the basis for this hypothesis. (6) If this reasoning 
の be correct, it might be expected that certain other negatively changed colloids or 
: related compounds other than M.P. with amino sugar (for example, M.P.s with 
“ no amino sugar but with uronic acid; phosphoric, sulphuric or other esters of 
certain polysaccharides : uncleic acid ; desamino uncleic acid : thyminic acid ; desa- 
mino protein; phytinic acid; associated molecules of certain fatty acids, etc.) 
would also be worth being investigated as cancer- and growth-inhibitors. For this 
. purpose the conditions described under (3) and (4) must also here be fulfilled. The 
ti active agents of any one of the inhibitors in List III may at least in part belong 
e to this category. (7) Surveying the literature on the action of hyaluronidase on 
SN cancer (Duran-Reynals, Seifter & Warren etc.), one finds also here some evidence 
1 that “suitably "degraded hyaluronic acid can act cancer-inhibiting. The tumor 
1- regression in erysipelas infection could be interpreted similary. These facts to- 
1- gether with the hypothesis described under (3) suggest that one of the phy- 
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siological signficances of hyaluronidase may be that it produces a kind of cancer- 







or generally growth-inhibiting substances by depolymerizing hyaluronic acid. Ac- 
cordingly, the decrease of both or anyone of hyaluronic acid and hyaluronidase may 
be associated with cancer development. Thesame may be said about certain other 
kinds of polysaccharides and their corresponding depolymerases. 

It is believed that many other reports concerning cancer-and growth-inhibiting 
substances (omitted here) are explanable by this hypothesis. The most recent 
report of F. Duran-Reynals that hyaluronic acid inactivates the vaccine virus and 
the Russian encephalitis virus, seems to be in complete harmony with the present 
hypothesis; it is conceivable that hyaluronic acid, if suitably depolymerized, may 
inactivate also the virus in the cell. 

To test the validity of the above hypothesis, purely speculative at present, 


animal experiment is now in progress. 
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On the Irfluence of Ultrasonic Wave on the Yoshida Sarcoma Cell. 
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Rt, 1000 Volt の 成績 は 作用 前 の 細 






















Ai, 一 般 に 健全 な 細胞 が 存在 する 時 に 限 HEC, BIRO ADAGE (2300 Volt, 30 5 
・ - お いて は 移 西 不能 で ある と いう こと が 出来 る 。 1600 Volt, 30 秒 及 び 1 分 で 
ES が ある こと は , 同時 

. 見 出来 る 事実 か ら 
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142. ‚hit Hemangioblastoma の 6 例 s¢a1—, 植林 幸明, 渡辺 政 三 
外科 学 教室 , 日 赤 新潟 支部 長岡 病院 ) 


6 Cases of Hemangioblastomas of the Cerebellum. GOICHI IWAKI, 
KOMEI UEKI, MASAZO WATANABE 
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BEHSERM6FÄMBAEISFHET, 死亡 例 で は 全 経 過 5 ヶ 月 と 2 年 で ある 。 臨床 
的 症状 を 見 る と , 眼底 に は 定 8 め る も の は 1 例 も な く , LHR LB 
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An Autopsy Case of Malignant Endothelioma of the Menings. 


NORIO MATSUOKA, RYO SHINOZUKA, KYOICHI YONEDA 
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組織 学 的 所 見 : 右脳 底 側 頭 部 下面 の 球状 腫 場 は 大 小形 態 種 え 々 な 腫瘍 細胞 群 が 比較 的 少な い 


Fe 


BZ 


RT KD ERURIK RH SAL CWS AGAMA OAL SFE TB 3. 即ち 内 形 , 
円 1A D fai Bic ets 形質 境界 の 不 明 Bic # MDS = gt ME? FIT FE ie ER L, 比較 的 単 4G = rt x LA SIR 





i DB PHC AML SO RRO EIS ROK DO HP, 長 円 形 , 境界 鋭利 は 空隙 腔 を 形 
成す る 傾向 が 着 し い 。 腔 の 中 に は 淡 青 乃至 湊 赤色 の 無 構造 乃至 微細 塵 表 状 洛 固 物 を 容れ て いる 。 
形成 の 著 明 な 腫瘍 実質 鳥 別に お いて は 腫 揚 を 示し , BER 
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DHE TDAo か か る 部 位 に お い て 網 眼 壁 を 形成 する 腫瘍 細胞 の 密度 は 種々 で あっ て , COW 
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配 す る も る の は , 肺 臓 に お ける 多数 の 転移 業 に + 


原発 幅 場 に 比 す れ ば 著しく な く , 腫瘍 細胞 の 退 形成 が 著 明 で ある 。 
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14. JFROY vice ei LA Aa YF T-—LO—Pl 
PER Mi 
Menirgioma with Metastasis to Liver and Lymph Nodes. TAKESHI SHOZAWA 


(Dopt. of Pathology, Tokyo University) 


Recently a case of meningioma with metastasis to the liver and abdominal and 
PER lymph nodes was seen by me. In a review of the literature I was 
able to find that this condition had been reported only 11 times previously, (Table 
I.) and never before from Japan. I am reporting this case because of its rarity. 

Case report: The patient was a 35 years old female. Her present illness began 
with epileptic seizures on Feburary 1950. These continued and she developed 
headache, visual disturbances, nausea and vomiting. Intracranial neoplasm was 
diagnosed and on March 30, 1951, she was operated. At surgery a meningioma 
involving the flax cerbri was found. It was so located that complete removal was 
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not accomplished. Histological examination revealed that the tumour was type 6 
of Cushings, sarcomatous menigioma. Post-operatively the patient did poorly with 
recurrence of epilepsy and, subsequently, motor aphasia and hemiplegia of the 
right side. On 25 September she was reoperated, but she died about 6 months 
after the first operation. 

Autopsy: The autospy was performed 2 hours after the death. Brain (1400 gr.). 
An arched scar after craniotomy located on the left frontal part with the defect 
of the dura mater and the skull (6 by 7 cm.). Many fibrous adhesions were observed 
between the dura mater and the skull. There was a 8 by 6 by 6cm. sized mass of 
firm greyish white partially operated tumour tissue, swelling up in the skull 
defect, beneath the scar, and it infiltrated to scalp. On its section surface, the 
tumour with areas of hemorrhage and necrosis displaced the left frontal lobe, 
invaded in the right hemisphere involving the falx cerebri, and was surrounded 
by encephalomalacia. The lateral ventricle deformed at the front small and at 
the behind large. 

Liver (1440 gr.) ; On section surface, the hilus hepatis of the right lobe was 
involved with a 4 by 3 by 3 cm. sized tumour mass which extended radiately 
nodulously in the convex, and which had a similar gross appearance to the menin- 
geal tumour mass found in the brain. Another part of the liver was seen slightly 
icteric. Another metastasis; Two lymph nodes with pea-sized metastasis were 
found, one in the hepatic and the other in the mediastinal chains. 

Microscopical Examination; The parent tumour was relatively vascular, and 
composed of the bundles of cells running in various directions. The cell was elon- 
gated with large oval nucleus containing a large oval eosinophilic nucleolus. Mito- 
tic figure numerous. Bielschowsky staining revealed a network of fine fibres of 
reticulin produced by the cells of the tumour. The tumour cells infiltrated Vir- 
chow-Robin’s spaces and produced fine fibres of reticulin and intravascular thrombi 
of tumour cells were seen. 

The cellular pattern of metastatic lesions was identical with that described for 


the parent tumour. Even in the central region of the metastasis the atrophic 






liver cells were observed, and at the periphery of the metastasis, the tumour 





cells infiltrated in sinusoid. Portal radicles were seen to contain tumour cell 





thrombi in some areas. 





Schistosomal granulomata were seen in the liver and ova of the parasite were 






seen beneath the mucosa of the ileum and colon. Areas of bronchopnemonia 





were seen in the lungs. Remainder of the organs were grossly not remarkable. 






Summary: A case of meningioma with metastases to the adbominal and medias 





tinal lymph nodes is presented. The tumour was a sarcomatous meningioma 






(Cushing’s Type 6), which is assumed to originate from the anterior falx cerebri. 





Schistomosomiasis of the liver was also found at autopsy. 








Table 1. 


Reporter Histolegical type Metastasis 

Klebs fibroblastom lungs. 

Lindner fibroblastoma urinary bladder 
Cushing, 

Eosenhardt fibrcblastoma lung. right side. 

Jurow fibroblastoma lung. 

Russel, Sachs fibrcblastoma lung, pleura, abdomiral 


lymph nodes, lumbal 


lymph redes. 


Hamblett fibroblastoma liver. 

Russel, Sachs fibrosarcoma l. lung, liver, mediastinum 
3 fibrosarcoma pleura 

Promdt spindelcellsercoma liver. 

Foot melanoma lung. 

Fhmark melanoma ? 
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Two Autopsy-cases of Metastatic Braintumors. ICHIRO MOMOI, 
KOMEI UEKI, OTSUO KUBOTA 
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り , 8 月 下旬 本 学 中 田 外 科 に 入院 し た 。 ABER ALARM CAL EREHRTIEEF 


不全 麻理 , 知覚 麻痺, 起立 不能 , 左 顔面 下 半 の 運動 麻理 あり , 舌 は 右 偏 し , 
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LVEDD So 脳 星 瘍 の 診断 の も と に 9 月 始め 開頭 術 を 施行 , 


切除 と 減 眉 の み を 行い 手術 を 終っ た 。 FORM Md D 81 年 1 月 死亡 せる も の で あ 


事項 : 大 脳 の 右 半球 は 膨大 レ て 左側 を 圧迫 し 腫瘍 は 前 中 心 狗 転 を 中 心 と し て 右 側 頭 


を だ に あり ,。 人 硬 脳 膜 で 被 わ れれ それ と 密 に 疹 閉 レ し て いる 。 脳 底 に 異常 な た い 。 唯 両 後頭 葉 極 間 の 鎌 状 





過 の 前 頭 斬 面 で 腫 場 は 最大 の 拡 り を 示し 和 切 卵 大 
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液 を 含ん で いる 。 KNTEBBE, ROEM DEM CH So REEL IN LAT ICH 
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現われ た 。 91 年 4 月 右 視力 減退 し 始め , 7 AHA OH RMD, 9 AM 





FE り 始 る シ fei bb LH 1-2 回 数 十分 | 財 に 及び , LOBE b 4 aT za, 10 
EAL. KHAN RAS る 著しく 低下 し 9 月 下旬 中 田 外 科 に 入院 レ た 。 





人 院 時 所 見 > 電 者 は 検査 に 協力 せ ず 不明 の 点 多 し 。 右 上路 孔 の 対 光 反 射 消 失 , ZUR 
一 般 に 低下 , BEE 
の た め 不 可能 で あっ た 。 10 fifi 
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# 坦 は 全 り に 小さ く , 麻 痩 や 脳 正 上 昇 を 説明 出来 


A) + u 
“は 神経 の 








な か つた 。 左右 場 を 多 出 し て 手術 を 終っ た が 術 後 血圧 低下 レ 一 般 汰 態 悪 化し 数 日 で 死亡 し た 。 
RR I 月 幽門 の 大 船 都 に 手掌 大 の 中 央 が 噴火 日 状 を 早 し た 濱 瘍 性 の 風 瘍 増殖 あ 

制 古 で は 大 部 分 騰 汰 を 呈し レ て いる 。 な お 近接 リン バ 節 並 に 後 腹膜 リ ン バ 節 に 転移 を 認め る 。 租 

a よし て いる (BBM I EN EOS EN BA: 








REES EARTH AT IH 2 ケ BA, ANE, 脳 底 並 に 春 





it CBT AED An BALD 5 両側 革 及 び 閣 面 神経 基 始 部 に は 結節 の 形成 は 認め 
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られ な い が , 右 三 又 神 経基 始 部 は 小指 頭 大 に 便 く 触れ 后 節 化し て いる 。 FARE ANIC IS SE 
に 江 脳 膜 は 潮 夢 性 に 冶 細 胞 の 浸潤 を 示し 癌 性 膳 膜 類 と も いう べき 所 見 で ある 。 人 硬 胸膜 の 結節 は 
硬 性 坊 像 を 示 レ , 三叉 神経 東 間 に も 著 明 な 浸潤 が ある 。 な お 心臓 卵 円 孔 は 示 指 遂 避 大 に 開 存 し 


本 例 は 胃癌 が 原発 で 脳 に 転移 る る の で ある こと は その 組織 学 的 所 見 より も 明か で ある が , 





転移 汗 が 見 出さ れ な いこ と か ら す れ ば これ は 開 存 せる 心臓 卵 円 孔 を 通過 し て 直 接 脳 を 侵 朋 


し た も の と 思わ れる 。 著しい 脳 圧 元 進 は 軟 脳 店 に 証明 され た 源 


He DEINER - HE? hE Bir 
TE DANN FE ¢ BARE 
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146. Ari RED RAN DIE CAME ORSINI L LT 
浜中 徹 太郎, 金田 光雄 OKRA AE ERS, 
General Aspects of So-called Tuberkuloma of the Brain. 


TETSUTARO HAMANAKA, MITSUO KANEDA 


臨床 的 に 頭蓋 内 腔 狭 塗 徴候 を 早 す る 広義 の 脳腫瘍 即 脳 隆 交 の 一 員 と し て , 肉 工種 と り わ け 結 
枝 結 節 と ゴム 腫 は 軽視 出来 な い 対 象 で ある が , 外国 に あっ て は いづ れる も 撤 影 消 然 と る に た ら た な 
ぃ 出現 を 示す に 反し , 味 し い 哉 本 邦 に あっ て は ゴ ュ ぇ 腫 ほ いざ 知ら ず 結 桜 結節 (以下 便宜 上 結核 
MLBRTS) は 人 く べき 比率 を も っ て 真 の 脳腫瘍 を 模 條 する 。 Cushing は 2000 Flo RE 


zu 


場 中 僅か に 45 BIEID 22% OFFI HE DiciED, Olivecrona は 1,128 例 中 19 例 即 ち 
1.7%, Elsberg は 757 例 中 9 PR 1.2%, Tönnis は 570 例 中 7 例 即 ち 1.25, Gogel 
は 540 例 中 6 例 , Danis は 342 例 中 4 例 と かぞえ る に すぎ な い 。 し か る に 膝 演 の 臨床 締 計 
は 593 例 中 708], 即ち 10.3% の 比率 と いう 大 た な る ひら き で ある 。 そ の よっ て 来る 所 以 の も の 
は 遼 き に ある の で な く 恐 らく 本 邦 の 結核 弓 叫 雪 の 整 し さ に 求め あら る べき で あろ う 。 余 等 は 過去 
15 年 間 の 結核 割 検 側 を 土台 に し て 脳 結 核 腫 に 関す る 知 
思う 5。 ちな み に こ の 研究 は 脳腫瘍 の 部 分 問題 と し て 取扱 

5 隔 床 的 に 脳 睡 瘍 領域 に 属す る も の で は な く , その 人 為 に 


SANIT RS LO Ae 





es 


= を 区 り HT の ) 局 人 





が 例え ば infratentoriell の 如く 肌 圧 症候 或 は 局所 症 REID kn ¢ 
RIMS, 脳腫瘍 症状 を 示す も の の 他 に , RERPRRE LC, BRR PETES SBR Ric 
隊 蔽 され , 或 は 脳炎 の 不定 の 症状 を 伴っ て 出現 する 。 ま づ 最 初 に 検査 材料 に 関す る 基礎 的 成績 


> Faphhy + wee ァ 


を か いつ まん で 総括 的 に の ぶ 同 時 に 簡単 な 考 接 を ここ ろ み た い 。 別表 に 示す 如く 





RARER 457 例 中 有 i 結 核 腫 は 21 例 認 め ら れ 4.522 の 比率 を 物語 る 。 185 年 の 34 例 中 
4 例 が 最も 多く , 1933 年 の 42 例 中 0 例 が 最も 少く , 概ね 20 例 に 1 POA CHES CM 
HiT So 年 齢 と 性 中 に つい て : 最 若 年 者 は 8 ケ月, 最 老 年 者 は 51 歳 で も や る が , 2 例 を 除き 
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BUGLE D tka, 線維 芽 細 胞 の 活動 は 勿論 は る か に 劣る 








い 。 7 共 侍 器質 化 は 乾 酷 化 の 激烈 さ の 為 か ゆる や か に 進 > 2 
AWGCIs CHL, 従 つ て 外 接 する 脳 組織 の 崩壊 は むし ろ 』 く よ り 


FL, 





147. JAMEPEB EX AEA 2 Recklinghausen IND Pi 米沢 高明 


(金沢 大 学 医 学 FIT) 


A Case of von Recklinghausen’s Disease Which Assumed the Shape of 
Sarcoma. TAKAAKI YONEZAWA 
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NE, 項 部 , AHS, Bazar 
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3) ANNE SAR ERK. 4) SRE Sy 


MG 6) 肝臓 講 血 及び 末 柄 性 脂肪 沈着 。 7) 








プー た ーー 時 et ere ナー ky ーー Hi: 78% LEI er 
- = fi} | = Nil | 











| 順 部 , Fr CR, Tai, ADP RREO SAIC HEL, 『 は 相対 す 
) ise Vs Thy WE を EL Ay {til fi ARE & 7 本 ド を (よう に いこ ・ ) JOU ZS | rl a 
) 申 隆起 , REPEL A TH Lae 4 ER ZS DAP ERIT LES ZB NG LS HEEND 

走行 に , LATA IME BEBO MLLER LO BIC LL CIRC Fe LC 

hl (LO EEE RER AWC Bo IMAP RABE & NG IRC RIIGISHEC ACY 118 SY a 





MAM dL, 大 さ は 梅 実 大 乃至 手 省 大 , BCL ARICA OR RO MERA ED OM 
た 小 様 々 な 章 胞 を 形成 し , JEL SILI DSS CMC HD AM COS 符 糞 胞 向 に は 


Bee, 同色 東峰 血 を 容れ て いる 。 





erst ME DF 

















7 seit) 


N le EY DS BB IK RICE L, 或 る 部 は 粗 の 排列 た と とり, FICIAL AHS. 細胞 成分 


こ 富む 部 に お いて は 核 は 渦 状 或 は 帯状 排列 を とり, RE, 椿 円 形 , 多角 形 を 早 し 大 小 不同 , 


BE 





AX —ARIS ZL TER TER, 殆 ん ど 核 小 体 は 認め られ な い 。 VUKOHESU N FETT EEE 


明 で ある 。 粗 の 排列 を と る 部 は 細胞 は 也 に 網 状 に 連 り その 核 は 淡 明 で 大 小 不同 あり , Mrz 





に この 部 に み られ 内 壁 は 内 皮 細 胞 乃 玉 上 皮 絡 胞 と 思わ れる も の は 認め られ な い 。 内 話 に は 血液 


Pr 


Van Gieson YH TIEET2SKOHHET BY So HL 


al 1 


ANZ Ay HE 
認め る 。 ea 





DSA, 硝子 様 物質 沈着 し , Van Gieson fi ci pHs 





az 


% トー モ ) ih Hin gs > : 
ty Bs Ciz RIM RAB EFI Z と ] Api 侵 NE て いる が he Wei 


Kasey ーー rs tt た > PB ‚In yn 272 2 > Ir rar Ara a 2 BR 
LA BE SPREE DIRS L EI LIE GOES oo 腫瘍 内 に は 細 小 血管 及び 小 血管 の 





27 734 ーー. 失 カル トッ ー 1 ーー 
LL A SARA IAO Tl Do 所 々 に 組 








貫 同 に は 大 小 の 出血 及び へ モジ デリ ン と 思わ れる 黄 褐 色 の 色素 沈着 を 認め た 。 Bielschowsky 


ii AAN 








ee TIEFE AIR BS LEE ff, OD 4 ASH ye FAD, Hae L— 般 に 太く : 
ト に サン 『 ー 日 Nr he Te "u I m: と ワッ ー ーー YE ser, NN レ P 
を 早 し , その 走行 不 規則 で 軽 き 螺 旋 状 を な する の あり , EDEL CHEAT. 


Weigert Et れる 有 誠 神 経 線維 を 証明 し 得 た 。 神経 線 


LM ES RRC ABEL TB oe 








OOD, いす ずれ か が 原発 で 他 は 転移 か の 問題 に 関し て 





は 私 は Recklinghausen 氏 病 一 般 の 性 質 に 準拠 し , 一 応 多 発 性 と 考え た い 。 レ か し て 個々 の 


Her is Yıl Sot I Ap Bae テレ a a Nie er dsa RE ファミ 
腫 閣 は 被 腔 を 被り 周囲 に 対し , © 欠 育 を 遂 け て いる 像 は 観 ら れ な い が そ の 各々 は 前 述 の 如 





ır-b /A these 4 thy Tey, tate) xx > 4 ラフ 
KITV PETER A, ZO HARE u JH7RE Bio こ か ゝ な り の 異型 め HALA 





す も る も の で ある 。 本 症例 は 大 家 , BA, 5, Verocay 


+ 
mn 


ze ] m ュ Y + 
に 一 致す る も の と 思わ れる 。 





148. PER old Bas, 井出 二郎 , 武井 虎之助 
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An Autopsy Case of Malignant Chordoma. NOSEI NOGUCHI, 
JIRO IDE, TORANOSUKE TAKEI 


デ EL 


EOD RE CHAS SY FEL HE PRT ED TR 


HAN TE In? ) Ar Bl 74721172) AN fig 20.2 NY) A Fr 


*7 ハ 叶う る 3 Ii 一 う 己 lO Ds} 





RE AB 





は 水泳 後に 突然 覚え た 3 








ARREST, 初め て 整形 外科 を 訪れ た 時 は 既 で 














成 見 事 に 揃っ て いた 。 Myelography に よっ て 頸椎 V~V D/O EHER ATI So 血 
液 氏 反応 際 性 。 BEI Nonne-Apelt (+), Pandy (+), #6) (—), HRISEH:, SEE 
迫 に 基く 典型 的 臨床 症状 は 省略 する 。 程なく Laminectomy 施行 。 頸椎 WV は 正常 な る も V 
の 椎 忌部 に は 赤褐色 の 肉芽 様 組織 が 数 mm の 厚 さ に 認め られ , の みな ら す 椎 弓 や 団 突 起 根 斉 
の カリ テス 様 骨 破壊 が 目立つ 。 手術 名 出 肉芽 様 新 生物 を 試験 的 に 検索 し た 結果 , UST ARIE 


に 前 違 いな し と 判断 し た 。 Nitrogen Mustard 5mg 4 日 開 隔 r 20mg 投与 。 術 後 1 





月 し て 顔面 神経 つい で 三 丸 神 経 に 麻痺 が 出現 し , と くに sublingualis に つよ ょ か っ た 。 FOR 


) 日 


ALI, MH ZI THEATER ER SEAL, 圧痛 を 訴 う 。 UFR 
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(1) Clivus Blumenbachii (= Hie Rik75> > ZEROS ARDS 1 AS D 


zT 2.0) AD para sagittal wUpA Pe pic AAA な 光沢 を も 





(3) BE 





- > 


は 勿論 の こと clivus MoO cH<C 





の 外観 が ゲラ チン 様 の 光沢 と 硬度 


> 322 mr Hl ru a 
TADITTERD i RENE OTS 


oe 
組織 学 的 所 見 。 clivus #8 & wep ic Et BED fic SHES EL LORD EAN 


か っ て 記載 し た い 。 





部 の 主 結 分 : 僅少 な 粗大 腸 原 性 の 隔壁 に より 区 市 され た 弁 瘍 胞 巣 は , 特有 な 粗 松 な 





水 風 性 戒 は mucoid の 基質 の 中 に 網状 。 索 状 , 刀 至 合 胞 状 に 上 集 


we kit 


oe We っ NH RE L al 2 re: Mie oy di 
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示し , iD mucoid の 物質 に 接する 。 光 も 大 部 分 は chorda cell に 相 


応 し く , 特有 た な chorda ground substance DH um an REP HZ ON AT 
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原形 質 の 固有 の 泡 状 化 が 》 












Ly MN ORE & RAILCAR TUS S 的 で ある 。 —MICHL CITE, Fic 
ょ つて 核 の 多 型 性 甚だ つよ ょ く 核 崩 壊 に 傾く 。 核 分 割 像 は 思 つ 
に だ ま 全 て 肖 紅 薬 色 に そま る 。 Dial] SD iH RE 
中 に は 明 他 の > HEL め る が , - {Te 
“A ー 27% いっ 

fii HM RLS ta 32 EN ce 
核 UBS LPL SING) PEEVE LG Ap RAED ASLO, いう 所 の katos- 





tomus の chorda cell に 似 た chorda-fibrils (+, £ 


149. 韓 移 形成 性 縦 隔 入 上 友 腫 の 一 剖検 例 軸 中 B 


. 


An Autopsy Case of Metastasizing Mediastinal Medulloepithelioma. 


MAKOTO TANAKA (Cancer Institue) 


Malignant neuroepithelial tumors are rare. They are most frequently encoun- 
tered in the retina, occasionally in the spinal cord and rarely in the cerebrum. 
A few cases of teratomas including such tumor elements have been reported in 
the literature. Their occurrence in relation to the peripheral nerves seems to be 
an exceeding rarity. A brief photographic presentation of a mediastinal neuroe- 
pithelioma was made by Okabayashi. 

Clinical course: Y.K., a man aged 23 years, got ‘‘ pericoronitis’’ of the right 
third molar of the mandibule with granulation formation 9 months before death. 
On biopsy the granulation was diagnosed as a reticulosarcoma. Resection of the 
tumor and postoperative radium irradiation brought complete cure to the locus. 
The right side neck and infraauricular regions became swollen after a month. 
Biopsy from the side neck showed presence of degenerating reticulosarcoma. 
Roentgen irradiation (total doses 3,000r) effected disappearance of the tumor. 
Lumbago, compression pain upon the thoracal back bone, paralysis of the lower 


half of the body with anesthesia, and hydrothorax developed gradually. The 
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patient died fiom dyspnoea and debility of the heart. Blood pic:uie showed 
moderate anemia. No sign of an intracranial tumor was observed through the 
whole couise. 

Autopsy findings: 1. An about goose.egg-sized, soft medullary tumor of the 
left anterior mediastinum, parcly nec.otized, attached to the left upper lung lobe 
and the hearisack, but free fiom the paravertebral ıegion. 2. A walnut sized 
necrotic metastasis in the left upper lateral of lef: lung. 3. Numerous tumor 
nodules of the parietal and visceral pleura on both side with severe hemohydro- 
thorax. 4. Very remarkeble diffuse and nodular inrfiltzation in the pre- and para- 
vertebral regions. Occasional ossal destruction of the vertebrae. Medullary ex- 
radural growth with compression myelitis. (Th. IV) 5. Metastases of the posterior 
wall of the abdomiral and pelvic cavity, especially alorg aorta abdomiralis and 
a. iliaca dex. 6. No remnant of tumor in the treated areas: fibrous scarri-g and 
necrosis of the right mandibular focus acd a goose-egg-sized irradiated scar i~ the 
right side neck, without tumor cell. 7. Marked atrophy of the femur marrow 
with almost disappearing hemopoiesis a-d scattered tumor metastases. 8. Marked 
general emaciation and anemia. 9. No edema or gereral hemorrhagic diathesis. 

Microscopical findirgs: The tumor is highly cellular, composed mainly of small 
cells of rather uniform size ard shape, round, pyriform or elongated with scanty 
cytoplasm. Occasionaly embedded in these diffusely arra-ged small cell masses, 
groups of cylirdric epithelial-like cells appear, showirg remarkable formation of 
typical rosettes, neuroepithelial tubules and pseudorosseties. The two types of 
cells are closely related to each other. The nuclei of the both types of cells are 
oval or round and rather hyperchromatic with prominext nucleoli. There is a 
narrow rirg of faint pink-stained cytoplasm surrounding a nucleus. In the cylindric 
cells, cilia can usally be demonstrated. Delicate argyrophilic fibrils are not seen 
with Bielschowsky stain. Definite teratomatous tissue element was rot noted 
anywhere. 

Discussion: No other types of neoplasms but medulloepithelioma are compatible 
with above the histocytologic findirgs. Neuroepithelial rosettes and tubules with 
medulloblastic cells surrounding them present a unique, characteristic feature of 
the tumor. Extracranial neuroblastic tumors originate most often from the sym- 
pathetic nerves especially from the sympathetic ganglio-s. Such is also stressed 
by several authors in relation to a mediastinal neuroblastic tumor. Location of 
the tumor in the anterior part of the mediassirum in our case makes such ex- 
plaration rather difficult. But, frequent incidence of teratoid tumors in the an- 
terior mediastinum might make it not improbable to suppose a hamartious em- 
bryonic nerve tissue as the origin of such tumor in this location. 

The first clinical manifestation at the mandibular regio+ ard abse-ce of fluoro- 
graphic shadow at the time of casual observation do rct necessarily exclude the 
mediastiral region of this tumor. First, the mandibular region has never been a 


site of such type of tumor, and second it might more probably be one of many 
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bone marrow metastases that first showed up. Furthermore the anterior medias- 
tinum may often be overshadowed by the heart and large vessels, so that a small 
primary focus may be passed unrecognized. It may be wise not to draw a definite 
conclosion concerning the origin of this tumor. 

Clinicopathologically this tumor seems to give a warning in diagnosing a reti- 
culosarcoma, which is especially radiosensitive. (SHERFFHSTEICK 2) 
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A Case of Sympathicoblastoma from Truncus Sympathicus Dextra. 
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1870 年 Loretz が 初め て 上 胸部 の 変 感 禄 こ お い て , 神経 細胞 及び 神経 





と する 肝 坦 を 記載 し て 以来 , 各種 名 称 の 下 に 報告 され て いる が , AMMAN CHIC HAL 
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訟 給 査 の 結果 , 助 囲 結核 並 に 助 辿 カリ エス の 診断 の 下 に 助 骨 切 隣 
) 神 経 痛 を 訴え た 他 に 特に 自覚 3 は ょ な か つた 。 外科 的 手 人 

様 友 白 色 の 幅 瘍 組織 で , 結 桜 病 巣 は 認め あら れず , 周 EEE, 

| と 診断 され た 。 Mic 1 月 募 及 び 右 胸部 交感 神経 索 の 切除 手術 を 施し L 





ttn 4 月 後に は ブラ ウン , モカ ー ル 氏 症 候 を 呈し , 次 第 に 下半身 葵 縮 及 び 全 身 表 弱 , 高度 の 





ck DREH 月 21 日 東 籍 に 入 つ た も の で ある 。 
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及び 鎖骨 下 動脈 は 軽度 の 便 化 を 応 め た 。 左 肺 助 朋 は 織 継 性 
が あっ た っ 左 孔 割 刺 は 下 葉 は 浮腫 性 で , 指圧 に より 細 気 管 枝 か ら 褐 色 浴 出 液 を 圧 出し , 
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BERNER L Te Alii ABTS AP: TIERE SHE RO HE 
認め , 主 気 管 披 の 上 部 に 一 致し て , 気管 枝 腔 を 外部 より 圧迫 , 内 腔 を 閉鎖 し て いた 。 そ の 周辺 
部 の 孔 実 買 は 拡張 不全 を 示し , 上述 白 色 結 節 の 割 面 は 炭 様 白色 の 腫瘍 の 転移 業 で あっ て , 軽 
度 の 粘液 変性 を 認め た 。 両側 腎臓 ま は 征 々 大きく, 表面 に 数 個 の 足 豆 大 か ら 貨幣 大 の 白色 腫瘍 
移 を 記 め た 。 IRA, 割 面 自家 融解 し て いた 。 ARR HOA SHERRIE EL. EL 
は 吹 豆 大 黒色 ビリ ルビ ン 結 石 を 認め た 。 KRIEFRTZT, 大 動脈 弓 , 胸部 大 動脈 の 内 膜 は アテ 

斑 動 脈 健 化 定 を 示し て いた 。 勝 腕 粘膜 は 貸 血 性 で 遇 栗 粒 大 白色 結石 を 認め た 。 AB EK 


の 大 部 分 は 腫 場 の 転移 で し め ら れ , 家 質 は 白色 , 境界 は 暗 赤 色 出 血性 で あっ た 。 HALA Lal 








+ 著 変 が 記 め あら れ な か つた > ゝ 





胸 太 の 腫瘍 組織 内 に は 神経 細胞 が 密集 し , 細胞 の 形 は 党 一 で た く 円形 
乃至 権 円 形 で , 万 に 圧迫 し て 多角 形 を 為 し , 又は 多 極 性 の 細胞 も ある >。 腫瘍 細胞 は 大 形 で 基 の 


中 で た 小 不同 が 見 と SILA N! fi 場 細 胞 は 大 体 三 種 に 分 けら 可 Hk り の 原形 質 を 有 し クロ ー チ <: 


に 乏しい 水泡 性 の 核 及 び 核 小 体 偏在 せる 答 々 小形 の 組 円 形 に し て クロ マチ ン 網 に 富み 混 









染 す る 人 校 を 有 し て 殆 ん ど 原 形質 の 見 えな い 細 胞 と , 更に 原形 質 が 多く 多 極 性 の 細胞 と が ある 。 
核 は 水 で 核 小 体 の 明 膝 な も の が 多い 。 その他 核 は 多く は 1 個 で も る が 周 以 上 の 核 を 有 
する 細胞 も 可 成 り 存在 し て いる ぅ 。 これ 等 724 
= ete ER 委 さ れ て を り , その 結合 繊維 と は 





Mose ULC, Rosette を 形成 し , wR PARE SHER ROS RR 





細胞 の 細胞 索 , 細胞 群 に 分 割 し て , 
衝 作 に 壊死 巣 を 認め る 。 即ち 変 感 神経 


胞 及 び 更に dk わり 分 化 の 進ん 7 だ 
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邊 し て いる 。 Fire, FEMUR RRB られ な い 。 用 状 線 ( 











あっ て , EUREN AL A, 小腸 , ARORA: 
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ド 間 は クタ ロマ チン に 富み 沿 染 する 円 形 核 或 は 水泡 央 に し て 核 小 体 明 ら か な 円) 


小 不同 の 交感 神経 母 細胞 及び 神経 綴 維 と より 成り , HIF 





生 し た 変 感 神経 母 細胞 Mic Ro す 可 きめる の と 52 Dil2o 
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An Auiopsy Case of Neuroblastoma of Adrenal Medulla. 


z BE (以下 iR) (2c bins oR: T の Neuroblastoma (Nb) 
IH で は 発見 が 最多 く , Adda Lod (1.5~3 geir=C) に 見 られ Farber (1940) は 小 見 
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だ 均等 状 で 多 形 性 は な い 。 網 限 内 に は 更に HEHE 

混在 する 。 H-E HERZ, v. Gieson KH: CH AER? 
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えて 良い ぃ 。 HE T の 一 般 的 分 類 





Neuroblastoma (Nb). 2. Ganglioneuroma. 3. Pheochromocytoma に 分 ち 1 (4434 


狂 と する 。 Ackerman ほ は 1 と 2 の 混合 型 (移行 型 ) を 





Arderson は 1 を a) Sympathicogonioma と b) Neuroblastoma (Sympathicoblas:oma) 


ta 





- > thik zZ UL ihr = >22 Te ee: > ヒノ へ / レ 
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し て お る 。 本 例 は Nb で も 未 分 化 装 は 強い 。 Nb を 


BUN こつ や o ml と ix 


IA) と , Hutchinson U ( 頭 号 , MIMIK, Ge x Hz 





o2. 副 音 位 皿 の クロ ー ム 親和 細胞 風 の - 一 測 検 例 pest Zu Pe 
An Autopsy Case of Pheochromocytoma of Adrenal Medulla. 
RETSU NISHI, GENTATSU TAKEMURA 
Bereits (N.M.T. と 略 ) は 稀 な る が , 未 分 化 型 の Neuroblastoma (Nb) は 住 々 見 ら 
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和 れ 成 熟 型 の Ganglioneuroma (Gn) や Pheochromocytoma (Ph) は 一 層 稀 で Nb は 幼小 見 
(大 抵 4 RP) に 多く 碁 悪 性 だ が , Gn や Ph は 良性 で 転移 も な く 普 通 成 人 に 見 る が , Ph は 
や や 若い 人 (中 年 以下 ) に 多い 。 

本 例 は 21 蔵 の 男 で 生前 乏 機能 異常 を 思わ せる 症状 が あり , 割 検 後 N.M.T. 
MAM SL, 解剖 像 か ら Ph と 考え た 。 





= ン , 
Bok» クロ ー フ 


臨床 所 見 : 21 nk, 男 。 昭 和 24 年 9 月 ( 死 前 14 月 ) 頃 , 左 胸痛 , 圧迫 感 , 呼吸 困難 , Oe 
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RH REO PETE 0, テン カン 様 発作 は 年 末 頃 か ら あ り , 25462 月 頃 か ら メ マヒ と , 失神 が 


時 々 起 る 。 26 年 6 月 14 日 入院 後 の 経過 は 耳鳴 , メ マ イ , 頭痛 , 悪心 , ケイ レン 発作 等 が くり 
視力 障害 6 あり 了 眼底 検査 で 乳頭 や や 充血 , 動静 脈 甚 細 





ド 腹 部 商 痛 , 10 月 12 Bob eh ee DFE, 生前 動脈 璧 は 硬化 状 に 触れ 
和 院 後 3 ヶ月 聞 の 血圧 は 最大 221 一 180 一 160 fir, 最小 154 一 140 一 112 位 で , FED 2 日 前 は 最 
k 140, 最小 80 位 で 末期 に な る 程 減少 し て お る 。 展 は 蛋白 少量 , 赤 白 血球 , 上 皮 等 士 , HE 
f+, 高血圧 , AIR, 血尿 , IE BRTEAFHEER, 腎 疾 性 網膜 炎 の 診断 が 下さ 


LIN? FT 


副腎 腫 $ 判 つて いた が Ph を 考え られ な か っ た だ らし く , Hyperadrenalism iii: kade 


Faser, 2 左 心室 求 心 性 肥大 (278g), 3. 軽度 の 大 動脈 及 
kc 85g, 石 68g) と 中 度 石 克 化 及び 高度 血 鉄 沈着 , 5. MER 
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細長 (4xlem fi) の 胡 白 や や 硬い 部 と 其 に 接し 小指 





質 索 と な っ て T 内 に 進入 し て 出来 た 大 
if 
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や や 粗 開 状 。 バ ラフ イン 切片 で は 粗 開 強 く 不正 : 





pss iur. BA lit: ann 


BIST >= ? Sm ihr Er + Lrg = u 
LR CH S HI ıcH ALL, A 体 7 N ER EIER : に 思わ れる 。 „ MAILE SRH Ye, BR 42° CRM 537 372 


や や 均質 状 等 だ が 奈 状 が 多い 。 核 は 比較 的 小さ く 小 円 形 , 小 椿 円 形 (以上 は や - 


tT 
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Re), KRSM BAPE) TC, や や 巨核 性 も 少数 に ある が 染 質 は 中 量 以 下 。 核 仁 は 一 般 に は 
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極少 数 細線 維 を 伴う 細 血 管 は 中 等 量 に 胞 菓 内 に 入っ て 不 完全 小 胞 巣 区 分 を 見 る が 細 血 管 拡大 は 
な い 。 以上 の T 細胞 の 形態 や 配列 は 不 規 則 だ が 正常 副腎 詳 質 の 組織 像 に 最も 似 て お る 。 小指 
は や や 多く 壊死 時 は 殆 見 な い 。 開 質素 内 に は 少数 の 薄 壁 小 血管 が 少数 に あっ て や や 充血 状 
被 隊 和仁 に 附 着 し た 小 動 脈 は 厚 壁 状 強く 収縮 し 小 静脈 や 細 血 管 は 充血 が や や 強い 。 円形 細胞 浸潤 
は 殆 無 く 主 に 聞 質 部 の 所 々 に 極小 数 の リン バ 球 散在 を 見 た 。 血 鉄 洗 着 は 主 に 間 賢 索 内 又は 接し 
て 鉄 食 細 胞 が 少数 , PREHD, 又 血 球 食 細胞 も 少数 に 散在 し て 新旧 小 出 箇 が くり 返さ れ た 
思わ れる 。 下 細 胞 の 少数 , 中 数 に 暗 褐 昔 色 の 細 小 頼 粒 を 種々 の 量 に 見 た 。 Dietrich (42 OF 
KERN OHR EL, RIA I YES T 組織 が 暗 礼 色調 に な る 事 を の べべ 
て お る 。 この 頸 粒 に つい て は 他 誌 に 報告 の 時 細 説 し た い 。 〒 細 胞 に は 脂肪 も 精 原 も 見 な い 。 
Ph ょ 認 め た 根拠 : Haze T で 組織 像 は 副腎 皮質 


熟 型 良 性 と 見 る べき で 友 質 腺 癌 の 違 型 強 き 多 形 像 や 舌 質 T 
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殖 一 致す る 。 又 臨 床 所 見 る 年 令 不 相応 の 高血圧 や Hyperadrenalism を 思わ し め る 症状 が 認め 
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153. 口腔 癌 の 臨床 病理 学 的 研究 Os 1 tk) ASME. ZINSEN 
(HE HERR: f- "1 # 『 Ey} Er F HE), 病理 学 教室 ) 


Clinico-pathological Study of the Oral Cancer (1st Report). 
TAKATOSHI OOTANI, GORO ISHIKAWA 


我 * は 昭和 5 年 より 26 年 に 到 る 22 年 間 に 本 学 口 腔 外科 学 教室 を 訪れ を 日 腔 妨 226 例 に つ 

て 隅 訂 病理 学 的 研究 を 行い , 今回 は その 第 1 報 と し て 際 訂 統計 的 報告 を 主 と し 併 せ て 組織 学 
的 所 見 の 一 部 を 報告 する 。 

TBI CIE 142 に 対し 女性 84 で , 男性 は 女性 の 1.7 倍 で ある 。 これ を 年 令 別に み 
る と 50 meALAS 31.8% で 最高 を 占め , 40 AAD 26.522, 60 歳 代 の 22.422 が 続い て いる 
最低 年 令 は 21 歳 , 最高 年 令 80 歳 , 平均 年 令 は 54.0 Eee, 胆管 更 等 を 除き 他 の 騰 器 
の 冶 よ りや や 高い 様 に 思 は れる 。 


部 位 絢 で は Leaps Le ¢ 77.1% で , A SEA 5 4.0%, Wee 
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冶 1.32 と な つて いる 。 HOMO sic LUT A 
差 が な い が 本 邦 に お いて は 何れ の 報告 に お いて る 顕彰 より 著しく 少 い 。 LAME FRMICD 
A 118 に 対し 下顎 冶 56 で 2 GL LOM AL Cl Se これ を 左右 側 別に みる 
と 右側 が や や 多い が 大 差 は 見 られ な い 。 
初発 時 より 来院 を の 期間 は 1-3 月 以内 が 最多 で , 全体 の 過半 数 は 6 月 以内 に 来院 し 病 
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E 状 と し て 最も 多い も の は 無痛 性 腫 賊 で , BEER AA 





状 で は これ 等 の も の が 著 明 に 増加 し て いる >。 
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り 口腔 訪 の 臨床 的 悪性 度 の 決定 を 行 つ て 見 た の で ここ に 報告 し 諸 賢 の 御 批判 を 得 た いと 思う 。 





a) 病変 の 
$51 度 (pS) 初 徴 よ ょ り 来 院 を で 1 年 以上 の も の 
第 2 度 (pF) 初 微 より 来院 を で 1 年 未満 の も の 


b) 病変 の 時 間 これ は 英国 Cristie Hospital 及び Holt radium Institute に て 人 矯 用 | 
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第 3 度 に お いて は 10 例 中 1 年 以内 に 7 例 死 亡 し , 3 年 以上 生存 し た も の は 1 例 も な い o LH 


HE b は 第 2 度 a に 比 し て 了 予後 は 不 由 





re 





治療 成績 と し て 226 例 中 その 生死 の 判明 し た 114 A 
KT 74 J 
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1 年 以内 死亡 が 395%, 2 年 以内 15.7%, 3 年 以内 45% と な り 全 体 の 約 802 は 3 年 








以内 に 死亡 する 。 各部 位 別 に みる と 大 体 同様 な 成績 で ある が , 舌 , 類 部 の 痛 は や や 死亡 率 が 低 


Vo KARIN DFO, FAN RHE 
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み に よ る も の が 最良 で , WH LOAD Bo PRL IAL LEB, 時 期 等 が 同 題 で ちっ 


























て 手術 の み を 行っ た 例 は 比較 的 早期 で し か も 限局 性 の も の が 多く , の み の も の は 所 
謝 手 術 不能 の 状態 の も ゃ も の が 少く な い 事 を 孝 え れ ば これ き まほ 比 較 す る 事 は 困難 で ある 。 
1172 SE ‘USI (大 ご 田 教授 の 分 FICK) CEASE Dt で ある 。 
に afl =. EN I I ' 
At We 8 3 1 2 
{ if Et t+ Be oy 20 6 i 3 
= 角 化 62 36 5 7 6 ‘ 9 
BST RM zum 19 2 29 
> Rm Ee I se 7 1 i 9 
it 2 | 
il 115 51 19 9 10 3 207 
154. KERPEN HOP 岡 se (iur: 
A Case of Congenital Accesory Stomach. MUNEYOSHI OKA 
Bol ED % & ich し , NAD PE ZEN St 7cds, =O 





ANIC OA RRC HE ZEREDL LU, Wendel (1911) に より 始め て 記 


る 甚だ 稀有 た 一 症例 を 検索 する こと が で きた の で その 所 見 





EXO PRED 





io Merk 28 歳 の 女性 で , 16 ROH EA PROVEN & 





け 約 10 日 で 軽快 し て いる 。 Bio 





て , 時 々 軽度 の 自発 痛 と 腫 上 が 現れ る よう に な つた 。 そ のど 譜 発 作 は 次 第 





汽 也 下部 の 導 痛 及び 腫 帳 を 主訴 と し 当 院 外 対 に 入院 1 





本 痛 を 訴え る 左 季 助 部 を 除い て は 著 変 を 認め な た い 。 即ち 左 助 骨 弓 及び 第 8 9 Ih 








た テー。 <p Behe eee RE? を rr ぷる 
Dewy Pie, ME 





hye 会 な tha F- EKO HPA ic Ei ©; ir 











7S HCE D ZUR O OO Fic MBE AME ROFNDTIIbHN S tl ics 
AMS cr TAB & REAL RICA RYE Cid THEO 
の 1 られ る 。 RAE LEIMETS DER kD OIC し 約 





叶 卵 大 の 自動 的 伸縮 即ち 著 動 運動 を 営む 腫瘍 が 認め られ る 。 これ は 下端 か ら 後記 に わた っ て, 
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第 8 POA CHAS THE CRC L TU Stew, CAL BANC HUE LEERE S rc 
追求 する に , HEN Lei ARICA A LIVI ee 
TAN 個 の 突起 を 有 し , INIBEBRPITBALTUIDGS, 就 れ る 尾部 
13-114 の 部 で 盲 管 に 終る こと を 確か め , 睦 組 織 の 一 部 と 共に 切除 し 岳山 し た 。 

摘出 腫瘍 の 肉眼 的 並 に 組織 学 的 所 見 。 表面 は 比較 的 滑 沢 な 毅 膜 で 覆 わ れ , BAER ROA 
BB, ZONE IE ROTER AN TU Do 内 面 は 粘膜 で 覆 わ れ , 


b yi ¢ f 





の 発生 母 組 織 を 














確 め た 。 MERKT 


























IR REF, 1 思わ せる が , 他 の 1/3 で は か な 


i - - 2, 








伴い 一 見 ビラ テン 様 の 変化 を 呈す る 。 腫瘍 壁 も 前 者 で は 4mm 程度 に 及 ん で いる に 反し , 後者 


で は 甚だ 薄く た っ て いる 。 組織 学 的 に は , 粘膜 は 主として 胃 底 取 に 類似 し, 副 細胞 , 3 

















ょ っ て いる が , 他方 粘膜 の 
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14 AH et TE oat) > Ku PA es Fat tn Aare ff eta 
STIR RO AMER ERD BIKE AGRE b 














潤い 部 分 で は , 一 般 に 粘膜 固有 層 に 出血 が , 退行 変性 の 強い 円 柱 皮 よ りな る 腸 














が と の 聞 に 少数 介在 し て いる に 過ぎ な い 。 粘膜 下 に は 粘膜 筋 層 , 粘膜 下 組織 , 固有 筋 層 , AE 








HB Z ı ZN SA Pd Z i に に 4) YER 737 Fr LIE 
Kanten Dnil2o NE ah 部 で は 内 , 中 , 外 の 3 ji mM よ りな ( , EXH 
の それ に 酷似 し て いる が , 壁 の 薄い 部 分 で は 多少 排列 が 乱れ , 一 部 で は 主として 2 層 よ りな っ 


て いる 。 SEHR TER RUHE ABENTEUER HERR TIP LER II SA ER (一 部 は 


が 散在 性 に 介在 し , その 一 部 は 排 洪 管 様 腺 管 を も る っ て 腫瘍 内 腔 と 交通 し て い 





る 。 以上 の 所 見 か ら , Alp Beh ke EATER AR? を f つ / こ fe: Pe a Sl i と 診断 rue 
~~ ee ee ee 4 307 pf) en ER 2 
月 # 『 的 過剰 形成 に 関す る 報告 は , 内 外 の 女 献 を 抜 渉 す る に , 一 般 に か な り 稀 有 た な 如 








Wendel 及び 石井 の 2 例 を 知り 得 * た の み で ある 。 WE BATS BRM 
いて は か な り 多 KO FEDS 見 られ る カ その 多く は 腹 有 RED re! ReREASTSZ も の で あっ て , 本 


像 を 示 め する も の は , 蓋 し 其 だ 稀有 で は な いか と 思わ れる 。 





なお 不明 の 点 が 多い が , 凡そ を 次 の 3 の 場合 が 若 えら れれ 


る の で は な いか と 思う 。 1. 後天 性 に 生ずる 場合 。 所 詩 砂 時 計 様 骨 或 は 生 室 が 生ずる と 同様 の 


Ein ED, 交 症 性 宮 痕 性 絞 空 に より 副 胃 の 一 種 が 形成 され る 場合 で , Ziegler は か か る 典型 
的 症例 を 報告 し て いる 。 この 場合 は 主 胃 と 副 朋 と の 間 に は 相互 間 に 常 に 一 定 の 密接 な 連 





の で al aes 5 > た Ne or 4 2 E 
係 が 認め られ る は ず で 本 例 の 場合 は これ に 該当 せしめ る こと は 不可 能 で あろ う 。 2. F 


ト 皮 工 の 異 所 的 発育 に 由 る 場合 。 消化 管 の 発生 途上 , その - 上 度 細胞 芽 が 胃 壁 内 に 異 所 的 に 侵入 








発育 し , 遂に 主 塊 と の 連絡 され る に 至っ た 場合 で も る が , これ に つい て は Lauche (1924) 
が 詳細 な 研究 を 発表 し て いる 。Wendel の 報告 例 も これ に 該当 する も の と 思 は れる 。 し か る に 
ま 例 は 胃 自 身 と の 連絡 を 欠如 し て いる 。 し か し 礎 内 腫瘍 ( 副 胃 ) が 早期 に 形成 され , これ を 牽引 
する よう 力 が 作用 する な ら ば , 遂に は その 接着 点 と の 連絡 が 消 減 し うる こと LABRET, この 


こと は Wendel の 例 で , 副 胃 の 制 離 に 際 し 主 胃 筋 層 に 何等 物質 欠 所 を 伴わ あな か っ た こと か ら 


5 包 そ 推定 され る 。 唯 本 例 の 場合 は な お 用 組織 と 連絡 を 有 し て いる 点 , これ に よっ て は 説明 因 
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HOKSTbBe 3. 先天 性 の 過剰 形成 。 消化 管 発生 の 早期 に お いて , A. RK, 食道 , 肝 , Mi 


第 は 同一 系 統 下 に 存 し , それ ぞ れ 分 化 発育 する こと は 周知 の と ころ で ある が , その 発生 の 途上 
の 形成 異常 (過剰 形成 ) と し て 副 胃 が 出現 する 場合 で ある 。 隊 組 織 殊 に 背 騰 は 部 位 的 に も る 骨 と 
接近 し た 関係 に あり , 本 例 及 び 石 井 の 例 に 見 られ た 副 骨 と 隊 と の 連絡 路 の 存在 は 一 応 こ れ に よ 

り 説明 され うる よう に 思わ れる 。 要する に 副 胃 の 発生 過程 に つい て は , その 症例 自身 が 甚だ 僅 


少 で あ もり, な お 今後 の 検討 に 待つ と ころ が 多い よう で ある 。 


本 症例 に お いて 副 胃 自身 に か な り 多 数 の 劇 上 度 の 異 所 的 発育 像 た る 壁 内 腺腫 を 認め た こ 
反 揚 発生 上 注目 すべ き 所 見 で は な いか と 思わ れる > 
Lauche : Virchow’s Arch.; 252, 39, 1924. We:del : Arch. f. klin. Chirurg.; 89, 1911. 
Aisi + 東京 医 新 誌 2889, 1823 (14 9). Ziegler: Wochenschrif.; 1894, Nr. 6 


13 +f A fil Nie DD WE TSE HE Fe | こ 化 生 上 iva OWES 彼 に つい で 
太田 邦夫 . 田中 R (nn) 
On the Mechanism of Regeneration of the Gastric Mucosa, especially of 
Reparation of the Metaplastic Epithelium. KUNIO OOTA, 
MAKOTO TANAKA (Carcer Institute) 


In spite of objections from one side (Guiss and Stewart, etc.), an important 
role has been given to the metaplastic epithelium of the stomach in the histo- 
genetic consideration of gastric cancers (Konjetzny, etc.). Little attention, howe- 
ver, seems to have been paid to the regenerative phenomena of the metaplastic 
epithelium. 

Materials and method. 50 entire stomachs, resected mainly because of ulcers, 
were cut open along the greater curvatures, extended, and fixed immediately in 
Zenker-formol. 30 to 80 blocks were obtained from each specimen in dissecting 
the whole stomach parallel to the lesser curvature. Thorough histological studies 
with routine stains were made. In the whole, 47 ulcers and 52 erosions were 
observed. 20 cancer stomachs were used as controls. 

Results: A. Ulcers, erosions and distribution of metaplastic epithelium. 

Incidence of erosive lesions in a stomach does not necessarily go parallel with 
presence of a chronic ulcer. They are seen in equal frequency in the carci- 
nomatous stomachs. Although most erosions occurred in the stomachs with focal 
metaplastic mucosa, they were seen also in the stomach with diffuse metaplasia 
(3/7). 

Erosions were more frequently observed in the areas with foveolar epithelial 
covering than in those with intestinal metaplastic mucosa (33:19) in the ulcus- 
series. 

Distribution of metaplastic epithelium in a stomach with chronic ulcers was 
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quite irregular. Stomachs without any trace of metaplstic process or with comp- 
lete metaplasia of the mucosa were rare (8/50 and 7/50 respectively). In the 
majority of our cases development of focal metaplasia was seen (35/50). Stomachs 
with densely disseminated metaplastic foci showed usually diffuse metaplasia along 
the lesser curvature. 

B. Epithelial regeneration after injury to normal mucosa. 1. Regeneration 
at the edge of an ulcer was attempted by proliferation of the neighboring foveolar 
epithelium : the achieved preliminary covering was generally of foveolar-epithelial 
nature. The glandular epithelium had usually nothing to do with the regenera- 
tive process. 

2. Regenerative processes in the erosions: If the e:osions were shallow and 
the neck parts of the glands remained at the basis of them, regeneration was 
usually started both from the edges of the erosions and from the necks of the 
glands. A small erosion was readily covered with the extending foveolar epithe- 
lium of the direct neighborhood. A larger eroded surface was first covered by 
islets of epithelium resulting both from extending neighboring foveolar epithelium 
and from proliferating patches of glandular neck epithelium, which confluated 
and differentiated definitely into foveolar epithelial type. 

If an erosion was deep and the neck paits of the local glands had been destroyed, 
its regeneration was delayed, and usually achieved only by extension of proliferat- 
ing neighboring foveolar epithelium, while the deeper parts of the local glands 
became atrophic and finally disappeared. Regeneration of foveolar epithelium 
directly from the deeper parts of the glands is regarded as extremely rare. 

C. Regeneration after injury to metaplastic mucosa. 1. Injury to a mucosal 
area with foveolar-epithelial metaplasia usually brought about foveolar-epithelial 
regeneration. The resulted epithelial type was the same as before the injury. 
Development of an intestinal metaplasia in direct relation to regeneration after 
erosive injury was never observed. 

2. Regeneration after injury to intestinal metaplastic mucosa: Ulcers and 
erosions in the areas of diffuse intestinal metaplasia were covered both by pro- 
liferation of the metaplastic intestinal epithelium at the edges of the defects and 
by that of the deeper glandular parts of the intestinal type mucosa at the bases 
of the erosions They used to be covered completely by the intestinal epithelium. 
During the regenerative process development of foveolar epithelium from the 
pre-existing intestinal gland was actually never encountered. 

If the defect of the mucosa included a focus of intestinal metaplasia and normal 
mucosa or foveolar-epithelial metaplastic focus simultaneously, regeneration started 
at least from two different epithelial parts: one was from the intestinal glands 
at the basis of the defect, reproducing intestinal glands, and the other from the 
foveolar epithelium or the glandular neck epithelium in the direct neighborhood, 
reproducing mainly foveolar epithelium. The latter group of epithelia predomi 
nated at least at the first stage of regeneration. A small defect used to be covered 
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readily by the foveolar epithelium. In an area of regeneration, where both of 
the two types of epithelia proliferated, they came in contact with each other at 
the basis of the defect being re-covered. 

D. On the so-called indifferent epithelium. The cuboid or flat basophilic 
epithelium appearing in the course of regeneration or metaplasia of gastric mucosa 
has been called “ indifferent .epithelium’”’. Some observers regarded them as 
pluripotent cells. However, detailed observation of such an epithelium with 
APM-, mucus- and iron-hematoxylin-staining, particularly in respect to their 
secretory function and structure of the free border, revealed in the majority of 
such elements signs of maturation into the foveolar epithelium and in a few of 
such cells certain trace of transition into the intestinal epithelium. 

It was not infrequently observed that after completion of provisional epithelial 
covering of an ulcer a few glandular buds grew downwards into the underlying 
layers. Such budding of glandular structure is, as a rule, attempted by the dif- 
ferentiated epithelium, either of foveolar type or of intestinal type, and never 
occurred directly from the so-called “ indifferent epithelium ’’. Parietal cells and 
chief cells were never observed in the newly formed glandular tubules. It is 
obviously incorrect to endorse to the majority of the “ indifferent cells’”’ pluri- 
potency analogous to the embryonal epithelium of the stomach. 

Conclusion. 1. Regeneration of the gastric mucosa in the area with metaplas- 
tic epithelium is achieved by proliferation of the same kind of metaplastic epithe- 
lium. 2. Regeneration and proliferation of the foveolar epithelium, which might 
be regarded as the normotypical regeneration of the gastric mucosa, is much 
more potent than that of the intestinal-metaplastic epithelium. 3. The majority 
of the so-called ‘‘ indifferent epithelium’’ is epithelial cells in the course of a 
certain destined differentiation, and not pluripotent cells comparable with embryo- 
nal epithelium. 4. Morphologic basis to attribute a main role in the carcinoge- 
nesis of the gastric mucosa to the metaplastic epithelium is still lacking. 


156. 胃癌 各 組 織 型 の 発生 分 布 に つい て 太田 邦夫 . 田中 BR (care) 
Histological Types of Gastric Carcinomas and Their Topographical Incidence. 


KUNIO OOTA, MAKOTO TANAKA (Cancer Institute) 


A statistic observation of 303 gastric carcinamas is presented. They are classi- 
fied in histological types currently used at our Institute. The aim of the present 
study is to find out whether a certain type of gastric carcinoma is related to the 
histological pattern of its mother tissue, normal and metaplastic. 51 cases, sugges- 
tive either of ulcus-carcinoma or of colliding carcinomas, were excluded. 

A. Frequency of incidence of each type is given in Table 1. 

a. Adenocarcinomas occupy two-thirds of the whole materials. 
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b. Papillary carcinomas, which components actually display characters of sur-- 
face covering epithelium, are about one-tenth of all adenocarcinomas. 

c. Acinous adenocarcinomas, which are considered to have originated from the 
glandular epithelium, are relatively rare (6 2). 

d. The majority of adenocarcinomas are tubular types (85%). They include 
also transitional types either from the papillary or from the acinous type. 

e. Two adenoacanthomas were observed among the series. 

B. Correlations between the histological types of cancer and glandular pat- 
terns of normal gastric mucosa are shown in Table 2. 

a. No type other than the scirrhous types has involved the entire areas of the 
stomach. 

b. Carcinomas originating from the pyloric gland area occupy over 80% of all 
gastric carcinomas. Albeit wider distribution of the fundal gland mucosa, cancers 
arising from such area are less than 10 % of all. 

c. Papillary adenocarcinomas were observed exclusively in the pyloric gland 
area. 

d. Adenoacanthoma is said usually to occur in the cardia area. Our two cases. 
belonged to the pyloric territory. Histogenesis of this type will be discussed 
elsewhere. 

e. In the fundal gland area carcinoma simplex was definitely more frequently 
seen than in any other gastric part: fundal area 40%, pyloric area 11 %, cardia 
area 12%. This difference seems to be statistically significant. 

f Rarer incidence of gelatinous carcinomas and frequency of carcinoma simplex 
in the cardial area are suggested in the statistics, but it seems to be not neces- 
sarily significant. 

C. Relation of metaplastic changes of the gastric mucosa to the site and 
histological types of carcinomas is shown in Tables 3 and 4. 

a. Carcinomatous stomachs without epithelial metaplasia or with very slight 
one are relatively rare (5.6 %). 

b. There seems to be no correlation between the distribution and grade of 
metaplastic change on one hand, and the site, histological type or size of the 


carcinoma on the other. 


Table 1. 


Gastric carcinoma 303 


A. ADENOCARCINOMA (203) 
a. Adenocarcinoma scirrhosum 28 
b. Adenocarciroma medullare (175) 
aa. Adenocarcinoma acinosum 12 
bb. Adenocarcinoma tubulare 145 
cc. Adenocarciroma papillare 18 
B. CARCINOMA SIMPLEX ( 98 ) 
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a. Carcinoma simplex scirrhosum 56 
b. Carcinoma simplex medullare 42 
SS Adenocarcinoma s. Carcinoma simplex 
gelatino-nodulare (27) 
‘ gelatino-cellulare (18) (45) 
C. RARE TYPES ( 2 ) 
e.g. Adenoacanthoma 2 
Table 2. 
§ ・ Carcinoma Adenocarcinoma 
< n = h . < . 
Adenocarcinoma simplex Carcinoma simplex 
acino- tubu- papil ・ ・ ・ 
・ ¢ - m - elatıno- gelatino- 
scir- sum lare lare scr- medul Total gelatis gelati 
rhosum rhosum lare nodulare cellulare 
SS medullare 
h Pylorus 24 9 123 18 48 29 251 2: 15 
Fundus 1 1 13 0 3 11 29 3 2 
Cardia 2 2 9 0 1 2 16 0 1 
Whole | = ‘ = 
. d E ) ) 
re 1 0 0 0 4 0 5 ( ( 
Total 28 12 145 18 56 42 301 27 18 
In addition to the above there are 2 cases of aderoacanthoma of pylorus. 
$ Histological types of carcinomas. 
NN Site of carcinomas. 
Table 3. 
N ER ・ 
- a Fov. epith. Intestinal Intestinal 
None Foveolar metaplasia Total 
・ : + metaplasia metaplasia Se 
epithelial Sr 0 Ep P 
Slight focal —_ py eee 
・ er? (focal) diffuse 
metaplasia intestinal . : 
NN metaplasia 
Pylorus 14 27 58 87 82 268 
Fundus Po 4 7 9 7 2Q 
Cardia 1 1 1 6 5 14 
『otal 17 32 32 102 94 311 
S Metaplastic changes of the gastric mucosa. 
Site of carcinomas. 





Table 4. 


> > Adenocarcinoma 
denocarcinoma a. simple» ee 

Adenocarcii C plex Ca. simplex 
acino- tubu- = dul 

scir- sum lare st an ii gelatiro- , gelatiro- 
‘ota 


rhosum rhosum  ]are nodulare cellulare 


SS medullare 
None 


Foveolar 
epithelial 
metaplasia 


Foy. epith 
ゴー 

Intestinal 

metap. 


Intestinal 
metap. 
(focal) 


Intestinal 

metap. 10 

(diffuse) 
Histological types of carcinomas. 
Metaplastic changes of the gastric mucosa. 


AN O AGHA IC OT EHRE cote eet nay 
About the So-called Mucinous Degeneration of Stomach Cancer Cell. 


FUMIO MIMURA 


= デー) テ 


Carinoma muciparum と Carcinoma mucosum と に つい て は , 


ば Kaufmann は 膨 様 妨 る 


SHAR Re as it 





で あぁ る 事 を 附 記す る 。 
(検索 材料 ) 
H 心 部 45 Bil 





(検索 成績 ) 


BSR ry HY 
[AUER "ご AA 


化 の 
第 2 表 は 主として 


=} x 
誰 め 


JRA RRR 


= > 
* ナ vw 
2 7 
の > 
2 3 
5 47 
な Q i 
IC ES 
HH 9 2 
6 6 
j 12 








検索 成績 の 大 要 は 第 1-3 KIorlrcn 
弟 1 表 は 検索 例 中 の 還 腫 全 例 に つい て 夫々 その 細胞 の 種類 (Z 円 柱 細 
i (S 便 性 部 , M matey), 
科 階 程 に 従っ て 分 類 し た 
腺 管 腔 内 に 粘液 を 認め た 場合 を 仮に Carcinoma muciparum (mp) 


HAY 
TB a 





円 柱 細胞 冶 15 例 , 腺 細胞 閣 47 例 , 肉腫 3 例 , NENNE 1 例 の 各々 か ら 
周辺 部 26 例 の 標本 を 
る が , Rayford の 11.8% 


Br, KANG 62 例 中 脱 様 問 は 11 例 で 17.7% Ch 
と 同様 の 値 を 示し ・ 


C い る 。 


CH Ae 


こ の の 


D Anh). 
Nef) 等 の 見 地 か ら 粘 液 


HN, 
発育 部 位 (WZ 中 心 部 , 


る の で Ch Oo 


PP JAW 


と し 


を Carcinoma mucosum (ms) と し て 第 1 表 に お ける 分 類 基 準 


* 壇 腫 例 に つい て 分 類 し た ぅ 


WZ PP 


~ x ゃ で Se と の ここ ロイ FE に 
な い が そ れ に 近い 程度 





て Sic 
SED な い 


u. 

M WZ : PP ms zZ D S M WZ PP 
2 2 0 tH 0 9 0 9 8 I 
5 6 2 tt 1 2 2 お 3 4 
3 6 4 > 0 5 3 2 2 3 
A 3 2 = 7 l 6 3 1 3 4 

40 45 26 15 47 25 40 45 26 


更に 第 3 表 は 粘液 


側 胞 体内 及び 管 腔 内 に ある か (LS) に 依 っ て 全 冶 腫 例 を 分 類 し た る 


の で あ や っ o 


私 が これ 等 三 表 ? 





AN’ 1 
Al tate LOMO に 存在 する も る の と すれ ば , 集め 得 た 


材料 の 性 質 に 応じ て その 傾向 が 看 取 補 られ な けれ ば な ら な い 。 ま 
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若 し こ れ 等 各 表 に お いて 同一 の 傾向 の 成績 が 得 ら れる と すれ ば 大 体 に お いて 粘液 化 の 機転 の う 
ち に 上 記 二 つの 機転 を 別個 に 想定 する 事 は 不可 能 で は な か ろう か , と いう 見 解 を も っ た か ら で 
dn Do 
これ 等 の 三 表 を 総括 すれ ば 次 の 事 が いい 得る 

1. 円 柱 細胞 癌 で は 腺 細胞 癌 に 比 し て 粘液 化 の 傾向 が 一 般 に 軽度 で ある 。 2. BM Cie 
様 六 に 比 し て 粘液 化 が 一 般 に 軽度 で ある 。 3. 腫 揚 発育 中 心 部 で は 周辺 都 に 比 し て 粘液 化 が 強 
い 。 4. 以上 の 事 は 所 調 Ca. muciparum と Ca. mucosum と に 分 けた 場合 に る 同様 に 認め 
られ る 。 5. 粘液 化 は 極端 の 場合 を 除い て 閣 細 胞 内 に 特殊 な 偏在 を 示す 事 な く 出現 する 。 即ち 
閣 細 胞 内 に お ける 粘液 の 出現 に つい て は それ が 座 性 で も る か 分 泌 機能 の 曲 進 に 依っ て 生じ た 
も の で ある か 判定 する 事 が 出来 な い 。 

以上 を 要約 すれ ば 私 の 検索 範囲 内 に お いて 閣 細 胞 の 粘液 化 は , 形態 学 的 標準 か らい っ て 今 上 
の と ころ 別個 の 機転 に よっ て 起 る も の と は 認め られ な い 。 MLT Ca. muciparum と Ca. 
maucosum と は その 粘液 化 の 各 相 を 示す も る の で あろ うと 考え られ る 。 

ちな み に 肉 腫 , 内 皮 細 胞 隆 の 例 に お いて 粘液 化 が 何れ る 軽度 で あっ た 事実 は , 骨 悪 性 場 に お 


ける 粘 液 細胞 の 起 原 に つい て 一 つの 暗示 を 近 え る も の と 考え る 。 


158. ra O WERE IC BIT SAL Au 
( 山 H 県立 医科 大 ぞ を 病理 学 教室 ) 
On Spread of Carcinomcells into the Nerve of the Stomach. 


YASUYUKI DAITO 


HY EO HANG PLICOV> TIX Petersen, Seefeld, 赤松 , AM, 増田 等 の 研究 報告 が ある 。 
元 来 末 栓 神経 東 に は 結合 織 性 の 神経 上 膜 神経 周 膜 . 神経 内 膜 及び 神経 内 輔 に 栄養 血管 iH 


巴 際 が 存在 する が , その 光世 系 に 関す る 記述 は 極め て 不明 確 で あっ て , 明らか な 光 包 管 は な く 


+・- レ ト t と プア 
Ap FETA 
NTH Ft 


AERA OER & D2 OAA TESA tele GE THERA DEE DIR 


養 血 管 に よる か 光世 系 に よる か に つい て も 考え が 必 ら ず し ゃ 一 致し て いな い 。 
ICE SIMO MPERANRBe AFH 10 例 及 び 割 検 7 例 に つい て 検索 し た 。 
PO ARTE, FORE, ROB RO 4 種 に 分 けら れ , 脱 様 癌 は 極少 数 で 

硬 性 閣 以 外 の も の を 鱗 様 部 と し て 一 括 し 各々 を 比較 検討 し た 。 
は 発生 母 地 た る 粘膜 面 に 最も 強く , 粘膜 下層 か ら 順 次 毅 膜 下層 に 向っ て 洛 減 する が , 
増殖 の 速 か な 丹 様 韻 殊 に 単純 痛 で は 全 層 に 耳 っ て 殆 ん ど 同 程度 に 増殖 し て いる 。 
1. これ ら 胃 癌 に お ける 神経 東 は 敬 組織 の 侵 触 を 受け 易く , 腫瘍 組織 内 或 は 外 に ある 神経 東 
が 可 成り の 頻度 (RRR 180564, 腫瘍 組織 外 2990) に 荒廃 消失 し て いる 。 
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下層 に 著 明 で , 筋 層 以 下 に は 軽微 で あり , BERN RRC KU HER OH RAD AT 





| 胞 の 神経 東 内 へ の 優 入 は 91.7% に 見 られ , 神経 東 へ の 侵 組 率 か ら 見 る と 硬 性 坊 に 策 
* 高 率 で あつ て , の 組織 侵 租 程 度 と 必 ら ず し ゃ る 一致 しない が , 神経 東 内 増殖 の 程度 か ら 見 れ 
HICH, 且つ 着 検 例 に 多い 。 

癌 細胞 の 神経 東 へ の 侵 人 は 先ず 光世 隙 を 通じ て , 式 は 神経 周 膜 外層 の 破壊 に よっ て 神経 周囲 
HRERICAD も の の 如く , 神経 東 を 取り 囲ん で 病 性 神経 周囲 炎 の 状態 を 早 し , 神経 周 膜 内 層 を 
る 破壊 し て 東 内 に 侵 人 し , 時 に は 神経 内 膜 を 伝い 内 部 に 優 人 する の で あっ て , 栄養 血管 内 に 意 
細胞 を 見 た 例 も ある が 少く , 従っ て 神経 東 の 病 侵 肌 に 対す る 抵抗 力 は それ に 附属 する 結合 織 の 
抵抗 力 に 左右 され る よう で あっ て , 疾 組 織 の 増殖 に 対し て 神経 東 に 結合 織 の 反応 性 増殖 が あり 
HOHER HE TD 20 








神経 東 内 に 侵 信 し た 手 細胞 の 発育 は 他 の 組織 内 に お ける より も 良好 で あり , 母 睡 瘍 組織 の 増 


獲 に 先行 し て 隔 部 に 及び 神経 成分 が 消失 し , 唯 神経 財 膜 神経 内 膜 の み 残 存 し た も の が 見 ら 


神経 東 に は 第 人 租 100%, Zi 100%, 乱れ 10022, ARIMA: 82.306, 脂肪 変性 41.222, 結 
り 変 化 が 見 られ る が , その 大 部 分 は 一 般 神 経 変 性 に お いて 見 られ る も の で あ 
NEE BERN ART DH ODS, 結合 織 化 は 硬 性 癌 に 生 々 多い 。 


AIT KZ KE 路 の 閉 寒 ia) (HE Ir Ir ar DK Es Es こ 神 経 東上 AB BY FRE ODED あり , 全 例 に 認 


L>PR 





MRNCEN TBB 又 円 形 細胞 浸潤 は 神経 周囲 や 血管 周囲 に 強い 。 
2. 大 , 中 血管 は 神経 東 よ り 績 侵 組 に 対し 造 に 抵 撤 力 が 強い が , FRARRO Haare LS RO 


た 差 が な い 。 し か し て 大 , 中 血管 の 変化 は 壁 の 肥厚 特に 内 膜 の 肥厚 , それ 











> Lite Be 5ST SLL LHD, その た め 壁 の 破綻 が 起 る 。 

3. THOMAS ST SATUS RVD, 神経 より 生々 強く , 長く 残存 する 。 変化 は 筋 層 よ 
り 粘膜 筋 板 の 方 に 強く , ERRITEBET 2 9 

WER CO BLS HE, PORE EPR, Bi Bold と 手術 例 は 一 般 に 


剖検 例 よ り も 軽度 で 





胃腸 に は 一 般 に 全く 痛覚 が な いと され て いる が , Carpenter は 外 膜 に の み 知 覚 神 経 終末 が 
存在 する と いう 。 本 材料 で は 胃 壁 神経 東 内 侵 組 の 弱い も の に 交 痛 が 強く , その 間 に 一 定 の 関係 
が ある 様 に 思わ れる 。 即ち 人 硬 性 問 の 如く 神経 東 内 侵 製 高 率 で あっ て , RREOBUODTIER 
例 に 強い 心 宮 部 疹 痛 を 訴え , 且つ 激しい 有 痛 例 も 含む が , 般 様 癌 で は 軽度 の 痛み 乃至 は 全く 無 


痛 な も の が 多かっ た 。 
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159. 胃 筋 肉 々 腫 の 1 He Er 
An Autopsy Case of Myosarcoma of the Stomach. SOICHI IIJIMA 


(Department of Pathology, Nagoya University) 


Clinical Findings. 49 years old male. His father died of gastrie cancer. He 
was in habit of drinking sake every night (about 0.57) and smoked about 20 ciga- 
rettes every day. No significant matter concerning his occupation. Since about 
6 months before death he complained of a suffocating feeling after every meal 
followed by the continued hypogastric ache which was suspected to have been 
caused by the gastric ulcer. But after that time a great tumor, seeming like the 
swollen spleen, was found in the abdomen and accompanied by anemia and fever. 
Clinical diagnosis: Morbus Bantii. 

Autopsy Findings. A moderate emaciation with a slight degree of the edema 
at the limbs. In the abdominal cavity a great tumor stands between the back 
wall of the stomach and the retroperitoneum, occupying bursa omentalis. In the 
front view the upper half of the tumor is covered with the stomach and the 
inferior edge adheres to the left half of colon transversus. Omentum majus 
flutters over the stomach. The atrophied spleen and the pancreas are imbedded 
in the neoplastic tissue but they are separated by thin fibrous capsules. There 
is no adhesion between the kidney, diaphragm and tumor. . The back of the 
tumor is limited by the retroperitoneum and does not reach the retroperitoneal 
cavity. Namely, the tumor has enlarged only in bursa omentalis and its total 
capacity is about 30 x 40cm. On the other hand, when the stomach was cut 
open, there was a round 9 x 10cm sized ulcer at the central protion of the pos- 
terior wall which adheres to the tumor. The edge of the ulcer is swollen and 
the centre falls in and is necrotic with yellowish-brawn color and when traced, 
the bottom communicates with the inferior of the tumor mass. The swollen 
ulcer-edge is grayish black colored and soft in consistence. Another part of 
mucous membrane of the stomach is atrophic but there is no other remarkable 
change. The tumor tissue is in general milky white or light rose colored, 
homogenous and soft in consistence. On section somewhat rough vine pattern- 
like structure is recognizable There is no remarkable change without atrophy 
and anemia in other organs of the body, and therefore this case can be regarded 
as the exogastric tumor which has developed from the back wall of the stomach. 

Histological Findings: Some necrotic masses with fibrin adhere to the ulcerous 
portion of the stomach. In the lower layer is formed a granulation tissue where 
plasma cells, monocytes and lymphcytes emigrate. The neoplastic tissue originates 
from the subserous muscle layer and as above mentioned forms a great exogastric 
tumor. The histological picture of this tumor is not simple and various figures 
are found in varied places. In the area where the picture is not so atypical, 






spindle cells arrange themselves in a palisades figure whose nuclei are like clubs 
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and more slender and have not so abundant chromatin, so they resemble the’ 
unstriated muscle cells. In other areas the arrangement of tumor cells becomes. 
more irregular and the cytoplasm of them is larger and more atypical. The 
nuclei become rounder in their form and have a plenty of the chromatin. Some 
giant cells are perceptible and a number of mitosis appears in such areas. In 
places the nuclei flock together and form rythmical or vortical arrangements. 
relatively regularly. In areas where the histological picture seems most atypical 
the tumor cells form small alveolate foci or small lumen and some of the cells. 
isolate themselves in round forms. Such tumor cells become smaller and the 
nuclei are stained strongly basophilic. No bleeding is observed in the tumor 
tissue but at places appear small necrotic foci which seem to be in mucous 
degeneration. The abdominal surface of the tumor continues to the serous surface 
of the stomach and the serous membrane of the stomach forms the capsule of 
the tumor but at the most tensive portion of the tumor it loses its proper histo- 
logical picture and the capsule is formed with some bundles of fibrous fibres. The 
cytoplasm of the tumor cells is stained in yellowish color with Van Gieson’s. 
method, and in the tumor tissue a very poor formation of argentphile fibres is. 
proved by Pap-method. 

Comment. From the autopsy and histological findings this case can be decided 
as a myosarcoma (or myoblastic sarcoma) originated from the unstriated muscle of 
the stomach. This is exogastric form and the case in which the tumor develops. 
in brusa omentalis as in this case is relatively rare of occurrence. 


19. |JAMO—Teh)] 藤田 承 吉 . 奥山 俊夫 


(HER MAE AACE AS BT BE 


T か この 7 【 AN 





By (本 = 


An Autopsy Case of Gastric Sarcoma. SHOKICHI FUJITA, 
TOSHIO OKUYAMA 










HEY VIN LRANCA RD D MEGS LCR CHA う 。 本 例 は 単に 稀 と いう の 
み で な く 了 臨床 的 に は 肺 腫瘍 像 と 器 部 友 下 の 購 閣 等 が 判っ て いて , 個 孝 陸 記 切除 検査 の 像 は 紗 鍵 
iz まで 原発 肪 痛 の 転移 と は 考え られ ず , POSH CH Er, Zoe BYE 
は ほ 克 定 約 と は いえ な い の で その 正 番 の 批判 を し て 頂き 度 い 。 

ka: BEM 76 歳 女 , 約 10 年 前 左 大 妥 部 の 手 省 大 腫 窪 の 生出 手術 を うけ た (詳細 不 


1 ee > FL (ar . ft っ ア < で ーー ママ 7 = oy J-tec 
AH), 昭和 24 年 2 月頃 ( 死 前 14 > A) ASP RIO NER A ds 2] 5 OH DEIR ESB 





た に な っ た 。 POR PAME CREP RE OZ SALEM CS DBC RAD So tS HAE 
HEHE 4 BOA OMOSEE I > SROMK Soke 胸部 X MATH 
BP YP KR, UT SEC HE ABR SIRS SAU RE I SSR AF 
転移 の 臨 示 診 断 を 下さ れ た 。 5 月 29 HEIM DH Ble 
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a ER DI CIR Zc a2 EREDMN RBA AMLODED oT TORAM 
症状 も 殆 ん ど な か っ た が 25 年 3 ABD SEA ACEO ERAS CHR ARE, 呼吸 困難 の 
下 に 痩 削 誤 弱 5 月 2 日 に 死去 。 胃腸 症状 は 最後 を で な か っ た se 

着 検 像 No. 4156 一 24 (1950 年 5 月 2 日 )。 1. Ahi FRR RAK ARK 2 FS 
た 腫瘍 1 個 。 2. 右 孔 下 葉 同様 の 手 欠 大 睡 瘍 1 個 及び 中 葉 外 側 像 に 抽 指 頭 大 腫瘍 1 個 。 3. 
/\ VERE 2c FRC REN ASE BRR (6X4 x1 om) 内 腔 に 膨 隆 せる 大 白色 硬 き 腫瘍 1 個 。 4 
AMk b> EHH 3m (空腸 略 々 HR) FBS & RR IDE TEE 1 個 。 5. ANZICR 
K, FAM PORCH Kz K, 右 乳 財 直 下 に 大 豆 拓 , 左 心 祝 部 に 大 豆 大 , 左上 議 外側 略 々 中 央 に 


小指 頭 た 各 < 1 個 の 小結 節 が 皮下 に ある 。 そ の 他 は 栄養 不良 と 老年 に よる 壮 縮 が 主 で 腫瘍 は な 


た 部 分 甚だ 細く 策 々 少量 で 散乱 状 に な り 腫 瘍 細胞 間 
像 を 示す 。 1 小 部 に は 線維 宮 発 育生 々 良い 所 も ある が 胞 昌 
征 * 粗 開 状 に 配列 し 血管 は 策 々 多く 充 出 血 像 は な い , 綱 
は 紡 鍵 形 , 不正 円 形 , 方 形 等 大 小 種々 で 所 々 に 中 等 大 の 多核 又は 巨核 
。 核 は 編 鍵 形 , EDI, 不正 円 形 か ・ ら 種々 の 不正 形 の 者 が あり 大 小 不同 
BED Vo 細胞 体 は 淡 赤 染 し 輸 記 は 征 々 不明 の 者 が 
で ある 。 Alii LARS TAMIA AO RR ido 
CK ATEO A LD So BABA A ID DDSBIEO MIELE 
Dr EG HI Le VLD SDULBIA7el eo FAMED HK Ted: 5 TAR 
層 に 占 居 し 筋 層 と は 関係 が な い 。 FOOD 大 部 分 は 核 不 染 , PRIEBBIS APE Oi 
< の 方 向 に 切ら れ た 組織 像 で 半 質 線維 は 細く 少く 細胞 間 に 介入 し 類 組織 倫 像 
ご 粗 開 状 で な い 。 寺 了 ず 編 鍵 形 細胞 肉腫 で 5 芽 性 の 像 と 見 て 良い 。 1 小 部 
VATED Do WHE D Afi GAS Fy HY TAS 
AGS 1 /MBICH <« 多 形 像 が ある 。 

と の 外 に 右 器 部 リン バ 腺 は 答 血 と 洞 カ タ ア で 転移 は な い が 小 指 頭 大 の サリ ンズ 腺 の 被 隊 下 に 半 
< 粒 大 限局 性 組織 塊 が ある 。 5-6 個 位 の 小 凌 胞 の 集合 で 壁 は 明らか に 円 柱状 , BPEROR 
が あり , 腔 内 に 赤血球 を 充 た す 。 それ に 接し た 被膜, 腺 材 内 に も 

数 個 あ る が 内 容 は 殆 ん ど 無 い 。 婦 小 腸 の 則 聞 膜 附 着 部 に あっ た 小豆 大 の 小 義 胞 は 不正 円 
形状 上 皮 に 囲 を れ 内 容 は 制 朋 上 皮 叉 は 稀 薄 蛋白 様 物 で ある 。 この 像 や サン バ 腺 の 小 義 胞 f 
小さ な 組織 庁 形 と 思う 。 


本 腫瘍 の 種類 と 原 人 部位 : 上 述 の 所 見 か ら 防 , FL Wh 皮下 結節 等 が 何 も 同種 の 者 で , 


PrP 


AP HEE MORI LAGAN (LMS) LA TA. NR OARRIZS THEDR < —st LMS と 


判定 し 難い カ ri 1% ER の 像 が oy Bai 車場 D—H ich 1 て お る の で 何れ b 同 じ 腫 瘍 と 12755 
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原発 部 位 の 決定 は 最も むつ か し い 。(A) 1 所 に 原発 し て 他 に 転移 し た 場合 。(B) 諾 所 に 
原発 し た 多発 性 と する か に 大 別 す る 。(A) は 財 か 胃腸 か で ある 。 大 さか らい えば 左 肺 が 最も 
疑わ れる が 組織 像 か ら 肺 腫瘍 に か か る 像 の 者 を 見 な いと いう て 良い 。 胃腸 転移 は 一 般 に 稀 な 
事 か ら も る 肺 原発 は 否定 で きよ う 。 胃腸 は 往々 筋腫 が 見 られ 稀 に は 肉 隆 化 が ある か ら 胃 腸 原発 を 
考え る 。 胃 か 腸 か の 決定 は 難し い が 徒 来 の 女 献 か ら 私 は 胃 の 方 に 疑い を も る つ 。 し か し 骨 と 腸 と 
に 原発 し た 者 か も 知れ な い s (B) の 多 中 心 的 発生 も 考え られ な い 事 は な い 。 肺 は 中 と し て 胃 。 
Bi, 皮下 等 筋腫 の 発生 が 年 々 見 られ る 部 位 で ある 。 MICH Y v SRO S RMR BR 

部 の 小さ な た 上皮 性 王 胞 等 の 発現 の 説明 は つか ぬ ね が , 本 例 で は 何 か 全 身 的 に 組織 奇形 が あっ た か 


te 


の 疑い が ある 。 私 が 胃 , BHRICMBLRIDLIORICHS, ZRHND SH BAL BA 
i a INT Liat と 筋 が あ Dy る DD» Shi 原発 IBTETDR わ ( け に 行か ヵ She Ai] IHK この 例 の : みみ で で (A) 
か (B) か の 判定 や 原発 部 の 確定 は な つか し い 。 唯 私 は 恐らく 胃 原 発 か 胃腸 共に 原発 で 他 部 を 


転移 と 考え られ る と いう 想定 に すぎ な い 。 


161. 膝 尾 部 に 原発 し た 多 形 細胞 癌 の 1 TEP 吉原 貞 郎 


( 岡 山 大 学 医学 Ps 





FRE) 
An Autopsy Case of Polymorphcellular-carcinoma of the Tail of the Pancreas. 


SADAO NAGAHARA 





原発 性 諾 臓 如 は 稀 な も の で は な い が そ の 大 多数 は 膝 頭 部 に 折 陸 価 或 は 肝 尾 部 より 候 生 
する る の は 甚だ 出 た ない 。 Chauffard は 隊 体 及び 陸 尾 都 坊 の 症状 を “pancreatico-solaire "と 
記載 し た が , 一 般 に 騰 頭 部 原発 癌 に 対し 極め て 特異 な 像 を 星 し , し か も 了 呆 診断 は 非常 に 困難 
で ある 。 われわれ は 了 臨床 上 噴 門 冶 と 思わ れ た 患者 を 病理 解剖 学 的 に 検索 し , BEREITEN LD 


2. に そ i テン き セナ に コー テ 
を えた の で , ここ に その 所 見 の 概要 を 報告 する 。 





1 fey + も た ロロ ュー Shree re Ss ラレー ラミ 
と 食後 2 時 間 に 人 鈍痛 を 覚え た が 







臨床 的 事項 昭和 326 年 1 月 ( 死 前 約 10 ヵ月 ) 上 腹部 の ! 
人 a D ZB A AD ICT Vs A & fete, PRIS PRAIA Mo MMS 
Kia, BP MRRERAY 
を 認め る が 腹水 , MEHR, 血糖 は T7img/d, MAREROFT AR EIER, HMM BB RIK 
WAC IEHE, VRE CRP ICME RD, 死 前 半月 試験 的 開腹 を 行い 


移 が み ら れ , BEN Hr Line % yi EL 





en RR Rie し , 庄助 弓 下 に 呼吸 性 移動 VA 


8 
3 








あり , KICAHHERAD b re BOY vy oS fig 


Hie, ErllotBt ii» rimi, {2ıv BREC OV9FH2TIKHET, 昭和 26 年 





ERATOR ERDE: 1) PRECISE LERNTEN Lie KOS 
WANN 2) FROG IA~HARICAICE SEE 3) POUMPEE, HEEB RO 
ABEBICIO SESS 4) RORRH ROL REEIEE 5) Iv MER (FARES 
BAM ROAMIRIN SR) 6) 腹膜 の 広汎 な 播種 性 転移 及び 腹水 800 cc 
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豆 大 の 転移 結節 1 個 , 及び 右 肺 中 葉 の リン バ 行 性 転移 8) 空腸 に お ける 


だ 胸膜 に お ける 小 


移 結節 1 個 9) 両側 線維 素 化 膜 性 胸膜 炎 及 び 右 胸水 1700cc 10) 右 財 血性 肺 水 


13 


※X7.5cm DERART 
ご, 細胞 体 は 概ね 類 円 形 


部 編 鍵 形 で エ ォ LD, 微細 天 粒 が 網状 に み ら れ る 


入 は 類 円 形 染色 買 に 乏しく 核 小 体 も 明瞭 に 認め ら 和 れ る 。 BT SAMOS B 
『 


ID LET 2 


T も ある が 管 
RW O OD, 
カ が へ マト 
質 細胞 が 
Langerhans 氏 島 は 軽く 


Metaplasie 


fg, 3) Langerhans 
: Langerhans 氏 島 より 発生 する と 唱え 


2 J) 9S GR > ae SE ru! 
4 OGRE 7. SITE RO 


Ssobolew は 多く 


や Langerhans 氏 島 に 由来 し た と 思わ れれ 


Metaplasie 


Metaplasie 


162. ZINN F- AD 2 ll 大 東 康 幸 , 大 場 育 三 


( 山 日 県 立 医 穫 


Two Autopsy Cases of Hepatoma in Babyhood. YASUYUKI DAITO, 


IKUZO OBA 


SL Pea") a 
KA N ie | 








1 例 AN, KH) 生後 11 ヶ月 の 男 見 。 生後 9 ヶ月 頃 か ら 右 季 助 下 に 鶏卵 大 の 硬い 抵抗 
LORE BR LP BARASD ott. 1 み 月 後 受診 時 , Aico ww, 肝 の 著しい 肥大 , 
OW, 皮膚 静脈 の 怒 張 を 認め た 。 発症 か ら 2 月 で 死亡 し た 。 ワ 氏 反応 (一 )。 








剖 栓 所 見 : 少量 の 茜 液 性 腹水 が あり , 肝 は 著しく 騨 大 し 腹腔 の 右 半 を 占め , 下 縁 ほ 正 中 線 
“免状 突起 下 14.5cm に 及 ん で こ o IFO 重量 は 1080 g- Aly CHEOX KT 織 で 占 
Fan, その 中 央 は 壊死 , HUEL, 大 き な 出 血 電 を 見 た 。 転移 は な い 。 


所 見 : 肝 の 腫瘍 組織 は 結合 織 に 乏しく , 肝 組織 を 思わ せる 儀 な 細胞 末 を な し , その 








一 詞 に お いて は ほそ の 配列 , 





型 は 生 々 成熟 し た 分 化 を 示し , ハマ 


ルト ー ム と 思わ れる が 。 他方 に は 細胞 の 大 小 , 色 性 並 に 一 殖 態度 , グリ ュー ゲン の 條 規則 な 





AN, 大 東 ) ARIAS THOR, 生後 1 年 1 月 頃 ヵ 





部 の 膨大 


Ky EBENE, 用 の 甘 し い 肥 大 を 認め , IZ 





た 腹水 約 100cc, 肝 の 重量 1700g。 割 耐 で は 幅 間 組 織 
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ニッ ジー) BR She pe H あ 、 ス メデ / f ナー KA mE 44 att) > A én DZ. 000 
大 所 の 多数 結節 が あり , PALDIHMDO RIEF BZ EL, 


TI, 











の ーー ュ 7 Eile Ip. ー & - 1. € his) 2 
に で いる ね a (a Hip VOC RSE ICH 助 ) Ae PIC た 乃至 j KD i KZ My > り ely t 
肥大 を 認め た 150 g. 
i” r © 1» 
人 っ て 。 Ne 2 Di 示し , 肺 の Li - の 像 で 
NIS” 3 ー ム へ - 芋 hrı!s 5 < : 
KEIL T PRS RT SILC“: トー ス 例 は 約 35 fF Saas Ls SI 8 





ads, 2FYI FOANÄHD LOD 58.6% を 占め , その 男女 比 は 略 々 同数 (45.7 : 54.3) 


Ett pte 








2: >; ma が > 7 re Sn)» Ir pt. He — _ - TH Wate pe fe > shee フラ nr 

) EHPRZON TER, 貴家 ら は 胎生 期 に 迷 7 た 中 肛 葉 原 基 か ら 生 ずる る の で 

いい EZ od FZIDI HZ FBO 2 MLV TI VY He Be 7c 

) ’ ET OT る も ゃ も の ゃ も ある 。 FED JMU TA bere Ake 
Z iy a fe OA た カリー agi 5 ょ + タ ノー 4 フミ 1D) EM HET) 2 メ em Z 
っ 先例 は 明らか に ハマ ルト ー ム から の 移行 像 が ある の で 先天 性 基 元 に よる も る の と 考え る 


EMAIL BED BO LOBMICS<(, 私 ら の 第 1 例 は 右 葉 , 第 2 例 は 左右 両 葉 に 互 - て い 


ケス J = x HEN > > > Be ? ho Kir at 
IA NA2s, 有 時 外 に は WCW 49 TL SFP IL 
iit ah 
1 こ ? 月 」】 すり ゆー の 、 ih 





F 均 4.4 月 で ある 
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163. WE NEBIRT, BESETZT FIKP2NOHH Bra, che 
On Thymic Tumor: A Review of Literature and a Report of Two Cases. 
SADAKATSU YUI, SUMIO SAKAMOTO (Department of Pathology, 


Tokyo Medical and Dental College) 


According to Schlumberger tumors of thymic origin come, among variegated 
mediastinal neoplasms, second to neurogenic ones. Relative rarity of their 
incidence and still much disputable histogenesis of the thymic organ seem to have 
left this kind of tumors not yet satisfactorily classified, although in the Western 
countries comparatively vast accumulation of literature has been established E. 
Lowenhaupt has recently published an attempt of histogenetic classification of 
such tumors into 6 types on the basis of her personally observed 16 cases. 

Classifications appearing in the older literature have been more or less purely 
morphologic. For instance Eisenberg and Sahyoun classified carcinomatous, 
lymphosarcomatous and mixed tumors. 

Abundance of reports on thymic tumors in Japanese literature are rather amaz- 
ing. We could easily collect 75 of autopsied cases with relatively detailed descrip- 
tion of their histology Here we add short description of our two recently ex- 
perienced cases of thymic tumor and present an attempt of new classification after 
reviewing the histologic features given in those 77 Japanese cases. 

Case 1. T.H., male, aged 46, was admitted to the Tokyo Medical and Dental 
College Hospital on Oct. 11, 1951. Two years before admission he began to suffer 
from cough, pain at the right chest, sense of oppression and palpitation. Gradual 
increase of complaints was accompanied by dyspnoea. Fluoroscopic examination 
revealed a man’s fist-sized shadow at the middle part of the right lung field. 
On admission marked venectasia at the side chest and the upper limbs were 
noted, but edema was absent. Signes of myasthenia were not recognized. Dysp- 
noea and cyanosis intensified. Exitus on Oct. 23, 1951. 

Tumor findings at autopsy: A man’s head sized tumor which occupied the 
whole anterior mediastinum was distinctly encapsulated by a dense fibrous tissue, 
grossly lobulated and elastic soft without undulation, weighed 2,700 g, 18x32x10 
cm in size. The enormously large tumor compressed the heart and both lungs 
down-posteriorly. Invasive character of the tumor infiltrating the surrounding 
organs and tissues was nowhere recognized. On cutting the tumor showed grossly 
lobulated pattern: yellowish fatty tissue constituted its right one-third, while the 
left half was occupied by multiple medullary grey-white nodules, varying 1 to 
5cm in diameter, and the central part was made of mingled fatty and medullary 


masses. Cystic and hemorrhagic degeneration were seen in the major part of 


those medullary parts. No regional or distant metastasis was found 
Microscopic examination: The tumor consisted of th’ee main components. 
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a) Round hypertrophic nodules of primitive epithelial cells with poorly scattered 
foci of thymic epithelial differentiation. They are the main constituent of the 
tumor, remarkably often falling into cystic degeneration and hemorrhagic necrosis. 
There are richly cellular foci sharply limited by a thin layer of fibrous connective 
tissue, and made up of reticular cells which are relatively large and oval in shape, 
unstainable with silver impregnation and enclosing vesicular nuclei. Polymorphism 
or cellular atypia is not noted. .Close resemblance to the primitive epithelial 
reticulum early in the embryonic stage is quite remarkable. In the nodules there 
are pretty many capillaries, some of which are dilated and filled with red blood 
cells. Occasionally differentiation of the primitive epithelial reticulum to the 
thymic epithelial cells are seen and the transitional forms are traced. b) Lympho- 
epithelial hyperplasia of the thymic elements reminding of the regenerative 
findings. The great cells which have undifined cytoplasm and poovly chiomatic 
nuclei, resembling thymic epithelial cell congregate in solid strands, among fibrous 
stroma, sometimes extending as thin and long epithelial strands far into the fat 
tissue. In some places the strands enclose a narrow space (a gland-like structure). 
Lymphoid cells are often seen mingling with the epithelial strands. Trnsition 
between a) and b)-tissue is not quite distinct. Abortive Hassall’s bodies are 
occasionally found in the latter strands. In some places the lymphoid elements 
even become predominant, displacing the epithelial structures. c) Rather massive 
fat tissue regarded as replacing remnants of adult thymus gland. The lymphoid 
cells and thymic epithelial cells remain among the fat tissue in irregular from 
with typical hyalinized Hassall’s corpuscles. There aie a few plasmacytes. 

Case 2. M.C., a 58 years old wife. Had toothache, swelling of the right cheek 
and neck on Nov. 15, 1950, which did not subside after extraction of the tooth. 
Severe edema of the face developed since Dec. 1, which became severerer when 
lying. On Dec. 11 she was admitted and a shadow was found in the mediastinal 
field at X-ray examination. Venous dilatation was present at the chest wall. 
Since Dec. 18 she was treated with X-rays (3,275 7) with the subsiding of the edema 
of the face and diminution of the mediastinal shadow by Feb. 7, 1951. In less 
than 2 weeks after cessation of the treatment edema of the face recurred accompa- 
nied by dyspnoea, sputum and severe coughing. She died on April 22, 1951. 

Autopsy findings: General emaciation was marked. The face, side neck and 
the right hand were edematous. The main tumor was an ill defined, smallapple 
sized, hard medullary mass in the right anterior mediastinum, embedding the 
aortic arch, v. cava cranialis, a. subclavir, causing thrombosis of v. jugula-is and 
axillaris, compressing plexus brachialis and n. phrenicus on the righ*, and slightly 
infiltrating the right lung hilum and trachea. In the right ante io: pat this 
tumor was adherent to the sternum. Regional metastasis was seen in the left 
vein angle lymph node. A single distant metastasis was fon! in the right 
adrenal medulla. Microscopically the tumor was necrobiotic in lage: parts. The. 
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tumor cells are much varigated in size and shape, some small and resembling 
small lymphocytes, others large and polygonal, showing distinctly epithelial 
character. In general the latter cells are found isolated or in groups, forming 
small alveoli and forming infrequently rosettes or abortive glandular structures. 
Mucin formation was not seen. Anaplastic adenocarcinoma with abortive Hassall’s 
bodies and with diffusely infiltrating scirrhous growth seems to be the most 
adequate expression of the morphology of the tumor. Invasiveness and cellular 
atypia characterized its malignancy. Squamous cell or oat-cell character was not 
encountered anywhere. There was no tissue which might suggest teratoid origin 
of this tumor. A few abortive Hassall’s bodies were seen also in the adıenal 
metastasis. 

Comments: In the current diagnosis of a thymic tumor its location, shape, 
histologic components and relationship with the original organ are considered to 
be essential. Presence of Hassall’s corpuscles is often given much importance. 
As for the thymic origin of our two cases there might remain no doubt. The 
enormously large size, almost beyond comparison in the world literature, in our 
first case and diffusely infiltrating anaplastic character with a single suprarenal 
metastasis including abortive Hassall's bodies in the second case make the further 
outstanding features. 

Classification of the thymic tumor seems to have been very difficult owing to 
the diversity of the opinions concerning histogenesis of the thymic tissue. Based 
on personal observations of embryonic materials and a thorough review of detailed 
reports in Japanese literature including 77 thymic tumors we present a new 
histologic classification. 

The thymus is principally an organ originally developing from the branchial 
epithelium. The epithlial masses become later, first after having reached certain 
stage of differentiation, infiltrated by lymphocytes (Hammar). One of those 2 
different kinds of elements forms a tumor independently. Lymphosarcoma seem 
to appear in early ages (10—20 years), and epithelial malignancies accumulate in 
older ages (40—70 dears). Infiltration of the epithelial malignancies by lymphocytes 
may occur in various giades of intensity : more typically differentiated epithelium 
seem to invite lymphocytes, but primitive reticular epithelium not. 

The so-called lymphoepithelioma is regarded as a phenotype of epithelial tumor 
hightly infiltrated by lymphocytes, and not a mixed tumor or a epithelial tumor 
with lymphocytic differentiation. Our case 1 falls into the first category and case 


2 into the third category. 
























Classification of thymic. tumor and their developmental relationships. 
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164. Ai ASB ic JEZEL Ze SEP EI ein の 一 剖検 例 

山田 実 , 安藤 清史 (tube: 

Primary Thy’ ma of the Neck. Report of a Case with Autopsy. 
MINORU YAMADA, KIYOSHI ANDO 
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ir x + 急 問 剣 は 没 療 す る ろ 吾 な < 5 
WA Be DEAN 重 と 診断 さ 和 れ た 。 切 開創 は 冶 間 する Ale ecc い 暗示 色 









Dig TA Lice 9 月 20 HEEB 40°C に 及び 約 2 WR 38°C 内 外 に な 
co この 頃 か ら 病 葉 部 の 疲 痛 , GA, 呼吸 困難 。 ent, 10 月 





ete ュ Petz ee ay St E 1 | =a ED er: Er on Bee m 
bolo ABERRO RSLS LC WOE LISHED Buia ds D Fe agD BE LV». 
大 以上 で 表面 は 暗 赤 色 で ザク ロ の 実 様 に は じ け て 潰瘍 を 形成 し , 


陰影 ぇ 


は ゃ ろく 出 面 し 易い 。 レン ト ゲン 写 真 で 右 肺 下野 に 濃厚 な 陰影 4 





証明 し た 。 ラ ヂ ウ ふ ム の 適用 は 行っ た が ナイ トロ ジェ ンマ スタ ー ド は 使用 出来 な か っ た 。 人 入院 後 
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営 な く , MEBIEKIH Brırı. 














は 悪化 の 一 途 を 包 り 11 月 15 日 死亡 し た 。 





ROME AE (4 O MGA fi 


る 特記 - すべ き 変 E は な い 。 


崩 に 近く 成人 の 手 委 大 の 一 見 ザク ロ の 








HTL TSC KON 


AialnaN 





ょ レン トゲ ン 像 に 一 致し て 下 葉 に カタ ル 性 





その 他 の 臓 各 に お いて は 肉眼 的 に は 勿 


Heth py 


AEX Jin KISS 








ERLE * CEM HED 





認め る 。 該 小 体 は その 大 さ 。 ROH 








» CAA ETIKETT EL IT Hl 
HIRD SEN ZH TER L| く 減 少し た る の 等 が あり 一 定 
し て 細胞 に 乏 1 ENT, 深く 内 部 に 入り 所 々 太い 索 状 分 岐 














Cs EL し 上 皮 和 性 細胞 8 の 構造 ATS 
随所 に NAHER ROR ED Et 組 





- る 中 心性 の 渦巻 


+. HE rt —-) > Zs 
し た 間 質 中 に は ま 
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165. NEBSPEIBEK EPO AIBA O RD 佐藤 春 郎 , FA, 
菅野 本 男 , BBR (東北 大 学 医 
An Autopsy Case of Reticulosarcoma Accompanied with Tumor Ascites. 
HARUO SATO, KYUYA NAKAMURA, MOTOO KANNO, 
SUMIO, ISHIKAWA 


黒川 内 科 ) 





呈 そ の 他 の 腹腔 内 の 悪性 腫瘍 の 場合 , 腹水 が 著 明 に 増加 し, その 中 に 腫 揚 細 胞 を 認め る こ 
する 所 で ある 。 し か し 遊離 し た 腫瘍 細胞 が 懇 水 中 で 盛 に 分 像 増 疾 する よう な 例 は 


と 主訴 と する 恵 者 の 腹水 中 に 





3 に 報告 す る 一 例 ! De 腹 部 膨満 


り 盛 な 分 裂 増殖 を 認め , FERRITE DO, zu 





SPSVSICHEME LI LO THAI LEMP DELO, ANCHISTEHRERO 





YE & BR BMSZLD CHD 
J: 414, Fo RE, DIEBE A, 黒川 内 科 外 来 


g ィ 朋 聞 視 経 
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HH 
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つい 
トゥ 








で 電 性 胃炎 の 診断 を うけ た 時 は , AR, 嗜 中 以外 に 訴 な し 。 昭和 <: 





冶 で 共 医 を 訪れ た 際 腫 晒 あ り と 言わ れ , 4 月 中 旬 迄 治療 を 5 その 頃 か ら 腹 水 


了 い 腹水 を 排除 し た (300cc, 500cc)。 . 上 腹部 





り , 5 月 5 日 東北 大 学 黒川 内 科 入 院 。 


ee 


I zn MH =>. と orb xe Abt 7 
NIC ば 寺 ぅ u 部 の 膨 隆 と 多 量 r の 腹水 あり , 左 助 弓 下 か ら 中 腹部 に か け BC 


+ 


% の あ 0。 HEN 





FAPPIMENTZ SU, RER ら 1 





>. HEIROMEE/L. Wa. 氏 反 応 (一 ), 血 沈 1 時 間 値 25 FE 








リベルタ 反応 ( 士 ), Ka 2.0%, EEL Te 









Fr StI WS N + IST (Fil すゞ ゼ = be rt dy YA ミロ MT に 7 > 4 7 
1 中 が 度 め らし だ た o = C1 個 同姓 1 WE LH We Cc, BMTEIRT£o K 


TER 20~40 u 前 後 で 丸く , ROP DR ARE INT PRIETO AC, ET 


SEHR C UG EO— ICME AT LOBE Vo 不 整 形 な 核 や 二 核 乃 玉 多核 を 有する も の る 
> = + < に ナー 2, ı m っ > まっ 1 FTT+ ag en 
a や 5 2 Bello | WIRE 7c RS 2 Aw: 月 する も ゃ も の 多 【 I YC, 修 の 周囲 に 明る い ホ 





テ ヅ ー ル が 著 明 に 見 られ る も の が ある 





ー フ を 有 し , 
前 期 か ら 終期 に 至る 迄 の 各 相 が 全て 存在 し て いて , 腹水 中 で 


rd En len ーー テッ eae Er 
% し 7 こ し か し 細胞 体 に Ze if Zr AE GUY る も の が 本 hk り u. 






の 変性 を 示す も の も み ら れ た 。 LAO MGMT Tt D RIE 
中 に 常に 多数 見 出さ れ , 数 々 増加 し , 高度 に 折 濁 し た 腹水 
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揚 細 胞 を 認め る こと が で きる 様 に も な っ た 。 入院 後 7 月 21 日 に 死亡 する 迄 の 期間 に Nitrogen- 
Mustard N-oxide (MBAO) の 静 注 を 行っ た (5 月 下旬 に 1 過 間 , 6 月 初め 5 日 間 (この 時 な 
注射 を 行う と その 都度 腹水 は 問 明 
商 感 が 軽快 し た が , 白血球 減少 , 悪心 嘱 吐 等 の た め 


Sr 


Nitrogen Mustard) 6 月 21 日 か ら 7 月 1 





メン Gd, 腹 音 


1 見 で 
時 





止 を 余儀 な くさ れ た 。 注射 を 中 止 する と 白血球 数 は 数 日 で 再び 増加 する の が 認め られ た 。 末期 
に は 性 瘍 細胞 の 浮遊 する 血性 胸水 も 採取 され た 。 7 月 21 日 死亡 

“per : 細 網 肉腫 Clee 72, 1951) (1) ARE AA KON AB, 
Aci ROE BBO GGA. (2) FROME REMMI OREM ST SFL TRA HS KD REY (500 cc). 
(3) KNEARRKF (特に 網 様 垂 ), 大 網 , 腸 聞 膜 , JARRE ROW. (4) AR RO REI 





HB. 9) 左右 助 胸膜 の 腫瘍 浸潤 及び 腫瘍 胸水 の 貯溜 FE 1100 cc, 右 520cc)。 殆 ど 


て 


3 











re (6) ED #5 £4, Zei 

腫瘍 細 胞 は びまん 性 に 各 組 織 に 浸潤 し , RPE A ED AAS, 組織 学 的 に は 細胞 は 
小さ く , 5 く 核 の 大 さ は 光世 球 程度 で も る が , 核 が 明る く 原 形質 が 湊 染 する 点 は 光世 
Be = (BS VEDAS BITKREZHLTAEE LT ZORMRSEINS, その 癌 に 円 








a ee ey ee ee SAT Lp eee = の る 7 みて 41 NETT > BE 

> Ma DS LTE し PEED Ze hh “BRT KALI OMANIDSF V » この 部 分 は 銀 
ize jf =) “7 ae oe ae Er EN eA アト ドッ ー マ HET イ ルー pri kie 
Ky] 非常 ( _ - 粗 な 網 を KL CI OMIT STE» JHC FC VARI E fı We 





- Z eesti thy sten 仙 』 メ ミミ mV ?. 

V0 SEAR SIRD ISO HILD 
Jelteriı + vr Beet Im = 2 Seo ne) 4 rie Fo 
EE, rm TRIN (Zi の く 光 巴 腺 ) NRZ 


た ふ ので 


ie 臓 各 に 浸潤 し た も の で , 





(し た ゃ も の と 思わ れる 。 






166. 腫瘍 性 発育 を 交 へ た Hodgkin WO— Ne wr BA 
E i iF) 
An Autopsy Case of Hodgkin’s Granuloma Combined with Neoplastic 


Features. AKIRA YAMADA 


Hodgkin #3 kfic Ewing が Hodgkin lg ce HA Lote eee le 





NDEATEHEL TU SDS, 非 定型 的 Hodgkin ACL HW AMAT ze SRV ABS VO Th 
Mate Ty a 2 Te I ARTEN TO 
Kae: S24, 男 。 昭和 24 年 10 月 左 REED HEBEN EINE & Tif 2 

















HRISENFER, SIKTEEMERO FE HERI U 2 
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X lat (41 回 ), 
C26 12: BS BEER 
数 11,200 ( 杏 核 球 7, 





mA 






腺 は 左 

KR; = 

し て いる 。 BAREMICIx 2.0x1.0x1.2cm, 
> RIEHHESARNZ 3 NE | 





2EXZem, Sx2 Sem X 








9 
* か 











Nitrogen-mustard (20 mg) 4 


5> BHAGER 72, 

















eh Wise < 
よ 入 院 時 (26 年 6 月 ) 赤血球 数 


TEER 14, 


BE 1 の 12 月 4 日 に は 赤血球 数 149 万 , rR 13,600 (AERERR 76, 分 節 核 球 20, 光世 
$k 0, HER 3, 好 酸 球 1, BIBER 02), 栓 球 数 は 末期 の 11 月 中 旬 に て も 147,000 で あぁ = た 








KE ROR ROR cite, Packet 形成 な く , 
巨 細胞 可 成 多く , RER SHEL BNMNH k, 
Lad Al 
検 所 見 全身 表 在 性 光 包 腺 は 概ね 中 指 頭 大 以下 で 原発 和 と 思わ れる 腺 も 小豆 
大 , 大 豆 大 各 1 個 に 縮小 し て いる 。 これ に 反し 体腔 変化 は 碁 だ 頭 閉 で , 
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5x1.8x1.3cm 0407: 





wit; Ea) 
ARE IRR! 











X1.5cm の 結節 の 外 米 粒 大 一 大 豆 大 の も 多数 に 認め る RECA er ml top Gti SF Bic 
AES ati A 4.5x2.5x0.5cm, © 4.5x2.2x0.3 cm 
Bim ER a Ka Ps Ce: E3x15x09cm, HE 2.5 
x1.0x0.3cm), =, oe eee aN た に 基 因 す KE ( 腹 
K 1.200 cc, 胸水 i, KW BEATE DSL OILS 

THR . Fe 

fe > れ る 
Kl 5 N) i¢ > Bi 
BoP 分 が 種 
RTE | fy 
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Met Lon, Mie ORV ARE THREE LEE C4 CBE LTS OL 
と 殆ど 同一 形態 学 的 特徴 の も のか ら Sternberg 巨 細 胞 に 近い も の 迄 種々 の 移行 





HY Sp 
>> Ai 
HAA BIS. 更に こ 大 型 細胞 の 多い 部 分 で は か か る 多 型 性 の 細胞 が 少量 の 結 締 織 を 介 L 
て 秩序 な く 配列 し Hodgkin 病 に 特有 な 各種 細胞 を 殆ど 欠き し か も 血管 内 或 は 被膜 内 へ の 侵入 
傾向 も 用 わ れる 等 腫瘍 状 発育 を 呈し て いる 所 も ある 。 み か か る 像 は 殊 に 後 腹膜 光世 腺 に 強い 様 で 
ある 。 腺 以 外 の 結節 も 同様 の 組織 像 で , 時 に ほそ の 他 吸 収 性 黄 六 像 を , PRCT 


HIN, MSE PE Bw, MURCIA aH, HEERTA, 骨髄 に は 人 造血 像 を 認め 
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ker SACRE EIA = 認め TE その 他 の 諸 臓 器 に 5 


締 織 増 殖 , EBOBENKEDINS 


い 
' 
‘Ss 





IB, PCO AMRANICIZ ica > Tobi 


BA, REAPER 


a OE) 





化 カ FB H れる 所 し & や < 
接 及 び 要 約 : 本 例 は 細 ZELTEN Sternberg 巨 細胞, 繊維 





+ ょ AT モッ ー リエ 【 テ TEIL vests SL. FE > 
Fr に 5 で を 育 を も 見 た 点 か ら 腫 瘍 | 発育 を 交え 
と Ft Ay Fa Fa AT > fae Ag 
wo Fi く 内 分 泌 腺 の 姜 納本 症 に 直 





か 知 か は 今後 の 検討 を 要する が , 少く と も か みか る 論 化 の 中 甲状腺 , BLoORs 





に 照射 され た 駐 線 が 南 を 負う べき も の で , これ 等 内 分 泌 腺 の 変化 は 本 患者 の 死因 に 可 






ALT OU Tix Waugh 


ジテ 


影響 を 子 え た で あろ うと は 考え て も よい で あろ う 。 Hodgkin An] 








Ce と の sun ay: 2» 77:33 の 中 rd Wate 
内 ソ 万 -} 1} PSA en De? } ke HEAT RED at HAF Bi x , 降 】 Ai Hea 
」 ei BLER こ | I i = I 1 
r—$ ne Fr Im cml Ate bp Ir Zane > Go>- BRS) DEI Z : 1 
} X KEY | THEA HEE SAL ODS CAUSTIC BE し 移行 3 る 疾病 系 列 














> と ng) この 立場 で 

tt ) プ Fe ) 月 A FRE WA と 本 例 (に お いて Aa) ED ; I +-fgZ 
X ARLE D GE EF FLAT BICA LBURS DT 5-2 S- 

At 53 才 の 男 に 見 た を 変 み た Hodgkin 病 で 所 調 Hodgkin 肉 幅 を 思わ せる 





167. 席 洲 な 腹腔 内 韓 移 を が し た 甲状腺 腺 交 の 一 剖検 例 SES 


の 





広島 + 大 = 理 を 教室 ) 
An Autopsy Case of Adenocarcinoma of the Thyroid With Extensive 


Metastasis into the Abdominal Cavity. TAKIO HIMENO 





RAIS kD jah ¢ ARR RD FFIR 





if Ei: DEN た の 種 場 、 
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急速 に 増大 し , 鈍痛 , ER Fie fhoko 9 A RRO RIK KON ELMER Sti 
— EE ASH © fF 42 10 月 10 日 死亡 し た 。 

剖検 所 見 : 中 等 度 に 廊 痩 LA FONG ROB RHEE. HAIR; AWE 11.2x3.2 
x2.4 cm, 右 葉 11.7x3.2X2.0 cm, ike 3.0x2.0x1.3 cm, 65 瓦 。 表面 凹凸 不平 , 周囲 組織 
HLSW Ceo MM, 概して コロ イド 含有 狗 , 策 * 淡 白 色色 調 を 帯び 赤色 。 硬度 
は 増加 し な い 。 腹腔 内 : 腫瘍 小 破片 を 含む 血性 腹水 を 多量 に 容れ , 腫瘍 は 24.0x1.0x14.0cm, 











分 離 不 能 の 肝臓 , 膝 臓 を 含め て 約 3,600 Io 腹腔 上 3/4 FH 
れる 。 ML AA, 前 腹壁 膜 , 布 側 体 壁 腹膜 胃 , BER OM Oe 2s 
AL 部 分 常 赤 褐色 , 極め て 液状 成分 , PA So THAR 
康 な 外 *※ す る 肝 実 質 を 認め る が 潤 次 腫瘍 組織 に 移行 し て いる 。 Bi 


ら 4 横 指 下 の 部 に 小指 頭 大 の 膨 隆 と し て - 二 指 喝 内 腔 に 人 信 し て 








RD FF TE は 認め な い \ Yo 肝 『 TERIAL WIRT AVC EME 


TEE 2 a =) = sie Z in $$$ aL に と < ュ - 3, - BE) stecke 
KRY DB 2 > T 22]: 1 は 共に 大 白 1 f4, ti PR Cay Oo MIET FL, nt LOEB 
j- 7 f ド み マ か A 7 ロナ ー nt TH きす 前 2 安 > た i 2 = J Ir 
の 円 場 が ある 。 COLO MAR RIT MK, Fr PREMRSRIC ULES & め られ な 























PZ (ky ey 
r > f 4 
日 が , AWA 
- 円 北田 
1 
を 2 
a J 
=. Fe Sate pate He} 一 7 > 3, te nx „> He 
Ly BEL > 被膜 内 に 迄 も 浸潤 し て いる 。 これ 等 の 細 LA ら カ 2 
- [ 生食 テ レニー Bıryk sen ュ ン ht コロ 1 
) ic FA IDEM ASL 或 は 狭い 不正 形 の 屈曲 し た Ber 
Lo. In wir 
Pr re - ニテ ー bs 
ん IT: IA だ フナ aes 
者 HZT Lore 1.7 て > いと この ーー ae e - bi? 2 EI HERE N Dr IL 2 Zn BG 
Vs Ci EE OD 大 部 分 は 略 々 正常 の 月 ぶす に 反し , 一 部 が 退 形成 性 の 変化 を 示し , その 
H- / レ エグ FAN a > I a u be ra). =} ler) ~ Ee 2 1 ァ デ 
TEAC NODES TTR ERD BAL SPLASH FIR CHD られ , 『 内 に 人 人 人 し て 
] 
i 
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や う 
x Pe ne ey 『 不 ビエ EHE Te Zakk AR EB Ph» p-— FEB BE 
A AM OIL FE LS AH CH DASH TLD HE 見 られ な い \ z 14 Aare x 
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り Lx Are LT DDR IO BILL BALTES EME Zs A HE 








部 は 上 皮 の 悪性 化 は 認め られ な い 。 卵巣 冶 組 織 の 実質 内 へ 
の 侵す る 像 は な く , その 腹 脱 面 普 に 周囲 結 純 織 内 に 冶 胞 集 を 作っ て いる 。 上 二 指 腸 光世 腺 , 






TFT ay TRICULAR BR 7e SIG ASENA AALS, その 他 の 臓器 , 光 巴 腺 に は 病 腫 の 発生 万 至 転 


C. GRC : RASA OLE LB MSL ETUDES, RK D HC ALR 


wie SOOM LI Lik, 主として 重量 65 瓦 と いう 正常 平均 値 の 約 3 iu Hae 
































1 ES, これ に よる 何等 の ゎぁ 無く, ズ 甲 状 腺 腺 へ の 転移 ヵ 

な く 極 め て 特異 の 発育 を 示し に よる も の で ある 。 甲状腺 の 甲状腺 腫 を 基 
し て 朋 増 が 発生 し た こと は , その 上 上皮 に 見 られ る 限局 性 の 退 形成 の 像 か ら 更に 腺 頑 の 組織 像 包 
の 公 行 陣 が 琵 さ れる こと で 明らか で ある 。 こ の 事 は 又 女 献 的 に も 甲状腺 悪性 腫瘍 良性 甲状腺 
BROT に 発生 し た と いう が 如く , # SER TEILE TRIER Dre 
Hab KREDIT TH SALAH TH 9 最も! A 

| Bt, CHA oe eRe TS 1 の 得 ら れ な か っ た 事 , 甲状腺 以外 に は 
iS ? IT i! ) f fi . me LAD an 6 相 : le] (に 見 , つ 4 ’ | DHE 
A と 寿々 血行 性 で ある Kawaısky, Ehrharat HK Ban 
j 期 > H A う 肝 へ の 4 4 E itp Hi | ane, 4° 内 £ 

H : ARE RIE tr otihias 5 OVE EH - AL 

pl \ ) amg E NS ai a (3 nF ) - 複 ト >) る トッ ふ ね お 月 | A: い ー Ar: L 
MILT ICE ONAL O BCLS ¢ A TH KEANE NE 
: この は 日 RK し 断定 させ る 他 の 証左 で で も ある 


61 EKD is り H 17T, 肝臓 に 巨人 な 抜 u 
are eT ee の や re 
<i rif ad Il FED | TE A — Fi CB 





[Hy el gzE LB Krukenberg Kiki 2 例 
Shi, 太田 邦夫 , 星野 智雄 、 堀 BE. WEBS. AP RB, 皇 山 耕 吉 , 
RARER, MRAM (WO 
Two Cases of Krukenberg’s Tumor Originating from the Breast Cancer. 
KAZUMASA MASUBUCHI, KUNIO OOTA, TOMOO HOSHINO, 
MASATO HORI, JUNZO YANAGIHARA, MAKOTO TANAKA, 
KOOKICHI HATAKEYAMA, YOSHIO TENJIN, KAZUYUKI MATSUO 
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と 計ら 者 と , DRADErRH ALL SRF END. 即ち 。 Torok 等 (1880) は 336 ORI 
26 fi. Gross (1888) は 114 中 3, Paget (1889) は 736 中 外見 上 0, Williams (1894) は 
44 中 1, Crile (1931) は 520 中 1 に 見 た の み と い う が , Handley (1922) は 58 中 6, Bic 
Warren 及び Witham (1933) は 162 (2 例 の 肉腫 を 含む ) 中 15 (9.32), Saphir 及び Parker 
(1941) は 43 中 7 (16.32), Sicard (1948) は 38 中 11 (2965), Karsh (1951) は 148 中 18 
(12.22) に 証明 し た と いう 。 

本 邦 で 報告 の な い の は , 事実 見 当ら な い の か , 精査 の 機会 を 欠い で いる の か , 恐らく 後者 で 
あぁ あろ ^ ら と 思わ れる 

fl SEARED 2 例 を 発見 し た の で 報告 する 

al 35 才 11 ヶ月 , 5 回 経 産婦 , 終 産 32 才 , その 後 右 乳 腺 の み で 授乳 し た 。 1950 年 
10H & Duk, 12 月 右 乳腺 腫瘍 を 気付 き , 12 月 20 日 韻 研 外科 に 入院 。TR. 400 万 , W. 6200, 


het TELMI- モー イー BS Yen くし 中 と 
1 a: Fe: hi ト Lage i, レ 線 で 陰影 あり 。 右 





Hb. 902、 血 沈 1 時 間 11, BR Benzidin <7 
移動 性 良好 , EUR ER 





凶 限 の 内 上 部 及び 外 上 部 に 投 指 頭 た 及び 蹴 豆 た お 
ait ay Eph: Zt 


fh A る 。 Hg? 部 や や 膨 ott Le 腹 水中 3 of FEE, jit titel] JLT BES K, ART SIG Mes 診断 : BELEG if ij 
腫瘍 は 1.7x1.2x1.2cm 及び 





MISS. F1 回 手術 12 月 22 日 , 右 乳房 切断 
0.8 ぶ 0.6xX0.6cm の た さ の 乳 坊 で 後者 は 乳腺 内 転移 と 思わ れる 。 第 2 加 手 術 1951 年 1 月 8 
日 , Bit, kit] 2.27 あり , 腹膜 全体 殊 に 子宮 附近 に 米粒 RIN FD BRO: 


認め られ る 所 見 は な い 。 両側 附属 器 


m a1: 


及び 子 





別 除 を 行う 。1 月 20 日 退院 , SO RAL 6101 日 日 ) に 死亡 す 





WW, A: . | = Fl Narr mH 
MAR: 乳房 の 周辺 部 は 乳 


HY RO DAE ROOD, 3, Zi LTR b RFT S. Mucicarmin 及び McManus 
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ERBE, b, Mak AM eRe Ree ft Yc Adenocarcinoma cylindrocellulare 


tubulare medullare 4 Koi LAL ke Bez BIL] 





mili) 2, 37 才 8 ヶ月 , 2 回 経 産 姫 , 21 MR, BEER Birk 
ok, 1949 年 10 HERE RN, 次 第 に 増 た し , 1950 年 4 月 千葉 た 外科 で 右 乳 韻 
生じ に , 1950 年 12 A AES MAPA eT 





- に クン 。 GEL Ig Bb AZ ナン SO A Ao an ee 
Fly, (Pe UPRRBAT ALT to TORFARI DS 


7 IE ト 半身 に 注 Wiz ze HE A っ KH 部 ) Ae Shs Ey JES PRT Jus E あ 0D, 手術 





の 硬い 結節 が 多数 発生 し た 。 1951 年 5 月 , 下腹 部 騨 瘍 を 
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シ 線 照射 と うけ た 。1951 4 
変 な 


日 発 圭 と 論 細 と の た 。 a ら 再 入 | 











F 7 AAG ARC Abe SRR 上 半身 浮腫 閉 明 , 胸部 皮膚 は 硬く , 
» REE at. MO, こ 小 結節 が 無数 に 散在 する 。 内診 す る に , 子宮 は 著 
HURHIENK BELO WEL (EL, 可動 性 。 R. 414 万 , W. 4600, Hb. 714%, 

] 80, 7 月 16 日 より 20 日 を で Nitrogen-Mustard 17.5 mg を 注射 し た と ころ > W. 
8 月 23 10 月 7 
Eb alg 


Lek, 背部 
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oe 
Lye 1 眼 
900 
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と な り 中 止 , 8 月 6 日 より 13 日 を で 325mg を 注射 , 日 一 応 退 院 す 


N—M を 12 日 





] 
し 





EI AIH KR 


て いる 。 








た 。 DABEI KL TEE ROH ER Z AD TR 月 3 日 子宮 及び 
腹水 は 少量 の み 。 12 Ae ODOR HL, 12 月 25 日 死亡 3 
AHR EAL OBB SO CREEL. 左右 同様 の , MERKT Ind 
で 大 1 と な く , 小 索 状 の 浸潤 を 示す 。 Vv 
7 が 強い 。 1 : 入 の 像 を 見 る 。 卵巣 は 右 .8.0xX4.2x4.5 






































cm, # 7.8X4.5x4.5cm, 表面 は 凹凸 不平 , 胡 白 色 , 硬 固 , 割 両 で は 右 に 一 部 畑 腫 化し た 部 
分 を め る 他 。 Th fix く 認 
め ら れず , 僅か に 数 - よ っ 
て 占め られ て いる 
で は 痛 は 明らか に 乳腺 及び 他 の 部 に 認め られ と ・ を と り , BRIT 
明らか た な 小 管 』 くり, SLi k PER EEICIA > TU 2. これ 等 の 管 腔 の 内 容 並 に 実質 性 冶 
ip Wy = Ug % HH FAD 反 x >t る BS E は AI め > れる カ 1 (ef We 
いえ る 程度 に ) で は た ない 。 門 部 で は 多数 の 拡張 し た リン バ 管 ERLTW 
る の が 見 5 DARF E FEW A dur - か な り 和 発走 し た 
fe ) の の に 宮 に は & TEN 
栓 所 見 手術 部 の 局所 再発 ン バ 行 性 播種 r u 
HH 状 腺 , bj » 後 下 縦 隔 等 に 広汎 に 見 られ る (TH 3 助 骨 後 
, werk, 右 第 10 MER L, ET 
る 。 用 , SID and FE RO RAR 
ぅ れる 。 MB. 胸水 は 両側 に , OBER 240 cc に 達し , ji 
iz 時 腔 で は 
IT > Fur e 
4 iA F 
附属 器 別 除 後 の 手 術 野 に 
ji Dr 
ド 例 は リン バ 行 性 転移 も 極め て 高度 で ある が , I BS SLT 
いる 。 他方 代表 と し て 血行 性 転移 の 現われ て いる 点 か ら , 遼 隔 部 に 見 られ る 転移 は 血行 
性 と 考え て よい 。 卵 業 転移 あこ れ に 入る きも の で あろ うら 。 腹腔 内 播種 は 卵 湾 の 変化 に 比 し て 
































軽度 で 是 つ 比較 的 新 ら し いか ら , 卵巣 へ の 経過 と は 考え に くい 。 
以上 , 私 共 の 2 例 は , 何れ も 高度 の 転移 を 伴い , その 一 つと し て 卵 巣 転移 が 顕著 に 見 られ た 
結局 。 FED tei Mr WokOte * あ - っ た 。 原発 部 カ » HHS HiLND RERS ET ¥ < は 確 と は 困難 で ある が , 


第 2 例 目 は 剤 検 に よる 詳細 な 検査 所 見 か ら , 恐らく 血行 性 の も の と 考え られ た 


hte 


169. JXSEVEDNTHRO 1 fl SHE, 天神 美 夫 , SUS, WBE, 
太田 邦夫 , 田中 BR (HK MAM AE 
On the Primary Carcinoma of the Fallopian Tube. A Case Report. 
KAZUMASA MASUBUCHI, YOSHIO TENJIN, KOKICHI HATAKEY AMA, 
JUNZO YANAGIHARA, KUNIO OOTA, MAKOTO TANAKA 





Eb, 70227 RAB) 


BREN ES We AUS EOBBRAN 
本 症 は 1886 年 Orthmann が 始め て 記載 し た が , それ 以前 に Renaud (1847), 次 で Rokita- 





こ 見 られ , 日 本 に お ける 報告 は 今日 を で に 18 例 あ る に 過ぎ な い 。 


と ご 


nsky (1861) の 症例 あり , Orthmann まで に 13 例 が 見 付け られ た と いう 。 VROREA LH 


TA 


増し , 1951 42 Roth は 486 例 に 達し た と 報告 し た 。 私 共 





Wc HET Bo 

症例 SLAC TAK AMR, TEL PEI, Lil, 持続 4 日 , 中 
Sir, BGL7S Lo 結婚 21 才 , 5 回 妊娠 , 初産 21 才 9 月 , MHI4 SETH, 第 4 回 妊娠 は 
人 工 中 総 施 行 。 閉経 1951 年 1 月 。 既 往 症 は , ZIMMERN 45 FT 

現 症 経過 : 1951 年 6 月 半 頃 より 肛門 附近 に 緊張 不快 感 あ り , 便秘 に 傾き 排便 に 際 し 人 包 過 が 


生々 障 得 され る よう に 思わ れ た 。- 時 症状 の 軽快 を 見 た が 8 月 に 増悪 し て 来 た 。 MRO 





は 全く 包 付 か な い 。 初診 8 月 15 A, 当時 栄養 中 3 TEILEN, 
Ka ROBBE, HERBS Lo HBR AS ERBE CR L 
LBD BL RD So FETS LALO TS SAG LARS So Feb 





RR, ENARHE 診断 : REDE? 8 月 20 日 入 
Sc: 体重 40kg, R.391 万 , W. 7000, Hb. 8022 (Sahli), 橋 沈 1 時間 18mm, 中 性 嗜好 球 


5322 ( 杏 状 核 12, DER 52%), リン バ 球 38%, エ オ ジン 細胞 7%, 





K 単 核 ・ 移 行 型 222, 
血圧 122 一 71, 血液 氏 反 応 陰 性 , 尿 異 常 た し 。 8 月 22 日 手術 施行 。 開腹 する に 大 網 が 正中 


に? 


線 附 近 で 服 遇 に 癒着 し て いる か 錠 旧 性 で な く 容 易 に 卸 苑 し 得 。 Donglas iC iL RHO 
KH; 100 cc を 認 む 。 FROLIC WMI. INTERNET, 
na も ins 
BEBOCHENEL CU to BAPTERBÄEEEO EEE IER A SEND IM 
BD BU ER Tot 
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様 を 呈し , HORE DO, その 中 聞 部 は Douglas & 





が 散在 し て いた 。 子 - 宮 肥 





術 後 診断 : HEC. 術 後 14 HAS Röntgen 照射 を 行い ,。 7 ヶ月 を 経た 今日 
健在 で ある 
SIR AAMT EL : | AINSI DBP RIC AH — CHAR L, 
THI CIE ETT & BMS. KIERRTAIMERKCH 2. BEATA. PRES CIEML, 
RAR DO EBEN 7 > て いる 。 FRDHWIKAIBZELTUID WEBB 7 6, BY 
Mei l CUS CCT ORL CUS. MBL eo CU SIWEBMORSIX 13cm, jit 
2cm fir, AURAL, JKC, BRRICIR OE ee. ASE Ber 
jit {ES AYE it, AikFaarv— bFROWRACH SDA LMEOMRCH - Pro FH 
な く , RHEL 
組織 学 的 所 見 : 右 卵 管 の 1 側 に 王 部 を 有 し , 主として 管 腔 内 に 発育 し て これ を 拡張 
哉 部 粘膜 の 大 部 分 に は 凌 縮 し た 正常 型 の 皮 が 見 られ る 。 Mir 
腫瘍 の 基部 に お いて は 明らか な 浸潤 注 境 殖 の 像 が 見 ら 
核分裂 像 は 特に 多く ! ii 355-0 CELE A: 
7) % & % (Adenocarcinoma papillo-tubulare exophyticum)- 
濾胞 の 新生 が 起 っ て いる 
TE: 内 膜 は 壮 縮 し た 老人 性 の 内 膜 腺 が 見 られ る 。 畑 性 変化 は な い 
の Endometriosis が ある 。 ZOMBMIC HA tie. AARON 


U: 多数 の 白 体 が あ ? 


と の 組織 分 類 は , a) Are 


ら , Hu-Taymor-Hertig ©, Grade II: Papillary- 


ロ - 木 ・/ IE A> LE Se hy) Sard Tye nN#th va Bis 
H# PRRRTARIHRL TRR OR GE ED En] 


, Zangemeister 等 の 報告 の 如く , 外国 で は 40-50 才 ヵ 
51-55 $2:8% 
即ち 51-60 Fix 11 例 (8%) を 占め , AFORE RIL ED 


SG BEN L/D \, 

















170. JEREM(GAMO-—Pi] MEERE 
A Case of Malignant Melamoma of Vaginal Wall HIROSHI HAJIKANO 


(Department of Prthology, Tokyo Medicel & Deantel College) 


Maligrant melanomas are said to be found, though not very frequently, in the 
regions where epidermis and mucosa come in contact with each other. Reports 
on melanoma of oral mucosa are not rare, but those of vaginal melaromas.are 
extremely scarce. 

Clinical Data: H.A, a housewife aged 34, who had normally delivered 2 child- 
ren, had been suffering from bronchitis since March 1948. Fluorography on Sept. 
1949 reveled exudative plurisy on the right. PAS was administered for 3 weeks 
since May, but coughing and expectrans increased and moist rales were heard 
over the chest. She had been complaining of dense purulent leukorrhcea a-d 
then hemorragic one since Jan. 3, 1950. A massive genital bleeding was seen on 
April 13, 1950 and a vaginal tumor was found by a doctor. 

On May 16, 1951, she was sent over to our hospital; on gynecologic examination 
the vaginal lumen was filled by a soft tumor of hen’s egg-size, arisirg from its 
right anterior wall and being covered with smooth vaginal mucosa. The lower 
portion of the tumor was necrotic and bleedirg. Biopsies, on July 3 and 16, sug- 
gested an unidentified malignancy. On Aug. 3, 1951, the third biopsy was diagnosed 
as polymorphcellular sarcoma; there had bee: ro melanin-like pigmert. She 
become dyspnoic since Aug. 23 and died 4 days later. 

Autopsy firdirgs: A vaginal tumor, arising from the right anterior wall of the 
upper part of the vagina was soft, medullary and of goose-egg-size (7.5x6.55.0) 
and protruded with broad base into the vaginal lumen, falling in hemorragic 
necrosis in the apical part. Cut surfaces of the tumor were grayish-white ard 
amelanotic. A thin layer of tumorous infiltration extended subepithelialy to the 
vaginal wall just opposit to the main tumor, with remarkable melarotic colora- 
tion. The tumor has invaded the posterior wall of the bladder, ard the anterior 
wall of the rectum, preserving their mucosa. The urethra, uterus, adnexes, 
Douglas’ pouch and vulva were free from zeoplastic iavasion. The skin showed 
ro charge. 

No metastasis, regional or distant, was found anywhere, except only a single 
pea-sized one in the left lobe of the liver, which was spherical a:d dark bicwn 
coloured. Severe bilateral lurg tuberculosis was the direct cause of the pa“ient’s 
death. 

Microscopic Examiration: The tissues removed from the main tumor ante 
mortem ard those found at autopsy were essentially of the same structure, but 
there were certain va iation in histologic appearances of different portions. 


In the majority the tumor cells were composed of spindle cells, having scanty 
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cytoplasma and partly arranged in wavy streams. These cells were almost uniform 
in size and shape. The nuclei were large, spherical and hyperchromatic, and 
mitotic figures were rare. The nucleoli were usually not seex evidently. In other 
parts their cellular pattern was somewhat polyhedral and reticular, with a delicate 
net of argentophilic reticulum surrounding almost every sirgle cell. The nuclei 
were large and hyperchromatic, and their nucleoli were rot prominent. These 
cells were complately amelanotic. 

In the parts of the dark brown infiltration, especially at the posterior vaginal 
wall, they contained abundant melanotic pigments, both intra-and extracellularly. 
Their cellular pattern was moderately anaplastic and irregular, most of the cells ' 
havirg a spindle or large polyhedral shape, with rather scarty cytoplasma, and 
mary of them containirg abundant coarse granules of melanotic pigment. Bet- 
ween the melanotic and amelanotic components, there were recognizable transition. 

In the sirgle metastatic growth of the liver most tumor cells contained abundant 
pigment as coarse granules. Many stellate cells and lirirg cells of sinusoid also 
carried phagocytosed melanotic granules. 

Melanotic character of the pigment leaves little doubt: it was argentophilic 
(by Levaditi’s method), could be bleached with potassium permanganate, was not 
soluble with acid, did not stain with Sudan III and did not give the Berlin blue 
reaction for iron. 

Comments Primary malignant melanomas of juxta-cutaneous mucous menbranes 
are of rather rare occurrence. Among them primary melanomas of the vagina 
seem to be extremely rare, sirce only 18 cases have hitherto been reported ac- 
cording to Mino (Am. J. Obst. & Gynec., 53, 1948). Autopsies in such cases have 
been performed in only a few instances (Nuerenberger : Handbuch der Gynikologie, 
1930). Brzezinsky and Bromberg recently added 2 cases of vagiral melazoma. 

Mela:oma may metastasize so widely from a small primary lesion that it is 
necessary to rule out this posibility when a tumor of this type is found ina rare 
location. The most common primary sites are the skin and the retira, both of 
which were definitely excluded in our case, as origin of the vaginal tumor. Rare 
incidesce of a hepatic melanoma in general and minute size of the hepatic focus 
in our case irdicate most naturelly the primary rature of the vagiral melanoma. 

Melaroma is, as might be said, a tumor of theories. There are various theories 
concerning its histogenesis: ectodermal, neural (Massor), and neuro-e:dothelial 
(Feyrter), etc: Rare, but indisputable ircidexce of such melaroma in the vaginal 
wall might possibly add to our knowledge on the hissogenesis of such tumors. 

Accordirg to Willis (1948) the vagiral mucosa has or acquires a melano-blastic 
capacity, either because of heterotopic epidermis or by way of metaplasia of the 
ectodermal epithelium. Nuererberger has described that the vagi-al epithelium 


may normally possess pigmentformirg capacities to some degree. Abundance of 


sensory end-apparatus in the vagi-al wall may support his:oge ic explaration of 
such tumor for those who are associated with Masson’s and Feyrter’s theories. 
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11 BRHEELZUTFDAED le 赤本 制 ニ 
(岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
One Autopsy Case of Primary Leiomyosarcoma of the Urinary Bladder. 


SEIJI AKAGI 


Munwes (1910) は 94 BIO PE AMOH 5 例 の 筋肉 性 を , Hückel (1934) は 125 fio heh 
At He 8 OMEGA EU CSS, DREAMED S © WPMD MEALS ASC 
PEW 1 内外 を 占め る に 過ぎ な い 事 実 より LTE HE AMC BEZE Bie PTE La 


fl. は 騰 』 if Lee, Ee aie と 診断 され , 数 cir] ce り 尿道 
ある 経過 を 辿っ た 一 例 を 割 検 し て 勝 腕 の 滑 平 筋肉 腫 な る 事 を 認め た 
症例 。35 才女 子 。 約 10 年 前 より 時 に 数 日 持続 する 頻 泉 , 残 尿 感 を 訴え て いた が , 死 章 約 6 





ク 月 頃 よ り 残 尿 感 , PERRIN, 硝 線 中 絶 , PRIA BRA “CIM 皮膚 泌尿 器 入 教室 に 入院 , 
j に 騰 有 眺 底 に 相当 大 な る 乳 購 状 の 腫瘍 が 多発 し て いる の を 認め られ , AMMOBRO 4 
と に 電気 焼 委 術 を 約 1 週間 置き に 8 回 施さ れ た が 騨 瘍 は 却って 増大 し , 発熱 を 来たし 全身 鹿 状 


WEL, 死亡 2 月 余 前 より ナイ トロ ジェ ンマ スタ ー ド の 注射 を 行う も 治 疹 に 向 わ ず , 次 第 に 





排 選 困難 を 来たし た の で 留置 カテ ー テ ル を 施し た が , その 後 尿意 和 失禁 の 状態 と な っ た 。 死 前 約 
+ APPR ESRC SHR A re OOM we sd, 同日 2 個 の 療 


卵 大 の 腫瘍 を 自然 に 外 尿 道 ロ より 排出 し , その 後 死亡 時 を で 数 回 , FBEKI YD) 





KNIE) ADS と に 昭和 26 年 9 月 9 日 死亡 





学 的 所 見 。 高 度 に 久 間 LIRA, UU OSAMA OT, 腹腔 を 開く に 腹水 の 貯 
溜 な く , 騰 腕 頂 の 高 さ は 恥 由 結合 上 縁 よ り 上 方 に 8cm OAT, 克 は 重く 肥厚 し 触れ る に 実質 
臓器 か の 如き 感 が あり , 形態 は 長 軸 を 縦 に し た 卵 円 形 で 大 いさ 13X9X7 cm, 外 尿 道 曲 より 2 


個 の 鳩 卵 大 , 1 個 の 超 鳩 卵 大 の 交 状 の 腫瘍 が 路 出 し , 尿道 は 着 し く 拡 張 し , その 表面 は 腫瘍 の 





御 色 で 腫瘍 の 先端 部 に 既に 物質 欠損 を 生じ , MLK, Ee io T 





いる 。 正中 面 に 潜っ て 勝 朋 に 割 を 加え る と 勝 腕 底 部 前 壁 に 9.5xX9X7 cm HER, APRA 
RED GEDA: CRA E PERA HE 4 THEA 
か ら HOHER EI ER RH ZA BARD EDS ERO RAD = COE RIC 


5 is 


PFE L CBebigb LTBI, この 











ALCHY), 更に それ 等 の 中 に は 壊死 に よっ て 生じ た と 思わ れる 催 生じ て いる 。 AR 
に 当る 勝 腕 の 後 壁 に 堤防 状 に , これ 又 分 葉 を 営ん だ 抽 指 頭 大 の 腫瘍 が 民 わ り , ACR AICHE 
く , その 内 下方 に 海綿 状 の 奏 豆 大 の 腫瘍 を 認め た 。 勝 腕 粘 有 は 全般 に 壊死 性 炎 の 状 を 呈し , AR 
鏡 に より 脱 朋 底 に 僅か に 残存 する - 上 皮 を MORI BERR REEL CAS し 項 部 で 
1.0-1.5cm 4 と 算 . し た 。 WHO EH, Fl PROBL Sh ぼ に 拡張 t し 稀 薄 な 黄 白 色 膜 を 3 売 た し 。 
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i ICIS SRO ER KM RO. FERRARI HE CER RE 
ARC LTBI EO RAK LKR CH YO, TRICE RES MBL LHS 
本 腫瘍 の 転移 は 遠隔 臓器 に 全く 認め られ ず , T-ASE ARRORBA BROKE 






















勝 腕前 避 の 腫瘍 及び それ より 分 葉状 に 発育 し た 腫瘍 及び 内 尿道 ロ 
内 近 後 壁 に 生じ た 腫瘍 は 主として 編 氏 形 又は 長 椿 円 形 の 細胞 に よっ て 構成 され , 甚だ 基質 に 
し く , 腫瘍 細胞 が 東 を 成 し て 不 規則 に 走る 像 が 所 々 に 認め られ る 。 それ ら 胸 体 の 境界 は 明 腰 , 

原形 質 は 順 る 好 酸 性 で , 核 は 概して 短 程 状 も し く は 長 円 形 を 呈し 核 膜 は 明瞭 , クロ マチ ン 量 に 
# 相 当 な 異同 が ある 。 な お 所 々 に 分 葉 捧 核 を 容れ る 互 細 胞 が 散見 され る 。 腫瘍 細胞 は 高度 の 退 
行 変性 を 示す も の も 少く な く , 又 科 性 細胞 の 束 し い 浸潤 が あ - TANCE DO ZN EI HR 


線 を 形成 し て いる 。 これ は 本 腫瘍 の 分 葉 化 閉 明 な る こと と 相 侯 っ て 生前 尿道 より 隆 瘍 塊 の 自ら 


YE OD Fs j FRI ZH SS AT 58 
PS 1 522 AT 






























排出 され た 事実 を 容易 に 説明 附け 得る 所 見 で も る 。 (Ml DIEHEAUN van-Gieson 氏 染 色 に ょ 


排出 さ 





り BY L, Mallory 氏 染 色 で 胞体 は 湊 赤 紫色 を 呈し , Heidenhain 氏 染 色 に より 横 絞 を 認め 
fico. ARS 口 附近 の 腫瘍 に は 豊富 に 発育 する 基質 の 聞 に 包 巣 状 に 好 酸 性 の 原形 質 を 持 
ORIG, 不正 形 の 腫瘍 細胞 群 が 存 し , 不 規則 な が ら 配 列 を 整え た が 如き 像 が 認め られ た 。 A 


様 の 所 見 は 前 記 の , 前 壁 に 生じ た 腫瘍 の 基底 に 当る 脱 腕 壁 或 は それ に 近い 腫瘍 の 中 に も 認め ら 
iL, 目前 壁 の 睡 瘍 細胞 が この 部 まで 連続 浸潤 し し か も 両者 の 染色 性 が 一 致す る 事 等 か ら し て 本 
例 の 腫瘍 は 明らか に 一 元 有 的 の も の と 考え る 。 要する に 本 例 の 風間 は 巨 細 胞 を 混 え る 多 形 性 清 平 


t 


fhiAhic Lc, Gussenbauer, Eve, Burlakov, Caylor 並び に Walters =o #420 
像 に 類似 する 。Proper 及び Simpson IH MHAIMX. a) 滑 平 筋腫 に 類似 する も の , b) I 
円 形 核 を 有 す 短 編 鍵 形 * 


本 例 は 同氏 の 所 調 c 型 に 当る と 思わ れる 。 


より な る も の , の ) 著 明 な 多 形 性 を 示す も の , の 三 群 に 分 類 し て い 





172. PEE L 7 MR BR TS, Be) PLB OD — Fifer 
丘 #4. 瀬谷 五郎, 吉岡 豊 夫 (横浜 医大 病理 学 教室 ) 
An Autopsy Case of Malign Papillomatosis in Urinary System of one Side. 
(Kidney, Renal Pelvis, Ureters and Urinary Blander) KIFUKU KYU, 
GORO SEYA, TOYOO YOSHIOKA 


尿 路 乳 嗜 腫 定 は 本 邦 に お いて ゃ 報告 例 60 を 超え て いる が , Crab ARL LA OA 
性 転移 を 認め た 例 は 比較 的 少 い 。 本 回 一 側 腎 造 , 輸 尿 管 , BEREICH BAT HAH AE 
に し て 腎 震 及び 輸 尿 管 の 乳 叶 腫 が 悪性 変化 を 起 し , BER, 輸 尿 管 壁 の 冶 性 浸潤 , 血行 性 及び 
光 選 行 性 に 広汎 な 転移 を 形成 し , 諸 所 に 未 状 菌 の 況 合 感染 , PRED ARERR BD — Pl 
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LEO CEORBLRET So 
ee: I. 臨床 的 事項 : 52 7O Bic L CHEMI 20 FAK, 24 RIK, の RNR 





A EEE, 平素 酒 5 合 位 , MELA IC 2-3 AMET, BUD Mie 1949 
HW LR, 1950 年 9 A CAMEO RIAL RN, FEN KO DEMS & DIF S 


し 約 4 she. SRE, ZEND RB RO FEIN, REED Rie Se EH LA 
zest im ren, AMPS EBS bn SboOxrmALhK. 入院 後 xX-H 


FA 


Wie 
” ーー 
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i LA 18 日 更 籍 に 入っ た も の 






S&S 


E (3200 7) ck U init 2 月 始め より 意 





"まっ 





II. 病理 学 的 事項 > RR 1) 左側 腎 震 ’ A RE * 及 び 2174; ADE Ws Acie 2) Moats 
Meh COPS WER, CDRH LRORRENAO ZH Ic KAREL (19X9X7) 及び 
EDER, FMS 


HED RRED 





OCHS Kr, REO RAI. 3) MRE 
Sc nnaiakieic ke. 4) DUDES APRBICAS % HIRE K ROM 


PA At SSL, 5) HRS; G) UU MIC 2 BROKER BI 


Fed 





NN 
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NEBEN Gi) ARCHE U 





指 頭 た の 娘 結 節 (ii) 肝臓 に お け 


る 刈 卵 た の 娘 結 節 (iv) 左 精 系 に お ける 小指 頭 大 の 娘 結節 。 ob. 浴 選 行 性 転移 : STRAT, 


N 


部 一 気管 側 一 OWE. 6) MED KARO TEN CBE. 





7) 左側 胸水 (1500 cc)。 8) 両側 肺 臓 の ウ ッ 血 及び 水腫 。9) REPEFILTER BEE RO Ze 
MEEPS 10) Ei: (45 gr)。 11) 中 等 度 の た 動脈 硬化 症 。12) AERO AH RAL iL, 


FE(UPEBL, KORE ROWEDED NLA ROMMEL : DEORE itl 2 aE 


’ AI N 





CTI LC AOL Oi AICPA OB LL ChB 





~ br ae | 
= des 





BLY LOM RL CU SAB sre» (19x9x7 cm)。 BREI で 正常 











ofl pap A so ae 昌 ッ ー ト に ビィ th ey a ーー 
の 構 告 は 5 な = UR" 認 ぁ の - に RE te 7, Ae 示 rz AAS Bit = I f a 7s j 部 及び た 小 の 球 化 月 
ct セア メン yw Z LER dete arte ky pm BER = BET teks AL SE bi IE oe = Lr aye AEG) Be 

SAIC ED ZEA HZ 2 G50) Oc RN td BME Fin 合 組織 BOOS AIRE Ed, ト 皮 6 REDE 
és N YrY= >> ーー) = を コマ 7 Lite ay cep KestEAL yoga Ni EI. 32 Z 13 ム HT rag 

を JUL» - 部 に お いて は HY HEL = r LEO Ki Ree Fin DRI Hw wD Oo HRPM 





KERNITEOKERT DA & 





EL FRI RS 
Hz ET 大 Fe = 5 


$i SE EMAAR EO TE IPAS. Fer DET EUCH, SDR. 


ァ 


ECS EBITD BAP LARD EM BD BHT Hk こよ る 水 連 症 性 


A 


11'>+ 
} 





ょ 好 本 性 6 


核 を 有する 円 形 


Er oh tens 1 1a, HE te = / > Zita ---+. 大 = < 
ENTHIELT も の と いえ る 所 見 で ある 。 Witt 


EE 





+E te AR LAGI, 椿 円 形 , 不正 形 , 大 小 不同 の 閉 1 


不 規則 型 等 多 型 性 に 富む 局 平 上 皮 冶 で 多 型 細胞 交 の 像 を し , 核 分 割 像 は 散 兄 す る が 角 





化 は 認め られ な い 。 MAID NENT: ROMEO EHEN Ch Do HOR 








拡張 し 示 指 遂 過 大 , 壁 は 強度 に 肥厚 し 粘膜 は 淡 黄 灰 特色 粗 科 
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CUR tile] REET FE RO HER AERO 


の 壁 内 深部 増殖 を 


募 組織 J に は a 


深部 増殖 の 如き 悪性 化 の 像 は な い 








れ た 多 型 性 に 富む 冶 細 胞 で 変性 壊死 の 傾向 が 強く , RER TBBE AD 
EN TCH2 PRES ; 割 検診 断 に 記し た 光 包 節 に 上 記 の 閣 転 移 が 認め られ る が , 特に 
Ree 絵 腸 骨 動脈 の 内 膜 面 及 び 肥 厚 し た 内 膜 組織 内 に 糸状 菌 の 感染 発育 を 認め た 
副腎 : 左 副 示 で は 痴 細 胞 転 移 が 結節 状 な し て 副腎 皮質 を 圧 排 , 非 薄 化し て いる が 耕 副腎 の 髄質 
MBIT % HE HED AMIEL HRD られ る 。 Berk; HR EE Ale 1D bese し く 石 灰 沈着 が あ AR 
EE RRS で ある が 聞 質 血管 周囲 結合 組織 の 増殖 及び 心筋 変性 , 壊死 





Fu ı "4 ey 
‘LYRA 5 ACE 








END 以上 本 例 は 左 
性 化し 局所 的 浸潤 性 発育 を 示す と 共に 諾 所 に 
SPARES IBD BAUT CHEERED ARIS 


ZN NG bob 2 ーッ キ と 1" SH 
よる も の か は に わか に は 断 じ 難 い 


CHE 
Mr 

WE: 本 中 に Pilz 
1) Pilz に よる 区 


py 
Pr 





Re に Pn ER 
2) し あり まし た ら , どの 様 な 治療 を 行い , 
の + に デー ティ タ m tips 1° I と 
3) 他 の 共存 細菌 は どん な も の が あり まし た か 


Papillom -# 系 (Pilz OK) 






5 7 = 理 さ きち +a 

2) NIB » KERRSNZIEAT 

6) EA >? 

Ag - > + > ln = Me pe ン 一 .—_ = = 
Kits S Pilz OBBRicOuCHRPRP EE 


HELM O 2 例 





ei を Rbm: この 2 例 は 人 句 れ も 了 臨 呆 検査 片 で 第 1 例 は 組織 像 か ら Rbm と 
見 て よい 。 第 2 例 が 組織 像 か ら 他 の 風 瘍 より も Rbm が 最も 疑わ れる と 言う 消極 約 根 拠 か ら の 
| 定 に すぎ な い RAT, x (D1989—318), HEERFHFTHEBZDOKÄNZ 
小史 小指 頭 大 ( 長 約 2cm fir) の 細い 有 茜 性 息 肉 状 物 で 表面 平滑 赤色 で 硬く な い 。 昭和 26 459 


& 付 いた 
5 1 回 


1 iPr» SUR, 








公明 ) 


(組織 像 は イ 





SLR 
8& め る と 共に 壁 内 の 拡張 せる 


多数 の 状 菌 の 感染 発育 を 





: テ レル ギー に 基く 





+ ER - 
ちり まし た か ? 
“hat ee 
Lica? 
2 1 1 ‘a Boa} ご みえ 1 > 
も の と っ に ぅ HE いで る さえ few 


BBE (i 
Two Cases of Rhabdomyoblastoma. 


な お 約 10 “ARTIC SE OVA» BIRO PG 3 個 を 切除 し た 


(a) 第 1 回 切除 材料 





増殖 着 明 に し て 壁 は 繊維 化し 増殖 上 皮 細 乃 : 
漆 巴 管内 に 腫瘍 細胞 群 の 充填 を 見 


る 


ne RO 


«ie PERE ; ZEICHEN RED 





CULAR ECD 5 


Bits RO PH Fe 
HAMA a RK IK 





















be thee > are 
fi FE 
> so 


I 47) 





SLE CB, tir OFL 


移 を 形成 し た も の で ある が , 心臓 の 大 動脈 弁 及 


RAU NT 
x AI 


4 OA ILMB K 


た か 無効 で あっ た か ? 





FIR 


CHIHARU GOTO 


any, 


SEB As BIZ 底 性 柔 実 fz 大 の 前 よ り 


を 9 月 17H 


と 
pa ) 


Faiz 11 日 目 ) CT, 更に 小 残 片 を 


その 後 YI 


hy 


2.7 + 
EDD や 


fH 





BO LEER, 切片 の 約 半 部 は 


400 











NBD Bo DRO MBE CHER BAL 7 HABA ARR CM EPPS CMRI. この 細 
EPCRA ICL GRO MAG RED EDIT > Bo MEP CL MRM DR 
CECH EERO NONE Cis SO. これ は 線維 芽 細胞 らし く 見 える が 細胞 
休 は 細長 く て く のび て も 淡 赤 委 鋭 界 状 で 線維 形成 傾向 は 見 られ ず , SURAT Cf AR SAAR IB 


し る 者 も 混在 する 。 外 に 相当 多数 の 小形 の 多核 巨 細胞 出現 か ある 。 細長 い 細 胞 の 略 平 





配列 等 か ら そ の 大 部 分 は 筋 芽 性 と 認め , 横 紋 筋 芽 腫 の 診断 が つけ られ た 。 (b) 第 2 回 切片 
(a) と 体 同 じ 像 だ が 判然 た る 筋 線維 は 甚だ 少く 又 条 絞 の な い 未 分 化 像 を 示す 細長 紡 鍵 形 細胞 


は たき な 不正 円 形 で 核 が 周辺 に 偏在 する 細胞 が 多く , 富 細胞 像 を 呈し 巨 細胞 は や や 少 












t 糖 原 が 中 等 量 に ある も の が 少く な い (Fare 7 Vf) (a) の 再発 を 知ら な け 
ま 腫 と 間違え る 様 な 像 だ が (a) より も 更に 未熟 状 
fi #2 例 19 xe ee (D 1958—287), RAFI 26 年 2 月 頃 
第 1 UPS AS CREE BR DIR L5 回 切除 る 
し て お る C, CORRE, 発生 部 位 , 





ED 大 き さ と 部 位 の 大 体 は 次 の 如 し 。 第 1 回 手術 (26 年 6 月 12 日 ) 後頭 中 央 より 少し 右 寄 り 
6x6xlem の 半球 状 1 個 。 第 2 回 手術 (同年 9 月 1 日 ) 後頭 部 手術 部 3X2.3X1.5 em 1 fi, 
Fi (同年 11 月 8 A) RRMA 1 個 , BREE 1 個 , 
1 個 (材料 紛失 )。 第 4 回 手術 (27 年 1 月 17 日) 後頭 

上 宮 示 指 頭 大 1 個 再 発 。 第 5 回 手術 (同年 2 月 7 日 
1 (A), その 深部 の 硬 結 部 (B), (A) (B) 周辺 に 小豆 大 一 大 豆 ガ 
大 1 個 (C), その 下方 に ボ 指 頭 大 1 個 (D), < 


部 石 鎖骨 上 高 に わた る 筋 東 開 に 小豆 大 一 小指 頭 大 7 一 8 個 以 上 散在 (E) 








nr» 
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7 
Lv 





Ir) WRT 
Ae NA 


Av? WIA 








eat LRH DL Cee Bo RER IC SDN Gite 
と 示し 月 GFA) DI し 短く な る 。 洒 巴 腺 転移 は 数 (に こ あ る か 友人 仙 で は な い 


ER ee Se RIN IRS hh ナー カミ 1 Ic 
LAA LS ATR ERICH 生 し て お る 。 第 5 五 回 手術 は 思い きっ て 広汎 に 行わ れ た が 約 1 ヶ月 後に 


持 指 頭 大 1 グ 再 発し て お る (後頭 部 )。 oa: BAA 4 ORR Ch RIOR 
色 結 人 節 で や や 硬い か 又は 季 状 ょ や や 良 







に 部 分 細く 散乱 状 で 隆 瘍 細 胸 の 1 一 数 ヶ を 囲ん で 混在 し , 太い 結合 織 束 の 進出 区 割 の 無い 





Bar 2 nae Fe ise Dy 2 EN es 
3 Bin i= ME PP / ル \ \ 方 4 






+ yene u 
Se HE s 
iS L - 


=> モエ } +, この #2 AL SS po 2 ay WA) /J *yN 
い 。 ATW よ ) 小さ な Bo kE | | m 球 集 mn!) と の 周囲 に 少 1 II! 1 





る ty, か 無 - ae ) る Er x t— 部 い で 一 部 ( a HL TE 
ERTEILEN MME OMe AD'S SO CHR LER 2. AS RANE 





上 種々 だ が 一 般 に 大 形 の 者 が 多い 。 AEDT A» DEEL ER A LRA DKEDOS 
核 巨 細胞 も 相当 に 多い 。 核 の た 小形 態 も 種々 で 不正 円 形 , 椿 円 形 久 は 不 規則 な 形 で 一 般 に 楽 質 
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中 等 量 だ が , ARR L-P-P ALAR TAKE 1 個 の 小 円 形 仁 を 明 視 する ( 稀 に は 2 一 3 HOE), 
分 沖 像 は 極少 数 に ある 。 細胞 体 は 一 般 に 淡 赤 具 し 紐 状 の 者 は 不鮮明 な 縦 絞 条 様 の 者 が ある が 横 
絞 像 は 見 な い 。 大 形 細胞 は 履 々 その 大 部 分 が 空 明 状 に な り 細 か な 不正 網状 父 を 示す 。 核 は 多く 
は 備 在 的 で 時 に は 全く 周縁 に 偏在 し て お る 。 タ 紐 状 細 胞 に は 核 が 数 縦列 伏 に な ら び 膨大 1 
た だ 一端 に 数 個 集 合 す る 。 こ れ 等 の 核 の 配置 は いか に ゃ 横 紋 筋 に 似 た 感じ で ある 。 又 腫 瘍 細胞 内 
に は 中 量 以 上 の 精 原 を 見 る 所 が 方 々 に ある 。 以上 の 所 見 は 約 10 箇月 間 5 回 の 手術 材料 の 大小 
MRD FROME C, 何れ も 同様 だ が 末期 の 者 に は 細胞 の 多 形 性 が や や 強く な っ た 様 に 思 


われ る 。 何れ に せよ 細胞 形 か ら は 多 形 細胞 肉 性 な る が , 母 組織 か ら 言 えば 上 述 の 組織 像 か ら 横 





174. 脂肪 , Wry, 骨肉 腫 の 一 章 検 例 Rene, FR (are) 
An Autopsy Case of Liposarcoma. TAKEO NAGAYO, HIROSHI USHITIMA 


31 458, #10 年 前 , Pic Lipoma ZECHECHDAIH LI 死亡 半 箇 年 前 , BAM 


SO プー ドド N An aa 
FROMM ICED, 左下 肢 の 知覚 一 運 』 





生じ 2 箇月 前 に 左下 腹部 に 手 衝 
CAA 20x10x10cm の 巨大 






ーー Wey ee ch) 
i> 4 
~ RB 


POPPA HE DAL, 
腫 を 生じ , Bee, 





民 死 物 に より 占め られ , 肺 , HF, 


買 状 で や や 硬く , 割 面 は ヌル ヌル し て い 





2 ょ お 右 肺 下 葉 , Ay | 7 た 右 鎖骨 下 光世 腺 に は 石灰 
tH る 。 AAT CEMA ERBEN EURO RR, 組織 所 見 を 下 し 得 な い の で , 
所 見 の 対照 EZ に お いて 検索 し た f IR RGER ROWE ae ee ic#y ıL Sudan 








Il ici) HHH する Lit 短 突 起 を 有する 不正 多角 形 ・ た 小 種 々 
i 肪 滴 を 核 の 辺 縁 に 有する が , その 数 は 極め て 少く 大 部 分 は 印 環 状 の 脂肪 細 上 指 肪 球 に 








) 4 し て いい る 間 質 に RE Teich 
(AE 2cm 以上 ) の 周辺 都 ! が む 多 数 に 認め られ , 
APD 杉 ODL HZ じ で 5 (CYL ZA HEF ifs 
RY y FHICE ) RAMA ASS) を 豊富 に 有 し , IE ig 





と ¥ ga 7 
hi ay I 有する も の らら れる 
Sa Fra Ta SHE] a, SIEHE Seno opts ctr ys 2 た き 
J に の 4f お 7 に N > A GA? IA 肪 肉腫 HH i 2 274 I2s ANAG/ ェ 脂 肪 母 細 胞 カ we Litas | L » 9 N 





な 脂肪 滴 を 出し , IOV ABE MNCs SH, VEL O FEAT RR OAL DS 
NH HERE TEE OENB BD TFA U CHE TRADE LTE 
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Er ER BAHN ZH STAÄNATER A & 


が 初め て 確 め られ た が , Las MPORFATE LH 





し 小型 の 腫瘍 細胞 は 編 鍵 形 
角形 で 短い 突起 を 有 し , 単 極 作 の オタ マジ ャ クシ 型 の も の も 多い 。 核 は 濃縮 状 で 卵 円 形 
呈す る も の が 多い 。 権 円 形 核 が 胞体 の 中 心 部 に 密集 する 多核 巨大 細胞 に も 短い 突起 を 有する 


多 ロ ゼ ッ テ 型 を 呈し , その 中 心 部 に 毛細 血管 を 有する も の も ある 。 右 鎖骨 下 光世 腺 転移 部 は 他 


転移 部 と 組織 像 を 異 に し , 腫瘍 細胞 は 不正 索 状 を 呈し 内 皮 細 胞 に よっ て 境 さ れ た Sinus を 
る 。 索 状 部 の 駐 瘍 細胞 は , 配列 が より 粗 で 原発 部 と ほぼ 同様 の 形 を 呈し , HR, 単 突 起 
も の が 多い が , 聞 質 が 硝子 化し , BAR ROMER TAT bY I rad 


る 右 灰 沈着 部 が あり , 硝子 化し た 部 分 及び 線維 に より 囲ま れ た 部 分 の 細胞 核 は 凌 縮 が 強く , 核 
の 周囲 に 円 形 空 泡 状 の Hof を 有 し , Bi, 骨 様 の 組織 を 作っ て いる 。 


$v 


以上 の 所 見 か ら 本 例 は 間 葉 原 性 の 細胞 が 二 方 向 に 分 化し た 脂肪 , BRAN LA BILS 


175. 子宮 及び 恐らく 小腸 の 筋肉 肉腫 2 例 の 肝 韓 移 を 中 心 と し て 
菊地 敏雄 , 甲斐 一 郎 (東京 医科 大 学 病理 学 教室 ) 
Metastasis of Liver Originating from the Myoblasten Sarcoma in the Uterus 


and in the Small Intestine. TOSHIO KIKUCHI, ICHIRO KAI 


最近 余 等 は 相 つ いで 肝 の 編 縁 形 細 胞 肉 性 の 2 例 を 経験 し , BIP Cit DH POR 


] に か られ 結局 数 年 前 別 出 され た 一 見 子宮 筋 種 と お ぼ し きも の に 原発 業 を 発見 し て 問題 は 解決 





ご 


Y が り 


f 2 例 で / 不明 な BEL AN 7 / よ と らん = \ ‘7 相 診 断 の ト CURED HH 果 そ れ 


ほ に 転移 性 肝 紡 鍵 形 細胞 肉 





例え ば 腫瘍 悪 性 の 唯 





ey 
ざー 


ATER S&L” 





bes ue >< 7. oy SF Sh ME ン 3S ih ed) メラ Ale ーー ュー ョ 国生 こと を te ae I (te fa te a 
振舞 が その 組織 像 に よっ て どれ 程 反映 され る か , fE = CHAT MA TE HANG TR ZU) の 











組織 学 的 解釈 は 如何 に ある べき か と いう 賠 題 に 少く な か ら ず 示唆 を あたえ た 
第 1 例 。51 才 の 女性 。 主 訴 は 左上 腹部 の 腫 癒 に 基く SO Fi RR 15 年 前 の 子宮 外 衝 娠 , 

5 年 前 の 腸チフス の 他 に , 問題 と な る の は 4 年 前 の 筋腫 子宮 狼 出 で ある 。 実は 多 出 筋 牌 は 普通 
の 捨 査 を 以 て し て は 飯 く まで 良性 の 瑠 殖 と 認 む べき も の で 今回 の 肝 腫 こ 機 縁 し て 徹底 的 
再 検 を 行っ た 結 Bae C£0O—# ZI WH REE Ay Wii @BrAHLIEbOTCHS この HED HE た は 突 然 の 
発 孝 に つづ く 上 腸 部 腫 意 の 発見 を 以 て 初 ま り , 種々 な る 了 臨床 的 検索 の 後 , ANZ Hat Al 
瘍 の 診断 が 下さ れ , 手術 的 に 釧 出 され た 。 召 々 の 検 読 し た の は この 手術 別 出 肝 腫 場 で あり , 術 
後 串 1 復 し て 現在 格別 異常 を みな い 。 円 瘍 は 凡そ を 幼 晃 頭 た で 重 EDER TIL 


る 撤 在 巨 塊 を な し , 割 面 は 一 見 し て 筋腫 又は 線維 腫 を 思わ す 東 汰 走行 の 模様 を 示す 。 Hf 


民 的 に は 全 


- } Lıfl 
CHAR 














異同 を 伴 ろ が と も る 角 巨 核 や 多核 乃至 不 愉 好 な 色 質 に と かむ 核 を 多数 交 えた 核 分 割 像 の 整 し い 筋 肉 
拓本 型 は 殆 ん ど 線 維 芽 細 胞 を 欠く 筋肉 芽 細 胞 で ある 。 所 に より 異型 性 に 乏しく , 
Peliosis hepatis を 予想 させ る 。 基質 は 細胞 核 の 密集 域 を の ぞい て 所 に よっ て 甚だ 豊富 上 且 硝 








Alec 











了 チ 様 均質 性 の マロ リ イ で 青 , VーG VAR Re STS. WHT AIO REN 





再 吟味 を 要約 する と , ここ に は 次 の 様相 を 異 に する 部 分 が 結集 する の を 知る 。 即ち 概ね 基質 に 
BIisthAAM, 豊富 な 水 幅 性 均質 性 基質 の 中 に 小数 散在 する 異型 性 の 乏 
na, FEA ERM LANA LO, 子宮 腺 筋腫 症 , 填 死 領域 等 で ある 


の 走行 は 乱れ 或 は 増加 し 束 は 離 断 減少 する 。 徒 っ て 少数 切片 で は この 場合 全 続 を 覗い えな い の 


乏しい 異型 性 の 甚だ 











に 気付 く く し て 本 例 は 稀有 な る 組成 を も つ 子 宮 筋 肉 肉 隆 の 肝 転 移 と 看 向 され る 。 
52 f 問題 と な る の は 発病 当初 腹部 腫瘍 業 妊 
Zn 
r I 
物 し か し 当 | 









- 答 奏で は Z| ば 
根拠 に 乏 1 COD DIAL AD Hie KF DS OIL 
HET OS トノ と も ら す 。 明らか な 子宮 又は 卵巣 に 原発 | 
aa ) 手 掛り は 遂に の 検査 で は つか みえ ず , 術 後 の 経過 に 伴い 次 第 に 著 明 と な = ヵ 
され て いた が , SHILA REAM 


ve Douglas 窟 は 小 晃 頭 た の 一 











: に 拡大 する 。 巨大 な る 中 に UE IR DE BHF 

ド に 限ら れ , Foto — Arial EBD UA tude 
54 を た ず ね る と , Douglas Mice StH eB ABSMS Tih 
分 割 像 に 乏しく , 編 鍵 形 細胞 に 甚だ と むと は いえ それ は 概ね 一 定 の 方 向 を 以 て 東 状 の 配列 を な 


し 。 同 くく 筋 内 性 は 大 い を えな い が 異 型 性 の 強く な い zellreiches Myom の 所 見 で ある 。 所 に 





生 基 質 が 細胞 成分 を 凌 往 する 。 そ を こ で は 編 





!/ | 例 L [rl | Mallory BE, V—G MOSE I He 
舞 形 細胞 が 卵 円 化す る 。 肝 の 結節 を 多数 検査 する と , 大 部 分 で は 殆 ん ど 悪 性 印象 を も た えす 豊 
た し め 基 質 の 態度 が 印象 的 で あり , 加え て 内 部 


事 に 胆汁 毛細 管 が 描出 され て いた が , ご く 少 数 


質 中 に 小数 の 筋肉 ( 芽 ) 細 





の 肝 転 移 に ほ は 思い の 他 細 胞 に と な も の や 更に は 原発 巣 に は 見 出し えな か っ た 強い 異型 性 の 表 わ 


れ を 証明 し た 。 皮膚 の 転移 も 左 程 悪性 を 物語 る 所 見 で は な い 。 要する に 前 例 に 比 す る と 細胞 学 


に は 廷 か に お と な し い が , A 殖 の 強 さ は 決し て 劣ら す , AIR D PGS 
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し た 。 KERMONMICKTPEIE D REICH L Tim FE 50 


な い 。 (5) HAAN HET © HE EL MO HE WUE DBR 5 Bo 





176. HRIPERO—-Pl EAAR=2 (KG me 
A Case of Double Carcinoma. MATAJI SASAKI 








DEMICAI LE SAMI, ここ に 
esi: 41 才 男 。 1949 年 5 Aids Ah 
Retro 1950 年 1 月 左 
広島 医大 外 桂 に 入院 。 入院 後 38*ー39"C 2% 





It, 
Dr 
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>! 





ERDE HH Litto RRC kD Ile Re? 
定 さ れ た 。12 日 目 項 か ら 呼 吸 困難 を 来 し 一 進一 退 - 


> 1 AAT Hinge 
{El > 1 日 PHO I o 





j 所 見: Wil RARATSEVC AEE 
DER OF HDS ART NCAR RUSE RER, 
Kf 2 A Pa ot ー ビ に: ブー ビ に っ ! 
数 個 を 認 む 。 肺 の 割 耐 で は 右 下 業 の 下 ヨ 


(に 認め られ る 。 左 骨盤 は 耶 骨 続 裁 部 より 約 ] 








ne! de ry /NAH Er ta az Peer Ss 1“ 
ED), この 部 よ ) 外側 Eee ZIEL A Er | 





} の IN; 


円 形 の ? DIS, rea az, Lat Zt PAR > り BEE トー HER と SV で 。 ae a> J 


AR) — ERD IAA 1 MA Do 








転移 性 筋腫 の は 観察 の 場所 の 不足 に 基く 。 (③) 筋肉 肉 種 の ある も の は 単に 


(BABAK 

















BZ To KARO RR Ze To ATT OF HH R OH EE KOT 








集 し て 束 を な し て いる 。 肝 転 移 の 大 半 は その 組織 像 が 安静 で , HNO & LTE: 
さわ し く な か っ た が 観察 場所 を 思い きり 拡 け て 初め て 転移 も 又 や な な し と いう 


考え に 自然 到達 


(1) ば ん みつ に 組織 学 的 に 確 め られ た 単純 な る 良性 筋 朋 は 決し て 転移 を お こし えな い 。 (② 


EM 


VIC PE 





HEBEN, 異型 性 に 乏しい こと が 少く な い が 転 移 か が 肉 隆 性 格 を 端的 に 衣 白 する 。 4 筋 


肉 肉 は 概して 晩期 に 転移 を 惹起 する 。 転移 像 は 履 々 一 見 (!) 組織 学 的 に それ 程 悪 性 を も ら さ 








tebe BSE Ee “LZ ん 
UN N u Frift 

5 カタ ー 
Ko « J 


Sur 
YAY 
al 

fi ト 
IK A こ 
ンズ さい 5 rin be fr, 
SER Ea 
PLC, ABER 
【 
)/ い 





REIHE: 肺 全 葉 に 芯 っ て 無数 に 認め られ た 粟 粒 大 の 小結 節 は , REC HE ie 


4 殖 せ る 幅 瘍 細胞 群 で 。 これ 等 は 殆 ん ど 不 規則 な 腺 腔 を 形成 し て 配列 し , BUSES 
著 素 杜 体 を 見 る 如く 乳 讃 扶 に 増殖 す 。 腫 瘍 細胞 は 大 小 不同 で 主として 般 子 形 或 は 円 柱 形 を 呈 【 
と の 核 は 類 円 形 或 は 権 円 形 で 頼 粒 状 を 呈し , クロ マチ ン は 比較 的 乏しく , これ 等 腫 揚 細 胞 群 は 


明らか に 肺 胞 核 を 以 て 境 さ れ , ZONE TEREL, その 中 心 部 は 多く の 場合 類 境 死 に 陥 


る 腫瘍 組織 は , 多く は 圧 平 され た 邊 子 形 の - 上 度 性 細胞 か ら な り , PRERO BE 
RUS ASREAH, FRILLS te, SHER CULAR HL RN BIER HB 


は 強く 腫瘍 細胞 の 浸 害 を 被り , eg: 

PILLEN Zc PACD BRERAL FE TC FRA ER Bo BAHT O5 2 IM 

ch N 7, 著 明 な 石灰 沈着 が 認め られ る 。 RAR 
dy Hifi | ける 腫瘍 組織 と 内 似 す 。 騰 腕 に お ける 腫瘍 組織 は , 


EN, Dr 


TRIER, 


判明 し た 。 


肛 慌 構造 を 未 せ る 上 皮 和 性 細胞 か ら な 

当然 本 病 守 は 肺 より の 転移 性 換 に 因 る も の 
a まや 明 ら DCA 構 】 

た も の と 考 


転移 を 起す 迄 に は 至 











177. ZEUG ON (ROMANE, Vol, Er 
IE) 西山 保 一 , 藤井 清 之 (慶応 KHAF FR’ 2 部 病 3 FR f° : 教 室 ) 
An Autopsy Case of Triple Tumor. YASUKAZU NISHIYAMA, 
KIYOYUKI FUJII 


多年 性 悪性 腫瘍 に 関す る Billroth の 三原 則 は , Goetz, Müller, Warren 等 に より 或 る 程 
度 の 修正 が 企 て ら れ て いる 。 FM, その 概念 の 規定 に 従っ て , 同 睡 瘍 の 発生 率 は , 諸家 に より 
多少 の 変動 は 見 られ る が , 一 般 に は , 全 悪 性 腫瘍 例 中 , 僅か に 0.28 To 3.6% を 占め る に 過 
ar. X, 病 肉 腫 は , Saphir (1938) に よれ ば , 欧米 で 絵 数 153 例 を 数 を , その 中 , 食道 
の 痛 肉 腫 は 14 例 に 過ぎ な い 。 本邦 に お いて は , 食道 の 痛 肉 腫 は , AHH, 村山 両氏 の 2 例 を み 
る の で ある 。 Hh, 食道 に 冶 肉 腫 , 及び 胃 に 腺 癌 を 有 し , さら に , ARIEL A LER 
有 の 1 例 を 報告 する 。 

臨床 診断 : AES 経過 概要 : 26 才 , Mir: 職業 農 。 昭和 25 年 1 月 より 食道 の 通過 障 
eS, nk, 胸痛 の 族 症状 に 悩ま され , 昭和 26 年 1 月 に 至り , BEPHRBIFE L7H, 同年 5 月 和 人 
院 , 食道 負 検 査 に た て, 食道 為 と 診断 さる 。 5 月 8 日 , F 胃 彰 形 成 手 術 施行 。 術 後 , 全身 状態 


悪化 ぅ 月 15 日 死亡 > 全 経 過 約 1 年 6 月 。 RR, 既往 唆 に 著 明 な も の は た ない 





I PEE O (CARRE AIT GL: 1. 食道 , 気管 分 岐 部 の 高 さ に お いて , 食道 内 腔 に , # 
状 に 突出 し た , 灰白色 胡桃 大 の 腫瘍 を 認め , た め に , その 部 は 著 明 な 狭 窪 を 示し て いる 。 腫瘍 


> 


表面 は , MU, ALES, 一 部 に 潰 揚 性 欠損 を 認め , VSL, 紫 芽 色 を 呈す る 。 割 耐 に お い 


BOS. 腫瘍 上 方 の 食 


FY 


て , TRS REVS LRT MAS, 粘膜 下 に 侵入 増殖 の 像 


-? Ji 


VL, 者 明 な 拡張 を 示し て いる 。 組織 学 的 に は , 表層 粘膜 面 は , 非 角 化 扇 平 上 皮 壇 の 像 を 示 








Tr, 深部 粘膜 下 組織 或 は 一 部 は 既に 粘膜 層 か ら , 前 者 と 異な り , 細胞 形態 が より 紡 鍵 形 で 
原形 質 少 な く , RAO BATT ASEM RE BOS. 両者 共に , HE 細胞 浸 剛 を 
伴 5 結 合 織 を 有 し , 明確 な 蜂 宮 状 構 造 を 呈し て いる 。 さら に 深部 。 主として 筋肉 層 の 部 で は , 
全く 星 高 状 構造 は 消失 し , REMMI AMO (Re BOS. この 肉腫 像 を 部 に , BLZ, 
Bi ER と 同性 格 の LEER ei, 両者 の 聞 に 明らか な 移行 を 証明 する こと が 出来 る 

« ReART MICE N TIL, RAMANA AaLoOMrA の 腫 場 は , SE ト 皮 
i, 基底 細胞 病 , 編 鍵 形 細胞 肉 購 の 像 を 示す 所 の , し る 。 Zehr BER 
に 転移 が 見 られ る が , 転移 像 は , 単に 選 平 上 皮 冶 の 性 状 を 有する の み で , SELIG, PRE 
細胞 肉腫 の 像 は 全く 欠如 し て いる 。 2. HB: PRB ED RCH, 手掌 人 の 胃 壁 の 著 明 な 肥 
j KER I AEM, WEDER ABM RICH HIC ES A THEFLIG EAS 





5), FETTER eS MER HES EERIE PDS. 組織 学 的 に , FETE 





HERE CREE ATS EE LEME, SKE or HWE 
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は 著 明 で ある 。 3. APR: 左 耳 下 腺 は , EIRCHERRL, 硬く , 周囲 と の 疹 着 は 強く な い 
組織 学 的 に は , SEMA TREE ODER EL, 悪性 像 は 認め な い 。 その他 , 4. 心 の 褐色 
Zi, 5. PRA ROPES: BAS, 6. 両側 肺 上 葉 限局 性 線維 素 線維 性 助 膜 炎 , 7. m 
側 気管 支 肺炎 , 8. FAL, 脂肪 変性 , 9. 良性 腎 硬化 症 等 の 所 見 が 見 られ た 。 以上 の 如く , 


本 例 は 各々 の 臓器 に 原発 し , 夫々 特有 の 像 を 呈し , 相互 に 転移 に より 関係 づけ られ な い さら 
に 食道 で は 韻 肉 腫 の 特種 像 を 示し , 所 属 泊 巴 腺 転移 が み ら れ る 。 これら の 事実 は Billrokh 以 
Mm7273 9 も の で あ We 4 ト ) 腺腫 場 と 併せ て 三重 ale LIT 4] “De 


EO BEVEL D BEER iii 


N 
7 


ある 。 冶 肉腫 に 関し て は , EHE, Meyer の 分 類 が 用 いら れ , FOMRRE LTS. Hild, 


1. Kollisionstumor. 2. Kombinationstumor. 3. Kompositionstumor. が それ で ちる 。 


煽 肉腫 中 真 の 混合 腫瘍 に 分 類 さ れる も の は , 同一 の 源 基 細胞 に 由来 する 所 の Kombinations- 





tumor で ある が , 一 般 に , 組織 学 的 に 本 型 の 腫瘍 を 確認 する こ と は 困難 で あり , 完成 され た 組 


tit: / Fy FT I FEHER HRD B37 at AAzılı is fo Hr TH N EAS と 
放 灰 | eo} J で 両 fi DFS jim BE ORD ALTE 1 父 本 例 は , Wa, Ain <5 A A, 聞 質 の 関係 に ある 


Kompositionstumor の 如き 構成 を 示し て いな い 。 最も 近似 の 像 は Kollisionstumor で ある 


フ © =i) Ar た # 7 ー oi 
かがみ られ , 両者 は 各々 分 離し た も の で な く , 


Ds, SESH 





al <1 bial Ae a 


BIT> 本 Ari 
VU ay 





Alte SNEED LAD—-OGERTDA, 


AMILO BIZHEIt, Saltykow, Wells, 





: DY Sr dr en Mary ロゴ ett 
(X, 議 組 な SCHIKA y WOW BRR 











), RAM (EICRRE A LTS. RASPES, BPP EEMOAOERERL, 
肉腫 様 部 は , 桜 分 温 像 の 豊富 な 点 も 考慮 し , 局所 的 条件 に よる 冶 細 胞 と 癌 質 の 不 均衡 を 来 し 
交 細 胞 の 肉腫 細胞 様 変 形 を 来 せ る も の と 考え た い 。 Hd, 本 例 の 食道 腫瘍 は 肉腫 様 六 と 診断 さ 
る べき と 考え る 
178. KB TPA 2 RIND PP pam 
(HREARFEREN 
An Autopsy Case of Retroperitoneal Tumor with Multiple Cutaneous 
Metastasis. TOKINORI WATANABE 
SVX VY > 転移 か 否 か 判ら な い 。 







生前 の 検査 片 か ら 茨 性 浸潤 を 妖 で は リン ズバ 球 は 散乱 状 


に な っ て いる 。 リ ンズ 組織 が 生前 と 死後 で 相当 に 相違 し 且つ その 次 化 が 急速 に 起 る 事 は 組織 的 
検索 を 行う 場合 に 注意 すべ き 適 例 と し て 標本 を 供覧 する 。 

BASEL: TUR, Ko 父母 共 胃 閣 死 。 患者 は 50 ROB A FR ARLE 

Lo 昭和 26 年 2 月 頃 ( 死 前 約 3 OH) 両 下野 に 神経 痛 様 導 痛 と 胃 状 が 出 て 全身 門 削 と 脱 カ 
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感 あり 。 4 月頃 腹壁 皮下 に 小 腫 閣 発 現 , 同月 27 日 入院 時 に は 胸壁, JADE, BERESIC AR 
Aw RE, RR, 可動 性 腫 癖 が 多数 に 見 られ , 腹部 触診 で 隆 頭 部 周辺 に や や 不明 界 状 の 不 
Oe Bee Ae lt. 5 月 20 日 前 胸部 腫瘍 試験 片 検査 で 敵 性 浸潤 ? と 診断 , 本 体 は 不明 
LOBE, 左前 胸部 激痛 と 後 熱 あ り , 同月 24 BR LARA CRE EEE 
15cc で 多数 の 碧 血 球 と 少数 の 赤血球 , 光世 球 を 見 た 。 体温 上 昇 し 28 日 に は 41.3°C, 29 BFE 
(ic, 同日 章 検 。 皮 下 の 多発 性 腫 瘍 は 死亡 7 日 前 後 よ り 前 胸部 より 次 第 に 消 退 し , 視診 で 認め 難 


く な つた が 死亡 前 日 迄 腹部 で は 触れ 得 た 。 血液 像 は 末期 に 中 等 度 の 多核 白血球 増 多 症 を 見 た 外 
に 著 変 な | 
主要 解剖 的 診断 : 1. 後 腹膜 部 大 人 手掌 大 局 平 源 夢 性 凹凸 状 灰白色 硬 き 腫 場 , 2. RIGO 
Re OMSK, 3. 両側 腎 の 腫瘍 状 浸潤 及び 右 腎 の 大 豆 大 以下 の 2-3 個 吐 豆 大 以 下 の 
結節 , 4. 胃 の 多発 生 (4 ク ) 潰 瘍 と その 1 の 指 頭 大 容 也 , 5. 急性 広汎 性 線維 素 化 膜 性 腹膜 
膜 瘍 , 6. 両側 急 竹 杏 液 性 助 膜 基 等 。 即 ち 腫 癒 は 後 腹膜 部 に 財 頭 部 後 側 辺 を 中 
INCRE, 腹 部 大 動脈 , 下 大動脈 の 前 方 に それ 等 の 騰 器 又は 周囲 に 浸潤 合 着 し た 不 欠 界 状 の 
局 平 な 組織 で (19.5X8X4cm), BAR, 後 腹 下 光世 了 腺 は 大豆 大 以下 に 数 個 腫 大 す 。 
以下 略字 , T は 腫瘍 。 し は リン ペ , LS は リン 肉腫 ) 肉眼 的 に 見 た 腹部 TI 
T 像 を 見 た の は 胃 壁 , 横隔膜 壁 。 指 頭 大 の 頸 部 L 腺 1 ケ と 腔 壁 及 び 諸 部 の 血管 
ARSE CHE, BP, 心 , 肺 等 に は T 像 を 見 な い 。 〒 像 は 相当 異 る 部 も ある が 大 体 L 組織 の 病 的 


KRONE) 





BA ELTA KML OF RR DASE SH LTC HIS 組織 が ある 。 RER MIL ATIC X 

) PETER DDT RRL TeV 0 TRIS PEZC HBR IEEE CHD THI) 75 MADRE RED AIC AIBO 

MAZE BOET So 細胞 は L 球 よ り 少 い 大 きい 者 が 多く 不正 円 形 で 胞体 部 は 少く 不明 

が 多い が 胞体 部 が 判る 者 は 周 異 が や や 明 視 出来 る 。L 球 と 同 大 や や 卵 円 形 久 2 倍 大 位 の 者 も あ 

Do FIL, 卵 円 形 で 染 質 多く 濃 染 し 核 網 構 不明 で 仁 は な く 分 沖 像 も 甚だ 少 い 。 し か し 核 の 
2 性 


は や や 強い 。 下 細胞 配列 の 粗 密 度 も や や 大 きい が 富 細 胞 部 で も 


大 小 や 形 は 相当 不正 で 核 多 
秒 苦 せ ず 細胞 間 に 細線 維 介入 は 少 い 。 不正 で は ある が 細胞 は L 球 に 最も 似 て いる 。 RIE 
ぁ 多少 見 る 程度 で 出血 は な い 。 か か る T 像 が 大 部 分 だ が 所 に 依り 網状 細胞 の 増大 増殖 が や や 
強い 所 も あり , 或いは L 球 の 浸潤 集合 状 部 も 小 部 分 に ある 。 覧 で は 小結 節 は 銘 具 状 だ が 一 般 
Le L 線 は T 化 像 を 示し , や や 鋭 界 捧 だ が 周囲 組織 内 に T 細胞 散在 が 多い 。 以 上 の 所 見 
か ら 私 は これ を LS と 認め た 。 肉 璧 上 皮下 所 々 に 同 像 の 小 T の 散在 を 見 た 。 腹腔 内 主 TAR 


ぎの 周囲 , 横隔膜 内 , 璧 等 で は 広汎 浸潤 状 で 鉛 界 結節 状 で な い 。 RENT に 接 





は 周囲 の 血管 内 膜 下 に も 明らか に 組織 発現 が あり , 甲状腺 周囲 血管 の 一 部 の 内 膜 下 に も 見 
た 。 皮下 の 小結 節 は 死 の 十 日 前 小豆 大 の 2 oe RRL AKIO T 像 と 同じ だ が 網状 細胞 の 
増大 増生 が 相当 強く OL 球 は や や 限局 性 に 集合 し 殊 に 血管 周囲 に 見 られ る の で , MERKHEBRUE 
性 の 良 化 を 疑っ た 。 着 検 時 に は 小結 節 は 凸 隆 せ ず や や 人 硬く 触れ る 所 を 功 除 鏡 検 する と , A 
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少数 の 大 単 球 や 多 





節 像 は な く 網 状 細胞 は 殆ど 消失 し 皮下 脂肪 組織 内 に L 球 の 散在 浸潤 像 で 
核 白血球 が 混在 し T より も ゃ 一層 英 性 浸潤 が 考え られ る 像 に な つて いた 。 

考 接 : 私 は 組織 像 か ら 一 応 LS と 認め た 。 唯 肉眼 的 に は 腹腔 T は 塊状 で な く 極 め て 扇 平 
な 薄い 者 で 単に 組織 像 の み で TT と 決定 し て 良い か 否 か 寿 は し い 。 し か し 周囲 L 腺 や 腎 の 結節 
等 の 像 は 〒 が 考え られ , RAT が 非 薄 な の は 皮下 結節 と 同様 に 生前 に は も つと T BLIGE 
さ で 死に 近づい て 縮小 化し た と すれ ば T と する 公算 は 大 きい 。 肉眼 的 所 見 以外 に は LS と 見 
て 良い と 思う 。 双 皮 下 そ の 他 の 変化 を 転移 と する か 多 中 心性 発育 と する か 決定 は 難 か し い 。 特 
に 皮下 の 小結 節 が 死 前 後に 消 退 し た 事 は , 正常 又は 病 的 L 組織 が 全身 的 の 栄養 や 生活 機転 の 
影響 に 上 甚だ 敏感 な 事 が 考え られ る 。 この 事実 は 組織 病変 の 生前 檎 査 と 温 換 材料 検査 と の 比 





較 上 注意 すべ き 要 点 と 思う 。 


179. YORE I EL Fe AREER HU yh HER RT BER 
nee NM WS. SREX. AR 励 . 村 野 稚 , PRB 
(RAR, 第 二 内 科 ) 
Erythroblastic and Myeloblastic Reaction of Bone Marrow Following the 
Bone Metastasis of Gastric Cancer. KINYA OKANO, MASAFUMI 
YOSHINAGA, TSUTOMU SUEHIRO, YUTAKA MURANO, KAICHIRO NAKA 


最近 2 AO REEL Ed, SN EABA MUG: RO RWI 7 ERE FEEDS TR L 





PoFA RR Pl Ze F i Ee | た の - CHE する 
(第 1 例 ) 48 歳 So 吐血 2 回 あり , ASOROTAK. AMROBRA, 赤血球 数 113 


万 一 192 Fi, 円 血 球 数 9500—11600, その 百分比 の 主 な る も の は My. bl. 1.0, Pr. My. 8.0, 
Met. My. 2.0, St. 4.3, Seg. 8.0 で も あり, X 線 検 査 に より 上 用 骨 そ の 他 の 欠損 を 認め た の で , 
BRAUN FE RO TER Dr an 


(病理 解剖 所 見 ) 4| ERT | a 約 5 cm の TEH A HERD * あ り ’ 後 腹 INK KEN, 肝 に い ー た は NIC 


DAB BA TL Sao CH BIMMMUG 7 Be FIC RAE TAS AED BRAND 


MAL Chott. 腫 で は Oxydase HENRIETTE DRO nA bh 
られ た 。 Ia RO LAPT ARRIVE IC ks CHS, MAMMA FR SEPE ICI 

WL, CACHE Tr WO A LT ro 
(第 2 例 ) 26 歳 $。 自宅 療養 加 者 で あ = た 関係 FELL, 検査 成績 は 不明 で ある が , 約 
iff 


6 年 前 より 胃 濱 瘍 と 診断 され , Zoot - ro MAVECHRKTA COM LG 
骨 痛 , MBB RO RIOR AB, 血液 疾患 の 振 い で 血液 検査 を 受け た 。 その 結果 赤血球 
数 274 万 , 有 核 細胞 数 11600 (その 40% (LAR) CHO, 赤 芽 球 は 核 の 著しく 歪 形 せ る も 
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の 多く , PMBRIC LOCH AGREE EER, RER EWR DT 
(病理 解剖 所 見 ) BEATRICE (MECH, FER 3cm DIRT ETE 


細胞 巣 が 極め て 小さ く , 所 に よっ て は 顔 細胞 が 孤立 し て 存在 し , それ に 接し て 酸 好 性 , 
HET 


ic, 大 小 不同 , 核 不正 の 傾向 が 強く , 殊 に 核 破壊 の 起 っ > て いる も の も 存在 し て いる 。 


肉眼 的 に は 大 な る 腫 韻 を 形成 しない 点 が 共通 し て 居り , これ は Kitain の 説 を 裏書 き 


核 不正 , 細胞 体 の 大 小 不同 が 著しい 事実 及び 管 髄 組織 像 か ら 転 移 韻 巣 隣接 部 に 限局 【 








18). IMS KR 仁 . 松 林 富 士 男 


1 本 医科 大 学 病理 学 教室 第 - 一 外 # t) 


FUJIO MATSUBAY ASHI 
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し , ARR 
Schöne, 肝 , 骨髄 その 他 臓 器 に 転移 業 を 証明 サ せ ず , ROHR AH EN Ze 
病変 を 誰 め な か っ た 。 顕微 鏡 的 に は 円 形 或いは 項 子 状 で 核 不正 の 極め て 強い 冶 細 胞 が , 比較 的 
小さ い 細 胞 菓 を 作っ て 胃 , MER, 肝臓 , 骨髄 等 の 組織 間際 に 侵入 し て いる 。 殊 に 骨髄 で は 頑 


塩基 好 


作 及 び 森 熱 赤 芽 球 が 増殖 し 閣 細 胞 を 包囲 する 感 が ある 。 個々 の 赤 芽 球 は 生前 既に 認め られ た 様 


以上 2 例 は 何れ も 原発 時 を 形成 する 癌 細胞 が 小型 で 且つ 孤立 性 に 増殖 する 傾向 を 有する 。 7 
する も の 
と 考え られ る 。 次 に 第 2 例 の 赤 芽 球 症 を 来たし た 事 に 関し て , 慢性 胃潰瘍 に よる 頻 回 の 吐血 が 
BD RRC TS) AR LERARO MA EL LVS BAIL, この 場合 に 見 られ る 赤 芽 球 が 極め て 
し て 赤 芽 球 
が 増加 し た 点 か ら 除 外出 来る と 考え られ る が , 反面 信販 血 病 反応 を 果 さ な か っ た 相違 点 に 関 【 


て は , より 多い 吐血 の 回 数 が 何等 か の 示唆 に な る も の と 考え られ る 。 第 1 例 の 骨 籠 芽 球 瑠 殖 は , 


液 及 び 臓 器 所 見 で 高度 の 転移 性 且つ 無制限 な 増殖 が 見 られ な い 事 か ら 白 血 病 の 否定 は 容易 で 
あぁ る 

mie LT, 両 例 共に 際 床 的 に 胃 濱 瘍 と 診断 され た 骨 炉 が , SEHEN RE RA 
ei LCE OBERT BR LR, AR EERFEO MA RED EB AL te 
症例 


A Case of Primary Mixed Tumour of the Liver. MASASHI NAITO, 


NSO WF GCE MBG LS ASE OPE SPILL A MGS (MT) で Lubarsch (1901) Krk 




















TAPES. CORP HICH (HP) ZitRRIO UE ESIC LSA, SOMLE, 
WP, KEREERO UTED S ¢ PICO Ke Se 本 例 は 従来 の MT 像 と 同様 だ が 明らか に 
民 絞 筋 株 維 混在 が ある 等 覆 雑 性 が 強 

臨床 所 見 : 25 7A 5d, 臨床 診断 肝 腫 場 > 正常 分 既 で 出産 時 体重 -3070 g, 生後 虚弱 状 
死 前 2 月 半 頃 か ら 機 嫌悪 く 体温 38°C fir, 腹部 は 膨満 強く 皮相 静脈 表 張 右 助 骨 弓 か ら 右 





計 は な い 。 腫瘍 の 発育 増 た は 早く 入院 





中 腹部 に か け 喝 頭 大 硬い 凹凸 不平 捧 腫 癒 を ふれ, 





(HAA 24 4212 月 31 A) 腹腔 の ほぼ 1/4 を 占め 2 月 後 の 死 前 に は 約 23 FRI 


i j 


に 達し た 。 25 年 3 月 3 日 死 。 BOARH, FR, 肺 , Brut coke 

盾 肉眼 像 : FSR BRKT FMA Bh LARA ら 下方 に 大 〒 塊 が 連続 突出 し て , 
HLT Re FROH T 連続 の まま の 計測 は 
28x17x10cm 2500g 重 , 肝 部 T と 外 F〒 に 2 KH 及び 前 後 の 横 断面 7 ク 所 の 所 見 4 
RATSL, 肝 部 は 左 葉 殆ど 全部 が T 化し 約 2 倍 手 人 笑 大 結節 が あり 肝 組 織 は 前 上 面 に や や 残 





‘ ee wy, if $y テ 。 の He tee 
E 下 に 不正 算 形 状 大 塊 と な り , 腹腔 を : 





『 
存する 。 時 包 膜 は 大 体 平 滑 で 破損 は な い 。 この T は 連続 的 に 右 葉 左 半 部 及び 方 形 葉 殆ど 全部 
に 侵し, 時 右 甘 左 半 に 約 1 EER AT が あり 右 方 約 半分 位 正常 像 が ある 。 肝 門 部 は 手 欠 


u TA AR T itRSS KIER CRA 
EV PIL MAR ICEL ano AMILFFAT 4 


HERD IK 





共に 被膜 か ! SER た 不正 317077 





LIKE, #, 暗 2 赤 色 等 >) に <7] ト 種 re DEES た 部 混在 を EL Lern 所 々 





白色 硬い 所 も 少し ある 。 大 豆 大 位 迄 の 小 壮 乃 も 少 , 中 数 に 散在 する 。 肝 内 T は 暗 赤 斑 部 は 
DAES 〒 は 大 部 分 暗 赤 色 , 即ち この 〒 は 約 1 倍 征 児 頭 大 で 上 半 は 肝 内 に 下 半 は 肝 外 下方 
に 突出 し 擦 維 性 被 包 完 全 の 1 塊 の T CHS, タダ 残存 肝 組 織 は 肉眼 的 正常 で 硬化 像 は な い 。 

SATII CAV SIRI ARIE EGE 
AST で は 種々 の 組織 成分 が 線維 





= In 


KPD 壊死 出血 は 所 々 に 相当 強く 殊 に 肝 外 T BRR EMA ZEA BRR TREE 





DT, I RENTE OA HE 
っ れる っ ETA 4 OP REA ミ 多 い 。 ーー 部 に は 有 』 





} Pr ee tht, みく > SZ Anes ee er SA gy Felt A Wt. Fy ー ズ LW 
ATMEN RD ARID IED EE AV CB IEP HED MBS BE 





+ 1 
a3 Fe 
Ete) -D T ACL RE(E, FTN Gh & ie Zoe FVLP AE Er 
Juist CY. まま a. (SE Sa 更 化 , SPRY Aap LIETK の ERDE FF i Bd 認め た 。 な お 一 部 
or ロエン 7 た Ltt Be ーッ ー = ee ln 7 て Set ) 一 ‘PrP RE MALS 
に は * 配列 部 も ある っ DELHI I OEL 所 小 部 に 石灰 化 様 像 が あっ 
> 開 質 相当 部 の Ar iD [nl FEN 作 の 若い 所 も ある 。 





7. ME 


浸潤 も 殆ど 無い 。 こ の 線維 素 内 に は 種々 の 組織 成分 が 出 て 多彩 性 を 示す 。 







形 の 小 細 胞 が 埋没 散在 する 編 様 組織 部 が 方 々 に 





he - な 0, 
HERD & RULD De KW SRHESAICILAPARER, FAHRER LASS L 
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» SRL AT OBC BHET S 或いは 小 方 形 上 皮 で 囲ま を れ た や や 大 形 の 腺 管 も 中 数 

に あり 一 部 は 小 姜 胞 状 に 拡大 する 。 2, 3 の 切片 で は や や 多数 の 横 紋 筋 発現 を 方 々 に 見 た 。 こ 

れ は ほや や 若い 線維 索 部 に 集束 状 , 散在 汰 に ある 。 少 数 の 者 に 本 紋 条 が ある が 多く は 不明 。 小 限 

局 性 に メラ ニン 色素 発現 を 見 た 。 更 に 唯 1 ケ所 に 間 質 率 に 潜 い 重 板 状 角 質 小 塊 7, 他 の 標本 

化 重層 局 平 上 皮 の 小 塊 1 ク を 見 た 。 時 と の 限界 部 は 広 狭 の 線維 組織 層 で KARE LICR 

性 発育 状 , 近接 時 組織 は 強い 圧迫 鞭 繕 で 中 度 広 汎 性 線維 化 と 細 小 肝 細 胞 散 在 が ある 。 少し 離 
縮小 と 中 度 の 聞 質 増生 が ある 。 

RIE: COT は 肝 内 で は 左右 両 葉 に 了 る 3 倍 手掌 大 塊 と 連続 的 に 肝 門 部 か ら 下 方 肝 外 に 突 
出せ る 見 頭 大 の 塊 と が 一 塊 と な っ て 線維 膜 に 完全 包囲 守ら れ た 1 SORT で ある 。 組織 的 に 
は 良く 発育 し た 多量 の 線維 素 と その 中 に 包 蔵 され た 腺 組 織 , I, 肝 組 織 , FFIR, 骨 様 
部 が 相当 多く 中 等 に 横 絞 筋 , 小 量 の メラ ニン 団 粒 , 極小 量 に 角 化 重層 局 平 上 皮 部 が ある 。 線維 
索 聞 に は 肝 閣 像 部 多く その 外 肝 細胞 腺腫 , 肝 便 変 部 も 所 々 に 混在 する 混合 腫瘍 像 を 示す 。 組織 
の 複雑 性 は 肝 内 T 部 に 強く 肝 外 TER FF, FRE, 肝硬変 部 等 の 肝 組 織 が 大 部 分 な 
る 事 は この T が 肝 部 に 発生 し て 肝 外 に 膨 出 し た 者 で , 肝 外 発生 か ら 肝 内 に 侵入 し た 者 で な い 
と 思う 。 構成 組織 種 も APR ROR ED AAR O PAGES oD DORR: Chin, SP 
像 は 殆ど 無く 分 割 像 も 少 い か ら 悪 性 度 は 強く な く , 発育 も 膨 帳 性 に 止 = て お る 。 FRE L 
て は 組織 複雑 性 が 強く 横 紋 筋 の 混在 も 珍し い 。 又 小児 期 の 肝 冶 の 因 形 腫 的 性 格 を 支持 し 得る 適 
例 で も る ある 。 (文中 略字 T は 腫瘍 ) 


れ て 肝 小 葉 


181. eM LD FEAL DMPO — FR) az, 河野 通 忠 
山本 佐 文 , 野村 雅雄 (HAASE, 小児 科学 教室 ) 
A Case of Retroperitoneal Teratoma. SABURO TAKAMINE, MICHITADA 
KONO, SABUN YAMAMOTO, MASAO NOMURA 


BHiL2rHOK. 主訴 : 腹部 膨 隆 , PAM ROTE. AMAR RC, 遺伝 
a 


的 関係 も 特記 する こ と な し 。 出生 時 体重 950 A HERBST EI, 略 々 球形 


PATROL LHL, 境界 比較 的 明 瞭 で 移動 作 の ある 腫 瘍 を 触れ , と 線 検査 に よっ て も 腸管 及び 硝 
柱 と は 無関係 で , yO a HS o FRONT EI, 凹凸 不平 , 硬 観 一 部 刺 
C, RRO VARA FERIA & Di tS 4, Bi & OBSAICOV. TARA Er 


ん と 推測 され た が 確認 する に 至 ら ず 。 自然 排便 も る も , BAAR L, URAL Lo 
その 後発 熱 , 尿 潤 濁 を 来たし , 一 進一 退 の 経過 後 , 生後 約 3 月 半 に て 死亡 し た 

剖検 所 見 。 腹 部 及び 貫 部 腫瘍 は 連続 せる 同一 腫 場 で , 大 略 ヒ ョ ウタ ン 型 を 廊 し , SORRY 
15 Hi, MAH 130g。 腹部 腫瘍 は 約 7X6x5 HA, 西洋 梨 型 ,。 全体 と し て 薄い 平滑 な 被膜 を 
413 






















有 し , FE 1/3 HEHE SKEFTR TEN ER UK DK, 下部 約 3 は 征 々 厚い 被膜 
様 物質 に 取り 囲 を れ た 糧 胞 状 構造 より 成り , その 内 腔 に は 淡 殴 白色 豆 記 様 物質 を 充 た し て いる 。 
肝 都 腫瘍 は 約 6x5x5 灯 大 , 凹凸 不平 , 硬 革 一 部 琴 で 割 面 の 大 部 分 は 大 さ 種 々 の 多 胸 性 半 腫 を 
に は 脱 様 物質 を 充 た し て いる 。 有 駐 内 腔 の 一 部 は 脂肪 様 物質 で 充 た され た 所 も あ 
る 。 本 胞 聞 は 灰白色 線維 性 或 は 軟骨 様 組織 より な る 。 腹部 及び 稚 部 両 腫瘍 の 移行 部 は 一 般 に 灰 

維 性 で あぁ る 。 隣接 臓器 (HL, DE, 子宮 及び 直腸 ) は も と より , MC FARE 






な し , その 内 8 





AHORA HL. 急性 炎症 の 像 を 認 む 。 





腸 を 包む 外側 の 薄い 被 独 は 二 層 より 成り 。 そ の 外側 は 弟 邊 結合 織 居 、 内 
又 商 白色 物質 を 充 た す 比較 的 厚い 被膜 は 殆 ん ど 腕 組織 より な り , A 







織 が 認め られ る も , これ は 毛細 血管 周 Et する の み で , 和 肉眼 的 に 見 られ た 黄 白 色 豆 
提 も を た 脳 組織 より な り , 被膜 様 物 質 と の 境 具 は ほ 明 ら か で な い 。 この 脳 組織 内 の 一 部 に 
は ほ は 小 血管 難 を 始め 多数 の 小石 灰 化 業 が 認め られ る 。 又 一 部 に は 淡 黄 色 の 色素 頼 粒 を 含む 細胞 も 
ime LE, BEER, EEL, WE 


iC られ た 線維 性 ROR PRB Ix, 





EO PAE LHR EAI RE 





RED LEAST CHUR ETO 





Hep > 


Erin A 
MiMi: DR Hea, 





F 滑 筋 , 脂肪 組織 , 血管 , リン ボ 腺 及び 神経 線維 より な り , 


が 認め られ た 。 腹部 及び 部 両 風 場 の 





» 2 7 


ra 4 AJ & +» __ srl >t 
a x (85 7. Done & め られ る の みみ で あ や < な お BWV AE 








I. 7. 1-44: A go pe 4 部 に 7 Set Hd 4 on eb 
移行 部 に は , | 滑 筋 , Ein RD le CHT, BENDER % る と 思 われ る 組織 , 


胸 隊 へ の 分 化 過程 に ある と 思わ れる 組織 , 気管 構造 を 示す 組織 。 リ ン 節 , TERR ROME 


リル 


: 明 確 な 限界 を つく る こと な く , 腹部 





カ ae ぬ め ら 4 し る 
- 移 行 し て いる 。 要約 する に , 腹 都 腫瘍 は 主として 外 朋 葉 作 組織 より , WE 


キモ と し て 中 及び 内 両用 葉 性 組織 より な っ て いる 。 な お 未 分 化 の 組織 妃 至 転移 形成 は 認 








以上 の 所 見 より 本 例 は 後 腹膜 部 より 仙骨 部 に 叶っ た ヒョウ タン 型 の 成 難 型 往 で も る が 機能 


DH EFF 本 'D FET Lt = Bil CH る 。 腫瘍 を 発 生き 228 1 約 に 見, る し 1.2 腫 場 





並 に 移行 部 を 構成 し て いる 組織 が 主として 中 腔 葉 性 で あり , 且つ これ が 明確 な 境界 を つく る こ 





2 ae pony rg “Nie + a OBIT 
Le J es りな る 腹部 # iy 場内 に 移行 も AG ORE り 。 ar Bis sich) — 


ふ ゎ の と 推定 され る 。 
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SER % ET D ERIC OU» T 
RH. AP 昇 
On the Mixed Tumor of the Mediastinum with Malignant Hyperplasia. 
WI-CHA CHEN, NOBORU TANAKA (Department of Pathology, Jepanese Red 


Cross Central Hospital. Department of Pathology, Tokyo Medico Dental University.) 


Recently we had two cases of large mediastizal tumors, one an autopsy and the 
other an operation material. Although no metastasis was formed, certain malig- 
nancy was suggested in both of them. 

Case 1. Y, S. A 24 years old male. Developed severe coughing after receiving 
a trauma on his back about one month before his death. Treatments for bronchitis 
brought no cure and he was admitted to our hospital complaining of dyspnoea 
and with remarkable edema on his face with cyanosis. X-ray photograph revealed 
a large tumor in the right pulmonary field and hydrothorax. Thoracal punctures 
were not effective and he died of progressive dyspnoea. 

Autopsy findings: Well nourished young male corpse with moderate edema of 
the face, arms and shoulders. Cyanosis of the face was remarkable. About 800cc. 
of bloody fluid was present in the right thoracic cavity. An enormeusly developed, 
solid nodular tumor mass of adult’s head size occupied the right thoracic cavity and 
situated between the heart and the right lung. The capsule of this tumor widely 
adhered to the neighbouring pleura, pericardium and diaphragm, especially to 
the adventitia of v. cava cran. The heart was dislocated leftwards, the lung 
upwards and the right diaphragm remarkably downwards. The large pulmonary 
vessels and bronchus were compressed by the tumor, causing slight stenosis. 
The lungs showed remarkable atelectasis with edema and hemorrhage. Three 
lobes of the right lung were recognized as normally developed. No metastatic 
foci in any organs were seen. 

Microscopical finding: The present tumor showed severe extensive hemorrhage 
and necrosis, and contained combination of various kinds of tissue elements. The 
main tissue component is irregularly thick connective tissue, arranged in trabecular 
form with angiomatous blood-filled lumina. Some areas showed a peculiar loose, 
almost myxoid immature stroma in which chondroid or cartilaginous tissue were 
scattered. Partial calcification of the cartilages and a few osteoid tissues were 
seen but no definite bony tissue. In some parts, adeno-tubular tissues, lined by 
goblet or columnal epithelium with or without ciliated border, resembling bronchi, 
were seen. Their lumina were filled with mucoid masses and nuclear débris. In 
some areas there were loose epithelial foci of cuboid cells, separated by scanty 
but richly vasculated connective tissue. Transition was seen sometimes between 
these cellular foci and adenotubular structure. These figuration had certain resem- 
blance to embryonic pulmonary anlage. The glandular epithelium was hyperplastic 
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and somewhat atypical. Here and there, there was a few smooth muscular tissue, 
Hyalinizatio- of the trabecular stroma and inflammatory infiltrations in and around 
the bro-chioid tissues resembling bronchitis or bronchopneurmonitiS were seen. 

Case 2. N. S., A 63 years old male, having the past-history of pleuritis sicca, 
when 16 years old and icterus catarrhalis with cough and expectorance when 56, 
was admitted to a hospital in February, 1949, under the diagnosis of empyema of 
the right thorax. After 50 days hospitalization no confirmative diagnosis was 
established, although some of the doctors suspected tuberculosis as the cause. 
Thoracal exudates were at first yellowish and became bloody later. Since October, 
1950, marked anemia was noted and then edema of the face appeared. A roughly 
spherical tumor shadow was found by fluorography in the right lung field. Since 
then he complained dyspnoea. He was admitted on December 14, 1950, and ope- 
rated upon on January 8, 1951. 

Operation findings: A man’s head sized spherical blood sack tumor was located 
in the right chest cavity which fixed between the right lung, heart and diaphragm, 
adhering to the neighbouring tissues, causing complete atelectasis of the right 
lung, dislocation of the heart toward left side and compression of the diaphragm 
downward. 

During one month’s hospitalization after operation, clinical symptoms such as 
cyanosis ard dyspnoea were alleviated and he left the hospital in almost completely 
healthy conditions. 

Pathological examination: The tumor is a large spherical monolocular blood 
cyst with thick fibrous capsule (about 0.3-1.0cm.). It measured 13x14x18cm. 
This cyst was filled with a large amount of fluid blood with some cheesy masses. 
A thorough histological study on many sections from various parts of the cystic 
tumor was done. The wall of the cyst consists of various kinds of mature tissues 
derived from three embryo~ic layers. The major parts of the entire cyst was 
lined by a hyperplastic tissue which may be designated as cystoadenoma papil- 
liferum. Adjacent areas are covered by skin having cornifyirg stratified squamous 
epithelium, sebaceous glands and sweat glands. Somewhere glandular structures 
with character resembling stomach and intestinal mucosa are differentiated. Small 
foci of muscle and nervous tissues are also noted. 

Discussion: Möller a-d Goldsworthy described ‘‘chondromas’’ cf the lung. 
They are not simple cho -d-omas, for they always contain bronchial epithelium, 
cartilaginous masses, and also mucoid, fibrous, lymphoid ad muscular tissues. 
Möller called them ‘‘ mixed tumor ”, because, according to his opinions, structures 
were exactly comparable to that of an intra-canalicular broadescma of the 
breast. Also Scarff ard Gowar discribed 2 similar cases in men, 24 and 66 years 
old respectively. Harris and Schattenberg reported two peculiar ‘‘ anlagen tumor ” 
in the lurgs of the new born infants. Willis doubted whether these masses were 
true tumor or not. Möller supposed a specific inductive effect of the proliferating 
epithelium to cause cartilage formation in the connective tissue. Our case 1 may 
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belong to this category of tumors. We consider it as appearently a pulmonary 
anlage tumor, whose epithelium has became anaplastic. 

Our second case is without doubt an originally benign cystic teratoma, in which 
papillary cystadenomatous component has gained eminent overgrowth. According 
to Ewing, many authors have recognized that the simple type teratoma of the 
mediastinum arises from the third or fourth branchial arch. Papillary cystadeno- 
matous overgrowth in our case may also suggest branchial origin of the tumor. 

Conclusions: 1. The authors present here two cases of rare mediastinal tumors. 
2. One is an autopsy case of an anlage tumor of the lusg in a young adult male, 
and the other is a surgical material of a cystic teratoma in ar old male. 3. In 
both cases malignant hyperplasia of one of the gla+dular components are suggested, 
although no metastasis is found. 


183. 77 AN ARE O MERE IER, 特に 移植 性 
BNO 2 系 統 に つい て 吉田 俊秀 
A Histological Study on the Spontaneous Tumors Occurring in Inbred Mice, 
with Remarks on Two New Strains of the Transplantable Tumor. 


TOSIHIDE H. YOSIDA (Zoological Institute, Hokkeido University) 


Spontaneous tumors developed in 11 individuals of inbred mice were investigated 
with special attention to the histological structure and transplantability. The 
histological study revealed that seven of these tumors are gland call carcinoma, 
one a spindle cell sarcoma, and the remaining three remain undiagnosed. The 
grand cell carcinoma found in seven specimens are to be classied into the following 
three types in their structure: Type 1, in which the tumor still remained in 
original glandular structure; two tumors are included in this type. Type II is 
the tumor in which the tissue transforms into anaplastic configuration ; two tumors 
belong to this type. Type III is a carcinoma simplex, which shows more anaplastic 
configuration. One tumor corresponds to this type. 

Transplantatio nexperiments revealed that the tumor belonging to Type III posses- 
ses a transplantability. One specimen of the spindle cell sarcoma showed alsoa 
transplantability. Thus, two strains of transplantable tumors were newly es- 
tablished. The transplatation of the spindle cell sarcoma and the gland cell 
carcinoma has bee1 continued for nine and seven generations respectively, up to 
the present time. The transplatability of the spindle cell sarcoma and the gland 
cell carcinoma were 46.4 and 67.6 per cent, respectively. Thus it is evident that 
the transplantability of the gland cell carcinoma is slightly higher than that of 
the spindle cell sarcoma. 

Next, sexual difference of transplantability of tumors is to be considered. It 
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appears that in the spindle cell sarcoma the susceptibility of the female is 
slightly higher than that of the male, while in a specimen it is somewhat higher 
in the male. But generally speaking, it may be said that the transplantability 
of tumors showed no remarkable difference by sex. 

Finally, the transplantability in two strains of tumors was examined concerning 
racial difference of mice. The transplantability of the gland cell carcinoma ori- 
ginally developed in a mouse of D-strain showed 100 per cent in mice of the same 
strain. Probably it is dependent on the genetical purity of D-strain mice. But, 
in the case of the spindle cell sarcoma the transplantability showed no remarkable 
difference by strain. Probably this is due to a genetical impurity of the mouse, 
in which the tumor spontaneously developed. In the agouti-color mice of B- 

train the transplantability showed a considerably higher rate with either the 

ae cell sarcoma or the gland cell carcinoma, 

It is proposed to use the terms “MY mouse sarcoma” and ‘‘ MY mouse car- 
cinoma ”, for the spindle cell sarcoma and the gland cell carcinoma arias: 


と 7 ノラ レデ エン ァ 
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鈴江 懐 ( 副 会 長 ): 昭和 27 年 4 月 2 日 及び 3 日 の 両 是 にわたり と り 行 われ まし た , 第 11 MARKS 


し レ て 閉会 の 辞 を 述べ る 機 を 得 ま し た こと は 和信 に 光栄 と する 所 で 








キラ ュー wo Be pe TES ed レー に ぷら Ay zn BR S> EEE ste a x 

題 み ます る に , B2RERARK な 災 さ れ ま し た 本 学会 も ,。 その 後 会 員 諸 妊 の 携 ま ざる 
te と 3 BL m Ft 2 MEISE < と どの カロ >» ー、 る 2A Ip: 42 Pink pte 

弄 支 用 に より まし j の 発展 を 遂げ , 本 年 の 如き る 示説 105 と いう 多数 の 業績 発表 に 接し , 





て 4 


2ZAMOSWMLMCLCL AV YRAHORR Ch) EL, LPT OPM a TRE SER 
まし た Nitrogen 


(ved 


N z = 1 で ポー bat ae op Reo r 
れ , 多大 の 収穫 が あっ た と と は 申す る まで も あり ませ ん 。 Ri 日 目 午前 に 行わ # 








は , 臨床 方 面 の 話 光 輩 の 直接 御 参加 を 得 て 熱意 溢 る 


mustard N-oxide を 以 て する 敵 治 療 に 関す る 税 





御 発 表 に 接し まし た と と は 会 員 諸 看 と 共に 克 懐 至極 の 事 で あり まし た 。 ま た その 成績 に お いで 少く と も と 
の 方 f 究 に 一 歩 先 ん じ た る か の 感 を 与え を られ まし た こと と は 。, 特に 心強く 思わ れ ま し た 。 
と これ 全く > こ 好 都合 な 吉田 肉腫 が わが 国 に お いて 自由 に 駆使 し 得る と いう 好 条 件 に 恵 ま む て い 
Sb BIT} し か し 尊 断 は 禁物 さ で あり ます 。 既に わが 国 は 六 研 究 史 上 に お お いて 多く の 苦杯 を 管 
め て js り 9 ます 


YO Wak, 市 川 両 先生 は テー ル 兎 陸 交 な る 割 時 代 的 な 大 
ぶ あ り ま し た 。 し か も と の テー ル 双 の 総 仕 コ 
系 に その 功績 を 譲ら ね ば な り ま せん で し た 。 
も これ は 後に わが 国 で 佐々 木 , HE, A 


DY, いさ さか 不 名 誉 を 回 復 致 し た か の 感 が あり ます 。 





LT, 正 に 若 量 の この テー メル 兎 耳 六 の 載 を 履 ま な いよ う 戒 心 





LA} ンー ee aa re > a 4m 
Rat O KF FEEL = ji 田 教授 7) > At CHE され ま LG HA 


A 





* 行 わん て お s り ます 。 学問 に 国境 な 


MH, それ は 最早 わが 国 の 独占 で は な く ,。 外国 で も と れ を 用 いて の 研究 ヵ 


















I; 


er り ま す 。 し か し わが 日 本 癌 学会 と し て は , DUE ARHZAROMAYPKE SGT, と の 輝 や か し い ゴ ー ル の 
ty テー プ が 切 ち れる と と を 切望 する も の で あり ます 。 

ド 年 は 東京 に な いて , 吉田 教授 を 会 長 と し て 第 12 回 日 本 問 学 会 総会 が 開催 そ きれ る と こと と な っ て いま す 。 
それ で は 諸君 ! 来年 は 本 年 より , KVDERBAL, より 以上 に 輝 や か し ぃ 業績 を 持ち より まし て , iR 
i- 快 に 壇上 に 相 見 えよ う で は あり ませ ぬか 。 

@ な お - 言 特に 附け 加 を て お きた いと 思い ます の は け は, 本 年 の 本 学会 は 例年 に も いや 増し て , BRAWL 
RRR RO RIC bHKLO OMA CHV ET, 演題 , 示 読 の 中 に 多数 の 診断 , 治療 に 関す る 研究 か が 発 
表 き され て お る の は 勿論 で あり ます が , 外科 学会 と の 協同 で 久留 教授 を 特別 講演 者 と し て 迎え る こと が 出来 
; ELKOUMIELVTECHVELK, EKMAROBGAKCILVELT, 塩田 先生 以下 を 炉 し , Ach 
が 行 し て , ラ ヂ ォ に , 座談 会 に , 新聞 に , 雑誌 に 癌 に つい て 大 上 衆 の 記 蒙 運動 を 展開 し , 多大 の 成果 を 挙げ 得 
まし た と と も 特記 し て 置き た いと 思い ます 。 
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CAAA, 御 機嫌 よう 。 


まし て や 世界 和信 類 福 征 の た め な らち ば, どの 国 の どの 学者 に ょ 





っ て 研究 が 完成 きれ よう と 宜しい の で あ 

















正誤 ] P. 78 演題 8. 英文 氏名 (ローマ) に 次 の 


. 228, 229 演題 82。 婦中 QO, は Qo, DF 





YOSHIFUSA TOKITA, NARAZI TERASHITA 






st 抜け ま レ し た の - で 追加 致し ます 。 





つき 訂正 し ます 。 


ミリ に 











